
昭
和
二
十
五
年
電
波
監
理
委
員
会
規
則
第
十
四
号

電
波
法
施
行
規
則
　
抄

電
波
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
第
四
条
（
無
線
局
の
開
設
）
、
第
九
条
（
工
事
設
計
の
変
更
）
、

第
十
三
条
（
免
許
の
有
効
期
間
）
、
第
十
七
条
（
変
更
等
の
許
可
）
、
第
二
十
五
条
（
無
線
局
の
公
示
）
、
第
三
十
条

（
安
全
施
設
）
、
第
三
十
一
条
（
周
波
数
測
定
装
置
の
備
え
つ
け
）
、
第
三
十
二
条
（
計
器
及
び
予
備
品
の
備
え
つ

け
）
、
第
三
十
四
条
（
船
舶
の
義
務
無
線
電
信
の
条
件
）
、
第
三
十
五
条
（
船
舶
の
義
務
無
線
電
信
の
条
件
）
、
第
三

十
七
条
（
無
線
設
備
の
機
器
の
検
定
）
、
第
三
十
九
条
（
無
線
設
備
の
操
作
）
、
第
四
十
条
（
無
線
従
事
者
の
従
事
範

囲
）
、
第
五
十
条
（
通
信
長
の
配
置
等
）
、
第
五
十
二
条
（
目
的
外
使
用
の
禁
止
等
）
、
第
六
十
条
（
報
告
）
、
第
百
条

（
高
周
波
利
用
設
備
）
及
び
附
則
第
十
項
（
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
な
し
た
処
分
等
）
の
規
定
の
委
任
に
基
き
、
且

つ
電
波
法
を
実
施
す
る
た
め
、
電
波
監
理
委
員
会
設
置
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
三
十
三
号
）
第
十
七
条
の
規

定
に
よ
り
電
波
法
施
行
規
則
の
全
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

電
波
法
施
行
規
則
（
電
波
監
理
委
員
会
規
則
第
三
号
）
の
全
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次第

一
章
　
総
則
（
第
一
条―

第
四
条
の
四
）

第
二
章
　
無
線
局

第
一
節
　
通
則
（
第
五
条―

第
二
十
条
の
三
）

第
二
節
　
周
波
数
割
当
計
画
の
公
開
（
第
二
十
一
条
）

第
二
節
の
二
　
開
設
指
針
の
制
定
の
申
出
の
手
続
（
第
二
十
一
条
の
二
）

第
三
節
　
安
全
施
設
（
第
二
十
一
条
の
三―

第
二
十
七
条
）

第
四
節
　
船
舶
局
、
航
空
機
局
等
の
特
則
（
第
二
十
八
条―

第
三
十
一
条
の
三
）

第
四
節
の
二
　
地
球
局
、
人
工
衛
星
局
等
の
特
則
（
第
三
十
二
条―

第
三
十
二
条
の
九
）

第
四
節
の
三
　
無
線
設
備
の
技
術
基
準
の
策
定
等
の
申
出
の
手
続
（
第
三
十
二
条
の
九
の
二
）

第
五
節
　
無
線
従
事
者
（
第
三
十
二
条
の
十―

第
三
十
六
条
）

第
六
節
　
目
的
外
通
信
等
（
第
三
十
六
条
の
二
・
第
三
十
七
条
）

第
七
節
　
業
務
書
類
等
（
第
三
十
八
条―

第
四
十
三
条
の
六
）

第
三
章
　
高
周
波
利
用
設
備

第
一
節
　
通
則
（
第
四
十
四
条―

第
四
十
五
条
の
三
）

第
二
節
　
総
務
大
臣
に
よ
る
型
式
の
指
定
（
第
四
十
六
条―

第
四
十
六
条
の
六
の
二
）

第
三
節
　
製
造
業
者
等
に
よ
る
型
式
の
確
認
（
第
四
十
六
条
の
七―

第
四
十
六
条
の
十
一
）

第
四
節
　
安
全
施
設
（
第
四
十
七
条―

第
五
十
条
）

第
四
章
　
雑
則

第
一
節
　
電
波
天
文
業
務
等
の
受
信
設
備
の
指
定
基
準
等
（
第
五
十
条
の
二―

第
五
十
条
の
九
）

第
一
節
の
二
　
審
査
請
求
及
び
訴
訟
（
第
五
十
条
の
十
）

第
二
節
　
無
線
方
位
測
定
装
置
の
保
護
（
第
五
十
一
条
）

第
二
節
の
二
　
適
正
な
運
用
の
確
保
が
必
要
な
無
線
局
（
第
五
十
一
条
の
二
）

第
二
節
の
二
の
二
　
指
定
無
線
設
備
等
（
第
五
十
一
条
の
二
の
二―

第
五
十
一
条
の
四
の
三
）

第
二
節
の
三
　
電
波
有
効
利
用
促
進
セ
ン
タ
ー
（
第
五
十
一
条
の
五―

第
五
十
一
条
の
九
）

第
二
節
の
四
　
削
除

第
二
節
の
五
　
電
波
利
用
料
の
徴
収
等
（
第
五
十
一
条
の
九
の
四―

第
五
十
一
条
の
十
四
）

第
二
節
の
六
　
混
信
等
の
許
容
の
申
出
（
第
五
十
一
条
の
十
四
の
二
）

第
三
節
　
権
限
の
委
任
（
第
五
十
一
条
の
十
五
）

第
四
節
　
提
出
書
類
（
第
五
十
二
条―

第
五
十
二
条
の
四
）

附
則

第
一
章
　
総
則

（
目
的
）

第
一
条
　
こ
の
規
則
は
、
別
に
命
令
で
規
定
せ
ら
れ
る
も
の
の
外
、
電
波
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
三
十
一

号
）
の
規
定
を
施
行
す
る
た
め
に
必
要
と
す
る
事
項
及
び
電
波
法
の
委
任
に
基
く
事
項
を
定
め
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
。

（
定
義
等
）

第
二
条
　
電
波
法
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
の
解
釈
に
関
し
て
は
、
別
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
次
の
定
義
に
従
う

も
の
と
す
る
。

一
　
「
通
信
憲
章
」
と
は
、
国
際
電
気
通
信
連
合
憲
章
を
い
う
。

二
　
「
通
信
条
約
」
と
は
、
国
際
電
気
通
信
連
合
条
約
を
い
う
。

三
　
「
無
線
通
信
規
則
」
と
は
、
国
際
電
気
通
信
連
合
憲
章
に
規
定
す
る
無
線
通
信
規
則
を
い
う
。

四
　
「
法
」
と
は
、
電
波
法
を
い
う
。

五
　
「
手
数
料
令
」
と
は
、
電
波
法
関
係
手
数
料
令
を
い
う
。

六
　
「
施
行
規
則
」
と
は
、
電
波
法
施
行
規
則
を
い
う
。

七
　
「
免
許
規
則
」
と
は
、
無
線
局
免
許
手
続
規
則
を
い
う
。

八
　
「
無
線
局
根
本
基
準
」
と
は
、
無
線
局
（
基
幹
放
送
局
を
除
く
。
）
の
開
設
の
根
本
的
基
準
を
い
う
。

八
の
二
　
「
特
定
無
線
局
根
本
基
準
」
と
は
、
特
定
無
線
局
の
開
設
の
根
本
的
基
準
を
い
う
。

九
　
「
基
幹
放
送
局
根
本
基
準
」
と
は
、
基
幹
放
送
局
の
開
設
の
根
本
的
基
準
を
い
う
。

十
　
「
設
備
規
則
」
と
は
、
無
線
設
備
規
則
を
い
う
。

十
一
　
「
運
用
規
則
」
と
は
、
無
線
局
運
用
規
則
を
い
う
。

十
二
　
「
従
事
者
規
則
」
と
は
、
無
線
従
事
者
規
則
を
い
う
。

十
二
の
二
　
「
検
定
規
則
」
と
は
、
無
線
機
器
型
式
検
定
規
則
を
い
う
。

十
二
の
三
　
「
証
明
規
則
」
と
は
、
特
定
無
線
設
備
の
技
術
基
準
適
合
証
明
等
に
関
す
る
規
則
を
い
う
。

十
三
　
「
登
録
検
査
等
規
則
」
と
は
、
登
録
検
査
等
事
業
者
等
規
則
を
い
う
。

十
三
の
二
　
「

こ
う較

正
規
則
」
と
は
、
測
定
器
等
の
較
正
に
関
す
る
規
則
を
い
う
。

十
四
　
「
審
理
等
規
則
」
と
は
、
電
波
監
理
審
議
会
が
行
う
審
理
及
び
意
見
の
聴
取
に
関
す
る
規
則
を
い
う
。

十
五
　
「
無
線
通
信
」
と
は
、
電
波
を
使
用
し
て
行
う
す
べ
て
の
種
類
の
記
号
、
信
号
、
文
言
、
影
像
、
音
響
又

は
情
報
の
送
信
、
発
射
又
は
受
信
を
い
う
。

十
五
の
二
　
「
宇
宙
無
線
通
信
」
と
は
、
宇
宙
局
若
し
く
は
受
動
衛
星
（
人
工
衛
星
で
あ
つ
て
、
当
該
衛
星
に
よ

る
電
波
の
反
射
を
利
用
し
て
通
信
を
行
う
た
め
に
使
用
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
そ
の
他
宇
宙
に

あ
る
物
体
へ
送
り
、
又
は
宇
宙
局
若
し
く
は
こ
れ
ら
の
物
体
か
ら
受
け
る
無
線
通
信
を
い
う
。

十
五
の
三
　
「
衛
星
通
信
」
と
は
、
人
工
衛
星
局
の
中
継
に
よ
り
行
う
無
線
通
信
を
い
う
。

十
六
　
「
単
向
通
信
方
式
」
と
は
、
単
一
の
通
信
の
相
手
方
に
対
し
、
送
信
の
み
を
行
な
う
通
信
方
式
を
い
う
。

十
七
　
「
単
信
方
式
」
と
は
、
相
対
す
る
方
向
で
送
信
が
交
互
に
行
な
わ
れ
る
通
信
方
式
を
い
う
。

十
八
　
「
複
信
方
式
」
と
は
、
相
対
す
る
方
向
で
送
信
が
同
時
に
行
な
わ
れ
る
通
信
方
式
を
い
う
。

十
九
　
「
半
複
信
方
式
」
と
は
、
通
信
路
の
一
端
に
お
い
て
は
単
信
方
式
で
あ
り
、
他
の
一
端
に
お
い
て
は
複
信

方
式
で
あ
る
通
信
方
式
を
い
う
。

二
十
　
「
同
報
通
信
方
式
」
と
は
、
特
定
の
二
以
上
の
受
信
設
備
に
対
し
、
同
時
に
同
一
内
容
の
通
報
の
送
信
の

み
を
行
な
う
通
信
方
式
を
い
う
。

二
十
一
　
「
テ
レ
メ
ー
タ
ー
」
と
は
、
電
波
を
利
用
し
て
、
遠
隔
地
点
に
お
け
る
測
定
器
の
測
定
結
果
を
自
動
的

に
表
示
し
、
又
は
記
録
す
る
た
め
の
通
信
設
備
を
い
う
。

二
十
二
　
「
テ
レ
ビ
ジ
ヨ
ン
」
と
は
、
電
波
を
利
用
し
て
、
静
止
し
、
又
は
移
動
す
る
事
物
の
瞬
間
的
影
像
を
送

り
、
又
は
受
け
る
た
め
の
通
信
設
備
を
い
う
。

二
十
三
　
「
フ
ア
ク
シ
ミ
リ
」
と
は
、
電
波
を
利
用
し
て
、
永
久
的
な
形
に
受
信
す
る
た
め
に
静
止
影
像
を
送
り
、

又
は
受
け
る
た
め
の
通
信
設
備
を
い
う
。

二
十
四
　
「
中
波
放
送
」
と
は
、
五
二
六
・
五
ｋ
Ｈ
ｚ
か
ら
一
、
六
〇
六
・
五
ｋ
Ｈ
ｚ
ま
で
の
周
波
数
の
電
波
を

使
用
し
て
音
声
そ
の
他
の
音
響
を
送
る
放
送
を
い
う
。

二
十
四
の
二
　
「
短
波
放
送
」
と
は
、
三
Ｍ
Ｈ
ｚ
か
ら
三
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
ま
で
の
周
波
数
の
電
波
を
使
用
し
て
音
声
そ

の
他
の
音
響
を
送
る
放
送
を
い
う
。

二
十
五
　
「
超
短
波
放
送
」
と
は
、
三
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
る
周
波
数
の
電
波
を
使
用
し
て
音
声
そ
の
他
の
音
響
を

送
る
放
送
（
文
字
、
図
形
そ
の
他
の
影
像
又
は
信
号
を
併
せ
送
る
も
の
を
含
む
。
）
で
あ
つ
て
、
テ
レ
ビ
ジ
ヨ

ン
放
送
に
該
当
せ
ず
、
か
つ
、
他
の
放
送
の
電
波
に
重
畳
し
て
行
う
放
送
で
な
い
も
の
を
い
う
。
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二
十
六
　
「
ス
テ
レ
オ
ホ
ニ
ツ
ク
放
送
」
と
は
、
中
波
放
送
、
超
短
波
放
送
又
は
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
で
あ
つ
て
、

そ
の
聴
取
者
に
音
響
の
立
体
感
を
与
え
る
た
め
、
左
側
信
号
及
び
右
側
信
号
を
一
の
放
送
局
（
放
送
を
す
る
無

線
局
を
い
う
。
）
か
ら
同
時
に
一
の
周
波
数
の
電
波
に
よ
り
伝
送
し
て
行
う
も
の
を
い
う
。

二
十
七
　
「
モ
ノ
ホ
ニ
ツ
ク
放
送
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
を
い
う
。

（１）
　
中
波
放
送
で
あ
つ
て
、
音
声
信
号
の
み
に
よ
り
直
接
搬
送
波
を
変
調
し
て
行
う
も
の

（２）
　
超
短
波
放
送
で
あ
つ
て
、
音
声
信
号
の
み
に
よ
り
直
接
主
搬
送
波
を
変
調
し
て
行
う
も
の

二
十
八
　
「
テ
レ
ビ
ジ
ヨ
ン
放
送
」
と
は
、
静
止
し
、
又
は
移
動
す
る
事
物
の
瞬
間
的
影
像
及
び
こ
れ
に
伴
う
音

声
そ
の
他
の
音
響
を
送
る
放
送
（
文
字
、
図
形
そ
の
他
の
影
像
（
音
声
そ
の
他
の
音
響
を
伴
う
も
の
を
含
む
。
）

又
は
信
号
を
併
せ
送
る
も
の
を
含
む
。
）
を
い
う
。

二
十
八
の
二
　
「
標
準
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
」
と
は
、
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
で
あ
つ
て
、
高
精
細
度
テ
レ
ビ
ジ
ョ

ン
放
送
及
び
超
高
精
細
度
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
以
外
の
も
の
を
い
う
。

二
十
八
の
三
　
「
高
精
細
度
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
」
と
は
、
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の

を
い
う
。

（１）
　
走
査
方
式
が
一
本
お
き
で
あ
つ
て
、
一
の
映
像
の
有
効
走
査
線
数
（
走
査
線
の
う
ち
映
像
信
号
が
含
ま
れ

て
い
る
走
査
線
数
を
い
う
。
）
（
以
下
「
有
効
走
査
線
数
」
と
い
う
。
）
が
一
、
〇
八
〇
本
以
上
二
、
一
六
〇

本
未
満
の
も
の

（２）
　
走
査
方
式
が
順
次
で
あ
つ
て
、
有
効
走
査
線
数
が
七
二
〇
本
以
上
二
、
一
六
〇
本
未
満
の
も
の

二
十
八
の
三
の
二
　
「
超
高
精
細
度
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
」
と
は
、
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
で
あ
つ
て
、
走
査
方
式

に
か
か
わ
ら
ず
有
効
走
査
線
数
が
二
、
一
六
〇
本
以
上
の
も
の
を
い
う
。

二
十
八
の
四
　
「
デ
ー
タ
放
送
」
と
は
、
二
値
の
デ
ジ
タ
ル
情
報
を
送
る
放
送
で
あ
っ
て
、
超
短
波
放
送
及
び
テ

レ
ビ
ジ
ヨ
ン
放
送
に
該
当
せ
ず
、
か
つ
、
他
の
放
送
の
電
波
に
重
畳
し
て
行
う
放
送
で
な
い
も
の
を
い
う
。

二
十
八
の
四
の
二
　
「
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
放
送
」
と
は
、
二
値
の
デ
ジ
タ
ル
情
報
を
送
る
放
送
で
あ
つ
て
、
テ
レ

ビ
ジ
ョ
ン
放
送
に
該
当
せ
ず
、
か
つ
、
他
の
放
送
の
電
波
に
重
畳
し
て
行
う
放
送
で
な
い
も
の
を
い
う
。

二
十
八
の
五
　
「
超
短
波
音
声
多
重
放
送
」
と
は
、
超
短
波
放
送
の
電
波
に
重
畳
し
て
、
音
声
そ
の
他
の
音
響
を

送
る
放
送
で
あ
つ
て
、
超
短
波
放
送
に
該
当
し
な
い
も
の
を
い
う
。

二
十
八
の
六
　
「
超
短
波
文
字
多
重
放
送
」
と
は
、
超
短
波
放
送
の
電
波
に
重
畳
し
て
、
文
字
、
図
形
又
は
信
号

を
送
る
放
送
で
あ
つ
て
、
超
短
波
放
送
に
該
当
し
な
い
も
の
を
い
う
。

二
十
八
の
七
　
「
超
短
波
デ
ー
タ
多
重
放
送
」
と
は
、
超
短
波
放
送
の
電
波
に
重
畳
し
て
、
二
値
の
デ
ジ
タ
ル
情

報
を
送
る
放
送
で
あ
つ
て
、
超
短
波
放
送
に
該
当
し
な
い
も
の
を
い
う
。

二
十
八
の
八
　
「
デ
ジ
タ
ル
放
送
」
と
は
、
デ
ジ
タ
ル
方
式
の
無
線
局
に
よ
り
行
わ
れ
る
放
送
を
い
う
。

二
十
八
の
九
　
「
補
完
放
送
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
を
い
う
。

（１）
　
超
短
波
放
送
で
あ
つ
て
、
主
音
声
（
超
短
波
放
送
又
は
テ
レ
ビ
ジ
ヨ
ン
放
送
に
お
い
て
送
ら
れ
る
主
た
る

音
声
そ
の
他
の
音
響
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
伴
う
音
声
そ
の
他
の
音
響
を
送
る
も
の
、

又
は
主
音
声
に
併
せ
て
文
字
、
図
形
そ
の
他
の
影
像
若
し
く
は
信
号
を
送
る
も
の

（２）
　
テ
レ
ビ
ジ
ヨ
ン
放
送
で
あ
つ
て
、
静
止
し
、
若
し
く
は
移
動
す
る
事
物
の
瞬
間
的
影
像
に
伴
う
音
声
そ
の

他
の
音
響
（
主
音
声
を
除
く
。
）
を
送
る
も
の
、
又
は
静
止
し
、
若
し
く
は
移
動
す
る
事
物
の
瞬
間
的
影
像

に
併
せ
て
文
字
、
図
形
そ
の
他
の
影
像
（
音
声
そ
の
他
の
音
響
を
伴
う
も
の
を
含
む
。
）
若
し
く
は
信
号
を

送
る
も
の

二
十
九
　
「
無
線
測
位
」
と
は
、
電
波
の
伝
搬
特
性
を
用
い
て
す
る
位
置
の
決
定
又
は
位
置
に
関
す
る
情
報
の
取

得
を
い
う
。

三
十
　
「
無
線
航
行
」
と
は
、
航
行
の
た
め
の
無
線
測
位
（
障
害
物
の
探
知
を
含
む
。
）
を
い
う
。

三
十
一
　
「
無
線
標
定
」
と
は
、
無
線
航
行
以
外
の
無
線
測
位
を
い
う
。

三
十
二
　
「
レ
ー
ダ
ー
」
と
は
、
決
定
し
よ
う
と
す
る
位
置
か
ら
反
射
さ
れ
、
又
は
再
発
射
さ
れ
る
無
線
信
号
と

基
準
信
号
と
の
比
較
を
基
礎
と
す
る
無
線
測
位
の
設
備
を
い
う
。

三
十
三
　
「
無
線
方
向
探
知
」
と
は
、
無
線
局
又
は
物
体
の
方
向
を
決
定
す
る
た
め
に
電
波
を
受
信
し
て
行
な
う

無
線
測
位
を
い
う
。

三
十
四
　
「
一
般
海
岸
局
」
と
は
、
電
気
通
信
業
務
を
取
り
扱
う
海
岸
局
を
い
う
。

三
十
五
　
「
送
信
設
備
」
と
は
、
送
信
装
置
と
送
信
空
中
線
系
と
か
ら
成
る
電
波
を
送
る
設
備
を
い
う
。

三
十
六
　
「
送
信
装
置
」
と
は
、
無
線
通
信
の
送
信
の
た
め
の
高
周
波
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
発
生
す
る
装
置
及
び
こ
れ

に
付
加
す
る
装
置
を
い
う
。

三
十
七
　
「
送
信
空
中
線
系
」
と
は
、
送
信
装
置
の
発
生
す
る
高
周
波
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
空
間
へ

ふ
く輻

射
す
る
装
置
を

い
う
。

三
十
七
の
二
　
「
双
方
向
無
線
電
話
」
と
は
、
船
舶
局
の
無
線
電
話
で
あ
つ
て
、
船
舶
が
遭
難
し
た
場
合
に
当
該

船
舶
若
し
く
は
他
の
船
舶
（
救
命
い
か
だ
を
誘
導
し
、
又
は
え
い
航
す
る
艇
を
含
む
。
）
と
生
存
艇
（
救
命
艇

及
び
救
命
い
か
だ
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
若
し
く
は
救
助
艇
（
船
舶
救
命
設
備
規
則
（
昭
和
四
十
年
運
輸
省

令
第
三
十
六
号
）
第
二
条
第
一
号
の
ニ
の
一
般
救
助
艇
及
び
高
速
救
助
艇
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
と
の
間
、

生
存
艇
と
救
助
艇
と
の
間
、
生
存
艇
相
互
間
又
は
救
助
艇
相
互
間
で
人
命
の
救
助
に
係
る
双
方
向
の
通
信
を
行

う
た
め
使
用
す
る
も
の
を
い
う
。

三
十
七
の
三
　
「
船
舶
航
空
機
間
双
方
向
無
線
電
話
」
と
は
、
船
舶
局
の
無
線
電
話
で
あ
つ
て
、
船
舶
が
遭
難
し

た
場
合
に
当
該
船
舶
又
は
他
の
船
舶
と
航
空
機
と
の
間
で
当
該
船
舶
の
捜
索
及
び
人
命
の
救
助
に
係
る
双
方
向

の
通
信
を
行
う
た
め
使
用
す
る
も
の
を
い
う
。

三
十
七
の
四
　
「
船
舶
自
動
識
別
装
置
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
を
い
う
。

（１）
　
船
舶
局
、
海
岸
局
又
は
船
舶
地
球
局
の
無
線
設
備
で
あ
つ
て
、
船
舶
の
船
名
そ
の
他
の
船
舶
を
識
別
す
る

情
報
、
位
置
、
針
路
、
速
度
そ
の
他
の
自
動
的
に
更
新
さ
れ
る
情
報
で
あ
つ
て
航
行
の
安
全
に
関
す
る
情
報

及
び
目
的
地
、
目
的
地
へ
の
到
着
予
定
時
刻
そ
の
他
の
手
動
で
更
新
さ
れ
る
情
報
で
あ
つ
て
運
航
に
関
す
る

情
報
を
船
舶
局
相
互
間
、
船
舶
局
と
海
岸
局
と
の
間
、
船
舶
局
と
人
工
衛
星
局
と
の
間
又
は
船
舶
地
球
局
と

人
工
衛
星
局
と
の
間
に
お
い
て
自
動
的
に
送
受
信
す
る
機
能
を
有
す
る
も
の

（２）
　
海
岸
局
の
無
線
設
備
で
あ
つ
て
、
航
路
標
識
（
航
路
標
識
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
九
十
九
号
）
第
一

条
第
二
項
の
航
路
標
識
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
種
別
、
名
称
、
位
置
そ
の
他
情
報
を
自
動
的
に
送
信
す

る
機
能
を
有
す
る
も
の

三
十
七
の
五
　
「
簡
易
型
船
舶
自
動
識
別
装
置
」
と
は
、
船
舶
局
又
は
船
舶
地
球
局
の
無
線
設
備
で
あ
つ
て
、
船

舶
の
船
名
そ
の
他
船
舶
を
識
別
す
る
情
報
及
び
位
置
、
針
路
、
速
度
そ
の
他
の
自
動
的
に
更
新
さ
れ
る
情
報
で

あ
つ
て
航
行
の
安
全
に
関
す
る
情
報
の
み
を
船
舶
局
相
互
間
、
船
舶
局
と
海
岸
局
と
の
間
、
船
舶
局
と
人
工
衛

星
局
と
の
間
又
は
船
舶
地
球
局
と
人
工
衛
星
局
と
の
間
に
お
い
て
自
動
的
に
送
受
信
す
る
機
能
を
有
す
る
も
の

を
い
う
。

三
十
七
の
六
　
「
Ｖ
Ｈ
Ｆ
デ
ー
タ
交
換
装
置
」
と
は
、
船
舶
局
又
は
海
岸
局
の
無
線
設
備
で
あ
つ
て
、
無
線
通
信

規
則
付
録
第
十
八
の
表
に
掲
げ
る
周
波
数
の
電
波
を
使
用
し
、
船
舶
局
相
互
間
又
は
船
舶
局
と
海
岸
局
と
の
間

に
お
い
て
デ
ジ
タ
ル
変
調
方
式
に
よ
る
デ
ー
タ
交
換
を
行
う
も
の
（
デ
ジ
タ
ル
選
択
呼
出
装
置
、
船
舶
自
動
識

別
装
置
、
簡
易
型
船
舶
自
動
識
別
装
置
及
び
捜
索
救
助
用
位
置
指
示
送
信
装
置
を
除
く
。
）
を
い
う
。

三
十
七
の
七
　
「
衛
星
位
置
指
示
無
線
標
識
」
と
は
、
人
工
衛
星
局
の
中
継
に
よ
り
、
並
び
に
船
舶
局
及
び
航
空

機
局
に
対
し
て
、
電
波
の
送
信
の
地
点
を
探
知
さ
せ
る
た
め
の
信
号
を
送
信
す
る
無
線
設
備
を
い
う
。

三
十
七
の
八
　
「
携
帯
用
位
置
指
示
無
線
標
識
」
と
は
、
人
工
衛
星
局
の
中
継
に
よ
り
、
及
び
航
空
機
局
に
対
し

て
、
電
波
の
送
信
の
地
点
を
探
知
さ
せ
る
た
め
の
信
号
を
送
信
す
る
遭
難
自
動
通
報
設
備
で
あ
つ
て
、
携
帯
し

て
使
用
す
る
も
の
を
い
う
。

三
十
八
　
「
衛
星
非
常
用
位
置
指
示
無
線
標
識
」
と
は
、
遭
難
自
動
通
報
設
備
で
あ
つ
て
、
船
舶
が
遭
難
し
た
場

合
に
、
人
工
衛
星
局
の
中
継
に
よ
り
、
並
び
に
船
舶
局
及
び
航
空
機
局
に
対
し
て
、
当
該
遭
難
自
動
通
報
設
備

の
送
信
の
地
点
を
探
知
さ
せ
る
た
め
の
信
号
を
送
信
す
る
も
の
を
い
う
。

三
十
九
　
「
捜
索
救
助
用
レ
ー
ダ
ー
ト
ラ
ン
ス
ポ
ン
ダ
」
と
は
、
遭
難
自
動
通
報
設
備
で
あ
つ
て
、
船
舶
が
遭
難

し
た
場
合
に
、
レ
ー
ダ
ー
か
ら
発
射
さ
れ
た
電
波
を
受
信
し
た
と
き
、
そ
れ
に
応
答
し
て
電
波
を
発
射
し
、
当

該
レ
ー
ダ
ー
の
指
示
器
上
に
そ
の
位
置
を
表
示
さ
せ
る
も
の
を
い
う
。

2



三
十
九
の
二
　
「
捜
索
救
助
用
位
置
指
示
送
信
装
置
」
と
は
、
遭
難
自
動
通
報
設
備
で
あ
つ
て
、
船
舶
が
遭
難
し

た
場
合
に
、
船
舶
自
動
識
別
装
置
又
は
簡
易
型
船
舶
自
動
識
別
装
置
の
指
示
器
上
に
そ
の
位
置
を
表
示
さ
せ
る

た
め
の
情
報
を
送
信
す
る
も
の
を
い
う
。

四
十
　
「
航
空
機
用
救
命
無
線
機
」
と
は
、
航
空
機
が
遭
難
し
た
場
合
に
、
そ
の
送
信
の
地
点
を
探
知
さ
せ
る
た

め
の
信
号
を
自
動
的
に
送
信
す
る
も
の
（
Ａ
三
Ｅ
電
波
を
使
用
す
る
無
線
電
話
を
附
置
す
る
も
の
又
は
人
工
衛

星
の
中
継
に
よ
り
そ
の
送
信
の
地
点
を
探
知
さ
せ
る
た
め
の
信
号
を
併
せ
て
送
信
す
る
も
の
を
含
む
。
）
を
い

う
。

四
十
の
二
　
「
航
空
機
用
携
帯
無
線
機
」
と
は
、
専
ら
航
空
機
の
遭
難
に
係
る
通
信
を
行
う
た
め
携
帯
し
て
使
用

す
る
航
空
機
局
の
無
線
設
備
で
あ
つ
て
、
航
空
機
用
救
命
無
線
機
以
外
の
も
の
を
い
う
。

四
十
の
三
　
「
船
上
通
信
設
備
」
と
は
、
次
の
（
１
）
、
（
２
）
、
（
３
）
又
は
（
４
）
に
掲
げ
る
通
信
の
み
を
行
う

た
め
の
単
一
通
信
路
の
無
線
設
備
で
あ
つ
て
、
第
十
三
条
の
三
の
三
に
規
定
す
る
電
波
の
型
式
、
周
波
数
及
び

空
中
線
電
力
の
電
波
を
使
用
す
る
も
の
を
い
う
。

（１）
　
操
船
、
荷
役
そ
の
他
の
船
舶
の
運
航
上
必
要
な
作
業
の
た
め
の
通
信
で
当
該
船
舶
内
に
お
い
て
行
わ
れ
る

も
の

（２）
　
救
助
又
は
救
助
訓
練
の
た
め
の
通
信
で
船
舶
と
そ
の
生
存
艇
又
は
救
命
浮
機
と
の
間
に
お
い
て
行
わ
れ
る

も
の

（３）
　
操
船
援
助
の
た
め
の
通
信
で
引
き
船
と
引
か
れ
る
船
舶
又
は
押
し
船
と
押
さ
れ
る
船
舶
と
の
間
に
お
い
て

行
わ
れ
る
も
の

（４）
　
船
舶
を
接
岸
さ
せ
又
は
係
留
さ
せ
る
た
め
の
通
信
で
船
舶
相
互
間
又
は
船
舶
と
さ
ん
橋
若
し
く
は

ふ埠
頭
と

の
間
に
お
い
て
行
わ
れ
る
も
の

四
十
一
　
「
ラ
ジ
オ
・
ブ
イ
」
と
は
、
浮
標
の
用
に
供
す
る
た
め
の
無
線
設
備
で
あ
つ
て
、
無
線
測
位
業
務
に
使

用
す
る
も
の
を
い
う
。

四
十
二
　
「
ラ
ジ
オ
ゾ
ン
デ
」
と
は
、
航
空
機
、
自
由
気
球
、
た
こ
又
は
落
下

さ
ん傘

に
通
常
装
置
す
る
気
象
援
助
業

務
用
の
自
動
送
信
設
備
で
あ
つ
て
、
気
象
資
料
を
送
信
す
る
も
の
を
い
う
。

四
十
三
　
「
気
象
用
ラ
ジ
オ
・
ロ
ボ
ツ
ト
」
と
は
、
陸
上
又
は
海
上
に
設
置
す
る
気
象
援
助
業
務
用
の
無
線
設
備

で
あ
つ
て
、
気
象
資
料
を
自
動
的
に
送
信
し
、
又
は
中
継
す
る
も
の
を
い
う
。

四
十
四
　
「
無
給
電
中
継
装
置
」
と
は
、
送
信
機
、
受
信
機
そ
の
他
の
電
源
を
必
要
と
す
る
機
器
を
使
用
し
な
い

で
電
波
の
伝
搬
方
向
を
変
え
る
中
継
装
置
を
い
う
。

四
十
五
　
「
無
人
方
式
の
無
線
設
備
」
と
は
、
自
動
的
に
動
作
す
る
無
線
設
備
で
あ
つ
て
、
通
常
の
状
態
に
お
い

て
は
技
術
操
作
を
直
接
必
要
と
し
な
い
も
の
を
い
う
。

四
十
六
　
「
周
波
数
偏
位
電
信
」
と
は
、
周
波
数
変
調
に
よ
る
無
線
電
信
で
あ
つ
て
、
搬
送
波
の
周
波
数
を
所
定

の
値
の
間
で
偏
位
さ
せ
る
も
の
を
い
う
。

四
十
七
　
「
四
周
波
ダ
イ
プ
レ
ツ
ク
ス
」
と
は
、
二
電
信
通
信
路
に
対
応
す
る
四
個
の
信
号
の
組
合
せ
の
そ
れ
ぞ

れ
が
別
の
周
波
数
で
表
わ
さ
れ
る
周
波
数
偏
位
電
信
を
い
う
。

四
十
八
　
「
音
声
周
波
多
重
電
信
」
と
は
、
音
声
周
波
数
帯
域
内
に
お
い
て
二
以
上
の
周
波
数
偏
位
電
信
の
通
信

路
を
構
成
す
る
多
重
電
信
で
あ
つ
て
、
副
搬
送
波
の
そ
れ
ぞ
れ
が
独
立
し
て
特
定
の
通
信
路
を
構
成
す
る
も
の

を
い
う
。

四
十
九
　
「
Ｉ
Ｌ
Ｓ
」
と
は
、
計
器
着
陸
方
式
（
航
空
機
に
対
し
、
そ
の
着
陸
降
下
直
前
又
は
着
陸
降
下
中
に
、

水
平
及
び
垂
直
の
誘
導
を
与
え
、
か
つ
、
定
点
に
お
い
て
着
陸
基
準
点
ま
で
の
距
離
を
示
す
こ
と
に
よ
り
、
着

陸
の
た
め
の
一
の
固
定
し
た
進
入
の
経
路
を
設
定
す
る
無
線
航
行
方
式
）
を
い
う
。

四
十
九
の
二
　
「
Ｍ
Ｌ
Ｓ
」
と
は
、
マ
イ
ク
ロ
波
着
陸
方
式
（
航
空
機
に
対
し
、
そ
の
着
陸
降
下
直
前
又
は
着
陸

降
下
中
に
、
水
平
及
び
垂
直
の
誘
導
を
与
え
、
か
つ
、
着
陸
基
準
点
ま
で
の
距
離
を
示
す
こ
と
に
よ
り
、
着
陸

の
た
め
の
複
数
の
進
入
の
経
路
を
設
定
す
る
無
線
航
行
方
式
を
い
い
、
航
空
機
に
対
し
、
そ
の
離
陸
中
又
は
着

陸
復
行
を
行
う
た
め
の
上
昇
中
に
水
平
の
誘
導
を
与
え
る
も
の
を
含
む
。
）
を
い
う
。

四
十
九
の
三
　
「
Ｍ
Ｌ
Ｓ
角
度
系
」
と
は
、
Ｍ
Ｌ
Ｓ
の
無
線
局
の
無
線
設
備
の
う
ち
、
水
平
又
は
垂
直
の
誘
導
を

与
え
る
た
め
の
無
線
航
行
業
務
を
行
う
設
備
を
い
う
。

四
十
九
の
四
　
「
Ａ
Ｔ
Ｃ
Ｒ
Ｂ
Ｓ
」
と
は
、
地
表
の
定
点
に
お
い
て
、
位
置
、
識
別
、
高
度
そ
の
他
航
空
機
に
関

す
る
情
報
（
飛
行
場
内
を
移
動
す
る
車
両
に
関
す
る
も
の
を
含
む
。
）
を
取
得
す
る
た
め
の
航
空
交
通
管
制
の

用
に
供
す
る
通
信
の
方
式
を
い
う
。

四
十
九
の
五
　
「
Ａ
Ｃ
Ａ
Ｓ
」
と
は
、
航
空
機
局
の
無
線
設
備
で
あ
つ
て
、
他
の
航
空
機
の
位
置
、
高
度
そ
の
他

の
情
報
を
取
得
し
、
他
の
航
空
機
と
の
衝
突
を
防
止
す
る
た
め
の
情
報
を
自
動
的
に
表
示
す
る
も
の
を
い
う
。

五
十
　
「
Ｖ
Ｏ
Ｒ
」
と
は
、
一
〇
八
Ｍ
Ｈ
ｚ
か
ら
一
一
八
Ｍ
Ｈ
ｚ
ま
で
の
周
波
数
の
電
波
を
全
方
向
に
発
射
す
る

回
転
式
の
無
線
標
識
業
務
を
行
な
う
設
備
を
い
う
。

五
十
一
　
「
航
空
用
Ｄ
Ｍ
Ｅ
」
と
は
、
九
六
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
か
ら
一
、
二
一
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
ま
で
の
周
波
数
の
電
波
を
使
用

し
、
航
空
機
に
お
い
て
、
当
該
航
空
機
か
ら
地
表
の
定
点
ま
で
の
見
通
し
距
離
を
測
定
す
る
た
め
の
無
線
航
行

業
務
を
行
う
設
備
を
い
う
。

五
十
一
の
二
　
「
タ
カ
ン
」
と
は
、
九
六
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
か
ら
一
、
二
一
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
ま
で
の
周
波
数
の
電
波
を
使
用
し
、

航
空
機
に
お
い
て
、
当
該
航
空
機
か
ら
地
表
の
定
点
ま
で
の
見
通
し
距
離
及
び
方
位
を
測
定
す
る
た
め
の
無
線

航
行
業
務
を
行
う
設
備
を
い
う
。

五
十
一
の
三
　
「
Ｇ
Ｂ
Ａ
Ｓ
」
と
は
、
地
上
か
ら
航
空
機
に
対
し
、
無
線
測
位
衛
星
か
ら
の
測
位
情
報
の
精
度
及

び
安
全
性
を
向
上
さ
せ
る
補
強
信
号
並
び
に
進
入
降
下
経
路
情
報
を
送
信
し
、
航
空
機
を
安
全
に
滑
走
路
へ
誘

導
す
る
無
線
航
行
方
式
を
い
う
。

五
十
二
　
「
ｋ
Ｈ
ｚ
」
と
は
、
キ
ロ
（
１
０
３

）
ヘ
ル
ツ
を
い
う
。

五
十
三
　
「
Ｍ
Ｈ
ｚ
」
と
は
、
メ
ガ
（
１
０
６

）
ヘ
ル
ツ
を
い
う
。

五
十
四
　
「
Ｇ
Ｈ
ｚ
」
と
は
、
ギ
ガ
（
１
０
９

）
ヘ
ル
ツ
を
い
う
。

五
十
五
　
「
Ｔ
Ｈ
ｚ
」
と
は
、
テ
ラ
（
１
０
１
２

）
ヘ
ル
ツ
を
い
う
。

五
十
六
　
「
割
当
周
波
数
」
と
は
、
無
線
局
に
割
り
当
て
ら
れ
た
周
波
数
帯
の
中
央
の
周
波
数
を
い
う
。

五
十
七
　
「
特
性
周
波
数
」
と
は
、
与
え
ら
れ
た
発
射
に
お
い
て
容
易
に
識
別
し
、
か
つ
、
測
定
す
る
こ
と
の
で

き
る
周
波
数
を
い
う
。

五
十
八
　
「
基
準
周
波
数
」
と
は
、
割
当
周
波
数
に
対
し
て
、
固
定
し
、
か
つ
、
特
定
し
た
位
置
に
あ
る
周
波
数

を
い
う
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
の
周
波
数
の
割
当
周
波
数
に
対
す
る
偏
位
は
、
特
性
周
波
数
が
発
射
に
よ

つ
て
占
有
す
る
周
波
数
帯
の
中
央
の
周
波
数
に
対
し
て
も
つ
偏
位
と
同
一
の
絶
対
値
及
び
同
一
の
符
号
を
も
つ

も
の
と
す
る
。

五
十
九
　
「
周
波
数
の
許
容
偏
差
」
と
は
、
発
射
に
よ
つ
て
占
有
す
る
周
波
数
帯
の
中
央
の
周
波
数
の
割
当
周
波

数
か
ら
の
許
容
す
る
こ
と
が
で
き
る
最
大
の
偏
差
又
は
発
射
の
特
性
周
波
数
の
基
準
周
波
数
か
ら
の
許
容
す
る

こ
と
が
で
き
る
最
大
の
偏
差
を
い
い
、
百
万
分
率
又
は
ヘ
ル
ツ
で
表
わ
す
。

六
十
　
「
指
定
周
波
数
帯
」
と
は
、
そ
の
周
波
数
帯
の
中
央
の
周
波
数
が
割
当
周
波
数
と
一
致
し
、
か
つ
、
そ
の

周
波
数
帯
幅
が
占
有
周
波
数
帯
幅
の
許
容
値
と
周
波
数
の
許
容
偏
差
の
絶
対
値
の
二
倍
と
の
和
に
等
し
い
周
波

数
帯
を
い
う
。

六
十
一
　
「
占
有
周
波
数
帯
幅
」
と
は
、
そ
の
上
限
の
周
波
数
を
こ
え
て

ふ
く輻

射
さ
れ
、
及
び
そ
の
下
限
の
周
波
数

未
満
に
お
い
て

ふ
く輻

射
さ
れ
る
平
均
電
力
が
そ
れ
ぞ
れ
与
え
ら
れ
た
発
射
に
よ
つ
て

ふ
く輻

射
さ
れ
る
全
平
均
電
力
の

〇
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
等
し
い
上
限
及
び
下
限
の
周
波
数
帯
幅
を
い
う
。
た
だ
し
、
周
波
数
分
割
多
重
方
式
の

場
合
、
テ
レ
ビ
ジ
ヨ
ン
伝
送
の
場
合
等
〇
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
比
率
が
占
有
周
波
数
帯
幅
及
び
必
要
周
波
数
帯

幅
の
定
義
を
実
際
に
適
用
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
お
い
て
は
、
異
な
る
比
率
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

六
十
二
　
「
必
要
周
波
数
帯
幅
」
と
は
、
与
え
ら
れ
た
発
射
の
種
別
に
つ
い
て
、
特
定
の
条
件
の
も
と
に
お
い
て
、

使
用
さ
れ
る
方
式
に
必
要
な
速
度
及
び
質
で
情
報
の
伝
送
を
確
保
す
る
た
め
に
じ
ゆ
う
ぶ
ん
な
占
有
周
波
数
帯

幅
の
最
小
値
を
い
う
。
こ
の
場
合
、
低
減
搬
送
波
方
式
の
搬
送
波
に
相
当
す
る
発
射
等
受
信
装
置
の
良
好
な
動

作
に
有
用
な
発
射
は
、
こ
れ
に
含
ま
れ
る
も
の
と
す
る
。

六
十
三
　
「
ス
プ
リ
ア
ス
発
射
」
と
は
、
必
要
周
波
数
帯
外
に
お
け
る
一
又
は
二
以
上
の
周
波
数
の
電
波
の
発
射

で
あ
つ
て
、
そ
の
レ
ベ
ル
を
情
報
の
伝
送
に
影
響
を
与
え
な
い
で
低
減
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
を
い
い
、
高

調
波
発
射
、
低
調
波
発
射
、
寄
生
発
射
及
び
相
互
変
調
積
を
含
み
、
帯
域
外
発
射
を
含
ま
な
い
も
の
と
す
る
。
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六
十
三
の
二
　
「
帯
域
外
発
射
」
と
は
、
必
要
周
波
数
帯
に
近
接
す
る
周
波
数
の
電
波
の
発
射
で
情
報
の
伝
送
の

た
め
の
変
調
の
過
程
に
お
い
て
生
ず
る
も
の
を
い
う
。

六
十
三
の
三
　
「
不
要
発
射
」
と
は
、
ス
プ
リ
ア
ス
発
射
及
び
帯
域
外
発
射
を
い
う
。

六
十
三
の
四
　
「
ス
プ
リ
ア
ス
領
域
」
と
は
、
帯
域
外
領
域
の
外
側
の
ス
プ
リ
ア
ス
発
射
が
支
配
的
な
周
波
数
帯

を
い
う
。

六
十
三
の
五
　
「
帯
域
外
領
域
」
と
は
、
必
要
周
波
数
帯
の
外
側
の
帯
域
外
発
射
が
支
配
的
な
周
波
数
帯
を
い
う
。

六
十
四
　
「
混
信
」
と
は
、
他
の
無
線
局
の
正
常
な
業
務
の
運
行
を
妨
害
す
る
電
波
の
発
射
、

ふ
く輻

射
又
は
誘
導
を

い
う
。

六
十
五
　
「
抑
圧
搬
送
波
」
と
は
、
受
信
側
に
お
い
て
利
用
し
な
い
た
め
搬
送
波
を
抑
圧
し
て
送
出
す
る
電
波
を

い
う
。

六
十
六
　
「
低
減
搬
送
波
」
と
は
、
受
信
側
に
お
い
て
局
部
周
波
数
の
制
御
等
に
利
用
す
る
た
め
一
定
の
レ
ベ
ル

ま
で
搬
送
波
を
低
減
し
て
送
出
す
る
電
波
を
い
う
。

六
十
七
　
「
全
搬
送
波
」
と
は
、
両
側
波
帯
用
の
受
信
機
で
受
信
可
能
と
な
る
よ
う
搬
送
波
を
一
定
の
レ
ベ
ル
で

送
出
す
る
電
波
を
い
う
。

六
十
八
　
「
空
中
線
電
力
」
と
は
、

せ
ん尖

頭
電
力
、
平
均
電
力
、
搬
送
波
電
力
又
は
規
格
電
力
を
い
う
。

六
十
九
　
「

せ
ん尖

頭
電
力
」
と
は
、
通
常
の
動
作
状
態
に
お
い
て
、
変
調
包
絡
線
の
最
高

せ
ん尖

頭
に
お
け
る
無
線
周
波

数
一
サ
イ
ク
ル
の
間
に
送
信
機
か
ら
空
中
線
系
の
給
電
線
に
供
給
さ
れ
る
平
均
の
電
力
を
い
う
。

七
十
　
「
平
均
電
力
」
と
は
、
通
常
の
動
作
中
の
送
信
機
か
ら
空
中
線
系
の
給
電
線
に
供
給
さ
れ
る
電
力
で
あ
つ

て
、
変
調
に
お
い
て
用
い
ら
れ
る
最
低
周
波
数
の
周
期
に
比
較
し
て
じ
ゆ
う
ぶ
ん
長
い
時
間
（
通
常
、
平
均
の

電
力
が
最
大
で
あ
る
約
十
分
の
一
秒
間
）
に
わ
た
つ
て
平
均
さ
れ
た
も
の
を
い
う
。

七
十
一
　
「
搬
送
波
電
力
」
と
は
、
変
調
の
な
い
状
態
に
お
け
る
無
線
周
波
数
一
サ
イ
ク
ル
の
間
に
送
信
機
か
ら

空
中
線
系
の
給
電
線
に
供
給
さ
れ
る
平
均
の
電
力
を
い
う
。
た
だ
し
、
こ
の
定
義
は
、
パ
ル
ス
変
調
の
発
射
に

は
適
用
し
な
い
。

七
十
二
　
「
規
格
電
力
」
と
は
、
終
段
真
空
管
の
使
用
状
態
に
お
け
る
出
力
規
格
の
値
を
い
う
。

七
十
三
　
「
終
段
陽
極
入
力
」
と
は
、
無
変
調
時
に
お
け
る
終
段
の
真
空
管
に
供
給
さ
れ
る
直
流
陽
極
電
圧
と
直

流
陽
極
電
流
と
の
積
の
値
を
い
う
。

七
十
四
　
「
空
中
線
の
利
得
」
と
は
、
与
え
ら
れ
た
空
中
線
の
入
力
部
に
供
給
さ
れ
る
電
力
に
対
す
る
、
与
え
ら

れ
た
方
向
に
お
い
て
、
同
一
の
距
離
で
同
一
の
電
界
を
生
ず
る
た
め
に
、
基
準
空
中
線
の
入
力
部
で
必
要
と
す

る
電
力
の
比
を
い
う
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
別
段
の
定
め
が
な
い
と
き
は
、
空
中
線
の
利
得
を
表
わ
す
数
値

は
、
主

ふ
く輻

射
の
方
向
に
お
け
る
利
得
を
示
す
。

注
　
散
乱
伝
搬
を
使
用
す
る
業
務
に
お
い
て
は
、
空
中
線
の
全
利
得
は
、
実
際
上
得
ら
れ
る
と
は
限
ら
ず
、
ま

た
、
見
か
け
の
利
得
は
、
時
間
に
よ
つ
て
変
化
す
る
こ
と
が
あ
る
。

七
十
五
　
「
空
中
線
の
絶
対
利
得
」
と
は
、
基
準
空
中
線
が
空
間
に
隔
離
さ
れ
た
等
方
性
空
中
線
で
あ
る
と
き
の

与
え
ら
れ
た
方
向
に
お
け
る
空
中
線
の
利
得
を
い
う
。

七
十
六
　
「
空
中
線
の
相
対
利
得
」
と
は
、
基
準
空
中
線
が
空
間
に
隔
離
さ
れ
、
か
つ
、
そ
の
垂
直
二
等
分
面
が

与
え
ら
れ
た
方
向
を
含
む
半
波
無
損
失
ダ
イ
ポ
ー
ル
で
あ
る
と
き
の
与
え
ら
れ
た
方
向
に
お
け
る
空
中
線
の
利

得
を
い
う
。

七
十
七
　
「
短
小
垂
直
空
中
線
に
対
す
る
利
得
」
と
は
、
基
準
空
中
線
が
、
完
全
導
体
平
面
の
上
に
置
か
れ
た
、

四
分
の
一
波
長
よ
り
も
非
常
に
短
い
完
全
垂
直
空
中
線
で
あ
る
と
き
の
与
え
ら
れ
た
方
向
に
お
け
る
空
中
線
の

利
得
を
い
う
。

七
十
八
　
「
実
効

ふ
く輻

射
電
力
」
と
は
、
空
中
線
に
供
給
さ
れ
る
電
力
に
、
与
え
ら
れ
た
方
向
に
お
け
る
空
中
線
の

相
対
利
得
を
乗
じ
た
も
の
を
い
う
。

七
十
八
の
二
　
「
等
価
等
方

ふ
く輻

射
電
力
」
と
は
、
空
中
線
に
供
給
さ
れ
る
電
力
に
、
与
え
ら
れ
た
方
向
に
お
け
る

空
中
線
の
絶
対
利
得
を
乗
じ
た
も
の
を
い
う
。

七
十
九
　
「
水
平
面
の
主

ふ
く輻

射
の
角
度
の
幅
」
と
は
、
そ
の
方
向
に
お
け
る

ふ
く輻

射
電
力
と
最
大

ふ
く輻

射
の
方
向
に
お

け
る

ふ
く輻

射
電
力
と
の
差
が
最
大
三
デ
シ
ベ
ル
で
あ
る
す
べ
て
の
方
向
を
含
む
全
角
度
を
い
い
、
度
で
こ
れ
を
示

す
。

八
十
　
「
走
査
」
と
は
、
画
面
を
構
成
す
る
絵
素
の
輝
度
又
は
色
（
輝
度
、
色
相
及
び
彩
度
を
い
う
。
）
に
従
つ

て
、
一
定
の
方
法
に
よ
り
、
画
面
を
逐
次
分
析
し
て
行
く
こ
と
を
い
う
。

八
十
一
　
「
映
像
信
号
」
と
は
、
走
査
に
従
つ
て
生
ず
る
直
接
的
の
電
気
的
変
化
で
あ
つ
て
、
静
止
し
、
又
は
移

動
す
る
事
物
の
瞬
間
的
映
像
を
伝
送
す
る
た
め
の
も
の
を
い
う
。

八
十
二
　
「
同
期
信
号
」
と
は
、
映
像
を
同
期
さ
せ
る
た
め
に
伝
送
す
る
信
号
を
い
う
。

八
十
二
の
二
　
「
文
字
信
号
」
と
は
、
文
字
、
図
形
又
は
信
号
を
二
値
の
デ
イ
ジ
タ
ル
情
報
に
変
換
し
て
得
ら
れ

る
電
気
的
変
化
で
あ
つ
て
、
文
字
、
図
形
又
は
信
号
を
伝
送
す
る
た
め
の
も
の
を
い
う
。

八
十
二
の
三
　
「
フ
ア
ク
シ
ミ
リ
信
号
」
と
は
、
静
止
影
像
を
二
値
の
デ
イ
ジ
タ
ル
情
報
に
変
換
し
て
得
ら
れ
る

電
気
的
変
化
で
あ
つ
て
、
永
久
的
な
形
に
受
信
さ
れ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
静
止
影
像
を
伝
送
す
る
た
め
の
も

の
を
い
う
。

八
十
三
　
「
音
声
信
号
」
と
は
、
音
声
そ
の
他
の
音
響
に
従
つ
て
生
ず
る
直
接
的
の
電
気
的
変
化
で
あ
つ
て
、
音

声
そ
の
他
の
音
響
を
伝
送
す
る
た
め
の
も
の
を
い
う
。

八
十
四
　
「
左
側
信
号
」
又
は
「
右
側
信
号
」
と
は
、
放
送
の
聴
取
者
の
位
置
か
ら
向
か
つ
て
左
右
両
側
に
拡
声

器
を
配
置
す
る
一
の
受
信
機
に
よ
り
聴
取
者
に
そ
の
聴
取
す
る
音
響
の
立
体
感
を
与
え
る
た
め
、
そ
の
左
側

（
左
側
信
号
の
場
合
に
限
る
。
）
又
は
右
側
（
右
側
信
号
の
場
合
に
限
る
。
）
の
拡
声
器
に
よ
つ
て
再
現
す
る
よ

う
に
収
音
さ
れ
た
音
響
を
伝
送
す
る
た
め
の
音
声
信
号
を
い
う
。

八
十
四
の
二
　
「
緊
急
警
報
信
号
」
と
は
、
災
害
に
関
す
る
放
送
の
受
信
の
補
助
の
た
め
に
伝
送
す
る
信
号
で
あ

つ
て
、
第
一
種
開
始
信
号
、
第
二
種
開
始
信
号
又
は
終
了
信
号
を
い
う
。

八
十
四
の
三
　
「
第
一
種
開
始
信
号
」
と
は
、
待
受
状
態
に
あ
る
す
べ
て
の
受
信
機
を
作
動
さ
せ
る
た
め
に
伝
送

す
る
信
号
を
い
う
。

八
十
四
の
四
　
「
第
二
種
開
始
信
号
」
と
は
、
特
別
の
待
受
状
態
に
あ
る
受
信
機
の
み
を
作
動
さ
せ
る
た
め
に
伝

送
す
る
信
号
を
い
う
。

八
十
四
の
五
　
「
終
了
信
号
」
と
は
、
第
一
種
開
始
信
号
又
は
第
二
種
開
始
信
号
の
受
信
に
よ
つ
て
動
作
状
態
に

あ
る
受
信
機
を
当
該
緊
急
警
報
信
号
を
受
信
す
る
前
の
状
態
に
復
さ
せ
る
た
め
に
伝
送
す
る
信
号
を
い
う
。

八
十
五
　
「
ク
ロ
ツ
ク
周
波
数
」
と
は
、
文
字
信
号
を
一
定
の
速
度
で
伝
送
す
る
た
め
の
時
刻
の
基
準
と
な
る
パ

ル
ス
の
基
本
周
波
数
を
い
う
。

八
十
六
　
削
除

八
十
七
　
「
プ
レ
エ
ン
フ
ア
シ
ス
」
と
は
、
正
常
の
信
号
波
を
そ
の
周
波
数
帯
の
あ
る
部
分
に
つ
い
て
、
他
の
部

分
に
比
し
、
特
に
強
め
る
こ
と
を
い
う
。

八
十
八
　
「
デ
イ
エ
ン
フ
ア
シ
ス
」
と
は
、
プ
レ
エ
ン
フ
ア
シ
ス
を
行
な
つ
た
信
号
波
を
正
常
の
信
号
波
に
も
ど

す
こ
と
を
い
う
。

八
十
九
　
「
感
度
抑
圧
効
果
」
と
は
、
希
望
波
信
号
を
受
信
し
て
い
る
と
き
に
お
い
て
、
妨
害
波
の
た
め
に
受
信

機
の
感
度
が
抑
圧
さ
れ
る
現
象
を
い
う
。

九
十
　
「
受
信
機
の
相
互
変
調
」
と
は
、
希
望
波
信
号
を
受
信
し
て
い
る
と
き
に
お
い
て
、
二
以
上
の
強
力
な
妨

害
波
が
到
来
し
、
そ
れ
が
、
受
信
機
の
非
直
線
性
に
よ
り
、
受
信
機
内
部
に
希
望
波
信
号
周
波
数
又
は
受
信
機

の
中
間
周
波
数
と
等
し
い
周
波
数
を
発
生
さ
せ
、
希
望
波
信
号
の
受
信
を
妨
害
す
る
現
象
を
い
う
。

九
十
一
　
「
受
信
機
入
力
電
圧
」
と
は
、
受
信
機
の
入
力
端
子
に
お
け
る
信
号
源
の
開
放
電
圧
を
い
う
。

九
十
二
　
「
航
空
無
線
電
話
通
信
網
」
と
は
、
一
定
の
区
域
に
お
い
て
、
航
空
機
局
及
び
二
以
上
の
航
空
局
が
共

通
の
周
波
数
の
電
波
に
よ
り
運
用
さ
れ
、
一
体
と
な
つ
て
形
成
す
る
無
線
電
話
通
信
の
系
統
を
い
う
。

九
十
三
　
「
船
舶
保
安
警
報
」
と
は
、
船
舶
に
危
害
を
及
ぼ
す
行
為
が
発
生
し
た
場
合
に
送
信
す
る
通
報
で
あ
つ

て
、
当
該
行
為
に
よ
つ
て
当
該
船
舶
の
安
全
が
脅
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
情
報
そ
の
他
の
情
報
か
ら
な
る

も
の
を
い
う
。

２
　
Ａ
二
Ａ
電
波
、
Ａ
二
Ｂ
電
波
、
Ａ
二
Ｄ
電
波
又
は
Ａ
二
Ｘ
電
波
を
使
用
す
る
無
線
局
（
変
調
波
を
電

け
ん鍵

操
作
す

る
送
信
設
備
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
に
対
す
る
法
に
基
づ
く
命
令
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
告
示
の
適
用
に
関
し
て

は
、
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
空
中
線
電
力
の
ワ
ツ
ト
数
は
、
当
該
命
令
又
は
告
示
に
お
い
て
規

定
す
る
ワ
ツ
ト
数
に
十
五
分
の
四
十
を
乗
じ
て
得
た
ワ
ツ
ト
数
と
す
る
。
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（
業
務
の
分
類
及
び
定
義
）

第
三
条
　
宇
宙
無
線
通
信
の
業
務
以
外
の
無
線
通
信
業
務
を
次
の
と
お
り
分
類
し
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る

と
お
り
定
義
す
る
。

一
　
固
定
業
務
　
一
定
の
固
定
地
点
の
間
の
無
線
通
信
業
務
（
陸
上
移
動
中
継
局
と
の
間
の
も
の
を
除
く
。
）
を

い
う
。

二
　
削
除

三
　
放
送
業
務
　
一
般
公
衆
に
よ
つ
て
直
接
受
信
さ
れ
る
た
め
の
無
線
電
話
、
テ
レ
ビ
ジ
ヨ
ン
、
デ
ー
タ
伝
送
又

は
フ
ア
ク
シ
ミ
リ
に
よ
る
無
線
通
信
業
務
を
い
う
。

四
　
放
送
試
験
業
務
　
放
送
及
び
そ
の
受
信
の
進
歩
発
達
に
必
要
な
試
験
、
研
究
又
は
調
査
の
た
め
試
験
的
に
行

な
う
放
送
業
務
を
い
う
。

五
　
移
動
業
務
　
移
動
局
（
陸
上
（
河
川
、
湖
沼
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
水
域
を
含
む
。
次
条
第
一
項
第
六

号
、
第
七
号
の
三
、
第
十
二
号
及
び
第
十
三
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
移
動
中
又
は
そ
の
特
定
し
な
い
地
点
に

停
止
中
に
使
用
す
る
受
信
設
備
（
無
線
局
の
も
の
を
除
く
。
第
八
号
及
び
第
八
号
の
三
に
お
い
て
「
陸
上
移
動

受
信
設
備
」
と
い
う
。
）
を
含
む
。
）
と
陸
上
局
と
の
間
又
は
移
動
局
相
互
間
の
無
線
通
信
業
務
（
陸
上
移
動
中

継
局
の
中
継
に
よ
る
も
の
を
含
む
。
）
を
い
う
。

六
　
海
上
移
動
業
務
　
船
舶
局
と
海
岸
局
と
の
間
、
船
舶
局
相
互
間
、
船
舶
局
と
船
上
通
信
局
と
の
間
、
船
上
通

信
局
相
互
間
又
は
遭
難
自
動
通
報
局
と
船
舶
局
若
し
く
は
海
岸
局
と
の
間
の
無
線
通
信
業
務
を
い
う
。

七
　
航
空
移
動
業
務
　
航
空
機
局
と
航
空
局
と
の
間
又
は
航
空
機
局
相
互
間
の
無
線
通
信
業
務
を
い
う
。

七
の
二
　
航
空
移
動
（
Ｒ
）
業
務
　
主
と
し
て
国
内
民
間
航
空
路
又
は
国
際
民
間
航
空
路
に
お
い
て
安
全
及
び
正

常
な
飛
行
に
関
す
る
通
信
の
た
め
に
確
保
さ
れ
た
航
空
移
動
業
務
を
い
う
。

七
の
三
　
航
空
移
動
（
Ｏ
Ｒ
）
業
務
　
主
と
し
て
国
内
民
間
航
空
路
又
は
国
際
民
間
航
空
路
以
外
の
飛
行
の
調
整

に
関
す
る
も
の
を
含
む
通
信
を
目
的
と
す
る
航
空
移
動
業
務
を
い
う
。

八
　
陸
上
移
動
業
務
　
基
地
局
と
陸
上
移
動
局
（
陸
上
移
動
受
信
設
備
（
第
八
号
の
三
の
携
帯
受
信
設
備
を
除

く
。
）
を
含
む
。
次
条
第
一
項
第
六
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
と
の
間
又
は
陸
上
移
動
局
相
互
間
の
無
線
通
信
業
務

（
陸
上
移
動
中
継
局
の
中
継
に
よ
る
も
の
を
含
む
。
）
を
い
う
。

八
の
二
　
携
帯
移
動
業
務
　
携
帯
局
と
携
帯
基
地
局
と
の
間
又
は
携
帯
局
相
互
間
の
無
線
通
信
業
務
を
い
う
。

八
の
三
　
無
線
呼
出
業
務
　
携
帯
受
信
設
備
（
陸
上
移
動
受
信
設
備
で
あ
つ
て
、
そ
の
携
帯
者
に
対
す
る
呼
出
し

（
こ
れ
に
付
随
す
る
通
報
を
含
む
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
受
け
る
た
め
の
も
の
を
い
う
。
）
の
携

帯
者
に
対
す
る
呼
出
し
を
行
う
無
線
通
信
業
務
を
い
う
。

九
　
無
線
測
位
業
務
　
無
線
測
位
の
た
め
の
無
線
通
信
業
務
を
い
う
。

十
　
無
線
航
行
業
務
　
無
線
航
行
の
た
め
の
無
線
測
位
業
務
を
い
う
。

十
一
　
海
上
無
線
航
行
業
務
　
船
舶
の
た
め
の
無
線
航
行
業
務
を
い
う
。

十
二
　
航
空
無
線
航
行
業
務
　
航
空
機
の
た
め
の
無
線
航
行
業
務
を
い
う
。

十
二
の
二
　
無
線
標
定
業
務
　
無
線
航
行
業
務
以
外
の
無
線
測
位
業
務
を
い
う
。

十
三
　
無
線
標
識
業
務
　
移
動
局
に
対
し
て
電
波
を
発
射
し
、
そ
の
電
波
発
射
の
位
置
か
ら
の
方
向
又
は
方
位
を

そ
の
移
動
局
に
決
定
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
の
無
線
航
行
業
務
を
い
う
。

十
四
　
非
常
通
信
業
務
　
地
震
、
台
風
、
洪
水
、
津
波
、
雪
害
、
火
災
、
暴
動
そ
の
他
非
常
の
事
態
が
発
生
し
又

は
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
人
命
の
救
助
、
災
害
の
救
援
、
交
通
通
信
の
確
保
又
は
秩
序
の

維
持
の
た
め
に
行
う
無
線
通
信
業
務
を
い
う
。

十
五
　
ア
マ
チ
ュ
ア
業
務
　
金
銭
上
の
利
益
の
た
め
で
な
く
、
も
つ
ぱ
ら
個
人
的
な
無
線
技
術
の
興
味
に
よ
つ
て

行
う
自
己
訓
練
、
通
信
及
び
技
術
的
研
究
そ
の
他
総
務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
業
務
を
行
う
無
線
通
信
業
務
を

い
う
。

十
六
　
簡
易
無
線
業
務
　
簡
易
な
業
務
の
た
め
に
行
わ
れ
る
無
線
通
信
業
務
を
い
う
。

十
七
　
構
内
無
線
業
務
　
一
の
構
内
に
お
い
て
行
わ
れ
る
無
線
通
信
業
務
を
い
う
。

十
八
　
気
象
援
助
業
務
　
水
象
を
含
む
気
象
上
の
観
測
及
び
調
査
の
た
め
の
無
線
通
信
業
務
を
い
う
。

十
九
　
標
準
周
波
数
業
務
　
科
学
、
技
術
そ
の
他
の
た
め
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
一
般
的
に
受
信

さ
れ
る
よ
う
に
、
明
示
さ
れ
た
高
い
精
度
の
特
定
の
周
波
数
の
電
波
の
発
射
を
行
な
う
無
線
通
信
業
務
を
い

う
。

二
十
　
特
別
業
務
　
前
各
号
に
規
定
す
る
業
務
及
び
電
気
通
信
業
務
（
不
特
定
多
数
の
者
に
同
時
に
送
信
す
る
も

の
を
除
く
。
）
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
無
線
通
信
業
務
で
あ
つ
て
、
一
定
の
公
共
の
利
益
の
た
め
に
行
わ

れ
る
も
の
を
い
う
。

２
　
宇
宙
無
線
通
信
の
業
務
の
う
ち
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
業
務
を
当
該
各
号
に
定
め
る
と
お
り
定
義
す
る
。

一
　
海
上
移
動
衛
星
業
務
　
船
舶
地
球
局
と
海
岸
地
球
局
と
の
間
又
は
船
舶
地
球
局
相
互
間
の
衛
星
通
信
の
業
務

を
い
う
。

二
　
航
空
移
動
衛
星
業
務
　
航
空
機
地
球
局
と
航
空
地
球
局
と
の
間
又
は
航
空
機
地
球
局
相
互
間
の
衛
星
通
信
の

業
務
を
い
う
。

三
　
携
帯
移
動
衛
星
業
務
　
携
帯
移
動
地
球
局
と
携
帯
基
地
地
球
局
と
の
間
又
は
携
帯
移
動
地
球
局
相
互
間
の
衛

星
通
信
の
業
務
を
い
う
。

３
　
前
二
項
各
号
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
無
線
局
の
行
う
業
務
の
分
類
を
別
に
定
め
る
こ
と
が
あ
る
。

（
無
線
局
の
種
別
及
び
定
義
）

第
四
条
　
無
線
局
の
種
別
を
次
の
と
お
り
定
め
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
お
り
定
義
す
る
。

一
　
固
定
局
　
固
定
業
務
を
行
う
無
線
局
を
い
う
。

二
　
基
幹
放
送
局
　
基
幹
放
送
（
法
第
五
条
第
四
項
の
基
幹
放
送
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
行
う
無
線
局
（
当

該
基
幹
放
送
に
加
え
て
基
幹
放
送
以
外
の
無
線
通
信
の
送
信
を
す
る
も
の
を
含
む
。
）
で
あ
つ
て
、
基
幹
放
送

を
行
う
実
用
化
試
験
局
以
外
の
も
の
を
い
う
。

二
の
二
　
地
上
基
幹
放
送
局
　
地
上
基
幹
放
送
（
放
送
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
三
十
二
号
）
第
二
条
第
十

五
号
の
地
上
基
幹
放
送
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
又
は
移
動
受
信
用
地
上
基
幹
放
送
（
同
法
第
二
条
第
十
四
号

に
規
定
す
る
移
動
受
信
用
地
上
基
幹
放
送
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
行
う
基
幹
放
送
局
（
放
送
試
験
業
務
を

行
う
も
の
を
除
く
。
）
を
い
う
。

二
の
三
　
特
定
地
上
基
幹
放
送
局
　
基
幹
放
送
局
の
う
ち
法
第
六
条
第
二
項
第
七
号
に
規
定
す
る
特
定
地
上
基
幹

放
送
局
（
放
送
試
験
業
務
を
行
う
も
の
を
除
く
。
）
を
い
う
。

三
　
地
上
基
幹
放
送
試
験
局
　
地
上
基
幹
放
送
又
は
移
動
受
信
用
地
上
基
幹
放
送
を
行
う
基
幹
放
送
局
（
放
送
試

験
業
務
を
行
う
も
の
に
限
る
。
）
を
い
う
。

三
の
二
　
特
定
地
上
基
幹
放
送
試
験
局
　
基
幹
放
送
局
の
う
ち
法
第
六
条
第
二
項
第
七
号
に
規
定
す
る
特
定
地
上

基
幹
放
送
局
（
放
送
試
験
業
務
を
行
う
も
の
に
限
る
。
）
を
い
う
。

三
の
三
　
地
上
一
般
放
送
局
　
地
上
一
般
放
送
（
放
送
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
電
波
監
理
委
員
会
規
則
第

十
号
）
第
二
条
第
四
号
の
二
に
規
定
す
る
地
上
一
般
放
送
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
行
う
無
線
局
で
あ
つ
て
、

地
上
一
般
放
送
を
行
う
実
用
化
試
験
局
以
外
の
も
の
を
い
う
。

四
　
海
岸
局
　
船
舶
局
、
遭
難
自
動
通
報
局
又
は
航
路
標
識
に
開
設
す
る
海
岸
局
（
船
舶
自
動
識
別
装
置
に
よ
り

通
信
を
行
う
も
の
に
限
る
。
）
と
通
信
を
行
う
た
め
陸
上
に
開
設
す
る
移
動
し
な
い
無
線
局
（
航
路
標
識
に
開

設
す
る
も
の
を
含
む
。
）
を
い
う
。

五
　
航
空
局
　
航
空
機
局
と
通
信
を
行
な
う
た
め
陸
上
に
開
設
す
る
移
動
中
の
運
用
を
目
的
と
し
な
い
無
線
局

（
船
舶
に
開
設
す
る
も
の
を
含
む
。
）
を
い
う
。

六
　
基
地
局
　
陸
上
移
動
局
と
の
通
信
（
陸
上
移
動
中
継
局
の
中
継
に
よ
る
も
の
を
含
む
。
）
を
行
う
た
め
陸
上

に
開
設
す
る
移
動
し
な
い
無
線
局
（
陸
上
移
動
中
継
局
を
除
く
。
）
を
い
う
。

七
　
携
帯
基
地
局
　
携
帯
局
と
通
信
を
行
う
た
め
陸
上
に
開
設
す
る
移
動
し
な
い
無
線
局
を
い
う
。

七
の
二
　
無
線
呼
出
局
　
無
線
呼
出
業
務
を
行
う
陸
上
に
開
設
す
る
無
線
局
を
い
う
。

七
の
三
　
陸
上
移
動
中
継
局
　
基
地
局
と
陸
上
移
動
局
と
の
間
及
び
陸
上
移
動
局
相
互
間
の
通
信
を
中
継
す
る
た

め
陸
上
に
開
設
す
る
移
動
し
な
い
無
線
局
を
い
う
。

八
　
陸
上
局
　
海
岸
局
、
航
空
局
、
基
地
局
、
携
帯
基
地
局
、
無
線
呼
出
局
、
陸
上
移
動
中
継
局
そ
の
他
移
動
中

の
運
用
を
目
的
と
し
な
い
移
動
業
務
を
行
う
無
線
局
を
い
う
。

九
　
船
舶
局
　
船
舶
の
無
線
局
（
人
工
衛
星
局
の
中
継
に
よ
つ
て
の
み
無
線
通
信
を
行
う
も
の
を
除
く
。
）
の
う

ち
、
無
線
設
備
が
遭
難
自
動
通
報
設
備
又
は
レ
ー
ダ
ー
の
み
の
も
の
以
外
の
も
の
を
い
う
。

十
　
遭
難
自
動
通
報
局
　
遭
難
自
動
通
報
設
備
の
み
を
使
用
し
て
無
線
通
信
業
務
を
行
な
う
無
線
局
を
い
う
。

十
の
二
　
船
上
通
信
局
　
船
上
通
信
設
備
の
み
を
使
用
し
て
無
線
通
信
業
務
を
行
う
移
動
す
る
無
線
局
を
い
う
。

5



十
一
　
航
空
機
局
　
航
空
機
の
無
線
局
（
人
工
衛
星
局
の
中
継
に
よ
つ
て
の
み
無
線
通
信
を
行
う
も
の
を
除
く
。
）

の
う
ち
、
無
線
設
備
が
レ
ー
ダ
ー
の
み
の
も
の
以
外
の
も
の
を
い
う
。

十
二
　
陸
上
移
動
局
　
陸
上
を
移
動
中
又
は
そ
の
特
定
し
な
い
地
点
に
停
止
中
運
用
す
る
無
線
局
（
船
上
通
信
局

を
除
く
。
）
を
い
う
。

十
三
　
携
帯
局
　
陸
上
、
海
上
若
し
く
は
上
空
の
一
若
し
く
は
二
以
上
に
わ
た
り
携
帯
し
て
移
動
中
又
は
そ
の
特

定
し
な
い
地
点
に
停
止
中
運
用
す
る
無
線
局
（
船
上
通
信
局
及
び
陸
上
移
動
局
を
除
く
。
）
を
い
う
。

十
四
　
移
動
局
　
船
舶
局
、
遭
難
自
動
通
報
局
、
船
上
通
信
局
、
航
空
機
局
、
陸
上
移
動
局
、
携
帯
局
そ
の
他
移

動
中
又
は
特
定
し
な
い
地
点
に
停
止
中
運
用
す
る
無
線
局
を
い
う
。

十
五
　
無
線
測
位
局
　
無
線
測
位
業
務
を
行
う
無
線
局
を
い
う
。

十
六
　
無
線
航
行
局
　
無
線
航
行
業
務
を
行
う
無
線
局
を
い
う
。

十
七
　
無
線
航
行
陸
上
局
　
移
動
し
な
い
無
線
航
行
局
を
い
う
。

十
八
　
無
線
航
行
移
動
局
　
移
動
す
る
無
線
航
行
局
を
い
う
。

十
八
の
二
　
無
線
標
定
陸
上
局
　
無
線
標
定
業
務
を
行
な
う
移
動
し
な
い
無
線
局
を
い
う
。

十
九
　
無
線
標
定
移
動
局
　
無
線
標
定
業
務
を
行
な
う
移
動
す
る
無
線
局
を
い
う
。

二
十
　
無
線
標
識
局
　
無
線
標
識
業
務
を
行
う
無
線
局
を
い
う
。

二
十
の
二
　
地
球
局
　
宇
宙
局
と
通
信
を
行
な
い
、
又
は
受
動
衛
星
そ
の
他
の
宇
宙
に
あ
る
物
体
を
利
用
し
て
通

信
（
宇
宙
局
と
の
も
の
を
除
く
。
）
を
行
な
う
た
め
、
地
表
又
は
地
球
の
大
気
圏
の
主
要
部
分
に
開
設
す
る
無

線
局
を
い
う
。

二
十
の
三
　
海
岸
地
球
局
　
法
第
六
十
三
条
に
規
定
す
る
海
岸
地
球
局
を
い
う
。

二
十
の
四
　
航
空
地
球
局
　
法
第
七
十
条
の
三
第
二
項
に
規
定
す
る
航
空
地
球
局
を
い
う
。

二
十
の
五
　
携
帯
基
地
地
球
局
　
人
工
衛
星
局
の
中
継
に
よ
り
携
帯
移
動
地
球
局
と
通
信
を
行
う
た
め
陸
上
に
開

設
す
る
無
線
局
を
い
う
。

二
十
の
六
　
船
舶
地
球
局
　
法
第
六
条
第
一
項
第
四
号
ロ
に
規
定
す
る
船
舶
地
球
局
を
い
う
。

二
十
の
七
　
航
空
機
地
球
局
　
法
第
六
条
第
一
項
第
四
号
ロ
に
規
定
す
る
航
空
機
地
球
局
を
い
う
。

二
十
の
八
　
携
帯
移
動
地
球
局
　
自
動
車
そ
の
他
陸
上
を
移
動
す
る
も
の
に
開
設
し
、
又
は
陸
上
、
海
上
若
し
く

は
上
空
の
一
若
し
く
は
二
以
上
に
わ
た
り
携
帯
し
て
使
用
す
る
た
め
に
開
設
す
る
無
線
局
で
あ
つ
て
、
人
工
衛

星
局
の
中
継
に
よ
り
無
線
通
信
を
行
う
も
の
（
船
舶
地
球
局
及
び
航
空
機
地
球
局
を
除
く
。
）
を
い
う
。

二
十
の
九
　
宇
宙
局
　
地
球
の
大
気
圏
の
主
要
部
分
の
外
に
あ
る
物
体
（
そ
の
主
要
部
分
の
外
に
出
る
こ
と
を
目

的
と
し
、
又
は
そ
の
主
要
部
分
の
外
か
ら
入
つ
た
も
の
を
含
む
。
以
下
「
宇
宙
物
体
」
と
い
う
。
）
に
開
設
す

る
無
線
局
を
い
う
。

二
十
の
十
　
人
工
衛
星
局
　
法
第
六
条
第
一
項
第
四
号
イ
に
規
定
す
る
人
工
衛
星
局
を
い
う
。

二
十
の
十
一
　
衛
星
基
幹
放
送
局
　
衛
星
基
幹
放
送
（
放
送
法
第
二
条
第
十
三
号
の
衛
星
基
幹
放
送
を
い
う
。
以

下
同
じ
。
）
を
行
う
基
幹
放
送
局
（
衛
星
基
幹
放
送
試
験
局
を
除
く
。
）
を
い
う
。

二
十
の
十
二
　
衛
星
基
幹
放
送
試
験
局
　
衛
星
基
幹
放
送
を
行
う
基
幹
放
送
局
（
放
送
及
び
そ
の
受
信
の
進
歩
発

達
に
必
要
な
試
験
、
研
究
又
は
調
査
の
た
め
、
一
般
公
衆
に
よ
つ
て
直
接
受
信
さ
れ
る
た
め
の
無
線
電
話
、
テ

レ
ビ
ジ
ョ
ン
、
デ
ー
タ
伝
送
又
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
に
よ
る
無
線
通
信
業
務
を
試
験
的
に
行
う
も
の
に
限
る
。
）

を
い
う
。

二
十
一
　
非
常
局
　
非
常
通
信
業
務
の
み
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
設
す
る
無
線
局
を
い
う
。

二
十
二
　
実
験
試
験
局
　
科
学
若
し
く
は
技
術
の
発
達
の
た
め
の
実
験
、
電
波
の
利
用
の
効
率
性
に
関
す
る
試
験

又
は
電
波
の
利
用
の
需
要
に
関
す
る
調
査
を
行
う
た
め
に
開
設
す
る
無
線
局
で
あ
つ
て
、
実
用
に
供
し
な
い
も

の
（
放
送
を
す
る
も
の
を
除
く
。
）
を
い
う
。

二
十
三
　
実
用
化
試
験
局
　
当
該
無
線
通
信
業
務
を
実
用
に
移
す
目
的
で
試
験
的
に
開
設
す
る
無
線
局
を
い
う
。

二
十
四
　
ア
マ
チ
ュ
ア
局
　
ア
マ
チ
ュ
ア
業
務
を
行
う
無
線
局
を
い
う
。

二
十
五
　
簡
易
無
線
局
　
簡
易
無
線
業
務
を
行
う
無
線
局
を
い
う
。

二
十
六
　
構
内
無
線
局
　
構
内
無
線
業
務
を
行
う
無
線
局
を
い
う
。

二
十
七
　
気
象
援
助
局
　
気
象
援
助
業
務
を
行
う
無
線
局
を
い
う
。

二
十
八
　
標
準
周
波
数
局
　
標
準
周
波
数
業
務
を
行
う
無
線
局
を
い
う
。

二
十
九
　
特
別
業
務
の
局
　
特
別
業
務
を
行
う
無
線
局
を
い
う
。

２
　
前
項
各
号
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
無
線
局
の
種
別
を
別
に
定
め
る
こ
と
が
あ
る
。

（
電
波
の
型
式
の
表
示
）

第
四
条
の
二
　
電
波
の
主
搬
送
波
の
変
調
の
型
式
、
主
搬
送
波
を
変
調
す
る
信
号
の
性
質
及
び
伝
送
情
報
の
型
式

は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
よ
う
に
分
類
し
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
掲
げ
る
記
号
を
も
つ
て
表
示
す
る
。
た
だ

し
、
主
搬
送
波
を
変
調
す
る
信
号
の
性
質
を
表
示
す
る
記
号
は
、
対
応
す
る
算
用
数
字
を
も
つ
て
表
示
す
る
こ
と

が
あ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
主
搬
送
波
の
変
調
の
型
式

　
　
　
記
号

（
１
）
　
無
変
調

　
　
　
Ｎ

（
２
）
　
振
幅
変
調

　
　
　
　

（
一
）
　
両
側
波
帯

　
　
　
Ａ

（
二
）
　
全
搬
送
波
に
よ
る
単
側
波
帯

　
　
　
Ｈ

（
三
）
　
低
減
搬
送
波
に
よ
る
単
側
波
帯

　
　
　
Ｒ

（
四
）
　
抑
圧
搬
送
波
に
よ
る
単
側
波
帯

　
　
　
Ｊ

（
五
）
　
独
立
側
波
帯

　
　
　
Ｂ

（
六
）
　
残
留
側
波
帯

　
　
　
Ｃ

（
３
）
　
角
度
変
調

　
　
　
　

（
一
）
　
周
波
数
変
調

　
　
　
Ｆ

（
二
）
　
位
相
変
調

　
　
　
Ｇ

（
４
）
　
同
時
に
、
又
は
一
定
の
順
序
で
振
幅
変
調
及
び
角
度
変
調
を
行
う
も
の

　
　
　
Ｄ

（
５
）
　
パ
ル
ス
変
調

　
　
　
　

（
一
）
　
無
変
調
パ
ル
ス
列

　
　
　
Ｐ

（
二
）
　
変
調
パ
ル
ス
列

　
　
　
　

ア
　
振
幅
変
調

　
　
　
Ｋ

イ
　
幅
変
調
又
は
時
間
変
調

　
　
　
Ｌ

ウ
　
位
置
変
調
又
は
位
相
変
調

　
　
　
Ｍ

エ
　
パ
ル
ス
の
期
間
中
に
搬
送
波
を
角
度
変
調
す
る
も
の

　
　
　
Ｑ

オ
　
ア
か
ら
エ
ま
で
の
各
変
調
の
組
合
せ
又
は
他
の
方
法
に
よ
つ
て
変
調
す
る
も
の

　
　
　
Ｖ

（
６
）
　
（
１
）
か
ら
（
５
）
ま
で
に
該
当
し
な
い
も
の
で
あ
つ
て
、
同
時
に
、
又
は
一
定
の
順
序
で
振

幅
変
調
、
角
度
変
調
又
は
パ
ル
ス
変
調
の
う
ち
の
二
以
上
を
組
み
合
わ
せ
て
行
う
も
の

　
　
　
Ｗ

（
７
）
　
そ
の
他
の
も
の

　
　
　
Ｘ

二
　
主
搬
送
波
を
変
調
す
る
信
号
の
性
質

　
　
　
記
号

（
１
）
　
変
調
信
号
の
な
い
も
の

　
　
　
〇

（
２
）
　
デ
イ
ジ
タ
ル
信
号
で
あ
る
単
一
チ
ヤ
ネ
ル
の
も
の

　
　
　
　

（
一
）
　
変
調
の
た
め
の
副
搬
送
波
を
使
用
し
な
い
も
の

　
　
　
一

（
二
）
　
変
調
の
た
め
の
副
搬
送
波
を
使
用
す
る
も
の

　
　
　
二

（
３
）
　
ア
ナ
ロ
グ
信
号
で
あ
る
単
一
チ
ヤ
ネ
ル
の
も
の

　
　
　
三

（
４
）
　
デ
イ
ジ
タ
ル
信
号
で
あ
る
二
以
上
の
チ
ヤ
ネ
ル
の
も
の

　
　
　
七

（
５
）
　
ア
ナ
ロ
グ
信
号
で
あ
る
二
以
上
の
チ
ヤ
ネ
ル
の
も
の

　
　
　
八

（
６
）
　
デ
イ
ジ
タ
ル
信
号
の
一
又
は
二
以
上
の
チ
ヤ
ネ
ル
と
ア
ナ
ロ
グ
信
号
の
一
又
は
二
以
上
の
チ
ヤ

ネ
ル
を
複
合
し
た
も
の

　
　
　
九

（
７
）
　
そ
の
他
の
も
の

　
　
　
Ｘ

三
　
伝
送
情
報
の
型
式

　
　
　
記
号

（
１
）
　
無
情
報

　
　
　
Ｎ

（
２
）
　
電
信

　
　
　
　

（
一
）
　
聴
覚
受
信
を
目
的
と
す
る
も
の

　
　
　
Ａ
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（
二
）
　
自
動
受
信
を
目
的
と
す
る
も
の

　
　
　
Ｂ

（
３
）
　
フ
ア
ク
シ
ミ
リ

　
　
　
Ｃ

（
４
）
　
デ
ー
タ
伝
送
、
遠
隔
測
定
又
は
遠
隔
指
令

　
　
　
Ｄ

（
５
）
　
電
話
（
音
響
の
放
送
を
含
む
。
）

　
　
　
Ｅ

（
６
）
　
テ
レ
ビ
ジ
ヨ
ン
（
映
像
に
限
る
。
）

　
　
　
Ｆ

（
７
）
　
（
１
）
か
ら
（
６
）
ま
で
の
型
式
の
組
合
せ
の
も
の

　
　
　
Ｗ

（
８
）
　
そ
の
他
の
も
の

　
　
　
Ｘ

２
　
こ
の
規
則
そ
の
他
法
に
基
づ
く
省
令
、
告
示
等
に
お
い
て
電
波
の
型
式
は
、
前
項
に
規
定
す
る
主
搬
送
波
の
変

調
の
型
式
、
主
搬
送
波
を
変
調
す
る
信
号
の
性
質
及
び
伝
送
情
報
の
型
式
を
同
項
に
規
定
す
る
記
号
を
も
つ
て
、

か
つ
、
そ
の
順
序
に
従
つ
て
表
記
す
る
。

３
　
こ
の
規
則
そ
の
他
法
に
基
づ
く
省
令
、
告
示
等
に
お
い
て
は
、
電
波
は
、
電
波
の
型
式
、
「
電
波
」
の
文
字
、

周
波
数
の
順
序
に
従
つ
て
表
示
す
る
こ
と
を
例
と
す
る
。

（
周
波
数
の
表
示
）

第
四
条
の
三
　
電
波
の
周
波
数
は
、
三
、
〇
〇
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
以
下
の
も
の
は
ｋ
Ｈ
ｚ
、
三
、
〇
〇
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
を
こ
え

三
、
〇
〇
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下
の
も
の
は
Ｍ
Ｈ
ｚ
、
三
、
〇
〇
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
こ
え
三
、
〇
〇
〇
Ｇ
Ｈ
ｚ
以
下
の
も
の
は

Ｇ
Ｈ
ｚ
で
表
示
す
る
。
た
だ
し
、
周
波
数
の
使
用
上
特
に
必
要
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
表
示
方
法
に
よ
ら
な
い
こ

と
が
で
き
る
。

２
　
電
波
の
ス
ペ
ク
ト
ル
は
、
そ
の
周
波
数
の
範
囲
に
応
じ
、
次
の
表
に
掲
げ
る
よ
う
に
九
の
周
波
数
帯
に
区
分
す

る
。

周
波
数
帯
の
周
波
数
の
範
囲

周

波

数

帯

の

番

号

周
波
数
帯
の

略
称

メ
ー
ト
ル
に
よ
る
区
分

三
ｋ
Ｈ
ｚ
を
こ
え
、
三
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
以
下

４

Ｖ
Ｌ
Ｆ

ミ
リ
ア
メ
ー
ト
ル
波

三
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
を
こ
え
、
三
〇
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
以
下

５

Ｌ
Ｆ

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
波

三
〇
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
を
こ
え
、
三
、
〇
〇
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
以
下

６

Ｍ
Ｆ

ヘ
ク
ト
メ
ー
ト
ル
波

三
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
こ
え
、
三
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下

７

Ｈ
Ｆ

デ
カ
メ
ー
ト
ル
波

三
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
こ
え
、
三
〇
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下

８

Ｖ
Ｈ
Ｆ

メ
ー
ト
ル
波

三
〇
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
こ
え
、
三
、
〇
〇
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下

９

Ｕ
Ｈ
Ｆ

デ
シ
メ
ー
ト
ル
波

三
Ｇ
Ｈ
ｚ
を
こ
え
、
三
〇
Ｇ
Ｈ
ｚ
以
下

１
０

Ｓ
Ｈ
Ｆ

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
波

三
〇
Ｇ
Ｈ
ｚ
を
こ
え
、
三
〇
〇
Ｇ
Ｈ
ｚ
以
下

１
１

Ｅ
Ｈ
Ｆ

ミ
リ
メ
ー
ト
ル
波

三
〇
〇
Ｇ
Ｈ
ｚ
を
こ
え
、
三
、
〇
〇
〇
Ｇ
Ｈ
ｚ
（
又
は
三
Ｔ
Ｈ
ｚ
）

以
下

１
２

　

デ
シ
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
波

第
四
条
の
三
の
二
　
放
送
業
務
、
海
上
移
動
業
務
、
航
空
移
動
業
務
又
は
海
上
無
線
航
行
業
務
に
お
い
て
Ｈ
二
Ａ
電

波
、
Ｈ
二
Ｂ
電
波
、
Ｈ
二
Ｄ
電
波
、
Ｈ
三
Ｅ
電
波
、
Ｊ
二
Ｃ
電
波
、
Ｊ
二
Ｄ
電
波
（
航
空
移
動
（
Ｒ
）
業
務
に
限

る
。
）
、
Ｊ
三
Ｃ
電
波
、
Ｊ
三
Ｅ
電
波
又
は
Ｒ
三
Ｅ
電
波
を
使
用
す
る
場
合
は
、
そ
の
搬
送
周
波
数
を
も
つ
て
当
該

電
波
を
示
す
周
波
数
と
す
る
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
搬
送
周
波
数
を
も
つ
て
示
す
電
波
の
割
当
周
波
数
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
区
分
に

従
い
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
の
と
お
り
と
す
る
。

区
分

割
当
周
波
数

Ｈ
二
Ａ
、
Ｈ
二
Ｂ
又
は
Ｈ
二
Ｄ

（
１
）
　
選
択
呼
出
装
置
に
係

る
も
の

搬
送
周
波
数
か
ら
一
、
一
〇
〇
ヘ
ル
ツ
高
い
周
波

数

（
２
）
　
（
１
）
以
外
の
も
の

搬
送
周
波
数
か
ら
五
〇
〇
ヘ
ル
ツ
高
い
周
波
数

Ｈ
三
Ｅ
、
Ｊ
二
Ｃ
、
Ｊ
三
Ｃ
、
Ｊ

三
Ｅ
又
は
Ｒ
三
Ｅ

（
１
）
　
地
上
基
幹
放
送
局
の

無
線
設
備
に
係
る
も
の

搬
送
周
波
数
か
ら
二
、
五
〇
〇
ヘ
ル
ツ
高
い
周
波

数

（
２
）
　
（
１
）
以
外
の
も
の

搬
送
周
波
数
か
ら
一
、
四
〇
〇
ヘ
ル
ツ
高
い
周
波

数

Ｊ
二
Ｄ

搬
送
周
波
数
か
ら
一
、
四
〇
〇
ヘ
ル
ツ
高
い
周
波

数

（
空
中
線
電
力
の
表
示
）

第
四
条
の
四
　
空
中
線
電
力
は
、
電
波
の
型
式
の
う
ち
主
搬
送
波
の
変
調
の
型
式
及
び
主
搬
送
波
を
変
調
す
る
信
号

の
性
質
が
次
の
上
欄
に
掲
げ
る
記
号
で
表
さ
れ
る
電
波
を
使
用
す
る
送
信
設
備
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下

欄
に
掲
げ
る
電
力
を
も
つ
て
表
示
す
る
。

記
号

空
中
線
電
力

主

搬

送

波

の

変

調

の

型
式

主

搬

送

波

を

変

調

す

る

信

号

の

性
質

Ａ

一

せ
ん尖

頭
電
力
（
ｐ
Ｘ
）

二

（
１
）
　
主
搬
送
波
を
断
続
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は

せ
ん尖

頭
電
力
（
ｐ
Ｘ
）

（
２
）
　
そ
の
他
の
も
の
に
あ
つ
て
は
平
均
電
力
（
ｐ
Ｙ
）

三

（
１
）
　
地
上
基
幹
放
送
局
（
地
上
基
幹
放
送
試
験
局
及
び
基
幹
放
送
を
行
う
実
用
化
試
験
局
を
含

む
。
以
下
こ
の
表
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
設
備
に
あ
つ
て
は
搬
送
波
電
力
（
ｐ
Ｚ
）

（
２
）
　
携
帯
用
位
置
指
示
無
線
標
識
、
衛
星
非
常
用
位
置
指
示
無
線
標
識
、
設
備
規
則
第
四
十
五

条
の
三
の
五
に
規
定
す
る
無
線
設
備
、
航
空
機
用
救
命
無
線
機
又
は
航
空
機
用
携
帯
無
線
機
で
あ

つ
て
、
伝
送
情
報
の
型
式
の
記
号
が
Ｘ
で
あ
る
も
の
に
あ
つ
て
は

せ
ん尖

頭
電
力
（
ｐ
Ｘ
）

（
３
）
　
そ
の
他
の
も
の
に
あ
つ
て
は
平
均
電
力
（
ｐ
Ｙ
）

七

又

は

Ｘ

（
１
）
　
断
続
し
な
い
全
搬
送
波
を
使
用
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
平
均
電
力
（
ｐ
Ｙ
）

（
２
）
　
そ
の
他
の
も
の
に
あ
つ
て
は

せ
ん尖

頭
電
力
（
ｐ
Ｘ
）

八

又

は

九

平
均
電
力
（
ｐ
Ｙ
）

Ｂ

　

せ
ん尖

頭
電
力
（
ｐ
Ｘ
）

Ｃ

三

（
１
）
　
地
上
基
幹
放
送
局
の
設
備
に
あ
つ
て
は

せ
ん尖

頭
電
力
（
ｐ
Ｘ
）

（
２
）
　
地
上
基
幹
放
送
局
以
外
の
無
線
局
の
設
備
に
あ
つ
て
は
平
均
電
力
（
ｐ
Ｙ
）

七

又

は

Ｘ

（
１
）
　
断
続
し
な
い
全
搬
送
波
を
使
用
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
平
均
電
力
（
ｐ
Ｙ
）

（
２
）
　
そ
の
他
の
も
の
に
あ
つ
て
は

せ
ん尖

頭
電
力
（
ｐ
Ｘ
）

八

又

は

九

平
均
電
力
（
ｐ
Ｙ
）

Ｄ

　

（
１
）
　
イ
ン
マ
ル
サ
ッ
ト
船
舶
地
球
局
の
イ
ン
マ
ル
サ
ッ
ト
Ｆ
型
、
航
空
機
地
球
局
の
イ
ン
マ
ル

サ
ッ
ト
Ｂ
Ｇ
Ａ
Ｎ
型
、
イ
ン
マ
ル
サ
ッ
ト
携
帯
移
動
地
球
局
の
イ
ン
マ
ル
サ
ッ
ト
Ｆ
型
及
び
イ
ン

マ
ル
サ
ッ
ト
Ｂ
Ｇ
Ａ
Ｎ
型
並
び
に
設
備
規
則
第
五
十
八
条
の
二
の
十
二
に
お
い
て
そ
の
無
線
設
備

の
条
件
が
定
め
ら
れ
て
い
る
固
定
局
の
無
線
設
備
に
あ
つ
て
は
平
均
電
力
（
ｐ
Ｙ
）

（
２
）
　
そ
の
他
の
も
の
に
あ
つ
て
は
搬
送
波
電
力
（
ｐ
Ｚ
）

Ｆ

　

平
均
電
力
（
ｐ
Ｙ
）

Ｇ

　

平
均
電
力
（
ｐ
Ｙ
）

Ｈ

　

（
１
）
　
地
上
基
幹
放
送
局
の
設
備
に
あ
つ
て
は

せ
ん尖

頭
電
力
（
ｐ
Ｘ
）

（
２
）
　
地
上
基
幹
放
送
局
以
外
の
無
線
局
の
設
備
に
あ
つ
て
は
平
均
電
力
（
ｐ
Ｙ
）

Ｊ

　

せ
ん尖

頭
電
力
（
ｐ
Ｘ
）

Ｋ

　

せ
ん尖

頭
電
力
（
ｐ
Ｘ
）
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Ｌ

　

せ
ん尖

頭
電
力
（
ｐ
Ｘ
）

Ｍ

　

せ
ん尖

頭
電
力
（
ｐ
Ｘ
）

Ｎ

　

平
均
電
力
（
ｐ
Ｙ
）

Ｐ

せ
ん尖

頭
電
力
（
ｐ
Ｘ
）

Ｑ

（
１
）
イ
リ
ジ
ウ
ム
携
帯
移
動
地
球
局
の
設
備
に
あ
つ
て
は
平
均
電
力
（
ｐ
Ｙ
）

（
２
）
イ
リ
ジ
ウ
ム
携
帯
移
動
地
球
局
以
外
の
無
線
局
の
設
備
に
あ
つ
て
は

せ
ん尖

頭
電
力
（
ｐ
Ｘ
）

Ｒ

　

せ
ん尖

頭
電
力
（
ｐ
Ｘ
）

Ｖ

　

せ
ん尖

頭
電
力
（
ｐ
Ｘ
）

２
　
次
に
掲
げ
る
送
信
設
備
の
空
中
線
電
力
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
平
均
電
力
（
ｐ
Ｙ
）
を
も
つ
て
表

示
す
る
。

一
　
デ
ジ
タ
ル
放
送
（
Ｆ
七
Ｗ
電
波
及
び
Ｇ
七
Ｗ
電
波
を
使
用
す
る
も
の
を
除
く
。
）
を
行
う
地
上
基
幹
放
送
局

（
地
上
基
幹
放
送
試
験
局
及
び
基
幹
放
送
を
行
う
実
用
化
試
験
局
を
含
む
。
）
及
び
地
上
一
般
放
送
局
（
地
上
一

般
放
送
を
行
う
実
用
化
試
験
局
を
含
む
。
）
並
び
に
設
備
規
則
第
三
十
七
条
の
二
十
七
の
二
十
一
に
規
定
す
る

番
組
素
材
中
継
を
行
う
無
線
局
及
び
同
令
第
三
十
七
条
の
二
十
七
の
二
十
二
に
規
定
す
る
放
送
番
組
中
継
を
行

う
固
定
局
（
い
ず
れ
も
Ｇ
七
Ｗ
電
波
を
使
用
す
る
も
の
を
除
く
。
）
の
送
信
設
備

二
　
超
広
帯
域
無
線
シ
ス
テ
ム
の
無
線
局
（
必
要
周
波
数
帯
幅
が
四
五
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
上
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る

も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
送
信
設
備

（１）
　
空
中
線
電
力
が
〇
・
〇
〇
一
ワ
ッ
ト
以
下
の
無
線
局
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の

（一）
　
屋
内
に
お
い
て
主
と
し
て
デ
ー
タ
伝
送
を
行
う
無
線
局
で
あ
つ
て
、
三
・
四
Ｇ
Ｈ
ｚ
以
上
四
・
八
Ｇ
Ｈ

ｚ
未
満
又
は
七
・
二
五
Ｇ
Ｈ
ｚ
以
上
一
〇
・
二
五
Ｇ
Ｈ
ｚ
未
満
の
周
波
数
の
電
波
を
使
用
す
る
も
の

（二）
　
無
線
標
定
業
務
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
自
動
車
そ
の
他
の
陸
上
を
移
動
す
る
も
の
に
開
設
す
る
無

線
局
で
あ
つ
て
、
二
四
・
二
五
Ｇ
Ｈ
ｚ
以
上
二
九
Ｇ
Ｈ
ｚ
未
満
の
周
波
数
の
電
波
を
使
用
す
る
も
の

（２）
　
空
中
線
電
力
が
一
ワ
ッ
ト
以
下
の
無
線
局
（
上
空
で
運
用
す
る
も
の
を
除
く
。
）
で
あ
つ
て
、
七
・
二
五

Ｇ
Ｈ
ｚ
以
上
九
Ｇ
Ｈ
ｚ
未
満
の
周
波
数
の
電
波
を
使
用
す
る
も
の
（
（
１
）
（
一
）
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）

三
　
二
〇
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
帯
広
帯
域
移
動
無
線
通
信
（
一
七
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
二
〇
二
・
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下
の
周
波
数
の

電
波
を
使
用
し
、
通
信
方
式
に
直
交
周
波
数
分
割
多
重
方
式
と
時
分
割
多
重
方
式
を
組
み
合
わ
せ
た
多
重
方
式

及
び
直
交
周
波
数
分
割
多
元
接
続
方
式
を
使
用
す
る
時
分
割
複
信
方
式
を
用
い
る
無
線
通
信
を
い
う
。
）
を
行

う
無
線
局
の
送
信
設
備

四
　
実
数
零
点
単
側
波
帯
変
調
方
式
の
無
線
局
の
送
信
設
備

五
　
七
〇
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
帯
高
度
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム
（
七
五
五
・
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
七
六
四
・
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下
の
周

波
数
の
電
波
を
使
用
し
、
主
と
し
て
道
路
交
通
に
関
す
る
デ
ー
タ
伝
送
の
た
め
に
基
地
局
相
互
間
の
通
信
路
を

構
成
す
る
固
定
局
相
互
間
、
基
地
局
と
陸
上
移
動
局
の
間
又
は
陸
上
移
動
局
相
互
間
で
行
う
無
線
通
信
を
い

う
。
以
下
同
じ
。
）
の
固
定
局
、
基
地
局
及
び
陸
上
移
動
局
の
送
信
設
備

六
　
無
線
標
定
業
務
を
行
う
無
線
局
で
あ
つ
て
、
七
七
Ｇ
Ｈ
ｚ
を
超
え
八
一
Ｇ
Ｈ
ｚ
以
下
の
周
波
数
の
電
波
を
使

用
す
る
も
の
の
送
信
設
備

七
　
設
備
規
則
第
三
条
第
一
号
に
規
定
す
る
携
帯
無
線
通
信
を
行
う
無
線
局
の
送
信
設
備

八
　
設
備
規
則
第
三
条
第
十
号
に
規
定
す
る
広
帯
域
移
動
無
線
ア
ク
セ
ス
シ
ス
テ
ム
の
無
線
局
の
送
信
設
備

九
　
設
備
規
則
第
三
条
第
十
五
号
に
規
定
す
る
ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
の
無
線
局
の
送
信
設
備

３
　
次
に
掲
げ
る
送
信
設
備
の
空
中
線
電
力
は
、
前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
規
格
電
力
（
ｐ
Ｒ
）
を
も
つ
て

表
示
す
る
。

一
　
五
〇
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下
の
周
波
数
の
電
波
を
使
用
す
る
送
信
設
備
で
あ
つ
て
、
一
ワ
ツ
ト
以
下
の
出
力
規
格
の

真
空
管
を
使
用
す
る
も
の
（
遭
難
自
動
通
報
設
備
、
設
備
規
則
第
四
十
五
条
の
三
の
五
に
規
定
す
る
無
線
設
備

及
び
ラ
ジ
オ
・
ブ
イ
の
送
信
設
備
並
び
に
航
空
移
動
業
務
又
は
航
空
無
線
航
行
業
務
の
局
の
送
信
設
備
を
除

く
。
）

二
　
実
験
試
験
局
の
送
信
設
備
（
第
五
項
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）

三
　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、

せ
ん尖

頭
電
力
、
平
均
電
力
又
は
搬
送
波
電
力
を
測
定
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ

る
か
又
は
必
要
が
な
い
送
信
設
備

４
　
第
六
条
第
四
項
第
二
号
に
規
定
す
る
特
定
小
電
力
無
線
局
で
あ
つ
て
、
五
七
Ｇ
Ｈ
ｚ
を
超
え
六
四
Ｇ
Ｈ
ｚ
以
下

の
周
波
数
の
電
波
を
使
用
す
る
も
の
（
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
十
四
第
十
二
号
に
規
定
す
る
も
の
に
限
る
。
）

の
送
信
設
備
の
空
中
線
電
力
は
、
前
三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
尖
頭
電
力
（
ｐ
Ｘ
）
を
も
っ
て
表
示
す
る
。

５
　
実
験
試
験
局
の
送
信
設
備
（
法
第
四
条
第
二
号
の
適
合
表
示
無
線
設
備
（
以
下
「
適
合
表
示
無
線
設
備
」
と
い

う
。
）
を
使
用
す
る
も
の
に
限
る
。
）
の
空
中
線
電
力
は
、
当
該
送
信
設
備
が
技
術
基
準
適
合
証
明
又
は
工
事
設
計

認
証
を
受
け
、
若
し
く
は
技
術
基
準
適
合
自
己
確
認
が
行
わ
れ
た
電
力
を
も
つ
て
表
示
す
る
。

第
二
章
　
無
線
局

第
一
節
　
通
則

（
無
線
局
の
限
界
）

第
五
条
　
法
第
二
条
第
五
号
た
だ
し
書
の
受
信
の
み
を
目
的
と
す
る
も
の
に
は
、
中
央
集
中
方
式
、
二
重
通
信
方
式

等
の
方
式
に
よ
り
通
信
を
行
な
う
場
合
に
設
置
す
る
受
信
設
備
等
自
己
の
使
用
す
る
送
信
設
備
に
機
能
上
直
結
す

る
受
信
設
備
は
含
ま
れ
な
い
。

（
無
線
局
の
運
用
の
限
界
）

第
五
条
の
二
　
免
許
人
等
（
法
第
六
条
第
一
項
第
九
号
に
規
定
す
る
免
許
人
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
事
業
又

は
業
務
の
遂
行
上
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
そ
の
免
許
人
等
以
外
の
者
が
行
う
無
線
局
の
運
用
で
あ
つ
て
、
総
務
大

臣
が
告
示
す
る
も
の
の
場
合
は
、
当
該
免
許
人
等
が
す
る
無
線
局
の
運
用
と
す
る
。

（
免
許
を
要
し
な
い
無
線
局
）

第
六
条
　
法
第
四
条
第
一
号
に
規
定
す
る
発
射
す
る
電
波
が
著
し
く
微
弱
な
無
線
局
を
次
の
と
お
り
定
め
る
。

一
　
当
該
無
線
局
の
無
線
設
備
か
ら
三
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
お
い
て
、
そ
の
電
界
強
度
（
総
務
大
臣
が
別
に
告
示

す
る
試
験
設
備
の
内
部
に
お
い
て
の
み
使
用
さ
れ
る
無
線
設
備
に
つ
い
て
は
当
該
試
験
設
備
の
外
部
に
お
け
る

電
界
強
度
を
当
該
無
線
設
備
か
ら
の
距
離
に
応
じ
て
補
正
し
て
得
た
も
の
と
し
、
人
の
生
体
内
に
植
え
込
ま
れ

た
状
態
又
は
一
時
的
に
留
置
さ
れ
た
状
態
に
お
い
て
の
み
使
用
さ
れ
る
無
線
設
備
に
つ
い
て
は
当
該
生
体
の
外

部
に
お
け
る
も
の
と
す
る
。
）
が
、
次
の
表
の
上
欄
の
区
分
に
従
い
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
値
以

下
で
あ
る
も
の

周
波
数
帯

電
界
強
度

三
二
二
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下

毎
メ
ー
ト
ル
五
〇
〇
マ
イ
ク
ロ
ボ
ル
ト

三
二
二
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
一
〇
Ｇ

Ｈ
ｚ
以
下

毎
メ
ー
ト
ル
三
五
マ
イ
ク
ロ
ボ
ル
ト

一
〇
Ｇ
Ｈ
ｚ
を
超
え
一
五
〇
Ｇ

Ｈ
ｚ
以
下

次
式
で
求
め
ら
れ
る
値
（
毎
メ
ー
ト
ル
五
〇
〇
マ
イ
ク
ロ
ボ
ル
ト
を
超

え
る
場
合
は
、
毎
メ
ー
ト
ル
五
〇
〇
マ
イ
ク
ロ
ボ
ル
ト
）

毎
メ
ー
ト
ル
３
．
５
ｆ
マ
イ
ク
ロ
ボ
ル
ト

ｆ
は
、
Ｇ
Ｈ
ｚ
を
単
位
と
す
る
周
波
数
と
す
る
。

一
五
〇
Ｇ
Ｈ
ｚ
を
超
え
る
も
の

毎
メ
ー
ト
ル
五
〇
〇
マ
イ
ク
ロ
ボ
ル
ト

二
　
当
該
無
線
局
の
無
線
設
備
か
ら
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
お
い
て
、
そ
の
電
界
強
度
が
毎
メ
ー
ト
ル
二
〇

〇
マ
イ
ク
ロ
ボ
ル
ト
以
下
の
も
の
で
あ
つ
て
、
総
務
大
臣
が
用
途
並
び
に
電
波
の
型
式
及
び
周
波
数
を
定
め
て

告
示
す
る
も
の

三
　
標
準
電
界
発
生
器
、
ヘ
テ
ロ
ダ
イ
ン
周
波
数
計
そ
の
他
の
測
定
用
小
型
発
振
器

２
　
前
項
第
一
号
の
電
界
強
度
の
測
定
方
法
に
つ
い
て
は
、
別
に
告
示
す
る
。

３
　
法
第
四
条
第
二
号
の
総
務
省
令
で
定
め
る
無
線
局
は
、
Ａ
三
Ｅ
電
波
二
六
・
九
六
八
Ｍ
Ｈ
ｚ
、
二
六
・
九
七
六

Ｍ
Ｈ
ｚ
、
二
七
・
〇
四
Ｍ
Ｈ
ｚ
、
二
七
・
〇
八
Ｍ
Ｈ
ｚ
、
二
七
・
〇
八
八
Ｍ
Ｈ
ｚ
、
二
七
・
一
一
二
Ｍ
Ｈ
ｚ
、
二

七
・
一
二
Ｍ
Ｈ
ｚ
又
は
二
七
・
一
四
四
Ｍ
Ｈ
ｚ
の
周
波
数
を
使
用
し
、
か
つ
、
空
中
線
電
力
が
〇
・
五
ワ
ッ
ト
以

下
で
あ
る
も
の
と
す
る
。

４
　
法
第
四
条
第
三
号
の
総
務
省
令
で
定
め
る
無
線
局
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
Ｆ
一
Ｄ
若
し
く
は
Ｆ
二
Ｄ
電
波
二
五
四
・
四
二
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
若
し
く
は
二
五
四
・
九
六
二
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
の
周
波
数

及
び
Ｆ
一
Ｄ
、
Ｆ
二
Ａ
、
Ｆ
二
Ｂ
、
Ｆ
二
Ｃ
、
Ｆ
二
Ｄ
、
Ｆ
二
Ｎ
、
Ｆ
二
Ｘ
若
し
く
は
Ｆ
三
Ｅ
電
波
二
五
三
・
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八
六
二
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
上
二
五
四
・
九
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下
の
周
波
数
で
あ
つ
て
、
二
五
三
・
八
六
二
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
及
び

二
五
三
・
八
六
二
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
に
一
二
・
五
ｋ
Ｈ
ｚ
の
整
数
倍
を
加
え
た
も
の
（
二
五
四
・
四
二
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
除

く
。
）
を
使
用
し
、
か
つ
、
空
中
線
電
力
が
〇
・
〇
一
ワ
ッ
ト
以
下
で
あ
る
も
の
、
又
は
Ｆ
一
Ｄ
若
し
く
は
Ｆ

二
Ｄ
電
波
三
八
〇
・
七
七
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
若
し
く
は
三
八
一
・
三
一
二
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
の
周
波
数
及
び
Ｆ
一
Ｄ
、
Ｆ
二

Ａ
、
Ｆ
二
Ｂ
、
Ｆ
二
Ｃ
、
Ｆ
二
Ｄ
、
Ｆ
二
Ｎ
、
Ｆ
二
Ｘ
若
し
く
は
Ｆ
三
Ｅ
電
波
三
八
〇
・
二
一
二
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
以

上
三
八
一
・
三
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下
の
周
波
数
で
あ
つ
て
、
三
八
〇
・
二
一
二
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
及
び
三
八
〇
・
二
一
二
五
Ｍ

Ｈ
ｚ
に
一
二
・
五
ｋ
Ｈ
ｚ
の
整
数
倍
を
加
え
た
も
の
（
三
八
〇
・
七
七
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
除
く
。
）
を
使
用
し
、
か

つ
、
空
中
線
電
力
が
〇
・
〇
一
ワ
ッ
ト
以
下
で
あ
る
も
の
（
以
下
「
コ
ー
ド
レ
ス
電
話
の
無
線
局
」
と
い
う
。
）

二
　
次
に
掲
げ
る
条
件
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
総
務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
電
波
の
型
式
及
び
空
中
線
電

力
に
適
合
す
る
も
の
（
以
下
「
特
定
小
電
力
無
線
局
」
と
い
う
。
）

（１）
　
テ
レ
メ
ー
タ
ー
（
（
２
）
に
規
定
す
る
医
療
用
テ
レ
メ
ー
タ
ー
を
除
く
。
）
用
、
テ
レ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
（
電

波
を
利
用
し
て
遠
隔
地
点
に
お
け
る
装
置
の
機
能
を
始
動
し
、
変
更
し
、
又
は
終
止
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
信
号
の
伝
送
を
い
う
。
）
用
及
び
デ
ー
タ
伝
送
（
主
に
符
号
に
よ
つ
て
処
理
さ
れ
る
、
又
は
処
理
さ
れ

た
情
報
の
伝
送
交
換
を
い
い
、
（
３
）
に
規
定
す
る
体
内
植
込
型
医
療
用
デ
ー
タ
伝
送
及
び
体
内
植
込
型
医

療
用
遠
隔
計
測
並
び
に
（
４
）
に
規
定
す
る
国
際
輸
送
用
デ
ー
タ
伝
送
を
除
く
。
）
用
で
使
用
す
る
も
の
で

あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
周
波
数
の
電
波
を
使
用
す
る
も
の

（一）
　
三
一
二
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
三
一
五
・
二
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下
の
周
波
数

（二）
　
四
一
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
四
三
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下
の
周
波
数

（三）
　
四
四
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
四
七
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下
の
周
波
数

（四）
　
九
一
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
九
三
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下
の
周
波
数

（五）
　
一
、
二
一
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
一
、
二
六
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下
の
周
波
数

（２）
　
医
療
用
テ
レ
メ
ー
タ
ー
（
病
院
、
診
療
所
そ
の
他
の
医
療
機
関
又
は
研
究
機
関
に
お
い
て
、
生
体
信
号
の

伝
送
を
行
う
テ
レ
メ
ー
タ
ー
を
い
う
。
）
用
で
使
用
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
周
波
数
の
電
波
を

使
用
す
る
も
の

（一）
　
四
一
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
四
三
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下
の
周
波
数

（二）
　
四
四
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
四
七
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下
の
周
波
数

（３）
　
体
内
植
込
型
医
療
用
デ
ー
タ
伝
送
（
体
内
に
植
え
込
ま
れ
た
医
療
機
器
か
ら
得
た
情
報
を
体
内
に
植
え
込

ま
れ
た
無
線
設
備
と
体
外
の
無
線
設
備
と
の
間
又
は
体
外
の
無
線
設
備
相
互
間
で
行
う
デ
ー
タ
伝
送
を
い

う
。
）
用
及
び
体
内
植
込
型
医
療
用
遠
隔
計
測
（
体
内
に
植
え
込
ま
れ
た
医
療
機
器
か
ら
得
た
情
報
を
体
外

の
受
信
設
備
に
対
し
て
自
動
的
に
送
信
す
る
こ
と
を
い
う
。
）
用
で
使
用
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
四
〇
一
Ｍ

Ｈ
ｚ
を
超
え
四
〇
六
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下
の
周
波
数
の
電
波
を
使
用
す
る
も
の

（４）
　
国
際
輸
送
用
デ
ー
タ
伝
送
（
国
際
輸
送
用
貨
物
（
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
十
四
第
五
号
イ
に
規
定
す
る

国
際
輸
送
用
貨
物
を
い
う
。
）
の
管
理
の
業
務
の
用
に
供
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
国
際
輸
送
用
デ
ー
タ
伝
送

設
備
（
同
号
イ
に
規
定
す
る
国
際
輸
送
用
デ
ー
タ
伝
送
設
備
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
と
国
際
輸
送
用
デ
ー

タ
制
御
設
備
（
同
号
イ
に
規
定
す
る
国
際
輸
送
用
デ
ー
タ
制
御
設
備
を
い
う
。
）
と
の
間
又
は
国
際
輸
送
用

デ
ー
タ
伝
送
設
備
相
互
間
の
デ
ー
タ
伝
送
を
い
う
。
）
用
で
使
用
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
四
三
三
・
六
七
Ｍ

Ｈ
ｚ
を
超
え
四
三
四
・
一
七
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下
の
周
波
数
の
電
波
を
使
用
す
る
も
の

（５）
　
無
線
呼
出
用
で
使
用
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
四
一
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
四
三
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下
の
周
波
数
の
電

波
を
使
用
す
る
も
の

（６）
　
ラ
ジ
オ
マ
イ
ク
（
（
７
）
に
規
定
す
る
補
聴
援
助
用
ラ
ジ
オ
マ
イ
ク
を
除
く
。
）
用
で
使
用
す
る
も
の
で
あ

つ
て
、
次
に
掲
げ
る
周
波
数
の
電
波
を
使
用
す
る
も
の

（一）
　
七
三
・
六
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
七
四
・
八
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下
の
周
波
数

（二）
　
三
二
二
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
三
二
三
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下
の
周
波
数

（三）
　
八
〇
六
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
八
一
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下
の
周
波
数

（７）
　
補
聴
援
助
用
ラ
ジ
オ
マ
イ
ク
（
聴
覚
障
害
者
の
補
聴
を
援
助
す
る
た
め
の
音
声
そ
の
他
の
音
響
の
伝
送
を

行
う
ラ
ジ
オ
マ
イ
ク
を
い
う
。
）
用
で
使
用
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
周
波
数
の
電
波
を
使
用
す

る
も
の

（一）
　
七
五
・
二
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
七
六
・
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下
の
周
波
数

（二）
　
一
六
九
・
三
九
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
一
六
九
・
八
一
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下
の
周
波
数

（８）
　
無
線
電
話
（
（
６
）
に
規
定
す
る
ラ
ジ
オ
マ
イ
ク
、
（
７
）
に
規
定
す
る
補
聴
援
助
用
ラ
ジ
オ
マ
イ
ク
及
び

（
９
）
に
規
定
す
る
音
声
ア
シ
ス
ト
用
無
線
電
話
を
除
く
。
）
用
で
使
用
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る

周
波
数
の
電
波
を
使
用
す
る
も
の

（一）
　
四
一
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
四
三
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下
の
周
波
数

（二）
　
四
四
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
四
七
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下
の
周
波
数

（９）
　
音
声
ア
シ
ス
ト
用
無
線
電
話
（
視
覚
障
害
者
の
歩
行
を
援
助
す
る
た
め
の
情
報
を
音
声
に
よ
つ
て
伝
達
す

る
無
線
電
話
を
い
う
。
）
用
で
使
用
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
七
五
・
二
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
七
六
・
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
以

下
の
周
波
数
の
電
波
を
使
用
す
る
も
の

（１０）
　
移
動
体
識
別
（
設
備
規
則
第
三
条
第
十
六
号
に
規
定
す
る
移
動
体
識
別
を
い
う
。
第
十
六
条
第
二
号
に
お

い
て
同
じ
。
）
用
で
使
用
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
周
波
数
の
電
波
を
使
用
す
る
も
の

（一）
　
九
一
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
九
三
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下
の
周
波
数

（二）
　
二
、
四
〇
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
上
二
、
四
八
三
・
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下
の
周
波
数

（１１）
　
ミ
リ
波
レ
ー
ダ
ー
（
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
波
帯
の
周
波
数
の
電
波
を
使
用
す
る
レ
ー
ダ
ー
で
あ
つ
て
、
無
線
標

定
業
務
を
行
う
も
の
（
（
１
２
）
に
規
定
す
る
移
動
体
検
知
セ
ン
サ
ー
を
除
く
。
）
を
い
う
。
）
用
で
使
用
す

る
も
の
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
周
波
数
の
電
波
を
使
用
す
る
も
の

（一）
　
六
〇
Ｇ
Ｈ
ｚ
を
超
え
六
一
Ｇ
Ｈ
ｚ
以
下
の
周
波
数

（二）
　
七
六
Ｇ
Ｈ
ｚ
を
超
え
七
七
Ｇ
Ｈ
ｚ
以
下
の
周
波
数

（三）
　
七
七
Ｇ
Ｈ
ｚ
を
超
え
八
一
Ｇ
Ｈ
ｚ
以
下
の
周
波
数

（１２）
　
移
動
体
検
知
セ
ン
サ
ー
（
主
と
し
て
移
動
す
る
人
又
は
物
体
の
状
況
を
把
握
す
る
た
め
、
そ
れ
に
関
す
る

情
報
（
対
象
物
の
存
在
、
位
置
、
動
き
、
大
き
さ
等
）
を
高
精
度
で
取
得
す
る
た
め
に
使
用
す
る
セ
ン
サ
ー

で
あ
つ
て
、
無
線
標
定
業
務
を
行
う
も
の
を
い
う
。
）
用
で
使
用
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
周
波

数
の
電
波
を
使
用
す
る
も
の

（一）
　
一
〇
・
五
Ｇ
Ｈ
ｚ
を
超
え
一
〇
・
五
五
Ｇ
Ｈ
ｚ
以
下
の
周
波
数
（
屋
内
に
お
い
て
使
用
す
る
場
合
に
限

る
。
）

（二）
　
二
四
・
〇
五
Ｇ
Ｈ
ｚ
を
超
え
二
四
・
二
五
Ｇ
Ｈ
ｚ
以
下
の
周
波
数

（三）
　
五
七
Ｇ
Ｈ
ｚ
を
超
え
六
六
Ｇ
Ｈ
ｚ
以
下
の
周
波
数

（１３）
　
人
・
動
物
検
知
通
報
シ
ス
テ
ム
（
国
内
に
お
い
て
主
と
し
て
人
又
は
動
物
の
行
動
及
び
状
態
に
関
す
る
情

報
の
通
報
又
は
こ
れ
に
付
随
す
る
制
御
を
す
る
た
め
の
無
線
通
信
を
行
う
無
線
局
の
無
線
設
備
を
い
う
。
）

用
で
使
用
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
一
四
二
・
九
三
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
一
四
二
・
九
九
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下
及
び
一
四

六
・
九
三
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
一
四
六
・
九
九
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下
の
周
波
数
の
電
波
を
使
用
す
る
も
の

三
　
主
と
し
て
火
災
、
盗
難
そ
の
他
非
常
の
通
報
又
は
こ
れ
に
付
随
す
る
制
御
を
行
う
も
の
で
あ
つ
て
、
Ｆ
一

Ｄ
、
Ｆ
二
Ｄ
若
し
く
は
Ｇ
一
Ｄ
電
波
四
二
六
・
二
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
上
四
二
六
・
八
三
七
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下
の
周
波
数
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の
う
ち
、
四
二
六
・
二
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
及
び
四
二
六
・
二
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
に
一
二
・
五
ｋ
Ｈ
ｚ
の
整
数
倍
を
加
え
た
も
の

（
占
有
周
波
数
帯
幅
が
八
・
五
ｋ
Ｈ
ｚ
以
下
の
場
合
に
限
る
。
）
又
は
四
二
六
・
二
六
二
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
及
び
四
二

六
・
二
六
二
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
に
二
五
ｋ
Ｈ
ｚ
の
整
数
倍
を
加
え
た
も
の
（
占
有
周
波
数
帯
幅
が
八
・
五
ｋ
Ｈ
ｚ
を
超

え
一
六
ｋ
Ｈ
ｚ
以
下
の
場
合
に
限
る
。
）
を
使
用
し
、
か
つ
、
空
中
線
電
力
が
一
ワ
ッ
ト
以
下
で
あ
る
も
の
（
以

下
「
小
電
力
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム
の
無
線
局
」
と
い
う
。
）

四
　
主
と
し
て
デ
ー
タ
伝
送
の
た
め
に
無
線
通
信
を
行
う
も
の
（
電
気
通
信
回
線
設
備
に
接
続
す
る
も
の
を
含

む
。
）
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
周
波
数
の
電
波
を
使
用
し
、
か
つ
、
空
中
線
電
力
が
〇
・
五
八
ワ
ッ
ト
以
下

で
あ
る
も
の
（
第
十
一
号
に
規
定
す
る
五
・
二
Ｇ
Ｈ
ｚ
帯
高
出
力
デ
ー
タ
通
信
シ
ス
テ
ム
の
無
線
局
を
除
く
。
）

（
以
下
「
小
電
力
デ
ー
タ
通
信
シ
ス
テ
ム
の
無
線
局
」
と
い
う
。
）

（１）
　
二
、
四
〇
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
上
二
、
四
八
三
・
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下
の
周
波
数
（
無
線
標
定
業
務
を
行
う
も
の
に
あ

つ
て
は
、
総
務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
条
件
に
適
合
す
る
も
の
に
限
る
。
）

（２）
　
二
、
四
七
一
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
上
二
、
四
九
七
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下
の
周
波
数

（３）
　
五
、
一
五
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
五
、
三
五
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下
又
は
五
、
四
七
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
五
、
七
三
〇
Ｍ

Ｈ
ｚ
以
下
の
周
波
数
（
複
数
の
電
波
を
同
時
に
使
用
す
る
場
合
は
、
総
務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
周
波
数
に

限
る
。
）
（
総
務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
場
所
に
お
い
て
使
用
す
る
も
の
を
除
く
。
）

（４）
　
五
、
九
二
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
六
、
四
二
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下
の
周
波
数
（
総
務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
条
件
に

適
合
す
る
も
の
に
限
る
。
）

（５）
　
二
四
・
七
七
Ｇ
Ｈ
ｚ
以
上
二
五
・
二
三
Ｇ
Ｈ
ｚ
以
下
の
周
波
数
で
あ
つ
て
二
四
・
七
七
Ｇ
Ｈ
ｚ
又
は
二

四
・
七
七
Ｇ
Ｈ
ｚ
に
一
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
の
整
数
倍
を
加
え
た
も
の

（６）
　
五
七
Ｇ
Ｈ
ｚ
を
超
え
六
六
Ｇ
Ｈ
ｚ
以
下
の
周
波
数

五
　
一
、
八
九
三
・
六
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
上
一
、
九
〇
五
・
九
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下
の
周
波
数
の
電
波
で
あ
つ
て
、
一
、
八

九
三
・
六
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
及
び
一
、
八
九
三
・
六
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
に
三
〇
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
の
整
数
倍
を
加
え
た
も
の
、
一
、
八

八
五
・
二
四
八
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
上
一
、
九
〇
四
・
二
五
六
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下
の
周
波
数
の
電
波
で
あ
つ
て
、
一
、
八
八

五
・
二
四
八
Ｍ
Ｈ
ｚ
及
び
一
、
八
八
五
・
二
四
八
Ｍ
Ｈ
ｚ
に
一
、
七
二
八
ｋ
Ｈ
ｚ
の
整
数
倍
を
加
え
た
も
の
又

は
一
、
八
九
一
Ｍ
Ｈ
ｚ
、
一
、
八
九
七
・
四
Ｍ
Ｈ
ｚ
、
一
、
八
九
九
・
一
Ｍ
Ｈ
ｚ
、
一
、
八
九
九
・
二
Ｍ
Ｈ

ｚ
、
一
、
九
〇
一
Ｍ
Ｈ
ｚ
、
一
、
九
〇
九
・
一
Ｍ
Ｈ
ｚ
、
一
、
九
一
一
・
六
Ｍ
Ｈ
ｚ
若
し
く
は
一
、
九
一
四
・

一
Ｍ
Ｈ
ｚ
の
周
波
数
の
電
波
を
使
用
し
、
空
中
線
電
力
が
二
四
〇
ミ
リ
ワ
ッ
ト
以
下
で
あ
つ
て
、
総
務
大
臣
が

別
に
告
示
す
る
電
波
の
型
式
及
び
用
途
に
適
合
す
る
も
の
（
以
下
「
デ
ジ
タ
ル
コ
ー
ド
レ
ス
電
話
の
無
線
局
」

と
い
う
。
）

六
　
一
、
八
八
四
・
六
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
上
一
、
九
一
五
・
五
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下
の
周
波
数
で
あ
つ
て
一
、
八
八
四
・
六

五
Ｍ
Ｈ
ｚ
及
び
一
、
八
八
四
・
六
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
に
三
〇
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
の
整
数
倍
を
加
え
た
も
の
（
総
務
大
臣
が
別
に

告
示
す
る
周
波
数
を
除
く
。
）
を
使
用
し
、
空
中
線
電
力
が
〇
・
〇
一
ワ
ッ
ト
以
下
で
あ
つ
て
総
務
大
臣
が
別

に
告
示
す
る
電
波
の
型
式
及
び
用
途
に
適
合
す
る
も
の
（
無
線
通
信
を
中
継
す
る
機
能
を
備
え
る
も
の
を
除

く
。
以
下
「
Ｐ
Ｈ
Ｓ
の
陸
上
移
動
局
」
と
い
う
。
）

七
　
狭
域
通
信
シ
ス
テ
ム
の
陸
上
移
動
局
（
Ａ
一
Ｄ
又
は
Ｇ
一
Ｄ
電
波
に
よ
る
五
・
八
一
五
Ｇ
Ｈ
ｚ
、
五
・
八
二

〇
Ｇ
Ｈ
ｚ
、
五
・
八
二
五
Ｇ
Ｈ
ｚ
、
五
・
八
三
〇
Ｇ
Ｈ
ｚ
、
五
・
八
三
五
Ｇ
Ｈ
ｚ
、
五
・
八
四
〇
Ｇ
Ｈ
ｚ
又
は

五
・
八
四
五
Ｇ
Ｈ
ｚ
の
周
波
数
を
使
用
し
、
か
つ
、
空
中
線
電
力
が
〇
・
〇
一
ワ
ッ
ト
以
下
で
あ
る
陸
上
移
動

局
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
及
び
狭
域
通
信
シ
ス
テ
ム
の
陸
上
移
動
局
の
無
線
設
備
の
試
験
の
た
め
の
通
信
を

行
う
無
線
局
（
狭
域
通
信
シ
ス
テ
ム
の
陸
上
移
動
局
の
無
線
設
備
の
試
験
若
し
く
は
調
整
を
行
う
た
め
の
無
線

通
信
を
行
う
無
線
局
で
あ
つ
て
、
Ａ
一
Ｄ
又
は
Ｇ
一
Ｄ
電
波
に
よ
る
五
・
七
七
五
Ｇ
Ｈ
ｚ
、
五
・
七
八
〇
Ｇ
Ｈ

ｚ
、
五
・
七
八
五
Ｇ
Ｈ
ｚ
、
五
・
七
九
〇
Ｇ
Ｈ
ｚ
、
五
・
七
九
五
Ｇ
Ｈ
ｚ
、
五
・
八
〇
〇
Ｇ
Ｈ
ｚ
又
は
五
・
八

〇
五
Ｇ
Ｈ
ｚ
の
周
波
数
を
使
用
し
、
か
つ
、
空
中
線
電
力
が
〇
・
〇
〇
一
ワ
ッ
ト
以
下
で
あ
る
も
の
を
い
う
。
）

八
　
五
Ｇ
Ｈ
ｚ
帯
無
線
ア
ク
セ
ス
シ
ス
テ
ム
（
四
、
九
〇
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
五
、
〇
〇
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下
の
う
ち
総

務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
周
波
数
の
電
波
を
使
用
し
、
主
と
し
て
デ
ー
タ
伝
送
の
た
め
に
基
地
局
と
陸
上
移
動

局
と
の
間
若
し
く
は
陸
上
移
動
局
相
互
間
で
行
う
無
線
通
信
（
陸
上
移
動
中
継
局
の
中
継
に
よ
る
も
の
を
含

む
。
）
又
は
携
帯
基
地
局
と
携
帯
局
（
上
空
で
の
運
用
を
除
く
。
）
と
の
間
若
し
く
は
携
帯
局
（
上
空
で
の
運
用

を
除
く
。
）
相
互
間
で
行
う
無
線
通
信
を
い
う
。
）
の
陸
上
移
動
局
又
は
携
帯
局
で
あ
つ
て
、
か
つ
、
空
中
線
電

力
が
〇
・
〇
一
ワ
ッ
ト
以
下
で
あ
る
も
の

九
　
超
広
帯
域
無
線
シ
ス
テ
ム
の
無
線
局

十
　
七
〇
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
帯
高
度
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム
の
陸
上
移
動
局

十
一
　
五
・
二
Ｇ
Ｈ
ｚ
帯
高
出
力
デ
ー
タ
通
信
シ
ス
テ
ム
（
五
、
一
五
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
五
、
二
五
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
以

下
の
周
波
数
の
電
波
を
使
用
し
、
主
と
し
て
デ
ー
タ
伝
送
の
た
め
に
基
地
局
（
屋
外
で
利
用
す
る
も
の
又
は
最

大
等
価
等
方
輻
射
電
力
が
二
〇
〇
ミ
リ
ワ
ッ
ト
を
超
え
る
も
の
に
限
る
。
）
と
陸
上
移
動
局
と
の
間
（
基
地
局

と
当
該
周
波
数
の
電
波
を
使
用
す
る
小
電
力
デ
ー
タ
通
信
シ
ス
テ
ム
の
無
線
局
と
の
間
を
含
む
。
）
で
行
う
無

線
通
信
（
陸
上
移
動
中
継
局
の
中
継
に
よ
る
も
の
及
び
電
気
通
信
回
線
設
備
に
接
続
す
る
も
の
を
含
む
。
）
を

い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
陸
上
移
動
局
で
あ
つ
て
、
か
つ
、
空
中
線
電
力
が
〇
・
二
ワ
ッ
ト
以
下
で
あ
る
も
の

第
六
条
の
二
　
法
第
四
条
第
三
号
の
総
務
省
令
で
定
め
る
機
能
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
通
信
の
相
手
方
で
あ
る
無
線
局
か
ら
の
呼
出
符
号
又
は
呼
出
名
称
を
受
信
し
た
場
合
に
限
り
、
通
話
チ
ャ
ネ

ル
の
設
定
を
行
う
も
の

二
　
電
気
通
信
事
業
法
（
昭
和
五
十
九
年
法
律
第
八
十
六
号
）
第
二
条
第
五
号
に
規
定
す
る
電
気
通
信
事
業
者
そ

の
他
総
務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
者
が
管
理
す
る
識
別
符
号
（
通
信
の
相
手
方
を
識
別
す
る
た
め
の
符
号
で
あ

つ
て
、
法
第
八
条
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
識
別
信
号
以
外
の
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同

じ
。
）
を
自
動
的
に
送
信
し
、
又
は
受
信
す
る
も
の

三
　
主
と
し
て
同
一
の
構
内
に
お
い
て
使
用
さ
れ
る
無
線
局
の
無
線
設
備
で
あ
つ
て
、
識
別
符
号
を
自
動
的
に
送

信
し
、
又
は
受
信
す
る
も
の

四
　
電
気
通
信
回
線
に
接
続
し
な
い
無
線
局
の
無
線
設
備
で
あ
つ
て
、
利
用
者
に
よ
る
周
波
数
の
切
替
え
又
は
電

波
の
発
射
の
停
止
が
容
易
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の

五
　
受
信
し
た
電
波
の
変
調
方
式
そ
の
他
の
特
性
を
識
別
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
局
が
送
信
し
た
電
波
の
反
射
波

と
他
の
無
線
局
が
送
信
し
た
電
波
を
判
別
で
き
る
も
の

第
六
条
の
二
の
二
　
法
第
四
条
第
三
号
又
は
第
四
号
に
掲
げ
る
無
線
局
に
使
用
す
る
た
め
の
無
線
設
備
に
つ
い
て
、

当
該
無
線
設
備
を
使
用
す
る
無
線
局
の
呼
出
符
号
又
は
呼
出
名
称
の
指
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
表
第
一

号
に
定
め
る
様
式
の
申
請
書
を
総
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
総
務
大
臣
は
、
前
項
の
申
請
に
つ
い
て
、
呼
出
符
号
又
は
呼
出
名
称
の
指
定
を
行
つ
た
と
き
は
、
別
表
第
一
号

の
二
に
定
め
る
様
式
の
呼
出
符
号
又
は
呼
出
名
称
指
定
書
を
も
つ
て
申
請
者
に
通
知
す
る
。

第
六
条
の
二
の
三
　
法
第
四
条
の
二
第
一
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
無
線
局
は
、
小
電
力
デ
ー
タ
通
信
シ
ス
テ
ム
の

無
線
局
（
第
六
条
第
四
項
第
四
号
（
１
）
、
（
３
）
及
び
（
４
）
に
掲
げ
る
周
波
数
の
電
波
を
使
用
す
る
も
の
に
限

る
。
）
及
び
五
・
二
Ｇ
Ｈ
ｚ
帯
高
出
力
デ
ー
タ
通
信
シ
ス
テ
ム
の
陸
上
移
動
局
で
あ
つ
て
、
総
務
大
臣
が
別
に
告

示
す
る
条
件
に
適
合
す
る
も
の
（
実
験
試
験
局
を
除
く
。
）
と
す
る
。

第
六
条
の
二
の
四
　
法
第
四
条
の
二
第
二
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
無
線
局
は
、
次
に
掲
げ
る
無
線
局
で
あ
つ
て
、

総
務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
条
件
に
適
合
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
特
定
小
電
力
無
線
局
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
も
の

（１）
　
第
六
条
第
四
項
第
二
号
（
１
）
に
規
定
す
る
も
の
（
同
号
（
１
）
（
四
）
に
掲
げ
る
周
波
数
の
電
波
を
使

用
す
る
も
の
に
限
る
。
）

（２）
　
第
六
条
第
四
項
第
二
号
（
１
０
）
に
規
定
す
る
も
の
（
同
号
（
１
０
）
（
一
）
に
掲
げ
る
周
波
数
の
電
波

を
使
用
す
る
も
の
に
限
る
。
）

（３）
　
第
六
条
第
四
項
第
二
号
（
１
１
）
に
規
定
す
る
も
の

（４）
　
第
六
条
第
四
項
第
二
号
（
１
２
）
に
規
定
す
る
も
の
（
同
号
（
１
２
）
（
三
）
に
掲
げ
る
周
波
数
の
電
波

を
使
用
す
る
も
の
に
限
る
。
）

二
　
小
電
力
デ
ー
タ
通
信
シ
ス
テ
ム
の
無
線
局
（
第
六
条
第
四
項
第
四
号
（
１
）
、
（
３
）
及
び
（
６
）
に
掲
げ
る

周
波
数
の
電
波
を
使
用
す
る
も
の
に
限
る
。
）
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三
　
デ
ジ
タ
ル
コ
ー
ド
レ
ス
電
話
の
無
線
局
で
あ
つ
て
、
一
、
八
八
五
・
二
四
八
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
上
一
、
九
〇
四
・
二

五
六
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下
の
周
波
数
の
う
ち
、
一
、
八
八
五
・
二
四
八
Ｍ
Ｈ
ｚ
及
び
一
、
八
八
五
・
二
四
八
Ｍ
Ｈ
ｚ
に

一
、
七
二
八
ｋ
Ｈ
ｚ
の
整
数
倍
を
加
え
た
も
の
並
び
に
一
、
八
九
七
・
四
Ｍ
Ｈ
ｚ
、
一
、
八
九
九
・
二
Ｍ
Ｈ
ｚ

及
び
一
、
九
〇
一
Ｍ
Ｈ
ｚ
の
周
波
数
の
電
波
を
使
用
す
る
も
の
（
そ
の
無
線
設
備
の
占
有
周
波
数
帯
幅
の
許
容

値
が
一
、
四
〇
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
の
も
の
に
限
る
。
）
、
一
、
八
九
一
Ｍ
Ｈ
ｚ
、
一
、
八
九
九
・
一
Ｍ
Ｈ
ｚ
、
一
、
九
〇

九
・
一
Ｍ
Ｈ
ｚ
及
び
一
、
九
一
四
・
一
Ｍ
Ｈ
ｚ
の
周
波
数
の
電
波
を
使
用
す
る
も
の
（
そ
の
無
線
設
備
の
占
有

周
波
数
帯
幅
の
許
容
値
が
五
、
〇
〇
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
の
も
の
に
限
る
。
）
並
び
に
一
、
九
一
一
・
六
Ｍ
Ｈ
ｚ
の
周
波

数
の
電
波
を
使
用
す
る
も
の
（
そ
の
無
線
設
備
の
占
有
周
波
数
帯
幅
の
許
容
値
が
一
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
の
も
の
に
限

る
。
）

四
　
五
・
二
Ｇ
Ｈ
ｚ
帯
高
出
力
デ
ー
タ
通
信
シ
ス
テ
ム
の
陸
上
移
動
局

第
六
条
の
三
　
法
第
四
条
の
二
第
一
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
期
間
は
、
九
十
日
と
す
る
。

２
　
法
第
四
条
の
二
第
三
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
期
間
は
、
百
八
十
日
と
す
る
。

（
間
接
に
占
め
ら
れ
る
議
決
権
の
割
合
）

第
六
条
の
三
の
二
　
法
第
五
条
第
四
項
第
三
号
に
規
定
す
る
間
接
に
占
め
ら
れ
る
議
決
権
の
割
合
と
し
て
総
務
省
令

で
定
め
る
割
合
は
、
一
の
同
号
イ
に
掲
げ
る
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
外
国
法
人
等
」
と
い
う
。
）
に
つ
い

て
、
地
上
基
幹
放
送
を
行
う
基
幹
放
送
局
の
免
許
人
（
免
許
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お

い
て
「
地
上
基
幹
放
送
局
免
許
人
等
」
と
い
う
。
）
の
議
決
権
の
割
合
の
十
分
の
一
以
上
を
占
め
る
同
号
ロ
に
掲

げ
る
者
（
当
該
放
送
免
許
人
等
を
そ
の
子
会
社
と
す
る
認
定
放
送
持
株
会
社
（
放
送
法
第
二
条
第
二
十
七
号
に
規

定
す
る
認
定
放
送
持
株
会
社
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
外
資
系
日
本
法
人
」

と
い
う
。
）
が
直
接
占
め
る
地
上
基
幹
放
送
局
免
許
人
等
の
議
決
権
の
割
合
に
、
当
該
外
国
法
人
等
が
占
め
る
外

資
系
日
本
法
人
の
議
決
権
の
割
合
（
十
分
の
一
以
上
で
あ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
割
合
を
い
う
。
）
を
乗
じ
て
計

算
し
た
割
合
と
す
る
。
た
だ
し
、
一
の
外
国
法
人
等
が
占
め
る
外
資
系
日
本
法
人
の
議
決
権
の
割
合
が
二
分
の
一

を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
外
資
系
日
本
法
人
に
係
る
間
接
に
占
め
ら
れ
る
議
決
権
の
割
合
は
、
当
該
外
資
系
日
本

法
人
が
占
め
る
地
上
基
幹
放
送
局
免
許
人
等
の
議
決
権
の
割
合
と
す
る
。

２
　
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
一
の
外
資
系
日
本
法
人
に
つ
き
外
国
法
人
等
が
二
以
上
あ
る
場
合
で
あ
つ
て
、
そ
の

う
ち
一
の
外
国
法
人
等
が
占
め
る
当
該
外
資
系
日
本
法
人
の
議
決
権
の
割
合
が
二
分
の
一
を
超
え
る
と
き
は
、
他

の
外
国
法
人
等
に
つ
い
て
当
該
一
の
外
資
系
日
本
法
人
に
係
る
計
算
を
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

３
　
一
の
外
国
法
人
等
が
地
上
基
幹
放
送
局
免
許
人
等
の
議
決
権
を
有
す
る
二
以
上
の
法
人
（
当
該
地
上
基
幹
放
送

局
免
許
人
等
を
そ
の
子
会
社
と
す
る
認
定
放
送
持
株
会
社
を
除
く
。
）
又
は
団
体
の
議
決
権
を
有
す
る
場
合
で
あ

つ
て
、
こ
れ
ら
の
議
決
権
の
割
合
の
全
部
又
は
一
部
が
十
分
の
一
未
満
で
あ
る
た
め
に
前
二
項
の
規
定
に
よ
る
間

接
に
占
め
ら
れ
る
議
決
権
の
割
合
が
な
い
と
き
に
、
当
該
一
の
外
国
法
人
等
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
の
議
決
権
の
割

合
（
当
該
法
人
又
は
団
体
が
占
め
る
地
上
基
幹
放
送
局
免
許
人
等
の
議
決
権
の
割
合
が
千
分
の
一
以
上
で
あ
る
も

の
に
限
る
。
）
を
用
い
て
前
二
項
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
、
こ
れ
ら
を
合
算
し
た
割
合
が
十
分
の
一
以
上
と
な
る

と
き
は
、
前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
合
算
し
た
割
合
を
間
接
に
占
め
ら
れ
る
議
決
権
の
割
合
と
す

る
。

４
　
地
上
基
幹
放
送
局
免
許
人
等
の
議
決
権
を
有
す
る
法
人
又
は
団
体
の
議
決
権
を
有
す
る
法
人
又
は
団
体
を
そ
の

子
会
社
等
（
議
決
権
の
二
分
の
一
を
超
え
る
割
合
を
一
の
法
人
又
は
団
体
に
占
め
ら
れ
る
法
人
又
は
団
体
を
い

う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
と
す
る
一
の
外
国
法
人
等
が
あ
る
場
合
（
当
該
一
の
外
国
法
人
等
の
子
会

社
等
が
、
地
上
基
幹
放
送
局
免
許
人
等
の
議
決
権
を
有
す
る
法
人
又
は
団
体
の
議
決
権
を
有
す
る
法
人
又
は
団
体

で
な
い
場
合
で
あ
つ
て
、
当
該
子
会
社
等
が
子
会
社
等
で
あ
る
他
の
法
人
又
は
団
体
を
通
じ
て
当
該
地
上
基
幹
放

送
局
免
許
人
等
の
議
決
権
を
有
す
る
法
人
又
は
団
体
の
議
決
権
を
有
す
る
と
き
を
含
む
。
）
は
、
当
該
地
上
基
幹

放
送
局
免
許
人
等
の
議
決
権
を
有
す
る
法
人
又
は
団
体
の
議
決
権
を
有
す
る
法
人
又
は
団
体
を
当
該
一
の
外
国
法

人
等
と
み
な
し
て
前
三
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

５
　
放
送
法
第
百
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
基
幹
放
送
事
業
者
（
同
法
第
二
条
第
二
十
三
号
の
基
幹
放
送
事
業
者

を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
（
特
定
地
上
基
幹
放
送
事
業
者
に
限
る
。
）
で
あ
る
地
上
基
幹
放
送
局
免
許
人
等
が
、
同

法
第
百
十
六
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
に
規
定
す
る
請
求
若
し
く
は
通
知
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
第
一
項
及

び
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
算
出
さ
れ
る
間
接
に
占
め
ら
れ
る
議
決
権
の
割
合
を
確
認
し
、
又
は
同
条
第
四
項
に
規

定
す
る
株
式
会
社
で
あ
る
特
定
地
上
基
幹
放
送
事
業
者
が
、
同
項
に
規
定
す
る
議
決
権
を
有
す
る
こ
と
と
な
る
株

式
以
外
の
株
式
を
特
定
す
る
た
め
、
地
上
基
幹
放
送
局
免
許
人
等
の
議
決
権
を
有
す
る
法
人
又
は
団
体
（
地
上
基

幹
放
送
局
免
許
人
等
の
議
決
権
の
十
分
の
一
以
上
を
占
め
る
者
（
当
該
地
上
基
幹
放
送
局
免
許
人
等
を
そ
の
子
会

社
と
す
る
認
定
放
送
持
株
会
社
を
除
く
。
）
に
限
る
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
対
し
、
書
面
又
は
電
子
情
報
処

理
組
織
（
地
上
基
幹
放
送
局
免
許
人
等
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
照
会
を
受
け
る
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計

算
機
と
を
電
気
通
信
回
線
で
接
続
し
た
電
子
情
報
処
理
組
織
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
使
用
に
よ
り
、

そ
の
者
に
占
め
る
一
の
外
国
法
人
等
の
議
決
権
の
割
合
そ
の
他
の
事
項
に
つ
い
て
照
会
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、

当
該
法
人
又
は
団
体
が
当
該
照
会
を
受
け
た
日
か
ら
起
算
し
て
七
営
業
日
以
内
に
そ
の
回
答
が
得
ら
れ
な
い
と
き

は
、
当
該
法
人
又
は
団
体
の
占
め
る
こ
れ
ら
の
地
上
基
幹
放
送
局
免
許
人
等
の
議
決
権
の
全
て
を
間
接
に
占
め
ら

れ
る
議
決
権
の
割
合
と
し
て
第
一
項
の
計
算
を
す
る
。

６
　
放
送
法
第
百
二
十
五
条
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
地
上
基
幹
放
送
を
す
る
無
線
局
の
免
許
を
受
け
た
基
幹
放

送
局
提
供
事
業
者
（
同
法
第
二
条
第
二
十
四
号
の
基
幹
放
送
局
提
供
事
業
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
で
あ
る
地

上
基
幹
放
送
局
免
許
人
等
が
、
同
法
第
百
二
十
五
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
百
十

六
条
第
二
項
に
規
定
す
る
請
求
若
し
く
は
通
知
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
算

出
さ
れ
る
間
接
に
占
め
ら
れ
る
議
決
権
の
割
合
を
確
認
し
、
又
は
同
法
第
百
二
十
五
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

る
同
法
第
百
十
六
条
第
四
項
に
規
定
す
る
株
式
会
社
で
あ
る
地
上
基
幹
放
送
を
す
る
無
線
局
の
免
許
を
受
け
た
基

幹
放
送
局
提
供
事
業
者
が
、
同
項
に
規
定
す
る
議
決
権
を
有
す
る
こ
と
と
な
る
株
式
以
外
の
株
式
を
特
定
す
る
た

め
、
地
上
基
幹
放
送
局
免
許
人
等
の
議
決
権
を
有
す
る
法
人
又
は
団
体
に
対
し
、
書
面
又
は
電
子
情
報
処
理
組
織

の
使
用
に
よ
り
、
そ
の
者
に
占
め
る
一
の
外
国
法
人
等
の
議
決
権
の
割
合
そ
の
他
の
事
項
に
つ
い
て
照
会
を
し
た

場
合
に
お
い
て
、
当
該
法
人
又
は
団
体
が
当
該
照
会
を
受
け
た
日
か
ら
起
算
し
て
七
営
業
日
以
内
に
そ
の
回
答
が

得
ら
れ
な
い
と
き
は
、
当
該
法
人
又
は
団
体
の
占
め
る
こ
れ
ら
の
地
上
基
幹
放
送
局
免
許
人
等
の
議
決
権
の
全
て

を
間
接
に
占
め
ら
れ
る
議
決
権
の
割
合
と
し
て
第
一
項
の
計
算
を
す
る
。

７
　
地
上
基
幹
放
送
局
免
許
人
等
は
、
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
く
計
算
を
す
る
べ
き
事
実
が
あ
る
こ
と

を
知
つ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
そ
の
旨
を
総
務
大
臣
に
報
告
す
る
も
の
と
し
、
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
に
基

づ
く
計
算
は
当
該
報
告
を
し
た
日
に
さ
れ
た
も
の
と
す
る
。

第
六
条
の
三
の
三
　
法
第
五
条
第
四
項
第
三
号
ロ
の
総
務
省
令
で
定
め
る
割
合
は
、
前
条
の
と
お
り
と
す
る
。

（
事
業
計
画
の
公
表
等
）

第
六
条
の
三
の
四
　
総
務
大
臣
は
、
法
第
六
条
第
二
項
の
申
請
書
（
免
許
規
則
第
二
十
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
届
出

書
並
び
に
第
二
十
条
の
三
及
び
第
二
十
条
の
三
の
二
の
規
定
に
よ
る
申
請
書
を
含
む
。
）
及
び
同
項
第
四
号
の
事

業
計
画
（
第
四
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
届
け
出
る
書
類
を
含
む
。
）
に
記
載
さ
れ
た
事
項
の
う
ち
、

特
に
公
表
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
も
の
を
告
示
す
る
。

２
　
総
務
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
し
た
事
項
に
つ
い
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
の
方
法
に

よ
り
公
表
す
る
。

（
公
示
す
る
期
間
内
に
申
請
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
無
線
局
）

第
六
条
の
四
　
法
第
六
条
第
八
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
無
線
局
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
日
本
放
送
協
会
又
は
放
送
大
学
学
園
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
六
号
）
第
三
条
に
規
定
す
る
放
送
大

学
学
園
（
以
下
単
に
「
放
送
大
学
学
園
」
と
い
う
。
）
の
基
幹
放
送
局
（
基
幹
放
送
を
行
う
実
用
化
試
験
局
を

含
む
。
第
七
条
、
第
八
条
及
び
第
四
十
一
条
の
二
の
六
を
除
き
、
以
下
同
じ
。
）
で
あ
つ
て
、
中
継
地
上
基
幹

放
送
局
（
放
送
法
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
中
継
地
上
基
幹
放
送
局
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お

い
て
同
じ
。
）
以
外
の
も
の

二
　
受
信
障
害
対
策
中
継
放
送
を
行
う
基
幹
放
送
局
（
前
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）

三
　
内
外
放
送
を
行
う
基
幹
放
送
局

四
　
多
重
放
送
を
行
う
基
幹
放
送
局
（
次
号
及
び
第
六
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）

五
　
放
送
法
第
八
条
の
規
定
に
よ
る
臨
時
か
つ
一
時
の
目
的
の
た
め
の
放
送
（
以
下
「
臨
時
目
的
放
送
」
と
い

う
。
）
を
専
ら
行
う
基
幹
放
送
局

六
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
（
放
送
法
第
九
十
三
条
第
一
項
第
七
号
に
規
定
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
を
い
う
。
以

下
同
じ
。
）
を
行
う
基
幹
放
送
局
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七
　
中
継
地
上
基
幹
放
送
局
（
第
二
号
及
び
前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
並
び
に
総
務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
も
の

（
再
免
許
の
申
請
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
を
除
く
。
）

八
　
法
第
六
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
総
務
大
臣
が
公
示
し
た
期
間
内
に
免
許
の
申
請
が
行
わ
れ
た
無
線
局
が
開

設
さ
れ
て
い
る
人
工
衛
星
（
当
該
無
線
局
が
開
設
さ
れ
て
い
た
も
の
を
含
む
。
）
に
開
設
す
る
基
幹
放
送
局
（
第

三
号
及
び
第
五
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）

九
　
電
気
通
信
業
務
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
設
す
る
人
工
衛
星
局
、
地
上
基
幹
放
送
試
験
局
、
衛
星
基
幹

放
送
局
、
衛
星
基
幹
放
送
試
験
局
又
は
基
幹
放
送
を
行
う
実
用
化
試
験
局
（
第
一
号
、
第
二
号
及
び
第
四
号
か

ら
第
七
号
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
で
あ
つ
て
、
再
免
許
の
申
請
に
係
る
も
の

十
　
前
号
に
掲
げ
る
無
線
局
の
申
請
者
以
外
の
者
が
開
設
す
る
次
に
掲
げ
る
無
線
局

（１）
　
電
気
通
信
業
務
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
設
す
る
人
工
衛
星
局
で
あ
つ
て
、
そ
の
周
波
数
が
前
号
に

掲
げ
る
人
工
衛
星
局
の
周
波
数
の
範
囲
内
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
無
線
設
備
の
設
置
場
所
が
当
該
人
工
衛
星

局
の
無
線
設
備
の
設
置
場
所
と
同
一
で
あ
る
も
の

（２）
　
前
号
に
掲
げ
る
基
幹
放
送
局
と
無
線
局
の
目
的
及
び
放
送
区
域
が
同
一
で
あ
る
基
幹
放
送
局

（
適
正
か
つ
確
実
に
基
幹
放
送
を
す
る
こ
と
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
な
い
も
の
と
す
る
基
準
）

第
六
条
の
四
の
二
　
法
第
七
条
第
二
項
第
七
号
ハ
の
適
正
か
つ
確
実
に
基
幹
放
送
を
す
る
こ
と
に
支
障
を
及
ぼ
す
お

そ
れ
が
な
い
も
の
と
し
て
総
務
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
放
送
法
第
百
八
条
に
基
づ
く
災
害
の
場
合
の
放
送
そ
の
他
基
幹
放
送
事
業
者
が
法
律
に
基
づ
き
行
う
放
送
を

し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
基
幹
放
送
に
加
え
て
す
る
基
幹
放
送
以
外
の
無
線
通
信
の
送
信
（
以
下
「
基

幹
放
送
外
の
送
信
」
と
い
う
。
）
が
当
該
放
送
を
阻
害
す
る
と
き
に
は
、
当
該
基
幹
放
送
外
の
送
信
を
中
断
し

て
、
当
該
放
送
を
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二
　
基
幹
放
送
外
の
送
信
が
、
基
幹
放
送
と
認
識
さ
れ
な
い
よ
う
適
切
な
措
置
を
講
じ
て
い
る
こ
と
。

三
　
基
幹
放
送
外
の
送
信
が
、
そ
の
基
幹
放
送
の
受
信
設
備
に
影
響
を
与
え
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
。

四
　
基
幹
放
送
局
提
供
事
業
者
が
基
幹
放
送
外
の
送
信
を
行
う
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
実
施
の
詳
細
に
つ
い
て

そ
の
基
幹
放
送
設
備
を
基
幹
放
送
の
業
務
の
用
に
供
す
る
認
定
基
幹
放
送
事
業
者
の
承
諾
を
得
て
い
る
も
の
で

あ
る
こ
と
。

五
　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
基
幹
放
送
外
の
送
信
が
、
基
幹
放
送
を
行
う
べ
き
時
間
又
は
帯
域
に
影
響

を
及
ぼ
す
も
の
で
は
な
い
こ
と
。

（
識
別
信
号
）

第
六
条
の
五
　
法
第
八
条
第
一
項
第
三
号
の
総
務
省
令
で
定
め
る
識
別
信
号
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す

る
。

一
　
呼
出
符
号
（
標
識
符
号
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）

二
　
呼
出
名
称

三
　
無
線
通
信
規
則
第
十
九
条
に
規
定
す
る
海
上
移
動
業
務
識
別
、
船
舶
局
選
択
呼
出
番
号
及
び
海
岸
局
識
別

番
号

（
免
許
等
の
有
効
期
間
）

第
七
条
　
法
第
十
三
条
第
一
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
免
許
の
有
効
期
間
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
無
線
局
の
種
別

に
従
い
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
。

一
　
地
上
基
幹
放
送
局
（
臨
時
目
的
放
送
を
専
ら
行
う
も
の
に
限
る
。
）
　
当
該
放
送
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に

必
要
な
期
間

二
　
地
上
基
幹
放
送
試
験
局
　
二
年

三
　
衛
星
基
幹
放
送
局
（
臨
時
目
的
放
送
を
専
ら
行
う
も
の
に
限
る
。
）
　
当
該
放
送
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に

必
要
な
期
間

四
　
衛
星
基
幹
放
送
試
験
局
　
二
年

五
　
特
定
実
験
試
験
局
（
総
務
大
臣
が
公
示
す
る
周
波
数
、
当
該
周
波
数
の
使
用
が
可
能
な
地
域
及
び
期
間
並
び

に
空
中
線
電
力
の
範
囲
内
で
開
設
す
る
実
験
試
験
局
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
　
当
該
周
波
数
の
使
用
が
可
能
な

期
間

六
　
実
用
化
試
験
局
　
二
年

七
　
そ
の
他
の
無
線
局
　
五
年

第
七
条
の
二
　
法
第
二
十
七
条
の
五
第
三
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
包
括
免
許
の
有
効
期
間
は
、
五
年
と
す
る
。

第
七
条
の
三
　
法
第
二
十
七
条
の
二
十
四
の
総
務
省
令
で
定
め
る
登
録
の
有
効
期
間
は
、
五
年
と
す
る
。

第
八
条
　
前
三
条
の
規
定
は
、
同
一
の
種
別
（
地
上
基
幹
放
送
局
に
つ
い
て
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
を
行
う
地
上

基
幹
放
送
局
（
当
該
放
送
の
電
波
に
重
畳
し
て
多
重
放
送
を
行
う
地
上
基
幹
放
送
局
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お

い
て
同
じ
。
）
と
そ
れ
以
外
の
放
送
を
行
う
地
上
基
幹
放
送
局
の
区
分
別
と
す
る
。
）
に
属
す
る
無
線
局
に
つ
い
て

同
時
に
有
効
期
間
が
満
了
す
る
よ
う
総
務
大
臣
が
定
め
る
一
定
の
時
期
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
を
行
う
地
上
基
幹

放
送
局
、
設
備
規
則
第
三
条
第
一
号
に
規
定
す
る
携
帯
無
線
通
信
を
行
う
無
線
局
並
び
に
同
条
第
十
号
に
規
定
す

る
広
帯
域
移
動
無
線
ア
ク
セ
ス
シ
ス
テ
ム
の
無
線
局
の
う
ち
二
、
五
四
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
二
、
五
七
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
以

下
及
び
二
、
五
九
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
二
、
六
四
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下
の
周
波
数
の
電
波
を
使
用
す
る
も
の
に
あ
つ
て

は
、
別
に
告
示
で
定
め
る
日
、
陸
上
移
動
業
務
の
無
線
局
（
設
備
規
則
第
三
条
第
一
号
に
規
定
す
る
携
帯
無
線
通

信
を
行
う
無
線
局
並
び
に
同
条
第
十
号
に
規
定
す
る
広
帯
域
移
動
無
線
ア
ク
セ
ス
シ
ス
テ
ム
の
無
線
局
の
う
ち

二
、
五
四
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
二
、
五
七
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下
及
び
二
、
五
九
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
二
、
六
四
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
以

下
の
周
波
数
の
電
波
を
使
用
す
る
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
携
帯
移
動
業
務
の
無
線
局
、

無
線
呼
出
局
、
船
上
通
信
局
、
無
線
航
行
移
動
局
及
び
地
球
局
に
あ
つ
て
は
、
毎
年
一
の
別
に
告
示
で
定
め
る
日

（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
一
定
日
」
と
い
う
。
）
）
に
免
許
等
（
法
第
二
十
五
条
第
一
項
の
免
許
等
を
い
う
。
以

下
同
じ
。
）
を
し
た
無
線
局
に
適
用
が
あ
る
も
の
と
し
、
免
許
等
を
す
る
時
期
が
こ
れ
と
異
な
る
無
線
局
の
免
許

等
の
有
効
期
間
は
、
前
三
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
一
定
の
時
期
（
陸
上
移
動
業
務
の
無
線
局
、
携
帯
移

動
業
務
の
無
線
局
、
無
線
呼
出
局
、
船
上
通
信
局
、
無
線
航
行
移
動
局
及
び
地
球
局
に
あ
つ
て
は
、
免
許
等
を
す

る
時
期
の
直
前
の
一
定
日
）
に
免
許
等
を
受
け
た
当
該
種
別
の
無
線
局
に
係
る
免
許
等
の
有
効
期
間
の
満
了
の
日

ま
で
の
期
間
と
す
る
。

２
　
前
項
の
規
定
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
無
線
局
に
は
適
用
し
な
い
。

一
　
地
上
基
幹
放
送
局
（
臨
時
目
的
放
送
を
専
ら
行
う
も
の
及
び
中
継
国
際
放
送
を
行
う
も
の
に
限
る
。
）

二
　
地
上
基
幹
放
送
試
験
局

二
の
二
　
地
上
一
般
放
送
局
（
エ
リ
ア
放
送
（
放
送
法
施
行
規
則
第
百
四
十
二
条
第
二
号
に
規
定
す
る
エ
リ
ア
放

送
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
行
う
も
の
に
限
る
。
）

三
　
船
舶
局

四
　
遭
難
自
動
通
報
局

五
　
航
空
機
局

六
　
衛
星
基
幹
放
送
局
（
臨
時
目
的
放
送
を
専
ら
行
う
も
の
に
限
る
。
）

七
　
衛
星
基
幹
放
送
試
験
局

八
　
実
験
試
験
局

九
　
実
用
化
試
験
局

十
　
ア
マ
チ
ュ
ア
局

十
一
　
簡
易
無
線
局

十
二
　
構
内
無
線
局

十
三
　
気
象
援
助
局

十
四
　
特
別
業
務
の
局
（
携
帯
無
線
通
信
等
を
抑
止
す
る
無
線
局
（
無
線
局
根
本
基
準
第
七
条
の
三
に
規
定
す
る

無
線
局
を
い
う
。
第
十
条
の
二
の
二
第
六
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
限
る
。
）

十
五
　
包
括
免
許
に
係
る
特
定
無
線
局
で
あ
つ
て
、
電
気
通
信
業
務
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
設
す
る
も
の

（
設
備
規
則
第
三
条
第
一
号
に
規
定
す
る
携
帯
無
線
通
信
を
行
う
無
線
局
並
び
に
同
条
第
十
号
に
規
定
す
る
広

帯
域
移
動
無
線
ア
ク
セ
ス
シ
ス
テ
ム
の
無
線
局
の
う
ち
二
、
五
四
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
二
、
五
七
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下

及
び
二
、
五
九
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
二
、
六
四
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下
の
周
波
数
の
電
波
を
使
用
す
る
も
の
を
除
く
。
）

第
九
条
　
総
務
大
臣
又
は
総
合
通
信
局
長
（
沖
縄
総
合
通
信
事
務
所
長
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
は
、
次
に
掲
げ
る

場
合
は
、
第
七
条
か
ら
前
条
ま
で
に
規
定
す
る
期
間
に
満
た
な
い
期
間
を
免
許
等
の
有
効
期
間
と
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

12



一
　
免
許
等
の
申
請
者
が
、
第
七
条
か
ら
前
条
ま
で
に
規
定
す
る
期
間
に
満
た
な
い
免
許
等
の
有
効
期
間
を
申
請

し
て
い
る
と
き
。

二
　
周
波
数
割
当
計
画
（
法
第
二
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
周
波
数
割
当
計
画
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
又
は

基
幹
放
送
用
周
波
数
使
用
計
画
（
法
第
七
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
基
幹
放
送
用
周
波
数
使
用
計
画
を
い

う
。
）
に
よ
り
周
波
数
を
割
り
当
て
る
こ
と
が
可
能
な
期
間
が
第
七
条
か
ら
前
条
ま
で
に
規
定
す
る
期
間
に
満

た
な
い
と
き
。

三
　
法
第
二
十
七
条
の
二
十
に
規
定
す
る
既
設
電
気
通
信
業
務
用
基
地
局
又
は
当
該
既
設
電
気
通
信
業
務
用
基
地

局
の
通
信
の
相
手
方
で
あ
る
移
動
す
る
無
線
局
の
再
免
許
を
与
え
る
と
き
。

四
　
法
第
五
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
者
が
開
設
す
る
ア
マ
チ
ュ
ア
局
（
本
邦
に
永
住
す
る
こ
と
を
許
可
さ
れ
た

者
が
開
設
す
る
も
の
を
除
く
。
）
で
あ
つ
て
、
当
該
ア
マ
チ
ュ
ア
局
の
免
許
を
申
請
す
る
者
の
本
邦
に
在
留
す

る
期
間
が
五
年
に
満
た
な
い
と
き
。

（
開
設
計
画
の
認
定
の
有
効
期
間
）

第
九
条
の
二
　
法
第
二
十
七
条
の
十
四
第
七
項
に
規
定
す
る
開
設
計
画
の
認
定
の
有
効
期
間
は
、
当
該
認
定
の
日
か

ら
起
算
し
て
十
年
（
法
第
二
十
七
条
の
十
二
第
三
項
第
二
号
イ
又
は
ロ
に
規
定
す
る
周
波
数
を
使
用
す
る
特
定
基

地
局
（
法
第
二
十
七
条
の
十
二
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
基
地
局
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
開
設
計
画
の
認
定

に
あ
つ
て
は
、
二
十
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
、
総
務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
期
間
）
と
す
る
。

（
簡
易
無
線
局
に
係
る
無
線
設
備
の
変
更
等
）

第
九
条
の
三
　
総
務
大
臣
又
は
総
合
通
信
局
長
は
、
設
備
規
則
第
五
十
四
条
第
二
号
及
び
第
二
号
の
二
に
規
定
す
る

技
術
基
準
に
係
る
無
線
設
備
を
使
用
す
る
簡
易
無
線
局
に
係
る
法
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
無
線
設
備
の

変
更
の
工
事
を
行
う
場
合
で
あ
つ
て
、
設
備
規
則
第
九
条
の
二
に
規
定
す
る
呼
出
名
称
記
憶
装
置
の
変
更
を
伴
う

と
き
は
、
新
た
な
呼
出
名
称
を
指
定
す
る
も
の
と
す
る
。

（
許
可
を
要
し
な
い
工
事
設
計
の
変
更
等
）

第
十
条
　
法
第
九
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
変
更
の
許
可
を
要
し
な
い
工
事
設
計
の
軽
微
な
事
項
は
、
別

表
第
一
号
の
三
の
と
お
り
と
す
る
。

２
　
前
項
の
規
定
は
、
法
第
十
七
条
第
三
項
に
お
い
て
法
第
九
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
を
準
用
す
る
場
合
に
準

用
す
る
。

３
　
法
第
九
条
第
四
項
及
び
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
変
更
の
許
可
を
要
し
な
い
基
幹
放
送
の
業
務
に
用
い

ら
れ
る
電
気
通
信
設
備
の
軽
微
な
変
更
及
び
当
該
電
気
通
信
設
備
の
運
用
（
当
該
電
気
通
信
設
備
を
放
送
法
第
百

十
一
条
第
一
項
又
は
第
百
二
十
一
条
第
一
項
（
特
定
地
上
基
幹
放
送
局
を
用
い
て
行
わ
れ
る
地
上
基
幹
放
送
に
あ

つ
て
は
、
同
法
第
百
十
一
条
第
一
項
及
び
第
百
二
十
一
条
第
一
項
）
の
基
準
の
う
ち
技
術
基
準
（
同
法
第
百
十
一

条
第
二
項
及
び
第
百
二
十
一
条
第
二
項
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
に
適
合
さ
せ
、
当
該
電
気
通
信
設
備
に
起
因
す

る
放
送
の
停
止
そ
の
他
の
重
大
な
事
故
の
う
ち
人
為
に
よ
る
も
の
を
生
じ
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
て
行
う
運
用
（
当

該
電
気
通
信
設
備
の
一
部
を
構
成
す
る
設
備
の
運
用
を
他
人
に
委
託
す
る
場
合
に
お
け
る
委
託
先
に
あ
つ
て
は
、

当
該
一
部
を
構
成
す
る
設
備
に
係
る
運
用
に
限
る
。
）
を
い
う
。
以
下
「
設
備
等
維
持
業
務
」
と
い
う
。
）
を
他
人

に
委
託
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
電
気
通
信
設
備
の
軽
微
な
変
更
は
、
別
表
第
一
号
の
四
の
と
お
り
と
す
る
。

４
　
法
第
九
条
第
五
項
第
二
号
及
び
第
十
七
条
第
二
項
第
二
号
の
総
務
省
令
で
定
め
る
特
に
軽
微
な
変
更
は
、
設
備

等
維
持
業
務
の
委
託
先
の
名
称
の
変
更
の
場
合
（
委
託
先
を
変
更
す
る
場
合
を
除
く
。
）
と
す
る
。

（
許
可
を
要
し
な
い
ア
マ
チ
ュ
ア
局
の
無
線
設
備
に
係
る
工
事
設
計
の
変
更
）

第
十
条
の
二
　
法
第
九
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
変
更
の
許
可
を
要
し
な
い
ア
マ
チ
ュ
ア
局
の
無
線
設
備

に
係
る
工
事
設
計
の
軽
微
な
事
項
は
、
前
条
第
一
項
及
び
第
二
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
次
の
各
号
に
掲
げ

る
も
の
と
す
る
。

一
　
ア
マ
チ
ュ
ア
局
（
人
工
衛
星
に
開
設
す
る
ア
マ
チ
ュ
ア
局
及
び
人
工
衛
星
に
開
設
す
る
ア
マ
チ
ュ
ア
局
の
無

線
設
備
を
遠
隔
操
作
す
る
ア
マ
チ
ュ
ア
局
を
除
く
。
）
の
無
線
設
備
の
送
信
機
に
接
続
す
る
附
属
装
置
（
当
該

送
信
機
の
外
部
入
力
端
子
に
接
続
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
当
該
接
続
に
よ
り
当
該
送
信
機
に
係
る
無
線
設
備
の

電
気
的
特
性
（
電
波
の
型
式
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
に
変
更
を
来
さ
な
い
も
の
に
限
る
。
）
の
工
事
設
計
の
全

部
又
は
一
部
に
つ
い
て
変
更
す
る
も
の

二
　
そ
の
他
総
務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
も
の

２
　
前
項
の
規
定
は
、
法
第
十
七
条
第
三
項
に
お
い
て
法
第
九
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
を
準
用
す
る
場
合
に
準

用
す
る
。

（
運
用
開
始
の
届
出
を
要
し
な
い
無
線
局
）

第
十
条
の
二
の
二
　
法
第
十
六
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
運
用
開
始
の
届
出
を
要
し
な
い
無
線
局
は
、
次

に
掲
げ
る
無
線
局
以
外
の
無
線
局
と
す
る
。

一
　
基
幹
放
送
局

二
　
海
岸
局
で
あ
つ
て
、
電
気
通
信
業
務
を
取
り
扱
う
も
の
、
海
上
安
全
情
報
の
送
信
を
行
う
も
の
又
は
二
、
一

八
七
・
五
ｋ
Ｈ
ｚ
、
四
、
二
〇
七
・
五
ｋ
Ｈ
ｚ
、
六
、
三
一
二
ｋ
Ｈ
ｚ
、
八
、
四
一
四
・
五
ｋ
Ｈ
ｚ
、
一
二
、

五
七
七
ｋ
Ｈ
ｚ
、
一
六
、
八
〇
四
・
五
ｋ
Ｈ
ｚ
、
二
七
、
五
二
四
ｋ
Ｈ
ｚ
、
一
五
六
・
五
二
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
若
し
く

は
一
五
六
・
八
Ｍ
Ｈ
ｚ
の
電
波
を
送
信
に
使
用
す
る
も
の

三
　
航
空
局
で
あ
つ
て
、
電
気
通
信
業
務
を
取
り
扱
う
も
の
又
は
航
空
交
通
管
制
の
用
に
供
す
る
も
の

四
　
無
線
航
行
陸
上
局

四
の
二
　
海
岸
地
球
局

四
の
三
　
航
空
地
球
局
（
航
空
機
の
安
全
運
航
又
は
正
常
運
航
に
関
す
る
通
信
を
行
う
も
の
に
限
る
。
）

五
　
標
準
周
波
数
局

六
　
特
別
業
務
の
局
（
携
帯
無
線
通
信
等
を
抑
止
す
る
無
線
局
、
道
路
交
通
情
報
通
信
を
行
う
無
線
局
（
設
備
規

則
第
四
十
九
条
の
二
十
二
に
規
定
す
る
無
線
局
を
い
う
。
第
四
十
一
条
の
二
の
六
第
二
十
六
号
に
お
い
て
同

じ
。
）
及
び
Ａ
三
Ｅ
電
波
一
、
六
二
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
又
は
一
、
六
二
九
ｋ
Ｈ
ｚ
の
周
波
数
を
使
用
す
る
空
中
線
電
力

一
〇
ワ
ッ
ト
以
下
の
無
線
局
を
除
く
。
）

（
特
定
無
線
局
の
運
用
開
始
の
届
出
を
要
し
な
い
場
合
）

第
十
条
の
三
　
法
第
二
十
七
条
の
六
第
二
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
特
定
無
線
局
の
運
用
開
始
の
届
出
を
要
し
な

い
場
合
は
、
そ
の
包
括
免
許
に
係
る
特
定
無
線
局
と
通
信
の
相
手
方
を
同
じ
く
す
る
他
の
特
定
無
線
局
（
当
該
包

括
免
許
に
係
る
特
定
無
線
局
の
無
線
設
備
の
規
格
と
同
一
の
無
線
設
備
及
び
周
波
数
を
使
用
す
る
も
の
に
限
る
。
）

が
既
に
運
用
さ
れ
て
い
る
場
合
及
び
当
該
特
定
無
線
局
の
再
免
許
を
受
け
た
場
合
と
す
る
。

（
変
更
検
査
を
要
し
な
い
場
合
）

第
十
条
の
四
　
法
第
十
八
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
、
変
更
検
査
を
受
け
る
こ
と
を
要
し
な
い
場
合
は
、

別
表
第
二
号
の
と
お
り
と
す
る
。

（
公
表
す
る
免
許
状
記
載
事
項
等
）

第
十
一
条
　
法
第
二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
免
許
状
に
記
載
さ
れ
た
事
項
若
し
く
は
法
第
二
十
七
条
の
六

第
三
項
の
規
定
に
よ
り
届
け
出
ら
れ
た
事
項
（
法
第
十
四
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
相
当
す
る
事
項
に
限

る
。
）
又
は
法
第
二
十
七
条
の
二
十
五
第
一
項
の
登
録
状
に
記
載
さ
れ
た
事
項
若
し
く
は
法
第
二
十
七
条
の
三
十

四
の
規
定
に
よ
り
届
け
出
ら
れ
た
事
項
（
法
第
二
十
七
条
の
二
十
五
第
二
項
に
規
定
す
る
事
項
に
相
当
す
る
事
項

に
限
る
。
）
（
以
下
「
免
許
状
記
載
事
項
等
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
総
務
大
臣
が
公
表
す
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る

事
項
以
外
の
も
の
と
す
る
。

一
　
免
許
等
の
番
号

二
　
免
許
人
等
の
個
人
の
氏
名
（
法
人
又
は
団
体
の
名
称
の
一
部
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
を
除
く
。
）
及

び
免
許
人
等
の
住
所

二
の
二
　
地
上
基
幹
放
送
の
業
務
の
用
に
供
す
る
無
線
局
に
係
る
基
幹
放
送
事
業
者
の
個
人
の
氏
名
（
法
人
又
は

団
体
の
名
称
の
一
部
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
を
除
く
。
）

三
　
識
別
信
号
（
通
信
の
相
手
方
に
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
を
含
む
。
）
の
う
ち
の
呼
出
名
称

２
　
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
移
動
す
る
無
線
局
以
外
の
無
線
局
の
無
線
設
備
の
設
置
場
所
は
、
都
道
府
県
名

及
び
市
区
町
村
名
を
公
表
す
る
。

３
　
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
無
線
局
の
周
波
数
は
、
当
該
無
線
局
に
指
定
さ
れ
て
い

る
周
波
数
が
一
Ｇ
Ｈ
ｚ
以
上
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
五
〇
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
こ
れ
を
切
り
捨

て
て
、
五
〇
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
上
一
Ｇ
Ｈ
ｚ
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
こ
れ
を
一
Ｇ
Ｈ
ｚ
に
切
り
上
げ
て
公
表
し
、

当
該
無
線
局
に
指
定
さ
れ
て
い
る
周
波
数
が
一
Ｇ
Ｈ
ｚ
未
満
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
五
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
未
満
の
端
数
が

あ
る
と
き
は
こ
れ
を
切
り
捨
て
て
、
五
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
上
一
〇
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
こ
れ
を
一
〇
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〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
に
切
り
上
げ
て
公
表
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
無
線
局
に
指
定
さ
れ
て
い
る
周
波
数
が
五
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
未
満

の
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
無
線
局
の
周
波
数
と
し
て
、
一
〇
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
と
公
表
す
る
。

一
　
新
聞
社
及
び
当
該
新
聞
社
に
時
事
に
関
す
る
事
項
を
総
合
し
て
伝
達
す
る
こ
と
を
業
と
す
る
通
信
社
が
開
設

す
る
無
線
局
で
あ
つ
て
、
取
材
又
は
報
道
上
必
要
な
無
線
通
信
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の

二
　
基
幹
放
送
事
業
者
又
は
基
幹
放
送
局
提
供
事
業
者
が
開
設
す
る
無
線
局
で
あ
つ
て
、
放
送
事
業
の
円
滑
な
遂

行
を
図
る
た
め
の
無
線
通
信
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
（
次
条
第
十
六
号
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）

三
　
有
線
電
気
通
信
設
備
を
用
い
て
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
の
業
務
を
行
う
者
で
あ
つ
て
、
放
送
法
第
二
条
第
二
十

五
号
に
規
定
す
る
一
般
放
送
事
業
者
又
は
有
線
電
気
通
信
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
九
十
六
号
）
第
三
条
第

一
項
及
び
第
二
項
の
届
出
を
し
た
者
が
、
当
該
放
送
の
業
務
の
円
滑
な
遂
行
を
図
る
た
め
に
開
設
す
る
も
の

四
　
放
送
法
第
二
条
第
三
号
に
規
定
す
る
一
般
放
送
の
業
務
を
行
う
者
が
、
一
般
放
送
の
業
務
の
円
滑
な
遂
行
を

図
る
た
め
に
開
設
す
る
も
の
（
前
号
に
該
当
す
る
も
の
、
エ
リ
ア
放
送
の
業
務
を
行
う
者
が
開
設
す
る
も
の
及

び
有
線
電
気
通
信
設
備
を
用
い
て
ラ
ジ
オ
放
送
の
業
務
を
行
う
者
が
開
設
す
る
も
の
を
除
く
。
）

４
　
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
無
線
局
の
周
波
数
は
、
当
該
無
線
局
に
指
定
さ
れ
て
い

る
周
波
数
が
五
〇
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
五
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
こ
れ
を
切
り

捨
て
て
、
五
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
上
一
〇
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
こ
れ
を
一
〇
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
に
切
り
上
げ
て

公
表
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
無
線
局
に
指
定
さ
れ
て
い
る
周
波
数
が
五
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
未
満
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
当

該
無
線
局
の
周
波
数
と
し
て
、
一
〇
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
と
公
表
す
る
。

一
　
鉄
道
事
業
法
（
昭
和
六
十
一
年
法
律
第
九
十
二
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
鉄
道
事
業
の
許
可
を
受

け
た
者
が
開
設
す
る
無
線
局
で
あ
つ
て
、
鉄
道
用
の
客
車
及
び
貨
車
の
安
全
か
つ
円
滑
な
運
行
を
確
保
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
も
の

二
　
軌
道
法
（
大
正
十
年
法
律
第
七
十
六
号
）
第
三
条
の
規
定
に
よ
り
特
許
を
受
け
た
軌
道
経
営
者
が
開
設
す
る

無
線
局
で
あ
つ
て
、
軌
道
用
の
客
車
及
び
貨
車
の
安
全
か
つ
円
滑
な
運
行
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

も
の

三
　
電
気
事
業
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
七
十
号
）
第
三
条
の
規
定
に
よ
り
一
般
送
配
電
事
業
の
許
可
を
受

け
た
者
、
同
法
第
二
十
七
条
の
四
の
規
定
に
よ
り
送
電
事
業
の
許
可
を
受
け
た
者
、
同
法
第
二
十
七
条
の
十
三

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
送
配
電
事
業
の
届
出
を
し
た
者
又
は
同
法
第
二
十
七
条
の
二
十
七
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
発
電
事
業
の
届
出
を
し
た
者
が
開
設
す
る
無
線
局
で
あ
つ
て
、
給
電
指
令
又
は
電
気
工
作
物
の
建
設
工

事
若
し
く
は
保
安
の
確
保
上
必
要
な
無
線
通
信
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の

四
　
ガ
ス
事
業
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
五
十
一
号
）
第
三
条
の
規
定
に
よ
り
ガ
ス
小
売
事
業
の
登
録
を
受
け

た
者
、
同
法
第
三
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
の
許
可
を
受
け
た
者
、
同
法
第
七
十
二
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
特
定
ガ
ス
導
管
事
業
の
届
出
を
し
た
者
又
は
同
法
第
八
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
ガ
ス

製
造
事
業
の
届
出
を
し
た
者
が
開
設
す
る
無
線
局
で
あ
つ
て
、
ガ
ス
供
給
指
令
又
は
ガ
ス
工
作
物
の
建
設
工
事

若
し
く
は
保
安
の
確
保
上
必
要
な
無
線
通
信
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の

五
　
電
気
通
信
業
務
を
行
う
無
線
局
で
あ
つ
て
、
前
各
号
に
規
定
す
る
者
の
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
規
定
す
る

目
的
の
遂
行
に
必
要
な
電
気
通
信
役
務
を
提
供
す
る
た
め
の
も
の

５
　
前
四
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
別
表
第
二
号
の
二
に
定
め
る
無
線
局
（
第
十
条
の
二
の
二
第
二
号
か
ら
第
五

号
ま
で
に
掲
げ
る
無
線
局
、
非
常
局
及
び
特
別
業
務
の
局
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
）
に
つ
い
て
総
務
大
臣
が
公
表

す
る
免
許
状
記
載
事
項
等
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
登
録
局
に
つ
い
て
は
、
第
三
号
、
第
一
号

包
括
免
許
人
が
開
設
す
る
特
定
無
線
局
（
法
第
二
十
七
条
の
二
第
一
号
に
掲
げ
る
無
線
局
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）

に
つ
い
て
は
、
第
四
号
を
除
く
。

一
　
免
許
人
等
の
名
称

二
　
無
線
局
の
種
別
又
は
無
線
設
備
の
規
格

三
　
無
線
局
の
目
的

四
　
無
線
設
備
の
設
置
場
所
、
移
動
範
囲
又
は
無
線
設
備
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
区
域

五
　
周
波
数

６
　
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
別
表
第
二
号
の
二
第
１
に
掲
げ
る
無
線
局
の
前
項
第
一
号
の
規
定
の
適
用
に
つ

い
て
は
、
「
そ
の
他
の
免
許
人
等
」
と
い
う
名
称
で
公
表
す
る
。

７
　
第
五
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
別
表
第
二
号
の
二
に
定
め
る
無
線
局
の
第
五
項
第
四
号
の
規
定
の
適
用
に
つ

い
て
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
免
許
状
記
載
事
項
等
に
応
じ
て
、
当
該
各
号
の
と
お
り
公
表
す
る
。

一
　
無
線
設
備
の
設
置
場
所

（１）
　
同
表
第
１
に
掲
げ
る
無
線
局
に
あ
つ
て
は
、
都
道
府
県
名
（
船
舶
又
は
航
空
機
に
開
設
さ
れ
た
無
線
局
に

あ
つ
て
は
単
に
「
船
舶
」
又
は
「
航
空
機
」
若
し
く
は
「
船
舶
又
は
航
空
機
」
、
人
工
衛
星
に
開
設
さ
れ
た

無
線
局
に
あ
つ
て
は
単
に
「
人
工
衛
星
」
と
す
る
。
）

（２）
　
同
表
第
２
に
掲
げ
る
無
線
局
に
あ
つ
て
は
、
都
道
府
県
名
及
び
市
区
町
村
名
（
船
舶
又
は
航
空
機
に
開
設

さ
れ
た
無
線
局
に
あ
つ
て
は
当
該
船
舶
の
名
称
又
は
当
該
航
空
機
の
国
籍
記
号
及
び
登
録
記
号
、
人
工
衛
星

に
開
設
さ
れ
た
無
線
局
に
あ
つ
て
は
当
該
人
工
衛
星
の
軌
道
又
は
位
置
と
す
る
。
）

二
　
移
動
範
囲
又
は
無
線
設
備
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
区
域
　
免
許
状
記
載
事
項
等
（
た
だ
し
、
総
務
大
臣
が
移

動
範
囲
又
は
無
線
設
備
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
区
域
が
特
定
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
も
の
は
、
次
の

（
１
）
又
は
（
２
）
若
し
く
は
当
該
移
動
範
囲
又
は
当
該
無
線
設
備
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
区
域
が
特
定
さ
れ

な
い
よ
う
必
要
な
措
置
を
講
じ
た
も
の
。
）

（１）
　
同
表
第
１
に
掲
げ
る
無
線
局
に
あ
つ
て
は
、
都
道
府
県
名

（２）
　
同
表
第
２
に
掲
げ
る
無
線
局
に
あ
つ
て
は
、
都
道
府
県
名
及
び
市
区
町
村
名

８
　
第
五
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
別
表
第
二
号
の
二
に
定
め
る
無
線
局
の
第
五
項
第
五
号
の
規
定
の
適
用
に
つ

い
て
は
、
無
線
通
信
規
則
第
五
条
に
規
定
す
る
周
波
数
の
分
配
の
区
分
（
当
該
無
線
局
に
指
定
さ
れ
る
周
波
数
を

含
む
。
）
を
公
表
す
る
。

（
免
許
状
記
載
事
項
等
を
公
表
し
な
い
無
線
局
）

第
十
一
条
の
二
　
法
第
二
十
五
条
第
一
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
無
線
局
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
特
定
秘
密
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
百
八
号
）
第
三
条
に
規
定
す
る
特
定
秘
密
と
し

て
指
定
す
る
も
の
に
係
る
も
の

二
　
人
工
衛
星
、
宇
宙
物
体
又
は
ロ
ケ
ッ
ト
の
位
置
及
び
姿
勢
を
制
御
す
る
た
め
の
無
線
通
信
を
行
う
こ
と
を
目

的
と
す
る
も
の

三
　
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）

第
五
十
七
条
の
八
に
規
定
す
る
原
子
力
事
業
者
等
が
、
事
業
の
遂
行
上
必
要
な
無
線
通
信
を
行
う
こ
と
を
目
的

と
す
る
も
の

四
　
別
表
第
二
号
の
二
に
定
め
る
無
線
局
で
あ
つ
て
免
許
等
の
有
効
期
間
が
六
箇
月
以
内
で
あ
る
も
の

五
　
前
各
号
に
掲
げ
る
無
線
局
と
同
様
の
無
線
通
信
の
態
様
を
行
い
、
か
つ
、
同
様
の
目
的
を
有
す
る
無
線
局
で

あ
つ
て
、
特
に
総
務
大
臣
が
認
め
る
も
の

（
混
信
又
は
ふ
く
そ
う
に
関
す
る
調
査
を
行
お
う
と
す
る
場
合
）

第
十
一
条
の
二
の
二
　
法
第
二
十
五
条
第
二
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
免
許
人
又
は
法
第
八
条
の
予
備
免

許
を
受
け
た
者
が
、
次
の
い
ず
れ
か
の
工
事
又
は
変
更
を
行
お
う
と
す
る
場
合
及
び
登
録
人
（
法
第
二
十
七
条
の

二
十
六
第
一
項
に
規
定
す
る
登
録
人
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
、
第
三
号
又
は
第
六
号
の
変
更
を
行
お
う
と
す

る
場
合
と
す
る
。

一
　
工
事
設
計
の
変
更
又
は
無
線
設
備
の
変
更
の
工
事
（
第
十
条
に
規
定
す
る
許
可
を
要
し
な
い
工
事
設
計
の
変

更
等
を
除
く
。
）

二
　
通
信
の
相
手
方
の
変
更

三
　
無
線
設
備
の
設
置
場
所
又
は
無
線
設
備
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
区
域
の
変
更

四
　
放
送
区
域
の
変
更

五
　
電
波
の
型
式
の
変
更

六
　
空
中
線
電
力
の
変
更

七
　
運
用
許
容
時
間
の
変
更

（
混
信
若
し
く
は
ふ
く
そ
う
に
関
す
る
調
査
又
は
終
了
促
進
措
置
の
た
め
に
提
供
す
る
情
報
）

第
十
一
条
の
二
の
三
　
法
第
二
十
五
条
第
二
項
の
無
線
局
に
関
す
る
事
項
に
係
る
情
報
で
あ
つ
て
総
務
省
令
で
定
め

る
も
の
の
う
ち
、
混
信
又
は
ふ
く
そ
う
に
関
す
る
調
査
に
係
る
も
の
は
別
表
第
二
号
の
二
の
二
、
終
了
促
進
措
置
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に
係
る
も
の
は
別
表
第
二
号
の
二
の
三
の
と
お
り
と
す
る
。
た
だ
し
、
別
表
第
二
号
の
二
第
１
（
２
）
、
第
１

（
９
）
、
第
１
（
１
０
）
及
び
第
１
（
１
１
）
に
規
定
す
る
無
線
局
（
第
十
条
の
二
の
二
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま
で

に
掲
げ
る
無
線
局
、
非
常
局
及
び
特
別
業
務
の
局
を
除
く
。
）
の
も
の
並
び
に
同
表
第
１
（
１
３
）
、
第
２
（
５
）

及
び
第
２
（
６
）
に
規
定
す
る
無
線
局
の
う
ち
一
Ｇ
Ｈ
ｚ
未
満
の
周
波
数
を
使
用
す
る
無
線
局
の
も
の
に
つ
い
て

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
情
報
の
提
供
の
請
求
）

第
十
一
条
の
二
の
四
　
法
第
二
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
情
報
の
提
供
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
（
以
下
「
請
求

者
」
と
い
う
。
）
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
請
求
書
を
、
混
信
又
は
ふ
く
そ
う
に
関
す
る
調
査
に
係
る

も
の
に
つ
い
て
は
総
合
通
信
局
長
に
、
法
第
二
十
七
条
の
十
二
第
三
項
第
七
号
に
規
定
す
る
終
了
促
進
措
置
（
以

下
「
終
了
促
進
措
置
」
と
い
う
。
）
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
総
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
請
求
者
の
氏
名
及
び
住
所

二
　
請
求
理
由

三
　
開
設
又
は
変
更
し
よ
う
と
す
る
無
線
局
の
概
要

四
　
希
望
す
る
情
報
提
供
の
範
囲

五
　
希
望
す
る
情
報
提
供
の
実
施
の
方
法

２
　
前
項
の
請
求
書
の
様
式
は
、
混
信
又
は
ふ
く
そ
う
に
関
す
る
調
査
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
別
表
第
二
号
の
二

の
四
、
終
了
促
進
措
置
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
別
表
第
二
号
の
二
の
五
の
と
お
り
と
す
る
。

３
　
第
一
項
の
請
求
に
係
る
無
線
局
の
行
う
無
線
通
信
の
態
様
及
び
目
的
は
、
周
波
数
割
当
計
画
に
示
さ
れ
る
割
り

当
て
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
周
波
数
ご
と
に
記
載
し
て
い
る
事
項
に
合
致
し
て
い
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

４
　
総
務
大
臣
又
は
総
合
通
信
局
長
は
、
第
一
項
の
請
求
が
、
法
第
二
十
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
混
信
若
し
く
は

ふ
く
そ
う
に
関
す
る
調
査
又
は
終
了
促
進
措
置
の
用
に
供
す
る
目
的
以
外
の
目
的
に
使
用
す
る
こ
と
が
明
ら
か
な

と
き
そ
の
他
当
該
請
求
を
拒
む
こ
と
に
つ
い
て
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
情
報
を
提
供
し
な
い
も

の
と
す
る
。

５
　
第
一
項
の
請
求
に
際
し
、
総
合
通
信
局
長
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
の
い
ず
れ
か
で
あ
つ
て
、
請
求
者
の
氏
名
が

記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
の
提
示
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。

一
　
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
の
被
保
険
者
証
、
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
三
百

十
九
号
）
第
十
九
条
の
三
に
規
定
す
る
在
留
カ
ー
ド
、
日
本
国
と
の
平
和
条
約
に
基
づ
き
日
本
の
国
籍
を
離
脱

し
た
者
等
の
出
入
国
管
理
に
関
す
る
特
例
法
（
平
成
三
年
法
律
第
七
十
一
号
）
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特

別
永
住
者
証
明
書
そ
の
他
の
法
律
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
に
よ
り
交
付
さ
れ
た
書
類
で
あ
つ
て
当
該

請
求
者
が
本
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
に
足
り
る
も
の

二
　
前
号
に
掲
げ
る
書
類
を
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
提
示
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
当
該
請
求
者

が
本
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
総
合
通
信
局
長
が
適
当
と
認
め
る
書
類

（
請
求
の
単
位
）

第
十
一
条
の
二
の
五
　
混
信
又
は
ふ
く
そ
う
に
関
す
る
調
査
に
係
る
前
条
第
一
項
の
請
求
は
、
次
に
掲
げ
る
無
線
局

の
種
別
に
従
い
、
開
設
又
は
変
更
し
よ
う
と
す
る
無
線
局
の
送
信
設
備
の
設
置
場
所
及
び
周
波
数
割
当
計
画
に
示

さ
れ
る
割
り
当
て
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
周
波
数
ご
と
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
固
定
局

二
　
地
上
基
幹
放
送
局

三
　
地
上
基
幹
放
送
試
験
局

三
の
二
　
地
上
一
般
放
送
局

四
　
海
岸
局

五
　
航
空
局

六
　
基
地
局

七
　
携
帯
基
地
局

八
　
無
線
呼
出
局

九
　
陸
上
移
動
中
継
局

十
　
無
線
航
行
陸
上
局

十
一
　
無
線
標
定
陸
上
局

十
二
　
無
線
標
識
局

十
三
　
海
岸
地
球
局

十
四
　
航
空
地
球
局

十
五
　
携
帯
基
地
地
球
局

十
六
　
地
球
局
（
第
十
三
号
か
ら
第
十
五
号
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）

十
七
　
宇
宙
局

十
八
　
衛
星
基
幹
放
送
局

十
九
　
衛
星
基
幹
放
送
試
験
局

二
十
　
人
工
衛
星
局
（
第
十
七
号
及
び
第
十
八
号
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）

二
十
一
　
実
験
試
験
局

二
十
二
　
実
用
化
試
験
局

二
十
三
　
気
象
援
助
局

二
十
四
　
標
準
周
波
数
局

二
十
五
　
特
別
業
務
の
局

２
　
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
登
録
局
（
法
第
四
条
第
四
号
に
規
定
す
る
登
録
局
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に

関
す
る
、
混
信
又
は
ふ
く
そ
う
に
関
す
る
調
査
に
係
る
前
条
第
一
項
の
請
求
は
、
次
に
掲
げ
る
無
線
局
の
種
別
に

従
い
、
開
設
又
は
変
更
し
よ
う
と
す
る
無
線
局
の
送
信
設
備
の
設
置
場
所
（
移
動
す
る
無
線
局
に
あ
つ
て
は
、
移

動
範
囲
）
及
び
周
波
数
割
当
計
画
に
示
さ
れ
る
割
り
当
て
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
周
波
数
ご
と
に
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

一
　
基
地
局

二
　
陸
上
移
動
中
継
局

三
　
陸
上
移
動
局

３
　
終
了
促
進
措
置
に
係
る
前
条
第
一
項
の
請
求
に
つ
い
て
は
、
一
の
開
設
指
針
ご
と
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
情
報
通
信
の
技
術
を
利
用
す
る
方
法
）

第
十
一
条
の
二
の
五
の
二
　
手
数
料
令
第
五
条
の
総
務
省
令
で
定
め
る
方
法
は
、
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る

も
の
で
あ
つ
て
次
に
掲
げ
る
も
の
そ
の
他
の
情
報
通
信
の
技
術
を
利
用
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
送
信
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
受
信
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
を
接
続
す
る
電
気
通
信
回
線

を
通
じ
て
送
信
し
、
受
信
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
す
る
方
法

二
　
送
信
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
さ
れ
た
情
報
の
内
容
を
電
気
通
信
回

線
を
通
じ
て
情
報
の
提
供
を
受
け
る
者
の
閲
覧
に
供
し
、
当
該
情
報
の
提
供
を
受
け
る
者
の
使
用
に
係
る
電
子

計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
当
該
情
報
を
記
録
す
る
方
法

（
電
波
の
有
効
利
用
の
程
度
の
基
準
）

第
十
一
条
の
二
の
六
　
法
第
二
十
七
条
の
十
二
第
二
項
第
一
号
の
総
務
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
電
波
の
利
用
状
況

の
調
査
及
び
電
波
の
有
効
利
用
の
程
度
の
評
価
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
四
年
総
務
省
令
第
百
十
号
）
第
四
条
第

二
号
に
掲
げ
る
総
合
通
信
局
の
管
轄
区
域
又
は
同
条
第
三
号
に
掲
げ
る
全
国
の
区
域
に
お
け
る
一
の
周
波
数
帯

（
法
第
二
十
六
条
の
二
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
周
波
数
帯
を
い
う
。
）
に
属
す
る
周
波
数
（
当
該
周
波
数
に
係

る
法
第
二
十
七
条
の
十
五
第
三
項
に
規
定
す
る
認
定
計
画
の
認
定
の
有
効
期
間
中
で
あ
る
も
の
を
除
く
。
以
下
こ

の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
あ
つ
て
、
電
気
通
信
業
務
用
基
地
局
（
法
第
六
条
第
八
項
第
二
号
に
規
定
す
る
電
気

通
信
業
務
用
基
地
局
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
使
用
す
る
も
の
に
係
る
評
価
事
項
（
法
第
二

十
六
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
評
価
事
項
を
い
う
。
）
の
全
体
の
総
合
的
な
評
価
の
結
果
（
同
条
第
二
項
に
規

定
す
る
方
針
に
定
め
る
電
気
通
信
業
務
用
基
地
局
が
使
用
す
る
周
波
数
の
電
波
の
有
効
利
用
の
程
度
の
実
績
に
関

す
る
評
価
に
係
る
基
準
の
う
ち
、
免
許
人
ご
と
の
総
合
的
な
評
価
に
係
る
基
準
に
よ
る
も
の
に
限
る
。
）
が
、
二

回
以
上
連
続
し
て
最
下
位
の
段
階
で
な
い
こ
と
と
す
る
。
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（
免
許
人
に
対
す
る
意
見
の
聴
取
）

第
十
一
条
の
二
の
七
　
法
第
二
十
七
条
の
十
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
の
聴
取
は
、
総
務
大
臣
が
指
名
す
る
総

務
省
の
職
員
が
議
長
と
し
て
主
宰
す
る
意
見
聴
取
会
に
よ
つ
て
行
う
。

２
　
総
務
大
臣
は
、
意
見
聴
取
会
を
開
こ
う
と
す
る
と
き
は
、
そ
の
期
日
の
一
週
間
前
ま
で
に
、
件
名
、
意
見
聴
取

会
の
期
日
及
び
場
所
並
び
に
開
設
指
針
を
定
め
よ
う
と
す
る
理
由
を
法
第
二
十
七
条
の
十
二
第
四
項
の
既
設
電
気

通
信
業
務
用
基
地
局
の
免
許
人
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
前
項
の
免
許
人
は
、
意
見
聴
取
会
に
出
席
し
て
意
見
を
述
べ
、
及
び
証
拠
書
類
を
提
出
し
、
又
は
意
見
聴
取
会

へ
の
出
席
に
代
え
て
意
見
書
及
び
証
拠
書
類
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４
　
第
二
項
の
免
許
人
の
代
理
人
と
し
て
意
見
聴
取
会
に
出
席
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
書
面
を
も
つ
て
代
理
人
で
あ

る
こ
と
を
疎
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５
　
意
見
聴
取
会
は
、
非
公
開
と
す
る
。
た
だ
し
、
総
務
大
臣
が
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な

い
。

（
技
術
的
及
び
経
済
的
な
影
響
の
調
査
の
方
法
）

第
十
一
条
の
二
の
八
　
法
第
二
十
七
条
の
十
二
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
調
査
を
行
う
場
合
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ

る
者
に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
事
項
を
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
法
第
二
十
七
条
の
十
二
第
五
項
の
既
設
電
気
通
信
業
務
用
基
地
局
の
免
許
人
　
次
に
掲
げ
る
事
項

イ
　
調
査
の
対
象
と
な
る
無
線
局
及
び
そ
の
無
線
局
に
割
り
当
て
ら
れ
て
い
る
周
波
数

ロ
　
当
該
無
線
局
の
無
線
設
備
の
取
得
価
格
及
び
取
得
時
期
そ
の
他
の
調
査
事
項

ハ
　
調
査
方
法

ニ
　
そ
の
他
調
査
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項

二
　
法
第
二
十
七
条
の
十
二
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
調
査
が
同
条
第
二
項
第
二
号
に
定
め
る
電
気
通
信
業
務
用
基

地
局
を
特
定
基
地
局
と
す
る
開
設
指
針
の
制
定
に
必
要
な
も
の
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
開
設
指
針
に

係
る
申
出
人
　
次
に
掲
げ
る
事
項

イ
　
調
査
の
対
象
と
な
る
周
波
数

ロ
　
当
該
特
定
基
地
局
に
係
る
事
項
そ
の
他
の
調
査
事
項

ハ
　
調
査
方
法

ニ
　
そ
の
他
調
査
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項

（
申
出
人
等
に
対
す
る
意
見
の
聴
取
）

第
十
一
条
の
二
の
九
　
第
十
一
条
の
二
の
七
の
規
定
は
、
法
第
二
十
七
条
の
十
三
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
の
聴

取
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
一
条
の
二
の
七
第
二
項
中
「
開
設
指
針
を
定
め
よ
う
と
す

る
理
由
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
二
十
七
条
の
十
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
の
概
要
」
と
、
「
法
第
二
十
七
条

の
十
二
第
四
項
の
既
設
電
気
通
信
業
務
用
基
地
局
の
免
許
人
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
二
十
七
条
の
十
三
第
三
項
の

申
出
人
及
び
既
設
電
気
通
信
業
務
用
基
地
局
の
免
許
人
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
前
項
の
免
許
人
」
と
あ
る
の
は

「
前
項
の
申
出
人
及
び
免
許
人
」
と
、
第
四
項
中
「
第
二
項
の
免
許
人
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
項
の
申
出
人
及
び

免
許
人
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
開
設
計
画
の
認
定
の
公
示
）

第
十
一
条
の
二
の
十
　
法
第
二
十
七
条
の
十
四
第
九
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
公
示
す
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と

す
る
。

一
　
認
定
を
受
け
た
者
の
氏
名
又
は
名
称

二
　
当
該
認
定
計
画
に
係
る
特
定
基
地
局
の
通
信
の
相
手
方
で
あ
る
陸
上
に
開
設
す
る
移
動
す
る
無
線
局
の
移
動

範
囲
又
は
当
該
認
定
計
画
に
係
る
特
定
基
地
局
に
よ
り
行
わ
れ
る
移
動
受
信
用
地
上
基
幹
放
送
に
係
る
放
送
対

象
地
域

２
　
総
務
大
臣
は
、
前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
法
第
二
十
七
条
の
十
五
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が

あ
つ
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
公
示
す
る
。

（
開
設
計
画
の
認
定
の
取
消
猶
予
の
勘
案
事
項
）

第
十
一
条
の
二
の
十
一
　
法
第
二
十
七
条
の
十
六
第
二
項
第
三
号
の
総
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
も

の
と
す
る
。

一
　
法
第
五
条
第
一
項
第
四
号
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
必
要
な
期
間

二
　
法
第
五
条
第
一
項
第
四
号
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
認
定
開
設
者
に
お
い
て
、
過
去
に
法
第
二
十
七
条
の

十
六
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
認
定
開
設
者
の
認
定
を
取
り
消
さ
な
い
こ
と
と
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
か
否
か

の
別

（
周
波
数
測
定
装
置
の
備
付
け
）

第
十
一
条
の
三
　
法
第
三
十
一
条
の
総
務
省
令
で
定
め
る
送
信
設
備
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
送
信
設
備
以
外
の
も

の
と
す
る
。

一
　
二
六
・
一
七
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
る
周
波
数
の
電
波
を
利
用
す
る
も
の

二
　
空
中
線
電
力
一
〇
ワ
ツ
ト
以
下
の
も
の

三
　
法
第
三
十
一
条
に
規
定
す
る
周
波
数
測
定
装
置
を
備
え
付
け
て
い
る
相
手
方
の
無
線
局
に
よ
つ
て
そ
の
使
用

電
波
の
周
波
数
が
測
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
つ
て
い
る
も
の

四
　
当
該
送
信
設
備
の
無
線
局
の
免
許
人
が
別
に
備
え
付
け
た
法
第
三
十
一
条
に
規
定
す
る
周
波
数
測
定
装
置
を

も
つ
て
そ
の
使
用
電
波
の
周
波
数
を
随
時
測
定
し
得
る
も
の

五
　
基
幹
放
送
局
の
送
信
設
備
で
あ
つ
て
、
空
中
線
電
力
五
〇
ワ
ツ
ト
以
下
の
も
の

六
　
標
準
周
波
数
局
に
お
い
て
使
用
さ
れ
る
も
の

七
　
ア
マ
チ
ュ
ア
局
の
送
信
設
備
で
あ
つ
て
、
当
該
設
備
か
ら
発
射
さ
れ
る
電
波
の
特
性
周
波
数
を
〇
・
〇
二
五

パ
ー
セ
ン
ト
（
九
ｋ
Ｈ
ｚ
を
超
え
五
二
六
・
五
ｋ
Ｈ
ｚ
以
下
の
周
波
数
の
電
波
を
使
用
す
る
場
合
は
、
〇
・
〇

〇
五
パ
ー
セ
ン
ト
）
以
内
の
誤
差
で
測
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
電
波
の
占
有
す
る
周
波
数
帯
幅
が
、
当
該

無
線
局
が
動
作
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
る
周
波
数
帯
内
に
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
装
置
を
備
え
付

け
て
い
る
も
の

八
　
そ
の
他
総
務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
も
の

（
型
式
検
定
を
要
す
る
機
器
）

第
十
一
条
の
四
　
法
第
三
十
七
条
第
三
号
の
船
舶
に
施
設
す
る
救
命
用
の
無
線
設
備
の
機
器
で
あ
つ
て
総
務
省
令
で

定
め
る
も
の
は
、
旅
客
船
又
は
総
ト
ン
数
三
〇
〇
ト
ン
以
上
の
船
舶
で
あ
つ
て
、
国
際
航
海
に
従
事
す
る
も
の
に

備
え
る
双
方
向
無
線
電
話
、
船
舶
航
空
機
間
双
方
向
無
線
電
話
（
旅
客
船
に
限
る
。
）
、
衛
星
非
常
用
位
置
指
示
無

線
標
識
、
捜
索
救
助
用
レ
ー
ダ
ー
ト
ラ
ン
ス
ポ
ン
ダ
及
び
捜
索
救
助
用
位
置
指
示
送
信
装
置
と
す
る
。

２
　
法
第
三
十
七
条
第
六
号
の
航
空
機
に
施
設
す
る
無
線
設
備
の
機
器
で
あ
つ
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
義

務
航
空
機
局
（
法
第
十
三
条
第
二
項
の
航
空
機
局
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
設
置
す
る
無
線
設
備
の
機
器
と
す

る
。

３
　
前
項
の
機
器
は
、
そ
の
機
器
を
施
設
し
よ
う
と
す
る
航
空
機
が
航
行
す
る
場
合
に
お
け
る
温
度
、
高
度
等
の
環

境
の
条
件
の
区
別
に
従
い
、
型
式
検
定
が
行
わ
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
型
式
検
定
を
要
し
な
い
機
器
）

第
十
一
条
の
五
　
法
第
三
十
七
条
た
だ
し
書
の
総
務
省
令
で
定
め
る
機
器
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
外
国
に
お
い
て
、
検
定
規
則
で
定
め
る
型
式
検
定
に
相
当
す
る
も
の
と
総
務
大
臣
が
認
め
る
型
式
検
定
に
合

格
し
て
い
る
も
の

二
　
そ
の
他
総
務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
も
の

（
具
備
す
べ
き
電
波
等
）

第
十
二
条
　
デ
ジ
タ
ル
選
択
呼
出
装
置
に
よ
り
通
信
を
行
う
船
舶
局
は
、
当
該
船
舶
局
の
区
別
に
従
い
、
次
の
表
に

掲
げ
る
電
波
を
送
り
、
及
び
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

船
舶
局
の
区
別

具
備
す
べ
き
電
波

送
る
電
波
の
型
式
及
び
周
波
数

受
け
る
電
波
の
型
式
及
び
周
波
数

一
、
六
〇
六
・
五
ｋ
Ｈ
ｚ
を
超
え

三
、
九
〇
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
以
下
の
周
波

数
帯
の
電
波
を
送
信
に
使
用
す
る

も
の

Ｆ
一
Ｂ
電
波
二
、
一
七
七
ｋ
Ｈ
ｚ
及
び

二
、
一
八
七
・
五
ｋ
Ｈ
ｚ
並
び
に
総
合

通
信
局
長
が
指
示
す
る
電
波

Ｆ
一
Ｂ
電
波
二
、
一
七
七
ｋ
Ｈ
ｚ
及
び

二
、
一
八
七
・
五
ｋ
Ｈ
ｚ
並
び
に
総
合

通
信
局
長
が
指
示
す
る
電
波
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四
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
二
六
・
一
七
五

Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下
の
周
波
数
帯
の
電
波

を
送
信
に
使
用
す
る
も
の

Ｆ
一
Ｂ
電
波
四
、
二
〇
七
・
五
ｋ
Ｈ
ｚ
、

六
、
三
一
二
ｋ
Ｈ
ｚ
、
八
、
四
一
四
・

五
ｋ
Ｈ
ｚ
、
一
二
、
五
七
七
ｋ
Ｈ
ｚ
及

び
一
六
、
八
〇
四
・
五
ｋ
Ｈ
ｚ
並
び
に

総
合
通
信
局
長
が
指
示
す
る
周
波
数

Ｆ
一
Ｂ
電
波
四
、
二
〇
七
・
五
ｋ
Ｈ
ｚ
、

六
、
三
一
二
ｋ
Ｈ
ｚ
、
八
、
四
一
四
・

五
ｋ
Ｈ
ｚ
、
一
二
、
五
七
七
ｋ
Ｈ
ｚ
及

び
一
六
、
八
〇
四
・
五
ｋ
Ｈ
ｚ
並
び
に

総
合
通
信
局
長
が
指
示
す
る
周
波
数

一
五
六
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
一
五
七
・

四
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下
の
周
波
数
帯
の

電
波
を
送
信
に
使
用
す
る
も
の

Ｆ
二
Ｂ
電
波
一
五
六
・
五
二
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
Ｆ
二
Ｂ
電
波
一
五
六
・
五
二
五
Ｍ
Ｈ
ｚ

２
　
前
項
の
船
舶
局
で
無
線
電
話
に
よ
り
通
信
を
行
う
も
の
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
ほ
か
、
当
該
船
舶
局
の
区
別

に
従
い
、
次
の
表
に
掲
げ
る
電
波
を
送
り
、
及
び
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

船
舶
局
の
区
別

具
備
す
べ
き
電
波

送
る
電
波
の
型
式
及
び
周
波
数

受
け
る
電
波
の
型
式
及
び
周
波
数

一
、
六
〇
六
・
五
ｋ
Ｈ
ｚ
を
超
え

三
、
九
〇
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
以
下
の
周
波

数
帯
の
電
波
を
送
信
に
使
用
す
る

も
の

Ｊ
三
Ｅ
電
波
二
、
一
八
二
ｋ
Ｈ
ｚ
及
び

総
合
通
信
局
長
が
指
示
す
る
周
波
数

Ｊ
三
Ｅ
電
波
二
、
一
八
二
ｋ
Ｈ
ｚ
及
び

総
合
通
信
局
長
が
指
示
す
る
周
波
数

四
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
二
六
・
一
七
五

Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下
の
周
波
数
帯
の
電
波

を
送
信
に
使
用
す
る
も
の

Ｊ
三
Ｅ
電
波
四
、
一
二
五
ｋ
Ｈ
ｚ
、
六
、

二
一
五
ｋ
Ｈ
ｚ
、
八
、
二
九
一
ｋ
Ｈ
ｚ
、

一
二
、
二
九
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
及
び
一
六
、
四

二
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
並
び
に
総
合
通
信
局
長
が

指
示
す
る
周
波
数

Ｊ
三
Ｅ
電
波
四
、
一
二
五
ｋ
Ｈ
ｚ
、
六
、

二
一
五
ｋ
Ｈ
ｚ
、
八
、
二
九
一
ｋ
Ｈ
ｚ
、

一
二
、
二
九
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
及
び
一
六
、
四

二
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
並
び
に
総
合
通
信
局
長
が

指
示
す
る
周
波
数

一
五
六
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
一
五
七
・

四
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下
の
周
波
数
帯
の

電
波
を
送
信
に
使
用
す
る
も
の

Ｆ
三
Ｅ
電
波
一
五
六
・
八
Ｍ
Ｈ
ｚ
及
び

総
合
通
信
局
長
が
指
示
す
る
周
波
数

Ｆ
三
Ｅ
電
波
一
五
六
・
八
Ｍ
Ｈ
ｚ
及
び

総
合
通
信
局
長
が
指
示
す
る
周
波
数

３
　
第
一
項
の
船
舶
局
で
狭
帯
域
直
接
印
刷
電
信
装
置
に
よ
り
通
信
を
行
う
も
の
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
ほ
か
、

当
該
船
舶
局
の
区
別
に
従
い
、
次
の
表
に
掲
げ
る
電
波
を
送
り
、
及
び
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

船
舶
局
の
区
別

具
備
す
べ
き
電
波

送
る
電
波
の
型
式
及
び
周
波
数

受
け
る
電
波
の
型
式
及
び
周
波
数

一
、
六
〇
六
・
五
ｋ
Ｈ
ｚ
を
超

え
三
、
九
〇
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
以
下
の

周
波
数
帯
の
電
波
を
送
信
に
使

用
す
る
も
の

Ｆ
一
Ｂ
電
波
二
、
一
七
四
・
五
ｋ
Ｈ
ｚ
及

び
総
合
通
信
局
長
が
指
示
す
る
周
波
数

Ｆ
一
Ｂ
電
波
二
、
一
七
四
・
五
ｋ
Ｈ
ｚ
及

び
総
合
通
信
局
長
が
指
示
す
る
周
波
数

四
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
二
六
・
一
七

五
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下
の
周
波
数
帯
の

電
波
を
送
信
に
使
用
す
る
も
の

Ｆ
一
Ｂ
電
波
四
、
一
七
七
・
五
ｋ
Ｈ
ｚ
、

六
、
二
六
八
ｋ
Ｈ
ｚ
、
八
、
三
七
六
・
五

ｋ
Ｈ
ｚ
、
一
二
、
五
二
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
及
び
一

六
、
六
九
五
ｋ
Ｈ
ｚ
並
び
に
総
合
通
信
局

長
が
指
示
す
る
周
波
数

Ｆ
一
Ｂ
電
波
四
、
一
七
七
・
五
ｋ
Ｈ
ｚ
、

六
、
二
六
八
ｋ
Ｈ
ｚ
、
八
、
三
七
六
・
五

ｋ
Ｈ
ｚ
、
一
二
、
五
二
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
及
び
一

六
、
六
九
五
ｋ
Ｈ
ｚ
並
び
に
総
合
通
信
局

長
が
指
示
す
る
周
波
数

４
　
デ
ジ
タ
ル
選
択
呼
出
装
置
に
よ
る
通
信
を
行
わ
な
い
船
舶
局
は
、
そ
の
無
線
設
備
に
お
い
て
、
総
務
大
臣
が
別

に
告
示
す
る
電
波
を
送
り
、
及
び
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５
　
船
舶
自
動
識
別
装
置
又
は
簡
易
型
船
舶
自
動
識
別
装
置
を
備
え
る
船
舶
局
は
、
当
該
無
線
設
備
に
お
い
て
、
Ｆ

一
Ｄ
電
波
一
六
一
・
九
七
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
及
び
一
六
二
・
〇
二
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
の
電
波
を
送
り
、
Ｆ
二
Ｂ
電
波
一
五
六
・
五

二
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
並
び
に
Ｆ
一
Ｄ
電
波
一
六
一
・
九
七
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
及
び
一
六
二
・
〇
二
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
の
電
波
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６
　
船
舶
地
球
局
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
船
舶
地
球
局
の
区
別
に
従
い
、
当
該
各
号
に
定
め
る
電
波
を
送
り
、
及

び
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
国
際
移
動
通
信
衛
星
機
構
が
監
督
す
る
法
人
が
開
設
す
る
人
工
衛
星
局
（
以
下
「
イ
ン
マ
ル
サ
ツ
ト
人
工
衛

星
局
」
と
い
う
。
）
の
中
継
に
よ
り
海
岸
地
球
局
と
通
信
を
行
う
た
め
に
開
設
す
る
船
舶
地
球
局
（
以
下
「
イ

ン
マ
ル
サ
ツ
ト
船
舶
地
球
局
」
と
い
う
。
）
　
総
務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
電
波

二
　
非
静
止
衛
星
（
対
地
静
止
衛
星
（
地
球
の
赤
道
面
上
に
円
軌
道
を
有
し
、
か
つ
、
地
球
の
自
転
軸
を
軸
と
し

て
地
球
の
自
転
と
同
一
の
方
向
及
び
周
期
で
回
転
す
る
人
工
衛
星
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
以
外
の
人
工
衛
星

を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
開
設
す
る
人
工
衛
星
局
の
中
継
に
よ
り
海
岸
地
球
局
と
通
信
を
行
う
船
舶
地
球
局

Ｑ
七
Ｗ
電
波
一
、
六
一
八
・
二
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
か
ら
一
、
六
二
六
・
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
ま
で
の
周
波
数
帯
の
う
ち
総
合
通

信
局
長
が
指
示
す
る
電
波

７
　
双
方
向
無
線
電
話
を
備
え
る
船
舶
局
は
、
当
該
無
線
設
備
に
お
い
て
、
Ｆ
三
Ｅ
電
波
一
五
六
・
八
Ｍ
Ｈ
ｚ
及
び

総
合
通
信
局
長
が
指
示
す
る
電
波
を
送
り
、
及
び
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

８
　
船
舶
航
空
機
間
双
方
向
無
線
電
話
を
備
え
る
船
舶
局
は
、
当
該
無
線
設
備
に
お
い
て
、
Ａ
三
Ｅ
電
波
一
二
一
・

五
Ｍ
Ｈ
ｚ
及
び
一
二
三
・
一
Ｍ
Ｈ
ｚ
の
電
波
を
送
り
、
及
び
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

９
　
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
無
線
設
備
を
備
え
る
無
線
局
は
、
当
該
無
線
設
備
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下

欄
に
掲
げ
る
電
波
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

無
線
設
備

電
波
の
型
式
及
び
周
波
数

携
帯
用
位
置
指
示
無

線
標
識

Ａ
三
Ｘ
電
波
一
二
一
・
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
及
び
Ｇ
一
Ｂ
電
波
四
〇
六
・
〇
二
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
、
四
〇
六
・

〇
二
八
Ｍ
Ｈ
ｚ
、
四
〇
六
・
〇
三
一
Ｍ
Ｈ
ｚ
、
四
〇
六
・
〇
三
七
Ｍ
Ｈ
ｚ
又
は
四
〇
六
・
〇

四
Ｍ
Ｈ
ｚ

衛
星
非
常
用
位
置
指

示
無
線
標
識

一
　
Ａ
三
Ｘ
電
波
一
二
一
・
五
Ｍ
Ｈ
ｚ

二
　
Ｇ
一
Ｂ
電
波
若
し
く
は
Ｇ
一
Ｄ
電
波
四
〇
六
・
〇
二
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
、
四
〇
六
・
〇
二
八
Ｍ

Ｈ
ｚ
、
四
〇
六
・
〇
三
一
Ｍ
Ｈ
ｚ
、
四
〇
六
・
〇
三
七
Ｍ
Ｈ
ｚ
若
し
く
は
四
〇
六
・
〇
四
Ｍ

Ｈ
ｚ
又
は
Ｇ
一
Ｄ
電
波
四
〇
六
・
〇
五
Ｍ
Ｈ
ｚ

三
　
Ｆ
一
Ｄ
電
波
一
六
一
・
九
七
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
及
び
一
六
二
・
〇
二
五
Ｍ
Ｈ
ｚ

捜
索
救
助
用
レ
ー
ダ

ー
ト
ラ
ン
ス
ポ
ン
ダ

Ｑ
〇
Ｎ
電
波
九
、
二
〇
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
か
ら
九
、
五
〇
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
ま
で

捜
索
救
助
用
位
置
指

示
送
信
装
置

Ｆ
一
Ｄ
電
波
一
六
一
・
九
七
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
及
び
一
六
二
・
〇
二
五
Ｍ
Ｈ
ｚ

設
備
規
則
第
四
十
五

条
の
三
の
五
に
規
定

す
る
無
線
設
備

一
　
Ａ
三
Ｘ
電
波
一
二
一
・
五
Ｍ
Ｈ
ｚ

二
　
Ｇ
一
Ｂ
電
波
若
し
く
は
Ｇ
一
Ｄ
電
波
四
〇
六
・
〇
二
八
Ｍ
Ｈ
ｚ
、
四
〇
六
・
〇
三
一
Ｍ

Ｈ
ｚ
、
四
〇
六
・
〇
三
七
Ｍ
Ｈ
ｚ
若
し
く
は
四
〇
六
・
〇
四
Ｍ
Ｈ
ｚ
又
は
Ｇ
一
Ｄ
電
波
四
〇

六
・
〇
五
Ｍ
Ｈ
ｚ

三
　
Ｆ
一
Ｄ
電
波
一
六
一
・
九
七
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
及
び
一
六
二
・
〇
二
五
Ｍ
Ｈ
ｚ

10
　
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
無
線
設
備
を
備
え
る
船
舶
局
は
、
当
該
無
線
設
備
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下

欄
に
掲
げ
る
電
波
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

無
線
設
備

電
波
の
型
式
及
び
周
波
数

ナ
ブ
テ
ッ
ク
ス
受
信
機

Ｆ
一
Ｂ
電
波
四
二
四
ｋ
Ｈ
ｚ
又
は
五
一
八
ｋ
Ｈ
ｚ

高
機
能
グ
ル
ー
プ
呼
出
受
信
機

Ｇ
一
Ｄ
電
波
一
、
五
三
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
か
ら
一
、
五
四
五
Ｍ
Ｈ
ｚ

ま
で
又
は
Ｑ
七
Ｗ
電
波
一
、
六
一
八
・
二
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
か
ら
一
、

六
二
六
・
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
ま
で

地
上
無
線
航
法
装
置
（
設
備
規
則
第
四
十
七
条
の
二

の
受
信
設
備
を
い
う
。
第
二
十
八
条
に
お
い
て
同
じ

。
）

Ｐ
〇
Ｎ
電
波
一
〇
〇
ｋ
Ｈ
ｚ

17



衛
星
無
線
航
法
装
置
（
設
備
規
則
第
四
十
七
条
の
三

の
受
信
設
備
を
い
う
。
第
二
十
八
条
に
お
い
て
同
じ

。
）

Ｇ
七
Ｘ
電
波
一
、
二
二
七
・
六
Ｍ
Ｈ
ｚ
又
は
一
、
五
七
五
・

四
二
Ｍ
Ｈ
ｚ

11
　
航
空
機
局
は
、
総
務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
電
波
を
送
り
、
及
び
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

12
　
海
上
移
動
業
務
の
無
線
局
と
の
間
に
通
信
を
行
う
航
空
機
局
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
ほ
か
、
当
該
通
信
を
行

う
た
め
に
必
要
な
海
上
移
動
業
務
の
電
波
を
送
り
、
及
び
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

13
　
無
線
電
信
に
よ
り
非
常
通
信
を
行
う
無
線
局
は
、
な
る
べ
く
Ａ
一
Ａ
電
波
四
、
六
三
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
を
送
り
、
及
び

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
三
条
　
簡
易
無
線
局
の
周
波
数
及
び
そ
の
空
中
線
電
力
は
、
別
に
告
示
す
る
。

２
　
航
空
機
局
の
送
信
設
備
の
う
ち
、
Ｈ
三
Ｅ
電
波
又
は
Ｊ
三
Ｅ
電
波
一
、
六
〇
六
・
五
ｋ
Ｈ
ｚ
か
ら
二
八
、
〇
〇

〇
ｋ
Ｈ
ｚ
ま
で
の
周
波
数
を
使
用
す
る
も
の
の
空
中
線
電
力
は
、
一
〇
ワ
ツ
ト
以
上
と
す
る
。

３
　
Ａ
Ｃ
Ａ
Ｓ
、
航
空
用
Ｄ
Ｍ
Ｅ
、
タ
カ
ン
又
は
Ｖ
Ｏ
Ｒ
を
使
用
す
る
無
線
局
及
び
Ｉ
Ｌ
Ｓ
、
Ｍ
Ｌ
Ｓ
、
Ａ
Ｔ
Ｃ
Ｒ

Ｂ
Ｓ
又
は
Ｇ
Ｂ
Ａ
Ｓ
の
無
線
局
の
周
波
数
は
、
別
表
第
二
号
の
三
に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
。

第
十
三
条
の
二
　
ア
マ
チ
ュ
ア
局
が
動
作
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
る
周
波
数
帯
は
、
別
に
告
示
す
る
。

第
十
三
条
の
三
　
ラ
ジ
オ
・
ブ
イ
の
局
の
電
波
の
型
式
及
び
周
波
数
並
び
に
空
中
線
電
力
を
そ
れ
ぞ
れ
次
の
表
の
と

お
り
定
め
る
。
た
だ
し
、
総
合
通
信
局
長
が
特
に
必
要
と
認
め
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

電
波
の
型
式
及
び
周
波
数

空
中
線
電
力

Ａ
一
Ａ
電
波
、
Ａ
一
Ｂ
電
波
又
は
Ｆ
一
Ｂ
電
波
一
、
六
〇
六
・
五
ｋ
Ｈ
ｚ
を
超
え
二
、
八
五
〇
ｋ
Ｈ

ｚ
以
下

三
ワ
ッ
ト
以
下

Ａ
一
Ａ
電
波
、
Ａ
一
Ｂ
電
波
、
Ｆ
一
Ｂ
電
波
又
は
Ｖ
一
Ｂ
電
波
四
一
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
四
四
Ｍ
Ｈ
ｚ

以
下

三
ワ
ッ
ト
以
下

第
十
三
条
の
三
の
二
　
気
象
援
助
局
（
ラ
ジ
オ
ゾ
ン
デ
の
も
の
及
び
気
象
用
ラ
ジ
オ
・
ロ
ボ
ツ
ト
の
も
の
に
限
る
。
）

に
指
定
す
る
電
波
の
型
式
及
び
周
波
数
並
び
に
空
中
線
電
力
は
、
別
に
告
示
す
る
も
の
を
除
き
、
送
信
設
備
の
区

別
に
従
い
、
次
の
表
の
と
お
り
と
す
る
。

送
信
設
備
の
区
別

電
波
の
型
式

周
波
数

空
中
線
電
力

一
　
ラ
ジ
オ

ゾ
ン
デ

（
１
）
　
当
該
ラ
ジ
オ
ゾ

ン
デ
に
特
定
の
動
作
を

さ
せ
る
た
め
の
電
波
を

受
け
る
受
信
設
備
を
附

置
す
る
も
の

Ｋ
二
Ｄ
、
Ｖ
一
Ｄ
又
は

Ｖ
三
Ｄ

一
、
六
七
三
Ｍ
Ｈ
ｚ

一
、
六
八
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ

一
、
六
八
七
Ｍ
Ｈ
ｚ

一
〇
ワ
ツ
ト

以
下

（
２
）
　
（
１
）
以
外
の

も
の

Ａ
一
Ｄ
、
Ａ
二
Ｄ
、
Ｆ

一
Ｄ
、
Ｆ
二
Ｄ
、
Ｆ
三

Ｄ
、
Ｆ
七
Ｄ
、
Ｆ
八
Ｄ
、

Ｆ
九
Ｄ
、
Ｇ
一
Ｄ
又
は

Ｇ
七
Ｄ

四
〇
三
・
三
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
上
四
〇
五
・
七

Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下
の
周
波
数
で
あ
つ
て
、
四

〇
三
・
三
Ｍ
Ｈ
ｚ
及
び
四
〇
三
・
三
Ｍ

Ｈ
ｚ
に
一
〇
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
の
自
然
数
倍
を

加
え
た
も
の

〇
・
二
ワ
ッ

ト
以
下

Ａ
一
Ｄ
、
Ａ
二
Ｄ
、
Ｆ

一
Ｄ
、
Ｆ
二
Ｄ
、
Ｆ
七

Ｄ
、
Ｆ
八
Ｄ
又
は
Ｆ
九

Ｄ

一
、
六
七
三
Ｍ
Ｈ
ｚ

一
、
六
八
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ

一
、
六
八
七
Ｍ
Ｈ
ｚ

一
ワ
ッ
ト
以

下

Ｋ
二
Ｄ
、
Ｖ
一
Ｄ

一
、
六
七
三
Ｍ
Ｈ
ｚ

一
、
六
八
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ

一
、
六
八
七
Ｍ
Ｈ
ｚ

一
〇
ワ
ツ
ト

以
下

二
　
気
象
用
ラ
ジ
オ
・
ロ
ボ
ツ
ト

Ｆ
一
Ｄ
、
Ｆ
二
Ｄ

四
〇
二
Ｍ
Ｈ
ｚ
か
ら
四
〇
六
Ｍ
Ｈ
ｚ

ま
で

一
ワ
ツ
ト
以

下

第
十
三
条
の
三
の
三
　
船
上
通
信
局
又
は
船
舶
局
が
船
上
通
信
設
備
を
使
用
し
て
通
信
を
行
う
場
合
の
電
波
の
型
式

及
び
周
波
数
並
び
に
空
中
線
電
力
を
そ
れ
ぞ
れ
次
の
表
の
と
お
り
定
め
る
。

電
波
の
型
式
及
び
周
波
数

空
中
線
電
力

Ｆ
三
Ｅ
電
波
一
五
六
・
七
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
又
は
一
五
六
・
八
五
Ｍ
Ｈ
ｚ

一
ワ
ツ
ト
以
下

Ｆ
一
Ｄ
電
波
及
び
Ｆ
一
Ｅ
電
波
又
は
Ｆ
三
Ｅ
電
波
四
五
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
四
七
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下
の
周

波
数
で
別
に
告
示
す
る
も
の

二
ワ
ツ
ト
以
下

第
十
四
条
　
構
内
無
線
局
の
用
途
、
電
波
の
型
式
及
び
周
波
数
並
び
に
空
中
線
電
力
は
、
別
に
告
示
す
る
。

第
十
五
条
　
二
八
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下
の
周
波
数
の
電
波
を
使
用
す
る
単
一
通
信
路
の
無
線
電
話
の
無
線
局
に
指
定
す
る
電

波
の
型
式
は
、
当
該
無
線
電
話
に
つ
き
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。
た
だ
し
、
基
幹
放
送
局
、
ア
マ
チ
ュ
ア
局
、
簡

易
無
線
局
そ
の
他
別
に
告
示
す
る
無
線
局
の
無
線
電
話
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

電
波
の
型
式
　
Ｈ
三
Ｅ
、
Ｊ
三
Ｅ
又
は
Ｒ
三
Ｅ

（
特
定
無
線
局
の
対
象
と
す
る
無
線
局
）

第
十
五
条
の
二
　
法
第
二
十
七
条
の
二
第
一
号
の
総
務
省
令
で
定
め
る
無
線
局
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
削
除

二
　
電
気
通
信
業
務
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
陸
上
移
動
局

三
　
電
気
通
信
業
務
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
地
球
局
（
設
備
規
則
第
五
十
四
条
の
三
に
お
い
て
無
線
設
備
の

条
件
が
定
め
ら
れ
て
い
る
地
球
局
（
以
下
「
Ｖ
Ｓ
Ａ
Ｔ
地
球
局
」
と
い
う
。
）
（
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
無
線

設
備
を
使
用
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
一
四
・
四
Ｇ
Ｈ
ｚ
を
超
え
一
四
・
五
Ｇ
Ｈ
ｚ
以
下
の
周
波
数
の
電
波
を

使
用
す
る
も
の
を
除
く
。
）
に
限
る
。
）

四
　
電
気
通
信
業
務
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
航
空
機
地
球
局

五
　
電
気
通
信
業
務
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
携
帯
移
動
地
球
局
（
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
二
十
三
の
五
に

お
い
て
無
線
設
備
の
条
件
が
定
め
ら
れ
て
い
る
携
帯
移
動
地
球
局
で
あ
つ
て
、
一
四
・
四
Ｇ
Ｈ
ｚ
を
超
え
一

四
・
五
Ｇ
Ｈ
ｚ
以
下
の
周
波
数
の
電
波
を
使
用
す
る
も
の
を
除
く
。
）

六
　
設
備
規
則
第
三
条
第
六
号
に
規
定
す
る
デ
ジ
タ
ル
Ｍ
Ｃ
Ａ
陸
上
移
動
通
信
を
行
う
陸
上
移
動
局

七
　
設
備
規
則
第
三
条
第
六
号
の
二
に
規
定
す
る
高
度
Ｍ
Ｃ
Ａ
陸
上
移
動
通
信
を
行
う
陸
上
移
動
局

七
の
二
　
設
備
規
則
第
三
条
第
九
号
の
二
に
規
定
す
る
防
災
対
策
携
帯
移
動
衛
星
通
信
を
行
う
携
帯
移
動
地
球
局

七
の
三
　
設
備
規
則
第
三
条
第
十
号
に
規
定
す
る
広
帯
域
移
動
無
線
ア
ク
セ
ス
シ
ス
テ
ム
の
無
線
局
の
う
ち
陸
上

移
動
局
（
電
気
通
信
業
務
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
を
除
く
。
）

七
の
四
　
設
備
規
則
第
三
条
第
十
五
号
に
規
定
す
る
ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
の
無
線
局
の
う
ち
陸
上
移
動
局
（
電
気
通
信

業
務
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
を
除
く
。
）

八
　
実
数
零
点
単
側
波
帯
変
調
方
式
及
び
狭
帯
域
デ
ジ
タ
ル
通
信
方
式
（
設
備
規
則
第
五
十
七
条
の
三
の
二
に
規

定
す
る
通
信
方
式
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
無
線
局
の
う
ち
陸
上
移
動
局

九
　
実
数
零
点
単
側
波
帯
変
調
方
式
及
び
狭
帯
域
デ
ジ
タ
ル
通
信
方
式
の
無
線
局
の
う
ち
携
帯
局

２
　
法
第
二
十
七
条
の
二
第
二
号
の
総
務
省
令
で
定
め
る
無
線
局
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
広
範
囲
の
地
域
に
お
い
て
同
一
の
者
に
よ
り
開
設
さ
れ
る
無
線
局
に
専
ら
使
用
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

総
務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
周
波
数
の
電
波
の
み
を
使
用
す
る
基
地
局
（
次
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）

二
　
屋
内
そ
の
他
他
の
無
線
局
の
運
用
を
阻
害
す
る
よ
う
な
混
信
そ
の
他
の
妨
害
を
与
え
る
お
そ
れ
が
な
い
場
所

に
設
置
す
る
基
地
局

三
　
広
範
囲
の
地
域
に
お
い
て
同
一
の
者
に
よ
り
開
設
さ
れ
る
無
線
局
に
専
ら
使
用
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

総
務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
周
波
数
の
電
波
の
み
を
使
用
す
る
陸
上
移
動
中
継
局

（
特
定
無
線
局
の
無
線
設
備
の
規
格
）

第
十
五
条
の
三
　
法
第
二
十
七
条
の
二
の
総
務
省
令
で
定
め
る
無
線
設
備
の
規
格
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
無
線
局

に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
削
除

二
　
電
気
通
信
業
務
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
陸
上
移
動
局

（１）
　
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
六
に
規
定
す
る
技
術
基
準
の
う
ち
陸
上
移
動
局
に
係
る
も
の

（２）
　
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
六
の
四
に
規
定
す
る
技
術
基
準
の
う
ち
陸
上
移
動
局
に
係
る
も
の

（３）
　
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
六
の
五
に
規
定
す
る
技
術
基
準
の
う
ち
陸
上
移
動
局
に
係
る
も
の
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（４）
　
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
六
の
六
に
規
定
す
る
技
術
基
準
の
う
ち
陸
上
移
動
局
に
係
る
も
の

（５）
　
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
六
の
七
に
規
定
す
る
技
術
基
準
の
う
ち
陸
上
移
動
局
に
係
る
も
の

（６）
　
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
六
の
八
に
規
定
す
る
技
術
基
準
の
う
ち
陸
上
移
動
局
に
係
る
も
の

（７）
　
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
六
の
九
第
一
項
及
び
第
二
項
に
規
定
す
る
技
術
基
準
の
う
ち
陸
上
移
動
局
に
係

る
も
の

（８）
　
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
六
の
九
第
一
項
及
び
第
五
項
に
規
定
す
る
技
術
基
準
の
う
ち
陸
上
移
動
局
に
係

る
も
の

（９）
　
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
六
の
九
第
一
項
及
び
第
六
項
に
規
定
す
る
技
術
基
準
の
う
ち
陸
上
移
動
局
に
係

る
も
の

（１０）
　
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
六
の
十
第
一
項
及
び
第
三
項
に
規
定
す
る
技
術
基
準

（１１）
　
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
六
の
十
第
一
項
及
び
第
四
項
に
規
定
す
る
技
術
基
準

（１２）
　
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
六
の
十
一
に
規
定
す
る
技
術
基
準
の
う
ち
陸
上
移
動
局
に
係
る
も
の

（１３）
　
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
六
の
十
二
第
一
項
に
規
定
す
る
技
術
基
準
の
う
ち
陸
上
移
動
局
に
係
る
も
の

（１４）
　
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
六
の
十
二
第
二
項
に
規
定
す
る
技
術
基
準
の
う
ち
陸
上
移
動
局
に
係
る
も
の

（１５）
　
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
六
の
十
三
に
規
定
す
る
技
術
基
準
の
う
ち
陸
上
移
動
局
に
係
る
も
の

（１６）
　
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
十
五
第
一
項
に
規
定
す
る
技
術
基
準
の
う
ち
陸
上
移
動
局
に
係
る
も
の

（１７）
　
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
十
九
第
一
項
及
び
第
二
項
に
規
定
す
る
技
術
基
準
の
う
ち
陸
上
移
動
局
に
係
る

も
の

（１８）
　
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
二
十
一
第
一
項
に
規
定
す
る
技
術
基
準
の
う
ち
陸
上
移
動
局
に
係
る
も
の

（１９）
　
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
二
十
五
に
規
定
す
る
技
術
基
準
の
う
ち
陸
上
移
動
局
に
係
る
も
の

（２０）
　
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
二
十
八
に
規
定
す
る
技
術
基
準
の
う
ち
陸
上
移
動
局
に
係
る
も
の

（２１）
　
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
二
十
九
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
八
項
並
び
に
第
一
項
、
第
四
項
及
び
第
八
項

に
規
定
す
る
技
術
基
準
の
う
ち
陸
上
移
動
局
に
係
る
も
の

（２２）
　
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
二
十
九
第
一
項
、
第
七
項
及
び
第
八
項
に
規
定
す
る
技
術
基
準
の
う
ち
陸
上
移

動
局
に
係
る
も
の

（２３）
　
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
二
十
九
の
二
に
規
定
す
る
技
術
基
準
の
う
ち
陸
上
移
動
局
に
係
る
も
の

三
　
電
気
通
信
業
務
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
地
球
局

（１）
　
設
備
規
則
第
五
十
四
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
技
術
基
準

（２）
　
設
備
規
則
第
五
十
四
条
の
三
第
二
項
に
規
定
す
る
技
術
基
準

（３）
　
設
備
規
則
第
五
十
四
条
の
三
第
三
項
に
規
定
す
る
技
術
基
準

（４）
　
設
備
規
則
第
五
十
四
条
の
三
第
四
項
に
規
定
す
る
技
術
基
準

四
　
電
気
通
信
業
務
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
航
空
機
地
球
局

設
備
規
則
第
四
十
五
条
の
二
十
一
に
規
定
す
る
技
術
基
準
の
う
ち
航
空
機
地
球
局
に
係
る
も
の

五
　
電
気
通
信
業
務
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
携
帯
移
動
地
球
局

（１）
　
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
十
八
第
一
号
に
規
定
す
る
技
術
基
準
の
う
ち
携
帯
移
動
地
球
局
に
係
る
も
の

（２）
　
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
十
八
第
二
号
に
規
定
す
る
技
術
基
準
の
う
ち
携
帯
移
動
地
球
局
に
係
る
も
の

（３）
　
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
二
十
三
第
一
号
に
規
定
す
る
技
術
基
準
の
う
ち
携
帯
移
動
地
球
局
に
係
る
も
の

（４）
　
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
二
十
三
第
二
号
に
規
定
す
る
技
術
基
準
の
う
ち
携
帯
移
動
地
球
局
に
係
る
も
の

（５）
　
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
二
十
三
の
二
に
規
定
す
る
技
術
基
準

（６）
　
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
二
十
三
の
三
第
一
号
に
規
定
す
る
技
術
基
準

（７）
　
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
二
十
三
の
四
に
規
定
す
る
技
術
基
準

（８）
　
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
二
十
三
の
五
に
規
定
す
る
技
術
基
準

（９）
　
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
二
十
三
の
六
に
規
定
す
る
技
術
基
準

（１０）
　
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
二
十
四
第
一
項
に
規
定
す
る
技
術
基
準

（１１）
　
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
二
十
四
第
二
項
に
規
定
す
る
技
術
基
準

（１２）
　
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
二
十
四
第
三
項
第
一
号
に
規
定
す
る
技
術
基
準

（１３）
　
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
二
十
四
第
三
項
第
二
号
に
規
定
す
る
技
術
基
準

（１４）
　
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
二
十
四
第
四
項
に
規
定
す
る
技
術
基
準

（１５）
　
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
二
十
四
第
五
項
に
規
定
す
る
技
術
基
準

（１６）
　
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
二
十
四
の
二
に
規
定
す
る
技
術
基
準

（１７）
　
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
二
十
四
の
三
に
規
定
す
る
技
術
基
準

六
　
設
備
規
則
第
三
条
第
六
号
に
規
定
す
る
デ
ジ
タ
ル
Ｍ
Ｃ
Ａ
陸
上
移
動
通
信
を
行
う
陸
上
移
動
局

設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
七
の
三
に
規
定
す
る
技
術
基
準
の
う
ち
陸
上
移
動
局
に
係
る
も
の

七
　
設
備
規
則
第
三
条
第
六
号
の
二
に
規
定
す
る
高
度
Ｍ
Ｃ
Ａ
陸
上
移
動
通
信
を
行
う
陸
上
移
動
局

設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
七
の
四
に
規
定
す
る
技
術
基
準
の
う
ち
陸
上
移
動
局
に
係
る
も
の

七
の
二
　
設
備
規
則
第
三
条
第
九
号
の
二
に
規
定
す
る
防
災
対
策
携
帯
移
動
衛
星
通
信
を
行
う
携
帯
移
動
地
球
局

設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
二
十
四
の
四
に
規
定
す
る
技
術
基
準

七
の
三
　
設
備
規
則
第
三
条
第
十
号
に
規
定
す
る
広
帯
域
移
動
無
線
ア
ク
セ
ス
シ
ス
テ
ム
の
無
線
局
の
う
ち
陸
上

移
動
局
（
電
気
通
信
業
務
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
を
除
く
。
）

（１）
　
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
二
十
九
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
八
項
並
び
に
第
一
項
、
第
四
項
及
び
第
八
項

に
規
定
す
る
技
術
基
準
の
う
ち
陸
上
移
動
局
に
係
る
も
の

（２）
　
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
二
十
九
第
一
項
、
第
七
項
及
び
第
八
項
に
規
定
す
る
技
術
基
準
の
う
ち
陸
上
移

動
局
に
係
る
も
の

（３）
　
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
二
十
九
の
二
に
規
定
す
る
技
術
基
準
の
う
ち
陸
上
移
動
局
に
係
る
も
の

七
の
四
　
設
備
規
則
第
三
条
第
十
五
号
に
規
定
す
る
ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
の
無
線
局
の
う
ち
陸
上
移
動
局
（
電
気
通
信

業
務
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
を
除
く
。
）

（１）
　
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
六
の
十
二
第
一
項
に
規
定
す
る
技
術
基
準
の
う
ち
陸
上
移
動
局
に
係
る
も
の

（２）
　
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
六
の
十
二
第
二
項
に
規
定
す
る
技
術
基
準
の
う
ち
陸
上
移
動
局
に
係
る
も
の

八
　
実
数
零
点
単
側
波
帯
変
調
方
式
及
び
狭
帯
域
デ
ジ
タ
ル
通
信
方
式
の
無
線
局
の
う
ち
陸
上
移
動
局

（１）
　
設
備
規
則
第
五
十
七
条
の
二
の
二
第
一
項
及
び
第
二
項
に
規
定
す
る
技
術
基
準

（２）
　
設
備
規
則
第
五
十
七
条
の
二
の
二
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
に
規
定
す
る
技
術
基
準

（３）
　
設
備
規
則
第
五
十
七
条
の
三
の
二
第
一
項
及
び
第
二
項
に
規
定
す
る
技
術
基
準

（４）
　
設
備
規
則
第
五
十
七
条
の
三
の
二
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
に
規
定
す
る
技
術
基
準

九
　
実
数
零
点
単
側
波
帯
変
調
方
式
及
び
狭
帯
域
デ
ジ
タ
ル
通
信
方
式
の
無
線
局
の
う
ち
携
帯
局

前
号
（
１
）
か
ら
（
４
）
ま
で
に
掲
げ
る
技
術
基
準
の
う
ち
い
ず
れ
か
の
も
の
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十
　
前
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
基
地
局

（１）
　
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
六
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
技
術
基
準
の
う
ち
基
地
局
に
係
る
も
の
（
次
号

（
１
）
及
び
（
２
）
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）

（２）
　
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
六
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
技
術
基
準
の
う
ち
基
地
局
に
係
る
も
の
（
次
号

（
３
）
及
び
（
４
）
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）

（３）
　
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
六
の
九
第
一
項
に
規
定
す
る
技
術
基
準
の
う
ち
基
地
局
に
係
る
も
の
（
次
号

（
５
）
及
び
（
６
）
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）

（４）
　
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
六
の
十
二
第
一
項
に
規
定
す
る
技
術
基
準
の
う
ち
基
地
局
に
係
る
も
の

（５）
　
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
六
の
十
三
に
規
定
す
る
技
術
基
準
の
う
ち
基
地
局
に
係
る
も
の

（６）
　
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
二
十
八
に
規
定
す
る
技
術
基
準
の
う
ち
基
地
局
に
係
る
も
の
（
次
号
（
９
）
及

び
（
１
０
）
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）

（７）
　
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
二
十
九
に
規
定
す
る
技
術
基
準
の
う
ち
基
地
局
に
係
る
も
の
（
次
号
（
１
１
）

及
び
（
１
２
）
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）

（８）
　
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
二
十
九
の
二
に
規
定
す
る
技
術
基
準
の
う
ち
基
地
局
に
係
る
も
の

十
一
　
前
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
基
地
局

（１）
　
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
六
の
四
第
一
項
及
び
第
三
項
に
規
定
す
る
技
術
基
準

（２）
　
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
六
の
四
第
一
項
及
び
第
四
項
に
規
定
す
る
技
術
基
準

（３）
　
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
六
の
五
第
一
項
及
び
第
三
項
に
規
定
す
る
技
術
基
準

（４）
　
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
六
の
五
第
一
項
及
び
第
四
項
に
規
定
す
る
技
術
基
準

（５）
　
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
六
の
九
第
一
項
及
び
第
三
項
に
規
定
す
る
技
術
基
準

（６）
　
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
六
の
九
第
一
項
及
び
第
四
項
に
規
定
す
る
技
術
基
準

（７）
　
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
六
の
十
第
一
項
及
び
第
五
項
に
規
定
す
る
技
術
基
準

（８）
　
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
六
の
十
第
一
項
及
び
第
六
項
に
規
定
す
る
技
術
基
準

（９）
　
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
二
十
八
第
一
項
、
第
二
項
、
第
五
項
及
び
第
七
項
に
規
定
す
る
技
術
基
準

（１０）
　
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
二
十
八
第
一
項
、
第
二
項
、
第
六
項
及
び
第
七
項
に
規
定
す
る
技
術
基
準

（１１）
　
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
二
十
九
第
一
項
、
第
二
項
、
第
五
項
及
び
第
八
項
に
規
定
す
る
技
術
基
準

（１２）
　
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
二
十
九
第
一
項
、
第
二
項
、
第
六
項
及
び
第
八
項
に
規
定
す
る
技
術
基
準

十
二
　
前
条
第
二
項
第
三
号
に
規
定
す
る
陸
上
移
動
中
継
局

（１）
　
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
六
に
規
定
す
る
技
術
基
準
の
う
ち
陸
上
移
動
中
継
局
に
係
る
も
の

（２）
　
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
二
十
八
に
規
定
す
る
技
術
基
準
の
う
ち
陸
上
移
動
中
継
局
に
係
る
も
の

（３）
　
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
二
十
九
に
規
定
す
る
技
術
基
準
の
う
ち
陸
上
移
動
中
継
局
に
係
る
も
の

（
特
定
無
線
局
の
開
設
等
の
届
出
期
間
）

第
十
五
条
の
四
　
法
第
二
十
七
条
の
六
第
三
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
期
間
は
、
十
五
日
と
す
る
。

（
登
録
の
対
象
と
す
る
無
線
局
）

第
十
六
条
　
法
第
二
十
七
条
の
二
十
一
第
一
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
無
線
局
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
八
の
三
に
規
定
す
る
技
術
基
準
に
係
る
無
線
設
備
を
使
用
す
る
空
中
線
電
力
が
一

ワ
ッ
ト
以
下
の
基
地
局

一
の
二
　
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
八
の
三
第
四
項
に
規
定
す
る
技
術
基
準
に
係
る
無
線
設
備
を
使
用
す
る
空
中

線
電
力
が
一
〇
ミ
リ
ワ
ッ
ト
以
下
の
陸
上
移
動
局

二
　
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
九
第
一
号
に
規
定
す
る
技
術
基
準
に
係
る
無
線
設
備
（
同
号
ニ
た
だ
し
書
に
該
当

す
る
も
の
を
除
く
。
）
を
使
用
す
る
構
内
無
線
局
（
専
ら
移
動
体
識
別
用
で
使
用
す
る
も
の
に
限
る
。
）

三
　
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
九
第
三
号
に
規
定
す
る
技
術
基
準
に
係
る
無
線
設
備
（
同
号
ハ
の
技
術
基
準
が
適

用
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。
）
を
使
用
す
る
構
内
無
線
局

四
　
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
二
十
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
技
術
基
準
に
係
る
無
線
設
備
を
使
用
す
る
基
地
局

五
　
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
二
十
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
技
術
基
準
に
係
る
無
線
設
備
を
使
用
す
る
陸
上
移

動
中
継
局

六
　
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
二
十
一
第
一
項
に
規
定
す
る
技
術
基
準
に
係
る
無
線
設
備
を
使
用
す
る
基
地
局

七
　
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
二
十
一
第
一
項
に
規
定
す
る
技
術
基
準
に
係
る
無
線
設
備
を
使
用
す
る
陸
上
移
動

中
継
局

八
　
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
二
十
一
第
一
項
に
規
定
す
る
技
術
基
準
に
係
る
無
線
設
備
を
使
用
す
る
陸
上
移

動
局

九
　
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
二
十
一
第
一
項
に
規
定
す
る
技
術
基
準
に
係
る
無
線
設
備
を
使
用
す
る
携
帯
基

地
局

十
　
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
二
十
一
第
一
項
に
規
定
す
る
技
術
基
準
に
係
る
無
線
設
備
を
使
用
す
る
携
帯
局

十
一
　
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
三
十
四
第
一
項
に
規
定
す
る
技
術
基
準
に
係
る
無
線
設
備
を
使
用
す
る
陸
上
移

動
局

十
一
の
二
　
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
三
十
四
第
二
項
に
規
定
す
る
技
術
基
準
に
係
る
無
線
設
備
（
同
項
第
五
号

た
だ
し
書
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）
を
使
用
す
る
陸
上
移
動
局

十
二
　
設
備
規
則
第
五
十
四
条
第
二
号
及
び
同
条
第
二
号
の
二
に
規
定
す
る
技
術
基
準
に
係
る
無
線
設
備
（
同
条

第
二
号
チ
の
技
術
基
準
が
適
用
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。
）
を
使
用
す
る
簡
易
無
線
局

（
登
録
局
の
無
線
設
備
の
規
格
）

第
十
七
条
　
法
第
二
十
七
条
の
二
十
一
第
一
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
無
線
設
備
の
規
格
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と

す
る
。

一
　
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
八
の
三
に
規
定
す
る
技
術
基
準
の
う
ち
基
地
局
に
係
る
も
の

一
の
二
　
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
八
の
三
第
四
項
に
規
定
す
る
技
術
基
準
の
う
ち
陸
上
移
動
局
に
係
る
も
の

二
　
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
九
第
一
号
に
規
定
す
る
技
術
基
準

三
　
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
九
第
三
号
に
規
定
す
る
技
術
基
準

四
　
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
二
十
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
技
術
基
準
の
う
ち
基
地
局
に
係
る
も
の

五
　
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
二
十
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
技
術
基
準
の
う
ち
陸
上
移
動
中
継
局
に
係
る
も
の

六
　
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
二
十
一
第
一
項
に
規
定
す
る
技
術
基
準
の
う
ち
基
地
局
に
係
る
も
の

七
　
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
二
十
一
第
一
項
に
規
定
す
る
技
術
基
準
の
う
ち
陸
上
移
動
中
継
局
に
係
る
も
の

八
　
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
二
十
一
第
一
項
に
規
定
す
る
技
術
基
準
の
う
ち
陸
上
移
動
局
に
係
る
も
の

九
　
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
二
十
一
第
一
項
に
規
定
す
る
技
術
基
準
の
う
ち
携
帯
基
地
局
に
係
る
も
の

十
　
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
二
十
一
第
一
項
に
規
定
す
る
技
術
基
準
の
う
ち
携
帯
局
に
係
る
も
の

十
一
　
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
三
十
四
第
一
項
に
規
定
す
る
技
術
基
準

十
一
の
二
　
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
三
十
四
第
二
項
に
規
定
す
る
技
術
基
準

十
二
　
設
備
規
則
第
五
十
四
条
第
二
号
及
び
同
条
第
二
号
の
二
に
規
定
す
る
技
術
基
準

（
登
録
局
の
開
設
区
域
）

第
十
八
条
　
法
第
二
十
七
条
の
二
十
一
第
一
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
区
域
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一
　
三
五
一
・
〇
三
一
二
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
上
三
五
一
・
六
三
一
二
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下
の
周
波
数
の
電
波
を
使
用
す
る
無

線
局
の
開
設
区
域
は
、
総
務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
区
域
と
す
る
。

二
　
四
、
九
〇
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
五
、
〇
〇
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下
の
周
波
数
の
電
波
を
使
用
す
る
無
線
局
の
開
設
区
域

は
、
総
務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
区
域
と
す
る
。

三
　
五
、
一
五
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
五
、
二
五
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下
の
周
波
数
の
電
波
を
使
用
す
る
無
線
局
の
開
設
区
域

は
、
総
務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
区
域
と
す
る
。

２
　
前
項
に
掲
げ
る
無
線
局
以
外
の
も
の
の
開
設
区
域
は
、
全
国
と
す
る
。
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（
軽
微
な
事
項
）

第
十
九
条
　
法
第
二
十
七
条
の
二
十
六
第
一
項
た
だ
し
書
の
総
務
省
令
で
定
め
る
軽
微
な
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
と

お
り
と
す
る
。

一
　
前
条
に
規
定
す
る
区
域
内
に
お
け
る
無
線
設
備
の
設
置
場
所
（
移
動
す
る
無
線
局
に
あ
つ
て
は
、
常
置
場
所

又
は
移
動
範
囲
）
の
変
更
で
あ
つ
て
、
登
録
を
し
た
総
合
通
信
局
長
の
管
轄
区
域
を
越
え
な
い
も
の

二
　
周
波
数
又
は
空
中
線
電
力
の
変
更
で
あ
つ
て
、
無
線
設
備
の
変
更
の
工
事
を
伴
わ
な
い
も
の

２
　
法
第
二
十
七
条
の
三
十
三
第
一
項
た
だ
し
書
の
総
務
省
令
で
定
め
る
軽
微
な
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と

す
る
。

一
　
無
線
設
備
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
区
域
（
移
動
す
る
無
線
局
に
あ
つ
て
は
、
移
動
範
囲
）
の
変
更
で
あ
つ

て
、
そ
の
変
更
が
第
十
八
条
に
規
定
す
る
区
域
内
で
あ
り
、
か
つ
、
登
録
を
し
た
総
合
通
信
局
長
の
管
轄
区
域

を
越
え
な
い
も
の

二
　
周
波
数
又
は
空
中
線
電
力
の
変
更
で
あ
つ
て
、
無
線
設
備
の
変
更
の
工
事
を
伴
わ
な
い
も
の

（
無
線
局
の
開
設
の
届
出
期
間
）

第
二
十
条
　
法
第
二
十
七
条
の
三
十
四
の
総
務
省
令
で
定
め
る
期
間
は
、
十
五
日
と
す
る
。

（
あ
つ
せ
ん
等
の
対
象
と
な
る
無
線
局
に
係
る
業
務
）

第
二
十
条
の
二
　
法
第
二
十
七
条
の
三
十
八
第
一
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
業
務
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
電
気
通
信
業
務

二
　
放
送
の
業
務

三
　
人
命
若
し
く
は
財
産
の
保
護
又
は
治
安
の
維
持
に
係
る
業
務

四
　
電
気
事
業
に
係
る
電
気
の
供
給
の
業
務

五
　
鉄
道
事
業
に
係
る
列
車
の
運
行
の
業
務

六
　
ガ
ス
事
業
に
係
る
ガ
ス
の
供
給
の
業
務

七
　
設
備
規
則
第
三
条
第
六
号
に
規
定
す
る
デ
ジ
タ
ル
Ｍ
Ｃ
Ａ
陸
上
移
動
通
信
又
は
同
条
第
六
号
の
二
に
規
定
す

る
高
度
Ｍ
Ｃ
Ａ
陸
上
移
動
通
信
を
行
う
無
線
局
を
使
用
す
る
業
務

（
あ
つ
せ
ん
等
に
係
る
無
線
局
に
関
す
る
事
項
）

第
二
十
条
の
三
　
法
第
二
十
七
条
の
三
十
八
第
一
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
通
信
の
相
手
方

二
　
通
信
事
項

三
　
無
線
設
備
の
設
置
場
所
（
包
括
登
録
に
係
る
登
録
局
に
あ
つ
て
は
、
無
線
設
備
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
区
域

（
移
動
す
る
無
線
局
に
あ
つ
て
は
、
移
動
範
囲
）
）

四
　
無
線
設
備

五
　
放
送
事
項

六
　
放
送
区
域

七
　
識
別
信
号

八
　
電
波
の
型
式

九
　
周
波
数

十
　
空
中
線
電
力

十
一
　
運
用
許
容
時
間

第
二
節
　
周
波
数
割
当
計
画
の
公
開

（
閲
覧
の
場
所
）

第
二
十
一
条
　
周
波
数
割
当
計
画
は
、
次
の
場
所
に
お
い
て
公
衆
の
閲
覧
に
供
す
る
。

一
　
総
務
省
総
合
通
信
基
盤
局

二
　
総
合
通
信
局
（
沖
縄
総
合
通
信
事
務
所
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）

第
二
節
の
二
　
開
設
指
針
の
制
定
の
申
出
の
手
続

（
開
設
指
針
の
制
定
の
申
出
の
手
続
）

第
二
十
一
条
の
二
　
法
第
二
十
七
条
の
十
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
は
、
別
表
第
二
号
の
三
の
二
の
様
式
の
申

出
書
を
総
務
大
臣
に
提
出
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
法
第
二
十
七
条
の
十
三
第
一
項
た
だ
し
書
の
総
務
省
令
で
定
め
る
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に

応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
者
と
す
る
。

一
　
法
第
二
十
七
条
の
十
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
を
し
た
者
が
、
当
該
申
出
に
係
る
開
設
指
針
の
制
定
の

要
否
の
決
定
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
単
に
「
要
否
の
決
定
」
と
い
う
。
）
が
さ
れ
て
い
な
い
間
に
、
当
該
申

出
に
お
い
て
開
設
を
希
望
す
る
特
定
基
地
局
が
使
用
す
る
周
波
数
と
し
て
申
し
出
た
も
の
（
以
下
こ
の
条
に
お

い
て
「
申
出
周
波
数
」
と
い
う
。
）
と
同
一
の
も
の
に
つ
い
て
、
別
に
同
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
を
し
よ
う
と

す
る
場
合
　
当
該
申
出
を
し
た
者

二
　
法
第
二
十
七
条
の
十
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
を
し
た
者
が
、
当
該
申
出
に
係
る
開
設
指
針
が
制
定
さ

れ
た
場
合
に
お
い
て
、
第
八
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
せ
ず
、
か
つ
、
当
該
開
設
指
針
に
係
る
開
設
計
画
の
認

定
の
申
請
を
正
当
な
理
由
な
く
法
第
二
十
七
条
の
十
四
第
三
項
に
規
定
す
る
期
間
内
に
行
わ
な
い
場
合
で
あ
つ

て
、
当
該
期
間
が
満
了
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
経
過
し
な
い
と
き
　
当
該
申
出
を
し
た
者

３
　
法
第
二
十
七
条
の
十
三
第
一
項
第
六
号
の
総
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一
　
法
第
二
十
六
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
有
効
利
用
評
価
の
結
果
を
踏
ま
え
た
、
申
出
人
が
開
設
を
希
望
す

る
特
定
基
地
局
に
よ
る
申
出
周
波
数
の
電
波
の
有
効
利
用
の
程
度
の
見
込
み
に
関
す
る
事
項

二
　
申
出
人
が
、
電
気
通
信
事
業
法
第
九
条
の
登
録
を
受
け
て
い
る
場
合
に
あ
つ
て
は
当
該
登
録
の
年
月
日
及
び

登
録
番
号
（
同
法
第
十
二
条
の
二
第
一
項
の
登
録
の
更
新
を
受
け
て
い
る
場
合
に
あ
つ
て
は
当
該
登
録
及
び
そ

の
更
新
の
年
月
日
並
び
に
登
録
番
号
）
、
同
法
第
九
条
の
登
録
を
受
け
て
い
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
同
条
の
登

録
の
申
請
に
関
す
る
事
項

三
　
申
出
人
の
財
務
に
関
す
る
事
項

四
　
申
出
人
が
開
設
を
希
望
す
る
特
定
基
地
局
の
通
信
の
相
手
方
で
あ
る
移
動
す
る
無
線
局
が
使
用
す
る
周
波
数

４
　
法
第
二
十
七
条
の
十
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
申
し
出
よ
う
と
す
る
周
波
数
を

現
に
使
用
し
て
い
る
既
設
電
気
通
信
業
務
用
基
地
局
（
法
第
二
十
七
条
の
十
二
第
二
項
に
規
定
す
る
既
設
電
気
通

信
業
務
用
基
地
局
を
い
う
。
第
六
項
第
四
号
及
び
第
十
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
係
る
認
定
計
画
の
認
定
の
有
効

期
間
が
満
了
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、
当
該
有
効
期
間
の
満
了
前
一
年
以
内
に
限
り
当
該
申
出
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

５
　
総
務
大
臣
は
、
法
第
二
十
七
条
の
十
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
開
設
指
針
の
制
定
の
要
否
を
決
定
す
る
に
当
た

つ
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
申
出
人
に
対
し
、
資
料
の
提
出
及
び
説
明
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

６
　
法
第
二
十
七
条
の
十
三
第
二
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一
　
申
出
人
の
電
気
通
信
事
業
法
第
九
条
の
登
録
若
し
く
は
同
法
第
十
二
条
の
二
第
一
項
の
登
録
の
更
新
の
状
況

又
は
同
法
第
九
条
の
登
録
の
見
込
み

二
　
申
出
人
の
財
務
の
状
況

三
　
申
出
に
係
る
法
第
二
十
七
条
の
十
三
第
一
項
第
四
号
に
規
定
す
る
特
定
基
地
局
の
開
設
時
期
が
、
申
出
周
波

数
に
係
る
認
定
計
画
の
認
定
の
有
効
期
間
の
満
了
日
後
で
あ
る
か
否
か
の
別

四
　
既
設
電
気
通
信
業
務
用
基
地
局
が
現
に
使
用
し
て
い
る
周
波
数
の
電
波
の
有
効
利
用
の
程
度

五
　
電
波
の
特
性
そ
の
他
の
事
項
を
勘
案
し
て
申
出
周
波
数
の
電
波
と
同
等
と
認
め
ら
れ
る
電
波
の
周
波
数
に
つ

い
て
、
新
た
な
割
当
て
が
現
に
可
能
で
あ
る
か
否
か
の
別
又
は
早
期
に
可
能
と
な
る
見
込
み

六
　
申
出
周
波
数
に
係
る
認
定
計
画
が
そ
の
認
定
を
受
け
た
日
か
ら
法
第
二
十
七
条
の
十
三
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
申
出
が
あ
つ
た
日
ま
で
の
期
間

七
　
申
出
周
波
数
に
係
る
認
定
計
画
の
認
定
の
有
効
期
間
が
満
了
す
る
年
度
の
翌
年
度
の
法
第
二
十
六
条
の
三
第

四
項
の
規
定
に
よ
る
有
効
利
用
評
価
の
結
果
の
報
告
が
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
認
定
計
画

７
　
申
出
人
は
、
当
該
申
出
人
が
し
た
法
第
二
十
七
条
の
十
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
に
係
る
要
否
の
決
定
が

さ
れ
る
ま
で
は
、
当
該
申
出
を
取
り
下
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

８
　
申
出
人
は
、
前
項
の
申
出
に
係
る
要
否
の
決
定
が
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
決
定
の
日
か
ら
当
該
申
出
に

係
る
開
設
指
針
に
係
る
法
第
二
十
七
条
の
十
四
第
三
項
に
規
定
す
る
期
間
の
開
始
の
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
当
該

申
出
に
係
る
特
定
基
地
局
を
開
設
す
る
必
要
が
な
く
な
つ
た
場
合
に
は
、
速
や
か
に
そ
の
旨
を
総
務
大
臣
に
報
告

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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９
　
総
務
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
が
あ
つ
た
と
き
は
、
前
項
の
開
設
指
針
を
制
定
し
な
い
こ
と
又
は
廃

止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

10
　
総
務
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
開
設
指
針
を
制
定
し
な
い
こ
と
と
し
た
と
き
、
又
は
廃
止
し
た
と
き
は
、

申
出
人
及
び
第
七
項
の
申
出
に
係
る
要
否
の
決
定
に
係
る
既
設
電
気
通
信
業
務
用
基
地
局
の
免
許
人
に
対
し
、
遅

滞
な
く
そ
の
旨
及
び
そ
の
理
由
を
通
知
し
、
公
表
す
る
と
と
も
に
、
電
波
監
理
審
議
会
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

第
三
節
　
安
全
施
設

（
無
線
設
備
の
安
全
性
の
確
保
）

第
二
十
一
条
の
三
　
無
線
設
備
は
、
破
損
、
発
火
、
発
煙
等
に
よ
り
人
体
に
危
害
を
及
ぼ
し
、
又
は
物
件
に
損
傷
を

与
え
る
こ
と
が
あ
つ
て
は
な
ら
な
い
。

（
電
波
の
強
度
に
対
す
る
安
全
施
設
）

第
二
十
一
条
の
四
　
無
線
設
備
に
は
、
当
該
無
線
設
備
か
ら
発
射
さ
れ
る
電
波
の
強
度
（
電
界
強
度
、
磁
界
強
度
、

電
力
束
密
度
及
び
磁
束
密
度
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
別
表
第
二
号
の
三
の
三
に
定
め
る
値
を
超
え
る
場
所
（
人

が
通
常
、
集
合
し
、
通
行
し
、
そ
の
他
出
入
り
す
る
場
所
に
限
る
。
）
に
取
扱
者
の
ほ
か
容
易
に
出
入
り
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
よ
う
に
、
施
設
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
無
線
局
の
無
線
設
備

に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

一
　
平
均
電
力
が
二
〇
ミ
リ
ワ
ッ
ト
以
下
の
無
線
局
の
無
線
設
備

二
　
移
動
す
る
無
線
局
の
無
線
設
備

三
　
地
震
、
台
風
、
洪
水
、
津
波
、
雪
害
、
火
災
、
暴
動
そ
の
他
非
常
の
事
態
が
発
生
し
、
又
は
発
生
す
る
お
そ

れ
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
臨
時
に
開
設
す
る
無
線
局
の
無
線
設
備

四
　
前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
規
定
を
適
用
す
る
こ
と
が
不
合
理
で
あ
る
も
の
と
し
て
総
務
大
臣
が

別
に
告
示
す
る
無
線
局
の
無
線
設
備

２
　
前
項
の
電
波
の
強
度
の
算
出
方
法
及
び
測
定
方
法
に
つ
い
て
は
、
総
務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
。

（
高
圧
電
気
に
対
す
る
安
全
施
設
）

第
二
十
二
条
　
高
圧
電
気
（
高
周
波
若
し
く
は
交
流
の
電
圧
三
〇
〇
ボ
ル
ト
又
は
直
流
の
電
圧
七
五
〇
ボ
ル
ト
を
こ

え
る
電
気
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
使
用
す
る
電
動
発
電
機
、
変
圧
器
、
ろヽ
波
器
、
整
流
器
そ
の
他
の
機
器
は
、

外
部
よ
り
容
易
に
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
に
、
絶
縁
しヽ
やヽ
へヽ
いヽ
体
又
は
接
地
さ
れ
た
金
属
しヽ
やヽ
へヽ
いヽ
体
の

内
に
収
容
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
但
し
、
取
扱
者
の
ほ
か
出
入
で
き
な
い
よ
う
に
設
備
し
た
場
所
に
装
置
す
る

場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
二
十
三
条
　
送
信
設
備
の
各
単
位
装
置
相
互
間
を
つ
な
ぐ
電
線
で
あ
つ
て
高
圧
電
気
を
通
ず
る
も
の
は
、
線
溝
若

し
く
は
丈
夫
な
絶
縁
体
又
は
接
地
さ
れ
た
金
属
しヽ
やヽ
へヽ
いヽ
体
の
内
に
収
容
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
但
し
、
取
扱

者
の
ほ
か
出
入
で
き
な
い
よ
う
に
設
備
し
た
場
所
に
装
置
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
二
十
四
条
　
送
信
設
備
の
調
整
盤
又
は
外
箱
か
ら
露
出
す
る
電
線
に
高
圧
電
気
を
通
ず
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ

の
電
線
が
絶
縁
さ
れ
て
い
る
と
き
で
あ
つ
て
も
、
電
気
設
備
に
関
す
る
技
術
基
準
を
定
め
る
省
令
（
昭
和
四
十
年

通
商
産
業
省
令
第
六
十
一
号
）
の
規
定
す
る
と
こ
ろ
に
準
じ
て
保
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
五
条
　
送
信
設
備
の
空
中
線
、
給
電
線
若
し
く
は
カ
ウ
ン
タ
ー
ポ
イ
ズ
で
あ
つ
て
高
圧
電
気
を
通
ず
る
も
の

は
、
そ
の
高
さ
が
人
の
歩
行
そ
の
他
起
居
す
る
平
面
か
ら
二
・
五
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
但
し
、
左
の
各
号
の
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一
　
二
・
五
メ
ー
ト
ル
に
満
た
な
い
高
さ
の
部
分
が
、
人
体
に
容
易
に
ふ
れ
な
い
構
造
で
あ
る
場
合
又
は
人
体
が

容
易
に
ふ
れ
な
い
位
置
に
あ
る
場
合

二
　
移
動
局
で
あ
つ
て
、
そ
の
移
動
体
の
構
造
上
困
難
で
あ
り
、
且
つ
、
無
線
従
事
者
以
外
の
者
が
出
入
し
な
い

場
所
に
あ
る
場
合

（
空
中
線
等
の
保
安
施
設
）

第
二
十
六
条
　
無
線
設
備
の
空
中
線
系
に
は
避
雷
器
又
は
接
地
装
置
を
、
ま
た
、
カ
ウ
ン
タ
ー
ポ
イ
ズ
に
は
接
地
装

置
を
そ
れ
ぞ
れ
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
二
六
・
一
七
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
る
周
波
数
を
使
用
す
る
無

線
局
の
無
線
設
備
及
び
陸
上
移
動
局
又
は
携
帯
局
の
無
線
設
備
の
空
中
線
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
航
空
機
用
気
象
レ
ー
ダ
ー
の
安
全
施
設
）

第
二
十
七
条
　
航
空
機
用
気
象
レ
ー
ダ
ー
に
は
、
そ
の
設
備
の
操
作
に
伴
つ
て
人
体
に
危
害
を
及
ぼ
し
又
は
物
件
に

損
傷
を
与
え
る
お
そ
れ
の
あ
る
場
合
は
、
必
要
と
認
め
ら
れ
る
施
設
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
節
　
船
舶
局
、
航
空
機
局
等
の
特
則

（
義
務
船
舶
局
の
無
線
設
備
の
機
器
）

第
二
十
八
条
　
法
第
三
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
船
舶
及
び
航
行
区
域
の
区
分
に
応
じ
て
義
務
船
舶
局
の
無
線
設
備
に

備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
機
器
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
義
務
船
舶
局
の
あ
る
船
舶
の
船
体
の

構
造
そ
の
他
の
事
情
に
よ
り
当
該
機
器
を
備
え
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
総
合
通
信
局
長
が
認
め
る
も
の
に
つ
い

て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一
　
Ａ
一
海
域
（
Ｆ
二
Ｂ
電
波
一
五
六
・
五
二
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
に
よ
る
遭
難
通
信
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
海
岸
局
の
通

信
圏
で
あ
つ
て
、
総
務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
も
の
及
び
外
国
の
政
府
が
定
め
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

の
み
を
航
行
す
る
船
舶
の
義
務
船
舶
局
に
あ
つ
て
は
、
次
の
機
器

（１）
　
送
信
設
備
及
び
受
信
設
備
の
機
器

超
短
波
帯
（
一
五
六
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
一
五
七
・
四
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下
の
周
波
数
帯
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び

第
三
十
二
条
の
十
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
無
線
設
備
（
デ
ジ
タ
ル
選
択
呼
出
装
置
及
び
無
線
電
話
に
よ
る

通
信
が
可
能
な
も
の
に
限
る
。
）
の
機
器
　
一
台

（２）
　
遭
難
自
動
通
報
設
備
の
機
器

（一）
　
捜
索
救
助
用
レ
ー
ダ
ー
ト
ラ
ン
ス
ポ
ン
ダ
又
は
捜
索
救
助
用
位
置
指
示
送
信
装
置
　
一
台
（
旅
客
船
又

は
総
ト
ン
数
五
〇
〇
ト
ン
以
上
の
船
舶
で
あ
つ
て
、
国
際
航
海
に
従
事
す
る
も
の
及
び
遠
洋
区
域
又
は
近

海
区
域
を
航
行
区
域
と
す
る
も
の
（
国
際
航
海
に
従
事
す
る
も
の
を
除
く
。
）
の
義
務
船
舶
局
に
つ
い
て

は
、
二
台
（
旅
客
船
（
国
際
航
海
に
従
事
し
な
い
も
の
に
あ
つ
て
は
、
遠
洋
区
域
又
は
近
海
区
域
を
航
行

区
域
と
す
る
も
の
に
限
る
。
）
で
あ
つ
て
、
船
首
、
船
尾
又
は
舷
側
に
開
口
部
を
有
す
る
も
の
の
義
務
船

舶
局
に
つ
い
て
は
、
当
該
船
舶
に
積
載
す
る
生
存
艇
の
数
四
に
対
し
一
の
割
合
の
台
数
を
加
え
る
も
の
と

す
る
。
）
）

（二）
　
衛
星
非
常
用
位
置
指
示
無
線
標
識
　
一
台

（３）
　
船
舶
の
航
行
の
安
全
に
関
す
る
情
報
を
受
信
す
る
た
め
の
機
器

（一）
　
ナ
ブ
テ
ツ
ク
ス
受
信
機
（
Ｆ
一
Ｂ
電
波
五
一
八
ｋ
Ｈ
ｚ
を
受
信
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
に
限
る
。
以

下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
　
一
台

（二）
　
高
機
能
グ
ル
ー
プ
呼
出
受
信
機
（
ナ
ブ
テ
ツ
ク
ス
受
信
機
の
た
め
の
海
上
安
全
情
報
を
送
信
す
る
無
線

局
の
通
信
圏
と
し
て
、
総
務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
も
の
及
び
外
国
の
政
府
が
定
め
る
も
の
を
超
え
て
航

行
す
る
船
舶
の
義
務
船
舶
局
に
限
る
。
次
号
及
び
第
三
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
　
一
台

（４）
　
そ
の
他
の
機
器

（一）
　
双
方
向
無
線
電
話
（
生
存
艇
に
固
定
し
て
使
用
す
る
も
の
を
除
く
。
次
号
及
び
第
三
号
に
お
い
て
同

じ
。
）
　
二
台
（
旅
客
船
又
は
総
ト
ン
数
五
〇
〇
ト
ン
以
上
の
船
舶
で
あ
つ
て
、
国
際
航
海
に
従
事
す
る
も

の
及
び
遠
洋
区
域
又
は
近
海
区
域
を
航
行
区
域
と
す
る
旅
客
船
（
国
際
航
海
に
従
事
す
る
も
の
を
除
く
。
）

の
義
務
船
舶
局
に
つ
い
て
は
、
三
台
）

（二）
　
船
舶
航
空
機
間
双
方
向
無
線
電
話
（
国
際
航
海
に
従
事
す
る
旅
客
船
の
義
務
船
舶
局
に
限
る
。
次
号
及

び
第
三
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
　
一
台

（三）
　
超
短
波
帯
の
デ
ジ
タ
ル
選
択
呼
出
専
用
受
信
機
　
一
台

（四）
　
船
舶
自
動
識
別
装
置
の
機
器
（
旅
客
船
で
あ
つ
て
国
際
航
海
に
従
事
す
る
も
の
、
総
ト
ン
数
三
〇
〇
ト

ン
以
上
の
旅
客
船
以
外
の
船
舶
で
あ
つ
て
国
際
航
海
に
従
事
す
る
も
の
及
び
国
際
航
海
に
従
事
し
な
い
総

ト
ン
数
五
〇
〇
ト
ン
以
上
の
船
舶
の
義
務
船
舶
局
に
限
る
。
次
号
及
び
第
三
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
　
一
台

（五）
　
地
上
無
線
航
法
装
置
又
は
衛
星
無
線
航
法
装
置
の
機
器
（
旅
客
船
で
あ
つ
て
国
際
航
海
に
従
事
す
る
も

の
、
及
び
国
際
航
海
に
従
事
す
る
旅
客
船
以
外
の
船
舶
で
あ
つ
て
総
ト
ン
数
二
〇
ト
ン
以
上
の
船
舶
（
国
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際
航
海
に
従
事
し
な
い
総
ト
ン
数
五
〇
〇
ト
ン
未
満
の
船
舶
の
う
ち
総
務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
も
の
を

除
く
。
）
の
義
務
船
舶
局
に
限
る
。
次
号
及
び
第
三
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
　
一
台

二
　
Ａ
一
海
域
及
び
Ａ
二
海
域
（
Ｆ
一
Ｂ
電
波
二
、
一
八
七
・
五
ｋ
Ｈ
ｚ
に
よ
る
遭
難
通
信
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
海
岸
局
の
通
信
圏
（
Ａ
一
海
域
を
除
く
。
）
で
あ
つ
て
、
総
務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
も
の
及
び
外
国
の
政

府
が
定
め
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
み
を
航
行
す
る
船
舶
の
義
務
船
舶
局
に
あ
つ
て
は
、
次
の
機
器

（１）
　
送
信
設
備
及
び
受
信
設
備
の
機
器

（一）
　
超
短
波
帯
の
無
線
設
備
（
デ
ジ
タ
ル
選
択
呼
出
装
置
及
び
無
線
電
話
に
よ
る
通
信
が
可
能
な
も
の
に
限

る
。
）
の
機
器
　
一
台

（二）
　
中
短
波
帯
（
一
、
六
〇
六
・
五
ｋ
Ｈ
ｚ
を
超
え
三
、
九
〇
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
以
下
の
周
波
数
帯
を
い
う
。
以
下

こ
の
条
及
び
第
三
十
二
条
の
十
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
無
線
設
備
（
デ
ジ
タ
ル
選
択
呼
出
装
置
及
び
無
線

電
話
に
よ
る
通
信
が
可
能
な
も
の
に
限
る
。
）
の
機
器
　
一
台

（２）
　
遭
難
自
動
通
報
設
備
の
機
器

（一）
　
捜
索
救
助
用
レ
ー
ダ
ー
ト
ラ
ン
ス
ポ
ン
ダ
又
は
捜
索
救
助
用
位
置
指
示
送
信
装
置
　
一
台
（
旅
客
船
又

は
総
ト
ン
数
五
〇
〇
ト
ン
以
上
の
船
舶
で
あ
つ
て
、
国
際
航
海
に
従
事
す
る
も
の
及
び
遠
洋
区
域
又
は
近

海
区
域
を
航
行
区
域
と
す
る
も
の
（
国
際
航
海
に
従
事
す
る
も
の
を
除
く
。
）
の
義
務
船
舶
局
に
つ
い
て

は
、
二
台
（
旅
客
船
（
国
際
航
海
に
従
事
し
な
い
も
の
に
あ
つ
て
は
、
遠
洋
区
域
又
は
近
海
区
域
を
航
行

区
域
と
す
る
も
の
に
限
る
。
）
で
あ
つ
て
、
船
首
、
船
尾
又
は
舷
側
に
開
口
部
を
有
す
る
も
の
の
義
務
船

舶
局
に
つ
い
て
は
、
当
該
船
舶
に
積
載
す
る
生
存
艇
の
数
四
に
対
し
一
の
割
合
の
台
数
を
加
え
る
も
の
と

す
る
。
）
）

（二）
　
衛
星
非
常
用
位
置
指
示
無
線
標
識
　
一
台

（３）
　
船
舶
の
航
行
の
安
全
に
関
す
る
情
報
を
受
信
す
る
た
め
の
機
器

（一）
　
ナ
ブ
テ
ツ
ク
ス
受
信
機
　
一
台

（二）
　
高
機
能
グ
ル
ー
プ
呼
出
受
信
機
　
一
台

（４）
　
そ
の
他
の
機
器

（一）
　
双
方
向
無
線
電
話
　
二
台
（
旅
客
船
又
は
総
ト
ン
数
五
〇
〇
ト
ン
以
上
の
船
舶
で
あ
つ
て
、
国
際
航
海

に
従
事
す
る
も
の
及
び
遠
洋
区
域
又
は
近
海
区
域
を
航
行
区
域
と
す
る
旅
客
船
（
国
際
航
海
に
従
事
す
る

も
の
を
除
く
。
）
の
義
務
船
舶
局
に
つ
い
て
は
、
三
台
）

（二）
　
船
舶
航
空
機
間
双
方
向
無
線
電
話
　
一
台

（三）
　
超
短
波
帯
の
デ
ジ
タ
ル
選
択
呼
出
専
用
受
信
機
　
一
台

（四）
　
中
短
波
帯
の
デ
ジ
タ
ル
選
択
呼
出
専
用
受
信
機
　
一
台

（五）
　
船
舶
自
動
識
別
装
置
の
機
器
　
一
台

（六）
　
地
上
無
線
航
法
装
置
又
は
衛
星
無
線
航
法
装
置
の
機
器
　
一
台

三
　
Ａ
一
海
域
、
Ａ
二
海
域
及
び
そ
の
他
の
海
域
を
航
行
す
る
船
舶
の
義
務
船
舶
局
に
あ
つ
て
は
、
次
の
機
器

（１）
　
送
信
設
備
及
び
受
信
設
備
の
機
器

（一）
　
超
短
波
帯
の
無
線
設
備
（
デ
ジ
タ
ル
選
択
呼
出
装
置
及
び
無
線
電
話
に
よ
る
通
信
が
可
能
な
も
の
に
限

る
。
）
の
機
器
　
一
台

（二）
　
中
短
波
帯
及
び
短
波
帯
（
四
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
二
六
・
一
七
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下
の
周
波
数
帯
を
い
う
。
以
下

こ
の
条
及
び
第
三
十
二
条
の
十
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
無
線
設
備
（
デ
ジ
タ
ル
選
択
呼
出
装
置
、
無
線
電

話
及
び
狭
帯
域
直
接
印
刷
電
信
装
置
に
よ
る
通
信
（
国
際
航
海
に
従
事
し
な
い
船
舶
の
義
務
船
舶
局
の
場

合
に
あ
つ
て
は
、
デ
ジ
タ
ル
選
択
呼
出
装
置
及
び
無
線
電
話
に
よ
る
通
信
と
す
る
。
）
が
可
能
な
も
の
に

限
る
。
）
の
機
器
　
一
台

（２）
　
遭
難
自
動
通
報
設
備
の
機
器

（一）
　
捜
索
救
助
用
レ
ー
ダ
ー
ト
ラ
ン
ス
ポ
ン
ダ
又
は
捜
索
救
助
用
位
置
指
示
送
信
装
置
　
一
台
（
旅
客
船
又

は
総
ト
ン
数
五
〇
〇
ト
ン
以
上
の
船
舶
で
あ
つ
て
、
国
際
航
海
に
従
事
す
る
も
の
及
び
遠
洋
区
域
又
は
近

海
区
域
を
航
行
区
域
と
す
る
も
の
（
国
際
航
海
に
従
事
す
る
も
の
を
除
く
。
）
の
義
務
船
舶
局
に
つ
い
て

は
、
二
台
（
旅
客
船
（
国
際
航
海
に
従
事
し
な
い
も
の
に
あ
つ
て
は
、
遠
洋
区
域
又
は
近
海
区
域
を
航
行

区
域
と
す
る
も
の
に
限
る
。
）
で
あ
つ
て
、
船
首
、
船
尾
又
は
舷
側
に
開
口
部
を
有
す
る
も
の
の
義
務
船

舶
局
に
つ
い
て
は
、
当
該
船
舶
に
積
載
す
る
生
存
艇
の
数
四
に
対
し
一
の
割
合
の
台
数
を
加
え
る
も
の
と

す
る
。
）
）

（二）
　
衛
星
非
常
用
位
置
指
示
無
線
標
識
　
一
台

（３）
　
船
舶
の
航
行
の
安
全
に
関
す
る
情
報
を
受
信
す
る
た
め
の
機
器

（一）
　
ナ
ブ
テ
ツ
ク
ス
受
信
機
　
一
台

（二）
　
高
機
能
グ
ル
ー
プ
呼
出
受
信
機
　
一
台

（４）
　
そ
の
他
の
機
器

（一）
　
双
方
向
無
線
電
話
　
二
台
（
旅
客
船
又
は
総
ト
ン
数
五
〇
〇
ト
ン
以
上
の
船
舶
で
あ
つ
て
、
国
際
航
海

に
従
事
す
る
も
の
及
び
遠
洋
区
域
又
は
近
海
区
域
を
航
行
区
域
と
す
る
旅
客
船
（
国
際
航
海
に
従
事
す
る

も
の
を
除
く
。
）
の
義
務
船
舶
局
に
つ
い
て
は
、
三
台
）

（二）
　
船
舶
航
空
機
間
双
方
向
無
線
電
話
　
一
台

（三）
　
超
短
波
帯
の
デ
ジ
タ
ル
選
択
呼
出
専
用
受
信
機
　
一
台

（四）
　
中
短
波
帯
及
び
短
波
帯
の
デ
ジ
タ
ル
選
択
呼
出
専
用
受
信
機
　
一
台

（五）
　
船
舶
自
動
識
別
装
置
の
機
器
　
一
台

（六）
　
地
上
無
線
航
法
装
置
又
は
衛
星
無
線
航
法
装
置
の
機
器
　
一
台

２
　
義
務
船
舶
局
の
無
線
設
備
に
は
、
前
項
に
掲
げ
る
機
器
の
ほ
か
、
当
該
義
務
船
舶
局
の
あ
る
船
舶
の
航
行
す
る

海
域
に
応
じ
て
、
当
該
船
舶
を
運
航
す
る
た
め
に
必
要
な
陸
上
と
の
間
の
通
信
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
機
器
を
備

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
前
項
の
機
器
又
は
当
該
義
務
船
舶
局
の
あ
る
船
舶
に
開
設
す
る
他
の
無
線
局

の
無
線
設
備
に
よ
り
当
該
通
信
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

３
　
義
務
船
舶
局
の
あ
る
船
舶
の
う
ち
、
旅
客
船
で
あ
つ
て
国
際
航
海
に
従
事
す
る
も
の
及
び
総
ト
ン
数
五
〇
〇
ト

ン
以
上
の
旅
客
船
以
外
の
船
舶
で
あ
つ
て
国
際
航
海
に
従
事
す
る
も
の
（
総
務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
も
の
を
除

く
。
）
の
義
務
船
舶
局
の
無
線
設
備
に
は
、
前
二
項
の
機
器
の
ほ
か
、
船
舶
保
安
警
報
装
置
（
海
上
保
安
庁
に
対

し
て
船
舶
保
安
警
報
を
伝
送
で
き
る
こ
と
そ
の
他
総
務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
要
件
を
満
た
す
機
器
を
い
う
。
）

を
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
前
二
項
の
機
器
に
よ
り
、
当
該
要
件
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
る
場
合

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

４
　
国
際
航
海
に
従
事
す
る
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
船
舶
の
義
務
船
舶
局
の
無
線
設
備
に
は
、
前
三
項
の
機
器
の

ほ
か
、
設
備
規
則
第
四
十
五
条
の
三
の
五
に
規
定
す
る
無
線
設
備
で
あ
つ
て
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
装

置
を
備
え
る
も
の
を
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

船
舶
の
区
分

装
置

総
ト
ン
数
一
五
〇
ト
ン
以
上
の
旅
客
船

航
海
情

報
記
録

装
置

総
ト
ン
数
三
、
〇
〇
〇
ト
ン
以
上
の
旅
客
船
以
外
の
船
舶
（
専
ら
漁
労
に
従
事
す
る
船
舶
を
除
き
、
平
成

十
四
年
七
月
一
日
以
降
に
建
造
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。
）

23



総
ト
ン
数
三
、
〇
〇
〇
ト
ン
以
上
の
旅
客
船
以

外
の
船
舶
（
専
ら
漁
労
に
従
事
す
る
船
舶
を
除

き
、
平
成
十
四
年
六
月
三
十
日
以
前
に
建
造
さ

れ
た
も
の
に
限
る
。
）

船
舶
設
備
規
程
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
十
四

年
国
土
交
通
省
令
第
七
十
五
号
）
附
則
第
二
条
第
九
項
に

規
定
す
る
簡
易
型
航
海
情
報
記
録
装
置
を
備
え
て
い
な
い

も
の

航
海
情

報
記
録

装
置

船
舶
設
備
規
程
（
昭
和
九
年
逓
信
省
令
第
六
号
）
第
百
四

十
六
条
の
三
十
に
規
定
す
る
航
海
情
報
記
録
装
置
又
は
船

舶
設
備
規
程
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
附
則
第
二
条
第

九
項
に
規
定
す
る
簡
易
型
航
海
情
報
記
録
装
置
（
電
波
を

使
用
し
な
い
も
の
に
限
る
。
）
を
備
え
て
い
な
い
も
の

簡
易
型

航
海
情

報
記
録

装
置

５
　
義
務
船
舶
局
の
あ
る
船
舶
に
積
載
す
る
高
速
救
助
艇
に
は
、
当
該
高
速
救
助
艇
ご
と
に
、
手
で
保
持
し
な
く
て

も
、
送
信
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
附
属
装
置
を
有
す
る
双
方
向
無
線
電
話
を
備
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

６
　
義
務
船
舶
局
の
あ
る
船
舶
の
う
ち
、
旅
客
船
で
あ
つ
て
国
際
航
海
に
従
事
す
る
も
の
及
び
総
ト
ン
数
三
〇
〇
ト

ン
以
上
の
旅
客
船
以
外
の
船
舶
で
あ
つ
て
国
際
航
海
に
従
事
す
る
も
の
（
総
務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
も
の
を
除

く
。
）
の
義
務
船
舶
局
の
無
線
設
備
に
は
、
第
一
項
及
び
第
二
項
の
機
器
の
ほ
か
、
船
舶
長
距
離
識
別
追
跡
装
置

（
海
上
保
安
庁
に
対
し
て
自
船
の
識
別
及
び
位
置
（
そ
の
取
得
日
時
を
含
む
。
）
に
係
る
情
報
を
自
動
的
に
伝
送
で

き
る
こ
と
そ
の
他
総
務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
要
件
を
満
た
す
機
器
を
い
う
。
）
を
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
第
一
項
及
び
第
二
項
の
機
器
に
よ
り
、
当
該
要
件
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な

い
。

７
　
第
一
項
第
三
号
の
義
務
船
舶
局
で
あ
つ
て
、
そ
の
義
務
船
舶
局
の
あ
る
船
舶
に
イ
ン
マ
ル
サ
ツ
ト
船
舶
地
球
局

の
イ
ン
マ
ル
サ
ッ
ト
Ｃ
型
又
は
第
十
二
条
第
六
項
第
二
号
に
規
定
す
る
船
舶
地
球
局
の
う
ち
一
、
六
二
一
・
三
五

Ｍ
Ｈ
ｚ
か
ら
一
、
六
二
六
・
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
ま
で
の
周
波
数
の
電
波
を
使
用
す
る
無
線
設
備
を
備
え
る
も
の
は
、
第
一

項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
一
項
第
三
号
の
（
１
）
の
（
二
）
及
び
（
４
）
の
（
四
）
の
機
器
を
備
え
る
こ
と

を
要
し
な
い
。
た
だ
し
、
イ
ン
マ
ル
サ
ツ
ト
船
舶
地
球
局
の
イ
ン
マ
ル
サ
ッ
ト
Ｃ
型
の
無
線
設
備
を
備
え
る
も
の

で
あ
っ
て
、
総
務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
イ
ン
マ
ル
サ
ツ
ト
人
工
衛
星
局
の
通
信
圏
を
超
え
て
航
行
す
る
船
舶
の

義
務
船
舶
局
の
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

８
　
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
義
務
船
舶
局
に
は
、
第
一
項
第
二
号
の
（
１
）
の
（
二
）
及
び
（
４
）
の
（
四
）

の
機
器
を
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

９
　
第
一
項
の
義
務
船
舶
局
で
あ
つ
て
、
そ
の
義
務
船
舶
局
の
あ
る
船
舶
に
高
機
能
グ
ル
ー
プ
呼
出
し
受
信
の
機
能

を
持
つ
イ
ン
マ
ル
サ
ツ
ト
船
舶
地
球
局
の
無
線
設
備
又
は
高
機
能
グ
ル
ー
プ
呼
出
し
受
信
の
機
能
を
持
つ
第
十
二

条
第
六
項
第
二
号
に
規
定
す
る
船
舶
地
球
局
の
う
ち
一
、
六
二
一
・
三
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
か
ら
一
、
六
二
六
・
五
Ｍ
Ｈ
ｚ

ま
で
の
周
波
数
の
電
波
を
使
用
す
る
無
線
設
備
を
備
え
る
も
の
は
、
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
高
機
能
グ

ル
ー
プ
呼
出
受
信
機
を
備
え
る
こ
と
を
要
し
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
イ
ン
マ
ル
サ
ツ
ト
船
舶
地
球
局

又
は
第
十
二
条
第
六
項
第
二
号
に
規
定
す
る
船
舶
地
球
局
の
う
ち
一
、
六
二
一
・
三
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
か
ら
一
、
六
二

六
・
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
ま
で
の
周
波
数
の
電
波
を
使
用
す
る
無
線
設
備
は
、
第
一
項
に
規
定
す
る
高
機
能
グ
ル
ー
プ
呼
出

受
信
機
と
み
な
し
て
、
義
務
船
舶
局
に
お
け
る
当
該
機
器
に
係
る
規
定
を
適
用
す
る
。

10
　
小
型
の
船
舶
又
は
我
が
国
の
沿
岸
海
域
の
み
を
航
行
す
る
船
舶
の
義
務
船
舶
局
は
、
総
務
大
臣
が
別
に
告
示
す

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
告
示
に
お
い
て
定
め
る
機
器
を
も
つ
て
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
備
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
機
器
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
義
務
船
舶
局
等
の
無
線
設
備
の
条
件
等
）

第
二
十
八
条
の
二
　
法
第
三
十
四
条
本
文
の
総
務
省
令
で
定
め
る
船
舶
地
球
局
は
、
前
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
、

同
条
第
一
項
第
三
号
の
（
１
）
の
（
二
）
及
び
（
４
）
の
（
四
）
の
機
器
を
備
え
る
こ
と
を
要
し
な
い
こ
と
と
し

た
場
合
に
お
け
る
当
該
イ
ン
マ
ル
サ
ツ
ト
船
舶
地
球
局
又
は
第
十
二
条
第
六
項
第
二
号
に
規
定
す
る
船
舶
地
球
局

の
う
ち
一
、
六
二
一
・
三
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
か
ら
一
、
六
二
六
・
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
ま
で
の
周
波
数
の
電
波
を
使
用
す
る
も
の
及

び
第
二
十
八
条
の
五
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
イ
ン
マ
ル
サ
ツ
ト
船
舶
地
球
局
の
イ
ン
マ
ル
サ
ッ
ト
Ｃ
型
の
無
線

設
備
又
は
第
十
二
条
第
六
項
第
二
号
に
規
定
す
る
船
舶
地
球
局
の
う
ち
一
、
六
二
一
・
三
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
か
ら
一
、
六

二
六
・
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
ま
で
の
周
波
数
の
電
波
を
使
用
す
る
無
線
設
備
を
同
条
第
一
項
の
予
備
設
備
と
し
た
場
合
に
お

け
る
当
該
イ
ン
マ
ル
サ
ツ
ト
船
舶
地
球
局
又
は
第
十
二
条
第
六
項
第
二
号
に
規
定
す
る
船
舶
地
球
局
の
う
ち
一
、

六
二
一
・
三
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
か
ら
一
、
六
二
六
・
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
ま
で
の
周
波
数
の
電
波
を
使
用
す
る
も
の
と
す
る
。

２
　
法
第
三
十
四
条
た
だ
し
書
の
総
務
省
令
で
定
め
る
無
線
設
備
は
、
次
に
掲
げ
る
義
務
船
舶
局
等
（
法
第
三
十
四

条
の
義
務
船
舶
局
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
無
線
設
備
と
す
る
。

一
　
遠
洋
区
域
又
は
近
海
区
域
を
航
行
区
域
と
す
る
総
ト
ン
数
一
、
六
〇
〇
ト
ン
未
満
の
船
舶
（
旅
客
船
を
除

く
。
）
及
び
沿
海
区
域
又
は
平
水
区
域
を
航
行
区
域
と
す
る
船
舶
の
義
務
船
舶
局
等
（
国
際
航
海
に
従
事
し
な

い
船
舶
の
も
の
に
限
る
。
）
で
あ
つ
て
、
総
務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
も
の

二
　
総
ト
ン
数
三
〇
〇
ト
ン
未
満
の
漁
船
の
義
務
船
舶
局
等

第
二
十
八
条
の
三
　
義
務
船
舶
局
等
に
は
、
遭
難
通
信
の
通
信
方
法
に
関
す
る
事
項
で
総
務
大
臣
が
告
示
す
る
も
の

を
記
載
し
た
表
を
備
え
付
け
、
そ
の
無
線
設
備
の
通
信
操
作
を
行
う
位
置
か
ら
容
易
に
そ
の
記
載
事
項
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
箇
所
に
掲
げ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
八
条
の
四
　
法
第
三
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
、
義
務
船
舶
局
等
の
無
線
設
備
に
つ
い
て
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
措
置
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
旅
客
船
又
は
総
ト
ン
数
三
〇
〇
ト
ン
以
上
の
船
舶
で
あ
つ
て
、
国
際
航
海
に
従
事
す
る
も
の
（
Ａ
一
海
域
の

み
を
航
行
す
る
も
の
並
び
に
Ａ
一
海
域
及
び
Ａ
二
海
域
の
み
を
航
行
す
る
も
の
を
除
く
。
）
の
義
務
船
舶
局
等

の
無
線
設
備
に
つ
い
て
は
、
法
第
三
十
五
条
各
号
の
措
置
の
う
ち
二
の
措
置

二
　
前
号
以
外
の
義
務
船
舶
局
等
の
無
線
設
備
に
つ
い
て
は
、
法
第
三
十
五
条
各
号
の
措
置
の
う
ち
一
の
措
置

第
二
十
八
条
の
五
　
法
第
三
十
五
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
予
備
設
備
は
、
次
に
掲
げ
る

無
線
設
備
の
機
器
と
す
る
。

一
　
第
二
十
八
条
第
一
項
第
一
号
の
義
務
船
舶
局
に
あ
つ
て
は
、
同
号
の
（
１
）
の
無
線
設
備

二
　
第
二
十
八
条
第
一
項
第
二
号
の
義
務
船
舶
局
に
あ
つ
て
は
、
同
号
の
（
１
）
の
無
線
設
備

三
　
第
二
十
八
条
第
一
項
第
三
号
の
義
務
船
舶
局
に
あ
つ
て
は
、
同
号
の
（
１
）
の
無
線
設
備
及
び
同
号
の
（
４
）

の
（
四
）
の
受
信
機

２
　
前
項
の
予
備
設
備
は
、
専
用
の
空
中
線
に
接
続
さ
れ
、
直
ち
に
運
用
で
き
る
状
態
に
維
持
さ
れ
た
も
の
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
第
一
項
の
予
備
設
備
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
機
器
を
備
え
る
こ
と
が
困
難
又
は
不
合
理
で
あ
る
場
合
に
は
、

総
務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
イ
ン
マ
ル
サ
ツ
ト
船
舶
地
球
局
の
イ
ン
マ
ル
サ
ッ
ト
Ｃ
型
の
無
線

設
備
又
は
第
十
二
条
第
六
項
第
二
号
に
規
定
す
る
船
舶
地
球
局
の
う
ち
一
、
六
二
一
・
三
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
か
ら
一
、
六

二
六
・
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
ま
で
の
周
波
数
の
電
波
を
使
用
す
る
無
線
設
備
の
機
器
そ
の
他
の
当
該
告
示
に
お
い
て
定
め
る

機
器
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４
　
法
第
三
十
五
条
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
検
は
、
同
号
の
措
置
を
と
る
こ
と
と
な
つ

た
日
か
ら
一
年
ご
と
の
日
の
前
後
三
月
を
超
え
な
い
時
期
（
総
合
通
信
局
長
が
別
に
指
定
し
た
場
合
は
、
そ
の
指

定
し
た
時
期
）
に
、
無
線
設
備
の
機
器
に
応
じ
て
総
務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
方
法
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

５
　
法
第
三
十
五
条
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
計
器
及
び
予
備
品
は
、
総
務
大
臣
が
別
に
告

示
す
る
。

６
　
法
第
三
十
五
条
第
二
号
の
措
置
は
、
総
務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
他
の
者
に
委
託
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

７
　
法
第
三
十
五
条
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
備
え
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
計
器
及
び
予
備
品
は
、
総
務
大
臣
が
別

に
告
示
す
る
。

第
二
十
九
条
　
法
第
三
十
五
条
た
だ
し
書
の
総
務
省
令
で
定
め
る
無
線
設
備
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
Ａ
一
海
域
の
み
を
航
行
す
る
船
舶
並
び
に
Ａ
一
海
域
及
び
Ａ
二
海
域
の
み
を
航
行
す
る
船
舶
（
旅
客
船
を
除

く
。
）
で
あ
つ
て
、
国
際
航
海
に
従
事
し
な
い
も
の
の
義
務
船
舶
局
等
の
無
線
設
備

二
　
そ
の
他
総
務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
無
線
設
備

（
計
器
）

第
三
十
条
　
法
第
三
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
船
舶
局
の
送
信
設
備
に
備
え
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
計
器
は
、
次
の

と
お
り
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
電
圧
及
び
電
流
に
つ
い
て
相
互
に
切
換
測
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
計
器

を
共
通
に
使
用
す
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
。
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一
　
補
助
電
源
の
電
圧
計

二
　
蓄
電
池
の
充
放
電
電
流
計

三
　
終
段
電
力
増
幅
管
の
陽
極
電
流
計
（
終
段
電
力
増
幅
管
に
替
え
て
半
導
体
素
子
を
使
用
す
る
送
信
設
備
に
つ

い
て
は
、
陽
極
電
流
計
に
相
当
す
る
も
の
）

四
　
空
中
線
電
流
計

五
　
電
波
の
発
射
を
表
示
す
る
指
示
器

六
　
回
路
試
験
器

七
　
比
重
計
（
蒸
留
水
の
補
給
を
必
要
と
す
る
蓄
電
池
を
使
用
す
る
も
の
に
限
る
。
）

八
　
温
度
計
（
蒸
留
水
の
補
給
を
必
要
と
す
る
蓄
電
池
を
使
用
す
る
も
の
に
限
る
。
）

２
　
二
六
・
一
七
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
る
周
波
数
の
電
波
を
使
用
す
る
送
信
設
備
、
空
中
線
電
力
一
〇
ワ
ツ
ト
以
下
の

送
信
設
備
そ
の
他
総
務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
送
信
設
備
に
つ
い
て
は
、
前
項
に
掲
げ
る
計
器
の
う
ち
、
別
に
告

示
す
る
も
の
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
予
備
品
）

第
三
十
一
条
　
法
第
三
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
船
舶
局
の
無
線
設
備
に
備
え
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
予
備
品
は
、

無
線
設
備
（
空
中
線
電
力
一
〇
ワ
ツ
ト
以
下
の
も
の
、
二
六
・
一
七
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
る
周
波
数
の
電
波
を
使
用

す
る
も
の
そ
の
他
総
務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
も
の
を
除
く
。
）
の
各
装
置
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
次
の
と
お
り
と
す

る
。
た
だ
し
、
各
装
置
に
共
通
に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
装
置
ご
と
に
備
え
付
け
る
こ
と

を
要
し
な
い
も
の
と
す
る
。

一
　
送
信
用
の
真
空
管
及
び
整
流
管
　
現
用
数
と
同
数

二
　
送
話
器
（
コ
ー
ド
及
び
プ
ラ
グ
を
含
む
。
）
（
無
線
電
話
に
限
る
。
）
　
一
個

三
　
ブ
レ
ー
ク
イ
ン
リ
レ
ー
　
各
種
一
個

四
　
空
中
線
用
線
条
及
び
空
中
線
素
子
　
空
中
線
用
線
条
に
あ
つ
て
は
現
用
の
最
長
の
も
の
と
同
じ
長
さ
の
も
の

一
条
及
び
空
中
線
素
子
に
あ
つ
て
は
各
種
一
個

五
　
空
中
線
用

が
い碍

子
（
固
着
し
て
用
い
る
も
の
を
除
く
。
）
　
現
用
数
の
五
分
の
一

六
　
蒸
留
水
（
蒸
留
水
の
補
給
を
必
要
と
す
る
蓄
電
池
を
使
用
す
る
も
の
に
限
る
。
）
　
五
リ
ッ
ト
ル
（
義
務
船
舶

局
以
外
は
二
リ
ッ
ト
ル
と
す
る
。
）

七
　
修
繕
用
器
具
及
び
材
料
　
一
式

八
　
ヒ
ユ
ー
ズ
　
現
用
数
と
同
数

２
　
法
第
三
十
七
条
に
規
定
す
る
レ
ー
ダ
ー
（
沿
海
区
域
を
航
行
区
域
と
す
る
船
舶
の
船
舶
局
及
び
専
ら
海
洋
生
物

を
採
捕
す
る
た
め
の
漁
船
の
船
舶
局
及
び
総
務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
船
舶
局
に
設
置
す
る
も
の
を
除
く
。
）
に

備
え
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
予
備
品
は
、
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。
た
だ
し
、

二
台
の
レ
ー
ダ
ー
を
備
え
付
け
る
船
舶
局
に
あ
つ
て
は
、
各
装
置
に
共
通
に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
に
つ

い
て
は
、
装
置
ご
と
に
備
え
付
け
る
こ
と
を
要
し
な
い
も
の
と
す
る
。

一
　
マ
グ
ネ
ト
ロ
ン
　
一
個

二
　
サ
イ
ラ
ト
ロ
ン
　
一
個

三
　
受
信
用
の
局
部
発
振
管
及
び
高
周
波
混
合
素
子
（
集
積
回
路
に
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
を
除
く
。
）
　
各
種

一
個

四
　
送
受
切
換
用
特
殊
管
（
Ａ
Ｔ
Ｒ
管
を
除
く
。
）
　
一
個

五
　
空
中
線
駆
動
用
電
動
機
の
ブ
ラ
シ
　
現
用
数
と
同
数

六
　
ヒ
ユ
ー
ズ
　
現
用
数
と
同
数

３
　
第
一
項
に
規
定
す
る
無
線
設
備
で
あ
つ
て
、
送
信
用
終
段
電
力
増
幅
管
に
替
え
て
半
導
体
素
子
を
使
用
す
る
も

の
に
つ
い
て
は
、
同
項
第
一
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
予
備
品
の
備
付
け
を
要
し
な
い
も
の
と
す
る
。

４
　
第
二
項
に
規
定
す
る
レ
ー
ダ
ー
で
あ
つ
て
、
現
用
す
る
同
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
に
替
え

て
半
導
体
素
子
を
使
用
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
予
備

品
の
備
付
け
を
要
し
な
い
も
の
と
す
る
。

５
　
第
一
項
及
び
第
二
項
の
場
合
に
お
い
て
、
総
務
大
臣
が
特
に
備
付
け
の
必
要
が
な
い
と
認
め
た
予
備
品
に
つ
い

て
は
、
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
備
付
け
を
要
し
な
い
も
の
と
す
る
。

（
航
空
機
局
等
の
条
件
）

第
三
十
一
条
の
二
　
航
空
機
局
及
び
航
空
機
地
球
局
（
航
空
機
の
安
全
運
航
又
は
正
常
運
航
に
関
す
る
通
信
を
行
わ

な
い
も
の
を
除
く
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
受
信
設
備
は
、
な
る
べ
く
、
航
空
機
の
電
気
的
雑
音
に
よ
つ
て

妨
害
を
受
け
な
い
よ
う
な
箇
所
に
設
置
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
航
空
機
局
、
航
空
機
地
球
局
及
び
航
空
機
に
お
い
て
使
用
す
る
携
帯
局
の
無
線
設
備
は
、
な
る
べ
く
、
雨
、
海

水
、
燃
料
、
油
、
熱
気
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
又
は
そ
の
航
空
機
の
積
載
物
に
よ
り
損
傷
を
受
け
、
又
は

機
能
が
低
下
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
設
置
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
義
務
航
空
機
局
の
有
効
通
達
距
離
）

第
三
十
一
条
の
三
　
法
第
三
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
義
務
航
空
機
局
の
送
信
設
備
の
有
効
通
達
距
離
は
、
次
の
各
号

に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一
　
Ａ
三
Ｅ
電
波
一
一
八
Ｍ
Ｈ
ｚ
か
ら
一
四
四
Ｍ
Ｈ
ｚ
ま
で
の
周
波
数
を
使
用
す
る
送
信
設
備
及
び
Ａ
Ｔ
Ｃ
Ｒ
Ｂ

Ｓ
の
無
線
局
の
う
ち
航
空
機
に
開
設
す
る
も
の
の
無
線
設
備
（
以
下
「
Ａ
Ｔ
Ｃ
ト
ラ
ン
ス
ポ
ン
ダ
」
と
い
う
。
）

の
送
信
設
備
に
つ
い
て
は
、
三
七
〇
・
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
（
当
該
航
空
機
の
飛
行
す
る
最
高
高
度
に
つ
い
て
、

次
に
掲
げ
る
式
に
よ
り
求
め
ら
れ
る
Ｄ
の
値
が
三
七
〇
・
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満
の
も
の
に
あ
つ
て
は
、
そ
の

値
）
以
上
で
あ
る
こ
と
。

Ｄ＝

３
．
８√

ｈ
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

ｈ
は
，
当
該
航
空
機
の
飛
行
す
る
最
高
高
度
を
メ
ー
ト
ル
で
表
し
た
数
と
す
る
。

二
　
航
空
機
に
設
置
す
る
航
空
用
Ｄ
Ｍ
Ｅ
（
以
下
「
機
上
Ｄ
Ｍ
Ｅ
」
と
い
う
。
）
及
び
航
空
機
に
設
置
す
る
タ
カ

ン
（
以
下
「
機
上
タ
カ
ン
」
と
い
う
。
）
の
送
信
設
備
に
つ
い
て
は
、
三
一
四
・
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
（
当
該
航

空
機
の
飛
行
す
る
最
高
高
度
に
つ
い
て
、
前
号
に
掲
げ
る
式
に
よ
り
求
め
ら
れ
る
Ｄ
の
値
が
三
一
四
・
八
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
未
満
の
も
の
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
値
）
以
上
で
あ
る
こ
と
。

三
　
航
空
機
用
気
象
レ
ー
ダ
ー
の
送
信
設
備
に
つ
い
て
は
、
当
該
航
空
機
の
最
大
巡
航
速
度
の
区
別
に
従
い
、
次

の
表
の
と
お
り
と
す
る
こ
と
。

最
大
巡
航
速
度

有
効
通
達
距
離

毎
時
一
八
五
・
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
下

四
六
・
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上

毎
時
三
七
〇
・
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
下

九
二
・
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上

毎
時
六
四
八
・
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
下

一
三
八
・
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上

毎
時
九
二
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
下

一
八
五
・
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上

毎
時
一
、
二
〇
三
・
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
下

二
三
一
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上

毎
時
一
、
二
〇
三
・
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の

二
七
七
・
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上

四
　
前
三
号
の
送
信
設
備
で
あ
つ
て
、
総
務
大
臣
が
前
三
号
の
規
定
に
よ
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
と
認
め
た
も
の

に
つ
い
て
は
、
別
に
告
示
す
る
。

第
四
節
の
二
　
地
球
局
、
人
工
衛
星
局
等
の
特
則

（
地
球
局
の
送
信
空
中
線
の
最
小
仰
角
）

第
三
十
二
条
　
地
球
局
（
宇
宙
無
線
通
信
を
行
う
実
験
試
験
局
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
の
送
信
空
中
線
の
最
大

ふ
く輻

射
の
方
向
の
仰
角
の
値
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
規
定
す
る
値
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

一
　
深
宇
宙
（
地
球
か
ら
の
距
離
が
二
百
万
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る
宇
宙
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
係
る

宇
宙
研
究
業
務
（
科
学
又
は
技
術
に
関
す
る
研
究
又
は
調
査
の
た
め
の
宇
宙
無
線
通
信
の
業
務
を
い
う
。
以
下

同
じ
。
）
を
行
う
と
き
　
一
〇
度
以
上

二
　
前
号
の
宇
宙
研
究
業
務
以
外
の
宇
宙
研
究
業
務
を
行
う
と
き
　
五
度
以
上

三
　
宇
宙
研
究
業
務
以
外
の
宇
宙
無
線
通
信
の
業
務
を
行
う
と
き
　
三
度
以
上

（
地
球
局
の
等
価
等
方
輻
射
電
力
等
）

第
三
十
二
条
の
二
　
地
球
局
の
地
表
線
（
一
の
地
点
か
ら
み
た
地
形
及
び
地
物
と
空
と
の
境
界
線
を
い
う
。
以
下
同

じ
。
）
に
対
す
る
等
価
等
方
輻
射
電
力
の
許
容
値
は
、
別
表
第
二
号
の
四
に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
。

２
　
一
、
六
一
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
一
、
六
二
六
・
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下
の
周
波
数
の
電
波
を
使
用
し
て
無
線
測
位
の
た
め

の
宇
宙
無
線
通
信
を
行
う
地
球
局
の
等
価
等
方
輻
射
電
力
（
搬
送
波
の
ス
ペ
ク
ト
ル
の
う
ち
最
大
の
電
力
密
度
の

25



四
ｋ
Ｈ
ｚ
の
帯
域
幅
に
お
け
る
等
価
等
方
輻
射
電
力
と
す
る
。
）
は
、
（－

）
三
デ
シ
ベ
ル
（
一
ワ
ッ
ト
を
〇
デ
シ

ベ
ル
と
す
る
。
第
三
十
二
条
の
六
か
ら
第
三
十
二
条
の
八
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。

３
　
一
三
・
七
五
Ｇ
Ｈ
ｚ
を
超
え
一
四
Ｇ
Ｈ
ｚ
以
下
の
周
波
数
の
電
波
を
使
用
し
、
か
つ
、
直
径
四
・
五
メ
ー
ト
ル

未
満
の
空
中
線
を
使
用
し
て
対
地
静
止
衛
星
（
地
球
の
赤
道
面
上
に
円
軌
道
を
有
し
、
か
つ
、
地
球
の
自
転
軸
を

軸
と
し
て
地
球
の
自
転
と
同
一
の
方
向
及
び
周
期
で
回
転
す
る
人
工
衛
星
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
開
設
す
る

人
工
衛
星
局
と
宇
宙
無
線
通
信
を
行
う
固
定
地
点
の
地
球
局
の
送
信
空
中
線
か
ら
輻
射
さ
れ
る
一
Ｍ
Ｈ
ｚ
の
帯
域

幅
当
た
り
の
電
力
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
従
い
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す

る
。

主
輻
射
の
方
向
か
ら
の
離
角
（θ

）

最
大
輻
射
電
力

二
度
以
上
七
度
以
下

次
に
掲
げ
る
式
に
よ
る
値
以
下

４
３－

２
５
ｌ
ｏ
ｇ
１
０θ

デ
シ
ベ
ル

七
度
を
超
え
九
・
二
度
以
下

二
二
デ
シ
ベ
ル
以
下

九
・
二
度
を
超
え
四
八
度
以
下

次
に
掲
げ
る
式
に
よ
る
値
以
下

４
６－

２
５
ｌ
ｏ
ｇ
１
０θ

デ
シ
ベ
ル

四
八
度
超

四
デ
シ
ベ
ル
以
下

（
人
工
衛
星
局
の
送
信
空
中
線
の
指
向
方
向
）

第
三
十
二
条
の
三
　
対
地
静
止
衛
星
に
開
設
す
る
人
工
衛
星
局
（
一
般
公
衆
に
よ
っ
て
直
接
受
信
さ
れ
る
た
め
の
無

線
電
話
、
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
、
デ
ー
タ
伝
送
又
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
に
よ
る
無
線
通
信
業
務
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す

る
も
の
を
除
く
。
）
の
送
信
空
中
線
の
地
球
に
対
す
る
最
大
輻
射
の
方
向
は
、
公
称
さ
れ
て
い
る
指
向
方
向
に
対

し
て
、
〇
・
三
度
又
は
主
輻
射
の
角
度
の
幅
の
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
い
ず
れ
か
大
き
い
角
度
の
範
囲
内
に
、
維
持

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
対
地
静
止
衛
星
に
開
設
す
る
人
工
衛
星
局
（
一
般
公
衆
に
よ
っ
て
直
接
受
信
さ
れ
る
た
め
の
無
線
電
話
、
テ
レ

ビ
ジ
ョ
ン
、
デ
ー
タ
伝
送
又
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
に
よ
る
無
線
通
信
業
務
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
に
限

る
。
）
の
送
信
空
中
線
の
地
球
に
対
す
る
最
大
輻
射
の
方
向
は
、
公
称
さ
れ
て
い
る
指
向
方
向
に
対
し
て
〇
・
一

度
の
範
囲
内
に
維
持
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
人
工
衛
星
局
の
位
置
の
維
持
）

第
三
十
二
条
の
四
　
対
地
静
止
衛
星
に
開
設
す
る
人
工
衛
星
局
（
実
験
試
験
局
を
除
く
。
）
で
あ
つ
て
、
固
定
地
点

の
地
球
局
相
互
間
の
無
線
通
信
の
中
継
を
行
う
も
の
は
、
公
称
さ
れ
て
い
る
位
置
か
ら
経
度
の
（±

）
〇
・
一
度

以
内
に
そ
の
位
置
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
対
地
静
止
衛
星
に
開
設
す
る
人
工
衛
星
局
（
一
般
公
衆
に
よ
っ
て
直
接
受
信
さ
れ
る
た
め
の
無
線
電
話
、
テ
レ

ビ
ジ
ョ
ン
、
デ
ー
タ
伝
送
又
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
に
よ
る
無
線
通
信
業
務
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
に
限

る
。
）
は
、
公
称
さ
れ
て
い
る
位
置
か
ら
緯
度
及
び
経
度
の
そ
れ
ぞ
れ
（±

）
〇
・
一
度
以
内
に
そ
の
位
置
を
維

持
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
対
地
静
止
衛
星
に
開
設
す
る
人
工
衛
星
局
で
あ
つ
て
、
前
二
項
の
人
工
衛
星
局
以
外
の
も
の
は
、
公
称
さ
れ
て

い
る
位
置
か
ら
経
度
の
（±

）
〇
・
五
度
以
内
に
そ
の
位
置
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

（
人
工
衛
星
局
の
設
置
場
所
変
更
機
能
の
特
例
）

第
三
十
二
条
の
五
　
法
第
三
十
六
条
の
二
第
二
項
た
だ
し
書
の
総
務
省
令
で
定
め
る
人
工
衛
星
局
は
、
対
地
静
止
衛

星
に
開
設
す
る
人
工
衛
星
局
以
外
の
人
工
衛
星
局
と
す
る
。

（
人
工
衛
星
局
等
の
電
力
束
密
度
）

第
三
十
二
条
の
六
　
人
工
衛
星
局
（
一
、
五
二
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
一
、
五
三
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下
又
は
二
、
五
〇
〇
Ｍ
Ｈ

ｚ
を
超
え
二
、
五
三
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下
の
周
波
数
の
電
波
を
使
用
し
て
移
動
す
る
地
球
局
と
無
線
通
信
を
行
う
人
工

衛
星
局
を
除
く
。
）
そ
の
他
の
宇
宙
局
の
地
表
面
に
お
け
る
電
力
束
密
度
の
許
容
値
は
、
別
表
第
二
号
の
五
に
定

め
る
と
お
り
と
す
る
。

２
　
八
・
〇
二
五
Ｇ
Ｈ
ｚ
を
超
え
八
・
四
Ｇ
Ｈ
ｚ
以
下
の
周
波
数
の
電
波
を
使
用
し
て
地
球
の
特
性
及
び
自
然
現
象

に
関
す
る
情
報
を
取
得
す
る
た
め
の
宇
宙
無
線
通
信
を
行
う
人
工
衛
星
局
で
あ
つ
て
、
対
地
静
止
衛
星
に
開
設
す

る
人
工
衛
星
局
以
外
の
も
の
の
対
地
静
止
衛
星
の
軌
道
に
お
け
る
電
力
束
密
度
（
搬
送
波
の
ス
ペ
ク
ト
ル
の
う
ち

最
大
の
電
力
密
度
の
四
ｋ
Ｈ
ｚ
の
帯
域
幅
に
お
け
る
電
力
束
密
度
と
す
る
。
）
は
、
一
平
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
（－

）

一
七
四
デ
シ
ベ
ル
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。

３
　
六
・
七
Ｇ
Ｈ
ｚ
を
超
え
七
・
〇
七
五
Ｇ
Ｈ
ｚ
以
下
の
周
波
数
の
電
波
を
使
用
し
て
固
定
地
点
の
地
球
局
と
無
線

通
信
を
行
う
人
工
衛
星
局
で
あ
つ
て
、
対
地
静
止
衛
星
に
開
設
す
る
人
工
衛
星
局
以
外
の
も
の
の
対
地
静
止
衛
星

の
軌
道
及
び
そ
の
軌
道
か
ら
傾
斜
角
の
（±

）
五
度
以
内
の
軌
道
に
お
け
る
電
力
束
密
度
の
総
和
（
搬
送
波
の
ス

ペ
ク
ト
ル
の
う
ち
、
最
大
の
電
力
密
度
の
四
ｋ
Ｈ
ｚ
の
帯
域
幅
に
お
け
る
電
力
束
密
度
の
総
和
と
す
る
。
）
は
、

一
平
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
（－

）
一
六
八
デ
シ
ベ
ル
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。

（
固
定
局
等
の
最
大
等
価
等
方

ふ
く輻

射
電
力
等
）

第
三
十
二
条
の
七
　
一
、
九
八
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
二
、
〇
一
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下
、
二
、
〇
二
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
二
、
一

一
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下
、
二
、
二
〇
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
二
、
二
九
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下
、
二
、
六
五
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
二
、

六
九
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下
、
五
・
六
七
Ｇ
Ｈ
ｚ
を
超
え
五
・
七
二
五
Ｇ
Ｈ
ｚ
以
下
、
五
・
八
五
Ｇ
Ｈ
ｚ
を
超
え
七
・
〇

七
五
Ｇ
Ｈ
ｚ
以
下
、
七
・
一
四
五
Ｇ
Ｈ
ｚ
を
超
え
七
・
二
三
五
Ｇ
Ｈ
ｚ
以
下
又
は
七
・
九
Ｇ
Ｈ
ｚ
を
超
え
八
・
五

Ｇ
Ｈ
ｚ
以
下
の
周
波
数
の
電
波
を
使
用
す
る
固
定
局
、
陸
上
局
及
び
移
動
局
は
、
次
に
掲
げ
る
条
件
に
適
合
す
る

も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
最
大
等
価
等
方
輻
射
電
力
は
、
五
五
デ
シ
ベ
ル
以
下
で
あ
る
こ
と
。

二
　
空
中
線
電
力
は
、
二
〇
ワ
ツ
ト
以
下
で
あ
る
こ
と
。

２
　
前
項
の
無
線
局
（
七
・
一
四
五
Ｇ
Ｈ
ｚ
を
超
え
七
・
二
三
五
Ｇ
Ｈ
ｚ
以
下
の
周
波
数
の
電
波
を
使
用
す
る
も
の

を
除
く
。
）
で
あ
つ
て
、
最
大
等
価
等
方
輻
射
電
力
が
三
五
デ
シ
ベ
ル
を
超
え
る
も
の
の
送
信
空
中
線
の
最
大
輻

射
の
方
向
は
、
対
地
静
止
衛
星
の
軌
道
か
ら
二
度
以
上
離
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
二
条
の
八
　
一
二
・
七
五
Ｇ
Ｈ
ｚ
を
超
え
一
三
・
二
五
Ｇ
Ｈ
ｚ
以
下
、
一
四
Ｇ
Ｈ
ｚ
を
超
え
一
四
・
八
Ｇ
Ｈ

ｚ
以
下
、
一
七
・
七
Ｇ
Ｈ
ｚ
を
超
え
一
八
・
四
Ｇ
Ｈ
ｚ
以
下
、
一
九
・
三
Ｇ
Ｈ
ｚ
を
超
え
一
九
・
七
Ｇ
Ｈ
ｚ
以

下
、
二
二
・
五
五
Ｇ
Ｈ
ｚ
を
超
え
二
三
・
五
五
Ｇ
Ｈ
ｚ
以
下
又
は
二
四
・
四
五
Ｇ
Ｈ
ｚ
を
超
え
二
九
・
五
Ｇ
Ｈ
ｚ

以
下
の
周
波
数
の
電
波
を
使
用
す
る
固
定
局
、
陸
上
局
及
び
移
動
局
は
、
次
に
掲
げ
る
条
件
に
適
合
す
る
も
の
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
最
大
等
価
等
方
輻
射
電
力
は
、
五
五
デ
シ
ベ
ル
以
下
で
あ
る
こ
と
。

二
　
空
中
線
電
力
は
、
一
〇
ワ
ツ
ト
以
下
で
あ
る
こ
と
。

２
　
前
項
の
無
線
局
で
あ
つ
て
、
一
二
・
七
五
Ｇ
Ｈ
ｚ
を
超
え
一
三
・
二
五
Ｇ
Ｈ
ｚ
以
下
又
は
一
四
Ｇ
Ｈ
ｚ
を
超
え

一
四
・
八
Ｇ
Ｈ
ｚ
以
下
の
周
波
数
の
電
波
を
使
用
す
る
も
の
の
う
ち
、
最
大
等
価
等
方

ふ
く輻

射
電
力
が
四
五
デ
シ
ベ

ル
を
超
え
る
も
の
の
送
信
空
中
線
の
最
大

ふ
く輻

射
の
方
向
は
、
対
地
静
止
衛
星
の
軌
道
か
ら
一
・
五
度
以
上
離
れ
て

い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
第
一
項
の
無
線
局
で
あ
つ
て
、
二
五
・
二
五
Ｇ
Ｈ
ｚ
を
超
え
二
七
・
五
Ｇ
Ｈ
ｚ
以
下
の
周
波
数
の
電
波
を
使
用

す
る
も
の
の
う
ち
、
等
価
等
方
輻
射
電
力
（
搬
送
波
の
ス
ペ
ク
ト
ル
の
う
ち
最
大
の
電
力
密
度
の
一
Ｍ
Ｈ
ｚ
の
帯

域
幅
に
お
け
る
等
価
等
方
輻
射
電
力
と
す
る
。
）
が
二
四
デ
シ
ベ
ル
を
超
え
る
も
の
の
送
信
空
中
線
の
最
大
輻
射

の
方
向
は
、
対
地
静
止
衛
星
の
軌
道
か
ら
一
・
五
度
以
上
離
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
携
帯
移
動
地
球
局
の
水
平
線
方
向
の
電
力
等
）

第
三
十
二
条
の
八
の
二
　
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
二
十
四
の
二
に
規
定
す
る
携
帯
移
動
地
球
局
は
、
最
大
輻
射
の

方
向
を
通
信
の
相
手
方
と
な
る
人
工
衛
星
局
の
方
向
に
対
し
て
〇
・
二
度
の
範
囲
内
に
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
る

も
の
で
あ
つ
て
、
送
信
空
中
線
か
ら
輻
射
さ
れ
る
水
平
線
方
向
の
電
力
（
一
ワ
ッ
ト
を
〇
デ
シ
ベ
ル
と
す
る
。
）

は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
場
合
に
従
い
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
と
お
り
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

五
、
九
二
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
六
、

四
二
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下
の
周
波
数
の

電
波
を
使
用
す
る
場
合

一
　
単
一
の
無
線
局
か
ら
輻
射
さ
れ
る
水
平
線
方
向
の
一
Ｍ
Ｈ
ｚ
の
帯
域
幅
当
た

り
の
最
大
輻
射
電
力
　
一
七
・
〇
デ
シ
ベ
ル
以
下

二
　
単
一
の
無
線
局
か
ら
輻
射
さ
れ
る
水
平
線
方
向
の
最
大
輻
射
電
力
　
二
〇
・

八
デ
シ
ベ
ル
以
下
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一
四
・
〇
Ｇ
Ｈ
ｚ
を
超
え
一
四
・

五
Ｇ
Ｈ
ｚ
以
下
の
周
波
数
の
電
波

を
使
用
す
る
場
合

一
　
単
一
の
無
線
局
か
ら
輻
射
さ
れ
る
水
平
線
方
向
の
一
Ｍ
Ｈ
ｚ
の
帯
域
幅
当
た

り
の
最
大
輻
射
電
力
　
一
二
・
五
デ
シ
ベ
ル
以
下

二
　
単
一
の
無
線
局
か
ら
輻
射
さ
れ
る
水
平
線
方
向
の
最
大
輻
射
電
力
　
一
六
・

三
デ
シ
ベ
ル
以
下

（
無
線
電
力
伝
送
用
構
内
無
線
局
の
条
件
）

第
三
十
二
条
の
八
の
三
　
無
線
電
力
伝
送
（
無
線
設
備
が
、
送
信
設
備
か
ら
発
射
さ
れ
た
電
波
を
受
信
す
る
こ
と
に

よ
り
行
う
電
力
の
伝
送
を
い
う
。
）
用
で
使
用
す
る
構
内
無
線
局
は
、
混
信
を
防
止
し
、
及
び
人
体
に
ば
く
露
さ

れ
る
電
波
の
強
度
が
人
体
に
危
害
を
及
ぼ
す
こ
と
の
な
い
よ
う
、
総
務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
条
件
に
適
合
す
る

も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
適
用
除
外
）

第
三
十
二
条
の
九
　
第
三
十
二
条
か
ら
第
三
十
二
条
の
四
ま
で
及
び
第
三
十
二
条
の
六
か
ら
前
条
ま
で
の
規
定
は
、

総
務
大
臣
が
特
に
支
障
が
な
い
と
認
め
る
場
合
に
は
、
適
用
し
な
い
。

第
四
節
の
三
　
無
線
設
備
の
技
術
基
準
の
策
定
等
の
申
出
の
手
続

（
無
線
設
備
の
技
術
基
準
の
策
定
等
の
申
出
の
手
続
）

第
三
十
二
条
の
九
の
二
　
法
第
三
十
八
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
別

表
第
二
号
の
六
の
様
式
の
申
出
書
に
、
原
案
を
添
え
て
、
総
務
大
臣
に
提
出
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

一
　
申
出
人
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

二
　
技
術
基
準
の
策
定
又
は
変
更
の
申
出
の
別

三
　
策
定
す
べ
き
技
術
基
準
の
概
要
又
は
行
う
べ
き
技
術
基
準
の
変
更
の
概
要

四
　
申
出
に
係
る
技
術
基
準
を
策
定
し
、
又
は
変
更
す
べ
き
理
由

五
　
申
出
に
係
る
技
術
基
準
の
原
案
に
適
合
す
る
無
線
設
備
が
他
の
無
線
局
に
混
信
そ
の
他
の
妨
害
を
与
え
な
い

こ
と
に
つ
い
て
の
試
験
の
結
果
そ
の
他
の
原
案
の
妥
当
性
の
評
価
に
資
す
る
事
項

六
　
申
出
人
が
従
事
し
て
い
る
事
業
の
種
類
及
び
そ
の
内
容
（
申
出
人
が
法
人
又
は
団
体
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の

法
人
又
は
団
体
の
目
的
及
び
事
業
の
内
容
）

２
　
総
務
大
臣
は
、
申
出
の
審
査
に
際
し
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
申
出
人
に
出
頭
又
は
資
料
の
提
出
を

求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
五
節
　
無
線
従
事
者

（
義
務
船
舶
局
等
の
無
線
設
備
の
操
作
）

第
三
十
二
条
の
十
　
法
第
三
十
九
条
第
一
項
本
文
の
総
務
省
令
で
定
め
る
義
務
船
舶
局
等
の
無
線
設
備
は
、
次
の
と

お
り
と
す
る
。
た
だ
し
、
航
海
の
態
様
が
特
殊
な
船
舶
の
無
線
設
備
そ
の
他
総
務
大
臣
又
は
総
合
通
信
局
長
が
特

に
認
め
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一
　
次
に
掲
げ
る
船
舶
の
義
務
船
舶
局
の
超
短
波
帯
の
無
線
設
備
、
中
短
波
帯
の
無
線
設
備
並
び
に
中
短
波
帯
及

び
短
波
帯
の
無
線
設
備
で
あ
つ
て
、
デ
ジ
タ
ル
選
択
呼
出
装
置
に
よ
る
通
信
及
び
無
線
電
話
又
は
狭
帯
域
直
接

印
刷
電
信
装
置
に
よ
る
通
信
が
可
能
な
も
の

（１）
　
旅
客
船
（
Ａ
一
海
域
の
み
を
航
行
す
る
も
の
並
び
に
Ａ
一
海
域
及
び
Ａ
二
海
域
の
み
を
航
行
す
る
も
の
で

あ
つ
て
、
国
際
航
海
に
従
事
し
な
い
も
の
を
除
く
。
）

（２）
　
旅
客
船
及
び
漁
船
（
専
ら
海
洋
生
物
を
採
捕
す
る
た
め
の
も
の
以
外
の
も
の
で
国
際
航
海
に
従
事
す
る
総

ト
ン
数
三
〇
〇
ト
ン
以
上
の
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
以
外
の
船
舶
（
国
際
航
海
に

従
事
す
る
総
ト
ン
数
三
〇
〇
ト
ン
未
満
の
も
の
（
Ａ
一
海
域
の
み
を
航
行
す
る
も
の
並
び
に
Ａ
一
海
域
及
び

Ａ
二
海
域
の
み
を
航
行
す
る
も
の
に
限
る
。
）
及
び
国
際
航
海
に
従
事
し
な
い
も
の
を
除
く
。
）

（３）
　
漁
船
（
Ａ
一
海
域
の
み
を
航
行
す
る
も
の
並
び
に
Ａ
一
海
域
及
び
Ａ
二
海
域
の
み
を
航
行
す
る
も
の
を
除

く
。
）

二
　
前
号
の
（
１
）
か
ら
（
３
）
ま
で
に
掲
げ
る
船
舶
に
開
設
さ
れ
た
イ
ン
マ
ル
サ
ツ
ト
船
舶
地
球
局
の
無
線
設

備
（
第
二
十
八
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
イ
ン
マ
ル
サ
ツ
ト
船
舶
地
球
局
の
イ
ン
マ
ル
サ
ッ
ト
Ｃ
型
の
も
の

に
限
る
。
）
又
は
第
十
二
条
第
六
項
第
二
号
に
規
定
す
る
船
舶
地
球
局
の
う
ち
一
、
六
二
一
・
三
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
か

ら
一
、
六
二
六
・
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
ま
で
の
周
波
数
の
電
波
を
使
用
す
る
無
線
設
備

（
簡
易
な
操
作
）

第
三
十
三
条
　
法
第
三
十
九
条
第
一
項
本
文
の
総
務
省
令
で
定
め
る
簡
易
な
操
作
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。
た
だ

し
、
第
三
十
四
条
の
二
各
号
に
掲
げ
る
無
線
設
備
の
操
作
を
除
く
。

一
　
法
第
四
条
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
規
定
す
る
免
許
を
要
し
な
い
無
線
局
の
無
線
設
備
の
操
作

二
　
法
第
二
十
七
条
の
二
に
規
定
す
る
特
定
無
線
局
（
同
条
第
一
号
に
掲
げ
る
も
の
（
航
空
機
地
球
局
に
あ
つ
て

は
、
航
空
機
の
安
全
運
航
又
は
正
常
運
航
に
関
す
る
通
信
を
行
わ
な
い
も
の
に
限
る
。
）
に
限
る
。
）
の
無
線
設

備
の
通
信
操
作
及
び
当
該
無
線
設
備
の
外
部
の
転
換
装
置
で
電
波
の
質
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
も
の
の
技
術

操
作

三
　
次
に
掲
げ
る
無
線
局
の
無
線
設
備
の
操
作
で
当
該
無
線
局
の
無
線
従
事
者
の
管
理
の
下
に
行
う
も
の

（１）
　
船
舶
局
（
船
上
通
信
設
備
、
双
方
向
無
線
電
話
、
船
舶
航
空
機
間
双
方
向
無
線
電
話
、
船
舶
自
動
識
別
装

置
（
通
信
操
作
を
除
く
。
）
及
び
Ｖ
Ｈ
Ｆ
デ
ー
タ
交
換
装
置
（
通
信
操
作
を
除
く
。
）
に
限
る
。
）

（２）
　
船
上
通
信
局

四
　
次
に
掲
げ
る
無
線
局
（
特
定
無
線
局
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）
の
無
線
設
備
の
通
信
操
作

（１）
　
陸
上
に
開
設
し
た
無
線
局
（
海
岸
局
（
（
２
）
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
、
航
空
局
、
船
上
通
信
局
、
無

線
航
行
局
及
び
海
岸
地
球
局
並
び
に
次
号
（
４
）
の
航
空
地
球
局
を
除
く
。
）

（２）
　
海
岸
局
（
船
舶
自
動
識
別
装
置
及
び
Ｖ
Ｈ
Ｆ
デ
ー
タ
交
換
装
置
に
限
る
。
）

（３）
　
船
舶
局
（
船
舶
自
動
識
別
装
置
及
び
Ｖ
Ｈ
Ｆ
デ
ー
タ
交
換
装
置
に
限
る
。
）

（４）
　
携
帯
局

（５）
　
船
舶
地
球
局
（
船
舶
自
動
識
別
装
置
に
限
る
。
）

（６）
　
航
空
機
地
球
局
（
航
空
機
の
安
全
運
航
又
は
正
常
運
航
に
関
す
る
通
信
を
行
わ
な
い
も
の
に
限
る
。
）

（７）
　
携
帯
移
動
地
球
局

五
　
次
に
掲
げ
る
無
線
局
（
特
定
無
線
局
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）
の
無
線
設
備
の
連
絡
の
設
定
及
び
終
了

（
自
動
装
置
に
よ
り
行
わ
れ
る
も
の
を
除
く
。
）
に
関
す
る
通
信
操
作
以
外
の
通
信
操
作
で
当
該
無
線
局
の
無
線

従
事
者
の
管
理
の
下
に
行
う
も
の

（１）
　
船
舶
局
（
第
三
号
（
１
）
及
び
前
号
（
３
）
に
該
当
す
る
無
線
設
備
を
除
く
。
）

（２）
　
航
空
機
局

（３）
　
海
岸
地
球
局

（４）
　
航
空
地
球
局
（
航
空
機
の
安
全
運
航
又
は
正
常
運
航
に
関
す
る
通
信
を
行
う
も
の
に
限
る
。
）

（５）
　
船
舶
地
球
局
（
電
気
通
信
業
務
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
に
限
る
。
）

（６）
　
航
空
機
地
球
局
（
前
号
（
６
）
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）

六
　
次
に
掲
げ
る
無
線
局
（
適
合
表
示
無
線
設
備
の
み
を
使
用
す
る
も
の
に
限
る
。
）
の
無
線
設
備
の
外
部
の
転

換
装
置
で
電
波
の
質
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
も
の
の
技
術
操
作

（１）
　
基
地
局
（
第
十
五
条
の
二
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
六
の

四
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
九
条
の
六
の
五
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
九
条
の
六
の
九
第
一
項
及

び
第
三
項
、
第
四
十
九
条
の
六
の
十
第
一
項
及
び
第
五
項
、
第
四
十
九
条
の
二
十
八
第
一
項
、
第
二
項
、
第

五
項
及
び
第
七
項
又
は
第
四
十
九
条
の
二
十
九
第
一
項
、
第
二
項
、
第
五
項
及
び
第
七
項
に
規
定
す
る
技
術

基
準
に
適
合
す
る
無
線
設
備
を
使
用
す
る
も
の
に
限
る
。
以
下
「
フ
ェ
ム
ト
セ
ル
基
地
局
」
と
い
う
。
）

（２）
　
陸
上
移
動
中
継
局
（
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
六
又
は
第
四
十
九
条
の
六
の
十
に
規
定
す
る
技
術
基
準
に

適
合
す
る
無
線
設
備
を
使
用
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
屋
内
そ
の
他
他
の
無
線
局
の
運
用
を
阻
害
す
る
よ
う
な

混
信
そ
の
他
の
妨
害
を
与
え
る
お
そ
れ
が
な
い
場
所
に
設
置
す
る
も
の
に
限
る
。
以
下
「
特
定
陸
上
移
動
中

継
局
」
と
い
う
。
）
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（３）
　
簡
易
無
線
局

（４）
　
構
内
無
線
局

（５）
　
無
線
標
定
陸
上
局
そ
の
他
の
総
務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
無
線
局

七
　
次
に
掲
げ
る
無
線
局
（
特
定
無
線
局
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）
の
無
線
設
備
の
外
部
の
転
換
装
置
で
電

波
の
質
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
も
の
の
技
術
操
作
で
他
の
無
線
局
の
無
線
従
事
者
（
他
の
無
線
局
が
外
国
の
無

線
局
で
あ
る
場
合
は
、
当
該
他
の
無
線
局
の
無
線
設
備
を
操
作
す
る
こ
と
が
で
き
る
法
第
四
十
条
第
一
項
の
無

線
従
事
者
の
資
格
を
有
す
る
者
で
あ
つ
て
、
総
務
大
臣
が
告
示
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
免
許
人
が
当
該
技

術
操
作
を
管
理
す
る
者
と
し
て
総
合
通
信
局
長
に
届
け
出
た
も
の
を
含
む
。
）
に
管
理
さ
れ
る
も
の

（１）
　
基
地
局
（
陸
上
移
動
中
継
局
の
中
継
に
よ
り
通
信
を
行
う
も
の
に
限
る
。
）

（２）
　
陸
上
移
動
局

（３）
　
携
帯
局

（４）
　
簡
易
無
線
局
（
前
号
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）

（５）
　
Ｖ
Ｓ
Ａ
Ｔ
地
球
局

（６）
　
航
空
機
地
球
局
、
携
帯
移
動
地
球
局
そ
の
他
の
総
務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
無
線
局

八
　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
総
務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
も
の

（
無
線
設
備
の
操
作
の
特
例
）

第
三
十
三
条
の
二
　
法
第
三
十
九
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
、
無
線
従
事
者
の
資
格
の
な
い
者
が
無
線
設

備
の
操
作
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
場
合
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
外
国
各
地
間
の
み
を
航
行
す
る
船
舶
又
は
航
空
機
そ
の
他
外
国
に
あ
る
船
舶
又
は
航
空
機
に
開
設
す
る
無
線

局
に
お
い
て
、
無
線
従
事
者
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
で
あ
つ
て
、
そ
の
船
舶
又
は
航
空
機
が
日
本
国
内

の
目
的
地
に
到
着
す
る
ま
で
の
間
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
無
線
通
信
規
則
第
三
十
七
条
又
は
第
四
十
七
条

の
規
定
に
よ
り
外
国
政
府
が
発
給
し
た
証
明
書
を
有
す
る
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
資
格
の
無

線
従
事
者
の
操
作
の
範
囲
に
属
す
る
無
線
設
備
の
操
作
を
行
う
と
き
（
無
線
通
信
規
則
第
三
十
七
条
の
規
定
に

よ
る
証
明
書
を
有
す
る
者
は
航
空
機
局
又
は
航
空
機
地
球
局
の
無
線
設
備
の
操
作
に
、
同
規
則
第
四
十
七
条
の

規
定
に
よ
る
証
明
書
を
有
す
る
者
は
船
舶
局
又
は
船
舶
地
球
局
の
無
線
設
備
の
操
作
に
限
る
。
）
。

無
線
通
信
士
一
般
証
明
書
又
は
第
一
級
無
線
電
信
通
信
士
証
明

書
を
有
す
る
者

第
一
級
総
合
無
線
通
信
士

第
二
級
無
線
電
信
通
信
士
証
明
書
を
有
す
る
者

第
二
級
総
合
無
線
通
信
士

無
線
電
信
通
信
士
特
別
証
明
書
を
有
す
る
者

第
三
級
総
合
無
線
通
信
士

第
一
級
無
線
電
子
証
明
書
を
有
す
る
者

第
一
級
海
上
無
線
通
信
士

第
二
級
無
線
電
子
証
明
書
を
有
す
る
者

第
二
級
海
上
無
線
通
信
士

一
般
無
線
通
信
士
証
明
書
を
有
す
る
者

第
三
級
海
上
無
線
通
信
士

無
線
電
話
通
信
士
一
般
証
明
書
を
有
す
る
者

航
空
無
線
通
信
士
又
は
第
四
級
海
上
無
線

通
信
士

制
限
無
線
通
信
士
証
明
書
を
有
す
る
者

第
一
級
海
上
特
殊
無
線
技
士

二
　
非
常
通
信
業
務
を
行
う
場
合
で
あ
つ
て
、
無
線
従
事
者
を
無
線
設
備
の
操
作
に
充
て
る
こ
と
が
で
き
な
い
と

き
、
又
は
主
任
無
線
従
事
者
を
無
線
設
備
の
操
作
の
監
督
に
充
て
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
。

三
　
航
空
機
の
操
縦
の
練
習
を
行
う
に
際
し
、
航
空
機
内
に
お
い
て
第
一
級
総
合
無
線
通
信
士
、
第
二
級
総
合
無

線
通
信
士
又
は
航
空
無
線
通
信
士
の
指
揮
の
下
に
、
当
該
航
空
機
に
開
設
す
る
航
空
機
局
又
は
航
空
機
地
球
局

の
無
線
設
備
の
操
作
を
行
う
と
き
。

四
　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
総
務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
も
の

２
　
法
第
三
十
九
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
、
船
舶
局
無
線
従
事
者
証
明
を
要
し
な
い
場
合
は
、
次
の
と

お
り
と
す
る
。

一
　
外
国
各
地
間
の
み
を
航
行
す
る
船
舶
そ
の
他
外
国
に
あ
る
船
舶
に
開
設
す
る
無
線
局
に
お
い
て
、
船
舶
局
無

線
従
事
者
証
明
を
受
け
た
者
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
で
あ
つ
て
、
そ
の
船
舶
が
日
本
国
内
の
目
的
地
に

到
着
す
る
ま
で
の
間
、
船
員
の
訓
練
及
び
資
格
証
明
並
び
に
当
直
の
基
準
に
関
す
る
国
際
条
約
第
六
条
の
規
定

に
よ
り
外
国
の
政
府
の
発
給
し
た
証
明
書
を
有
す
る
者
が
当
該
船
舶
に
開
設
す
る
無
線
局
の
無
線
設
備
の
操
作

を
行
う
と
き
。

二
　
船
舶
職
員
及
び
小
型
船
舶
操
縦
者
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
四
十
九
号
）
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ

る
船
舶
職
員
（
通
信
長
及
び
通
信
士
の
職
務
を
行
う
も
の
に
限
る
。
）
以
外
の
者
で
船
舶
局
無
線
従
事
者
証
明

を
受
け
て
い
な
い
無
線
従
事
者
が
、
義
務
船
舶
局
等
の
無
線
従
事
者
で
船
舶
局
無
線
従
事
者
証
明
を
受
け
た
も

の
の
管
理
の
下
に
当
該
義
務
船
舶
局
等
の
無
線
設
備
の
操
作
を
行
う
と
き
。

第
三
十
四
条
　
法
第
三
十
九
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
、
船
舶
又
は
航
空
機
が
航
行
中
で
あ
る
た
め
無
線

従
事
者
の
資
格
の
な
い
者
が
無
線
設
備
の
操
作
を
行
う
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
操
作
は
、
遭
難
通
信
、
緊
急
通

信
及
び
安
全
通
信
を
行
う
場
合
に
限
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
船
舶
又
は
航
空
機
が
日
本
国
内
の
目
的
地

に
到
着
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
一
定
の
無
線
従
事
者
を
補
充
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
無
線
従
事
者
で
な
け
れ
ば
行
つ
て
は
な
ら
な
い
無
線
設
備
の
操
作
）

第
三
十
四
条
の
二
　
法
第
三
十
九
条
第
二
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
無
線
設
備
の
操
作
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
海
岸
局
、
船
舶
局
、
海
岸
地
球
局
又
は
船
舶
地
球
局
の
無
線
設
備
の
通
信
操
作
で
遭
難
通
信
、
緊
急
通
信
又

は
安
全
通
信
に
関
す
る
も
の

二
　
航
空
局
、
航
空
機
局
、
航
空
地
球
局
又
は
航
空
機
地
球
局
の
無
線
設
備
の
通
信
操
作
で
遭
難
通
信
又
は
緊
急

通
信
に
関
す
る
も
の

三
　
航
空
局
の
無
線
設
備
の
通
信
操
作
で
次
に
掲
げ
る
通
信
の
連
絡
の
設
定
及
び
終
了
に
関
す
る
も
の
（
自
動
装

置
に
よ
る
連
絡
設
定
が
行
わ
れ
る
無
線
局
の
無
線
設
備
の
も
の
を
除
く
。
）

（１）
　
無
線
方
向
探
知
に
関
す
る
通
信

（２）
　
航
空
機
の
安
全
運
航
に
関
す
る
通
信

（３）
　
気
象
通
報
に
関
す
る
通
信
（
（
２
）
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）

四
　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
総
務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
も
の

（
主
任
無
線
従
事
者
の
非
適
格
事
由
）

第
三
十
四
条
の
三
　
法
第
三
十
九
条
第
三
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
事
由
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
法
第
四
十
二
条
第
一
号
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。

二
　
法
第
七
十
九
条
第
一
項
第
一
号
（
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
業
務

に
従
事
す
る
こ
と
を
停
止
さ
れ
、
そ
の
処
分
の
期
間
が
終
了
し
た
日
か
ら
三
箇
月
を
経
過
し
て
い
な
い
者
で
あ

る
こ
と
。

三
　
主
任
無
線
従
事
者
と
し
て
選
任
さ
れ
る
日
以
前
五
年
間
に
お
い
て
無
線
局
（
無
線
従
事
者
の
選
任
を
要
す
る

無
線
局
で
ア
マ
チ
ュ
ア
局
以
外
の
も
の
に
限
る
。
）
の
無
線
設
備
の
操
作
又
は
そ
の
監
督
の
業
務
に
従
事
し
た

期
間
が
三
箇
月
に
満
た
な
い
者
で
あ
る
こ
と
。

（
選
任
及
び
解
任
の
届
出
）

第
三
十
四
条
の
四
　
法
第
三
十
九
条
第
四
項
（
法
第
五
十
一
条
（
法
第
七
十
条
の
九
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。
）
及
び
第
七
十
条
の
九
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
別
表

第
三
号
の
様
式
に
よ
つ
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
主
任
無
線
従
事
者
の
職
務
）

第
三
十
四
条
の
五
　
法
第
三
十
九
条
第
五
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
職
務
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
主
任
無
線
従
事
者
の
監
督
を
受
け
て
無
線
設
備
の
操
作
を
行
う
者
に
対
す
る
訓
練
（
実
習
を
含
む
。
）
の
計

画
を
立
案
し
、
実
施
す
る
こ
と
。

二
　
無
線
設
備
の
機
器
の
点
検
若
し
く
は
保
守
を
行
い
、
又
は
そ
の
監
督
を
行
う
こ
と
。

三
　
無
線
業
務
日
誌
そ
の
他
の
書
類
を
作
成
し
、
又
は
そ
の
作
成
を
監
督
す
る
こ
と
（
記
載
さ
れ
た
事
項
に
関
し

必
要
な
措
置
を
執
る
こ
と
を
含
む
。
）
。
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四
　
主
任
無
線
従
事
者
の
職
務
を
遂
行
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項
に
関
し
免
許
人
等
又
は
法
第
七
十
条
の
九
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
登
録
局
を
運
用
す
る
当
該
登
録
局
の
登
録
人
以
外
の
者
に
対
し
て
意
見
を
述
べ
る
こ
と
。

五
　
そ
の
他
無
線
局
の
無
線
設
備
の
操
作
の
監
督
に
関
し
必
要
と
認
め
ら
れ
る
事
項

（
主
任
無
線
従
事
者
の
講
習
を
要
し
な
い
無
線
局
）

第
三
十
四
条
の
六
　
法
第
三
十
九
条
第
七
項
（
法
第
七
十
条
の
九
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の

総
務
省
令
で
定
め
る
無
線
局
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
無
線
電
話
、
遭
難
自
動
通
報
設
備
、
レ
ー
ダ
ー
そ
の
他
の
小
規
模
な
船
舶
局
に
使
用
す
る
無
線
設
備
と
し
て

総
務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
無
線
設
備
の
み
を
設
置
す
る
船
舶
局
（
国
際
航
海
に
従
事
し
な
い
船
舶
の
船
舶
局

に
限
る
。
以
下
「
特
定
船
舶
局
」
と
い
う
。
）

二
　
簡
易
無
線
局

三
　
前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
総
務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
も
の

（
講
習
の
期
間
）

第
三
十
四
条
の
七
　
法
第
三
十
九
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
、
免
許
人
等
又
は
法
第
七
十
条
の
九
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
登
録
局
を
運
用
す
る
当
該
登
録
局
の
登
録
人
以
外
の
者
は
、
主
任
無
線
従
事
者
を
選
任
し
た
と
き
は
、
当
該

主
任
無
線
従
事
者
に
選
任
の
日
か
ら
六
箇
月
以
内
に
無
線
設
備
の
操
作
の
監
督
に
関
し
総
務
大
臣
の
行
う
講
習
を

受
け
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
免
許
人
等
又
は
法
第
七
十
条
の
九
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
局
を
運
用
す
る
当
該
登
録
局
の
登
録
人
以
外
の

者
は
、
前
項
の
講
習
を
受
け
た
主
任
無
線
従
事
者
に
そ
の
講
習
を
受
け
た
日
か
ら
五
年
以
内
に
講
習
を
受
け
さ
せ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
当
該
講
習
を
受
け
た
日
以
降
に
つ
い
て
も
同
様
と
す
る
。

３
　
前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
船
舶
が
航
行
中
で
あ
る
と
き
、
そ
の
他
総
務
大
臣
が
当
該
規
定
に
よ
る
こ
と

が
困
難
又
は
著
し
く
不
合
理
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
総
務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
ア
マ
チ
ュ
ア
局
の
無
線
設
備
の
操
作
の
特
例
）

第
三
十
四
条
の
八
　
法
第
三
十
九
条
の
十
三
た
だ
し
書
の
総
務
省
令
で
定
め
る
資
格
は
、
外
国
政
府
（
そ
の
国
内
に

お
い
て
法
第
四
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
資
格
を
有
す
る
者
に
対
し
ア
マ
チ
ュ
ア
局
に
相
当
す
る
無
線
局
の
無
線

設
備
の
操
作
を
認
め
る
も
の
に
限
る
。
）
が
付
与
す
る
資
格
で
あ
つ
て
総
務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
資
格
と
す
る
。

第
三
十
四
条
の
九
　
前
条
に
定
め
る
資
格
を
有
す
る
者
が
ア
マ
チ
ュ
ア
局
の
無
線
設
備
の
操
作
を
行
う
と
き
は
、
総

務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
四
条
の
十
　
法
第
三
十
九
条
の
十
三
た
だ
し
書
の
総
務
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合

と
す
る
。

一
　
ア
マ
チ
ュ
ア
局
（
人
工
衛
星
に
開
設
す
る
ア
マ
チ
ュ
ア
局
及
び
人
工
衛
星
に
開
設
す
る
ア
マ
チ
ュ
ア
局
の
無

線
設
備
を
遠
隔
操
作
す
る
ア
マ
チ
ュ
ア
局
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
無
線
設
備
の
操
作
を

そ
の
操
作
が
で
き
る
資
格
を
有
す
る
無
線
従
事
者
の
指
揮
（
立
会
い
（
こ
れ
に
相
当
す
る
適
切
な
措
置
を
執
る

も
の
を
含
む
。
）
を
す
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
号
及
び
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
下
に
行
う
場
合
で
あ
つ

て
、
次
に
掲
げ
る
条
件
に
適
合
す
る
と
き
。

（１）
　
科
学
技
術
に
対
す
る
理
解
と
関
心
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
一
時
的
に
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ

と
。

（２）
　
当
該
無
線
設
備
の
操
作
を
指
揮
す
る
無
線
従
事
者
の
行
う
こ
と
が
で
き
る
無
線
設
備
の
操
作
（
モ
ー
ル
ス

符
号
を
送
り
、
又
は
受
け
る
無
線
電
信
の
操
作
を
除
く
。
）
の
範
囲
内
で
あ
る
こ
と
。

（３）
　
当
該
無
線
設
備
の
操
作
の
う
ち
、
連
絡
の
設
定
及
び
終
了
に
関
す
る
通
信
操
作
に
つ
い
て
は
、
当
該
無
線

設
備
の
操
作
を
指
揮
す
る
無
線
従
事
者
が
行
う
こ
と
。

（４）
　
当
該
無
線
設
備
の
操
作
を
行
う
者
が
、
法
第
五
条
第
三
項
各
号
の
い
ず
れ
か
又
は
法
第
四
十
二
条
第
一
号

若
し
く
は
第
二
号
に
該
当
す
る
者
で
な
い
こ
と
。

二
　
臨
時
に
開
設
す
る
ア
マ
チ
ュ
ア
局
の
無
線
設
備
の
操
作
を
そ
の
操
作
が
で
き
る
資
格
を
有
す
る
無
線
従
事
者

の
指
揮
の
下
に
行
う
場
合
で
あ
つ
て
、
総
務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
条
件
に
適
合
す
る
と
き
。

２
　
前
項
第
一
号
に
規
定
す
る
無
線
設
備
の
操
作
を
指
揮
す
る
無
線
従
事
者
は
、
当
該
無
線
設
備
の
操
作
を
行
う
者

が
無
線
技
術
に
対
す
る
理
解
と
関
心
を
深
め
る
と
と
も
に
、
当
該
操
作
に
関
す
る
知
識
及
び
技
能
を
習
得
で
き
る

よ
う
、
適
切
な
働
き
か
け
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
船
舶
局
無
線
従
事
者
証
明
を
行
う
無
線
従
事
者
の
資
格
）

第
三
十
四
条
の
十
一
　
法
第
四
十
八
条
の
二
第
二
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
無
線
従
事
者
の
資
格
は
、
第
一
級
総
合

無
線
通
信
士
、
第
二
級
総
合
無
線
通
信
士
、
第
三
級
総
合
無
線
通
信
士
、
第
一
級
海
上
無
線
通
信
士
、
第
二
級
海

上
無
線
通
信
士
、
第
三
級
海
上
無
線
通
信
士
又
は
第
一
級
海
上
特
殊
無
線
技
士
と
す
る
。

（
船
舶
局
無
線
従
事
者
証
明
の
効
力
の
継
続
）

第
三
十
四
条
の
十
二
　
法
第
四
十
八
条
の
三
第
一
号
の
総
務
省
令
で
定
め
る
無
線
局
の
無
線
設
備
は
、
次
の
と
お
り

と
す
る
。

一
　
海
岸
局
又
は
船
舶
局
の
無
線
設
備
で
あ
つ
て
、
二
、
一
八
七
・
五
ｋ
Ｈ
ｚ
、
四
、
二
〇
七
・
五
ｋ
Ｈ
ｚ
、

六
、
三
一
二
ｋ
Ｈ
ｚ
、
八
、
四
一
四
・
五
ｋ
Ｈ
ｚ
、
一
二
、
五
七
七
ｋ
Ｈ
ｚ
、
一
六
、
八
〇
四
・
五
ｋ
Ｈ
ｚ
、

一
五
六
・
五
二
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
又
は
一
五
六
・
八
Ｍ
Ｈ
ｚ
の
周
波
数
の
電
波
を
具
備
す
る
も
の
（
法
第
三
十
九
条
第

一
項
本
文
の
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
を
除
く
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）

二
　
船
舶
地
球
局
の
無
線
設
備

三
　
前
二
号
の
ほ
か
、
船
舶
の
航
行
の
安
全
に
密
接
な
関
係
の
あ
る
通
信
を
行
う
た
め
の
無
線
局
の
無
線
設
備
で

あ
つ
て
、
総
務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
も
の

（
業
務
経
歴
の
記
載
等
）

第
三
十
五
条
　
船
舶
局
無
線
従
事
者
証
明
を
受
け
た
者
は
、
船
舶
局
無
線
従
事
者
証
明
書
の
経
歴
の
欄
に
次
表
の
上

欄
に
掲
げ
る
事
項
を
そ
の
事
実
の
あ
つ
た
都
度
記
載
し
、
そ
れ
ぞ
れ
下
欄
に
掲
げ
る
者
の
確
認
を
受
け
て
お
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

事
項

確
認
を
行
う
者

第
三
十
二
条
の
十
又
は
前
条
に
規
定
す
る
無
線
設
備
を
使
用

す
る
無
線
局
の
無
線
従
事
者
と
し
て
の
選
任
又
は
解
任

そ
の
選
任
若
し
く
は
解
任
さ
れ
た
無
線
局
の
免
許
人
又

は
こ
れ
に
準
ず
る
者
で
あ
つ
て
総
務
大
臣
が
別
に
告
示

す
る
も
の

法
第
四
十
八
条
の
三
第
一
号
の
訓
練
の
課
程
の
修
了

そ
の
訓
練
の
実
施
者

（
遭
難
通
信
責
任
者
の
要
件
）

第
三
十
五
条
の
二
　
法
第
五
十
条
第
一
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
無
線
従
事
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
の
資
格

を
有
す
る
者
と
す
る
。

一
　
第
一
級
総
合
無
線
通
信
士
又
は
第
一
級
海
上
無
線
通
信
士

二
　
第
二
級
海
上
無
線
通
信
士

三
　
第
三
級
海
上
無
線
通
信
士

２
　
遭
難
通
信
責
任
者
は
、
当
該
無
線
局
に
選
任
さ
れ
て
い
る
無
線
従
事
者
の
う
ち
、
前
項
各
号
の
順
序
に
従
い
、

で
き
る
だ
け
上
位
の
資
格
を
有
す
る
者
と
す
る
。

３
　
船
舶
の
責
任
者
は
、
遭
難
通
信
責
任
者
が
病
気
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
そ
の
職
務
を
行
う
こ
と
が

で
き
な
い
と
き
は
、
当
該
無
線
局
に
選
任
さ
れ
て
い
る
無
線
従
事
者
の
う
ち
か
ら
遭
難
通
信
責
任
者
に
代
わ
つ
て

そ
の
職
務
を
行
う
者
を
指
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
無
線
従
事
者
の
配
置
）

第
三
十
六
条
　
法
第
五
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
無
線
局
に
配
置
す
べ
き
無
線
従
事
者
の
最
低
限
の
資
格
別
員
数

は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
義
務
船
舶
局
等
（
そ
の
無
線
設
備
に
つ
い
て
法
第
三
十
五
条
第
三
号
の
措
置
を
と

る
も
の
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

義
務
船
舶
局
等

無
線
従
事
者
の
資
格
別
員
数

一
　
第
二
十
八
条
第
一
項
第
三
号
の

船
舶
の
義
務
船
舶
局
等
（
国
際
航
海

に
従
事
す
る
旅
客
船
の
も
の
に
限
る

。
）

第
一
級
総
合
無
線
通
信
士
又
は
第
一
級
海
上
無
線
通
信
士
の
資
格
を
有
す
る

者
で
あ
つ
て
、
船
舶
局
無
線
従
事
者
証
明
を
受
け
て
い
る
も
の
　
一
名

二
　
そ
の
他
の
義
務
船
舶
局
等

第
一
級
総
合
無
線
通
信
士
、
第
一
級
海
上
無
線
通
信
士
又
は
第
二
級
海
上
無

線
通
信
士
の
資
格
を
有
す
る
者
で
あ
つ
て
、
船
舶
局
無
線
従
事
者
証
明
を
受

け
て
い
る
も
の
　
一
名
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２
　
前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
無
線
局
に
は
当
該
無
線
局
の
無
線
設
備
の
操
作
を
行
い
、
又
は
そ
の
監
督
を

行
う
た
め
に
必
要
な
無
線
従
事
者
を
配
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
六
節
　
目
的
外
通
信
等

（
遭
難
通
信
等
）

第
三
十
六
条
の
二
　
法
第
五
十
二
条
第
一
号
の
総
務
省
令
で
定
め
る
方
法
は
、
次
の
各
号
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一
　
デ
ジ
タ
ル
選
択
呼
出
装
置
を
使
用
し
て
、
別
図
第
一
号
に
定
め
る
構
成
に
よ
り
行
う
も
の

二
　
船
舶
地
球
局
の
無
線
設
備
を
使
用
し
て
、
別
図
第
二
号
に
定
め
る
構
成
に
よ
り
行
う
も
の

三
　
海
岸
地
球
局
が
高
機
能
グ
ル
ー
プ
呼
出
し
に
よ
つ
て
行
う
も
の
で
あ
つ
て
、
別
図
第
三
号
に
定
め
る
構
成
に

よ
る
も
の

四
　
Ｆ
一
Ｂ
電
波
四
二
四
ｋ
Ｈ
ｚ
又
は
五
一
八
ｋ
Ｈ
ｚ
を
使
用
し
て
、
別
図
第
四
号
に
定
め
る
構
成
に
よ
り
行
う

も
の

五
　
Ａ
三
Ｘ
電
波
一
二
一
・
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
及
び
二
四
三
Ｍ
Ｈ
ｚ
又
は
Ｇ
一
Ｂ
電
波
四
〇
六
・
〇
二
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
、
四
〇

六
・
〇
二
八
Ｍ
Ｈ
ｚ
、
四
〇
六
・
〇
三
一
Ｍ
Ｈ
ｚ
、
四
〇
六
・
〇
三
七
Ｍ
Ｈ
ｚ
若
し
く
は
四
〇
六
・
〇
四
Ｍ
Ｈ

ｚ
を
使
用
し
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の
を
送
信
す
る
も
の

（１）
　
Ａ
三
Ｘ
電
波
一
二
一
・
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
及
び
二
四
三
Ｍ
Ｈ
ｚ
は
、
三
〇
〇
ヘ
ル
ツ
か
ら
一
、
六
〇
〇
ヘ
ル
ツ
ま

で
の
任
意
の
七
〇
〇
ヘ
ル
ツ
以
上
の
範
囲
を
毎
秒
二
回
か
ら
四
回
ま
で
の
割
合
で
低
い
方
向
に
変
化
す
る
可

聴
周
波
数
か
ら
成
る
信
号

（２）
　
Ｇ
一
Ｂ
電
波
四
〇
六
・
〇
二
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
、
四
〇
六
・
〇
二
八
Ｍ
Ｈ
ｚ
、
四
〇
六
・
〇
三
一
Ｍ
Ｈ
ｚ
、
四
〇

六
・
〇
三
七
Ｍ
Ｈ
ｚ
及
び
四
〇
六
・
〇
四
Ｍ
Ｈ
ｚ
は
、
別
図
第
五
号
に
定
め
る
構
成
に
よ
る
信
号

六
　
Ｇ
一
Ｂ
電
波
若
し
く
は
Ｇ
一
Ｄ
電
波
四
〇
六
・
〇
二
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
、
四
〇
六
・
〇
二
八
Ｍ
Ｈ
ｚ
、
四
〇
六
・
〇

三
一
Ｍ
Ｈ
ｚ
、
四
〇
六
・
〇
三
七
Ｍ
Ｈ
ｚ
若
し
く
は
四
〇
六
・
〇
四
Ｍ
Ｈ
ｚ
又
は
Ｇ
一
Ｄ
電
波
四
〇
六
・
〇
五

Ｍ
Ｈ
ｚ
、
Ａ
三
Ｘ
電
波
一
二
一
・
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
並
び
に
Ｆ
一
Ｄ
電
波
一
六
一
・
九
七
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
及
び
一
六
二
・
〇

二
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
使
用
し
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の
を
送
信
す
る
も
の

（１）
　
Ｇ
一
Ｂ
電
波
若
し
く
は
Ｇ
一
Ｄ
電
波
四
〇
六
・
〇
二
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
、
四
〇
六
・
〇
二
八
Ｍ
Ｈ
ｚ
、
四
〇
六
・

〇
三
一
Ｍ
Ｈ
ｚ
、
四
〇
六
・
〇
三
七
Ｍ
Ｈ
ｚ
若
し
く
は
四
〇
六
・
〇
四
Ｍ
Ｈ
ｚ
又
は
Ｇ
一
Ｄ
電
波
四
〇
六
・

〇
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
は
、
別
図
第
五
号
に
定
め
る
構
成
に
よ
る
信
号

（２）
　
Ａ
三
Ｘ
電
波
一
二
一
・
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
は
、
三
〇
〇
ヘ
ル
ツ
か
ら
一
、
六
〇
〇
ヘ
ル
ツ
ま
で
の
任
意
の
七
〇
〇

ヘ
ル
ツ
以
上
の
範
囲
を
毎
秒
二
回
か
ら
四
回
ま
で
の
割
合
で
高
い
方
向
又
は
低
い
方
向
に
変
化
す
る
可
聴
周

波
数
か
ら
成
る
信
号

（３）
　
Ｆ
一
Ｄ
電
波
一
六
一
・
九
七
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
及
び
一
六
二
・
〇
二
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
は
、
別
図
第
六
号
に
定
め
る
構
成

に
よ
る
信
号

七
　
Ｑ
〇
Ｎ
電
波
を
使
用
し
て
、
次
の
各
号
の
条
件
に
適
合
す
る
周
波
数
掃
引
を
行
う
も
の

（１）
　
九
、
二
〇
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
か
ら
九
、
五
〇
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
ま
で
を
含
む
範
囲
を
掃
引
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（２）
　
掃
引
の
時
間
は
、
七
・
五
マ
イ
ク
ロ
秒
（±

）
一
マ
イ
ク
ロ
秒
で
あ
る
こ
と
。

（３）
　
掃
引
の
形
式
は
、
の
こ
ぎ
り
波
形
で
あ
り
、
そ
の
復
帰
時
間
が
〇
・
四
マ
イ
ク
ロ
秒
（±

）
〇
・
一
マ
イ

ク
ロ
秒
で
あ
る
こ
と
。

八
　
捜
索
救
助
用
位
置
指
示
送
信
装
置
を
使
用
し
て
、
別
図
第
六
号
に
定
め
る
構
成
に
よ
り
行
う
も
の

２
　
法
第
五
十
二
条
第
二
号
の
総
務
省
令
で
定
め
る
方
法
は
、
次
の
各
号
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一
　
デ
ジ
タ
ル
選
択
呼
出
装
置
を
使
用
し
て
、
別
図
第
七
号
に
定
め
る
構
成
に
よ
り
行
う
も
の

二
　
船
舶
地
球
局
の
無
線
設
備
を
使
用
し
て
、
別
図
第
八
号
に
定
め
る
構
成
に
よ
り
行
う
も
の

三
　
海
岸
地
球
局
が
高
機
能
グ
ル
ー
プ
呼
出
し
に
よ
つ
て
行
う
も
の
で
あ
つ
て
、
別
図
第
九
号
に
定
め
る
構
成
に

よ
る
も
の

３
　
法
第
五
十
二
条
第
三
号
の
総
務
省
令
で
定
め
る
方
法
は
、
次
の
各
号
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一
　
デ
ジ
タ
ル
選
択
呼
出
装
置
を
使
用
し
て
、
別
図
第
十
号
に
定
め
る
構
成
に
よ
り
行
う
も
の

二
　
海
岸
地
球
局
が
高
機
能
グ
ル
ー
プ
呼
出
し
に
よ
つ
て
行
う
も
の
で
あ
つ
て
、
別
図
第
十
一
号
に
定
め
る
構
成

に
よ
る
も
の

三
　
Ｆ
一
Ｂ
電
波
四
二
四
ｋ
Ｈ
ｚ
又
は
五
一
八
ｋ
Ｈ
ｚ
を
使
用
し
て
、
別
図
第
十
二
号
に
定
め
る
構
成
に
よ
り
行

う
も
の

（
免
許
状
の
目
的
等
に
か
か
わ
ら
ず
運
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
通
信
）

第
三
十
七
条
　
次
に
掲
げ
る
通
信
は
、
法
第
五
十
二
条
第
六
号
の
通
信
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
一
号
の

通
信
を
除
く
ほ
か
、
船
舶
局
に
つ
い
て
は
そ
の
船
舶
の
航
行
中
、
航
空
機
局
に
つ
い
て
は
そ
の
航
空
機
の
航
行
中

又
は
航
行
の
準
備
中
に
限
る
。
た
だ
し
、
運
用
規
則
第
四
十
条
第
一
号
及
び
第
三
号
並
び
に
第
百
四
十
二
条
第
一

号
の
規
定
の
適
用
を
妨
げ
な
い
。

一
　
無
線
機
器
の
試
験
又
は
調
整
を
す
る
た
め
に
行
う
通
信

二
　
医
事
通
報
（
航
行
中
の
船
舶
内
に
お
け
る
傷
病
者
の
医
療
手
当
に
関
す
る
通
報
を
い
う
。
）
に
関
す
る
通
信

三
　
船
位
通
報
（
遭
難
船
舶
、
遭
難
航
空
機
又
は
遭
難
者
の
救
助
又
は
捜
索
に
資
す
る
た
め
に
国
又
は
外
国
の
行

政
機
関
が
収
集
す
る
船
舶
の
位
置
に
関
す
る
通
報
で
あ
つ
て
、
当
該
行
政
機
関
と
当
該
船
舶
と
の
間
に
発
受
す

る
も
の
を
い
う
。
）
に
関
す
る
通
信

四
　
一
般
海
岸
局
に
お
い
て
、
船
舶
局
に
あ
て
る
通
報
そ
の
他
船
舶
に
関
す
る
通
報
で
あ
つ
て
、
急
を
要
す
る
も

の
を
送
信
す
る
た
め
に
行
う
他
の
一
般
海
岸
局
と
の
間
の
通
信
（
他
の
電
気
通
信
系
統
に
よ
つ
て
は
、
当
該
通

信
の
目
的
を
達
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
場
合
に
限
る
。
）

五
　
漁
業
用
の
海
岸
局
と
漁
船
の
船
舶
局
と
の
間
又
は
漁
船
の
船
舶
局
相
互
間
で
行
う
国
若
し
く
は
地
方
公
共
団

体
の
漁
ろ
う
の
指
導
監
督
に
関
す
る
通
信

六
　
船
舶
局
に
お
い
て
、
当
該
船
舶
局
の
船
上
通
信
設
備
相
互
間
で
行
う
通
信

七
　
港
務
用
の
無
線
局
と
船
舶
局
と
の
間
で
行
う
港
内
に
お
け
る
船
舶
の
交
通
、
港
内
の
整
理
若
し
く
は
取
締
り

又
は
検
疫
の
た
め
の
通
信

八
　
船
舶
局
に
お
い
て
、
当
該
船
舶
局
の
免
許
人
の
た
め
の
電
報
を
一
般
海
岸
局
又
は
電
気
通
信
業
務
を
取
り
扱

う
船
舶
局
に
対
し
て
依
頼
す
る
た
め
、
又
は
こ
れ
ら
の
無
線
局
か
ら
受
領
す
る
た
め
に
行
う
通
信

九
　
港
則
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
七
十
四
号
）
又
は
海
上
交
通
安
全
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
百
十
五

号
）
の
規
定
に
基
づ
き
行
う
海
上
保
安
庁
の
無
線
局
と
船
舶
局
と
の
間
の
通
信

十
　
海
上
保
安
庁
（
海
洋
汚
染
等
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
六

号
）
第
三
十
八
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
通
報
を
行
う
場
合
に
あ
つ
て
は
同
庁
に
相
当
す
る
外
国

の
行
政
機
関
を
含
む
。
）
の
海
上
移
動
業
務
又
は
航
空
移
動
業
務
の
無
線
局
と
そ
の
他
の
海
上
移
動
業
務
又
は

航
空
移
動
業
務
の
無
線
局
と
の
間
（
海
岸
局
と
航
空
局
と
の
間
を
除
く
。
）
で
行
う
海
上
保
安
業
務
に
関
し
急

を
要
す
る
通
信

十
一
　
海
上
保
安
庁
の
海
上
移
動
業
務
又
は
航
空
移
動
業
務
の
無
線
局
と
そ
の
他
の
海
上
移
動
業
務
又
は
航
空
移

動
業
務
の
無
線
局
と
の
間
で
行
う
海
洋
汚
染
等
及
び
海
上
災
害
の
防
止
又
は
海
上
に
お
け
る
警
備
の
訓
練
の
た

め
の
通
信

十
二
　
気
象
の
照
会
又
は
時
刻
の
照
合
の
た
め
に
行
う
海
岸
局
と
船
舶
局
と
の
間
若
し
く
は
船
舶
局
相
互
間
又
は

航
空
局
と
航
空
機
局
と
の
間
若
し
く
は
航
空
機
局
相
互
間
の
通
信

十
三
　
方
位
を
測
定
す
る
た
め
に
行
う
海
岸
局
と
船
舶
局
と
の
間
若
し
く
は
船
舶
局
相
互
間
又
は
航
空
局
と
航
空

機
局
と
の
間
若
し
く
は
航
空
機
局
相
互
間
の
通
信

十
四
　
航
空
移
動
業
務
及
び
海
上
移
動
業
務
の
無
線
局
相
互
間
に
お
い
て
遭
難
船
舶
、
遭
難
航
空
機
若
し
く
は
遭

難
者
の
救
助
若
し
く
は
捜
索
又
は
航
行
中
の
船
舶
若
し
く
は
航
空
機
を
強
取
す
る
事
件
が
発
生
し
、
若
し
く
は

発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
に
当
該
船
舶
若
し
く
は
航
空
機
の
旅
客
等
の
救
助
の
た
め
に
行
う
通
信
及
び
当

該
訓
練
の
た
め
の
通
信

十
五
　
航
空
機
局
又
は
航
空
機
に
搭
載
し
て
使
用
す
る
携
帯
局
と
海
上
移
動
業
務
の
無
線
局
と
の
間
で
行
う
砕

氷
、
海
岸
の
汚
染
の
防
止
そ
の
他
の
海
上
に
お
け
る
作
業
の
た
め
の
通
信

十
六
　
航
空
機
局
に
お
い
て
、
当
該
航
空
機
局
の
免
許
人
の
た
め
の
電
報
を
一
般
航
空
局
（
電
気
通
信
業
務
を
取

り
扱
う
航
空
局
を
い
う
。
）
又
は
電
気
通
信
業
務
を
取
り
扱
う
航
空
機
局
に
対
し
て
依
頼
す
る
た
め
、
又
は
こ

れ
ら
の
無
線
局
か
ら
受
領
す
る
た
め
に
行
う
通
信
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十
七
　
航
空
局
に
お
い
て
、
航
空
機
局
に
あ
て
る
通
信
そ
の
他
航
空
機
の
航
行
の
安
全
に
関
す
る
通
信
で
あ
つ

て
、
急
を
要
す
る
も
の
を
送
信
す
る
た
め
に
行
う
他
の
航
空
局
と
の
間
の
通
信
（
他
の
電
気
通
信
系
統
に
よ
つ

て
は
、
当
該
通
信
の
目
的
を
達
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
場
合
に
限
る
。
）

十
八
　
航
空
無
線
電
話
通
信
網
を
形
成
す
る
航
空
局
相
互
間
で
行
う
次
に
掲
げ
る
通
信

（１）
　
航
空
機
局
か
ら
発
す
る
通
報
で
あ
つ
て
、
当
該
通
信
網
内
の
他
の
航
空
局
に
あ
て
る
も
の
の
中
継

（２）
　
当
該
通
信
網
内
に
お
け
る
通
信
の
有
効
な
疎
通
を
図
る
た
め
必
要
な
通
信

十
九
　
航
空
機
局
が
海
上
移
動
業
務
の
無
線
局
と
の
間
で
行
う
次
に
掲
げ
る
通
信

（１）
　
電
気
通
信
業
務
の
通
信

（２）
　
航
空
機
の
航
行
の
安
全
に
関
す
る
通
信

二
十
　
電
気
通
信
業
務
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
航
空
局
が
開
設
さ
れ
て
い
な
い
飛
行
場
に
開
設
さ
れ
て
い
る

航
空
運
送
事
業
の
用
に
供
す
る
航
空
局
と
外
国
の
航
空
機
局
と
の
間
の
正
常
運
航
に
関
す
る
通
信

二
十
一
　
国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
飛
行
場
管
制
塔
の
航
空
局
と
当
該
飛
行
場
内
を
移
動
す
る
陸
上
移
動
局
又
は

携
帯
局
と
の
間
で
行
う
飛
行
場
の
交
通
の
整
理
そ
の
他
飛
行
場
内
の
取
締
り
に
関
す
る
通
信

二
十
二
　
一
の
免
許
人
に
属
す
る
航
空
機
局
と
当
該
免
許
人
に
属
す
る
海
上
移
動
業
務
、
陸
上
移
動
業
務
又
は
携

帯
移
動
業
務
の
無
線
局
と
の
間
で
行
う
当
該
免
許
人
の
た
め
の
急
を
要
す
る
通
信

二
十
三
　
一
の
免
許
人
に
属
す
る
携
帯
局
と
当
該
免
許
人
に
属
す
る
海
上
移
動
業
務
、
航
空
移
動
業
務
又
は
陸
上

移
動
業
務
の
無
線
局
と
の
間
で
行
う
当
該
免
許
人
の
た
め
の
急
を
要
す
る
通
信

二
十
四
　
電
波
の
規
正
に
関
す
る
通
信

二
十
五
　
法
第
七
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
通
信
の
訓
練
の
た
め
に
行
う
通
信

二
十
六
　
水
防
法
第
二
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
通
信

二
十
七
　
消
防
組
織
法
第
四
十
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
行
う
通
信

二
十
八
　
災
害
救
助
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
十
八
号
）
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
通
信

二
十
九
　
気
象
業
務
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
第
十
五
条
の
規
定
に
基
づ
き
行
う
通
信

三
十
　
災
害
対
策
基
本
法
第
五
十
七
条
又
は
第
七
十
九
条
（
大
規
模
地
震
対
策
特
別
措
置
法
（
昭
和
五
十
三
年
法

律
第
七
十
三
号
）
第
二
十
条
又
は
第
二
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る

通
信

三
十
一
　
携
帯
局
と
陸
上
移
動
業
務
の
無
線
局
と
の
間
で
行
う
通
信
で
あ
つ
て
、
地
方
公
共
団
体
が
行
う
次
に
掲

げ
る
通
信
及
び
当
該
通
信
の
訓
練
の
た
め
に
行
う
通
信

（１）
　
消
防
組
織
法
第
一
条
の
任
務
を
遂
行
す
る
た
め
に
行
う
通
信

（２）
　
消
防
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
八
十
六
号
）
第
二
条
第
九
項
の
業
務
を
遂
行
す
る
た
め
に
行
う
通
信

（３）
　
災
害
対
策
基
本
法
第
二
条
第
十
号
に
掲
げ
る
計
画
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
従
い
防
災
上
必
要
な
業
務
を
遂
行

す
る
た
め
に
行
う
通
信
（
第
二
十
六
号
か
ら
前
号
ま
で
並
び
に
（
１
）
及
び
（
２
）
に
掲
げ
る
通
信
を
除

く
。
）

三
十
二
　
治
安
維
持
の
業
務
を
つ
か
さ
ど
る
行
政
機
関
の
無
線
局
相
互
間
で
行
う
治
安
維
持
に
関
し
急
を
要
す
る

通
信
で
あ
つ
て
、
総
務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
も
の

三
十
三
　
人
命
の
救
助
又
は
人
の
生
命
、
身
体
若
し
く
は
財
産
に
重
大
な
危
害
を
及
ぼ
す
犯
罪
の
捜
査
若
し
く
は

こ
れ
ら
の
犯
罪
の
現
行
犯
人
若
し
く
は
被
疑
者
の
逮
捕
に
関
し
急
を
要
す
る
通
信
（
他
の
電
気
通
信
系
統
に
よ

つ
て
は
、
当
該
通
信
の
目
的
を
達
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
場
合
に
限
る
。
）

三
十
四
　
法
第
百
三
条
の
六
の
規
定
に
よ
る
許
可
に
基
づ
き
第
一
号
包
括
免
許
人
が
運
用
す
る
同
条
第
一
項
第
二

号
の
無
線
局
と
当
該
第
一
号
包
括
免
許
人
の
包
括
免
許
に
係
る
特
定
無
線
局
の
通
信
の
相
手
方
で
あ
る
無
線
局

と
の
間
で
行
う
通
信

第
七
節
　
業
務
書
類
等

（
備
付
け
を
要
す
る
業
務
書
類
）

第
三
十
八
条
　
法
第
六
十
条
の
規
定
に
よ
り
無
線
局
に
備
え
付
け
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
書
類
は
、
次
の
表
の

上
欄
の
無
線
局
に
つ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

無
線
局

業
務
書
類

一
　
船
舶
局
及
び
船
舶

地
球
局

（
一
）
　
免
許
状

（
二
）
　
無
線
局
の
免
許
の
申
請
書
の
添
付
書
類
の
写
し
（
再
免
許
を
受
け
た
無
線
局
に
あ

つ
て
は
、
最
近
の
再
免
許
の
申
請
に
係
る
も
の
並
び
に
免
許
規
則
第
十
六
条
の
三
の
規
定

に
よ
り
提
出
を
省
略
し
た
添
付
書
類
と
同
一
の
記
載
内
容
を
有
す
る
添
付
書
類
の
写
し
及

び
同
規
則
第
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
提
出
を
省
略
し
た
工
事
設
計
書
と
同
一
の
記
載
内
容

を
有
す
る
工
事
設
計
書
の
写
し
）
（
１
）

（
三
）
　
免
許
規
則
第
十
二
条
（
同
規
則
第
二
十
五
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。
以
下
こ
の
表
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
変
更
の
申
請
書
の
添
付
書
類
及
び
届
出
書
の
添

付
書
類
の
写
し
（
再
免
許
を
受
け
た
無
線
局
に
あ
つ
て
は
、
最
近
の
再
免
許
後
に
お
け
る

変
更
に
係
る
も
の
）
（
１
）

（
四
）
　
第
四
十
三
条
第
一
項
の
届
出
書
に
添
付
し
た
書
類
の
写
し
（
２
）
（
船
舶
局
の
場
合

に
限
る
。
）

（
五
）
　
無
線
従
事
者
選
解
任
届
の
写
し
（
２
）

（
六
）
　
船
舶
局
の
局
名
録
及
び
海
上
移
動
業
務
識
別
の
割
当
表
（
３
）
（
義
務
船
舶
局
等
の

場
合
に
限
る
。
）

（
七
）
　
海
岸
局
及
び
特
別
業
務
の
局
の
局
名
録
（
３
）
（
国
際
航
海
に
従
事
す
る
船
舶
の
義

務
船
舶
局
等
の
場
合
に
限
る
。
）

（
八
）
　
海
上
移
動
業
務
及
び
海
上
移
動
衛
星
業
務
で
使
用
す
る
便
覧
（
３
）
（
国
際
通
信
を

行
う
船
舶
局
及
び
船
舶
地
球
局
の
場
合
に
限
る
。
）

（
九
）
　
第
四
十
三
条
第
二
項
の
届
出
書
に
添
付
し
た
書
類
の
写
し
（
２
）
（
船
舶
地
球
局
の

場
合
に
限
る
。
）

（
十
）
　
法
第
三
十
五
条
各
号
の
措
置
に
応
じ
て
総
務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
書
類
（
２
）

（
同
条
の
措
置
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
義
務
船
舶
局
等
の
場
合
に
限
る
。
）

二
　
海
岸
局
及
び
海
岸

地
球
局

（
一
）
　
免
許
状

（
二
）
　
一
の
項
の
（
二
）
及
び
（
三
）
に
掲
げ
る
書
類
（
１
）

（
三
）
　
一
の
項
の
（
六
）
に
掲
げ
る
書
類
（
３
）
（
二
六
・
一
七
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
る
周
波

数
の
電
波
を
使
用
す
る
海
岸
局
に
あ
つ
て
は
、
電
気
通
信
業
務
用
又
は
港
務
用
の
海
岸
局

の
場
合
に
限
る
。
）

（
四
）
　
一
の
項
の
（
八
）
に
掲
げ
る
書
類
（
３
）
（
国
際
通
信
を
行
う
海
岸
局
及
び
海
岸
地

球
局
の
場
合
に
限
る
。
）

三
　
航
空
機
局
及
び
航

空
機
地
球
局
（
航
空
機

の
安
全
運
航
又
は
正
常

運
航
に
関
す
る
通
信
を

行
う
も
の
に
限
る
。
）

（
一
）
　
免
許
状

（
二
）
　
一
の
項
の
（
二
）
及
び
（
三
）
に
掲
げ
る
書
類
（
１
）

（
三
）
　
一
の
項
の
（
四
）
に
掲
げ
る
書
類
（
２
）
（
航
空
機
地
球
局
に
あ
つ
て
は
、
電
気
通

信
業
務
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
以
外
の
も
の
の
場
合
に
限
る
。
）

（
四
）
　
通
信
憲
章
、
通
信
条
約
及
び
無
線
通
信
規
則
並
び
に
国
際
民
間
航
空
機
関
に
よ
り

採
択
さ
れ
た
通
信
手
続
（
２
）
（
国
際
通
信
を
行
う
航
空
機
局
及
び
航
空
機
地
球
局
の
場
合

に
限
る
。
）

（
五
）
　
一
の
項
の
（
九
）
に
掲
げ
る
書
類
（
２
）
（
電
気
通
信
業
務
を
行
う
こ
と
を
目
的
と

す
る
航
空
機
地
球
局
の
場
合
に
限
る
。
）

四
　
航
空
局
及
び
航
空

地
球
局
（
航
空
機
の
安

全
運
航
又
は
正
常
運
航

に
関
す
る
通
信
を
行
う

も
の
に
限
る
。
）

（
一
）
　
免
許
状

（
二
）
　
一
の
項
の
（
二
）
及
び
（
三
）
に
掲
げ
る
書
類
（
１
）

（
三
）
　
三
の
項
の
（
四
）
に
掲
げ
る
書
類
（
２
）
（
国
際
通
信
を
行
う
航
空
局
及
び
航
空
地

球
局
の
場
合
に
限
る
。
）

五
　
ア
マ
チ
ュ
ア
局

（
一
）
　
免
許
状
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（
二
）
　
無
線
局
の
免
許
の
申
請
書
の
添
付
書
類
の
写
し
（
再
免
許
を
受
け
た
無
線
局
に
あ

つ
て
は
、
最
近
の
再
免
許
の
申
請
に
係
る
も
の
）
（
１
）
（
人
工
衛
星
に
開
設
す
る
ア
マ
チ

ュ
ア
局
及
び
人
工
衛
星
に
開
設
す
る
ア
マ
チ
ュ
ア
局
の
無
線
設
備
を
遠
隔
操
作
す
る
ア
マ

チ
ュ
ア
局
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
人
工
衛
星
等
の
ア
マ
チ
ュ
ア
局
」
と
い
う
。
）
の
場

合
に
限
る
。
）

（
三
）
　
一
の
項
の
（
三
）
に
掲
げ
る
書
類
（
１
）
（
人
工
衛
星
等
の
ア
マ
チ
ュ
ア
局
の
場
合

に
限
る
。
）

六
　
陸
上
移
動
局
、
携

帯
局
、
航
空
機
地
球
局

（
三
の
項
に
掲
げ
る
航
空

機
地
球
局
を
除
く
。
）
、

携
帯
移
動
地
球
局
、
簡

易
無
線
局
及
び
構
内
無

線
局

免
許
状

七
　
基
幹
放
送
局

（
一
）
　
免
許
状

（
二
）
　
無
線
局
の
免
許
の
申
請
書
の
添
付
書
類
の
写
し
（
再
免
許
を
受
け
た
無
線
局
に
あ

つ
て
は
、
最
近
の
再
免
許
の
申
請
に
係
る
も
の
並
び
に
免
許
規
則
第
十
六
条
の
二
の
規
定

に
よ
り
無
線
局
事
項
書
の
記
載
を
省
略
し
た
部
分
を
有
す
る
無
線
局
事
項
書
（
そ
の
記
載

を
省
略
し
た
部
分
の
み
の
も
の
と
す
る
。
）
及
び
同
規
則
第
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
提
出
を

省
略
し
た
工
事
設
計
書
と
同
一
の
記
載
内
容
を
有
す
る
工
事
設
計
書
の
写
し
）
（
１
）

（
三
）
　
一
の
項
の
（
三
）
に
掲
げ
る
書
類
（
１
）

八
　
遭
難
自
動
通
報
局
、

船
上
通
信
局
、
無
線
航

行
移
動
局
及
び
無
線
標

定
移
動
局

（
一
）
　
免
許
状

（
二
）
　
一
の
項
の
（
二
）
及
び
（
三
）
に
掲
げ
る
書
類
（
１
）

（
三
）
　
一
の
項
の
（
九
）
に
掲
げ
る
書
類
（
２
）
（
遭
難
自
動
通
報
局
（
携
帯
用
位
置
指
示

無
線
標
識
の
み
を
設
置
す
る
も
の
を
除
く
。
）
及
び
無
線
航
行
移
動
局
の
場
合
に
限
る
。
）

九
　
そ
の
他
の
無
線
局
（
一
）
　
免
許
状

（
二
）
　
一
の
項
の
（
二
）
及
び
（
三
）
に
掲
げ
る
書
類
（
１
）

注一
　
（
１
）
を
付
し
た
書
類
は
、
免
許
規
則
第
八
条
第
二
項
（
同
規
則
第
十
二
条
第
四
項
、
第
十
五
条
の
四
第
二
項
、

第
十
五
条
の
五
第
二
項
、
第
十
五
条
の
六
第
二
項
及
び
第
十
九
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
よ
り
総
務
大
臣
又
は
総
合
通
信
局
長
が
提
出
書
類
の
写
し
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
た
も
の
（
同
規
則
第

八
条
第
二
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
申
請
者
に
返
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
提
出
書
類
の
写
し
に
係
る
電
磁
的

記
録
を
含
む
。
）
と
す
る
。

二
　
（
２
）
を
付
し
た
書
類
及
び
（
３
）
を
付
し
た
書
類
（
第
六
項
に
規
定
す
る
総
務
大
臣
の
認
定
す
る
も
の
を
含

む
。
）
に
つ
い
て
は
、
電
磁
的
方
法
（
電
子
的
方
法
、
磁
気
的
方
法
そ
の
他
の
人
の
知
覚
に
よ
つ
て
は
認
識
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
方
法
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
よ
り
記
録
さ
れ
た
も
の
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
は
、
当
該
記
録
を
必
要
に
応
じ
直
ち
に
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
電
子
計
算
機
そ
の
他
の
機
器
を
備
え

付
け
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
第
七
項
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

三
　
（
３
）
を
付
し
た
書
類
は
、
無
線
通
信
規
則
付
録
第
十
六
号
に
掲
げ
る
書
類
と
す
る
。

２
　
船
舶
局
、
無
線
航
行
移
動
局
又
は
船
舶
地
球
局
に
あ
つ
て
は
、
前
項
の
免
許
状
は
、
主
た
る
送
信
装
置
の
あ
る

場
所
の
見
や
す
い
箇
所
に
掲
げ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
掲
示
を
困
難
と
す
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
そ
の
掲
示
を
要
し
な
い
。

３
　
遭
難
自
動
通
報
局
（
携
帯
用
位
置
指
示
無
線
標
識
の
み
を
設
置
す
る
も
の
に
限
る
。
）
、
船
上
通
信
局
、
陸
上
移

動
局
、
携
帯
局
、
無
線
標
定
移
動
局
、
携
帯
移
動
地
球
局
、
陸
上
を
移
動
す
る
地
球
局
で
あ
つ
て
停
止
中
に
の
み

運
用
を
行
う
も
の
又
は
移
動
す
る
実
験
試
験
局
（
宇
宙
物
体
に
開
設
す
る
も
の
を
除
く
。
）
、
ア
マ
チ
ュ
ア
局
（
人

工
衛
星
に
開
設
す
る
も
の
を
除
く
。
）
、
簡
易
無
線
局
若
し
く
は
気
象
援
助
局
に
あ
つ
て
は
、
第
一
項
の
規
定
に
か

か
わ
ら
ず
、
そ
の
無
線
設
備
の
常
置
場
所
（
Ｖ
Ｓ
Ａ
Ｔ
地
球
局
に
あ
つ
て
は
、
当
該
Ｖ
Ｓ
Ａ
Ｔ
地
球
局
の
送
信
の

制
御
を
行
う
他
の
一
の
地
球
局
（
以
下
「
Ｖ
Ｓ
Ａ
Ｔ
制
御
地
球
局
」
と
い
う
。
）
の
無
線
設
備
の
設
置
場
所
と
す

る
。
）
に
同
項
の
免
許
状
を
備
え
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
無
線
局
（
船
舶
局
、
無
線
航
行
移
動
局
及
び
船
舶
地
球
局
を
除
く
。
）
の
免
許
状
の
備

付
け
は
、
当
該
免
許
状
を
ス
キ
ャ
ナ
に
よ
り
読
み
取
る
方
法
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
方
法
に
よ
り
作
成
し
た
電
磁

的
記
録
を
そ
の
写
し
と
し
、
当
該
写
し
を
無
線
局
（
前
項
に
規
定
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
無
線
設
備
の
常

置
場
所
）
に
備
え
付
け
た
電
子
計
算
機
そ
の
他
の
機
器
に
必
要
に
応
じ
直
ち
に
表
示
さ
せ
る
こ
と
を
も
つ
て
こ
れ

に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

５
　
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
の
表
の
一
の
項
若
し
く
は
三
の
項
に
掲
げ
る
無
線
局
に
備
え
付
け
て
お
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
申
請
書
の
添
付
書
類
及
び
届
出
書
の
添
付
書
類
の
写
し
に
つ
い
て
は
、
当
該
無
線
局
の
現
状
を
示
す

書
類
で
あ
つ
て
総
合
通
信
局
長
の
証
明
を
受
け
た
も
の
を
も
つ
て
、
当
該
写
し
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
免
許

規
則
第
四
条
及
び
第
八
条
の
規
定
は
、
こ
の
場
合
に
お
け
る
書
類
の
様
式
及
び
証
明
の
申
請
手
続
に
つ
い
て
準
用

す
る
。

６
　
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
無
線
局
に
備
え
付
け
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
書
類
の
う
ち
、
船
舶
局
の
局
名
録
及

び
海
上
移
動
業
務
識
別
の
割
当
表
並
び
に
海
岸
局
及
び
特
別
業
務
の
局
の
局
名
録
で
次
に
掲
げ
る
無
線
局
に
係
る

も
の
に
つ
い
て
は
、
総
務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
と
こ
ろ
に
よ
り
公
表
す
る
も
の
又
は
認
定
す
る
も
の
を
も
つ

て
、
無
線
通
信
規
則
付
録
第
十
六
号
に
掲
げ
る
当
該
書
類
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
　
国
際
通
信
を
行
わ
な
い
海
岸
局

二
　
総
ト
ン
数
一
、
六
〇
〇
ト
ン
未
満
の
漁
船
の
船
舶
局

三
　
前
号
に
掲
げ
る
船
舶
局
以
外
の
船
舶
局
で
国
際
通
信
を
行
わ
な
い
も
の

四
　
船
舶
地
球
局

７
　
電
子
申
請
等
（
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
一

号
。
以
下
「
情
報
通
信
技
術
活
用
法
」
と
い
う
。
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
電
子
情
報

処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
に
よ
り
行
う
同
法
第
三
条
第
八
号
に
規
定
す
る
申
請
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に

よ
り
、
第
一
項
及
び
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
無
線
局
に
備
え
付
け
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
書
類
の
う
ち
次
の

各
号
に
掲
げ
る
も
の
に
係
る
電
磁
的
記
録
を
提
出
し
た
無
線
局
に
つ
い
て
は
、
当
該
書
類
に
係
る
電
磁
的
記
録

（
総
務
省
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
さ
れ
た
当
該
書
類
に
係
る
電
磁
的
記
録

を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
九
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
必
要
に
応
じ
直
ち
に
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
方
法

（
当
該
書
類
に
係
る
電
磁
的
記
録
を
直
ち
に
表
示
す
る
こ
と
が
困
難
又
は
不
合
理
で
あ
る
無
線
局
に
あ
つ
て
は
、

当
該
書
類
に
係
る
電
磁
的
記
録
の
内
容
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
方
法
と
し
て
総
務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
方

法
。
第
九
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
も
つ
て
、
当
該
書
類
（
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
に
あ
つ
て

は
、
当
該
書
類
の
写
し
）
の
備
付
け
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
　
無
線
局
の
免
許
の
申
請
書
の
添
付
書
類

二
　
免
許
規
則
第
十
二
条
（
同
規
則
第
二
十
五
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
変
更
の
申
請

書
の
添
付
書
類
及
び
届
出
書
の
添
付
書
類

三
　
第
四
十
三
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
届
出
書
に
添
付
し
た
書
類

四
　
無
線
従
事
者
選
解
任
届

五
　
無
線
局
の
現
状
を
示
す
書
類

８
　
前
各
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
包
括
免
許
に
係
る
特
定
無
線
局
に
備
え
付
け
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
書

類
は
免
許
状
（
第
十
五
条
の
二
第
二
項
第
一
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
無
線
局
に
あ
つ
て
は
、
免
許
状
及
び
法
第

二
十
七
条
の
六
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
書
の
写
し
）
と
し
、
当
該
包
括
免
許
に
係
る
手
続
を
行
う
包
括
免
許

人
の
事
務
所
に
備
え
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
四
項
の
規
定
は
、
当
該
免
許
状
に
つ

い
て
準
用
す
る
。

９
　
電
子
申
請
等
に
よ
り
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
包
括
免
許
に
係
る
特
定
無
線
局
に
備
え
付
け
て
お
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
法
第
二
十
七
条
の
六
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
書
に
係
る
電
磁
的
記
録
を
提
出
し
た
無
線
局
に
つ
い
て

は
、
当
該
届
出
書
に
係
る
電
磁
的
記
録
を
必
要
に
応
じ
直
ち
に
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
方
法
を
も
つ
て
、
当
該

届
出
書
の
写
し
の
備
付
け
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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10
　
登
録
局
に
備
え
付
け
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
書
類
は
、
前
各
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
登
録
状
と
す

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
四
項
の
規
定
は
、
当
該
登
録
状
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

11
　
無
線
従
事
者
は
、
そ
の
業
務
に
従
事
し
て
い
る
と
き
は
、
免
許
証
（
法
第
三
十
九
条
又
は
法
第
五
十
条
の
規
定

に
よ
り
船
舶
局
無
線
従
事
者
証
明
を
要
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
者
に
つ
い
て
は
、
免
許
証
及
び
船
舶
局
無
線
従
事
者

証
明
書
）
を
携
帯
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
時
計
、
業
務
書
類
等
の
省
略
）

第
三
十
八
条
の
二
　
法
第
六
十
条
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
、
時
計
、
無
線
業
務
日
誌
及
び
前
条
に
規
定
す
る
書
類

の
全
部
又
は
一
部
に
つ
い
て
、
そ
の
備
付
け
を
省
略
で
き
る
無
線
局
は
、
総
務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
。

２
　
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
登
録
局
に
あ
つ
て
は
、
時
計
及
び
無
線
業
務
日
誌
の
備
付
け
を
省
略
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

第
三
十
八
条
の
三
　
法
第
六
十
条
の
規
定
に
よ
り
無
線
局
に
備
え
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
無
線
業
務
日
誌
又
は
第

三
十
八
条
に
規
定
す
る
書
類
で
あ
つ
て
、
当
該
無
線
局
に
備
え
付
け
て
お
く
こ
と
が
困
難
で
あ
る
か
又
は
不
合
理

で
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
総
務
大
臣
が
別
に
指
定
す
る
場
所
（
登
録
局
に
あ
つ
て
は
、
登
録
人
の
住
所
）
に
備

え
付
け
て
お
く
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
四
項
の
規
定
は
、
こ
の
項
の
規
定
に
よ
り
総
務

大
臣
が
別
に
指
定
す
る
場
所
に
備
え
付
け
る
免
許
状
又
は
登
録
状
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

２
　
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
総
務
大
臣
が
無
線
局
ご
と
に
備
え
付
け
る
必
要
が
な
い
と
認
め
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
同
一
の
免
許
人
等
に
属
す
る
一
の
無
線
局
に
備
え
付
け
た
も
の
を
共
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
前
項
の
規
定
は
、
二
以
上
の
無
線
局
が
無
線
設
備
を
共
用
し
て
い
る
場
合
の
当
該
無
線
局
に
備
え
付
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
時
計
、
無
線
業
務
日
誌
又
は
第
三
十
八
条
に
規
定
す
る
書
類
（
次
項
に
お
い
て
「
時
計
等
」
と
い

う
。
）
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

４
　
同
一
の
船
舶
又
は
航
空
機
を
設
置
場
所
と
す
る
二
以
上
の
無
線
局
に
お
い
て
当
該
無
線
局
に
備
え
付
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
時
計
等
で
あ
つ
て
総
務
大
臣
が
無
線
局
ご
と
に
備
え
付
け
る
必
要
が
な
い
と
認
め
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
い
ず
れ
か
の
無
線
局
に
備
え
付
け
た
も
の
を
共
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

５
　
前
各
項
の
無
線
局
そ
の
他
必
要
な
事
項
は
、
総
務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
。

（
機
能
試
験
の
記
録
）

第
三
十
八
条
の
四
　
遭
難
自
動
通
報
設
備
を
備
え
る
無
線
局
の
免
許
人
は
、
運
用
規
則
第
八
条
の
二
の
規
定
に
よ
り

当
該
設
備
の
機
能
試
験
を
し
た
と
き
は
、
実
施
の
日
及
び
試
験
の
結
果
に
関
す
る
記
録
を
作
成
し
、
当
該
試
験
を

し
た
日
か
ら
二
年
間
、
こ
れ
を
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
無
線
局
検
査
結
果
通
知
書
等
）

第
三
十
九
条
　
総
務
大
臣
又
は
総
合
通
信
局
長
は
、
法
第
十
条
第
一
項
、
法
第
十
八
条
第
一
項
又
は
法
第
七
十
三
条

第
一
項
本
文
、
同
項
た
だ
し
書
、
第
五
項
若
し
く
は
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
を
行
い
又
は
そ
の
職
員
に
行
わ

せ
た
と
き
（
法
第
十
条
第
二
項
、
法
第
十
八
条
第
二
項
又
は
法
第
七
十
三
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
検
査
の
一
部

を
省
略
し
た
と
き
を
含
む
。
）
は
、
当
該
検
査
の
結
果
に
関
す
る
事
項
を
別
表
第
四
号
に
定
め
る
様
式
の
無
線
局

検
査
結
果
通
知
書
に
よ
り
免
許
人
等
又
は
予
備
免
許
を
受
け
た
者
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

２
　
法
第
七
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
検
査
を
省
略
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
別
表
第
四
号
の
二
に
定
め
る
様

式
の
無
線
局
検
査
省
略
通
知
書
に
よ
り
免
許
人
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

３
　
免
許
人
等
は
、
検
査
の
結
果
に
つ
い
て
総
務
大
臣
又
は
総
合
通
信
局
長
か
ら
指
示
を
受
け
相
当
な
措
置
を
し
た

と
き
は
、
速
や
か
に
そ
の
措
置
の
内
容
を
総
務
大
臣
又
は
総
合
通
信
局
長
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
無
線
業
務
日
誌
）

第
四
十
条
　
法
第
六
十
条
に
規
定
す
る
無
線
業
務
日
誌
に
は
、
毎
日
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
た
だ
し
、
総
務
大
臣
又
は
総
合
通
信
局
長
に
お
い
て
特
に
必
要
が
な
い
と
認
め
た
場
合
は
、
記
載
の
一
部
を

省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
　
海
上
移
動
業
務
、
航
空
移
動
業
務
若
し
く
は
無
線
標
識
業
務
を
行
う
無
線
局
（
船
舶
局
又
は
航
空
機
局
と
交

信
し
な
い
無
線
局
及
び
船
上
通
信
局
を
除
く
。
）
又
は
海
上
移
動
衛
星
業
務
若
し
く
は
航
空
移
動
衛
星
業
務
を

行
う
無
線
局
（
航
空
機
の
安
全
運
航
又
は
正
常
運
航
に
関
す
る
通
信
を
行
わ
な
い
も
の
を
除
く
。
）

（１）
　
無
線
従
事
者
（
主
任
無
線
従
事
者
の
監
督
を
受
け
て
無
線
設
備
の
操
作
を
行
う
者
を
含
む
。
次
条
に
お
い

て
同
じ
。
）
の
氏
名
、
資
格
及
び
服
務
方
法
（
変
更
の
あ
つ
た
と
き
に
限
る
。
）

（２）
　
通
信
の
た
び
ご
と
に
次
の
事
項
（
船
舶
局
、
航
空
機
局
、
船
舶
地
球
局
及
び
航
空
機
地
球
局
に
あ
つ
て

は
、
遭
難
通
信
、
緊
急
通
信
、
安
全
通
信
そ
の
他
無
線
局
の
運
用
上
重
要
な
通
信
に
関
す
る
も
の
に
限
る
。
）

（一）
　
通
信
の
開
始
及
び
終
了
の
時
刻

（二）
　
相
手
局
の
識
別
信
号
（
国
籍
、
無
線
局
の
名
称
又
は
機
器
の
装
置
場
所
等
を
併
せ
て
記
載
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
）

（三）
　
自
局
及
び
相
手
局
の
使
用
電
波
の
型
式
及
び
周
波
数

（四）
　
使
用
し
た
空
中
線
電
力
（
正
確
な
電
力
の
測
定
が
困
難
な
と
き
は
、
推
定
の
電
力
を
記
載
す
る
こ
と
。
）

（五）
　
通
信
事
項
の
区
別
及
び
通
信
事
項
別
通
信
時
間
（
通
数
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
通
数
を
併
せ

て
記
載
す
る
こ
と
。
）

（六）
　
相
手
局
か
ら
通
知
を
う
け
た
事
項
の
概
要

（七）
　
遭
難
通
信
、
緊
急
通
信
、
安
全
通
信
及
び
法
第
七
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
通
信
の
概
要
（
遭
難
通

信
に
つ
い
て
は
、
そ
の
全
文
）
並
び
に
こ
れ
に
対
す
る
措
置
の
内
容

（八）
　
空
電
、
混
信
、
受
信
、
感
度
の
減
退
等
の
通
信
状
態

（３）
　
発
射
電
波
の
周
波
数
の
偏
差
を
測
定
し
た
と
き
は
、
そ
の
結
果
及
び
許
容
偏
差
を
超
え
る
偏
差
が
あ
る
と

き
は
、
そ
の
措
置
の
内
容

（４）
　
機
器
の
故
障
の
事
実
、
原
因
及
び
こ
れ
に
対
す
る
措
置
の
内
容

（５）
　
電
波
の
規
正
に
つ
い
て
指
示
を
受
け
た
と
き
は
、
そ
の
事
実
及
び
措
置
の
内
容

（６）
　
法
第
八
十
条
第
二
号
の
場
合
は
、
そ
の
事
実

（７）
　
そ
の
他
参
考
と
な
る
事
項

二
　
基
幹
放
送
局

（１）
　
前
号
の
（
１
）
及
び
（
３
）
か
ら
（
５
）
ま
で
に
掲
げ
る
事
項

（２）
　
使
用
電
波
の
周
波
数
別
の
放
送
の
開
始
及
び
終
了
の
時
刻
（
短
波
放
送
を
行
う
基
幹
放
送
局
の
場
合
に
限

る
。
）

（３）
　
運
用
規
則
第
百
三
十
八
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
緊
急
警
報
信
号
を
使
用
し
て
放
送
し
た
と
き
は
、
そ
の
た

び
ご
と
に
そ
の
事
実
（
受
信
障
害
対
策
中
継
放
送
又
は
同
一
人
に
属
す
る
他
の
基
幹
放
送
局
の
放
送
番
組
を

中
継
す
る
方
法
の
み
に
よ
る
放
送
を
行
う
基
幹
放
送
局
の
場
合
を
除
き
、
緊
急
警
報
信
号
発
生
装
置
を
そ
の

業
務
に
用
い
る
者
に
限
る
。
）

（４）
　
予
備
送
信
機
又
は
予
備
空
中
線
を
使
用
し
た
場
合
は
、
そ
の
時
間

（５）
　
運
用
許
容
時
間
中
に
お
い
て
任
意
に
放
送
を
休
止
し
た
時
間

（６）
　
放
送
が
中
断
さ
れ
た
時
間

（７）
　
遭
難
通
信
、
緊
急
通
信
、
安
全
通
信
及
び
法
第
七
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
通
信
を
行
つ
た
と
き
は
、

そ
の
た
び
ご
と
に
そ
の
通
信
の
概
要
及
び
こ
れ
に
対
す
る
措
置
の
内
容

（８）
　
そ
の
他
参
考
と
な
る
事
項

三
　
非
常
局

（１）
　
第
一
号
（
１
）
に
掲
げ
る
事
項

（２）
　
法
第
七
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
通
信
の
実
施
状
況
の
詳
細
及
び
こ
れ
に
対
す
る
措
置
の
内
容

（３）
　
空
電
、
混
信
、
受
信
感
度
の
減
退
等
の
通
信
状
態

（４）
　
第
一
号
（
３
）
か
ら
（
６
）
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
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（５）
　
そ
の
他
参
考
と
な
る
事
項

２
　
次
の
各
号
の
無
線
局
の
無
線
業
務
日
誌
に
は
、
前
項
第
一
号
又
は
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
（
同
項
た
だ
し
書
の

規
定
に
よ
り
省
略
し
た
事
項
を
除
く
。
）
の
ほ
か
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
併
せ
て
記
載
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
総
務
大
臣
又
は
総
合
通
信
局
長
に
お
い
て
特
に
必
要
が
な
い
と
認
め
た
場
合
は
、
記

載
事
項
の
一
部
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
　
海
岸
局

（１）
　
時
計
を
標
準
時
に
合
わ
せ
た
と
き
は
、
そ
の
事
実
及
び
時
計
の
遅
速

（２）
　
船
舶
の
位
置
、
方
向
そ
の
他
船
舶
の
安
全
に
関
す
る
事
項
の
通
信
で
あ
つ
て
船
舶
局
か
ら
受
信
し
た
も
の

の
概
要

一
の
二
　
海
岸
地
球
局

前
号
の
（
１
）
に
掲
げ
る
事
項

二
　
船
舶
局

（１）
　
第
一
号
の
（
１
）
に
掲
げ
る
事
項

（２）
　
船
舶
の
位
置
、
方
向
、
気
象
状
況
そ
の
他
船
舶
の
安
全
に
関
す
る
事
項
の
通
信
の
概
要

（３）
　
自
局
の
船
舶
の
航
程
（
発
着
又
は
寄
港
そ
の
他
の
立
ち
寄
り
先
の
時
刻
及
び
地
名
等
を
記
載
す
る
こ
と
。
）

（４）
　
自
局
の
船
舶
の
航
行
中
正
午
及
び
午
後
八
時
に
お
け
る
そ
の
船
舶
の
位
置

（５）
　
運
用
規
則
第
六
条
及
び
第
七
条
に
規
定
す
る
機
能
試
験
の
結
果
の
詳
細

（６）
　
法
第
八
十
条
第
三
号
の
場
合
は
、
そ
の
事
項
及
び
措
置
の
内
容

（７）
　
送
受
信
装
置
の
電
源
用
蓄
電
池
の
維
持
及
び
試
験
の
結
果
の
詳
細
（
電
源
用
蓄
電
池
を
充
電
し
た
と
き

は
、
そ
の
時
間
、
充
電
電
流
及
び
充
電
前
後
の
電
圧
の
記
載
を
含
む
も
の
と
す
る
。
）

（８）
　
レ
ー
ダ
ー
の
維
持
の
概
要
及
び
そ
の
機
能
上
又
は
操
作
上
に
現
れ
た
特
異
現
象
の
詳
細

二
の
二
　
船
舶
地
球
局

（１）
　
第
一
号
の
（
１
）
並
び
に
前
号
の
（
３
）
、
（
６
）
及
び
（
７
）
に
掲
げ
る
事
項

（２）
　
運
用
規
則
第
六
条
に
規
定
す
る
機
能
試
験
の
結
果
の
詳
細

三
　
航
空
局

（１）
　
法
第
七
十
条
の
四
の
規
定
に
よ
る
聴
守
周
波
数

（２）
　
第
一
号
の
（
１
）
に
掲
げ
る
事
項

三
の
二
　
航
空
地
球
局
（
航
空
機
の
安
全
運
航
又
は
正
常
運
航
に
関
す
る
通
信
を
行
わ
な
い
も
の
を
除
く
。
）

第
一
号
の
（
１
）
に
掲
げ
る
事
項

四
　
航
空
機
局

（１）
　
第
三
号
の
（
１
）
に
掲
げ
る
事
項

（２）
　
第
二
号
の
（
６
）
に
掲
げ
る
事
項

（３）
　
第
二
号
の
（
８
）
に
掲
げ
る
事
項

四
の
二
　
航
空
機
地
球
局
（
航
空
機
の
安
全
運
航
又
は
正
常
運
航
に
関
す
る
通
信
を
行
わ
な
い
も
の
を
除
く
。
）

第
二
号
の
（
６
）
に
掲
げ
る
事
項

３
　
前
二
項
に
規
定
す
る
時
刻
は
、
次
に
掲
げ
る
区
別
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
船
舶
局
、
航
空
機
局
、
船
舶
地
球
局
、
航
空
機
地
球
局
又
は
国
際
通
信
を
行
う
航
空
局
に
お
い
て
は
、
協
定

世
界
時
（
国
際
航
海
に
従
事
し
な
い
船
舶
の
船
舶
局
若
し
く
は
船
舶
地
球
局
又
は
国
際
航
空
に
従
事
し
な
い
航

空
機
の
航
空
機
局
若
し
く
は
航
空
機
地
球
局
で
あ
つ
て
、
協
定
世
界
時
に
よ
る
こ
と
が
不
便
で
あ
る
も
の
に
お

い
て
は
、
中
央
標
準
時
に
よ
る
も
の
と
し
、
そ
の
旨
表
示
す
る
こ
と
。
）

二
　
前
号
以
外
の
無
線
局
に
お
い
て
は
、
中
央
標
準
時

４
　
使
用
を
終
つ
た
無
線
業
務
日
誌
は
、
使
用
を
終
つ
た
日
か
ら
二
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
航
空
機
局
等
に
係
る
無
線
局
の
基
準
適
合
性
の
確
認
間
隔
）

第
四
十
条
の
二
　
法
第
七
十
条
の
五
の
二
第
二
項
第
一
号
の
総
務
省
令
で
定
め
る
時
期
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
無

線
局
の
種
別
に
従
い
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
。

一
　
航
空
機
局

ア
　
無
線
従
事
者
の
資
格
及
び
員
数
　
一
年

イ
　
法
第
六
十
条
に
規
定
す
る
時
計
及
び
備
付
書
類
　
一
年

ウ
　
無
線
設
備

（ア）
　
無
線
局
事
項
書
及
び
工
事
設
計
書
に
記
載
さ
れ
た
内
容
と
実
装
と
の
照
合
　
一
年

（イ）
　
電
気
的
特
性
の
点
検
　
五
年

（ウ）
　
総
合
試
験

Ａ
　
Ａ
Ｔ
Ｃ
ト
ラ
ン
ス
ポ
ン
ダ
　
二
年

Ｂ
　
航
空
機
用
救
命
無
線
機
及
び
航
空
機
用
携
帯
無
線
機
（
個
体
識
別
コ
ー
ド
の
確
認
に
限
る
。
）
　
一
年

Ｃ
　
そ
の
他
　
五
年

二
　
航
空
機
地
球
局
　
二
年

（
軽
微
な
変
更
）

第
四
十
条
の
三
　
法
第
七
十
条
の
五
の
二
第
三
項
た
だ
し
書
の
総
務
省
令
で
定
め
る
軽
微
な
変
更
は
、
別
表
第
四
号

の
三
の
と
お
り
と
す
る
。

（
無
線
設
備
等
の
点
検
そ
の
他
の
保
守
の
実
施
状
況
の
報
告
）

第
四
十
条
の
四
　
法
第
七
十
条
の
五
の
二
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
は
、
前
年
四
月
一
日
（
法
第
七
十
条
の
五
の

二
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
年
度
に
あ
つ
て
は
、
当
該
認
定
を
受
け
た
日
）
か
ら
当
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
点

検
そ
の
他
の
保
守
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
、
毎
年
六
月
末
日
ま
で
に
、
別
表
第
四
号
の
四
の
様
式
に
よ
る
報
告
書

一
通
及
び
そ
の
写
し
二
通
を
総
務
大
臣
に
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

第
四
十
一
条
　
削
除

（
非
常
時
運
用
人
に
対
す
る
説
明
）

第
四
十
一
条
の
二
　
法
第
七
十
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
無
線
局
を
自
己
以
外
の
者
に
運
用
さ
せ
る
免
許
人
等

は
、
あ
ら
か
じ
め
、
非
常
時
運
用
人
に
対
し
、
当
該
無
線
局
の
免
許
状
又
は
法
第
二
十
七
条
の
二
十
五
第
一
項
の

登
録
状
に
記
載
さ
れ
た
事
項
、
他
の
無
線
局
の
免
許
人
等
と
の
間
で
混
信
そ
の
他
の
妨
害
を
防
止
す
る
た
め
に
必

要
な
措
置
に
関
す
る
契
約
の
内
容
（
当
該
契
約
を
締
結
し
て
い
る
場
合
に
限
る
。
）
、
当
該
無
線
局
の
適
正
な
運
用

の
方
法
並
び
に
非
常
時
運
用
人
が
遵
守
す
べ
き
法
及
び
法
に
基
づ
く
命
令
並
び
に
こ
れ
ら
に
基
づ
く
処
分
の
内
容

を
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
非
常
時
運
用
人
に
対
す
る
監
督
）

第
四
十
一
条
の
二
の
二
　
法
第
七
十
条
の
七
第
二
項
に
規
定
す
る
免
許
人
等
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
遅
滞
な

く
、
非
常
時
運
用
人
に
対
し
、
報
告
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
非
常
時
運
用
人
が
非
常
通
信
を
行
つ
た
と
き
。

二
　
非
常
時
運
用
人
が
法
又
は
法
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
に
違
反
し
て
運
用
し
た
無
線
局
を
認
め
た
と
き
。

三
　
非
常
時
運
用
人
が
法
又
は
法
に
基
づ
く
命
令
に
基
づ
く
処
分
を
受
け
た
と
き
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
ほ
か
、
法
第
七
十
条
の
七
第
二
項
に
規
定
す
る
免
許
人
等
は
、
非
常
時
運
用
人
に
運
用
さ

せ
た
無
線
局
の
適
正
な
運
用
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
非
常
時
運
用
人
に
対
し
当
該
無
線
局
の

運
用
の
状
況
を
報
告
さ
せ
、
非
常
時
運
用
人
に
よ
る
当
該
無
線
局
の
運
用
を
停
止
し
、
そ
の
他
必
要
な
措
置
を
講

じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
免
許
人
以
外
の
者
に
簡
易
な
操
作
に
よ
る
運
用
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
無
線
局
）

第
四
十
一
条
の
二
の
三
　
法
第
七
十
条
の
八
第
一
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
無
線
局
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す

る
。

一
　
フ
ェ
ム
ト
セ
ル
基
地
局
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二
　
特
定
陸
上
移
動
中
継
局

（
免
許
人
以
外
の
者
に
特
定
の
無
線
局
の
簡
易
な
操
作
に
よ
る
運
用
を
行
わ
せ
る
場
合
に
お
け
る
準
用
等
）

第
四
十
一
条
の
二
の
四
　
第
四
十
一
条
の
二
の
規
定
は
、
法
第
七
十
条
の
八
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
自
己
以
外
の
者

に
無
線
局
の
運
用
を
行
わ
せ
る
免
許
人
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
四
十
一
条
の
二
中
「
非

常
時
運
用
人
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
自
己
以
外
の
者
」
と
、
「
免
許
状
又
は
法
第
二
十
七
条
の
二
十
五
第
一
項
の

登
録
状
」
と
あ
る
の
は
「
免
許
状
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

２
　
第
四
十
一
条
の
二
の
二
の
規
定
は
、
法
第
七
十
条
の
八
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
自
己
以
外
の
者
に
無
線
局
の
運

用
を
行
わ
せ
た
免
許
人
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
四
十
一
条
の
二
の
二
中
「
非
常
時
運
用

人
」
と
あ
る
の
は
、
「
当
該
自
己
以
外
の
者
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

３
　
法
第
七
十
条
の
八
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
自
己
以
外
の
者
に
無
線
局
の
運
用
を
行
わ
せ
た
免
許
人
は
、
他
の
無

線
局
の
免
許
人
等
と
の
間
で
混
信
そ
の
他
の
妨
害
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
に
関
す
る
契
約
を
締
結
し
て

い
る
と
き
は
、
当
該
自
己
以
外
の
者
に
お
い
て
当
該
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
よ
う
適
切
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

（
登
録
局
を
自
己
以
外
の
者
に
運
用
さ
せ
る
場
合
に
お
け
る
準
用
）

第
四
十
一
条
の
二
の
五
　
第
四
十
一
条
の
二
の
規
定
は
、
法
第
七
十
条
の
九
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
局
を
自
己

以
外
の
者
に
運
用
さ
せ
る
登
録
人
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
四
十
一
条
の
二
中
「
非
常
時

運
用
人
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
自
己
以
外
の
者
」
と
、
「
無
線
局
の
免
許
状
又
は
」
と
あ
る
の
は
「
登
録
局
の
」

と
、
「
無
線
局
の
適
正
」
と
あ
る
の
は
「
登
録
局
の
適
正
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

２
　
第
四
十
一
条
の
二
の
二
及
び
前
条
第
三
項
の
規
定
は
、
法
第
七
十
条
の
九
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
局
を
自

己
以
外
の
者
に
運
用
さ
せ
た
登
録
人
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
四
十
一
条
の
二
の
二
第
一

項
中
「
非
常
時
運
用
人
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
自
己
以
外
の
者
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
非
常
時
運
用
人
」
と
あ

る
の
は
「
当
該
自
己
以
外
の
者
」
と
、
「
無
線
局
の
」
と
あ
る
の
は
「
登
録
局
の
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
定
期
検
査
を
行
わ
な
い
無
線
局
）

第
四
十
一
条
の
二
の
六
　
法
第
七
十
三
条
第
一
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
無
線
局
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
固
定
局
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の

（１）
　
単
一
通
信
路
の
も
の

（２）
　
多
重
通
信
路
の
も
の
の
う
ち
、
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
二
十
二
の
二
、
第
五
十
七
条
の
二
の
二
、
第
五

十
七
条
の
三
の
二
又
は
第
五
十
八
条
の
二
の
十
二
に
お
い
て
そ
の
無
線
設
備
の
条
件
が
定
め
ら
れ
て
い
る

も
の

二
　
地
上
基
幹
放
送
局
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の

（１）
　
受
信
障
害
対
策
中
継
放
送
（
超
短
波
放
送
（
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
除
く
。
）
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
を
行
う

も
の
で
あ
つ
て
、
空
中
線
電
力
が
〇
・
二
五
ワ
ッ
ト
以
下
の
も
の

（２）
　
四
七
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
七
一
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下
の
周
波
数
の
電
波
を
使
用
す
る
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
を
行
う

も
の
で
あ
つ
て
、
空
中
線
電
力
が
〇
・
〇
五
ワ
ッ
ト
以
下
の
も
の

三
　
地
上
基
幹
放
送
試
験
局

三
の
二
　
地
上
一
般
放
送
局
（
エ
リ
ア
放
送
を
行
う
も
の
に
限
る
。
）

四
　
基
地
局
（
空
中
線
電
力
が
一
ワ
ッ
ト
以
下
の
も
の
に
限
る
。
）

五
　
携
帯
基
地
局
（
空
中
線
電
力
が
一
ワ
ッ
ト
以
下
の
も
の
に
限
る
。
）

六
　
無
線
呼
出
局
（
電
気
通
信
業
務
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
設
す
る
も
の
で
あ
つ
て
空
中
線
電
力
が
一
ワ

ッ
ト
を
超
え
る
も
の
を
除
く
。
）

七
　
陸
上
移
動
中
継
局
（
空
中
線
電
力
が
一
ワ
ッ
ト
以
下
の
も
の
に
限
る
。
）

八
　
船
舶
局
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
無
線
設
備
の
み
を
設
置
す
る
も
の

（１）
　
Ｆ
二
Ｂ
電
波
又
は
Ｆ
三
Ｅ
電
波
一
五
六
Ｍ
Ｈ
ｚ
か
ら
一
五
七
・
四
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
ま
で
の
周
波
数
を
使
用
す
る

空
中
線
電
力
五
ワ
ッ
ト
以
下
の
携
帯
し
て
使
用
す
る
た
め
の
無
線
設
備

（２）
　
簡
易
型
船
舶
自
動
識
別
装
置
（
（
１
）
に
掲
げ
る
無
線
設
備
と
併
せ
て
設
置
す
る
場
合
を
含
む
。
）

（３）
　
（
１
）
又
は
（
２
）
に
掲
げ
る
無
線
設
備
及
び
第
十
三
号
の
レ
ー
ダ
ー

（４）
　
（
１
）
又
は
（
２
）
に
掲
げ
る
無
線
設
備
及
び
船
上
通
信
設
備

九
　
遭
難
自
動
通
報
局
で
あ
つ
て
、
携
帯
用
位
置
指
示
無
線
標
識
の
み
を
設
置
す
る
も
の

十
　
船
上
通
信
局

十
一
　
陸
上
移
動
局

十
二
　
携
帯
局

十
三
　
無
線
航
行
移
動
局
（
総
務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
レ
ー
ダ
ー
の
み
の
も
の
に
限
る
。
）

十
四
　
無
線
標
定
陸
上
局
（
四
二
六
・
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
、
一
〇
・
五
二
五
Ｇ
Ｈ
ｚ
、
一
三
・
四
一
二
五
Ｇ
Ｈ
ｚ
、
二

四
・
二
Ｇ
Ｈ
ｚ
又
は
三
五
・
九
八
Ｇ
Ｈ
ｚ
の
周
波
数
の
電
波
を
使
用
す
る
も
の
に
限
る
。
）

十
五
　
無
線
標
定
移
動
局

十
六
　
地
球
局
（
Ｖ
Ｓ
Ａ
Ｔ
地
球
局
に
限
る
。
）

十
七
　
船
舶
地
球
局
（
簡
易
型
船
舶
自
動
識
別
装
置
の
み
を
設
置
す
る
も
の
に
限
る
。
）

十
八
　
航
空
機
地
球
局
（
航
空
機
の
安
全
運
航
又
は
正
常
運
航
に
関
す
る
通
信
を
行
わ
な
い
も
の
に
限
る
。
）

十
九
　
携
帯
移
動
地
球
局

二
十
　
実
験
試
験
局

二
十
一
　
実
用
化
試
験
局
（
基
幹
放
送
を
行
う
も
の
で
あ
つ
て
人
工
衛
星
に
開
設
す
る
も
の
を
除
く
。
）

二
十
二
　
ア
マ
チ
ュ
ア
局

二
十
三
　
簡
易
無
線
局

二
十
四
　
構
内
無
線
局
（
空
中
線
電
力
が
一
ワ
ッ
ト
を
超
え
る
も
の
を
除
く
。
）

二
十
五
　
気
象
援
助
局

二
十
六
　
特
別
業
務
の
局
（
道
路
交
通
情
報
通
信
を
行
う
無
線
局
及
び
ア
マ
チ
ュ
ア
局
に
対
す
る
広
報
を
送
信
す

る
無
線
局
に
限
る
。
）

（
定
期
検
査
の
実
施
時
期
）

第
四
十
一
条
の
三
　
無
線
局
の
免
許
（
再
免
許
を
除
く
。
）
の
日
（
包
括
免
許
に
係
る
特
定
無
線
局
（
第
十
五
条
の

二
第
二
項
第
一
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
も
の
に
限
る
。
）
に
あ
つ
て
は
、
当
該
特
定
無
線
局
を
開
設
し
た
日
）

以
後
最
初
に
行
う
定
期
検
査
の
時
期
は
、
総
務
大
臣
又
は
総
合
通
信
局
長
が
指
定
し
た
時
期
と
す
る
。

第
四
十
一
条
の
四
　
法
第
七
十
三
条
第
一
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
時
期
は
、
別
表
第
五
号
に
お
い
て
無
線
局
ご
と

に
定
め
る
期
間
を
経
過
し
た
日
の
前
後
三
月
を
超
え
な
い
時
期
と
す
る
。
た
だ
し
、
免
許
人
の
申
出
に
よ
り
、
そ

の
時
期
以
外
の
時
期
に
定
期
検
査
を
行
う
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
認
め
て
、
総
務
大
臣
又
は
総
合
通
信
局
長
が
定

期
検
査
を
行
う
時
期
を
別
に
定
め
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
検
査
を
省
略
す
る
場
合
）

第
四
十
一
条
の
五
　
法
第
七
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
免
許
人
か
ら
提
出
さ
れ
た
別
表
第
五
号
の
二
の
様
式

に
よ
る
無
線
設
備
等
の
検
査
結
果
を
記
載
し
た
書
類
（
以
下
「
検
査
実
施
報
告
書
」
と
い
う
。
）
及
び
検
査
実
施

報
告
書
に
添
付
さ
れ
た
同
項
に
規
定
す
る
証
明
書
（
以
下
「
検
査
結
果
証
明
書
」
と
い
う
。
）
が
適
正
な
も
の
で

あ
つ
て
、
か
つ
、
検
査
（
点
検
で
あ
る
部
分
に
限
る
。
）
を
行
っ
た
日
か
ら
起
算
し
て
三
箇
月
以
内
に
提
出
さ
れ

た
場
合
は
、
法
第
七
十
三
条
第
一
項
の
検
査
を
省
略
す
る
。

（
検
査
の
一
部
を
省
略
す
る
場
合
）

第
四
十
一
条
の
六
　
法
第
十
条
第
二
項
、
第
十
八
条
第
二
項
又
は
第
七
十
三
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
免
許
人
又

は
予
備
免
許
を
受
け
た
者
か
ら
提
出
さ
れ
た
別
表
第
五
号
の
三
の
様
式
に
よ
る
無
線
設
備
等
の
点
検
結
果
を
記
載

し
た
書
類
（
以
下
「
無
線
設
備
等
の
点
検
実
施
報
告
書
」
と
い
う
。
）
が
適
正
な
も
の
で
あ
つ
て
、
か
つ
、
点
検

を
実
施
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
三
箇
月
以
内
に
提
出
さ
れ
た
場
合
は
、
法
第
十
条
第
一
項
、
第
十
八
条
第
一
項
又

は
第
七
十
三
条
第
一
項
の
検
査
の
一
部
を
省
略
す
る
。

（
人
工
衛
星
局
の
無
線
設
備
の
設
置
場
所
の
変
更
命
令
を
受
け
た
免
許
人
の
報
告
）

第
四
十
二
条
　
法
第
七
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
人
工
衛
星
局
の
無
線
設
備
の
設
置
場
所
の
変
更
の
命
令
を
受

け
た
免
許
人
は
、
同
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
報
告
す
る
と
き
は
、
措
置
を
講
じ
た
無
線
局
の
免
許
番
号
及
び
講

じ
た
措
置
の
具
体
的
内
容
を
記
載
し
た
文
書
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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（
無
線
局
の
免
許
の
取
消
猶
予
の
勘
案
事
項
）

第
四
十
二
条
の
二
　
法
第
七
十
五
条
第
二
項
第
三
号
の
総
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
法
第
五
条
第
一
項
第
四
号
又
は
第
四
項
第
二
号
若
し
く
は
第
三
号
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
ら
な
い
よ
う
に
す

る
た
め
に
必
要
な
期
間

二
　
法
第
五
条
第
一
項
第
四
号
又
は
第
四
項
第
二
号
若
し
く
は
第
三
号
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
免
許
人
に
お

い
て
、
過
去
に
法
第
七
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
免
許
人
の
免
許
を
取
り
消
さ
な
い
こ
と
と
さ
れ
た

こ
と
が
あ
る
か
否
か
の
別

第
四
十
二
条
の
三
　
法
第
七
十
六
条
の
二
の
二
の
総
務
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
五
・
二
Ｇ
Ｈ
ｚ
帯
高
出
力
デ
ー
タ

通
信
シ
ス
テ
ム
の
基
地
局
及
び
陸
上
移
動
中
継
局
が
増
加
す
る
こ
と
に
よ
り
人
工
衛
星
局
の
運
用
に
影
響
を
与
え

る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
、
か
つ
、
総
務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
条
件
に
適
合
す
る
場
合
と
す
る
。

（
電
波
の
発
射
の
防
止
）

第
四
十
二
条
の
四
　
法
第
七
十
八
条
（
法
第
四
条
の
二
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
総
務
省
令

で
定
め
る
電
波
の
発
射
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
無
線
局
の
無
線
設
備
の

区
別
に
従
い
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
無
線
設
備
の
う
ち
、
設
置
場

所
（
移
動
す
る
無
線
局
に
あ
つ
て
は
、
移
動
範
囲
又
は
常
置
場
所
）
、
利
用
方
法
そ
の
他
の
事
情
に
よ
り
当
該
措

置
を
行
う
こ
と
が
困
難
な
も
の
で
あ
つ
て
総
務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
表
の
下
段
に
掲
げ

る
措
置
に
代
え
、
別
に
告
示
す
る
措
置
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

無
線
設
備

必
要
な
措
置

一
　
携
帯
用
位
置
指
示
無
線
標
識
、
衛
星
非
常
用
位
置
指

示
無
線
標
識
、
捜
索
救
助
用
レ
ー
ダ
ー
ト
ラ
ン
ス
ポ
ン
ダ
、

捜
索
救
助
用
位
置
指
示
送
信
装
置
、
設
備
規
則
第
四
十
五

条
の
三
の
五
に
規
定
す
る
無
線
設
備
、
航
空
機
用
救
命
無

線
機
及
び
航
空
機
用
携
帯
無
線
機

電
池
を
取
り
外
す
こ
と
。

二
　
固
定
局
、
基
幹
放
送
局
及
び
地
上
一
般
放
送
局
の
無

線
設
備

空
中
線
を
撤
去
す
る
こ
と
（
空
中
線
を
撤
去
す
る
こ
と

が
困
難
な
場
合
に
あ
つ
て
は
、
送
信
機
、
給
電
線
又
は

電
源
設
備
を
撤
去
す
る
こ
と
。
）
。

三
　
人
工
衛
星
局
そ
の
他
の
宇
宙
局
（
宇
宙
物
体
に
開
設

す
る
実
験
試
験
局
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
の
無
線
設
備

当
該
無
線
設
備
に
対
す
る
遠
隔
指
令
の
送
信
が
で
き
な

い
よ
う
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

四
　
特
定
無
線
局
（
法
第
二
十
七
条
の
二
第
一
号
に
掲
げ

る
無
線
局
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
の
無
線
設
備

空
中
線
を
撤
去
す
る
こ
と
又
は
当
該
特
定
無
線
局
の
通

信
の
相
手
方
で
あ
る
無
線
局
の
無
線
設
備
か
ら
当
該
通

信
に
係
る
空
中
線
若
し
く
は
変
調
部
を
撤
去
す
る
こ
と
。

五
　
法
第
四
条
の
二
第
二
項
の
届
出
に
係
る
無
線
設
備

無
線
設
備
を
回
収
し
、
か
つ
、
当
該
無
線
設
備
が
法
第

四
条
の
規
定
に
違
反
し
て
開
設
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ

う
管
理
す
る
こ
と
。

六
　
そ
の
他
の
無
線
設
備

空
中
線
を
撤
去
す
る
こ
と
。

（
報
告
等
）

第
四
十
二
条
の
五
　
免
許
人
等
は
、
法
第
八
十
条
各
号
の
場
合
は
、
で
き
る
限
り
す
み
や
か
に
、
文
書
に
よ
つ
て
、

総
務
大
臣
又
は
総
合
通
信
局
長
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
遭
難
通
信
及
び
緊
急
通

信
に
あ
つ
て
は
、
当
該
通
報
を
発
信
し
た
と
き
又
は
遭
難
通
信
を
宰
領
し
た
と
き
に
限
り
、
安
全
通
信
に
あ
つ
て

は
、
総
務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
簡
易
な
手
続
に
よ
り
、
当
該
通
報
の
発
信
に
関
し
、
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。

第
四
十
二
条
の
六
　
法
第
八
十
条
の
二
の
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
日
本
放
送
協
会
と
す
る
。

第
四
十
二
条
の
七
　
法
第
八
十
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
報
告
は
、
別
表
第
五
号
の
四
の
様
式
に
よ
り
作
成
し
、
毎
事

業
年
度
経
過
後
三
月
以
内
に
、
当
該
様
式
に
よ
る
報
告
書
一
通
及
び
そ
の
写
し
二
通
を
当
該
報
告
を
行
う
基
幹
放

送
局
の
免
許
人
の
放
送
対
象
地
域
を
管
轄
す
る
総
合
通
信
局
長
を
経
由
し
て
総
務
大
臣
に
提
出
し
て
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
免
許
人
の
放
送
対
象
地
域
が
二
以
上
の
総
合
通
信
局
の
管
轄
区
域
に
わ
た
る
場
合

は
、
住
所
を
管
轄
す
る
総
合
通
信
局
長
を
経
由
し
て
総
務
大
臣
に
提
出
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
十
二
条
の
八
　
法
第
八
十
条
の
二
の
総
務
省
令
で
定
め
る
期
間
は
、
免
許
人
の
事
業
年
度
と
す
る
。

第
四
十
二
条
の
九
　
法
第
八
十
条
の
二
第
三
号
の
総
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
外
国
人
等
直
接
保
有
議
決
権
割
合
（
法
第
五
条
第
四
項
第
三
号
に
規
定
す
る
外
国
人
等
直
接
保
有
議
決
権
割

合
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
又
は
外
国
人
等
直
接
保
有
議
決
権
割
合
と
外
国
人
等
間
接
保
有
議
決
権
割
合
（
同

号
に
規
定
す
る
外
国
人
等
間
接
保
有
議
決
権
割
合
を
い
う
。
）
と
を
合
計
し
た
割
合
（
別
表
第
五
号
の
四
に
お

い
て
「
外
国
人
等
保
有
議
決
権
割
合
」
と
い
う
。
）
に
変
更
が
な
い
場
合
で
あ
つ
て
、
免
許
規
則
別
表
第
二
号

第
１
の
注
３
１
に
基
づ
き
添
付
す
る
議
決
権
の
総
数
又
は
議
決
権
割
合
に
関
す
る
事
項
の
様
式
の
内
容
に
変
更

が
あ
つ
た
と
き
に
お
け
る
当
該
変
更
内
容
（
法
第
九
条
第
五
項
又
は
法
第
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
変
更

の
届
出
を
行
つ
て
い
る
も
の
を
除
く
。
）

二
　
過
去
五
年
以
内
に
法
第
七
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
免
許
を
取
り
消
さ
な
い
こ
と
と
さ
れ
た
基
幹
放
送

局
に
あ
つ
て
は
、
法
第
五
条
第
一
項
第
四
号
又
は
第
四
項
第
二
号
若
し
く
は
第
三
号
に
再
び
該
当
す
る
こ
と
と

な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
講
じ
た
措
置
の
実
施
状
況

（
記
載
事
項
等
の
変
更
）

第
四
十
三
条
　
船
舶
局
、
航
空
機
局
、
船
舶
地
球
局
（
電
気
通
信
業
務
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
を
除
く
。
）

又
は
航
空
機
地
球
局
（
電
気
通
信
業
務
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
を
除
く
。
）
の
免
許
人
は
、
法
第
六
条

第
三
項
、
第
四
項
、
第
五
項
又
は
第
六
項
に
規
定
す
る
事
項
に
変
更
が
あ
つ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
そ
の
旨
を
文

書
に
よ
つ
て
、
総
合
通
信
局
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
遭
難
自
動
通
報
局
（
携
帯
用
位
置
指
示
無
線
標
識
の
み
を
設
置
す
る
も
の
を
除
く
。
）
、
無
線
航
行
移
動
局
、
船

舶
地
球
局
（
電
気
通
信
業
務
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
に
限
る
。
）
又
は
航
空
機
地
球
局
（
電
気
通
信
業

務
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
に
限
る
。
）
の
免
許
人
は
、
そ
の
無
線
局
の
無
線
設
備
の
設
置
場
所
で
あ
る

船
舶
又
は
航
空
機
の
所
有
者
又
は
主
た
る
停
泊
港
若
し
く
は
定
置
場
に
変
更
が
あ
つ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
そ
の

旨
を
文
書
に
よ
つ
て
、
総
合
通
信
局
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
移
動
す
る
無
線
局
（
前
二
項
に
規
定
す
る
無
線
局
を
除
く
。
）
の
免
許
人
又
は
特
定
無
線
局
の
包
括
免
許
人
は
、

そ
の
住
所
（
宇
宙
局
及
び
包
括
免
許
に
係
る
特
定
無
線
局
で
あ
つ
て
、
そ
の
通
信
の
相
手
方
が
人
工
衛
星
局
で
あ

る
も
の
の
場
合
に
限
る
。
）
又
は
そ
の
局
の
無
線
設
備
の
常
置
場
所
若
し
く
は
そ
の
局
の
包
括
免
許
に
係
る
手
続

を
行
う
包
括
免
許
人
の
事
務
所
の
所
在
地
を
変
更
し
た
と
き
は
、
で
き
る
限
り
速
や
か
に
、
そ
の
旨
を
文
書
に
よ

つ
て
、
総
務
大
臣
又
は
総
合
通
信
局
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
社
団
（
公
益
社
団
法
人
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
で
あ
つ
て
、
総
務
大
臣
が
認
め
る
も
の
を
除
く
。
）
で
あ

る
ア
マ
チ
ュ
ア
局
の
免
許
人
は
、
そ
の
定
款
又
は
理
事
に
関
し
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
総
合

通
信
局
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５
　
前
各
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
書
の
様
式
は
、
別
表
第
五
号
の
五
の
と
お
り
と
す
る
。

６
　
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
免
許
規
則
第
四
条
又
は
第
二
十
条

の
六
第
一
項
に
定
め
る
無
線
局
事
項
書
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

７
　
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
届
出
が
所
有
者
の
変
更
に

係
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
変
更
後
の
所
有
者
と
免
許
人
と
の
関
係
を
証
す
る
書
面
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

８
　
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
免
許
規
則
第
五
条
第
二
項
第
一
号
又
は
第
三
号
に
掲

げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
事
業
計
画
の
変
更
等
）

第
四
十
三
条
の
二
　
基
幹
放
送
局
の
免
許
人
は
、
法
第
九
条
第
五
項
又
は
第
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
法
第
六

条
第
二
項
第
四
号
に
規
定
す
る
事
業
計
画
の
変
更
を
届
け
出
る
と
き
は
、
別
表
第
五
号
の
六
の
様
式
に
よ
り
作
成

し
、
当
該
様
式
に
よ
る
届
出
書
一
通
及
び
そ
の
写
し
一
通
を
放
送
対
象
地
域
を
管
轄
す
る
総
合
通
信
局
長
を
経
由

し
て
総
務
大
臣
に
提
出
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
放
送
対
象
地
域
が
二
以
上
の
総
合
通
信
局
の

管
轄
区
域
に
わ
た
る
場
合
は
、
住
所
を
管
轄
す
る
総
合
通
信
局
長
を
経
由
し
て
総
務
大
臣
に
提
出
し
て
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
基
幹
放
送
局
の
免
許
人
（
日
本
放
送
協
会
、
放
送
大
学
学
園
、
受
信
障
害
対
策
中
継
放
送
を
行
う
基
幹
放
送
局

の
免
許
を
受
け
た
者
及
び
臨
時
目
的
放
送
を
専
ら
行
う
放
送
事
業
者
を
除
く
。
）
は
、
基
幹
放
送
の
業
務
を
行
う
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事
業
又
は
放
送
法
第
百
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
放
送
局
設
備
供
給
役
務
の
提
供
を
行
う
事
業
の
決
算
期
ご
と

に
、
そ
の
事
業
収
支
の
結
果
を
総
務
大
臣
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
報
告
す
る
と
き
は
、
別
表
第
五
号
の
七
の
様
式
に
よ
つ
て
行
う
も
の
と
す
る
。

４
　
第
二
項
の
報
告
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
計
算
書
類
の
提
出
を
も
つ
て
こ
れ
に
替
え
る
こ
と
が
で
き

る
。

５
　
基
幹
放
送
局
の
免
許
人
は
、
基
幹
放
送
の
業
務
を
維
持
す
る
に
足
り
る
技
術
的
能
力
に
変
更
が
あ
つ
た
と
き

は
、
免
許
規
則
第
四
条
第
二
項
に
定
め
る
無
線
局
事
項
書
の
様
式
に
変
更
後
の
現
状
を
記
載
し
、
変
更
箇
所
に
※

印
を
付
し
、
余
白
に
変
更
年
月
日
を
記
載
し
た
書
類
を
添
え
て
、
そ
の
旨
を
総
務
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

６
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
基
幹
放
送
の
業
務
を
維
持
す
る
に
足
り
る
技
術
的

能
力
に
つ
い
て
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
基
幹
放
送
局
の
免
許
人
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
届

出
を
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

一
　
免
許
規
則
第
十
二
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
無
線
局
事
項
書
を
総
務
大
臣
に
提
出
し
た
場
合
（
当
該

無
線
局
事
項
書
に
基
幹
放
送
の
業
務
を
維
持
す
る
に
足
り
る
技
術
的
能
力
の
変
更
後
の
現
状
を
記
載
し
た
場
合

に
限
る
。
）

二
　
設
備
等
維
持
業
務
を
確
実
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
体
制
の
う
ち
、
組
織
全
体
の
連
絡
系
統
に
変
更
を
来

さ
な
い
変
更
の
場
合

三
　
設
備
等
維
持
業
務
を
確
実
に
実
施
す
る
た
め
に
整
備
し
て
い
る
規
程
の
う
ち
、
規
程
の
概
要
に
変
更
が
な
い

変
更
の
場
合

四
　
設
備
等
維
持
業
務
の
実
施
の
状
況
を
監
督
す
る
責
任
者
の
変
更
の
場
合

五
　
設
備
等
維
持
業
務
に
従
事
す
る
者
の
氏
名
及
び
略
歴
を
記
載
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
氏
名
及
び
略
歴
の
変

更
そ
の
他
特
に
軽
微
な
変
更
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の

（
非
常
局
の
無
線
設
備
の
機
能
試
験
の
免
除
）

第
四
十
三
条
の
三
　
運
用
規
則
第
九
条
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
、
非
常
局
の
無
線
設
備
の
機
能
試
験
の
免
除
を
受

け
よ
う
と
す
る
免
許
人
は
、
別
表
第
五
号
の
八
の
様
式
に
よ
る
申
請
書
を
総
合
通
信
局
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

２
　
総
合
通
信
局
長
は
、
前
項
の
申
請
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
無
線
設
備
の
機
能
試
験
を
免
除
す
る
こ
と
が
相

当
と
認
め
る
と
き
は
、
申
請
者
に
対
し
そ
の
旨
を
通
知
す
る
。

（
船
舶
局
無
線
従
事
者
証
明
の
効
力
を
確
認
す
る
た
め
の
書
類
）

第
四
十
三
条
の
四
　
法
第
八
十
一
条
の
二
第
二
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
次
の
い
ず
れ
か
の
も
の
と
す

る
。

一
　
船
員
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
二
年
運
輸
省
令
第
二
十
三
号
）
第
三
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
地
方
運
輸
局
長

の
証
明
し
た
船
員
手
帳
記
載
事
項
証
明
書

二
　
海
岸
局
又
は
船
舶
局
の
免
許
人
の
証
明
し
た
経
歴
証
明
書

三
　
法
第
四
十
八
条
の
三
第
一
号
の
訓
練
の
課
程
を
修
了
し
た
こ
と
を
証
す
る
書
類

四
　
前
各
号
の
ほ
か
、
こ
れ
ら
に
準
ず
る
書
類
で
あ
つ
て
総
務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
も
の

２
　
前
項
の
書
類
の
提
出
期
限
は
、
そ
の
提
出
を
求
め
た
日
か
ら
起
算
し
て
三
月
を
経
過
し
た
日
と
す
る
。

（
電
磁
的
方
法
に
よ
り
記
録
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
）

第
四
十
三
条
の
五
　
免
許
人
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
に
つ
い
て
は
、
電
磁
的
方
法
に
よ
り
記
録
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
記
録
を
必
要
に
応
じ
電
子
計
算
機
そ
の
他
の
機
器
を
用
い
て
直
ち
に
作

成
、
表
示
及
び
書
面
へ
の
印
刷
が
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
第
三
十
八
条
の
四
の
規
定
に
基
づ
き
作
成
す
る
遭
難
自
動
通
報
設
備
の
機
能
試
験
の
実
施
の
日
及
び
試
験
結

果
の
記
録

二
　
第
四
十
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
基
づ
き
記
載
す
る
無
線
業
務
日
誌

２
　
前
項
第
二
号
の
無
線
業
務
日
誌
に
記
録
す
る
事
項
の
う
ち
、
第
四
十
条
第
一
項
第
一
号
（
２
）
（
（
四
）
を
除

く
。
）
及
び
（
５
）
、
同
条
第
二
項
第
一
号
（
２
）
並
び
に
同
項
第
二
号
（
２
）
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
音

声
に
よ
り
記
録
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
前
項
後
段
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
記
録

を
必
要
に
応
じ
電
子
計
算
機
そ
の
他
の
機
器
を
用
い
て
再
生
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
監
視
制
御
機
能
及
び
保
守
運
用
体
制
に
係
る
対
策
に
関
す
る
確
認
等
）

第
四
十
三
条
の
六
　
運
用
規
則
第
百
三
十
七
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
基
地
局
の
免
許
人
は
、
同
項
各
号
に
規
定

す
る
監
視
制
御
機
能
及
び
保
守
運
用
体
制
に
係
る
対
策
を
講
じ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
当
該
免
許
人
に
属
す
る

基
地
局
の
無
線
設
備
の
設
置
場
所
を
管
轄
す
る
総
合
通
信
局
長
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
所
轄
総
合
通
信
局

長
」
と
い
う
。
）
に
確
認
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
前
項
の
確
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
表
第
五
号
の
九
の
様
式
に
よ
る
申
請
書
を
所
轄
総
合
通
信
局
長
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
所
轄
総
合
通
信
局
長
は
、
前
項
の
申
請
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
監
視
制
御
機
能
及
び
保
守
運
用
体
制
に
係

る
対
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
と
確
認
し
た
と
き
は
、
申
請
者
に
対
し
て
確
認
書
を
交
付
す
る
。

４
　
前
項
の
確
認
書
の
交
付
を
受
け
た
者
は
、
そ
の
確
認
に
係
る
監
視
制
御
機
能
又
は
保
守
運
用
体
制
に
係
る
対
策

を
変
更
し
た
場
合
に
は
、
前
項
の
確
認
書
を
所
轄
総
合
通
信
局
長
に
返
納
し
、
又
は
返
納
の
上
改
め
て
第
二
項
の

申
請
書
を
所
轄
総
合
通
信
局
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５
　
所
轄
総
合
通
信
局
長
は
、
第
三
項
の
確
認
書
の
交
付
を
受
け
た
者
か
ら
そ
の
確
認
に
係
る
監
視
制
御
機
能
及
び

保
守
運
用
体
制
が
確
認
さ
れ
た
と
お
り
に
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
並
び
に
当
該
保
守
運
用
の
結
果
に
つ
い
て
報
告

を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

６
　
所
轄
総
合
通
信
局
長
は
、
第
三
項
の
確
認
書
の
交
付
を
受
け
た
者
が
そ
の
確
認
に
係
る
監
視
制
御
機
能
又
は
保

守
運
用
体
制
に
係
る
対
策
を
講
じ
な
く
な
つ
た
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
確
認
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

７
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
第
一
項
の
確
認
が
取
り
消
さ
れ
た
者
は
、
速
や
か
に
第
三
項
の
確
認
書
を
所
轄
総
合
通
信

局
長
に
返
納
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

８
　
前
各
項
の
規
定
は
、
運
用
規
則
第
百
三
十
七
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
基
地
局
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
、
第
一
項
中
「
運
用
規
則
第
百
三
十
七
条
の
二
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
運
用
規
則
第
百
三
十
七

条
の
二
第
二
項
」
と
、
「
同
項
各
号
に
」
と
あ
る
の
は
「
同
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
一
項
各
号
に
」
と
読

み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
三
章
　
高
周
波
利
用
設
備

第
一
節
　
通
則

（
通
信
設
備
）

第
四
十
四
条
　
法
第
百
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
要
し
な
い
通
信
設
備
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す

る
。

一
　
電
力
線
搬
送
通
信
設
備
（
電
力
線
に
一
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
以
上
の
高
周
波
電
流
を
重
畳
し
て
通
信
を
行
う
設
備
を
い

う
。
以
下
同
じ
。
）
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の

（１）
　
定
格
電
圧
六
〇
〇
ボ
ル
ト
以
下
及
び
定
格
周
波
数
五
〇
ヘ
ル
ツ
若
し
く
は
六
〇
ヘ
ル
ツ
の
単
相
交
流
若
し

く
は
三
相
交
流
を
通
ず
る
電
力
線
を
使
用
す
る
も
の
又
は
直
流
を
通
ず
る
電
力
線
を
使
用
す
る
も
の
（
鋼
船

（
鋼
製
の
船
舶
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
内
で
使
用
す
る
も
の
に
限
る
。
）
で
あ
つ
て
、
そ
の
型
式
に
つ
い
て

総
務
大
臣
の
指
定
を
受
け
た
も
の

（２）
　
受
信
の
み
を
目
的
と
す
る
も
の

二
　
誘
導
式
通
信
設
備
（
線
路
に
一
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
以
上
の
高
周
波
電
流
を
流
す
こ
と
に
よ
り
発
生
す
る
誘
導
電
波
を

使
用
し
て
通
信
を
行
う
設
備
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の

（１）
　
線
路
か
らλ

／
２π

（λ

は
搬
送
波
の
波
長
を
メ
ー
ト
ル
で
表
し
た
も
の
と
し
、π

は
円
周
率
と
す

る
。
）
の
距
離
に
お
け
る
電
界
強
度
が
毎
メ
ー
ト
ル
一
五
マ
イ
ク
ロ
ボ
ル
ト
以
下
の
も
の

（２）
　
誘
導
式
読
み
書
き
通
信
設
備
（
一
三
・
五
六
Ｍ
Ｈ
ｚ
の
周
波
数
の
誘
導
電
波
を
使
用
し
て
記
録
媒
体
の
情

報
を
読
み
書
き
す
る
設
備
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
で
あ
つ
て
、
そ
の
設
備
か
ら
三
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
お

け
る
電
界
強
度
が
毎
メ
ー
ト
ル
五
〇
〇
マ
イ
ク
ロ
ボ
ル
ト
以
下
の
も
の

（３）
　
誘
導
式
読
み
書
き
通
信
設
備
で
あ
つ
て
、
そ
の
型
式
に
つ
い
て
総
務
大
臣
の
指
定
を
受
け
た
も
の

２
　
前
項
第
一
号
の
（
１
）
の
総
務
大
臣
の
指
定
は
、
次
に
掲
げ
る
区
分
ご
と
に
行
う
。
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一
　
一
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
か
ら
四
五
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
ま
で
の
周
波
数
の
搬
送
波
を
使
用
す
る
次
に
掲
げ
る
電
力
線
搬
送
通
信
設

備
（
定
格
電
圧
一
〇
〇
ボ
ル
ト
又
は
二
〇
〇
ボ
ル
ト
及
び
定
格
周
波
数
五
〇
ヘ
ル
ツ
又
は
六
〇
ヘ
ル
ツ
の
単
相

交
流
を
通
ず
る
電
力
線
を
使
用
す
る
も
の
に
限
る
。
）

（１）
　
搬
送
式
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
（
音
声
信
号
を
送
信
し
、
及
び
受
信
す
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

（２）
　
一
般
搬
送
式
デ
ジ
タ
ル
伝
送
装
置
（
デ
ジ
タ
ル
信
号
を
送
信
し
、
及
び
受
信
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
四
〇

デ
シ
ベ
ル
以
上
の
減
衰
量
を
有
す
る
ブ
ロ
ッ
キ
ン
グ
フ
ィ
ル
タ
に
よ
り
他
の
通
信
に
混
信
を
与
え
な
い
よ
う

な
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
電
力
線
又
は
他
へ
の
分
岐
が
な
い
電
力
線
を
使
用
す
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

（３）
　
特
別
搬
送
式
デ
ジ
タ
ル
伝
送
装
置
（
デ
ジ
タ
ル
信
号
を
送
信
し
、
及
び
受
信
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
使
用

す
る
電
力
線
に
制
限
が
な
い
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

二
　
事
業
用
電
気
工
作
物
（
電
気
事
業
法
第
三
十
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
事
業
用
電
気
工
作
物
を
い
う
。
）
と

し
て
維
持
さ
れ
、
及
び
運
用
さ
れ
る
電
線
路
と
直
接
に
電
気
的
に
接
続
さ
れ
引
込
口
に
お
い
て
設
置
さ
れ
る
分

電
盤
か
ら
負
荷
側
又
は
鋼
船
内
に
設
置
さ
れ
た
配
電
盤
か
ら
負
荷
側
に
お
い
て
、
二
Ｍ
Ｈ
ｚ
か
ら
三
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ

ま
で
の
周
波
数
の
搬
送
波
に
よ
り
信
号
を
送
信
し
、
及
び
受
信
す
る
電
力
線
搬
送
通
信
設
備
（
以
下
「
広
帯
域

電
力
線
搬
送
通
信
設
備
」
と
い
う
。
）
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の

（１）
　
屋
内
広
帯
域
電
力
線
搬
送
通
信
設
備
（
屋
内
（
鋼
船
内
を
含
む
。
）
及
び
総
務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
場

合
に
お
い
て
の
み
使
用
す
る
広
帯
域
電
力
線
搬
送
通
信
設
備
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

（２）
　
コ
ン
セ
ン
ト
（
家
屋
の
屋
外
に
面
す
る
部
分
に
設
置
さ
れ
た
コ
ン
セ
ン
ト
で
あ
つ
て
、
屋
内
電
気
配
線
と

直
接
に
電
気
的
に
接
続
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。
）
に
直
接
接
続
さ
れ
る
屋
外
の
電
力
線
又
は
こ
の
電
力
線
の

状
態
と
同
様
の
電
力
線
（
屋
内
電
気
配
線
と
直
接
に
電
気
的
に
接
続
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。
）
を
使
用
し
、

か
つ
、
屋
内
の
電
力
線
を
使
用
す
る
広
帯
域
電
力
線
搬
送
通
信
設
備

（
通
信
設
備
以
外
の
許
可
を
要
す
る
設
備
）

第
四
十
五
条
　
法
第
百
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
要
す
る
高
周
波
電
流
を
利
用
す
る
設
備
を
次
の
と

お
り
定
め
る
。

一
　
医
療
用
設
備
（
高
周
波
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
発
生
さ
せ
て
、
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
医
療
の
た
め
に
用
い
る
も
の

で
あ
つ
て
、
五
〇
ワ
ッ
ト
を
超
え
る
高
周
波
出
力
を
使
用
す
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

二
　
工
業
用
加
熱
設
備
（
高
周
波
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
発
生
さ
せ
て
、
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
木
材
及
び
合
板
の
乾

燥
、
繭
の
乾
燥
、
金
属
の
熔
融
、
金
属
の
加
熱
、
真
空
管
の
排
気
等
工
業
生
産
の
た
め
に
用
い
る
も
の
で
あ
つ

て
、
五
〇
ワ
ッ
ト
を
超
え
る
高
周
波
出
力
を
使
用
す
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

三
　
各
種
設
備
（
高
周
波
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
直
接
負
荷
に
与
え
又
は
加
熱
若
し
く
は
電
離
等
の
目
的
に
用
い
る
設

備
で
あ
つ
て
、
五
〇
ワ
ッ
ト
を
超
え
る
高
周
波
出
力
を
使
用
す
る
も
の
（
前
二
号
に
該
当
す
る
も
の
、
総
務
大

臣
が
型
式
に
つ
い
て
指
定
し
た
超
音
波
洗
浄
機
、
超
音
波
加
工
機
、
超
音
波
ウ
エ
ル
ダ
ー
、
電
磁
誘
導
加
熱
を

利
用
し
た
文
書
複
写
印
刷
機
械
、
無
電
極
放
電
ラ
ン
プ
、
一
般
用
非
接
触
電
力
伝
送
装
置
及
び
電
気
自
動
車
用

非
接
触
電
力
伝
送
装
置
（
電
気
自
動
車
（
電
気
を
動
力
源
の
全
部
又
は
一
部
と
し
て
用
い
る
自
動
車
を
い
う
。
）

に
搭
載
さ
れ
た
蓄
電
池
に
対
し
て
給
電
で
き
る
非
接
触
型
の
設
備
で
あ
つ
て
、
鉄
道
の
レ
ー
ル
か
ら
五
メ
ー
ト

ル
以
上
離
れ
た
位
置
に
設
置
す
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
並
び
に
第
四
十
六
条
の
七
に
規
定
す
る
型
式

確
認
を
行
つ
た
電
子
レ
ン
ジ
及
び
電
磁
誘
導
加
熱
式
調
理
器
を
除
く
。
）
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

（
許
可
を
要
し
な
い
変
更
の
工
事
）

第
四
十
五
条
の
二
　
法
第
百
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
七
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
九
条
第

一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
許
可
を
要
し
な
い
高
周
波
利
用
設
備
の
変
更
の
工
事
は
、
別
表
第
六
号
の
と
お
り

と
す
る
。

（
準
用
規
定
）

第
四
十
五
条
の
二
の
二
　
第
三
十
二
条
の
九
の
二
の
規
定
は
、
法
第
百
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
八

条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
備
付
け
を
要
す
る
書
類
）

第
四
十
五
条
の
三
　
法
第
百
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
た
者
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
当
該
設
備
の
設

置
場
所
（
移
動
す
る
設
備
の
場
合
に
あ
つ
て
は
そ
の
常
置
場
所
）
に
備
え
付
け
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
高
周
波
利
用
設
備
の
許
可
状

二
　
高
周
波
利
用
設
備
の
許
可
の
申
請
書
の
添
付
書
類
並
び
に
免
許
規
則
第
二
十
九
条
第
一
項
の
変
更
の
申
請
書

の
添
付
書
類
及
び
届
出
書
の
添
付
書
類
の
写
し
（
免
許
規
則
第
二
十
六
条
第
四
項
（
免
許
規
則
第
二
十
九
条
第

二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
総
合
通
信
局
長
が
提
出
書
類
の
写
し
で
あ
る
こ
と

を
証
明
し
た
も
の
と
す
る
。
）

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
高
周
波
利
用
設
備
の
許
可
状
の
備
付
け
は
、
当
該
許
可
状
を
ス
キ
ャ
ナ
に
よ
り
読
み
取
る

方
法
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
方
法
に
よ
り
作
成
し
た
電
磁
的
記
録
を
そ
の
写
し
と
し
、
当
該
写
し
を
設
備
の
設
置

場
所
に
備
え
付
け
た
電
子
計
算
機
そ
の
他
の
機
器
に
必
要
に
応
じ
直
ち
に
表
示
さ
せ
る
こ
と
を
も
つ
て
こ
れ
に
代

え
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
備
え
付
け
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
申
請
書
の
添
付
書
類
及
び
届
出
書
の
添
付
書
類

の
写
し
に
つ
い
て
は
、
高
周
波
利
用
設
備
の
現
状
を
示
す
書
類
で
あ
つ
て
、
総
合
通
信
局
長
の
証
明
を
受
け
た
も

の
を
も
つ
て
、
当
該
写
し
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
免
許
規
則
第
二
十
六
条
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
四
項
の

規
定
は
、
こ
の
場
合
に
お
け
る
書
類
の
様
式
及
び
証
明
の
申
請
手
続
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

４
　
第
三
十
八
条
第
七
項
（
各
号
を
除
く
。
）
の
規
定
は
、
電
子
申
請
等
に
よ
り
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
添
付

書
類
又
は
前
項
の
書
類
の
電
磁
的
記
録
を
提
出
し
た
高
周
波
利
用
設
備
に
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同

条
第
七
項
中
「
第
一
項
及
び
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
無
線
局
に
備
え
付
け
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
書
類
の
う

ち
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
五
条
の
三
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
添
付
書
類
又
は
同

条
第
三
項
の
書
類
」
と
、
「
し
た
無
線
局
」
と
あ
る
の
は
「
し
た
高
周
波
利
用
設
備
」
と
、
「
で
あ
る
無
線
局
」
と

あ
る
の
は
「
で
あ
る
高
周
波
利
用
設
備
」
と
、
「
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
五
条
の
三

第
一
項
第
二
号
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
二
節
　
総
務
大
臣
に
よ
る
型
式
の
指
定

（
指
定
の
申
請
）

第
四
十
六
条
　
第
四
十
四
条
第
一
項
第
一
号
の
（
１
）
及
び
第
二
号
の
（
３
）
並
び
に
第
四
十
五
条
第
三
号
の
総
務

大
臣
の
指
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
（
指
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
設
備
の
製
造
業
者
又
は
輸
入
業
者
（
以
下
「
製

造
業
者
等
」
と
い
う
。
）
に
限
る
。
）
は
、
申
請
書
に
、
次
の
各
号
の
区
別
に
従
い
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を

記
載
し
た
書
類
を
添
え
て
総
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
搬
送
式
イ
ン
タ
ー
ホ
ン

（１）
　
型
式
名

（２）
　
接
続
図

（３）
　
外
観
（
図
面
及
び
写
真
で
示
す
も
の
と
す
る
。
）

（４）
　
通
信
路
数
及
び
伝
送
の
型
式

（５）
　
搬
送
波
出
力
の
定
格
値
及
び
測
定
値

（６）
　
次
に
掲
げ
る
事
項
の
設
計
値
及
び
測
定
値

（一）
　
搬
送
波
の
周
波
数

（二）
　
漏
え
い
電
界
強
度

（三）
　
設
備
の
出
力
端
子
に
お
け
る
ス
プ
リ
ア
ス
発
射
の
強
度

二
　
一
般
搬
送
式
デ
ジ
タ
ル
伝
送
装
置

（１）
　
前
号
の
（
１
）
か
ら
（
３
）
ま
で
に
掲
げ
る
事
項

（２）
　
搬
送
波
の
変
調
方
式

（３）
　
搬
送
波
出
力
又
は
一
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
の
帯
域
幅
に
お
け
る
搬
送
波
出
力
（
以
下
「
一
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
幅
の
搬
送
波
出

力
」
と
い
う
。
）
の
定
格
値
及
び
測
定
値

（４）
　
次
に
掲
げ
る
事
項
の
設
計
値
及
び
測
定
値
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（一）
　
前
号
の
（
６
）
の
（
二
）
及
び
（
三
）
に
掲
げ
る
事
項

（二）
　
搬
送
波
の
周
波
数
（
搬
送
波
の
変
調
の
方
式
が
ス
ペ
ク
ト
ル
拡
散
方
式
の
も
の
に
あ
つ
て
は
、
搬
送
波

が
拡
散
さ
れ
る
周
波
数
の
範
囲
（
以
下
「
拡
散
範
囲
」
と
い
う
。
）
と
す
る
。
）

三
　
特
別
搬
送
式
デ
ジ
タ
ル
伝
送
装
置

（１）
　
第
一
号
の
（
１
）
か
ら
（
３
）
ま
で
並
び
に
前
号
の
（
２
）
及
び
（
３
）
に
掲
げ
る
事
項

（２）
　
高
周
波
電
流
の
送
信
に
関
す
る
機
能

（３）
　
次
に
掲
げ
る
事
項
の
設
計
値
及
び
測
定
値

（一）
　
第
一
号
の
（
６
）
の
（
二
）
及
び
（
三
）
並
び
に
前
号
の
（
４
）
の
（
二
）
に
掲
げ
る
事
項

（二）
　
最
大
送
信
時
間

四
　
広
帯
域
電
力
線
搬
送
通
信
設
備

（１）
　
第
一
号
の
（
１
）
か
ら
（
３
）
ま
で
に
掲
げ
る
事
項

（２）
　
次
に
掲
げ
る
事
項
の
設
計
値
及
び
測
定
値

（一）
　
第
二
号
の
（
４
）
の
（
二
）
に
掲
げ
る
事
項

（二）
　
伝
導
妨
害
波
の
電
流
及
び
電
圧

（三）
　
放
射
妨
害
波
の
電
界
強
度

（３）
　
屋
内
広
帯
域
電
力
線
搬
送
通
信
設
備
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
旨

五
　
誘
導
式
読
み
書
き
通
信
設
備

（１）
　
第
一
号
の
（
１
）
か
ら
（
３
）
ま
で
に
掲
げ
る
事
項

（２）
　
電
波
の
強
度
に
対
す
る
安
全
施
設
の
状
況

（３）
　
次
に
掲
げ
る
事
項
の
設
計
値
及
び
測
定
値

（一）
　
第
一
号
の
（
６
）
の
（
一
）
及
び
（
二
）
に
掲
げ
る
事
項

（二）
　
高
調
波
及
び
低
調
波
に
よ
る
高
周
波
出
力

六
　
超
音
波
洗
浄
機
、
超
音
波
加
工
機
及
び
超
音
波
ウ
ェ
ル
ダ
ー

（１）
　
第
一
号
の
（
１
）
及
び
（
２
）
に
掲
げ
る
事
項

（２）
　
外
観
及
び
構
造
（
図
面
及
び
写
真
で
示
す
も
の
と
す
る
。
）

（３）
　
発
振
の
方
式

（４）
　
振
動
子
の
種
類
及
び
型
名

（５）
　
高
周
波
出
力
の
定
格
値
及
び
測
定
値

（６）
　
次
に
掲
げ
る
事
項
の
設
計
値
及
び
測
定
値

（一）
　
利
用
す
る
周
波
数
（
以
下
「
利
用
周
波
数
」
と
い
う
。
）
及
び
周
波
数
変
動
幅

（二）
　
電
源
端
子
に
お
け
る
妨
害
波
電
圧
並
び
に
利
用
周
波
数
に
よ
る
発
射
及
び
不
要
発
射
に
よ
る
磁
界
強
度

又
は
電
界
強
度

七
　
電
磁
誘
導
加
熱
を
利
用
し
た
文
書
複
写
印
刷
機
械

（１）
　
第
一
号
の
（
１
）
及
び
（
２
）
並
び
に
前
号
の
（
２
）
、
（
３
）
及
び
（
５
）
に
掲
げ
る
事
項

（２）
　
次
に
掲
げ
る
事
項
の
設
計
値
及
び
測
定
値

（一）
　
利
用
周
波
数
及
び
周
波
数
変
動
幅

（二）
　
利
用
周
波
数
に
よ
る
発
射
及
び
ス
プ
リ
ア
ス
発
射
の
漏
え
い
電
界
強
度

八
　
無
電
極
放
電
ラ
ン
プ

（１）
　
第
一
号
の
（
１
）
及
び
（
２
）
並
び
に
第
六
号
の
（
２
）
、
（
３
）
及
び
（
５
）
に
掲
げ
る
事
項

（２）
　
次
に
掲
げ
る
事
項
の
設
計
値
及
び
測
定
値

（一）
　
利
用
周
波
数
及
び
周
波
数
変
動
幅

（二）
　
妨
害
波
電
圧
並
び
に
放
射
妨
害
波
の
磁
界
強
度
及
び
電
界
強
度

九
　
一
般
用
非
接
触
電
力
伝
送
装
置
及
び
電
気
自
動
車
用
非
接
触
電
力
伝
送
装
置

（１）
　
第
一
号
の
（
１
）
及
び
（
２
）
、
第
五
号
の
（
２
）
並
び
に
第
六
号
の
（
２
）
及
び
（
５
）
に
掲
げ
る
事
項

（２）
　
電
力
伝
送
の
方
式

（３）
　
次
に
掲
げ
る
事
項
の
設
計
値
及
び
測
定
値

（一）
　
利
用
周
波
数

（二）
　
電
源
端
子
に
お
け
る
妨
害
波
電
圧

（三）
　
利
用
周
波
数
に
よ
る
発
射
及
び
不
要
発
射
に
よ
る
磁
界
強
度
又
は
電
界
強
度

（四）
　
送
信
を
許
容
す
る
最
大
伝
送
距
離

（五）
　
送
信
を
許
容
す
る
最
大
水
平
位
置
移
動
可
能
距
離

２
　
前
項
の
申
請
書
及
び
添
附
書
類
の
様
式
そ
の
他
申
請
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
総
務
大
臣
が
告
示
で
定
め
る
。

（
指
定
）

第
四
十
六
条
の
二
　
総
務
大
臣
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
る
申
請
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
次
の
各
号
の
区
別
に
従

い
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
条
件
に
適
合
し
て
い
る
も
の
と
認
め
た
と
き
は
、
当
該
申
請
に
係
る
設
備
の
型
式
に
つ

い
て
指
定
を
行
う
。

一
　
搬
送
式
イ
ン
タ
ー
ホ
ン

（１）
　
単
一
通
信
路
で
あ
る
こ
と
。

（２）
　
伝
送
の
型
式
が
電
話
（
連
絡
設
定
を
確
保
す
る
た
め
の
信
号
を
含
む
。
）
で
あ
る
こ
と
。

（３）
　
搬
送
波
出
力
の
定
格
値
が
五
〇
ミ
リ
ワ
ッ
ト
以
下
で
あ
り
、
か
つ
、
動
作
状
態
に
お
け
る
搬
送
波
出
力
の

最
大
値
が
定
格
値
の
一
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
な
い
こ
と
。

（４）
　
搬
送
波
の
周
波
数
が
一
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
か
ら
四
五
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
ま
で
の
範
囲
に
あ
る
こ
と
。

（５）
　
設
備
の
出
力
端
子
に
お
け
る
ス
プ
リ
ア
ス
発
射
の
強
度
が
搬
送
波
出
力
よ
り
四
〇
デ
シ
ベ
ル
以
上
低
い
こ

と
。

（６）
　
設
備
か
ら
の
漏
え
い
電
界
強
度
が
当
該
設
備
か
ら
三
〇
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
お
い
て
次
に
掲
げ
る
値
以
下

で
あ
る
こ
と
。

（一）
　
一
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
か
ら
四
五
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
ま
で
の
周
波
数
に
お
い
て
毎
メ
ー
ト
ル
三
〇
〇
マ
イ
ク
ロ
ボ
ル
ト

（二）
　
五
二
六
・
五
ｋ
Ｈ
ｚ
か
ら
一
、
六
〇
六
・
五
ｋ
Ｈ
ｚ
ま
で
の
周
波
数
に
お
い
て
毎
メ
ー
ト
ル
三
〇
マ
イ

ク
ロ
ボ
ル
ト

（三）
　
（
一
）
及
び
（
二
）
に
掲
げ
る
周
波
数
以
外
の
周
波
数
に
お
い
て
毎
メ
ー
ト
ル
一
〇
〇
マ
イ
ク
ロ
ボ
ル
ト

（７）
　
そ
の
設
備
の
操
作
に
伴
つ
て
人
体
に
危
害
を
及
ぼ
し
、
又
は
物
件
に
損
傷
を
与
え
る
お
そ
れ
が
な
い
こ

と
。

二
　
一
般
搬
送
式
デ
ジ
タ
ル
伝
送
装
置

（１）
　
搬
送
波
出
力
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
こ
と
。
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（一）
　
搬
送
波
の
変
調
方
式
が
ス
ペ
ク
ト
ル
拡
散
方
式
の
も
の
は
、
一
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
幅
の
搬
送
波
出
力
の
定
格
値

が
一
〇
ミ
リ
ワ
ッ
ト
以
下
（
拡
散
範
囲
が
一
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
か
ら
二
〇
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
ま
で
の
も
の
は
、
三
〇
ミ
リ

ワ
ッ
ト
以
下
）
で
あ
り
、
か
つ
、
動
作
状
態
に
お
け
る
一
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
幅
の
搬
送
波
出
力
の
最
大
値
が
定
格

値
の
一
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
な
い
こ
と
。

（二）
　
ス
ペ
ク
ト
ル
拡
散
方
式
以
外
の
変
調
方
式
の
も
の
は
、
搬
送
波
出
力
の
定
格
値
が
一
〇
〇
ミ
リ
ワ
ッ
ト

以
下
で
あ
り
、
か
つ
、
動
作
状
態
に
お
け
る
搬
送
波
出
力
の
最
大
値
が
定
格
値
の
一
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を

超
え
な
い
こ
と
。

（２）
　
搬
送
波
の
周
波
数
が
一
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
か
ら
四
五
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
ま
で
の
範
囲
に
あ
り
、
ま
た
、
搬
送
波
の
変
調
方

式
が
ス
ペ
ク
ト
ル
拡
散
方
式
の
も
の
は
、
拡
散
範
囲
が
一
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
か
ら
四
五
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
ま
で
の
範
囲
に
あ

る
こ
と
。

（３）
　
設
備
の
出
力
端
子
に
お
け
る
ス
プ
リ
ア
ス
発
射
の
強
度
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
こ
と
。

（一）
　
搬
送
波
の
変
調
方
式
が
振
幅
変
調
、
周
波
数
変
調
又
は
位
相
変
調
の
も
の
は
、
ス
プ
リ
ア
ス
発
射
の
強

度
が
搬
送
波
出
力
よ
り
四
三
デ
シ
ベ
ル
以
上
低
い
こ
と
。

（二）
　
（
一
）
に
規
定
す
る
搬
送
波
の
変
調
方
式
以
外
の
変
調
方
式
の
も
の
は
、
そ
の
設
備
の
出
力
端
子
に
誘

起
す
る
高
周
波
電
圧
（
総
務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
測
定
器
に
よ
つ
て
測
定
し
た
も
の
に
限
る
。
）
が
、

次
に
掲
げ
る
値
以
下
で
あ
る
こ
と
。

ア
　
四
五
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
を
超
え
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下
の
周
波
数
に
お
い
て
五
六
デ
シ
ベ
ル
（
一
マ
イ
ク
ロ
ボ
ル
ト

を
〇
デ
シ
ベ
ル
と
す
る
。
）

イ
　
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
三
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下
の
周
波
数
に
お
い
て
六
〇
デ
シ
ベ
ル
（
一
マ
イ
ク
ロ
ボ
ル
ト
を

〇
デ
シ
ベ
ル
と
す
る
。
）

（４）
　
設
備
か
ら
の
漏
え
い
電
界
強
度
が
当
該
設
備
か
ら
三
〇
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
お
い
て
次
に
掲
げ
る
値
以
下

で
あ
る
こ
と
。

（一）
　
一
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
か
ら
四
五
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
ま
で
の
周
波
数
に
お
い
て
毎
メ
ー
ト
ル
一
〇
〇
マ
イ
ク
ロ
ボ
ル
ト

（
搬
送
波
の
変
調
方
式
が
振
幅
変
調
、
周
波
数
変
調
又
は
位
相
変
調
の
も
の
は
、
三
〇
〇
マ
イ
ク
ロ
ボ
ル
ト
）

（二）
　
五
二
六
・
五
ｋ
Ｈ
ｚ
か
ら
一
、
六
〇
六
・
五
ｋ
Ｈ
ｚ
ま
で
の
周
波
数
に
お
い
て
毎
メ
ー
ト
ル
三
〇
マ
イ

ク
ロ
ボ
ル
ト

（三）
　
（
一
）
及
び
（
二
）
に
掲
げ
る
周
波
数
以
外
の
周
波
数
に
お
い
て
毎
メ
ー
ト
ル
一
〇
〇
マ
イ
ク
ロ
ボ
ル
ト

（５）
　
前
号
の
（
７
）
に
掲
げ
る
条
件

三
　
特
別
搬
送
式
デ
ジ
タ
ル
伝
送
装
置

（１）
　
搬
送
波
出
力
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
こ
と
。

（一）
　
前
号
の
（
１
）
の
（
一
）
に
掲
げ
る
条
件

（二）
　
ス
ペ
ク
ト
ル
拡
散
方
式
以
外
の
変
調
方
式
の
も
の
は
、
搬
送
波
出
力
の
定
格
値
が
一
〇
〇
ミ
リ
ワ
ッ
ト

以
下
（
搬
送
波
の
周
波
数
が
一
一
五
ｋ
Ｈ
ｚ
又
は
一
三
二
ｋ
Ｈ
ｚ
で
あ
り
、
搬
送
波
の
変
調
方
式
が
位
相

変
調
の
も
の
は
、
三
五
〇
ミ
リ
ワ
ッ
ト
以
下
）
で
あ
り
、
か
つ
、
動
作
状
態
に
お
け
る
搬
送
波
出
力
の
最

大
値
が
定
格
値
の
一
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
な
い
こ
と
。

（２）
　
最
大
送
信
時
間
が
〇
・
七
秒
以
下
で
あ
る
こ
と
。

（３）
　
次
に
掲
げ
る
高
周
波
電
流
の
送
信
に
関
す
る
機
能
を
備
え
て
い
る
こ
と
。

（一）
　
送
信
を
行
う
場
合
は
、
二
五
ミ
リ
秒
の
間
に
高
周
波
電
流
を
受
信
し
な
か
つ
た
こ
と
を
確
認
し
た
後
に

行
う
こ
と
。
た
だ
し
、
応
答
信
号
を
送
信
す
る
場
合
又
は
自
動
再
送
信
（
応
答
が
な
い
相
手
に
対
し
、
引

き
続
い
て
繰
り
返
し
自
動
的
に
行
う
送
信
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
行
う
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（二）
　
自
動
再
送
信
を
行
う
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
回
数
は
七
回
以
内
で
あ
る
こ
と
。

（４）
　
第
一
号
の
（
７
）
及
び
前
号
の
（
２
）
か
ら
（
４
）
ま
で
に
掲
げ
る
条
件

四
　
広
帯
域
電
力
線
搬
送
通
信
設
備

（１）
　
搬
送
波
の
周
波
数
が
二
Ｍ
Ｈ
ｚ
か
ら
三
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
ま
で
の
範
囲
に
あ
り
、
か
つ
、
搬
送
波
の
変
調
方
式
が

ス
ペ
ク
ト
ル
拡
散
方
式
の
も
の
は
、
拡
散
範
囲
が
二
Ｍ
Ｈ
ｚ
か
ら
三
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
ま
で
の
間
に
あ
る
も
の
で
あ

る
こ
と
。

（２）
　
伝
導
妨
害
波
の
電
流
及
び
電
圧
並
び
に
放
射
妨
害
波
の
電
界
強
度
は
、
次
の
（
一
）
か
ら
（
四
）
ま
で
の

各
表
に
定
め
る
値
以
下
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
通
信
線
又
は
そ
れ
に
相
当
す
る
部
分
が
一
の
筐
体
内
に
収

容
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
（
三
）
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

（一）
　
通
信
状
態
に
お
け
る
電
力
線
へ
の
伝
導
妨
害
波
の
電
流

周
波
数
帯

許
容
値
（
一
マ
イ
ク
ロ
ア
ン
ペ
ア
を
〇
デ
シ
ベ
ル
と
す
る
。
）

準
尖
頭
値

平
均
値

一
五
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
以
上

五
〇
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
未

満

三
六
デ
シ
ベ
ル
か
ら
二
六
デ
シ
ベ
ル
ま

で
　
※

二
六
デ
シ
ベ
ル
か
ら
一
六
デ
シ
ベ
ル
ま

で
　
※

五
〇
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
以
上

二
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下

二
六
デ
シ
ベ
ル

一
六
デ
シ
ベ
ル

二
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
一

五
Ｍ
Ｈ
ｚ
未
満

二
〇
デ
シ
ベ
ル
（
屋
内
広
帯
域
電
力
線

搬
送
通
信
設
備
に
あ
つ
て
は
、
三
〇

デ
シ
ベ
ル
）

一
〇
デ
シ
ベ
ル
（
屋
内
広
帯
域
電
力
線

搬
送
通
信
設
備
に
あ
つ
て
は
、
二
〇

デ
シ
ベ
ル
）

一
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
上
三

〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下

一
〇
デ
シ
ベ
ル
（
屋
内
広
帯
域
電
力
線

搬
送
通
信
設
備
に
あ
つ
て
は
、
二
〇

デ
シ
ベ
ル
）

〇
デ
シ
ベ
ル
（
屋
内
広
帯
域
電
力
線
搬

送
通
信
設
備
に
あ
つ
て
は
、
一
〇
デ

シ
ベ
ル
）

注
　
※
を
付
し
た
値
は
、
周
波
数
の
対
数
に
対
し
て
直
線
的
に
減
少
し
た
値
と
す
る
。

（二）
　
非
通
信
状
態
に
お
け
る
電
力
線
へ
の
伝
導
妨
害
波
の
電
圧

周
波
数
帯

許
容
値
（
一
マ
イ
ク
ロ
ボ
ル
ト
を
〇
デ
シ
ベ
ル
と
す
る
。
）

準
尖
頭
値

平
均
値

一
五
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
以
上
五
〇
〇
Ｋ

Ｈ
ｚ
未
満

六
六
デ
シ
ベ
ル
か
ら
五
六
デ
シ
ベ

ル
ま
で
　
※

五
六
デ
シ
ベ
ル
か
ら
四
六
デ
シ
ベ

ル
ま
で
　
※

五
〇
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
以
上
五
Ｍ
Ｈ
ｚ

以
下

五
六
デ
シ
ベ
ル

四
六
デ
シ
ベ
ル

五
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
三
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ

以
下

六
〇
デ
シ
ベ
ル

五
〇
デ
シ
ベ
ル

注
　
※
を
付
し
た
値
は
、
周
波
数
の
対
数
に
対
し
て
直
線
的
に
減
少
し
た
値
と
す
る
。

（三）
　
通
信
状
態
に
お
け
る
通
信
線
又
は
そ
れ
に
相
当
す
る
部
分
へ
の
伝
導
妨
害
波
の
電
流

周
波
数
帯

許
容
値
（
一
マ
イ
ク
ロ
ア
ン
ペ
ア
を
〇
デ
シ
ベ
ル
と
す
る
。
）

準
尖
頭
値

平
均
値

一
五
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
以
上
五
〇

〇
ｋ
Ｈ
ｚ
未
満

四
〇
デ
シ
ベ
ル
か
ら
三
〇
デ
シ
ベ
ル

ま
で
　
※

三
〇
デ
シ
ベ
ル
か
ら
二
〇
デ
シ
ベ
ル

ま
で
　
※

五
〇
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
以
上
三
〇

Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下

三
〇
デ
シ
ベ
ル

二
〇
デ
シ
ベ
ル

注
　
※
を
付
し
た
値
は
、
周
波
数
の
対
数
に
対
し
て
直
線
的
に
減
少
し
た
値
と
す
る
。

（四）
　
通
信
状
態
に
お
け
る
放
射
妨
害
波
の
電
界
強
度
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周
波
数
帯

許
容
値
（
毎
メ
ー
ト
ル
一
マ
イ
ク
ロ
ボ
ル
ト
を
〇
デ
シ

ベ
ル
と
す
る
。
）

三
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
上
二
三
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下

三
〇
デ
シ
ベ
ル

二
三
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
一
、
〇
〇
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下

三
七
デ
シ
ベ
ル

（３）
　
（
２
）
に
掲
げ
る
伝
導
妨
害
波
の
電
流
及
び
電
圧
並
び
に
放
射
妨
害
波
の
電
界
強
度
の
測
定
方
法
に
つ
い

て
は
、
総
務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
。

（４）
　
第
一
号
の
（
７
）
に
掲
げ
る
条
件

（５）
　
屋
内
広
帯
域
電
力
線
搬
送
通
信
設
備
に
あ
つ
て
は
、
筐
体
の
見
や
す
い
箇
所
に
、
そ
の
装
置
に
よ
る
通
信

は
屋
内
に
お
い
て
の
み
可
能
で
あ
る
旨
が
表
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

（６）
　
広
帯
域
電
力
線
搬
送
通
信
設
備
以
外
の
機
能
を
有
す
る
設
備
に
あ
つ
て
は
、
広
帯
域
電
力
線
搬
送
通
信
設

備
の
機
能
の
み
を
容
易
に
停
止
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
。

五
　
誘
導
式
読
み
書
き
通
信
設
備

（１）
　
搬
送
波
の
周
波
数
が
一
三
・
五
六
Ｍ
Ｈ
ｚ
で
あ
る
こ
と
。

（２）
　
搬
送
波
の
周
波
数
の
許
容
偏
差
は
、
百
万
分
の
五
〇
以
内
で
あ
る
こ
と
。

（３）
　
漏
え
い
電
界
強
度
が
当
該
設
備
か
ら
一
〇
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
お
い
て
次
に
掲
げ
る
値
以
下
で
あ
る
こ

と
。

（一）
　
一
三
・
五
五
三
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
上
一
三
・
五
六
七
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下
の
周
波
数
に
お
い
て
毎
メ
ー
ト
ル
四
七
・
五

四
四
ミ
リ
ボ
ル
ト

（二）
　
一
三
・
四
一
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
上
一
三
・
五
五
三
Ｍ
Ｈ
ｚ
未
満
又
は
一
三
・
五
六
七
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
一
三
・
七

一
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下
の
周
波
数
に
お
い
て
毎
メ
ー
ト
ル
一
・
〇
六
一
ミ
リ
ボ
ル
ト

（三）
　
一
三
・
一
一
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
上
一
三
・
四
一
Ｍ
Ｈ
ｚ
未
満
又
は
一
三
・
七
一
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
一
四
・
〇
一
Ｍ

Ｈ
ｚ
以
下
の
周
波
数
に
お
い
て
毎
メ
ー
ト
ル
三
一
六
マ
イ
ク
ロ
ボ
ル
ト

（四）
　
（
一
）
か
ら
（
三
）
ま
で
に
掲
げ
る
周
波
数
以
外
の
周
波
数
（
高
調
波
及
び
低
調
波
に
係
る
も
の
を
除

く
。
）
に
お
い
て
毎
メ
ー
ト
ル
一
五
〇
マ
イ
ク
ロ
ボ
ル
ト

（４）
　
高
調
波
又
は
低
調
波
に
よ
る
高
周
波
出
力
は
、
五
〇
マ
イ
ク
ロ
ワ
ッ
ト
以
下
で
あ
る
こ
と
。

（５）
　
設
備
は
、
通
常
の
使
用
状
態
に
お
い
て
人
体
に
ば
く
露
さ
れ
る
六
分
間
平
均
で
の
電
波
の
強
度
が
、
次
に

掲
げ
る
値
を
超
え
な
い
よ
う
措
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

（一）
　
電
界
強
度
が
毎
メ
ー
ト
ル
六
〇
・
七
七
ボ
ル
ト

（二）
　
磁
界
強
度
が
毎
メ
ー
ト
ル
〇
・
一
六
ア
ン
ペ
ア

（６）
　
第
一
号
の
（
７
）
に
掲
げ
る
条
件

六
　
超
音
波
洗
浄
機
、
超
音
波
加
工
機
及
び
超
音
波
ウ
ェ
ル
ダ
ー

（１）
　
利
用
周
波
数
が
一
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
か
ら
五
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
ま
で
の
範
囲
に
あ
る
こ
と
。

（２）
　
高
周
波
出
力
の
定
格
値
が
五
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
下
で
あ
り
、
か
つ
、
動
作
状
態
に
お
け
る
高
周
波
出
力
の
最

大
値
が
定
格
値
の
一
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
な
い
こ
と
。

（３）
　
電
源
端
子
に
お
け
る
妨
害
波
電
圧
が
次
の
表
に
定
め
る
値
以
下
で
あ
る
こ
と
。

周
波
数
帯
（
無
線
通
信
規
則
に
規
定
す
る
我
が
国
で
使
用

す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
産
業
科
学
医
療
用
の
周

波
数
（
以
下
「
Ｉ
Ｓ
Ｍ
用
周
波
数
」
と
い
う
。
）
に
係
る

部
分
を
除
く
。
）

許
容
値
（
一
マ
イ
ク
ロ
ボ
ル
ト
を
〇
デ
シ
ベ

ル
と
す
る
。
）

準
尖
頭
値

平
均
値

一
五
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
以
上
五
〇
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
未
満

一
〇
〇
デ
シ
ベ
ル

九
〇
デ
シ
ベ
ル

五
〇
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
以
上
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下

八
六
デ
シ
ベ
ル

七
六
デ
シ
ベ
ル

五
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
三
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下

九
〇
デ
シ
ベ
ル
か
ら

七
三
デ
シ
ベ
ル
ま

で
　
※

八
〇
デ
シ
ベ
ル
か
ら

六
〇
デ
シ
ベ
ル
ま

で
　
※

注
　
※
を
付
し
た
値
は
、
周
波
数
の
対
数
に
対
し
て
直
線
的
に
減
少
し
た
値
と
す
る
。

（４）
　
利
用
周
波
数
に
よ
る
発
射
及
び
不
要
発
射
に
よ
る
磁
界
強
度
又
は
電
界
強
度
が
そ
の
設
備
か
ら
一
〇
メ
ー

ト
ル
の
距
離
に
お
い
て
次
の
（
一
）
か
ら
（
三
）
ま
で
の
各
表
に
定
め
る
値
以
下
で
あ
る
こ
と
。

（一）
　
利
用
周
波
数
に
お
け
る
磁
界
強
度

周
波
数
帯

準
尖
頭
値
の
許
容
値
（
毎
メ
ー
ト
ル
一
マ
イ
ク
ロ
ア
ン
ペ
ア
を
〇
デ
シ

ベ
ル
と
す
る
。
）

一
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
以
上
五
〇
ｋ
Ｈ
ｚ

以
下

三
七
・
一
デ
シ
ベ
ル

（二）
　
不
要
発
射
に
よ
る
磁
界
強
度

周
波
数
帯
（
Ｉ
Ｓ
Ｍ
用
周
波
数
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）

準
尖
頭
値
の
許
容
値
（
毎
メ
ー
ト
ル
一
マ
イ
ク

ロ
ア
ン
ペ
ア
を
〇
デ
シ
ベ
ル
と
す
る
。
）

五
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
を
超
え
一
五
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
以
下

二
三
・
一
デ
シ
ベ
ル

一
五
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
を
超
え
四
九
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
未
満

五
七
・
五
デ
シ
ベ
ル

四
九
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
以
上
一
、
七
〇
五
ｋ
Ｈ
ｚ
以
下

四
七
・
五
デ
シ
ベ
ル

一
、
七
〇
五
ｋ
Ｈ
ｚ
を
超
え
二
、
一
九
四
ｋ
Ｈ
ｚ
未
満

五
二
・
五
デ
シ
ベ
ル

二
、
一
九
四
ｋ
Ｈ
ｚ
以
上
三
・
九
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
未
満

四
三
・
五
デ
シ
ベ
ル

三
・
九
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
上
二
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
未
満

一
八
・
五
デ
シ
ベ
ル

二
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
上
三
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下

八
・
五
デ
シ
ベ
ル

（三）
　
不
要
発
射
に
よ
る
電
界
強
度

周
波
数
帯
（
Ｉ
Ｓ
Ｍ
用
周
波
数
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）

準
尖
頭
値
の
許
容
値
（
毎
メ
ー
ト
ル
一

マ
イ
ク
ロ
ボ
ル
ト
を
〇
デ
シ
ベ
ル
と

す
る
。
）

三
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
四
七
Ｍ
Ｈ
ｚ
未
満

六
八
デ
シ
ベ
ル

四
七
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
上
六
八
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下

五
〇
デ
シ
ベ
ル

六
八
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
八
〇
・
八
七
二
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下

六
三
デ
シ
ベ
ル

八
〇
・
八
七
二
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
八
一
・
八
四
八
Ｍ
Ｈ
ｚ
未
満

七
八
デ
シ
ベ
ル

八
一
・
八
四
八
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
上
八
七
Ｍ
Ｈ
ｚ
未
満

六
三
デ
シ
ベ
ル

八
七
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
上
一
三
四
・
七
八
六
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下

六
〇
デ
シ
ベ
ル

一
三
四
・
七
八
六
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
一
三
六
・
四
一
四
Ｍ
Ｈ
ｚ
未
満

七
〇
デ
シ
ベ
ル

一
三
六
・
四
一
四
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
上
一
五
六
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下

六
〇
デ
シ
ベ
ル

一
五
六
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
一
七
四
Ｍ
Ｈ
ｚ
未
満

七
四
デ
シ
ベ
ル

一
七
四
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
上
一
八
八
・
七
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下

五
〇
デ
シ
ベ
ル

一
八
八
・
七
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
一
九
〇
・
九
七
九
Ｍ
Ｈ
ｚ
未
満

六
〇
デ
シ
ベ
ル

一
九
〇
・
九
七
九
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
上
二
三
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下

五
〇
デ
シ
ベ
ル

二
三
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
四
〇
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下

六
〇
デ
シ
ベ
ル

四
〇
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
四
七
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
未
満

六
三
デ
シ
ベ
ル

四
七
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
上
一
、
〇
〇
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下

六
〇
デ
シ
ベ
ル
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注
　
そ
の
設
備
（
ケ
ー
ブ
ル
を
含
む
。
）
の
大
き
さ
が
直
径
一
・
二
メ
ー
ト
ル
、
床
か
ら
一
・
五
メ
ー
ト
ル
の
円

柱
形
の
体
積
内
に
収
ま
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
当
該
設
備
か
ら
三
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
お
い
て
測
定
し
た
値
か

ら
一
〇
デ
シ
ベ
ル
を
減
じ
た
値
を
も
つ
て
測
定
値
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（５）
　
（
３
）
の
電
源
端
子
に
お
け
る
妨
害
波
電
圧
並
び
に
（
４
）
の
利
用
周
波
数
に
よ
る
発
射
及
び
不
要
発
射

に
よ
る
磁
界
強
度
又
は
電
界
強
度
の
測
定
方
法
に
つ
い
て
は
、
総
務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
。

（６）
　
第
一
号
の
（
７
）
に
掲
げ
る
条
件

七
　
電
磁
誘
導
加
熱
を
利
用
し
た
文
書
複
写
印
刷
機
械

（１）
　
利
用
周
波
数
が
二
〇
・
〇
五
ｋ
Ｈ
ｚ
か
ら
一
〇
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
ま
で
の
範
囲
に
あ
る
こ
と
。

（２）
　
高
周
波
出
力
の
定
格
値
が
三
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
下
で
あ
り
、
か
つ
、
動
作
状
態
に
お
け
る
高
周
波
出
力
の
最

大
値
が
定
格
値
の
一
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
な
い
こ
と
。

（３）
　
利
用
周
波
数
に
よ
る
発
射
及
び
ス
プ
リ
ア
ス
発
射
に
よ
る
漏
え
い
電
界
強
度
が
そ
の
設
備
の
発
振
器
か
ら

三
〇
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
お
い
て
次
に
掲
げ
る
値
以
下
で
あ
る
こ
と
。

（一）
　
利
用
周
波
数
に
お
い
て
毎
メ
ー
ト
ル
一
ミ
リ
ボ
ル
ト

（二）
　
五
二
六
・
五
ｋ
Ｈ
ｚ
か
ら
一
、
六
〇
六
・
五
ｋ
Ｈ
ｚ
ま
で
の
周
波
数
に
お
い
て
毎
メ
ー
ト
ル
三
〇
マ
イ

ク
ロ
ボ
ル
ト

（三）
　
（
一
）
及
び
（
二
）
に
規
定
す
る
周
波
数
以
外
の
周
波
数
（
Ｉ
Ｓ
Ｍ
用
周
波
数
を
除
く
。
）
に
お
い
て
毎

メ
ー
ト
ル√

（
２
０
Ｐ
）
（
Ｐ
は
、
高
周
波
出
力
を
ワ
ッ
ト
で
表
し
た
数
と
し
、
高
周
波
出
力
が
五
〇
〇

ワ
ッ
ト
未
満
の
も
の
に
あ
つ
て
は
五
〇
〇
と
し
、
二
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
超
え
る
も
の
に
あ
つ
て
は
二
、
〇
〇

〇
と
す
る
。
）
マ
イ
ク
ロ
ボ
ル
ト

（４）
　
第
一
号
の
（
７
）
に
掲
げ
る
条
件

八
　
無
電
極
放
電
ラ
ン
プ

（１）
　
利
用
周
波
数
が
一
一
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
か
ら
一
七
五
ｋ
Ｈ
ｚ
ま
で
、
二
〇
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
か
ら
三
〇
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
ま
で
、

四
五
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
か
ら
四
九
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
ま
で
、
二
・
二
Ｍ
Ｈ
ｚ
か
ら
三
Ｍ
Ｈ
ｚ
ま
で
又
は
一
三
・
五
五
三
Ｍ
Ｈ

ｚ
か
ら
一
三
・
五
六
七
Ｍ
Ｈ
ｚ
ま
で
の
範
囲
に
あ
る
こ
と
。

（２）
　
高
周
波
出
力
の
定
格
値
が
四
〇
〇
ワ
ッ
ト
以
下
（
利
用
周
波
数
が
一
三
・
五
五
三
Ｍ
Ｈ
ｚ
か
ら
一
三
・
五

六
七
Ｍ
Ｈ
ｚ
ま
で
の
範
囲
の
も
の
に
あ
つ
て
は
、
二
〇
〇
ワ
ッ
ト
以
下
）
で
あ
り
、
か
つ
、
動
作
状
態
に
お

け
る
高
周
波
出
力
の
最
大
値
が
定
格
値
の
一
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
な
い
こ
と
。

（３）
　
妨
害
波
電
圧
並
び
に
放
射
妨
害
波
の
磁
界
強
度
及
び
電
界
強
度
の
許
容
値
は
、
次
の
（
一
）
か
ら
（
三
）

ま
で
の
各
表
に
定
め
る
値
以
下
で
あ
る
こ
と
（
利
用
周
波
数
が
一
三
・
五
五
三
Ｍ
Ｈ
ｚ
か
ら
一
三
・
五
六
七

Ｍ
Ｈ
ｚ
ま
で
の
範
囲
の
も
の
に
限
る
。
）
。

（一）
　
電
源
端
子
に
お
け
る
妨
害
波
電
圧

周
波
数
帯
（
Ｉ
Ｓ
Ｍ
用
周
波
数
に
係
る
部
分

を
除
く
。
）

許
容
値
（
一
マ
イ
ク
ロ
ボ
ル
ト
を
〇
デ
シ
ベ
ル
と
す
る
。
）

準
尖
頭
値

平
均
値

一
五
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
以
上
五
〇
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
未
満

六
六
デ
シ
ベ
ル
か
ら
五
六
デ

シ
ベ
ル
ま
で
　
※

五
六
デ
シ
ベ
ル
か
ら
四
六
デ

シ
ベ
ル
ま
で
　
※

五
〇
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
以
上
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下

五
六
デ
シ
ベ
ル

四
六
デ
シ
ベ
ル

五
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
三
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下

六
〇
デ
シ
ベ
ル

五
〇
デ
シ
ベ
ル

注
　
※
を
付
し
た
値
は
、
周
波
数
の
対
数
に
対
し
て
直
線
的
に
減
少
し
た
値
と
す
る
。

（二）
　
三
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
お
け
る
磁
界
強
度

周
波
数
帯
（
Ｉ
Ｓ
Ｍ
用
周
波
数
に
係
る
部
分
を
除

く
。
）

準
尖
頭
値
の
許
容
値
（
毎
メ
ー
ト
ル
一
マ
イ
ク
ロ
ア
ン

ペ
ア
を
〇
デ
シ
ベ
ル
と
す
る
。
）

一
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
以
上
一
五
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
未
満

四
八
・
五
デ
シ
ベ
ル

一
五
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
以
上
三
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
未
満

三
九
デ
シ
ベ
ル
か
ら
三
デ
シ
ベ
ル
ま
で
　
※

注
一
　
※
を
付
し
た
値
は
、
周
波
数
の
対
数
に
対
し
て
直
線
的
に
減
少
し
た
値
と
す
る
。

二
　
こ
の
表
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
五
二
六
・
五
ｋ
Ｈ
ｚ
か
ら
一
、
六
〇
六
・
五
ｋ
Ｈ
ｚ
ま
で
の
周
波
数
に
お
い

て
は
、
一
八
デ
シ
ベ
ル
と
す
る
。

（三）
　
一
〇
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
お
け
る
電
界
強
度

周
波
数
帯
（
Ｉ
Ｓ
Ｍ
用
周
波
数
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）

準
尖
頭
値
の
許
容
値
（
毎
メ
ー
ト
ル
一

マ
イ
ク
ロ
ボ
ル
ト
を
〇
デ
シ
ベ
ル
と

す
る
。
）

三
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
上
八
〇
・
八
七
二
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下

三
〇
デ
シ
ベ
ル

八
〇
・
八
七
二
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
八
一
・
八
八
Ｍ
Ｈ
ｚ
未
満

五
〇
デ
シ
ベ
ル

八
一
・
八
八
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
上
一
三
四
・
七
八
六
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下

三
〇
デ
シ
ベ
ル

一
三
四
・
七
八
六
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
一
三
六
・
四
一
四
Ｍ
Ｈ
ｚ
未
満

五
〇
デ
シ
ベ
ル

一
三
六
・
四
一
四
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
上
二
三
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下

三
〇
デ
シ
ベ
ル

二
三
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
一
、
〇
〇
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下

三
七
デ
シ
ベ
ル

注
　
そ
の
設
備
（
ケ
ー
ブ
ル
を
含
む
。
）
の
大
き
さ
が
直
径
一
・
二
メ
ー
ト
ル
、
床
か
ら
一
・
五
メ
ー
ト
ル
の
円

柱
形
の
体
積
内
に
収
ま
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
当
該
設
備
か
ら
三
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
お
い
て
測
定
し
た
値
か

ら
一
〇
デ
シ
ベ
ル
を
減
じ
た
値
を
も
つ
て
測
定
値
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（４）
　
妨
害
波
電
圧
並
び
に
放
射
妨
害
波
の
磁
界
強
度
及
び
電
界
強
度
の
許
容
値
は
、
次
の
（
一
）
か
ら
（
三
）

ま
で
及
び
（
四
）
又
は
（
五
）
の
各
表
に
定
め
る
値
以
下
で
あ
る
こ
と
（
利
用
周
波
数
が
一
三
・
五
五
三
Ｍ

Ｈ
ｚ
か
ら
一
三
・
五
六
七
Ｍ
Ｈ
ｚ
ま
で
の
範
囲
の
も
の
を
除
く
。
）
。

（一）
　
電
源
端
子
に
お
け
る
妨
害
波
電
圧

周
波
数
帯

許
容
値
（
一
マ
イ
ク
ロ
ボ
ル
ト
を
〇
デ
シ
ベ
ル
と
す
る
。
）

準
尖
頭
値

平
均
値

一
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
以
上
五
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
未
満

一
一
〇
デ
シ
ベ
ル

　

五
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
以
上
一
五
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
未
満

九
〇
デ
シ
ベ
ル
か
ら
八
〇
デ
シ
ベ

ル
ま
で
　
※

　

一
五
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
以
上
五
〇
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
以
下

六
六
デ
シ
ベ
ル
か
ら
五
六
デ
シ
ベ

ル
ま
で
　
※

五
六
デ
シ
ベ
ル
か
ら
四
六

デ
シ
ベ
ル
ま
で
　
※

五
〇
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
を
超
え
二
・
五
一
Ｍ
Ｈ
ｚ

以
下

五
六
デ
シ
ベ
ル

四
六
デ
シ
ベ
ル

二
・
五
一
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
三
Ｍ
Ｈ
ｚ
未
満

七
三
デ
シ
ベ
ル

六
三
デ
シ
ベ
ル

三
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
上
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下

五
六
デ
シ
ベ
ル

四
六
デ
シ
ベ
ル

五
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
三
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下

六
〇
デ
シ
ベ
ル

五
〇
デ
シ
ベ
ル

注
　
※
を
付
し
た
値
は
、
周
波
数
の
対
数
に
対
し
て
直
線
的
に
減
少
し
た
値
と
す
る
。

（二）
　
制
御
端
子
に
お
け
る
妨
害
波
電
圧

周
波
数
帯

許
容
値
（
一
マ
イ
ク
ロ
ボ
ル
ト
を
〇
デ
シ
ベ
ル
と
す
る
。
）

準
尖
頭
値

平
均
値

一
五
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
以
上
五
〇
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
未
満

八
〇
デ
シ
ベ
ル

七
〇
デ
シ
ベ
ル

五
〇
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
以
上
三
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下

七
四
デ
シ
ベ
ル

六
四
デ
シ
ベ
ル

（三）
　
放
射
妨
害
波
の
磁
界
強
度

周
波
数
帯

ル
ー
プ
ア
ン
テ
ナ
の
直
径
ご
と
の
準
尖
頭
値
の
許
容
値
（
一
マ
イ
ク
ロ
ア
ン
ペ
ア
を

〇
デ
シ
ベ
ル
と
す
る
。
）

直
径
二
メ
ー
ト
ル

直
径
三
メ
ー
ト
ル

直
径
四
メ
ー
ト
ル
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一
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
以
上

七
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
未

満

八
八
デ
シ
ベ
ル

八
一
デ
シ
ベ
ル

七
五
デ
シ
ベ
ル

七
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
以
上

一
五
〇
ｋ
Ｈ
ｚ

未
満

八
八
デ
シ
ベ
ル
か
ら
五

八
デ
シ
ベ
ル
ま
で
　

（
１
）

八
一
デ
シ
ベ
ル
か
ら
五
一

デ
シ
ベ
ル
ま
で
　
（
１
）

七
五
デ
シ
ベ
ル
か
ら
四
五

デ
シ
ベ
ル
ま
で
　
（
１
）

一
五
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
以

上
二
・
二
Ｍ
Ｈ

ｚ
以
下

五
八
デ
シ
ベ
ル
か
ら
二

六
デ
シ
ベ
ル
ま
で
　

（
１
）

五
一
デ
シ
ベ
ル
か
ら
二
一

デ
シ
ベ
ル
ま
で
　
（
１
）

四
五
デ
シ
ベ
ル
か
ら
一
六

デ
シ
ベ
ル
ま
で
　
（
１
）

二
・
二
Ｍ
Ｈ
ｚ
を

超
え
三
Ｍ
Ｈ
ｚ

未
満

五
八
デ
シ
ベ
ル

五
一
デ
シ
ベ
ル

四
五
デ
シ
ベ
ル

三
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
上
三

〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下

二
二
デ
シ
ベ
ル

一
五
デ
シ
ベ
ル
か
ら
一
六

デ
シ
ベ
ル
ま
で
　
（
２
）

九
デ
シ
ベ
ル
か
ら
一
二
デ

シ
ベ
ル
ま
で
　
（
２
）

注
一
　
最
大
と
な
る
長
さ
が
、
一
・
六
メ
ー
ト
ル
以
内
の
機
器
に
は
直
径
二
メ
ー
ト
ル
の
、
一
・
六
メ
ー
ト
ル
を
超
え

二
・
六
メ
ー
ト
ル
以
内
の
機
器
に
は
直
径
三
メ
ー
ト
ル
の
、
二
・
六
メ
ー
ト
ル
を
超
え
三
・
六
メ
ー
ト
ル
以
内
の

機
器
に
は
直
径
四
メ
ー
ト
ル
の
ル
ー
プ
ア
ン
テ
ナ
を
そ
れ
ぞ
れ
使
用
す
る
こ
と
と
す
る
。

二
　
（
１
）
を
付
し
た
値
は
、
周
波
数
の
対
数
に
対
し
て
直
線
的
に
減
少
し
た
値
と
す
る
。

三
　
（
２
）
を
付
し
た
値
は
、
周
波
数
の
対
数
に
対
し
て
直
線
的
に
増
加
し
た
値
と
す
る
。

（四）
　
放
射
妨
害
波
の
電
界
強
度

周
波
数
帯

測
定
距
離
ご
と
の
準
尖
頭
値
の
許
容
値
（
毎
メ
ー
ト
ル
一
マ
イ
ク
ロ
ボ
ル
ト
を

〇
デ
シ
ベ
ル
と
す
る
。
）

三
メ
ー
ト
ル

一
〇
メ
ー
ト
ル

三
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
二
三

〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下

四
〇
デ
シ
ベ
ル

三
〇
デ
シ
ベ
ル

二
三
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
三

〇
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下

四
七
デ
シ
ベ
ル

三
七
デ
シ
ベ
ル

（五）
　
妨
害
波
測
定
用
結
合
減
結
合
回
路
網
に
よ
り
測
定
さ
れ
る
妨
害
波
電
圧

周
波
数
帯

準
尖
頭
値
の
許
容
値
（
一
マ
イ
ク
ロ
ボ
ル
ト
を
〇
デ
シ
ベ
ル

と
す
る
。
）

三
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
一
〇
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下

六
四
デ
シ
ベ
ル
か
ら
五
四
デ
シ
ベ
ル
　
※

一
〇
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
二
三
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下

五
四
デ
シ
ベ
ル

二
三
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
三
〇
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下

六
一
デ
シ
ベ
ル

注
　
※
を
付
し
た
値
は
、
周
波
数
の
対
数
に
対
し
て
直
線
的
に
減
少
し
た
値
と
す
る
。

（５）
　
（
３
）
及
び
（
４
）
に
掲
げ
る
妨
害
波
電
圧
並
び
に
放
射
妨
害
波
の
磁
界
強
度
及
び
電
界
強
度
の
測
定
方

法
に
つ
い
て
は
、
総
務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
。

（６）
　
第
一
号
の
（
７
）
に
掲
げ
る
条
件

九
　
一
般
用
非
接
触
電
力
伝
送
装
置

（１）
　
四
〇
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
帯
電
界
結
合
型
一
般
用
非
接
触
電
力
伝
送
装
置

（一）
　
利
用
周
波
数
が
四
二
五
ｋ
Ｈ
ｚ
か
ら
四
七
一
ｋ
Ｈ
ｚ
ま
で
、
四
八
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
か
ら
四
八
九
ｋ
Ｈ
ｚ
ま

で
、
四
九
一
ｋ
Ｈ
ｚ
か
ら
四
九
四
ｋ
Ｈ
ｚ
ま
で
、
五
〇
六
ｋ
Ｈ
ｚ
か
ら
五
一
七
ｋ
Ｈ
ｚ
ま
で
及
び
五
一
九

ｋ
Ｈ
ｚ
か
ら
五
二
四
ｋ
Ｈ
ｚ
ま
で
の
範
囲
に
あ
る
こ
と
。

（二）
　
電
界
を
使
用
し
て
電
力
の
伝
送
を
行
う
設
備
で
あ
る
こ
と
。

（三）
　
高
周
波
出
力
の
定
格
値
が
一
〇
〇
ワ
ッ
ト
以
下
で
あ
り
、
か
つ
、
動
作
状
態
に
お
け
る
高
周
波
出
力
の

最
大
値
が
定
格
値
の
一
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
な
い
こ
と
。

（四）
　
電
源
端
子
に
お
け
る
妨
害
波
電
圧
が
次
の
表
に
定
め
る
値
以
下
で
あ
る
こ
と
。

周
波
数
帯
（
Ｉ
Ｓ
Ｍ
用
周
波
数
に
係
る
部
分

を
除
く
。
）

許
容
値
（
一
マ
イ
ク
ロ
ボ
ル
ト
を
〇
デ
シ
ベ
ル
と
す
る
。
）

準
尖
頭
値

平
均
値

一
五
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
以
上
五
〇
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
以
下

六
六
デ
シ
ベ
ル
か
ら
五
六
デ

シ
ベ
ル
ま
で
　
※

五
六
デ
シ
ベ
ル
か
ら
四
六
デ

シ
ベ
ル
ま
で
　
※

五
〇
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
を
超
え
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下

五
六
デ
シ
ベ
ル

四
六
デ
シ
ベ
ル

五
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
三
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下

六
〇
デ
シ
ベ
ル

五
〇
デ
シ
ベ
ル

注
　
※
を
付
し
た
値
は
、
周
波
数
の
対
数
に
対
し
て
直
線
的
に
減
少
し
た
値
と
す
る
。

（五）
　
利
用
周
波
数
に
よ
る
発
射
及
び
不
要
発
射
に
よ
る
磁
界
強
度
が
そ
の
設
備
か
ら
一
〇
メ
ー
ト
ル
の
距
離

に
お
い
て
次
の
表
に
定
め
る
値
以
下
で
あ
る
こ
と
。

周
波
数
帯
（
Ｉ
Ｓ
Ｍ
用
周
波
数
に
係
る
部
分

を
除
く
。
）

準
尖
頭
値
の
許
容
値
（
毎
メ
ー
ト
ル
一
マ
イ
ク
ロ
ア
ン
ペ
ア

を
〇
デ
シ
ベ
ル
と
す
る
。
）

一
五
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
以
上
四
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下

一
四
・
五
デ
シ
ベ
ル
か
ら
（－

）
七
デ
シ
ベ
ル
ま
で
　
（
１
）

四
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
一
一
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下

（－

）
七
デ
シ
ベ
ル
か
ら
〇
デ
シ
ベ
ル
ま
で
　
（
２
）

一
一
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
三
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
未
満

〇
デ
シ
ベ
ル
か
ら
（－

）
七
デ
シ
ベ
ル
ま
で
　
（
１
）

注
一
　
（
１
）
を
付
し
た
値
は
、
周
波
数
の
対
数
に
対
し
て
直
線
的
に
減
少
し
た
値
と
す
る
。

二
　
（
２
）
を
付
し
た
値
は
、
周
波
数
の
対
数
に
対
し
て
直
線
的
に
増
加
し
た
値
と
す
る
。

三
　
こ
の
表
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
五
二
六
・
五
ｋ
Ｈ
ｚ
以
上
一
、
六
〇
六
・
五
ｋ
Ｈ
ｚ
以
下
の
周
波
数
に
お
い

て
は
、
（－

）
二
デ
シ
ベ
ル
と
す
る
。

（六）
　
不
要
発
射
に
よ
る
電
界
強
度
が
そ
の
設
備
か
ら
一
〇
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
お
い
て
次
の
表
に
定
め
る
値

以
下
で
あ
る
こ
と
。

周
波
数
帯
（
Ｉ
Ｓ
Ｍ
用
周
波
数
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）

準
尖
頭
値
の
許
容
値
（
毎
メ
ー
ト
ル
一

マ
イ
ク
ロ
ボ
ル
ト
を
〇
デ
シ
ベ
ル
と

す
る
。
）

三
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
上
八
〇
・
八
七
二
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下

三
〇
デ
シ
ベ
ル

八
〇
・
八
七
二
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
八
一
・
八
八
Ｍ
Ｈ
ｚ
未
満

五
〇
デ
シ
ベ
ル

八
一
・
八
八
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
上
一
三
四
・
七
八
六
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下

三
〇
デ
シ
ベ
ル

一
三
四
・
七
八
六
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
一
三
六
・
四
一
四
Ｍ
Ｈ
ｚ
未
満

五
〇
デ
シ
ベ
ル

一
三
六
・
四
一
四
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
上
二
三
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下

三
〇
デ
シ
ベ
ル

二
三
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
一
、
〇
〇
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下

三
七
デ
シ
ベ
ル

（七）
　
高
周
波
出
力
、
妨
害
波
電
圧
、
磁
界
強
度
及
び
電
界
強
度
の
測
定
方
法
に
つ
い
て
は
、
総
務
大
臣
が
別

に
告
示
す
る
。

（八）
　
設
備
は
、
通
常
の
使
用
状
態
に
お
い
て
人
体
に
ば
く
露
さ
れ
る
電
波
の
強
度
が
、
人
体
に
危
害
を
及
ぼ

し
、
又
は
物
件
に
損
傷
を
与
え
る
こ
と
が
な
い
よ
う
措
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

（九）
　
（
八
）
の
電
波
の
強
度
に
対
す
る
安
全
施
設
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
総
務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
。

（十）
　
第
一
号
の
（
７
）
に
掲
げ
る
条
件

（２）
　
六
・
七
Ｍ
Ｈ
ｚ
帯
磁
界
結
合
型
一
般
用
非
接
触
電
力
伝
送
装
置

（一）
　
利
用
周
波
数
が
六
・
七
六
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
か
ら
六
・
七
九
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
ま
で
の
範
囲
に
あ
る
こ
と
。

（二）
　
磁
界
を
使
用
し
て
電
力
の
伝
送
を
行
う
設
備
で
あ
る
こ
と
。
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（三）
　
高
周
波
出
力
の
定
格
値
が
一
〇
〇
ワ
ッ
ト
以
下
で
あ
り
、
か
つ
、
動
作
状
態
に
お
け
る
高
周
波
出
力
の

最
大
値
が
定
格
値
の
一
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
な
い
こ
と
。

（四）
　
電
源
端
子
に
お
け
る
妨
害
波
電
圧
が
次
の
表
に
定
め
る
値
以
下
で
あ
る
こ
と
。

周
波
数
帯
（
Ｉ
Ｓ
Ｍ
用
周
波
数
に
係
る
部
分

を
除
く
。
）

許
容
値
（
一
マ
イ
ク
ロ
ボ
ル
ト
を
〇
デ
シ
ベ
ル
と
す
る
。
）

準
尖
頭
値

平
均
値

一
五
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
以
上
五
〇
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
以
下

六
六
デ
シ
ベ
ル
か
ら
五
六
デ

シ
ベ
ル
ま
で
　
※

五
六
デ
シ
ベ
ル
か
ら
四
六
デ

シ
ベ
ル
ま
で
　
※

五
〇
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
を
超
え
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下

五
六
デ
シ
ベ
ル

四
六
デ
シ
ベ
ル

五
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
三
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下

六
〇
デ
シ
ベ
ル

五
〇
デ
シ
ベ
ル

注
　
※
を
付
し
た
値
は
、
周
波
数
の
対
数
に
対
し
て
直
線
的
に
減
少
し
た
値
と
す
る
。

（五）
　
利
用
周
波
数
に
よ
る
発
射
及
び
不
要
発
射
に
よ
る
磁
界
強
度
が
そ
の
設
備
か
ら
一
〇
メ
ー
ト
ル
の
距
離

に
お
い
て
次
の
表
に
定
め
る
値
以
下
で
あ
る
こ
と
。

周
波
数
帯
（
Ｉ
Ｓ
Ｍ
用
周
波
数
に
係
る
部
分

を
除
く
。
）

準
尖
頭
値
の
許
容
値
（
毎
メ
ー
ト
ル
一
マ
イ
ク
ロ
ア
ン
ペ
ア

を
〇
デ
シ
ベ
ル
と
す
る
。
）

一
五
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
以
上
四
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下

一
四
・
五
デ
シ
ベ
ル
か
ら
（－

）
七
デ
シ
ベ
ル
ま
で
　
（
１
）

四
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
一
一
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下

（－

）
七
デ
シ
ベ
ル
か
ら
〇
デ
シ
ベ
ル
ま
で
　
（
２
）

一
一
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
三
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
未
満

〇
デ
シ
ベ
ル
か
ら
（－

）
七
デ
シ
ベ
ル
ま
で
　
（
１
）

注
一
　
（
１
）
を
付
し
た
値
は
、
周
波
数
の
対
数
に
対
し
て
直
線
的
に
減
少
し
た
値
と
す
る
。

二
　
（
２
）
を
付
し
た
値
は
、
周
波
数
の
対
数
に
対
し
て
直
線
的
に
増
加
し
た
値
と
す
る
。

三
　
こ
の
表
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
五
二
六
・
五
ｋ
Ｈ
ｚ
以
上
一
、
六
〇
六
・
五
ｋ
Ｈ
ｚ
以
下
の
周
波
数
に
お
い

て
は
、
（－

）
二
デ
シ
ベ
ル
と
す
る
。

四
　
こ
の
表
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
六
・
七
六
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
上
六
・
七
七
六
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下
の
周
波
数
に
お
い
て

は
、
四
四
デ
シ
ベ
ル
と
す
る
。

五
　
こ
の
表
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
六
・
七
七
六
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
六
・
七
九
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下
の
周
波
数
に
お
い
て

は
、
六
四
デ
シ
ベ
ル
と
す
る
。

六
　
こ
の
表
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
二
〇
・
二
九
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
上
二
〇
・
三
八
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下
の
周
波
数
に
お
い

て
は
、
四
デ
シ
ベ
ル
と
す
る
。

（六）
　
不
要
発
射
に
よ
る
電
界
強
度
が
そ
の
設
備
か
ら
一
〇
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
お
い
て
次
の
表
に
定
め
る
値

以
下
で
あ
る
こ
と
。

周
波
数
帯
（
Ｉ
Ｓ
Ｍ
用
周
波
数
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）

準
尖
頭
値
の
許
容
値
（
毎
メ
ー
ト
ル
一

マ
イ
ク
ロ
ボ
ル
ト
を
〇
デ
シ
ベ
ル
と

す
る
。
）

三
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
上
八
〇
・
八
七
二
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下

三
〇
デ
シ
ベ
ル

八
〇
・
八
七
二
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
八
一
・
八
八
Ｍ
Ｈ
ｚ
未
満

五
〇
デ
シ
ベ
ル

八
一
・
八
八
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
上
一
三
四
・
七
八
六
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下

三
〇
デ
シ
ベ
ル

一
三
四
・
七
八
六
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
一
三
六
・
四
一
四
Ｍ
Ｈ
ｚ
未
満

五
〇
デ
シ
ベ
ル

一
三
六
・
四
一
四
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
上
二
三
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下

三
〇
デ
シ
ベ
ル

二
三
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
一
、
〇
〇
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下

三
七
デ
シ
ベ
ル

注
　
こ
の
表
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
三
三
・
八
二
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
上
三
三
・
九
七
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下
の
周
波
数
に
お

い
て
は
、
四
九
・
五
デ
シ
ベ
ル
と
す
る
。

（七）
　
高
周
波
出
力
、
妨
害
波
電
圧
、
磁
界
強
度
及
び
電
界
強
度
の
測
定
方
法
に
つ
い
て
は
、
総
務
大
臣
が
別

に
告
示
す
る
。

（八）
　
設
備
は
、
通
常
の
使
用
状
態
に
お
い
て
人
体
に
ば
く
露
さ
れ
る
電
波
の
強
度
が
、
人
体
に
危
害
を
及
ぼ

し
、
又
は
物
件
に
損
傷
を
与
え
る
こ
と
が
な
い
よ
う
措
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

（九）
　
（
八
）
の
電
波
の
強
度
に
対
す
る
安
全
施
設
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
総
務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
。

（十）
　
第
一
号
の
（
７
）
に
掲
げ
る
条
件

十
　
電
気
自
動
車
用
非
接
触
電
力
伝
送
装
置

（１）
　
利
用
周
波
数
が
七
九
ｋ
Ｈ
ｚ
か
ら
九
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
ま
で
の
範
囲
に
あ
る
こ
と
。

（２）
　
磁
界
を
使
用
し
て
電
力
の
伝
送
を
行
う
設
備
で
あ
る
こ
と
。

（３）
　
高
周
波
出
力
の
定
格
値
が
七
・
七
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
下
で
あ
り
、
か
つ
、
動
作
状
態
に
お
け
る
高
周
波
出
力

の
最
大
値
が
定
格
値
の
一
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
未
満
で
あ
る
こ
と
。

（４）
　
電
源
端
子
に
お
け
る
妨
害
波
電
圧
が
次
の
表
に
定
め
る
値
以
下
で
あ
る
こ
と
。

周
波
数
帯
（
Ｉ
Ｓ
Ｍ
用
周
波
数
に
係
る
部
分

を
除
く
。
）

許
容
値
（
一
マ
イ
ク
ロ
ボ
ル
ト
を
〇
デ
シ
ベ
ル
と
す
る
。
）

準
尖
頭
値

平
均
値

一
五
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
以
上
五
〇
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
以
下

六
六
デ
シ
ベ
ル
か
ら
五
六
デ

シ
ベ
ル
ま
で
　
※

五
六
デ
シ
ベ
ル
か
ら
四
六
デ

シ
ベ
ル
ま
で
　
※

五
〇
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
を
超
え
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下

五
六
デ
シ
ベ
ル

四
六
デ
シ
ベ
ル

五
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
三
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下

六
〇
デ
シ
ベ
ル

五
〇
デ
シ
ベ
ル

注
　
※
を
付
し
た
値
は
、
周
波
数
の
対
数
に
対
し
て
直
線
的
に
減
少
し
た
値
と
す
る
。

（５）
　
利
用
周
波
数
に
よ
る
発
射
及
び
不
要
発
射
に
よ
る
磁
界
強
度
が
そ
の
設
備
か
ら
一
〇
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に

お
い
て
次
の
表
に
定
め
る
値
以
下
で
あ
る
こ
と
。

周
波
数
帯
（
Ｉ
Ｓ
Ｍ
用
周
波
数
に
係
る
部
分
を

除
く
。
）

準
尖
頭
値
の
許
容
値
（
毎
メ
ー
ト
ル
一
マ
イ
ク
ロ
ア
ン
ペ

ア
を
〇
デ
シ
ベ
ル
と
す
る
。
）

一
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
以
上
一
五
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
未
満

二
三
・
一
デ
シ
ベ
ル

一
五
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
以
上
四
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下

一
四
・
五
デ
シ
ベ
ル
か
ら
（－

）
七
デ
シ
ベ
ル
ま
で
　

（
１
）

四
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
一
一
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下

（－

）
七
デ
シ
ベ
ル
か
ら
〇
デ
シ
ベ
ル
ま
で
　
（
２
）

一
一
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
三
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
未
満

〇
デ
シ
ベ
ル
か
ら
（－

）
七
デ
シ
ベ
ル
ま
で
　
（
１
）

注
一
　
（
１
）
を
付
し
た
値
は
、
周
波
数
の
対
数
に
対
し
て
直
線
的
に
減
少
し
た
値
と
す
る
。

二
　
（
２
）
を
付
し
た
値
は
、
周
波
数
の
対
数
に
対
し
て
直
線
的
に
増
加
し
た
値
と
す
る
。

三
　
こ
の
表
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
七
九
ｋ
Ｈ
ｚ
以
上
九
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
以
下
の
周
波
数
に
お
い
て
は
、
六
八
・
四
デ

シ
ベ
ル
と
す
る
。

四
　
こ
の
表
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
五
二
六
・
五
ｋ
Ｈ
ｚ
以
上
一
、
六
〇
六
・
五
ｋ
Ｈ
ｚ
以
下
の
周
波
数
に
お
い

て
は
、
（－

）
二
デ
シ
ベ
ル
と
す
る
。

五
　
こ
の
表
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
五
八
ｋ
Ｈ
ｚ
以
上
一
八
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
以
下
、
二
三
七
ｋ
Ｈ
ｚ
以
上
二
七
〇
ｋ

Ｈ
ｚ
以
下
、
三
一
六
ｋ
Ｈ
ｚ
以
上
三
六
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
以
下
及
び
三
九
五
ｋ
Ｈ
ｚ
以
上
四
五
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
以
下
の
周
波
数

は
、
同
表
に
規
定
す
る
値
に
、
そ
れ
ぞ
れ
一
〇
デ
シ
ベ
ル
を
加
え
た
も
の
と
す
る
。

（６）
　
不
要
発
射
に
よ
る
電
界
強
度
が
そ
の
設
備
か
ら
一
〇
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
お
い
て
次
の
表
に
定
め
る
値
以

下
で
あ
る
こ
と
。

周
波
数
帯
（
Ｉ
Ｓ
Ｍ
用
周
波
数
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）

準
尖
頭
値
の
許
容
値
（
毎
メ
ー
ト
ル
一

マ
イ
ク
ロ
ボ
ル
ト
を
〇
デ
シ
ベ
ル
と

す
る
。
）

三
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
上
八
〇
・
八
七
二
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下

三
〇
デ
シ
ベ
ル

八
〇
・
八
七
二
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
八
一
・
八
八
Ｍ
Ｈ
ｚ
未
満

五
〇
デ
シ
ベ
ル

八
一
・
八
八
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
上
一
三
四
・
七
八
六
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下

三
〇
デ
シ
ベ
ル
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一
三
四
・
七
八
六
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
一
三
六
・
四
一
四
Ｍ
Ｈ
ｚ
未
満

五
〇
デ
シ
ベ
ル

一
三
六
・
四
一
四
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
上
二
三
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下

三
〇
デ
シ
ベ
ル

二
三
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
一
、
〇
〇
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下

三
七
デ
シ
ベ
ル

（７）
　
高
周
波
出
力
、
妨
害
波
電
圧
、
磁
界
強
度
及
び
電
界
強
度
の
測
定
方
法
に
つ
い
て
は
、
総
務
大
臣
が
別
に

告
示
す
る
。

（８）
　
設
備
は
、
通
常
の
使
用
状
態
に
お
い
て
人
体
に
ば
く
露
さ
れ
る
電
波
の
強
度
が
、
人
体
に
危
害
を
及
ぼ

し
、
又
は
物
件
に
損
傷
を
与
え
る
こ
と
が
な
い
よ
う
措
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

（９）
　
（
８
）
の
電
波
の
強
度
に
対
す
る
安
全
施
設
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
総
務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
。

（１０）
　
第
一
号
の
（
７
）
に
掲
げ
る
条
件

（１１）
　
設
備
の
見
や
す
い
箇
所
に
、
そ
の
設
備
に
よ
る
給
電
は
鉄
道
の
レ
ー
ル
か
ら
五
メ
ー
ト
ル
以
上
離
れ
た
位

置
に
お
い
て
の
み
可
能
で
あ
る
旨
が
表
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

２
　
総
務
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
行
つ
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
申
請
者
に
通
知
す
る
と
と
も
に
、
当

該
指
定
に
係
る
型
式
に
つ
い
て
次
に
掲
げ
る
事
項
を
公
示
す
る
。

一
　
型
式
名

二
　
指
定
番
号

三
　
製
造
業
者
等
の
氏
名
又
は
名
称

（
変
更
の
承
認
）

第
四
十
六
条
の
三
　
前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
を
受
け
た
者
（
以
下
「
指
定
を
受
け
た
者
」
と
い
う
。
）
は
、

次
の
各
号
の
区
別
に
従
い
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
総
務
大
臣

の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
搬
送
式
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
及
び
一
般
搬
送
式
デ
ジ
タ
ル
伝
送
装
置

（１）
　
接
続
図

（２）
　
外
観

（３）
　
漏
え
い
電
界
強
度
の
設
計
値

（４）
　
設
備
の
出
力
端
子
に
お
け
る
ス
プ
リ
ア
ス
発
射
の
強
度
の
設
計
値

二
　
特
別
搬
送
式
デ
ジ
タ
ル
伝
送
装
置

（１）
　
前
号
の
（
１
）
か
ら
（
４
）
ま
で
に
掲
げ
る
事
項

（２）
　
高
周
波
電
流
の
送
信
に
関
す
る
機
能

（３）
　
最
大
送
信
時
間
の
設
計
値

三
　
広
帯
域
電
力
線
搬
送
通
信
設
備

（１）
　
第
一
号
の
（
１
）
及
び
（
２
）
に
掲
げ
る
事
項

（２）
　
搬
送
波
の
周
波
数
（
搬
送
波
の
変
調
方
式
が
ス
ペ
ク
ト
ル
拡
散
方
式
の
も
の
は
、
拡
散
範
囲
と
す
る
。
）

の
設
計
値

（３）
　
伝
導
妨
害
波
の
電
流
及
び
電
圧
並
び
に
放
射
妨
害
波
の
電
界
強
度
の
設
計
値

四
　
誘
導
式
読
み
書
き
通
信
設
備

（１）
　
第
一
号
の
（
１
）
か
ら
（
３
）
ま
で
に
掲
げ
る
事
項

（２）
　
電
波
の
強
度
に
対
す
る
安
全
施
設
の
状
況

（３）
　
高
調
波
及
び
低
調
波
に
よ
る
高
周
波
出
力
の
設
計
値

五
　
超
音
波
洗
浄
機
、
超
音
波
加
工
機
及
び
超
音
波
ウ
ェ
ル
ダ
ー

（１）
　
第
一
号
の
（
１
）
に
掲
げ
る
事
項

（２）
　
外
観
及
び
構
造

（３）
　
発
振
の
方
式

（４）
　
振
動
子
の
種
類
及
び
型
名

（５）
　
利
用
周
波
数
及
び
周
波
数
変
動
幅
の
設
計
値

（６）
　
電
源
端
子
に
お
け
る
妨
害
波
電
圧
並
び
に
利
用
周
波
数
に
よ
る
発
射
及
び
不
要
発
射
に
よ
る
磁
界
強
度
又

は
電
界
強
度
の
設
計
値

六
　
電
磁
誘
導
加
熱
を
利
用
し
た
文
書
複
写
印
刷
機
械

（１）
　
第
一
号
の
（
１
）
並
び
に
前
号
の
（
２
）
、
（
３
）
及
び
（
５
）
に
掲
げ
る
事
項

（２）
　
利
用
周
波
数
に
よ
る
発
射
及
び
ス
プ
リ
ア
ス
発
射
の
漏
え
い
電
界
強
度
の
設
計
値

七
　
無
電
極
放
電
ラ
ン
プ

（１）
　
第
一
号
の
（
１
）
並
び
に
第
五
号
の
（
２
）
、
（
３
）
及
び
（
５
）
に
掲
げ
る
事
項

（２）
　
妨
害
波
電
圧
並
び
に
放
射
妨
害
波
の
磁
界
強
度
及
び
電
界
強
度
の
設
計
値

八
　
一
般
用
非
接
触
電
力
伝
送
装
置
及
び
電
気
自
動
車
用
非
接
触
電
力
伝
送
装
置

（１）
　
第
一
号
の
（
１
）
、
第
四
号
の
（
２
）
及
び
第
五
号
の
（
２
）
に
掲
げ
る
事
項

（２）
　
利
用
周
波
数
の
設
計
値

（３）
　
高
周
波
出
力
の
設
計
値

（４）
　
電
源
端
子
に
お
け
る
妨
害
波
電
圧
の
設
計
値

（５）
　
利
用
周
波
数
に
よ
る
発
射
及
び
不
要
発
射
に
よ
る
磁
界
強
度
又
は
電
界
強
度
の
設
計
値

２
　
総
務
大
臣
は
、
前
項
に
規
定
す
る
変
更
の
承
認
に
係
る
申
請
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
前
条
第
一
項
各
号
の

区
別
に
従
い
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
条
件
に
適
合
し
て
い
る
も
の
と
認
め
た
と
き
は
、
当
該
申
請
に
つ
い
て
承
認

を
行
う
と
と
も
に
、
そ
の
旨
を
指
定
を
受
け
た
者
に
通
知
す
る
。

３
　
第
四
十
六
条
の
規
定
は
、
第
一
項
に
規
定
す
る
承
認
の
申
請
に
準
用
す
る
。

４
　
指
定
を
受
け
た
者
が
氏
名
又
は
名
称
を
変
更
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
総
務
大
臣
に
そ
の
旨
を
届
け
出
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

５
　
総
務
大
臣
は
、
前
項
の
届
書
を
受
理
し
た
と
き
は
、
そ
の
変
更
の
事
項
を
公
示
す
る
も
の
と
す
る
。

（
表
示
）

第
四
十
六
条
の
四
　
指
定
を
受
け
た
者
は
、
当
該
指
定
に
係
る
型
式
の
高
周
波
利
用
設
備
に
別
表
第
七
号
に
定
め
る

様
式
の
表
示
を
付
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
表
示
を
付
す
る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
方
法
の
い
ず
れ
か
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
別
表
第
七
号
に
よ
る
表
示
を
、
容
易
に
脱
落
し
な
い
方
法
に
よ
り
、
前
項
の
設
備
の
見
や
す
い
箇
所
に
付
す

方
法

二
　
別
表
第
七
号
に
よ
る
表
示
を
前
項
の
設
備
に
電
磁
的
方
法
に
よ
り
記
録
し
、
当
該
表
示
を
特
定
の
操
作
に
よ

つ
て
当
該
設
備
の
映
像
面
に
直
ち
に
明
瞭
な
状
態
で
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
方
法

３
　
前
項
第
二
号
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
り
第
一
項
の
設
備
に
表
示
を
付
す
る
場
合
は
、
電
磁
的
方
法
に
よ
つ
て
表

示
を
付
し
た
旨
及
び
同
号
に
掲
げ
る
特
定
の
操
作
に
よ
る
当
該
表
示
の
表
示
方
法
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
を
記
載
し

た
書
類
の
当
該
設
備
へ
の
添
付
そ
の
他
の
適
切
な
方
法
に
よ
り
明
ら
か
に
す
る
も
の
と
す
る
。

４
　
何
人
も
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
表
示
を
付
す
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
一
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
以
上
の
高
周
波
電
流
を
利

用
す
る
設
備
に
同
項
の
表
示
又
は
こ
れ
と
紛
ら
わ
し
い
表
示
を
付
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
指
定
の
取
消
し
）

第
四
十
六
条
の
五
　
総
務
大
臣
は
、
第
四
十
六
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
を
行
つ
た
型
式
の
高
周
波
利
用
設

備
が
同
項
各
号
に
掲
げ
る
条
件
に
適
合
し
て
い
な
い
た
め
、
指
定
の
効
果
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め

た
と
き
は
、
そ
の
指
定
を
取
り
消
す
。
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２
　
総
務
大
臣
は
、
指
定
を
受
け
た
者
が
第
四
十
六
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
は
、
そ
の
指
定
を
取

り
消
す
こ
と
が
あ
る
。

３
　
総
務
大
臣
は
、
第
一
項
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
取
り
消
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
指
定
を
取
り
消
さ

れ
た
者
に
通
知
す
る
と
と
も
に
公
示
す
る
。

４
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
公
示
の
効
力
は
、
当
該
公
示
の
日
前
に
製
造
さ
れ
た
高
周
波
利
用
設
備
に
は
及
ば
な
い
。

（
資
料
の
提
出
等
）

第
四
十
六
条
の
六
　
総
務
大
臣
は
、
第
四
十
六
条
か
ら
前
条
ま
で
の
規
定
の
施
行
に
関
し
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と

き
は
、
第
四
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
申
請
書
を
提
出
し
た
者
又
は
指
定
を
受
け
た
者
に
対
し
、
資
料
の
提

出
若
し
く
は
説
明
を
求
め
、
又
は
実
地
に
調
査
す
る
こ
と
が
あ
る
。

（
公
示
）

第
四
十
六
条
の
六
の
二
　
第
四
十
六
条
の
五
第
三
項
の
公
示
は
、
官
報
で
告
示
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
行
う
。

２
　
第
四
十
六
条
の
二
第
二
項
及
び
第
四
十
六
条
の
三
第
五
項
の
公
示
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
の
適

切
な
方
法
に
よ
つ
て
行
う
。

第
三
節
　
製
造
業
者
等
に
よ
る
型
式
の
確
認

（
型
式
確
認
）

第
四
十
六
条
の
七
　
製
造
業
者
等
は
、
そ
の
製
造
し
、
又
は
輸
入
す
る
電
子
レ
ン
ジ
又
は
電
磁
誘
導
加
熱
式
調
理
器

の
型
式
に
つ
い
て
、
次
の
各
号
の
区
別
に
従
い
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
条
件
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
の
確
認
（
以

下
「
型
式
確
認
」
と
い
う
。
）
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

一
　
電
子
レ
ン
ジ

（１）
　
占
有
周
波
数
帯
幅
に
含
ま
れ
る
周
波
数
が
二
、
四
五
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
（±

）
五
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
の
範
囲
内
に
あ
る
こ

と
。

（２）
　
高
周
波
出
力
の
定
格
値
が
二
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
下
で
あ
り
、
か
つ
、
動
作
状
態
に
お
け
る
高
周
波
出
力
の
最

大
値
が
定
格
値
の
一
一
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
な
い
こ
と
。

（３）
　
電
源
端
子
に
お
け
る
妨
害
波
電
圧
が
次
の
表
に
定
め
る
値
以
下
で
あ
る
こ
と
。

周
波
数
帯
（
Ｉ
Ｓ
Ｍ
用
周
波
数
に
係
る
部
分

を
除
く
。
）

許
容
値
（
一
マ
イ
ク
ロ
ボ
ル
ト
を
〇
デ
シ
ベ
ル
と
す
る
。
）

準
尖
頭
値

平
均
値

一
五
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
以
上
五
〇
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
未
満

七
八
デ
シ
ベ
ル
か
ら
六
八
デ

シ
ベ
ル
ま
で
　
※

六
八
デ
シ
ベ
ル
か
ら
五
八
デ

シ
ベ
ル
ま
で
　
※

五
〇
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
以
上
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下

五
六
デ
シ
ベ
ル

四
六
デ
シ
ベ
ル

五
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
三
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下

六
〇
デ
シ
ベ
ル

五
〇
デ
シ
ベ
ル

注
　
※
を
付
し
た
値
は
、
周
波
数
の
対
数
に
対
し
て
直
線
的
に
減
少
し
た
値
と
す
る
。

（４）
　
不
要
発
射
に
よ
る
磁
界
強
度
が
そ
の
設
備
か
ら
三
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
お
い
て
次
の
表
に
定
め
る
値
以
下

で
あ
る
こ
と
。

周
波
数
帯
（
Ｉ
Ｓ
Ｍ
用
周
波
数
に
係

る
部
分
を
除
く
。
）

準
尖
頭
値
の
許
容
値
（
毎
メ
ー
ト
ル
一
マ
イ
ク
ロ
ア
ン
ペ
ア
を
〇

デ
シ
ベ
ル
と
す
る
。
）

一
五
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
以
上
三
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
以

下

三
九
デ
シ
ベ
ル
か
ら
三
デ
シ
ベ
ル
ま
で
（
周
波
数
の
対
数
に
対
し

て
直
線
的
に
減
少
し
た
値
）

（５）
　
不
要
発
射
に
よ
る
電
界
強
度
の
準
尖
頭
値
が
そ
の
設
備
か
ら
一
〇
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
お
い
て
次
の
表
に

定
め
る
値
以
下
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
準
尖
頭
値
が
許
容
値
を
超
え
る
場
合
で
あ
つ
て
も
、
当
該
許
容
値

を
超
え
た
準
尖
頭
値
が
測
定
さ
れ
た
周
波
数
に
お
け
る
平
均
値
が
許
容
値
以
下
の
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な

い
。

周
波
数
帯
（
Ｉ
Ｓ
Ｍ
用
周
波
数
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）

許
容
値
（
毎
メ
ー
ト
ル
一
マ
イ
ク
ロ
ボ
ル
ト
を
〇

デ
シ
ベ
ル
と
す
る
。
）

準
尖
頭
値

平
均
値

三
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
八
〇
・
八
七
二
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下

三
〇
デ
シ
ベ
ル

二
五
デ
シ
ベ
ル

八
〇
・
八
七
二
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
八
一
・
八
八
Ｍ
Ｈ
ｚ

未
満

五
〇
デ
シ
ベ
ル

四
五
デ
シ
ベ
ル

八
一
・
八
八
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
上
一
三
四
・
七
八
六
Ｍ
Ｈ
ｚ

以
下

三
〇
デ
シ
ベ
ル

二
五
デ
シ
ベ
ル

一
三
四
・
七
八
六
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
一
三
六
・
四
一
四

Ｍ
Ｈ
ｚ
未
満

五
〇
デ
シ
ベ
ル

四
五
デ
シ
ベ
ル

一
三
六
・
四
一
四
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
上
二
三
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下

三
〇
デ
シ
ベ
ル

二
五
デ
シ
ベ
ル

二
三
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
一
、
〇
〇
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下

三
七
デ
シ
ベ
ル

三
二
デ
シ
ベ
ル

注
　
そ
の
設
備
（
ケ
ー
ブ
ル
を
含
む
。
）
の
大
き
さ
が
直
径
一
・
二
メ
ー
ト
ル
、
床
か
ら
一
・
五
メ
ー
ト
ル
の
円

柱
形
の
体
積
内
に
収
ま
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
当
該
設
備
か
ら
三
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
お
い
て
測
定
し
た
値
か

ら
一
〇
デ
シ
ベ
ル
を
減
じ
た
値
を
も
つ
て
測
定
値
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（６）
　
不
要
発
射
に
よ
る
電
界
強
度
が
そ
の
設
備
か
ら
三
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
お
い
て
次
の
表
に
定
め
る
値
以
下

で
あ
る
こ
と
。

周
波
数
帯

尖
頭
値
の
許
容
値
（
毎
メ
ー
ト
ル
一
マ
イ
ク
ロ
ボ
ル

ト
を
〇
デ
シ
ベ
ル
と
す
る
。
）

一
Ｇ
Ｈ
ｚ
を
超
え
二
・
三
Ｇ
Ｈ
ｚ
以
下

九
二
デ
シ
ベ
ル

二
・
三
Ｇ
Ｈ
ｚ
を
超
え
二
・
四
Ｇ
Ｈ
ｚ
未
満

一
一
〇
デ
シ
ベ
ル

二
・
五
Ｇ
Ｈ
ｚ
を
超
え
五
・
七
二
五
Ｇ
Ｈ
ｚ
未
満

九
二
デ
シ
ベ
ル

五
・
八
七
五
Ｇ
Ｈ
ｚ
を
超
え
一
一
・
七
Ｇ
Ｈ
ｚ
未
満

九
二
デ
シ
ベ
ル

一
一
・
七
Ｇ
Ｈ
ｚ
以
上
一
二
・
七
Ｇ
Ｈ
ｚ
以
下

七
三
デ
シ
ベ
ル

一
二
・
七
Ｇ
Ｈ
ｚ
を
超
え
一
八
Ｇ
Ｈ
ｚ
以
下

九
二
デ
シ
ベ
ル

（７）
　
不
要
発
射
に
よ
る
電
界
強
度
に
つ
い
て
、
一
、
〇
〇
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
か
ら
二
、
三
九
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
ま
で
の
間
及
び

二
、
五
〇
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
か
ら
一
七
、
九
九
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
ま
で
（
五
、
七
二
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
か
ら
五
、
八
八
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
ま

で
を
除
く
。
）
の
間
に
お
い
て
尖
頭
値
が
最
も
高
い
妨
害
波
の
周
波
数
を
中
心
と
し
て
、
別
表
第
八
号
第
一

の
２
（
６
）
に
定
め
る
条
件
で
、
一
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
掃
引
し
た
値
の
尖
頭
値
が
、
当
該
設
備
か
ら
三
メ
ー
ト
ル
の

距
離
に
お
い
て
毎
メ
ー
ト
ル
六
〇
デ
シ
ベ
ル
マ
イ
ク
ロ
ボ
ル
ト
以
下
で
あ
る
こ
と
。

（８）
　
漏
え
い
電
波
の
電
力
束
密
度
は
、
耐
久
試
験
後
に
お
い
て
毎
平
方
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
五
ミ
リ
ワ
ツ
ト
以
下

で
あ
る
こ
と
。

（９）
　
高
圧
電
気
に
よ
り
充
電
さ
れ
る
器
具
及
び
電
線
が
、
絶
縁
遮
蔽
体
又
は
接
地
す
る
こ
と
が
で
き
る
構
造
の

金
属
遮
蔽
体
の
内
に
収
容
さ
れ
て
お
り
、
外
部
よ
り
容
易
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
な
構
造
で
あ
る

こ
と
。

二
　
電
磁
誘
導
加
熱
式
調
理
器

（１）
　
利
用
周
波
数
が
二
〇
・
〇
五
ｋ
Ｈ
ｚ
か
ら
一
〇
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
ま
で
の
範
囲
内
に
あ
る
こ
と
。

（２）
　
高
周
波
出
力
の
定
格
値
が
十
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
下
で
あ
り
、
か
つ
、
動
作
状
態
に
お
け
る
高
周
波
出
力
の
最

大
値
が
定
格
値
の
一
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
な
い
こ
と
。

（３）
　
電
源
端
子
に
お
け
る
妨
害
波
電
圧
が
次
の
表
に
定
め
る
値
以
下
で
あ
る
こ
と
。

周
波
数
帯
（
Ｉ
Ｓ
Ｍ
用
周
波
数
に
係
る
部
分
を

除
く
。
）

許
容
値
（
一
マ
イ
ク
ロ
ボ
ル
ト
を
〇
デ
シ
ベ
ル
と
す
る
。
）

準
尖
頭
値

平
均
値

一
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
以
上
五
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
未
満

一
二
二
デ
シ
ベ
ル

五
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
以
上
一
四
八
・
五
ｋ
Ｈ
ｚ
未
満

一
〇
二
デ
シ
ベ
ル
か
ら
九
二
デ

シ
ベ
ル
ま
で
　
※
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一
四
八
・
五
ｋ
Ｈ
ｚ
以
上
五
〇
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
未
満

七
八
デ
シ
ベ
ル
か
ら
六
八
デ
シ

ベ
ル
ま
で
　
※

六
八
デ
シ
ベ
ル
か
ら
五

八
デ
シ
ベ
ル
ま
で
　

※

五
〇
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
以
上
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下

五
六
デ
シ
ベ
ル

四
六
デ
シ
ベ
ル

五
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
三
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下

六
〇
デ
シ
ベ
ル

五
〇
デ
シ
ベ
ル

注
　
※
を
付
し
た
値
は
、
周
波
数
の
対
数
に
対
し
て
直
線
的
に
減
少
し
た
値
と
す
る
。

（４）
　
利
用
周
波
数
に
よ
る
発
射
及
び
不
要
発
射
に
よ
る
磁
界
強
度
が
次
の
（
一
）
及
び
（
二
）
の
各
表
に
定
め

る
値
以
下
で
あ
る
こ
と
。

（一）
　
そ
の
設
備
の
対
角
線
の
寸
法
が
一
・
六
メ
ー
ト
ル
未
満
で
あ
る
場
合

周
波
数
帯
（
Ｉ
Ｓ
Ｍ
用
周

波
数
に
係
る
部
分
を
除

く
。
）

磁
界
に
よ
り
直
径
二
メ
ー
ト
ル
の
ル
ー
プ
ア
ン
テ
ナ
に
誘
起
さ
れ
る
電
流
の

準
尖
頭
値
の
許
容
値
（
一
マ
イ
ク
ロ
ア
ン
ペ
ア
を
〇
デ
シ
ベ
ル
と
す
る
。
）

水
平
成
分

垂
直
成
分

一
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
以
上
七
〇
ｋ

Ｈ
ｚ
未
満

八
八
デ
シ
ベ
ル

一
〇
六
デ
シ
ベ
ル

七

〇

ｋ

Ｈ

ｚ

以

上

一

四

八
・
五
ｋ
Ｈ
ｚ
未
満

八
八
デ
シ
ベ
ル
か
ら
五
八
デ
シ
ベ
ル

ま
で
　
※

一
〇
六
デ
シ
ベ
ル
か
ら
七
六
デ
シ
ベ

ル
ま
で
　
※

一
四
八
・
五
ｋ
Ｈ
ｚ
以
上

三
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下

五
八
デ
シ
ベ
ル
か
ら
二
二
デ
シ
ベ
ル

ま
で
　
※

七
六
デ
シ
ベ
ル
か
ら
四
〇
デ
シ
ベ
ル

ま
で
　
※

注
　
※
を
付
し
た
値
は
、
周
波
数
の
対
数
に
対
し
て
直
線
的
に
減
少
し
た
値
と
し
、
五
二
六
・
五
ｋ
Ｈ
ｚ
か
ら

一
、
六
〇
六
・
五
ｋ
Ｈ
ｚ
ま
で
の
周
波
数
に
お
い
て
は
、
水
平
成
分
に
つ
い
て
三
七
デ
シ
ベ
ル
、
垂
直
成
分
に

つ
い
て
五
五
デ
シ
ベ
ル
と
す
る
。

（二）
　
そ
の
設
備
の
対
角
線
の
寸
法
が
一
・
六
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る
場
合

周
波
数
帯
（
Ｉ
Ｓ
Ｍ
用
周
波
数
に
係
る
部
分
を

除
く
。
）

そ
の
設
備
か
ら
三
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
お
け
る
磁
界
強
度

の
準
尖
頭
値
の
許
容
値
（
毎
メ
ー
ト
ル
一
マ
イ
ク
ロ
ア

ン
ペ
ア
を
〇
デ
シ
ベ
ル
と
す
る
。
）

一
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
以
上
七
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
未
満

六
九
デ
シ
ベ
ル

七
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
以
上
一
四
八
・
五
ｋ
Ｈ
ｚ
未
満

六
九
デ
シ
ベ
ル
か
ら
三
九
デ
シ
ベ
ル
ま
で
　
※

一
四
八
・
五
ｋ
Ｈ
ｚ
以
上
四
Ｍ
Ｈ
ｚ
未
満

三
九
デ
シ
ベ
ル
か
ら
三
デ
シ
ベ
ル
ま
で
　
※

四
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
上
三
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下

三
デ
シ
ベ
ル

注
　
※
を
付
し
た
値
は
、
周
波
数
の
対
数
に
対
し
て
直
線
的
に
減
少
し
た
値
と
し
、
五
二
六
・
五
ｋ
Ｈ
ｚ
か
ら
九

一
二
ｋ
Ｈ
ｚ
ま
で
の
周
波
数
に
お
い
て
は
、
一
八
デ
シ
ベ
ル
と
す
る
。

（５）
　
不
要
発
射
に
よ
る
電
界
強
度
が
そ
の
設
備
か
ら
一
〇
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
お
い
て
次
の
表
に
定
め
る
値
以

下
で
あ
る
こ
と
。

周
波
数
帯
（
Ｉ
Ｓ
Ｍ
用
周
波
数
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）

準
尖
頭
値
の
許
容
値
（
毎
メ
ー
ト
ル
一

マ
イ
ク
ロ
ボ
ル
ト
を
〇
デ
シ
ベ
ル
と

す
る
。
）

三
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
八
〇
・
八
七
二
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下

三
〇
デ
シ
ベ
ル

八
〇
・
八
七
二
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
八
一
・
八
八
Ｍ
Ｈ
ｚ
未
満

五
〇
デ
シ
ベ
ル

八
一
・
八
八
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
上
一
三
四
・
七
八
六
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下

三
〇
デ
シ
ベ
ル

一
三
四
・
七
八
六
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
一
三
六
・
四
一
四
Ｍ
Ｈ
ｚ
未
満

五
〇
デ
シ
ベ
ル

一
三
六
・
四
一
四
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
上
二
三
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下

三
〇
デ
シ
ベ
ル

二
三
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
一
、
〇
〇
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下

三
七
デ
シ
ベ
ル

注
　
そ
の
設
備
（
ケ
ー
ブ
ル
を
含
む
。
）
の
大
き
さ
が
直
径
一
・
二
メ
ー
ト
ル
、
床
か
ら
一
・
五
メ
ー
ト
ル
の
円

柱
形
の
体
積
内
に
収
ま
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
当
該
設
備
か
ら
三
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
お
い
て
測
定
し
た
値
か

ら
一
〇
デ
シ
ベ
ル
を
減
じ
た
値
を
も
つ
て
測
定
値
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（６）
　
当
該
設
備
の
操
作
に
伴
つ
て
人
体
に
危
害
を
及
ぼ
し
、
又
は
物
件
に
損
傷
を
与
え
る
お
そ
れ
が
な
い
こ

と
。

２
　
型
式
確
認
は
、
別
表
第
八
号
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
り
試
験
を
行
い
、
そ
の
型
式
が
前
項
各
号
の
区
別
に
従

い
、
そ
れ
ぞ
れ
に
掲
げ
る
条
件
に
適
合
し
て
い
る
と
認
め
た
場
合
に
限
り
、
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
製
造
業
者
等
は
、
型
式
確
認
を
行
う
た
め
に
作
成
し
た
資
料
を
保
管
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
製
造

又
は
輸
入
を
行
わ
な
く
な
つ
た
後
十
年
を
経
過
し
た
型
式
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

４
　
前
項
の
規
定
に
基
づ
き
保
管
す
る
資
料
に
つ
い
て
は
、
電
磁
的
方
法
に
よ
り
記
録
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
記
録
を
必
要
に
応
じ
電
子
計
算
機
そ
の
他
の
機
器
を
用
い
て
直
ち
に
表
示
及
び
書
面
へ

の
印
刷
が
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
届
出
等
）

第
四
十
六
条
の
八
　
型
式
確
認
を
行
つ
た
製
造
業
者
等
は
、
次
の
事
項
に
別
表
第
九
号
に
定
め
る
様
式
の
試
験
成
績

書
を
添
え
て
、
総
務
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

二
　
型
式
名
、
確
認
番
号
及
び
外
観
（
図
面
及
び
写
真
で
示
す
も
の
と
す
る
。
）

三
　
製
造
す
る
工
場
又
は
事
業
場
の
名
称
及
び
所
在
地

２
　
総
務
大
臣
は
、
製
造
業
者
等
か
ら
前
項
の
規
定
に
よ
り
届
出
が
あ
つ
た
と
き
は
、
そ
の
氏
名
又
は
名
称
並
び
に

型
式
確
認
を
行
つ
た
電
子
レ
ン
ジ
又
は
電
磁
誘
導
加
熱
式
調
理
器
の
型
式
名
及
び
確
認
番
号
を
公
示
す
る
。

３
　
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
届
出
を
行
つ
た
製
造
業
者
等
は
、
型
式
確
認
を
行
つ
た
型
式
に
属
す
る
電
子
レ
ン
ジ
又

は
電
磁
誘
導
加
熱
式
調
理
器
に
別
表
第
十
号
に
定
め
る
様
式
の
表
示
を
付
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
表
示
を
付
す
る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
方
法
の
い
ず
れ
か
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
別
表
第
十
号
に
よ
る
表
示
を
、
容
易
に
脱
落
し
な
い
方
法
に
よ
り
、
前
項
の
電
子
レ
ン
ジ
又
は
電
磁
誘
導
加

熱
式
調
理
器
の
見
や
す
い
箇
所
に
付
す
方
法

二
　
別
表
第
十
号
に
よ
る
表
示
を
前
項
の
電
子
レ
ン
ジ
又
は
電
磁
誘
導
加
熱
式
調
理
器
に
電
磁
的
方
法
に
よ
り
記

録
し
、
当
該
表
示
を
特
定
の
操
作
に
よ
つ
て
当
該
電
子
レ
ン
ジ
又
は
電
磁
誘
導
加
熱
式
調
理
器
の
映
像
面
に
直

ち
に
明
瞭
な
状
態
で
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
方
法

５
　
前
項
第
二
号
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
り
第
三
項
の
電
子
レ
ン
ジ
又
は
電
磁
誘
導
加
熱
式
調
理
器
に
表
示
を
付
す

る
場
合
は
、
電
磁
的
方
法
に
よ
つ
て
表
示
を
付
し
た
旨
及
び
同
号
に
掲
げ
る
特
定
の
操
作
に
よ
る
当
該
表
示
の
表

示
方
法
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
を
記
載
し
た
書
類
の
当
該
電
子
レ
ン
ジ
又
は
電
磁
誘
導
加
熱
式
調
理
器
へ
の
添
付
そ

の
他
の
適
切
な
方
法
に
よ
り
明
ら
か
に
す
る
も
の
と
す
る
。

６
　
何
人
も
、
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
表
示
を
付
す
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
一
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
以
上
の
高
周
波
電
流
を
利

用
す
る
設
備
に
同
項
の
表
示
又
は
こ
れ
と
紛
ら
わ
し
い
表
示
を
付
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
条
件
不
適
合
等
の
場
合
の
措
置
）

第
四
十
六
条
の
九
　
総
務
大
臣
は
、
製
造
業
者
等
が
型
式
確
認
を
行
つ
た
型
式
に
属
す
る
電
子
レ
ン
ジ
若
し
く
は
電

磁
誘
導
加
熱
式
調
理
器
が
第
四
十
六
条
の
七
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
条
件
に
適
合
し
て
い
な
い
た
め
、
又
は
次
条

に
規
定
す
る
総
務
大
臣
の
資
料
提
出
要
求
、
説
明
要
求
若
し
く
は
実
地
調
査
に
応
じ
な
い
こ
と
に
よ
り
当
該
条
件

に
適
合
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
な
い
た
め
、
型
式
確
認
の
効
果
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
た
と

き
は
、
そ
の
旨
を
当
該
製
造
業
者
等
に
通
知
す
る
と
と
も
に
、
当
該
製
造
業
者
等
の
氏
名
又
は
名
称
、
型
式
名
及

び
確
認
番
号
を
公
示
す
る
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
、
公
示
さ
れ
た
型
式
に
属
す
る
電
子
レ
ン
ジ
及
び
電
磁
誘
導
加
熱
式
調
理
器
（
当
該
公
示

の
日
前
に
製
造
さ
れ
た
も
の
を
除
く
。
）
は
、
第
四
十
五
条
第
三
号
及
び
前
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
型
式
確
認
を
行
つ
て
い
な
い
型
式
に
属
す
る
も
の
と
み
な
す
。
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（
資
料
の
提
出
等
）

第
四
十
六
条
の
十
　
総
務
大
臣
は
、
前
三
条
の
規
定
の
施
行
に
関
し
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
型
式
確
認

を
行
つ
た
製
造
業
者
等
に
対
し
、
資
料
の
提
出
若
し
く
は
説
明
を
求
め
、
又
は
実
地
に
調
査
す
る
こ
と
が
あ
る
。

（
公
示
）

第
四
十
六
条
の
十
一
　
第
四
十
六
条
の
九
第
一
項
の
公
示
は
、
官
報
で
告
示
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
行
う
。

２
　
第
四
十
六
条
の
八
第
二
項
の
公
示
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
の
適
切
な
方
法
に
よ
つ
て
行
う
。

第
四
節
　
安
全
施
設

（
通
信
設
備
の
安
全
施
設
）

第
四
十
七
条
　
第
二
章
第
三
節
（
安
全
施
設
）
の
規
定
は
、
許
可
を
要
す
る
電
力
線
搬
送
通
信
設
備
及
び
誘
導
式
通

信
設
備
に
準
用
す
る
。

（
医
療
用
設
備
の
安
全
施
設
）

第
四
十
八
条
　
医
療
用
設
備
は
、
そ
の
設
備
の
操
作
に
伴
つ
て
人
体
に
危
害
を
及
ぼ
し
、
又
は
物
件
に
損
傷
を
与
え

る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
左
の
条
件
に
適
合
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
高
圧
電
気
に
よ
り
充
電
さ
れ
る
器
具
及
び
電
線
は
、
外
部
よ
り
容
易
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
に
、

絶
縁
しヽ
やヽ
へヽ
いヽ
体
又
は
接
地
さ
れ
た
金
属
しヽ
やヽ
へヽ
いヽ
体
の
内
に
収
容
す
る
こ
と
。

二
　
医
療
電
極
及
び
そ
の
導
線
と
発
振
器
出
力
回
路
、
電
力
線
等
と
の
間
の
絶
縁
抵
抗
は
、
五
〇
〇
ボ
ル
ト
絶
縁

抵
抗
試
験
器
に
よ
つ
て
測
定
し
少
く
と
も
五
〇
メ
グ
オ
ー
ム
以
上
あ
る
こ
と
。

三
　
医
療
電
極
及
び
そ
の
導
線
は
、
直
接
人
体
に
触
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
良
好
な
絶
縁
体
で
被
覆
す
る
こ

と
。
但
し
、
ラ
ジ
オ
メ
ス
等
で
あ
つ
て
、
電
極
を
直
接
露
出
し
人
体
に
触
れ
て
使
用
す
る
部
分
に
つ
い
て
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。

（
工
業
用
加
熱
設
備
の
安
全
施
設
）

第
四
十
九
条
　
工
業
用
加
熱
設
備
は
、
設
備
の
操
作
に
伴
つ
て
人
体
に
危
害
を
及
ぼ
し
又
は
物
件
に
損
傷
を
与
え
る

こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
左
の
条
件
に
適
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
前
条
第
一
号
の
事
項
（
高
周
波
熔
接
装
置
、
真
空
管
電
極
加
熱
用
装
置
等
の
よ
う
に
電
極
を
直
接
露
出
し
な

け
れ
ば
使
用
の
目
的
を
達
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
を
除
く
。
）

二
　
設
備
の
操
作
に
よ
つ
て
、
設
備
に
近
接
す
る
人
体
及
び
電
気
的
良
導
体
に
高
周
波
電
力
を
誘
発
す
る
お
そ
れ

の
あ
る
と
き
は
、
そ
の
危
険
を
防
止
す
る
た
め
に
、
必
要
と
認
め
ら
れ
る
設
備
を
す
る
こ
と
。

（
各
種
設
備
の
安
全
施
設
）

第
五
十
条
　
前
条
の
規
定
は
、
第
四
十
五
条
第
三
号
の
各
種
設
備
に
準
用
す
る
。

第
四
章
　
雑
則

第
一
節
　
電
波
天
文
業
務
等
の
受
信
設
備
の
指
定
基
準
等

（
指
定
に
係
る
受
信
設
備
の
範
囲
）

第
五
十
条
の
二
　
法
第
五
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
単
に
「
指
定
」
と
い
う
。
）

に
係
る
受
信
設
備
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
（
移
動
す
る
も
の
を
除
く
。
）
と
す
る
。

一
　
電
波
天
文
業
務
の
用
に
供
す
る
受
信
設
備

二
　
宇
宙
無
線
通
信
の
電
波
の
受
信
を
行
な
う
受
信
設
備

（
指
定
の
基
準
）

第
五
十
条
の
三
　
法
第
五
十
六
条
第
四
項
に
規
定
す
る
指
定
の
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一
　
総
務
大
臣
が
電
波
天
文
業
務
用
又
は
宇
宙
無
線
通
信
の
業
務
用
に
分
配
し
た
周
波
数
（
そ
れ
ら
の
業
務
に
専

用
に
又
は
優
先
的
に
分
配
し
た
も
の
に
限
る
。
）
に
よ
り
受
信
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二
　
そ
の
受
信
の
業
務
の
受
信
設
備
と
し
て
、
適
切
な
性
能
を
有
す
る
装
置
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。

三
　
既
設
の
無
線
局
（
予
備
免
許
を
受
け
て
い
る
も
の
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
公
共
の
福

祉
の
た
め
に
必
要
な
業
務
を
行
な
う
も
の
の
運
用
に
よ
り
、
そ
の
受
信
の
業
務
に
支
障
を
生
ず
る
お
そ
れ
の
あ

る
も
の
で
な
い
こ
と
。

四
　
公
共
の
福
祉
の
た
め
に
必
要
な
受
信
の
業
務
を
行
な
う
も
の
で
あ
る
こ
と
。

２
　
総
務
大
臣
は
、
前
項
第
三
号
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
の
審
査
に
当
つ
て
は
、
そ
の

受
信
の
業
務
及
び
同
号
に
規
定
す
る
無
線
局
の
業
務
が
公
共
の
福
祉
に
寄
与
す
る
度
合
を
考
慮
す
る
も
の
と
す

る
。

（
指
定
の
申
請
）

第
五
十
条
の
四
　
指
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
申
請
書
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
（
指
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
範

囲
の
受
信
設
備
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
を
記
載
し
た
書
類
を
添
え
て
、
総
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

一
　
受
信
の
業
務
の
種
別

二
　
そ
の
受
信
の
業
務
を
必
要
と
す
る
理
由

三
　
工
事
設
計
（
受
信
装
置
の
感
度
、
選
択
度
及
び
内
部
雑
音
を
含
む
。
第
五
十
条
の
七
第
一
項
に
お
い
て
同

じ
。
）

四
　
設
置
場
所
（
経
度
及
び
緯
度
を
も
つ
て
表
示
す
る
受
信
空
中
線
の
位
置
を
含
む
。
第
五
十
条
の
七
第
一
項
に

お
い
て
同
じ
。
）
、
配
置
図
及
び
設
置
場
所
の
附
近
の
見
取
図

五
　
運
用
時
間

六
　
希
望
す
る
指
定
の
有
効
期
間

七
　
受
信
し
よ
う
と
す
る
電
波
の
発
射
源

八
　
受
信
し
よ
う
と
す
る
電
波
の
型
式
及
び
周
波
数
（
受
信
点
に
お
け
る
電
界
強
度
を
含
む
。
第
五
十
条
の
七
第

一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

九
　
受
信
点
に
お
け
る
外
部
雑
音
電
界
強
度
又
は
外
部
雑
音
温
度

十
　
受
信
点
に
お
け
る
妨
害
波
の
希
望
電
界
強
度
の
限
界

十
一
　
そ
の
他
参
考
と
な
る
事
項

２
　
前
項
第
三
号
の
工
事
設
計
を
記
載
す
る
書
類
の
様
式
は
、
免
許
規
則
別
表
第
二
号
の
二
第
５
に
掲
げ
る
受
信

機
、
受
信
す
る
周
波
数
、
空
中
線
及
び
給
電
線
等
の
も
の
に
準
ず
る
も
の
と
す
る
。

３
　
第
一
項
の
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
申
請
が
現
に
受
け
て
い
る
指
定
の
有
効
期
間
の
満
了
後
引
き
続
き
受
け
よ
う

と
す
る
指
定
に
係
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
申
請
書
の
添
附
書
類
に
記
載
す
る
こ
と
と
な
る
事
項
で
、
当
該

現
に
受
け
て
い
る
指
定
に
係
る
申
請
書
の
添
附
書
類
に
記
載
さ
れ
た
も
の
（
第
五
十
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
承
認
又
は
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
（
同
項
第
一
号
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
が
あ
つ
た
場
合
は
、
当

該
承
認
又
は
届
出
に
係
る
変
更
後
の
も
の
）
と
同
一
で
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
旨
を
記
載
し
て
、
そ
の
記

載
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４
　
第
一
項
の
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
申
請
が
現
に
受
け
て
い
る
指
定
の
有
効
期
間
の
満
了
後
引
き
続
き
受
け
よ
う

と
す
る
指
定
に
係
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
申
請
は
、
当
該
現
に
受
け
て
い
る
指
定
の
有
効
期
間
（
一
箇
月

以
上
の
も
の
に
限
る
。
）
の
満
了
前
一
箇
月
以
上
三
箇
月
を
こ
え
な
い
期
間
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５
　
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
書
及
び
添
附
書
類
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
写
し
二
通
を
添
え
る
も
の
と
す
る
。

（
指
定
）

第
五
十
条
の
五
　
総
務
大
臣
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
る
申
請
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
申
請
を
審
査
し
、
当

該
申
請
に
係
る
受
信
設
備
が
第
五
十
条
の
三
に
規
定
す
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
と
認
め
た
と
き
は
、
そ
の
受
信

設
備
に
つ
い
て
指
定
を
し
、
か
つ
、
そ
の
旨
を
申
請
者
に
通
知
す
る
。

２
　
総
務
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
に
際
し
、
そ
の
指
定
に
十
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
指
定
の

有
効
期
間
を
付
す
る
も
の
と
す
る
。

３
　
総
務
大
臣
は
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
し
た
後
に
お
い
て
、
当
該
指
定
に
係
る
申
請
書
の
添
附
書
類
に

記
載
さ
れ
た
希
望
す
る
指
定
の
有
効
期
間
（
第
五
十
条
の
七
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
変
更
の
届
出
が
あ
つ
た

場
合
は
、
当
該
変
更
後
の
も
の
）
を
考
慮
し
て
、
前
項
の
規
定
に
よ
つ
て
附
し
た
指
定
の
有
効
期
間
を
変
更
す
る

こ
と
が
あ
る
。

（
公
示
）

第
五
十
条
の
六
　
法
第
五
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す

る
。

一
　
受
信
の
業
務
の
種
別

二
　
そ
の
受
信
設
備
を
設
置
し
て
い
る
者
の
氏
名
又
は
名
称

三
　
設
置
場
所

四
　
受
信
し
よ
う
と
す
る
電
波
の
型
式
及
び
周
波
数
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五
　
運
用
時
間

六
　
指
定
の
有
効
期
間

七
　
そ
の
他
参
考
事
項

２
　
法
第
五
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
し
た
前
項
各
号
の
事
項
に
変
更
が
あ
つ
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
公

示
す
る
。

３
　
法
第
五
十
六
条
第
三
項
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
る
公
示
は
、
告
示
に
よ
つ
て
行
な
う
。

（
変
更
等
）

第
五
十
条
の
七
　
指
定
を
受
け
て
い
る
者
は
、
当
該
指
定
に
係
る
申
請
書
又
は
そ
の
添
附
書
類
の
記
載
事
項
で
次
の

各
号
に
掲
げ
る
も
の
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
総
務
大
臣
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

一
　
受
信
の
業
務
の
種
別

二
　
そ
の
受
信
の
業
務
を
必
要
と
す
る
理
由

三
　
工
事
設
計

四
　
設
置
場
所

五
　
運
用
時
間

六
　
受
信
し
よ
う
と
す
る
電
波
の
発
射
源

七
　
受
信
し
よ
う
と
す
る
電
波
の
型
式
及
び
周
波
数

２
　
指
定
を
受
け
て
い
る
者
は
、
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
遅
滞
な
く
そ
の
旨
を
総
務
大
臣

に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
当
該
指
定
に
係
る
申
請
書
又
は
そ
の
添
附
書
類
の
記
載
事
項
（
前
項
各
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
に
変

更
が
あ
つ
た
と
き
。

二
　
当
該
指
定
に
係
る
受
信
設
備
を
運
用
し
な
い
こ
と
と
な
つ
た
と
き
。

三
　
当
該
指
定
を
受
け
て
い
る
必
要
が
な
い
と
認
め
た
と
き
。

３
　
第
五
十
条
の
四
第
五
項
の
規
定
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
承
認
の
申
請
及
び
前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
に
準

用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
届
出
に
つ
い
て
は
、
第
五
十
条
の
四
第
五
項
中
「
二
通
」
と
あ
る
の
は
、
「
一

通
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
指
定
の
取
消
し
等
）

第
五
十
条
の
八
　
総
務
大
臣
は
、
指
定
を
し
た
受
信
設
備
が
当
該
指
定
に
係
る
第
五
十
条
の
三
の
基
準
に
適
合
し
な

い
も
の
と
な
つ
た
も
の
と
認
め
た
と
き
又
は
前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
（
同
項
第
三
号
に
係
る
も
の
に
限

る
。
）
が
あ
つ
た
と
き
は
、
そ
の
指
定
を
取
り
消
す
。

２
　
指
定
を
受
け
て
い
る
者
が
当
該
指
定
に
係
る
受
信
設
備
を
運
用
し
な
い
こ
と
と
な
つ
た
と
き
は
、
そ
の
指
定

は
、
効
力
を
失
う
。

３
　
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
取
り
消
し
た
と
き
及
び
前
項
の
規
定
に
よ
り
効
力
を
失
つ
た
と
き
は
、
そ
の
旨

を
告
示
に
よ
り
公
示
す
る
。

（
資
料
の
提
出
等
）

第
五
十
条
の
九
　
総
務
大
臣
は
、
こ
の
節
の
規
定
の
施
行
に
関
し
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
指
定
に
係
る
受

信
設
備
を
設
置
し
て
い
る
者
に
対
し
資
料
の
提
出
若
し
く
は
説
明
を
求
め
、
又
は
当
該
受
信
設
備
若
し
く
は
そ
の

運
用
に
つ
い
て
実
地
に
調
査
す
る
こ
と
が
あ
る
。

第
一
節
の
二
　
審
査
請
求
及
び
訴
訟

（
裁
決
書
の
記
載
事
項
等
）

第
五
十
条
の
十
　
法
第
九
十
四
条
第
二
項
（
法
第
百
四
条
の
三
第
二
項
又
は
第
百
四
条
の
四
第
二
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
文
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
主
文

二
　
事
実
及
び
争
点

三
　
理
由

２
　
総
務
大
臣
は
、
法
第
九
十
九
条
の
十
二
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
又
は
放
送
法
第
百
七
十
八
条
第
一
項
若
し
く

は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
の
聴
取
手
続
を
経
て
電
波
監
理
審
議
会
が
答
申
し
た
事
案
に
関
し
て
と
つ
た
措
置

の
要
旨
及
び
理
由
を
当
該
意
見
の
聴
取
に
参
加
し
た
者
（
解
任
命
令
の
対
象
と
な
る
役
員
等
を
含
む
。
）
に
対
し

通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

第
二
節
　
無
線
方
位
測
定
装
置
の
保
護

（
届
出
を
要
す
る
建
造
物
等
）

第
五
十
一
条
　
法
第
百
二
条
の
規
定
に
よ
つ
て
届
出
を
要
す
る
建
造
物
又
は
工
作
物
は
、
左
の
通
り
と
す
る
。

一
　
無
線
方
位
測
定
装
置
の
設
置
場
所
か
ら
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
内
の
地
域
に
建
設
し
よ
う
と
す
る
左
に
掲
げ
る

も
の
。

（１）
　
送
信
空
中
線
及
び
受
信
空
中
線
（
放
送
受
信
用
の
小
型
の
も
の
及
び
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
を
除
く
。
）

（２）
　
架
空
線
及
び
架
空
ケ
ー
ブ
ル
（
電
力
用
、
通
信
用
、
電
気
鉄
道
用
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
も
の
を
含

む
。
）

（３）
　
建
物
（
木
造
、
石
造
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
そ
の
他
の
構
造
の
も
の
を
含
む
。
）
但
し
、
高
さ
が
無
線
方
位

測
定
装
置
の
設
置
場
所
に
お
け
る
仰
角
二
度
未
満
の
も
の
を
除
く
。

（４）
　
左
に
掲
げ
る
も
の
。
但
し
、
高
さ
が
前
（
３
）
の
但
書
の
範
囲
の
も
の
を
除
く
。

（一）
　
鉄
造
、
石
造
及
び
木
造
の
塔
及
び
柱
並
び
に
こ
れ
ら
の
支
持
物
件

（二）
　
煙
突

（三）
　
避
雷
針

（５）
　
鉄
道
、
軌
道
及
び
索
道

二
　
無
線
方
位
測
定
装
置
の
設
置
場
所
か
ら
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
以
内
の
地
域
に
相
当
の
距
離
に
わ
た
つ
て
埋
設
す

る
水
道
管
、
ガ
ス
管
、
電
力
用
ケ
ー
ブ
ル
、
通
信
用
ケ
ー
ブ
ル
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
埋
設
物
件

第
二
節
の
二
　
適
正
な
運
用
の
確
保
が
必
要
な
無
線
局

（
適
正
な
運
用
の
確
保
が
必
要
な
無
線
局
）

第
五
十
一
条
の
二
　
法
第
百
二
条
の
十
一
第
四
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
無
線
局
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
電
気
通
信
業
務
の
用
に
供
す
る
無
線
局

二
　
放
送
の
業
務
の
用
に
供
す
る
無
線
局

三
　
人
命
若
し
く
は
財
産
の
保
護
又
は
治
安
の
維
持
の
用
に
供
す
る
無
線
局

四
　
気
象
業
務
の
用
に
供
す
る
無
線
局

五
　
電
気
事
業
に
係
る
電
気
の
供
給
の
業
務
の
用
に
供
す
る
無
線
局

六
　
鉄
道
事
業
に
係
る
列
車
の
運
行
の
業
務
の
用
に
供
す
る
無
線
局

七
　
第
一
号
か
ら
前
号
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
公
共
の
利
益
の
た
め
の
業
務
の
用
に
供
す
る
無
線
局
で
あ

つ
て
、
混
信
そ
の
他
の
妨
害
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
当
該
業
務
の
遂
行
に
支
障
を
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る

も
の

第
二
節
の
二
の
二
　
指
定
無
線
設
備
等

（
指
定
無
線
設
備
）

第
五
十
一
条
の
二
の
二
　
法
第
百
二
条
の
十
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
す
る
無
線
設
備
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の

と
す
る
。

一
　
二
六
・
一
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
二
八
Ｍ
Ｈ
ｚ
未
満
の
周
波
数
の
電
波
を
送
信
に
使
用
す
る
無
線
電
話
の
無
線
設
備

で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
無
線
設
備
以
外
の
も
の

（１）
　
二
七
・
五
二
四
Ｍ
Ｈ
ｚ
の
周
波
数
の
電
波
を
使
用
す
る
注
意
信
号
発
生
装
置
を
備
え
付
け
て
い
る
無
線

設
備

（２）
　
航
空
機
に
施
設
さ
れ
た
無
線
設
備

二
　
一
四
四
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
一
四
六
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下
又
は
四
三
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
四
四
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下
の
周
波
数
の

電
波
を
送
信
に
使
用
す
る
無
線
電
話
の
無
線
設
備

三
　
七
一
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
七
四
八
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下
、
七
七
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
八
〇
三
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下
、
八
一
五
Ｍ
Ｈ

ｚ
を
超
え
八
四
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下
、
八
六
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
八
九
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下
、
九
〇
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
九
一
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五
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下
、
九
四
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
九
六
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下
、
一
、
四
二
七
・
九
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
一
、
四
六

二
・
九
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下
、
一
、
四
七
五
・
九
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
一
、
五
一
〇
・
九
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下
、
一
、
七
一
〇
Ｍ
Ｈ

ｚ
を
超
え
一
、
七
八
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下
、
一
、
八
〇
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
一
、
八
八
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下
、
一
、
九
二
〇

Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
一
、
九
八
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下
又
は
二
、
一
一
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
二
、
一
七
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下
の
周
波

数
の
電
波
を
使
用
す
る
無
線
設
備
で
あ
つ
て
、
こ
れ
ら
の
周
波
数
の
電
波
を
受
信
し
、
当
該
電
波
を
増
幅
し
て

送
信
す
る
も
の

（
契
約
締
結
前
に
お
け
る
告
知
の
方
法
）

第
五
十
一
条
の
三
　
法
第
百
二
条
の
十
四
第
一
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
方
法
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
相
手
方
と
対
面
し
て
販
売
す
る
場
合
に
は
、
相
手
方
の
見
や
す
い
よ
う
に
掲
示
し
、
又
は
映
像
面
に
表
示

し
、
若
し
く
は
書
面
に
よ
り
提
示
す
る
こ
と
。

二
　
相
手
方
と
対
面
し
な
い
で
販
売
す
る
場
合
に
は
、
指
定
無
線
設
備
に
つ
い
て
の
広
告
に
、
相
手
方
の
見
や
す

い
よ
う
に
表
示
す
る
こ
と
。

（
契
約
締
結
時
に
交
付
す
る
書
面
）

第
五
十
一
条
の
四
　
法
第
百
二
条
の
十
四
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
交
付
す
る
書
面
に
は
日
本
産
業
規
格
Ｚ
八
三
〇
五

に
規
定
す
る
八
ポ
イ
ン
ト
以
上
の
大
き
さ
の
文
字
及
び
数
字
を
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
情
報
通
信
の
技
術
を
利
用
す
る
方
法
）

第
五
十
一
条
の
四
の
二
　
法
第
百
二
条
の
十
四
の
二
の
総
務
省
令
で
定
め
る
方
法
は
、
次
に
掲
げ
る
方
法
と
す
る
。

一
　
指
定
無
線
設
備
小
売
業
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
購
入
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
を
電
気
通

信
回
線
で
接
続
し
た
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
の
う
ち
次
に
掲
げ
る
も
の

（１）
　
指
定
無
線
設
備
小
売
業
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
購
入
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
を
接
続

す
る
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
送
信
し
、
受
信
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に

記
録
す
る
方
法

（２）
　
指
定
無
線
設
備
小
売
業
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
さ
れ
た
書
面
に

記
載
す
べ
き
事
項
を
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
購
入
者
の
閲
覧
に
供
し
、
当
該
購
入
者
の
使
用
に
係
る
電
子

計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
当
該
事
項
を
記
録
す
る
方
法
（
法
第
百
二
条
の
十
四
の
二
に
規
定
す
る

方
法
に
よ
る
提
供
を
受
け
る
旨
の
承
諾
又
は
受
け
な
い
旨
の
申
出
を
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
指
定
無
線
設

備
小
売
業
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
そ
の
旨
を
記
録
す
る
方
法
）

二
　
電
磁
的
記
録
媒
体
（
電
磁
的
記
録
に
係
る
記
録
媒
体
を
い
う
。
）
に
よ
り
一
定
の
事
項
を
確
実
に
記
録
し
て

お
く
こ
と
が
で
き
る
物
を
も
つ
て
調
製
す
る
フ
ァ
イ
ル
に
書
面
に
記
載
す
べ
き
事
項
を
記
録
し
た
も
の
を
交
付

す
る
方
法

２
　
前
項
に
掲
げ
る
方
法
は
、
購
入
者
が
フ
ァ
イ
ル
へ
の
記
録
を
出
力
す
る
こ
と
に
よ
り
書
面
を
作
成
す
る
こ
と
が

で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
十
一
条
の
四
の
三
　
電
波
法
施
行
令
（
平
成
十
三
年
政
令
第
二
百
四
十
五
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

示
す
べ
き
方
法
の
種
類
及
び
内
容
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一
　
前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
方
法
の
う
ち
指
定
無
線
設
備
小
売
業
者
が
使
用
す
る
も
の

二
　
フ
ァ
イ
ル
へ
の
記
録
の
方
式

第
二
節
の
三
　
電
波
有
効
利
用
促
進
セ
ン
タ
ー

（
指
定
の
申
請
）

第
五
十
一
条
の
五
　
法
第
百
二
条
の
十
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
（
次
項
に
お
い
て
「
指
定
」
と
い
う
。
）
を

受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
総
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
名
称
及
び
住
所

二
　
法
第
百
二
条
の
十
七
第
二
項
に
規
定
す
る
業
務
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
照
会
相
談
業
務
等
」
と
い
う
。
）

を
行
お
う
と
す
る
事
務
所
の
名
称
及
び
所
在
地

三
　
照
会
相
談
業
務
等
を
開
始
し
よ
う
と
す
る
日

２
　
前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
定
款
の
謄
本
及
び
登
記
事
項
証
明
書

二
　
申
請
の
日
の
属
す
る
事
業
年
度
の
前
事
業
年
度
に
お
け
る
財
産
目
録
及
び
貸
借
対
照
表
。
た
だ
し
、
申
請
の

日
の
属
す
る
事
業
年
度
に
設
立
さ
れ
た
法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
設
立
時
に
お
け
る
財
産
目
録
と
す
る
。

三
　
申
請
の
日
の
属
す
る
事
業
年
度
及
び
翌
事
業
年
度
に
お
け
る
事
業
計
画
書
及
び
収
支
予
算
書

四
　
指
定
の
申
請
に
関
す
る
意
思
の
決
定
を
証
す
る
書
類

五
　
役
員
の
氏
名
及
び
経
歴
を
記
載
し
た
書
類

六
　
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
た
書
類

七
　
現
に
行
つ
て
い
る
業
務
の
概
要
を
記
載
し
た
書
類

八
　
照
会
相
談
業
務
等
の
実
施
の
方
法
に
関
す
る
計
画
を
記
載
し
た
書
類

九
　
そ
の
他
参
考
と
な
る
事
項
を
記
載
し
た
書
類

（
セ
ン
タ
ー
の
名
称
等
の
変
更
の
届
出
）

第
五
十
一
条
の
六
　
法
第
百
二
条
の
十
七
第
一
項
に
規
定
す
る
電
波
有
効
利
用
促
進
セ
ン
タ
ー
（
以
下
「
セ
ン
タ

ー
」
と
い
う
。
）
は
、
法
第
百
二
条
の
十
七
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
九
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に

よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
を
総
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

一
　
変
更
後
の
名
称
又
は
住
所
若
し
く
は
所
在
地

二
　
変
更
し
よ
う
と
す
る
年
月
日

（
業
務
規
程
の
記
載
事
項
）

第
五
十
一
条
の
七
　
法
第
百
二
条
の
十
七
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
九
条
の
五
第
一
項
の
総
務
省
令
で

定
め
る
法
第
百
二
条
の
十
七
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
業
務
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
照
会

相
談
業
務
等
」
と
い
う
。
）
の
実
施
に
関
す
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
照
会
相
談
業
務
等
を
行
う
時
間
及
び
休
日
に
関
す
る
事
項

二
　
照
会
相
談
業
務
等
を
行
う
事
務
所
に
関
す
る
事
項

三
　
照
会
相
談
業
務
等
の
実
施
の
方
法
に
関
す
る
事
項

四
　
手
数
料
の
額
及
び
そ
の
収
納
の
方
法
に
関
す
る
事
項

五
　
法
第
百
二
条
の
十
七
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
業
務
に
関
す
る
秘
密
の
保
持
に
関
す
る
事
項

六
　
そ
の
他
照
会
相
談
業
務
等
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事
項

（
業
務
規
程
の
認
可
の
申
請
）

第
五
十
一
条
の
八
　
セ
ン
タ
ー
は
、
法
第
百
二
条
の
十
七
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
九
条
の
五
第
一
項

前
段
の
規
定
に
よ
る
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
申
請
書
に
、
当
該
認
可
に
係
る
業
務
規
程
を
添
え
て
、

総
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
セ
ン
タ
ー
は
、
法
第
百
二
条
の
十
七
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
九
条
の
五
第
一
項
後
段
の
規
定
に

よ
る
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
総
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

一
　
変
更
し
よ
う
と
す
る
事
項

二
　
変
更
し
よ
う
と
す
る
年
月
日

三
　
変
更
の
理
由

（
公
示
）

第
五
十
一
条
の
九
　
法
第
百
二
条
の
十
七
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
九
条
の
三
第
一
項
及
び
第
三
項
並

び
に
法
第
三
十
九
条
の
十
一
第
三
項
の
公
示
は
、
官
報
で
告
示
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
行
う
。

第
二
節
の
四
　
削
除

第
五
十
一
条
の
九
の
二
及
び
第
五
十
一
条
の
九
の
三
　
削
除

第
二
節
の
五
　
電
波
利
用
料
の
徴
収
等

（
周
波
数
の
幅
）

第
五
十
一
条
の
九
の
四
　
法
別
表
第
六
及
び
別
表
第
九
の
使
用
す
る
電
波
の
周
波
数
の
幅
は
、
指
定
周
波
数
（
免
許

を
受
け
た
無
線
局
に
つ
い
て
は
そ
の
免
許
の
際
に
指
定
さ
れ
た
周
波
数
、
登
録
局
に
つ
い
て
は
そ
の
登
録
さ
れ
た

周
波
数
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
ご
と
の
占
有
周
波
数
帯
（
指
定
周
波
数
を
中
央
と
す
る
周
波
数
帯
（
無
線
通
信

業
務
及
び
電
波
の
型
式
を
考
慮
し
て
指
定
周
波
数
を
中
央
と
す
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
と
総
務
大
臣
が
認
め
る
場
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合
に
あ
つ
て
は
、
総
務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
周
波
数
帯
と
す
る
。
）
で
あ
つ
て
、
そ
の
周
波
数
帯
の
帯
域
幅
が

当
該
指
定
周
波
数
に
係
る
占
有
周
波
数
帯
幅
の
許
容
値
（
二
以
上
の
許
容
値
を
有
す
る
場
合
は
、
そ
の
う
ち
最
も

大
き
い
も
の
と
す
る
。
）
に
等
し
い
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
合
わ
せ
た
周
波
数
帯
の
帯
域
幅
と
す
る
。
た

だ
し
、
四
七
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
七
一
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下
の
周
波
数
帯
の
電
波
を
使
用
す
る
無
線
局
で
あ
つ
て
、
地
理

的
、
時
間
的
又
は
技
術
的
な
理
由
に
よ
り
当
該
電
波
を
使
用
す
る
場
所
等
が
制
限
さ
れ
る
も
の
と
し
て
総
務
大
臣

が
別
に
定
め
る
も
の
に
係
る
当
該
周
波
数
帯
の
電
波
の
周
波
数
の
幅
は
、
総
務
大
臣
が
別
に
定
め
る
も
の
と
す

る
。

（
無
線
設
備
が
二
以
上
の
場
所
に
設
置
さ
れ
て
い
る
無
線
局
等
の
取
扱
い
）

第
五
十
一
条
の
九
の
五
　
無
線
設
備
が
二
以
上
の
場
所
に
設
置
さ
れ
て
い
る
無
線
局
に
つ
い
て
は
、
当
該
無
線
局
の

送
信
所
の
所
在
地
を
設
置
場
所
と
し
て
法
別
表
第
六
又
は
別
表
第
九
の
規
定
を
適
用
す
る
。

２
　
法
別
表
第
六
の
四
の
項
に
掲
げ
る
無
線
局
の
う
ち
六
、
〇
〇
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下
の
周
波
数
の
電
波
を
使
用
す
る
移

動
す
る
無
線
局
に
つ
い
て
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
当
該
無
線
局
の
移
動
範
囲
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に

掲
げ
る
区
域
を
設
置
場
所
と
し
て
同
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

一
　
法
別
表
第
六
備
考
第
二
号
に
規
定
す
る
第
一
地
域
を
移
動
範
囲
に
含
む
場
合
　
同
号
に
規
定
す
る
第
一
地
域

二
　
法
別
表
第
六
備
考
第
三
号
に
規
定
す
る
第
二
地
域
を
移
動
範
囲
に
含
む
場
合
（
前
号
に
掲
げ
る
場
合
を
除

く
。
）
　
同
表
備
考
第
三
号
に
規
定
す
る
第
二
地
域

三
　
法
別
表
第
六
備
考
第
四
号
に
規
定
す
る
第
三
地
域
を
移
動
範
囲
に
含
む
場
合
（
前
二
号
に
掲
げ
る
場
合
を
除

く
。
）
　
同
表
備
考
第
四
号
に
規
定
す
る
第
三
地
域

四
　
法
別
表
第
六
備
考
第
五
号
に
規
定
す
る
第
四
地
域
の
み
が
移
動
範
囲
で
あ
る
場
合
　
同
号
に
規
定
す
る
第
四

地
域

（
同
等
の
機
能
を
有
す
る
無
線
局
と
の
均
衡
を
著
し
く
失
す
る
こ
と
と
な
る
無
線
局
）

第
五
十
一
条
の
九
の
六
　
法
別
表
第
六
備
考
第
十
三
号
の
総
務
省
令
で
定
め
る
無
線
局
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す

る
。

一
　
法
別
表
第
六
の
一
の
項
に
掲
げ
る
無
線
局
（
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
十
六
に
規
定
す
る
特
定
ラ
ジ
オ
マ
イ

ク
及
び
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
十
六
の
二
に
規
定
す
る
デ
ジ
タ
ル
特
定
ラ
ジ
オ
マ
イ
ク
の
陸
上
移
動
局
を
除

く
。
）
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
周
波
数
の
電
波
を
使
用
す
る
も
の

（１）
　
設
備
規
則
第
九
条
の
四
第
七
号
イ
に
規
定
す
る
Ｐ
Ｈ
Ｓ
の
基
地
局
が
使
用
す
る
電
波
の
周
波
数
の
う
ち
総

務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
も
の

（２）
　
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
局
が
使
用
す
る
電
波
の
周
波
数

（３）
　
法
第
百
三
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
広
域
使
用
電
波
（
以
下
単
に
「
広
域
使
用
電
波
」
と
い
う
。
）
を

使
用
す
る
同
項
に
規
定
す
る
広
域
開
設
無
線
局
（
以
下
単
に
「
広
域
開
設
無
線
局
」
と
い
う
。
）
を
通
信
の

相
手
方
と
す
る
無
線
局
が
使
用
す
る
電
波
の
周
波
数
の
う
ち
総
務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
も
の

二
　
法
別
表
第
六
の
一
の
項
に
掲
げ
る
無
線
局
（
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
十
六
に
規
定
す
る
特
定
ラ
ジ
オ
マ
イ

ク
又
は
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
十
六
の
二
に
規
定
す
る
デ
ジ
タ
ル
特
定
ラ
ジ
オ
マ
イ
ク
の
陸
上
移
動
局
に
限

る
。
）
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
周
波
数
の
電
波
を
使
用
す
る
も
の

（１）
　
四
七
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
七
一
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下
の
周
波
数

（２）
　
一
、
二
四
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
一
、
二
五
二
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下
又
は
一
、
二
五
三
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
一
、
二
六
〇
Ｍ

Ｈ
ｚ
以
下
の
周
波
数

三
　
法
別
表
第
六
の
三
の
項
に
掲
げ
る
無
線
局
の
う
ち
、
総
務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
三
、
六
〇
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超

え
六
、
〇
〇
〇
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下
の
周
波
数
の
電
波
を
使
用
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
当
該
周
波
数
の
電
波
を
使
用
し

て
行
う
無
線
通
信
に
つ
い
て
当
該
周
波
数
の
電
波
を
使
用
す
る
移
動
通
信
業
務
を
行
う
無
線
局
か
ら
の
混
信
そ

の
他
の
妨
害
を
許
容
す
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
条
件
が
免
許
に
付
さ
れ
て
い
る
も
の

（
自
然
的
経
済
的
諸
条
件
を
考
慮
し
て
分
割
す
る
区
域
）

第
五
十
一
条
の
九
の
七
　
法
別
表
第
七
の
十
五
の
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
区
域
は
、
次
に
掲
げ
る
区
域
と
す
る
。

一
　
茨
城
県
、
栃
木
県
、
群
馬
県
、
埼
玉
県
及
び
神
奈
川
県
の
区
域

二
　
千
葉
県
、
東
京
都
及
び
山
梨
県
の
区
域

（
電
波
の
利
用
の
程
度
が
第
四
地
域
と
同
等
で
あ
る
区
域
）

第
五
十
一
条
の
九
の
八
　
法
別
表
第
七
備
考
の
総
務
省
令
で
定
め
る
区
域
は
、
次
に
掲
げ
る
区
域
（
当
該
区
域
に
第

四
地
域
に
該
当
す
る
区
域
が
含
ま
れ
る
場
合
は
、
そ
の
区
域
を
除
い
た
区
域
）
と
す
る
。

一
　
山
梨
県
富
士
吉
田
市
の
区
域

二
　
広
島
県
竹
原
市
の
区
域

三
　
山
口
県
下
関
市
の
区
域

四
　
愛
媛
県
今
治
市
及
び
新
居
浜
市
の
区
域

２
　
前
項
各
号
に
掲
げ
る
区
域
は
、
令
和
元
年
十
月
一
日
に
お
け
る
行
政
区
画
に
よ
つ
て
表
示
さ
れ
た
も
の
と
す

る
。

（
広
域
使
用
電
波
の
指
定
）

第
五
十
一
条
の
九
の
九
　
法
第
百
三
条
の
二
第
二
項
又
は
別
表
第
八
備
考
の
規
定
に
よ
る
周
波
数
の
指
定
は
、
総
務

大
臣
が
別
に
告
示
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

（
広
域
使
用
電
波
の
周
波
数
の
幅
）

第
五
十
一
条
の
九
の
十
　
広
域
使
用
電
波
の
周
波
数
の
幅
は
、
広
域
使
用
電
波
に
該
当
す
る
指
定
周
波
数
の
電
波
を

使
用
す
る
広
域
開
設
無
線
局
（
法
別
表
第
六
の
一
の
項
、
二
の
項
及
び
四
の
項
か
ら
六
の
項
ま
で
に
掲
げ
る
無
線

局
で
あ
る
も
の
及
び
包
括
免
許
に
係
る
特
定
無
線
局
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
あ
つ
て
、

そ
の
広
域
開
設
無
線
局
の
免
許
人
が
同
一
の
者
で
あ
る
も
の
に
係
る
当
該
広
域
使
用
電
波
に
該
当
す
る
指
定
周
波

数
ご
と
の
占
有
周
波
数
帯
（
認
定
計
画
に
従
つ
て
開
設
さ
れ
た
特
定
基
地
局
が
あ
る
場
合
は
、
当
該
認
定
計
画
に

係
る
指
定
さ
れ
た
周
波
数
の
周
波
数
帯
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
合
わ
せ
た
周
波
数
帯
の
帯
域
幅
と

す
る
。

２
　
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
設
備
規
則
又
は
周
波
数
割
当
計
画
に
お
い
て
移
動
し
な
い
無
線
局
の
使
用
す
る

電
波
の
周
波
数
に
応
じ
て
移
動
す
る
無
線
局
の
使
用
す
る
電
波
の
周
波
数
が
定
ま
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
場
合

は
、
当
該
移
動
し
な
い
無
線
局
（
広
域
開
設
無
線
局
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
同

じ
。
）
及
び
当
該
移
動
す
る
無
線
局
（
広
域
開
設
無
線
局
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い

て
同
じ
。
）
の
使
用
す
る
広
域
使
用
電
波
の
周
波
数
の
幅
は
、
次
に
掲
げ
る
広
域
使
用
電
波
に
該
当
す
る
指
定
周

波
数
ご
と
の
占
有
周
波
数
帯
を
合
わ
せ
た
周
波
数
帯
の
帯
域
幅
と
す
る
。

一
　
次
条
の
規
定
に
よ
り
当
該
移
動
す
る
無
線
局
に
係
る
指
定
周
波
数
の
電
波
を
使
用
す
る
も
の
と
さ
れ
る
移
動

範
囲
又
は
区
域
に
お
い
て
設
置
さ
れ
る
当
該
移
動
し
な
い
無
線
局
に
係
る
指
定
周
波
数

二
　
前
号
に
掲
げ
る
指
定
周
波
数
に
応
じ
て
定
ま
る
当
該
移
動
す
る
無
線
局
に
係
る
指
定
周
波
数

３
　
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
移
動
す
る
無
線
局
で
あ
つ
て
そ
の
免
許
人
が
当
該
移
動
し
な
い
無
線
局
と
同
一

で
あ
る
も
の
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
主
た
る
移
動
局
」
と
い
う
。
）
の
指
定
周
波
数
及
び
当
該
移
動
す
る
無

線
局
で
あ
つ
て
そ
の
免
許
人
が
当
該
移
動
し
な
い
無
線
局
と
異
な
る
も
の
の
指
定
周
波
数
に
同
一
の
も
の
が
あ

り
、
か
つ
、
当
該
同
一
の
指
定
周
波
数
の
電
波
が
広
域
使
用
電
波
に
該
当
す
る
と
き
は
、
当
該
主
た
る
移
動
局
の

み
が
当
該
広
域
使
用
電
波
を
使
用
す
る
広
域
開
設
無
線
局
で
あ
る
も
の
と
し
て
、
前
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

４
　
法
第
百
三
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
二
項
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
け
る
広
域
使
用
電
波
の

周
波
数
の
幅
は
、
認
定
計
画
に
係
る
指
定
さ
れ
た
周
波
数
の
帯
域
幅
と
す
る
。

（
広
域
使
用
電
波
の
周
波
数
の
幅
の
算
定
に
用
い
る
区
域
等
）

第
五
十
一
条
の
九
の
十
一
　
広
域
使
用
電
波
に
該
当
す
る
指
定
周
波
数
の
電
波
を
使
用
す
る
広
域
開
設
無
線
局
に
つ

い
て
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
無
線
局
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
移
動
範
囲
、
設
置
場
所

又
は
区
域
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
無
線
局
に
係
る
指
定
周
波
数
の
電
波
を
使
用
す
る
も
の
と
し
て
前
条
及
び

法
第
百
三
条
の
二
第
二
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

一
　
法
別
表
第
六
の
一
の
項
に
掲
げ
る
無
線
局
（
第
三
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
　
当
該
無
線
局

の
移
動
範
囲

二
　
法
別
表
第
六
の
二
の
項
、
四
の
項
及
び
六
の
項
に
掲
げ
る
無
線
局
（
第
五
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
　
当

該
無
線
局
の
無
線
設
備
の
設
置
場
所
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三
　
法
別
表
第
六
の
五
の
項
に
掲
げ
る
無
線
局
及
び
包
括
免
許
に
係
る
特
定
無
線
局
（
次
号
及
び
第
五
号
に
掲
げ

る
も
の
を
除
く
。
）
　
全
国
の
区
域

四
　
包
括
免
許
に
係
る
特
定
無
線
局
（
法
第
二
十
七
条
の
二
第
一
号
に
掲
げ
る
無
線
局
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）

で
あ
つ
て
、
包
括
免
許
人
が
開
設
す
る
第
二
号
又
は
次
号
に
掲
げ
る
無
線
局
を
通
信
の
相
手
方
と
す
る
も
の
　

当
該
特
定
無
線
局
の
送
信
の
制
御
を
行
う
無
線
局
の
無
線
設
備
の
設
置
場
所
を
管
轄
す
る
総
合
通
信
局
長
の
管

轄
区
域
（
当
該
包
括
免
許
に
お
い
て
指
定
周
波
数
を
使
用
す
る
区
域
に
関
す
る
条
件
が
付
与
さ
れ
て
い
る
場
合

に
あ
つ
て
は
、
当
該
区
域
）

五
　
包
括
免
許
に
係
る
特
定
無
線
局
（
法
第
二
十
七
条
の
二
第
二
号
に
掲
げ
る
無
線
局
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
　

当
該
特
定
無
線
局
の
無
線
設
備
の
設
置
場
所
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
区
域

２
　
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
広
域
使
用
電
波
に
該
当
す
る
指
定
周
波
数
の
電
波
を
使
用
す
る
広
域
開
設
無
線

局
で
あ
つ
て
、
法
別
表
第
六
の
一
の
項
、
二
の
項
若
し
く
は
六
の
項
に
掲
げ
る
無
線
局
又
は
包
括
免
許
に
係
る
特

定
無
線
局
で
あ
る
も
の
が
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
区
域
又
は
設

置
場
所
に
お
い
て
、
当
該
無
線
局
又
は
当
該
特
定
無
線
局
に
係
る
指
定
周
波
数
の
電
波
を
使
用
す
る
も
の
と
し
て

前
条
及
び
法
第
百
三
条
の
二
第
二
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

一
　
法
別
表
第
六
の
一
の
項
に
掲
げ
る
無
線
局
及
び
包
括
免
許
に
係
る
特
定
無
線
局
（
法
第
二
十
七
条
の
二
第
一

号
に
掲
げ
る
無
線
局
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
が
指
定
周
波
数
を
同
じ
く
す
る
も
の
で
あ
る
場
合
（
当
該
無
線

局
及
び
当
該
特
定
無
線
局
の
免
許
人
が
同
一
の
者
で
あ
る
場
合
に
限
る
。
）
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
特
定
無

線
局
に
係
る
指
定
周
波
数
の
電
波
を
使
用
す
る
も
の
と
さ
れ
る
区
域

二
　
法
別
表
第
六
の
二
の
項
又
は
六
の
項
に
掲
げ
る
無
線
局
が
認
定
計
画
に
従
つ
て
開
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
場

合
　
当
該
認
定
計
画
に
記
載
さ
れ
た
す
べ
て
の
特
定
基
地
局
の
無
線
設
備
の
設
置
場
所

（
附
属
設
備
）

第
五
十
一
条
の
九
の
十
二
　
法
第
百
三
条
の
二
第
四
項
第
九
号
の
総
務
省
令
で
定
め
る
附
属
設
備
は
、
人
命
又
は
財

産
の
保
護
の
用
に
供
す
る
無
線
設
備
に
電
力
を
供
給
し
、
又
は
当
該
無
線
設
備
を
監
視
し
、
若
し
く
は
制
御
す
る

た
め
の
設
備
と
す
る
。

２
　
法
第
百
三
条
の
二
第
四
項
第
十
号
の
総
務
省
令
で
定
め
る
附
属
設
備
は
、
同
号
イ
若
し
く
は
ロ
に
掲
げ
る
設
備

に
電
力
を
供
給
し
、
又
は
当
該
設
備
を
監
視
し
、
若
し
く
は
制
御
す
る
た
め
の
設
備
と
す
る
。

（
開
設
無
線
局
数
の
届
出
）

第
五
十
一
条
の
十
　
法
第
百
三
条
の
二
第
五
項
及
び
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
開
設
無
線
局
数
の
届
出
は
、
別
表
第
十

一
号
の
様
式
の
開
設
無
線
局
数
届
出
書
を
総
合
通
信
局
長
に
提
出
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
法
第
百
三
条
の
二
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
開
設
無
線
局
数
の
届
出
を
行
う
者
は
、
そ
の
提
出
先
で
あ
る
総
合
通

信
局
長
か
ら
他
の
包
括
免
許
を
付
与
さ
れ
て
い
る
と
き
に
当
該
他
の
包
括
免
許
に
係
る
特
定
無
線
局
の
開
設
無
線

局
数
が
当
該
届
出
に
係
る
期
間
に
お
い
て
減
少
し
て
い
る
場
合
は
、
当
該
他
の
包
括
免
許
に
係
る
次
に
掲
げ
る
事

項
を
別
表
第
十
一
号
の
様
式
の
開
設
無
線
局
数
届
出
書
に
付
記
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
　
包
括
免
許
の
番
号

二
　
包
括
免
許
の
年
月
日

三
　
包
括
免
許
の
有
効
期
間

四
　
特
定
無
線
局
の
種
別

五
　
当
該
届
出
の
前
月
末
日
現
在
に
お
い
て
開
設
し
て
い
る
特
定
無
線
局
の
数

六
　
当
該
届
出
の
前
々
月
末
日
現
在
に
お
い
て
開
設
し
て
い
る
特
定
無
線
局
の
数

七
　
当
該
届
出
の
前
々
月
末
日
か
ら
当
該
届
出
の
前
月
末
日
ま
で
の
減
少
局
数

（
広
域
使
用
電
波
を
使
用
す
る
広
域
開
設
無
線
局
を
通
信
の
相
手
方
と
す
る
無
線
局
）

第
五
十
一
条
の
十
の
二
　
設
備
規
則
又
は
周
波
数
割
当
計
画
に
お
い
て
移
動
し
な
い
無
線
局
の
使
用
す
る
電
波
の
周

波
数
に
応
じ
て
移
動
す
る
無
線
局
の
使
用
す
る
電
波
の
周
波
数
が
定
ま
る
と
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該

移
動
し
な
い
無
線
局
に
係
る
指
定
周
波
数
の
う
ち
当
該
移
動
す
る
無
線
局
が
使
用
す
る
電
波
の
周
波
数
を
定
め
る

も
の
及
び
当
該
移
動
す
る
無
線
局
に
係
る
指
定
周
波
数
が
広
域
使
用
電
波
に
該
当
し
な
い
と
き
は
、
当
該
移
動
す

る
無
線
局
は
広
域
使
用
電
波
を
使
用
す
る
広
域
開
設
無
線
局
を
通
信
の
相
手
方
と
す
る
も
の
に
該
当
し
な
い
も
の

と
し
て
、
法
第
百
三
条
の
二
第
五
項
及
び
第
六
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

（
特
定
無
線
局
の
数
の
控
除
）

第
五
十
一
条
の
十
の
二
の
二
　
法
第
百
三
条
の
二
第
六
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
無
線
局
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
無
線
局
（
法
第
二
十
七
条
の
二
第
一
号
に
掲
げ
る
無
線
局
で
あ
つ
て
、
広
域
使
用
電
波
を
使
用
す

る
広
域
開
設
無
線
局
で
あ
る
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号

に
掲
げ
る
無
線
局
と
す
る
。

一
　
設
備
規
則
第
三
条
第
一
号
に
規
定
す
る
携
帯
無
線
通
信
を
行
う
陸
上
移
動
局
　
同
号
に
規
定
す
る
携
帯
無
線

通
信
を
行
う
陸
上
移
動
局

二
　
設
備
規
則
第
三
条
第
六
号
に
規
定
す
る
デ
ジ
タ
ル
Ｍ
Ｃ
Ａ
陸
上
移
動
通
信
を
行
う
陸
上
移
動
局
又
は
同
条
第

六
号
の
二
に
規
定
す
る
高
度
Ｍ
Ｃ
Ａ
陸
上
移
動
通
信
を
行
う
陸
上
移
動
局
　
同
条
第
六
号
に
規
定
す
る
デ
ジ
タ

ル
Ｍ
Ｃ
Ａ
陸
上
移
動
通
信
を
行
う
陸
上
移
動
局
及
び
同
条
第
六
号
の
二
に
規
定
す
る
高
度
Ｍ
Ｃ
Ａ
陸
上
移
動
通

信
を
行
う
陸
上
移
動
局

三
　
設
備
規
則
第
三
条
第
十
号
に
規
定
す
る
広
帯
域
移
動
無
線
ア
ク
セ
ス
シ
ス
テ
ム
の
陸
上
移
動
局
　
同
号
に
規

定
す
る
広
帯
域
移
動
無
線
ア
ク
セ
ス
シ
ス
テ
ム
の
陸
上
移
動
局

２
　
法
第
百
三
条
の
二
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
控
除
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
当
該
届
出
に
係
る
特
定
無
線
局
の
開
設
無
線
局
数
を
超
え
る
も
の
の
数
の
多
い
も
の
を
先
順
位
と
す
る
。

二
　
当
該
届
出
に
係
る
特
定
無
線
局
の
開
設
無
線
局
数
を
超
え
る
も
の
の
数
が
同
じ
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
届

出
に
係
る
特
定
無
線
局
の
数
の
多
い
も
の
を
先
順
位
と
す
る
。

三
　
当
該
届
出
に
係
る
特
定
無
線
局
の
開
設
無
線
局
数
を
超
え
る
も
の
の
数
及
び
当
該
特
定
無
線
局
の
数
が
同
じ

も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
特
定
無
線
局
の
最
初
の
包
括
免
許
の
日
の
遅
い
も
の
を
先
順
位
と
す
る
。

（
同
等
特
定
無
線
局
区
分
）

第
五
十
一
条
の
十
の
二
の
三
　
法
第
百
三
条
の
二
第
七
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
区
分
は
、
次
に
掲
げ
る
無
線
局

（
同
項
に
規
定
す
る
特
定
無
線
局
に
限
る
。
）
の
区
分
と
す
る
。

一
　
設
備
規
則
第
三
条
第
一
号
に
規
定
す
る
携
帯
無
線
通
信
を
行
う
陸
上
移
動
局

二
　
設
備
規
則
第
三
条
第
八
号
に
規
定
す
る
携
帯
移
動
衛
星
デ
ー
タ
通
信
又
は
同
条
第
九
号
に
規
定
す
る
携
帯
移

動
衛
星
通
信
を
行
う
携
帯
移
動
地
球
局

三
　
設
備
規
則
第
三
条
第
十
号
に
規
定
す
る
広
帯
域
移
動
無
線
ア
ク
セ
ス
シ
ス
テ
ム
の
陸
上
移
動
局

四
　
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
二
十
五
に
規
定
す
る
二
Ｇ
Ｈ
ｚ
帯
の
周
波
数
の
電
波
を
使
用
す
る
陸
上
移
動
業
務

の
無
線
局
の
う
ち
陸
上
移
動
局

（
開
設
特
定
無
線
局
数
の
届
出
）

第
五
十
一
条
の
十
の
二
の
四
　
法
第
百
三
条
の
二
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
開
設
特
定
無
線
局
数
の
届
出
は
、
別
表
第

十
一
号
の
二
の
様
式
の
届
出
書
を
総
合
通
信
局
長
に
提
出
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
同
等
特
定
無
線
局
区
分
の
周
波
数
の
幅
）

第
五
十
一
条
の
十
の
二
の
五
　
同
等
特
定
無
線
局
区
分
の
周
波
数
の
幅
は
、
同
等
特
定
無
線
局
区
分
に
係
る
広
域
使

用
電
波
に
該
当
す
る
指
定
周
波
数
の
電
波
を
使
用
す
る
広
域
開
設
無
線
局
（
包
括
免
許
に
係
る
特
定
無
線
局
（
法

第
二
十
七
条
の
二
第
一
号
に
掲
げ
る
無
線
局
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
及
び

次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
あ
つ
て
、
一
の
同
等
特
定
無
線
局
区
分
に
係
る
広
域
開
設
無
線
局
の
免
許
人
が
同
一

の
者
で
あ
る
も
の
に
係
る
当
該
指
定
周
波
数
ご
と
の
占
有
周
波
数
帯
を
合
わ
せ
た
周
波
数
帯
の
帯
域
幅
と
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
合
わ
せ
た
周
波
数
帯
に
法
別
表
第
八
備
考
に
規
定
す
る
指
定
に
係
る
広
域
使
用
電
波

に
該
当
す
る
周
波
数
に
係
る
部
分
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
部
分
に
係
る
帯
域
幅
を
当
該
帯
域
幅
の
二
分
の
一
に
相

当
す
る
帯
域
幅
と
み
な
し
て
、
こ
の
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

２
　
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
周
波
数
帯
に
係
る
同
等
特
定
無
線
局
区
分
の
周
波
数
の
幅

は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
帯
域
幅
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
各
号
の
合
わ
せ
た
周
波
数
帯

に
法
別
表
第
八
備
考
に
規
定
す
る
指
定
に
係
る
広
域
使
用
電
波
に
該
当
す
る
周
波
数
に
係
る
部
分
が
あ
る
と
き

は
、
当
該
部
分
に
係
る
帯
域
幅
を
当
該
帯
域
幅
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
帯
域
幅
と
み
な
し
て
、
こ
の
項
の
規
定

を
適
用
す
る
。

一
　
第
五
十
一
条
の
十
の
二
の
三
第
一
号
又
は
第
三
号
に
係
る
開
設
し
て
い
る
無
線
局
が
時
分
割
複
信
方
式
に
よ

る
無
線
通
信
を
行
う
周
波
数
帯
　
同
等
特
定
無
線
局
区
分
に
係
る
広
域
使
用
電
波
に
該
当
す
る
当
該
指
定
周
波
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数
に
係
る
指
定
周
波
数
の
電
波
を
使
用
す
る
広
域
開
設
無
線
局
（
当
該
無
線
局
の
免
許
人
が
通
信
の
相
手
方
と

す
る
移
動
し
な
い
無
線
局
の
免
許
人
と
同
一
の
者
で
あ
る
場
合
に
限
る
。
）
で
あ
つ
て
、
一
の
同
等
特
定
無
線

局
区
分
に
係
る
広
域
開
設
無
線
局
の
免
許
人
が
同
一
の
者
で
あ
る
も
の
に
係
る
当
該
指
定
周
波
数
ご
と
の
占
有

周
波
数
帯
を
合
わ
せ
た
周
波
数
帯
の
帯
域
幅
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
帯
域
幅

二
　
設
備
規
則
又
は
周
波
数
割
当
計
画
に
お
い
て
移
動
し
な
い
無
線
局
の
使
用
す
る
電
波
の
周
波
数
に
応
じ
て
移

動
す
る
無
線
局
の
使
用
す
る
電
波
の
周
波
数
が
定
ま
る
と
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
移
動
す
る
無
線
局

の
周
波
数
帯
（
前
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
　
当
該
移
動
し
な
い
無
線
局
（
当
該
移
動
し
な
い
無
線
局
の
免

許
人
が
当
該
移
動
す
る
無
線
局
の
免
許
人
と
同
一
の
者
で
あ
る
場
合
に
限
る
。
）
に
係
る
指
定
周
波
数
に
応
じ

て
定
ま
る
当
該
移
動
す
る
無
線
局
（
同
等
特
定
無
線
局
区
分
に
係
る
広
域
使
用
電
波
に
該
当
す
る
当
該
指
定
周

波
数
に
係
る
指
定
周
波
数
の
電
波
を
使
用
す
る
広
域
開
設
無
線
局
（
当
該
無
線
局
の
免
許
人
が
通
信
の
相
手
方

と
す
る
移
動
し
な
い
無
線
局
の
免
許
人
と
同
一
の
者
で
あ
る
場
合
に
限
る
。
）
で
あ
つ
て
、
一
の
同
等
特
定
無

線
局
区
分
に
係
る
広
域
開
設
無
線
局
の
免
許
人
が
同
一
の
者
で
あ
る
も
の
に
限
り
、
中
継
を
行
う
も
の
を
除

く
。
）
に
係
る
指
定
周
波
数
の
占
有
周
波
数
帯
を
合
わ
せ
た
周
波
数
帯
の
帯
域
幅

（
同
等
特
定
無
線
局
区
分
の
広
域
使
用
電
波
の
算
定
に
用
い
る
区
域
）

第
五
十
一
条
の
十
の
二
の
六
　
同
等
特
定
無
線
局
区
分
の
広
域
使
用
電
波
に
該
当
す
る
指
定
周
波
数
の
電
波
を
使
用

す
る
広
域
開
設
無
線
局
に
つ
い
て
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
無
線
局
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定

め
る
区
域
と
す
る
。

一
　
法
別
表
第
六
の
五
の
項
に
掲
げ
る
無
線
局
及
び
包
括
免
許
に
係
る
特
定
無
線
局
（
次
号
に
掲
げ
る
も
の
及
び

包
括
免
許
に
係
る
特
定
無
線
局
（
法
第
二
十
七
条
の
二
第
二
号
に
掲
げ
る
無
線
局
に
限
る
。
）
を
除
く
。
）
　
全

国
の
区
域

二
　
包
括
免
許
に
係
る
特
定
無
線
局
（
法
第
二
十
七
条
の
二
第
一
号
に
掲
げ
る
無
線
局
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）

で
あ
つ
て
、
包
括
免
許
人
が
開
設
す
る
法
別
表
第
六
の
二
の
項
に
掲
げ
る
無
線
局
を
通
信
の
相
手
方
と
す
る
も

の
　
当
該
特
定
無
線
局
の
送
信
の
制
御
を
行
う
無
線
局
の
無
線
設
備
の
設
置
場
所
を
管
轄
す
る
総
合
通
信
局
長

の
管
轄
区
域
（
当
該
包
括
免
許
に
お
い
て
指
定
周
波
数
を
使
用
す
る
区
域
に
関
す
る
条
件
が
付
与
さ
れ
て
い
る

場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
区
域
）

（
基
準
無
線
局
数
）

第
五
十
一
条
の
十
の
二
の
七
　
法
第
百
三
条
の
二
第
七
項
た
だ
し
書
の
総
務
省
令
で
定
め
る
一
Ｍ
Ｈ
ｚ
当
た
り
の
特

定
無
線
局
の
数
は
、
四
十
万
局
と
す
る
。

（
新
規
免
許
開
設
局
又
は
既
存
免
許
開
設
局
の
数
の
届
出
）

第
五
十
一
条
の
十
の
二
の
八
　
法
第
百
三
条
の
二
第
八
項
の
規
定
に
よ
る
新
規
免
許
開
設
局
又
は
既
存
免
許
開
設
局

の
数
の
届
出
は
、
別
表
第
十
一
号
の
二
の
様
式
の
届
出
書
を
総
合
通
信
局
長
に
提
出
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
新
規
免
許
開
設
局
又
は
既
存
免
許
開
設
局
に
係
る
包
括
免
許
に
基
づ
く
特
定
無
線
局
の
数
）

第
五
十
一
条
の
十
の
二
の
九
　
法
第
百
三
条
の
二
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
届
出
を
し
た
場
合
で
あ
つ
て
、
当
該
届
出

に
係
る
新
規
免
許
開
設
局
又
は
既
存
免
許
開
設
局
に
係
る
包
括
免
許
に
基
づ
く
特
定
無
線
局
数
が
既
に
届
け
出
て

い
る
直
近
の
新
規
免
許
開
設
局
又
は
既
存
免
許
開
設
局
に
係
る
包
括
免
許
に
基
づ
く
特
定
無
線
局
数
（
既
に
届
け

出
て
い
る
新
規
免
許
開
設
局
の
数
又
は
既
存
免
許
開
設
局
の
数
の
届
出
が
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
同
条
第
七
項

の
届
出
に
係
る
包
括
免
許
に
基
づ
く
特
定
無
線
局
数
）
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
直
近
無
線
局
数
」
と
い
う
。
）

を
下
回
る
と
き
は
、
そ
の
下
回
る
包
括
免
許
以
外
の
包
括
免
許
に
係
る
特
定
無
線
局
数
（
直
近
無
線
局
数
か
ら
超

え
た
数
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
増
加
局
数
」
と
い
う
。
）
に
限
る
。
）
か
ら
そ
の
下
回
る
包
括
免
許
に
係
る
特

定
無
線
局
数
（
直
近
無
線
局
数
を
下
回
る
数
に
限
る
。
）
を
次
の
と
お
り
控
除
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
増
加
局
数
の
多
い
も
の
を
先
順
位
と
す
る
。

二
　
増
加
局
数
が
同
じ
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
包
括
免
許
に
基
づ
く
特
定
無
線
局
数
の
多
い
も
の
を
先
順
位
と

す
る
。

三
　
増
加
局
数
及
び
そ
の
包
括
免
許
に
基
づ
く
特
定
無
線
局
数
が
同
じ
も
の
に
つ
い
て
は
、
最
初
の
包
括
免
許
の

日
の
遅
い
も
の
を
先
順
位
と
す
る
。

（
開
設
特
定
免
許
等
不
要
局
数
の
届
出
）

第
五
十
一
条
の
十
の
三
　
法
第
百
三
条
の
二
第
十
二
項
の
規
定
に
よ
る
開
設
特
定
免
許
等
不
要
局
数
の
届
出
は
、
別

表
第
十
一
号
の
三
の
様
式
の
開
設
特
定
免
許
等
不
要
局
数
届
出
書
を
総
合
通
信
局
長
に
提
出
し
て
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

（
特
定
免
許
等
不
要
局
に
使
用
す
る
無
線
設
備
の
表
示
に
係
る
届
出
）

第
五
十
一
条
の
十
の
四
　
法
第
百
三
条
の
二
第
十
三
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
し
、

同
項
の
届
出
は
、
別
表
第
十
一
号
の
四
の
様
式
の
特
定
免
許
等
不
要
局
表
示
無
線
設
備
届
出
書
を
総
合
通
信
局
長

に
提
出
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
特
定
無
線
設
備
の
種
別

二
　
周
波
数

三
　
無
線
局
の
有
す
る
機
能

（
二
年
以
内
に
廃
止
す
る
こ
と
に
つ
い
て
総
務
大
臣
の
確
認
を
受
け
た
無
線
局
）

第
五
十
一
条
の
十
の
五
　
法
第
百
三
条
の
二
第
十
五
項
第
三
号
の
総
務
大
臣
の
確
認
を
受
け
た
無
線
局
と
は
、
法
第

二
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
無
線
局
の
廃
止
の
届
出
が
行
わ
れ
た
無
線
局
で
あ
つ
て
免
許
規
則
第
二
十
四
条
の
三
第

一
項
第
五
号
に
規
定
す
る
廃
止
す
る
年
月
日
が
当
該
届
出
を
受
理
し
た
日
以
後
最
初
に
到
来
す
る
応
当
日
か
ら
始

ま
る
二
年
の
期
間
内
で
あ
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
再
免
許
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
免
許
人
が
次
項
の
規
定

に
よ
る
申
出
を
し
た
と
き
は
、
当
該
申
出
に
お
い
て
当
該
免
許
人
が
希
望
す
る
再
免
許
の
有
効
期
間
の
満
了
の
日

が
当
該
申
出
を
受
け
た
日
以
後
最
初
に
到
来
す
る
応
当
日
又
は
当
該
無
線
局
の
免
許
の
有
効
期
間
の
満
了
の
日
の

翌
日
か
ら
始
ま
る
二
年
の
期
間
内
で
あ
る
無
線
局
と
す
る
。

２
　
再
免
許
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
免
許
人
は
、
次
に
掲
げ
る
期
間
内
に
当
該
申
請
に
係
る
無
線
局
を
廃
止
す
る

と
き
は
、
そ
の
旨
を
当
該
申
請
を
す
る
こ
と
と
さ
れ
る
総
務
大
臣
又
は
総
合
通
信
局
長
に
申
し
出
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
免
許
人
は
、
再
免
許
後
速
や
か
に
法
第
二
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
無
線
局
の
廃

止
の
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
当
該
無
線
局
の
応
当
日
か
ら
始
ま
る
二
年
の
期
間

二
　
当
該
無
線
局
の
免
許
の
有
効
期
間
の
満
了
の
日
の
翌
日
か
ら
始
ま
る
二
年
の
期
間

３
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
文
書
を
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
免
許
人
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

二
　
無
線
局
の
種
別

三
　
免
許
の
番
号

四
　
免
許
の
有
効
期
間

五
　
前
項
第
一
号
又
は
第
二
号
に
掲
げ
る
期
間
内
に
廃
止
す
る
旨

４
　
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
を
し
た
免
許
人
は
、
そ
の
申
し
出
た
期
間
を
超
え
て
再
免
許
の
申
請
を
し
て
は
な

ら
な
い
。

５
　
第
一
項
本
文
に
規
定
す
る
無
線
局
の
免
許
人
は
、
当
該
無
線
局
に
係
る
法
第
二
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
無
線
局

の
廃
止
の
届
出
を
し
た
後
に
当
該
無
線
局
を
廃
止
す
る
日
を
同
項
本
文
に
規
定
す
る
期
間
内
の
い
ず
れ
か
の
日
に

変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
日
を
当
該
届
出
を
し
た
総
務
大
臣
又
は
総
合
通
信
局
長
に
申

し
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
前
納
の
申
出
）

第
五
十
一
条
の
十
の
六
　
免
許
人
等
は
、
法
第
百
三
条
の
二
第
十
七
項
の
規
定
に
よ
り
電
波
利
用
料
を
前
納
し
よ
う

と
す
る
と
き
（
次
項
に
規
定
す
る
場
合
を
除
く
。
）
は
、
そ
の
年
の
応
当
日
の
前
日
ま
で
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項

を
記
載
し
た
書
面
を
総
合
通
信
局
長
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
無
線
局
の
免
許
等
の
年
月
日
及
び
免
許
等
の
番
号

二
　
免
許
人
等
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

三
　
無
線
局
の
種
別

四
　
前
納
に
係
る
期
間

２
　
一
の
免
許
人
等
が
複
数
の
無
線
局
を
開
設
し
て
い
る
と
き
は
、
当
該
免
許
人
等
は
、
同
一
会
計
年
度
に
納
め
る

こ
と
と
な
る
そ
れ
ぞ
れ
の
無
線
局
に
係
る
電
波
利
用
料
に
つ
い
て
、
法
第
百
三
条
の
二
第
十
七
項
の
規
定
に
よ
る

前
納
を
一
括
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
免
許
人
等
は
、
当
該
会
計
年
度
の
前
年
度

の
一
月
三
十
一
日
ま
で
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
総
合
通
信
局
長
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
無
線
局
の
免
許
等
の
年
月
日
及
び
免
許
等
の
番
号

二
　
免
許
人
等
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
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三
　
無
線
局
の
種
別

四
　
前
納
に
係
る
期
間

３
　
無
線
局
の
免
許
等
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
免
許
等
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
当
該
無
線
局
に
係
る
電
波
利

用
料
を
法
第
百
三
条
の
二
第
十
七
項
の
規
定
に
よ
り
前
納
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
免
許
等
の
申
請
に
併
せ

て
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
総
合
通
信
局
長
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
無
線
局
の
免
許
等
の
申
請
の
年
月
日

二
　
申
請
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

三
　
無
線
局
の
種
別

四
　
前
納
に
係
る
期
間

４
　
前
三
項
の
場
合
に
お
い
て
、
前
納
に
係
る
期
間
は
一
年
を
単
位
と
す
る
。
た
だ
し
、
応
当
日
か
ら
無
線
局
の
免

許
等
の
有
効
期
間
の
満
了
の
日
ま
で
の
期
間
が
一
年
に
満
た
な
い
場
合
は
そ
の
期
間
と
す
る
。

（
前
納
に
係
る
還
付
の
請
求
）

第
五
十
一
条
の
十
一
　
法
第
百
三
条
の
二
第
十
八
項
の
規
定
に
よ
る
還
付
の
請
求
は
、
別
表
第
十
二
号
の
様
式
の
還

付
請
求
書
を
総
合
通
信
局
長
に
提
出
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
延
納
の
申
請
）

第
五
十
一
条
の
十
一
の
二
　
免
許
人
は
、
法
第
百
三
条
の
二
第
十
九
項
の
規
定
に
よ
り
延
納
の
申
請
を
し
よ
う
と
す

る
と
き
は
、
毎
年
十
月
五
日
ま
で
に
別
表
第
十
二
号
の
二
の
様
式
の
申
請
書
を
総
合
通
信
局
長
に
提
出
し
て
行
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
延
納
の
申
請
の
承
認
等
）

第
五
十
一
条
の
十
一
の
二
の
二
　
総
合
通
信
局
長
は
、
前
条
の
申
請
（
次
条
に
お
い
て
「
申
請
」
と
い
う
。
）
を
行

つ
た
者
（
次
条
に
お
い
て
「
申
請
者
」
と
い
う
。
）
が
電
波
利
用
料
を
現
に
滞
納
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、
当
該

申
請
を
承
認
す
る
。

第
五
十
一
条
の
十
一
の
二
の
三
　
総
合
通
信
局
長
は
、
申
請
を
承
認
し
た
場
合
は
、
そ
の
旨
を
申
請
者
へ
通
知
す

る
。

２
　
総
合
通
信
局
長
は
、
申
請
を
承
認
し
な
い
こ
と
と
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
理
由
を
記
載
し
た
文
書
を
申
請
者
に

送
付
す
る
。

第
五
十
一
条
の
十
一
の
二
の
四
　
総
合
通
信
局
長
は
、
第
五
十
一
条
の
十
一
の
二
の
二
の
規
定
に
よ
り
延
納
を
承
認

さ
れ
た
電
波
利
用
料
が
次
条
第
二
項
に
規
定
す
る
期
限
ま
で
に
納
付
さ
れ
な
か
つ
た
と
き
に
は
第
五
十
一
条
の
十

一
の
二
の
二
の
承
認
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
第
五
十
一
条
の
十
一
の
二
の
二
の
承
認
が
取
り
消
さ
れ
た
場
合
は
、
当
該
承
認
が
取
り
消

さ
れ
た
日
か
ら
起
算
し
て
三
十
日
以
内
に
取
り
消
さ
れ
た
当
該
承
認
に
係
る
電
波
利
用
料
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

（
延
納
に
よ
る
納
付
の
期
限
等
）

第
五
十
一
条
の
十
一
の
二
の
五
　
免
許
人
は
、
第
五
十
一
条
の
十
一
の
二
の
二
の
規
定
に
よ
り
延
納
を
承
認
さ
れ
た

場
合
は
、
そ
の
納
付
す
べ
き
電
波
利
用
料
を
、
十
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
、
翌
年
の
一
月
一
日
か
ら

三
月
三
十
一
日
ま
で
、
四
月
一
日
か
ら
六
月
三
十
日
ま
で
及
び
七
月
一
日
か
ら
九
月
三
十
日
ま
で
の
各
期
に
分
け

て
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
延
納
す
る
免
許
人
は
、
そ
の
電
波
利
用
料
の
額
を
期
の
数
で
除
し
て
得
た
額
を
各
期
分
の

電
波
利
用
料
と
し
て
、
最
初
の
期
分
の
電
波
利
用
料
に
つ
い
て
は
十
一
月
一
日
ま
で
に
、
そ
の
後
の
各
期
分
の
電

波
利
用
料
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
前
の
期
の
末
日
ま
で
に
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
予
納
の
申
出
）

第
五
十
一
条
の
十
一
の
二
の
六
　
表
示
者
（
法
第
百
三
条
の
二
第
十
三
項
の
表
示
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
は
、

同
条
第
二
十
項
の
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
総
合
通

信
局
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
予
納
期
間
の
開
始
の
年
月
日

二
　
表
示
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

三
　
特
定
無
線
設
備
の
種
別

四
　
周
波
数

五
　
無
線
局
の
有
す
る
機
能
ご
と
の
表
示
を
付
す
無
線
設
備
の
見
込
数

六
　
予
納
す
る
電
波
利
用
料
の
見
込
額
（
次
項
に
お
い
て
「
予
納
額
」
と
い
う
。
）

２
　
総
合
通
信
局
長
は
、
前
項
の
申
請
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
申
請
に
係
る
予
納
額
が
特
定
周
波
数
終
了

対
策
業
務
ご
と
に
総
務
大
臣
が
定
め
る
金
額
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
承
認
す
る
も
の
と
す
る
。

３
　
総
合
通
信
局
長
は
、
第
一
項
の
申
請
に
つ
き
承
認
を
し
た
と
き
は
そ
の
旨
を
、
承
認
を
し
な
い
こ
と
と
し
た
と

き
は
そ
の
旨
を
理
由
を
付
し
た
文
書
を
も
つ
て
申
請
者
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

（
予
納
期
間
の
終
了
事
由
）

第
五
十
一
条
の
十
一
の
二
の
七
　
法
第
百
三
条
の
二
第
二
十
一
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
事
由
は
、
次
の
と
お
り
と

す
る
。

一
　
表
示
者
が
登
録
証
明
機
関
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
法
第
三
十
八
条
の
十
七
第
二
項
（
法
第
三
十
八
条
の

二
十
四
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
そ
の
登
録
が
取
り
消
さ
れ
た
と
き
。

二
　
天
災
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
表
示
を
付
す
こ
と
が
困
難
と
な
つ
た
場
合
に
お
い
て
総
務
大
臣
が
必
要
が
あ
る

と
認
め
る
と
き
。

（
表
示
を
付
し
た
無
線
設
備
の
数
の
届
出
）

第
五
十
一
条
の
十
一
の
二
の
八
　
法
第
百
三
条
の
二
第
二
十
一
項
の
規
定
に
よ
る
表
示
を
付
し
た
無
線
設
備
の
数
の

届
出
は
、
別
表
第
十
二
号
の
三
の
様
式
の
表
示
数
届
出
書
を
総
合
通
信
局
長
に
提
出
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
予
納
に
係
る
還
付
の
請
求
）

第
五
十
一
条
の
十
一
の
二
の
九
　
法
第
百
三
条
の
二
第
二
十
二
項
の
規
定
に
よ
る
還
付
の
請
求
は
、
別
表
第
十
二
号

の
四
の
様
式
の
還
付
請
求
書
を
総
合
通
信
局
長
に
提
出
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
口
座
振
替
の
申
出
等
）

第
五
十
一
条
の
十
一
の
二
の
十
　
免
許
人
等
は
、
免
許
人
等
所
属
の
無
線
局
に
係
る
電
波
利
用
料
を
法
第
百
三
条
の

二
第
二
十
三
項
に
規
定
す
る
方
法
（
以
下
「
口
座
振
替
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
納
付
し
よ
う
と
す
る
と
き
（
再
免

許
又
は
再
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
で
あ
つ
て
、
当
該
無
線
局
が
再
免
許
又
は
再
登
録
を
受
け
た
場
合
に
お

い
て
当
該
無
線
局
に
係
る
電
波
利
用
料
を
口
座
振
替
に
よ
り
納
付
し
よ
う
と
す
る
と
き
を
含
む
。
）
は
、
当
該
電

波
利
用
料
の
納
期
限
と
な
る
日
か
ら
三
十
日
前
（
法
第
百
三
条
の
二
第
二
項
前
段
に
規
定
す
る
電
波
利
用
料
に
あ

つ
て
は
、
九
月
三
十
日
）
ま
で
に
、
別
表
第
十
三
号
の
様
式
（
広
域
開
設
無
線
局
が
使
用
す
る
広
域
使
用
電
波
に

係
る
電
波
利
用
料
（
次
項
及
び
第
五
十
一
条
の
十
五
第
二
項
に
お
い
て
「
広
域
使
用
電
波
に
係
る
電
波
利
用
料
」

と
い
う
。
）
に
あ
つ
て
は
、
別
表
第
十
三
号
の
二
の
様
式
）
の
申
出
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
そ
の
旨
を

総
合
通
信
局
長
に
申
し
出
る
も
の
と
す
る
。

２
　
無
線
局
の
免
許
等
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
免
許
等
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
当
該
無
線
局
に
係
る
電
波
利

用
料
を
口
座
振
替
に
よ
り
納
付
し
よ
う
と
す
る
と
き
（
既
に
無
線
局
の
免
許
等
を
受
け
て
い
る
者
が
再
免
許
又
は

再
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
で
あ
つ
て
、
当
該
無
線
局
が
再
免
許
又
は
再
登
録
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
当

該
無
線
局
に
係
る
電
波
利
用
料
を
口
座
振
替
に
よ
り
納
付
し
よ
う
と
す
る
と
き
を
除
く
。
）
は
、
当
該
免
許
等
の

申
請
に
併
せ
て
、
別
表
第
十
四
号
の
様
式
（
広
域
使
用
電
波
に
係
る
電
波
利
用
料
に
あ
つ
て
は
、
別
表
第
十
三
号

の
二
の
様
式
）
の
申
出
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
そ
の
旨
を
総
合
通
信
局
長
に
申
し
出
る
も
の
と
す
る
。

３
　
特
定
免
許
等
不
要
局
を
開
設
し
た
者
又
は
表
示
者
は
、
そ
の
開
設
し
又
は
表
示
を
付
し
た
特
定
免
許
等
不
要
局

に
係
る
電
波
利
用
料
を
口
座
振
替
に
よ
り
納
付
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
法
第
百
三
条
の
二
第
十
二
項
又
は
第
十

三
項
の
届
出
を
行
う
日
ま
で
に
、
別
表
第
十
四
号
の
二
の
様
式
の
申
出
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
そ
の
旨

を
総
合
通
信
局
長
に
申
し
出
る
も
の
と
す
る
。

４
　
前
三
項
の
口
座
振
替
に
よ
る
納
付
を
希
望
す
る
旨
の
申
出
（
以
下
「
口
座
振
替
の
申
出
」
と
い
う
。
）
は
、
そ

の
後
に
納
期
限
が
到
来
す
る
電
波
利
用
料
（
当
該
無
線
局
が
再
免
許
又
は
再
登
録
を
受
け
た
場
合
に
お
け
る
当
該

無
線
局
に
係
る
電
波
利
用
料
を
含
む
。
第
五
十
一
条
の
十
一
の
五
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
納
付
に
つ
い
て
の
口
座

振
替
の
申
出
と
み
な
す
。
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（
口
座
振
替
の
申
出
の
承
認
等
）

第
五
十
一
条
の
十
一
の
三
　
総
合
通
信
局
長
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
な
い
場
合
に
は
口
座
振
替
の
申

出
を
承
認
す
る
。

一
　
口
座
振
替
の
申
出
を
行
つ
た
者
（
以
下
「
申
出
人
」
と
い
う
。
）
が
申
出
人
所
属
の
無
線
局
（
当
該
口
座
振

替
の
申
出
に
係
る
無
線
局
以
外
の
無
線
局
を
含
む
。
）
に
係
る
電
波
利
用
料
を
現
に
滞
納
し
て
い
る
場
合

二
　
無
線
局
の
免
許
等
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
行
う
口
座
振
替
の
申
出
で
あ
つ
て
、
第
九
条
の
規
定
に
よ
り
当

該
無
線
局
の
免
許
等
の
有
効
期
間
が
次
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
場
合

（１）
　
免
許
等
の
申
請
者
の
申
請
に
よ
り
第
七
条
か
ら
第
八
条
ま
で
に
規
定
す
る
期
間
に
満
た
な
い
一
定
の
期
間

（２）
　
周
波
数
割
当
計
画
に
よ
る
免
許
等
に
係
る
周
波
数
を
割
り
当
て
る
こ
と
が
可
能
な
期
間
が
第
七
条
か
ら
第

八
条
ま
で
に
規
定
す
る
期
間
に
満
た
な
い
期
間

三
　
申
出
に
係
る
電
波
利
用
料
の
納
付
に
つ
い
て
前
納
の
申
出
が
さ
れ
て
い
る
場
合

四
　
申
出
に
係
る
電
波
利
用
料
の
納
付
に
つ
い
て
予
納
の
申
出
が
さ
れ
て
い
る
場
合

第
五
十
一
条
の
十
一
の
四
　
総
合
通
信
局
長
は
、
口
座
振
替
の
申
出
を
承
認
し
た
場
合
は
、
そ
の
旨
を
申
出
人
に
通

知
す
る
。

２
　
総
合
通
信
局
長
は
、
口
座
振
替
の
申
出
を
承
認
し
な
い
こ
と
と
し
た
場
合
は
、
そ
の
理
由
を
記
載
し
た
文
書
を

申
出
人
に
送
付
す
る
。

第
五
十
一
条
の
十
一
の
五
　
口
座
振
替
に
よ
る
電
波
利
用
料
の
納
付
を
行
つ
た
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
者
が
、
そ

の
後
に
納
期
限
が
到
来
す
る
電
波
利
用
料
に
つ
い
て
口
座
振
替
に
よ
る
納
付
を
行
わ
な
い
こ
と
と
し
よ
う
と
す
る

と
き
は
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
出
書
を
、
総
合
通
信
局
長
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
免
許
人
等

（
１
）
　
無
線
局
の
免
許
等
の
年
月
日
及
び
免
許
等
の
番
号

（
２
）
　
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

（
３
）
　
無
線
局
の
種
別

二
　
特
定
免
許
等
不
要
局
を
開
設
し
た

者
又
は
表
示
者

（
１
）
　
無
線
局
の
区
分
（
表
示
者
に
あ
つ
て
は
、
特
定
無
線
設
備
の
種
別
）

（
２
）
　
周
波
数

（
３
）
　
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

（
４
）
　
無
線
局
の
有
す
る
機
能

第
五
十
一
条
の
十
一
の
六
　
総
合
通
信
局
長
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
は
口
座
振
替
の
申
出
の
承
認
を
取
り
消
す
こ

と
が
で
き
る
。

一
　
承
認
に
係
る
電
波
利
用
料
が
法
第
百
三
条
の
二
第
二
十
四
項
に
規
定
す
る
期
限
ま
で
に
納
付
さ
れ
な
か
つ
た

と
き
。

二
　
承
認
に
係
る
電
波
利
用
料
の
納
付
に
つ
い
て
前
納
の
申
出
が
さ
れ
た
と
き
。

三
　
承
認
に
係
る
電
波
利
用
料
の
納
付
に
つ
い
て
予
納
の
申
出
が
さ
れ
た
と
き
。

（
口
座
振
替
に
よ
る
納
付
の
期
限
）

第
五
十
一
条
の
十
一
の
七
　
法
第
百
三
条
の
二
第
二
十
四
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
日
は
、
同
条
第
二
十
三
項
の
金

融
機
関
に
お
い
て
、
当
該
電
波
利
用
料
の
納
付
に
関
し
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
電
磁
的
方
法
に
よ
り
記
録
さ
れ
た

も
の
（
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。
）
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
日
又
は
必
要

な
事
項
を
記
載
し
た
書
類
が
到
達
し
た
日
か
ら
四
取
引
日
を
経
過
し
た
最
初
の
取
引
日
と
す
る
。

２
　
前
項
に
規
定
す
る
取
引
日
と
は
、
当
該
金
融
機
関
の
休
日
以
外
の
日
を
い
う
。

（
納
付
の
督
促
）

第
五
十
一
条
の
十
二
　
法
第
百
三
条
の
二
第
二
十
五
項
の
規
定
に
よ
る
電
波
利
用
料
の
納
付
の
督
促
は
、
別
表
第
十

五
号
の
様
式
の
督
促
状
を
送
達
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
証
明
書
の
携
帯
）

第
五
十
一
条
の
十
三
　
法
第
百
三
条
の
二
第
二
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
滞
納
処
分
を
行
う
職
員
は
、
そ
の
身
分
を
示

す
証
明
書
を
携
帯
し
、
か
つ
、
関
係
者
の
請
求
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
証
明
書
の
様
式
は
、
別
表
第
十
六
号
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（
延
滞
金
の
免
除
）

第
五
十
一
条
の
十
四
　
法
第
百
三
条
の
二
第
二
十
七
項
た
だ
し
書
の
総
務
省
令
で
定
め
る
と
き
は
、
次
の
と
お
り
と

す
る
。

一
　
督
促
に
係
る
電
波
利
用
料
の
額
が
千
円
未
満
で
あ
る
と
き
。

二
　
法
第
百
三
条
の
二
第
二
十
七
項
本
文
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た
延
滞
金
の
額
が
百
円
未
満
で
あ
る
と
き
。

第
二
節
の
六
　
混
信
等
の
許
容
の
申
出

第
五
十
一
条
の
十
四
の
二
　
免
許
人
等
は
、
他
の
無
線
局
か
ら
の
混
信
そ
の
他
の
妨
害
を
許
容
す
る
こ
と
が
で
き
る

場
合
に
は
、
そ
の
旨
を
総
務
大
臣
に
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
節
　
権
限
の
委
任

（
権
限
の
委
任
）

第
五
十
一
条
の
十
五
　
法
に
規
定
す
る
総
務
大
臣
の
権
限
で
次
に
掲
げ
る
も
の
は
、
所
轄
総
合
通
信
局
長
（
沖
縄
総

合
通
信
事
務
所
長
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
に
委
任
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
号
の
二
の
三
、
第
三
号
、
第
五
号
の

二
及
び
第
六
号
の
二
に
掲
げ
る
権
限
は
、
総
務
大
臣
が
自
ら
行
う
こ
と
が
あ
る
。

一
　
法
第
四
条
、
第
五
条
（
第
四
項
を
除
く
。
）
、
第
六
条
第
一
項
、
第
七
条
か
ら
第
十
二
条
ま
で
、
第
十
四
条
第

一
項
、
第
十
五
条
、
第
十
七
条
か
ら
第
十
九
条
ま
で
、
第
二
十
条
第
二
項
か
ら
第
六
項
ま
で
、
第
九
項
及
び
第

十
項
、
第
二
十
一
条
、
第
二
十
二
条
、
第
二
十
四
条
、
第
二
十
七
条
第
一
項
、
第
二
十
七
条
の
三
第
一
項
、
第

二
十
七
条
の
四
、
第
二
十
七
条
の
五
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
二
十
七
条
の
六
、
第
二
十
七
条
の
八
、
第
二
十

七
条
の
九
、
第
二
十
七
条
の
十
第
一
項
、
第
二
十
七
条
の
二
十
一
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
二
十
七
条
の
二
十

二
か
ら
第
二
十
七
条
の
二
十
五
ま
で
、
第
二
十
七
条
の
二
十
六
（
第
三
項
を
除
く
。
）
、
第
二
十
七
条
の
二
十
七

第
二
項
、
第
二
十
七
条
の
二
十
八
、
第
二
十
七
条
の
二
十
九
第
一
項
、
第
二
十
七
条
の
三
十
、
第
二
十
七
条
の

三
十
一
、
第
二
十
七
条
の
三
十
二
第
二
項
、
第
二
十
七
条
の
三
十
三
（
第
三
項
を
除
く
。
）
、
第
二
十
七
条
の
三

十
四
、
第
二
十
七
条
の
三
十
五
、
第
三
十
九
条
第
四
項
（
法
第
五
十
一
条
（
法
第
七
十
条
の
九
第
三
項
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
七
十
条
の
九
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
七
十
条

の
七
第
二
項
（
法
第
七
十
条
の
八
第
二
項
及
び
第
七
十
条
の
九
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、

第
七
十
五
条
、
第
七
十
六
条
第
一
項
（
法
第
七
十
条
の
七
第
四
項
、
第
七
十
条
の
八
第
三
項
及
び
第
七
十
条
の

九
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
二
項
、
第
三
項
（
法
第
七
十
条
の
七
第
四
項
及
び
第
七
十

条
の
九
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
六
項
並
び
に
第
八
十
条
の
規
定
に
基
づ
く
総
務

大
臣
の
権
限
で
あ
つ
て
、
次
の
無
線
局
（
法
第
五
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
の
開
設
に
係
る
も
の
を
除

く
。
）
に
関
す
る
も
の

（１）
　
固
定
局
、
地
上
一
般
放
送
局
（
エ
リ
ア
放
送
を
行
う
も
の
に
限
る
。
）
、
陸
上
局
、
移
動
局
、
無
線
測
位

局
、
Ｖ
Ｓ
Ａ
Ｔ
地
球
局
、
船
舶
地
球
局
、
航
空
機
地
球
局
、
携
帯
移
動
地
球
局
、
非
常
局
、
ア
マ
チ
ュ
ア

局
、
簡
易
無
線
局
、
構
内
無
線
局
、
気
象
援
助
局
、
標
準
周
波
数
局
及
び
特
別
業
務
の
局

（２）
　
（
１
）
に
掲
げ
る
無
線
局
（
ア
マ
チ
ュ
ア
局
を
除
く
。
）
の
行
う
無
線
通
信
業
務
に
係
る
実
用
化
試
験
局

一
の
二
　
法
第
四
条
の
二
第
二
項
（
同
項
の
規
定
に
よ
る
技
術
基
準
の
指
定
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
、
第
四
項
及

び
第
六
項
並
び
に
法
第
四
条
の
二
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
八
条
の
二
十
及
び
第
三
十
八
条
の
二

十
一
第
一
項
に
基
づ
く
総
務
大
臣
の
権
限

二
　
法
第
十
七
条
（
無
線
設
備
の
設
置
場
所
の
変
更
及
び
無
線
設
備
の
変
更
の
工
事
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
及

び
第
十
八
条
の
規
定
に
基
づ
く
総
務
大
臣
の
権
限
で
あ
つ
て
、
第
一
号
に
掲
げ
る
無
線
局
以
外
の
無
線
局
（
法

第
五
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
の
開
設
す
る
も
の
及
び
基
幹
放
送
局
を
除
く
。
）
に
関
す
る
も
の

二
の
二
　
法
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
四
項
、
第
二
十
四
条
の
二
の
二
第
一
項
、
第
二
十
四
条

の
三
、
第
二
十
四
条
の
四
第
一
項
、
第
二
十
四
条
の
五
第
一
項
、
第
二
十
四
条
の
六
第
二
項
、
第
二
十
四
条
の

七
、
第
二
十
四
条
の
八
第
一
項
、
第
二
十
四
条
の
九
第
一
項
、
第
二
十
四
条
の
十
並
び
に
第
二
十
四
条
の
十
一

の
規
定
に
基
づ
く
総
務
大
臣
の
権
限

二
の
二
の
二
　
法
第
二
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
混
信
又
は
ふ
く
そ
う
に
関
す
る
調
査
に
係
る
総
務
大
臣

の
権
限

二
の
二
の
三
　
法
第
二
十
六
条
の
二
並
び
に
第
二
十
六
条
の
三
第
六
項
及
び
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
く
総
務
大
臣

の
権
限

二
の
三
　
法
第
四
十
一
条
第
一
項
、
第
四
十
二
条
及
び
第
四
十
五
条
の
規
定
に
基
づ
く
総
務
大
臣
の
権
限
で
あ
つ

て
、
第
一
級
海
上
特
殊
無
線
技
士
、
第
二
級
海
上
特
殊
無
線
技
士
、
第
三
級
海
上
特
殊
無
線
技
士
、
レ
ー
ダ
ー
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級
海
上
特
殊
無
線
技
士
、
航
空
特
殊
無
線
技
士
、
第
一
級
陸
上
特
殊
無
線
技
士
、
第
二
級
陸
上
特
殊
無
線
技

士
、
第
三
級
陸
上
特
殊
無
線
技
士
、
国
内
電
信
級
陸
上
特
殊
無
線
技
士
、
第
三
級
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
技
士
及
び

第
四
級
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
技
士
の
資
格
に
関
す
る
も
の
（
法
第
四
十
五
条
の
規
定
に
基
づ
く
も
の
の
う
ち
、
法

第
四
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
総
務
大
臣
が
同
項
に
規
定
す
る
指
定
試
験
機
関
（
以
下
「
指
定
試
験
機

関
」
と
い
う
。
）
に
同
項
に
規
定
す
る
試
験
事
務
（
以
下
「
試
験
事
務
」
と
い
う
。
）
を
行
わ
せ
る
こ
と
と
し
た

場
合
の
当
該
試
験
事
務
に
係
る
無
線
従
事
者
国
家
試
験
に
関
す
る
も
の
を
除
く
。
）

二
の
四
　
法
第
四
十
一
条
第
二
項
第
二
号
、
第
四
十
八
条
第
一
項
及
び
第
七
十
九
条
第
一
項
（
免
許
の
取
消
し
に

係
る
部
分
を
除
く
。
）
の
規
定
に
基
づ
く
総
務
大
臣
の
権
限

二
の
五
　
法
第
四
十
八
条
の
二
第
二
項
第
二
号
、
第
四
十
八
条
の
三
第
一
号
、
第
七
十
九
条
第
二
項
に
お
い
て
準

用
す
る
同
条
第
一
項
（
船
舶
局
無
線
従
事
者
証
明
の
取
消
し
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
、
第
七
十
九
条
の
二
第
一

項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
八
十
一
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
く
総
務
大
臣
の
権
限

三
　
法
第
七
十
一
条
の
五
、
第
七
十
二
条
、
第
七
十
三
条
（
第
七
項
を
除
く
。
）
、
第
八
十
一
条
（
法
第
七
十
条
の

七
第
四
項
、
第
七
十
条
の
八
第
三
項
及
び
第
七
十
条
の
九
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び

第
八
十
二
条
（
法
第
百
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
基
づ
く
総
務
大
臣
の
権
限

四
　
法
第
百
条
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
四
項
並
び
に
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
四
条
第
一
項
、

第
十
七
条
、
第
二
十
一
条
、
第
二
十
二
条
、
第
二
十
四
条
、
第
七
十
一
条
の
五
、
第
七
十
二
条
、
第
七
十
三
条

第
五
項
、
第
七
十
六
条
第
一
項
及
び
第
八
十
一
条
の
規
定
に
基
づ
く
総
務
大
臣
の
権
限

五
　
法
第
百
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
受
理
す
る
総
務
大
臣
の
権
限

五
の
二
　
法
第
百
三
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
総
務
大
臣
の
権
限

六
　
法
第
百
三
条
の
二
第
五
項
か
ら
第
八
項
ま
で
、
第
十
二
項
、
第
十
三
項
、
第
十
五
項
第
三
号
、
第
十
九
項
か

ら
第
二
十
一
項
ま
で
、
第
二
十
三
項
及
び
第
二
十
六
項
の
規
定
に
基
づ
く
総
務
大
臣
の
権
限

七
　
法
第
百
三
条
の
六
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
総
務
大
臣
の
権
限

八
　
手
数
料
令
第
二
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
総
務
大
臣
の
権
限

２
　
前
項
の
所
轄
総
合
通
信
局
長
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
従
い
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る

場
所
を
管
轄
す
る
総
合
通
信
局
長
と
す
る
。

一
　
船
舶
の
無
線
局
及
び
船
舶
地
球
局

そ
の
船
舶
の
主
た
る
停
泊
港
の
所
在
地

二
　
航
空
機
の
無
線
局
及
び
航
空
機
地
球
局
そ
の
航
空
機
の
定
置
場
の
所
在
地

三
　
宇
宙
局
並
び
に
包
括
免
許
に
係
る
特
定

無
線
局
で
あ
つ
て
、
そ
の
通
信
の
相
手
方
が

人
工
衛
星
局
で
あ
る
も
の
及
び
包
括
免
許
に

係
る
特
定
無
線
局
と
通
信
の
相
手
方
を
同
じ

く
す
る
外
国
の
無
線
局

申
請
者
又
は
免
許
人
の
住
所

三
の
二
　
Ｖ
Ｓ
Ａ
Ｔ
地
球
局
（
三
の
項
に
掲

げ
る
特
定
無
線
局
を
除
く
。
）

当
該
Ｖ
Ｓ
Ａ
Ｔ
地
球
局
の
送
信
の
制
御
を
行
う
Ｖ
Ｓ
Ａ
Ｔ
制
御
地
球
局

の
無
線
設
備
の
設
置
場
所

三
の
三
　
包
括
免
許
に
係
る
特
定
無
線
局

（
法
第
二
十
七
条
の
二
第
一
号
に
掲
げ
る
無

線
局
に
係
る
も
の
に
限
り
、
三
の
項
に
掲
げ

る
特
定
無
線
局
を
除
く
。
）
（
十
四
の
項
に
掲

げ
る
事
項
を
除
く
。
）

当
該
特
定
無
線
局
の
送
信
の
制
御
を
行
う
主
た
る
無
線
局
の
無
線
設
備

の
設
置
場
所

三
の
四
　
包
括
免
許
に
係
る
特
定
無
線
局

（
法
第
二
十
七
条
の
二
第
二
号
に
掲
げ
る
無

線
局
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）

当
該
特
定
無
線
局
の
無
線
設
備
の
設
置
場
所
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
区

域

三
の
五
　
法
第
二
十
七
条
の
三
十
二
第
一
項

の
規
定
に
よ
る
登
録
に
係
る
無
線
局
（
三
の

六
の
項
に
掲
げ
る
無
線
局
を
除
く
。
）

申
請
者
又
は
登
録
人
の
住
所
（
法
第
二
十
七
条
の
二
十
九
第
一
項
、
第

二
十
七
条
の
三
十
四
及
び
第
二
十
七
条
の
三
十
五
並
び
に
法
第
七
十
条

の
七
第
二
項
（
法
第
七
十
条
の
九
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。
）
に
規
定
す
る
届
出
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
無
線
設
備
の
設
置
場
所

（
移
動
す
る
無
線
局
に
あ
つ
て
は
、
常
置
場
所
）
）

三
の
六
　
法
第
二
十
七
条
の
三
十
二
第
一
項

の
規
定
に
よ
る
登
録
に
係
る
無
線
局
（
第
十

六
条
第
一
号
に
掲
げ
る
無
線
局
に
限
る
。
）

そ
の
無
線
設
備
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
区
域
（
法
第
二
十
七
条
の
二
十

九
第
一
項
、
第
二
十
七
条
の
三
十
四
及
び
第
二
十
七
条
の
三
十
五
並
び

に
法
第
七
十
条
の
七
第
二
項
（
法
第
七
十
条
の
九
第
二
項
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
届
出
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
無
線
設

備
の
設
置
場
所
）

三
の
七
　
法
第
四
条
の
二
第
二
項
、
第
四
項

及
び
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
に
関
す
る

事
項

当
該
届
出
を
行
う
者
の
住
所

三
の
八
　
法
第
四
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に

よ
る
届
出
に
係
る
無
線
局
及
び
無
線
設
備

（
三
の
七
の
項
に
掲
げ
る
事
項
を
除
く
。
）

当
該
無
線
局
の
無
線
設
備
の
設
置
場
所
。
た
だ
し
、
当
該
届
出
を
行
っ

た
者
の
住
所
と
す
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

四
　
移
動
す
る
無
線
局
（
一
の
項
か
ら
三
の

三
の
項
ま
で
、
三
の
五
、
三
の
七
及
び
三
の

八
の
項
に
掲
げ
る
無
線
局
を
除
く
。
）
（
十
二

の
項
に
掲
げ
る
事
項
を
除
く
。
）

そ
の
無
線
設
備
の
常
置
場
所
（
常
置
場
所
を
船
舶
又
は
航
空
機
と
す
る

無
線
局
に
あ
つ
て
は
、
当
該
船
舶
の
主
た
る
停
泊
港
又
は
当
該
航
空
機

の
定
置
場
の
所
在
地
）

五
　
移
動
し
な
い
無
線
局
（
三
の
四
の
項
か

ら
三
の
八
の
項
ま
で
に
掲
げ
る
無
線
局
を
除

く
。
）
（
十
二
の
項
に
掲
げ
る
事
項
を
除
く
。
）

そ
の
送
信
所
（
通
信
所
又
は
演
奏
所
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
通
信
所
又

は
演
奏
所
）
の
所
在
地

五
の
二
　
登
録
検
査
等
事
業
者
に
関
す
る

事
項

登
録
検
査
等
事
業
の
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
若
し
く
は
登
録
検
査

等
事
業
者
の
住
所
又
は
こ
れ
ら
の
者
が
検
査
若
し
く
は
点
検
の
事
業
を

行
う
事
務
所
の
所
在
地

五
の
三
　
法
第
二
十
五
条
第
二
項
に
規
定
す

る
混
信
又
は
ふ
く
そ
う
に
関
す
る
調
査
に
係

る
無
線
局
に
関
す
る
情
報
の
提
供
に
関
す
る

事
項

請
求
者
が
開
設
又
は
変
更
し
よ
う
と
す
る
無
線
局
の
送
信
所
の
所
在
地

（
人
工
衛
星
の
無
線
局
に
あ
つ
て
は
請
求
者
の
住
所
、
移
動
す
る
無
線
局

に
あ
つ
て
は
常
置
場
所
）

五
の
四
　
法
第
二
十
六
条
の
二
に
規
定
す
る

電
波
の
利
用
状
況
の
調
査
及
び
法
第
二
十
六

条
の
三
に
規
定
す
る
電
波
の
有
効
利
用
の
程

度
の
評
価
等
に
関
す
る
事
項

一
の
項
か
ら
五
の
項
ま
で
の
上
欄
に
掲
げ
る
無
線
局
の
区
分
に
従
い
そ

れ
ぞ
れ
下
欄
に
掲
げ
る
場
所

六
　
無
線
従
事
者
の
免
許
に
関
す
る
事
項

合
格
し
た
法
第
四
十
一
条
第
二
項
第
一
号
の
国
家
試
験
（
そ
の
免
許
に

係
る
も
の
に
限
る
。
）
の
受
験
地
（
法
附
則
第
五
項
又
は
第
六
項
の
規
定

に
よ
り
無
線
従
事
者
の
免
許
を
受
け
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
者
で
あ
つ

て
、
昭
和
三
十
年
六
月
一
日
に
免
許
の
更
新
を
受
け
た
も
の
の
当
該
免

許
に
つ
い
て
は
、
同
日
に
お
け
る
本
籍
地
）
、
修
了
し
た
法
第
四
十
一
条

第
二
項
第
二
号
の
養
成
課
程
の
主
た
る
実
施
の
場
所
（
そ
の
場
所
が
外

国
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
養
成
課
程
を
実
施
し
た
者
の
主
た
る
事

務
所
の
所
在
地
。
七
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
同
条
第
二
項
第
三
号
の

無
線
通
信
に
関
す
る
科
目
を
修
め
て
卒
業
し
た
同
号
の
学
校
（
当
該
科

目
を
修
め
て
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
八

十
七
条
の
二
に
規
定
す
る
前
期
課
程
を
修
了
し
た
専
門
職
大
学
を
含
む

。
）
の
所
在
地
又
は
修
了
し
た
従
事
者
規
則
第
三
十
三
条
に
規
定
す
る
認

定
講
習
課
程
の
主
た
る
実
施
の
場
所
。
た
だ
し
、
申
請
者
の
住
所
と
す

る
こ
と
を
妨
げ
な
い
。
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七
　
法
第
四
十
一
条
第
二
項
第
二
号
の
無
線

従
事
者
の
養
成
課
程

そ
の
養
成
課
程
の
主
た
る
実
施
の
場
所

八
　
無
線
従
事
者
国
家
試
験
に
関
す
る
事
項
そ
の
無
線
従
事
者
国
家
試
験
の
施
行
地

八
の
二
　
船
舶
局
無
線
従
事
者
証
明
に
関
す

る
事
項
（
次
の
項
に
掲
げ
る
事
項
を
除
く
。
）

そ
の
船
舶
局
無
線
従
事
者
証
明
に
関
す
る
無
線
従
事
者
資
格
の
免
許
に

係
る
六
の
項
の
下
欄
に
掲
げ
る
場
所

八
の
三
　
法
第
四
十
八
条
の
二
第
二
項
第
二

号
及
び
第
四
十
八
条
の
三
第
一
号
に
規
定
す

る
訓
練
の
課
程
に
関
す
る
事
項

そ
の
訓
練
の
主
た
る
実
施
の
場
所
（
そ
の
場
所
が
外
国
の
場
合
に
あ
つ

て
は
、
当
該
訓
練
を
実
施
し
た
者
の
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
）

九
　
無
線
従
事
者
又
は
船
舶
局
無
線
従
事
者

証
明
を
受
け
た
者
の
業
務
の
従
事
の
停
止

そ
の
無
線
従
事
者
又
は
そ
の
船
舶
局
無
線
従
事
者
証
明
を
受
け
た
者
の

住
所
又
は
居
所
（
現
に
免
許
を
受
け
て
い
る
無
線
局
の
無
線
設
備
の
操

作
に
係
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
無
線
局
に
つ
き
一
の
項
か
ら
四

の
項
ま
で
の
上
欄
に
掲
げ
る
無
線
局
の
区
分
に
従
い
そ
れ
ぞ
れ
下
欄
に

掲
げ
る
場
所
）

十
　
高
周
波
利
用
設
備

そ
の
主
装
置
の
設
置
場
所
又
は
常
置
場
所

十
一
　
法
第
百
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
建

造
物
又
は
工
作
物

そ
の
主
た
る
も
の
の
施
工
地

十
二
　
特
定
免
許
等
不
要
局
の
電
波
利
用
料

に
関
す
る
事
項

特
定
免
許
等
不
要
局
を
開
設
し
た
者
又
は
表
示
者
の
住
所

十
三
　
広
域
使
用
電
波
に
係
る
電
波
利
用
料

の
徴
収
に
関
す
る
事
項

そ
の
広
域
使
用
電
波
を
使
用
す
る
区
域
（
当
該
区
域
が
法
別
表
第
七
の

十
二
の
項
、
十
三
の
項
又
は
十
四
の
項
に
掲
げ
る
区
域
で
あ
る
場
合
は
、

当
該
広
域
使
用
電
波
を
使
用
す
る
広
域
開
設
無
線
局
の
免
許
人
又
は
法

第
百
三
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
広
域
使
用
電
波
を
最
初
に

使
用
す
る
特
定
基
地
局
の
免
許
を
受
け
た
免
許
人
と
み
な
さ
れ
る
認
定

開
設
者
の
住
所
）

十
四
　
法
第
百
三
条
の
二
第
七
項
及
び
第
八

項
に
規
定
す
る
電
波
利
用
料
に
関
す
る
事
項

そ
の
広
域
使
用
電
波
を
使
用
す
る
区
域
（
当
該
区
域
が
法
別
表
第
七
の

一
の
項
か
ら
十
三
の
項
ま
で
、
十
五
の
項
若
し
く
は
十
六
の
項
に
掲
げ

る
区
域
の
う
ち
、
複
数
の
区
域
を
使
用
す
る
場
合
又
は
法
別
表
第
七
の

十
二
の
項
、
十
三
の
項
若
し
く
は
十
四
の
項
に
掲
げ
る
区
域
で
あ
る
場

合
は
、
そ
の
当
該
広
域
使
用
電
波
を
使
用
す
る
広
域
開
設
無
線
局
の
免

許
人
の
住
所
）

３
　
無
線
局
の
送
信
装
置
の
あ
る
場
所
が
前
項
の
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
場
所
と
異
な
る
場
合
に
お
い
て
、
同
項
に
規

定
す
る
総
合
通
信
局
長
が
当
該
無
線
局
の
検
査
を
行
な
う
こ
と
が
著
し
く
不
適
当
で
あ
る
と
き
は
、
第
一
項
第
一

号
、
第
二
号
、
第
三
号
又
は
第
六
号
に
掲
げ
る
総
務
大
臣
の
権
限
（
無
線
局
の
検
査
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
が

委
任
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
所
轄
総
合
通
信
局
長
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
無
線
局
の
送
信
装
置
の

あ
る
場
所
を
管
轄
す
る
総
合
通
信
局
長
と
す
る
。

４
　
法
第
四
条
の
二
第
二
項
、
第
四
項
及
び
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
行
う
者
又
は
無
線
従
事
者
の
免
許
を
受

け
よ
う
と
す
る
者
の
住
所
が
本
邦
内
に
な
い
場
合
に
お
け
る
第
一
項
の
所
轄
総
合
通
信
局
長
は
、
第
二
項
の
規
定

に
か
か
わ
ら
ず
、
関
東
総
合
通
信
局
長
と
す
る
。

５
　
ア
マ
チ
ュ
ア
局
（
人
工
衛
星
に
開
設
す
る
ア
マ
チ
ュ
ア
局
及
び
人
工
衛
星
に
開
設
す
る
ア
マ
チ
ュ
ア
局
の
無
線

設
備
を
遠
隔
操
作
す
る
ア
マ
チ
ュ
ア
局
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
係
る
申
請
に
つ
い
て
、
申

請
に
係
る
無
線
局
に
関
す
る
第
二
項
の
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
場
所
と
申
請
に
係
る
無
線
従
事
者
の
免
許
に
関
す
る

同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
場
所
と
が
異
な
る
場
合
で
あ
つ
て
、
当
該
申
請
が
こ
れ
ら
の
い
ず
れ
か
の
場
所
を
管
轄
す

る
総
合
通
信
局
長
に
同
時
に
提
出
さ
れ
る
と
き
に
お
け
る
第
一
項
の
所
轄
総
合
通
信
局
長
は
、
第
二
項
の
規
定
に

か
か
わ
ら
ず
、
当
該
ア
マ
チ
ュ
ア
局
の
無
線
設
備
の
常
置
場
所
（
常
置
場
所
を
船
舶
又
は
航
空
機
と
す
る
無
線
局

に
あ
つ
て
は
、
当
該
船
舶
の
主
た
る
停
泊
港
又
は
当
該
航
空
機
の
定
置
場
の
所
在
地
）
又
は
当
該
ア
マ
チ
ュ
ア
局

の
送
信
所
（
通
信
所
又
は
演
奏
所
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
通
信
所
又
は
演
奏
所
）
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
総
合
通

信
局
長
と
す
る
。

６
　
法
第
二
十
四
条
の
十
三
第
一
項
、
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
四
条
の
二
第
二
項
及
び
第
四

項
、
第
二
十
四
条
の
三
、
第
二
十
四
条
の
四
第
一
項
、
第
二
十
四
条
の
五
第
一
項
、
第
二
十
四
条
の
六
第
二
項
、

第
二
十
四
条
の
七
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
二
十
四
条
の
八
第
一
項
、
第
二
十
四
条
の
九
第
一
項
及
び
第
二
十
四

条
の
十
一
並
び
に
第
二
十
四
条
の
十
三
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
く
総
務
大
臣
の
権
限
は
、
関
東
総
合
通
信
局
長
に

委
任
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
権
限
は
、
総
務
大
臣
が
自
ら
行
う
こ
と
が
あ
る
。

第
四
節
　
提
出
書
類

（
書
類
の
提
出
）

第
五
十
二
条
　
法
及
び
法
の
規
定
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
に
よ
り
総
務
大
臣
に
提
出
す
る
書
類
で
あ
つ
て
、
次
の
表

の
上
欄
に
掲
げ
る
も
の
に
関
す
る
も
の
は
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
場
所
を
管
轄
す
る
総
合
通
信
局
長
を
、
そ
の
他

の
も
の
（
法
第
二
十
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
終
了
促
進
措
置
に
係
る
無
線
局
に
関
す
る
情
報
の
提
供
に
関
す
る

も
の
、
法
第
二
十
七
条
の
十
三
第
一
項
に
規
定
す
る
開
設
指
針
の
制
定
の
申
出
に
関
す
る
も
の
、
法
第
二
十
七
条

の
十
四
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
基
地
局
の
開
設
計
画
の
認
定
に
関
す
る
も
の
、
無
線
設
備
の
機
器
の
型
式
検
定

に
関
す
る
も
の
、
法
第
三
十
八
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
無
線
設
備
の
技
術
基
準
の
策
定
等
の
申
出
（
法
第
百

条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
関
す
る
も
の
並
び
に
法
第
三
十
八

条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
登
録
証
明
機
関
、
法
第
三
十
八
条
の
三
十
一
第
二
項
に
規
定
す
る
承
認
証
明
機
関
、

法
第
三
十
九
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
講
習
機
関
、
法
第
四
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
試
験
機

関
、
法
第
七
十
一
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
周
波
数
変
更
対
策
機
関
、
法
第
七
十
一
条
の
三
の
二
第
一
項

に
規
定
す
る
登
録
周
波
数
終
了
対
策
機
関
、
法
第
百
二
条
の
十
七
第
一
項
に
規
定
す
る
セ
ン
タ
ー
及
び
法
第
百
二

条
の
十
八
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
較
正
機
関
に
関
す
る
も
の
を
除
く
。
）
は
前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
所
轄
総

合
通
信
局
長
（
以
下
「
所
轄
総
合
通
信
局
長
」
と
い
う
。
）
を
経
由
し
て
総
務
大
臣
に
提
出
す
る
も
の
と
し
、
法

及
び
法
の
規
定
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
に
よ
り
総
合
通
信
局
長
に
提
出
す
る
書
類
は
、
所
轄
総
合
通
信
局
長
に
提

出
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
法
第
四
条
の
三
の
規
定
に
基
づ
く
呼
出
符
号
又
は
呼
出
名
称
の
指
定
の
申
請
に

関
す
る
書
類
及
び
法
第
八
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
審
査
請
求
書
は
、
総
務
大
臣
に
直
接
提
出
す
る
こ
と
を
妨

げ
な
い
。

一
　
法
第
四
条
の
三
に
規
定
す
る
呼
出
符
号
又
は
呼
出
名
称
の
指
定

申
請
者
の
住
所

二
　
従
事
者
規
則
第
二
章
第
四
節
に
規
定
す
る
学
校
等
の
認
定

そ
の
学
校
等
の
本
部
（
当
該
認
定
が
そ
の
学

校
等
の
特
定
の
学
部
又
は
学
科
に
係
る
も
の

で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
学
部
又
は
学
科
）
の

所
在
地

二
の
二
　
従
事
者
規
則
第
三
章
の
二
に
規
定
す
る
履
修
内
容
の
確
認

そ
の
学
校
の
本
部
（
当
該
確
認
が
そ
の
学
校

の
特
定
の
学
部
又
は
学
科
に
係
る
も
の
で
あ

る
と
き
は
、
そ
の
学
部
又
は
学
科
）
の
所
在

地

二
の
三
　
従
事
者
規
則
第
四
章
に
規
定
す
る
講
習
課
程
の
認
定
及
び

実
施
結
果
の
報
告

そ
の
講
習
課
程
の
主
た
る
実
施
の
場
所

二
の
四
　
従
事
者
規
則
第
七
十
三
条
に
規
定
す
る
主
任
講
習

申
請
者
の
住
所

二
の
五
　
従
事
者
規
則
第
八
十
一
条
に
規
定
す
る
講
習
の
実
施
結
果

の
報
告

そ
の
講
習
を
実
施
し
た
事
務
所
の
所
在
地

二
の
六
　
従
事
者
規
則
第
九
十
三
条
に
規
定
す
る
試
験
事
務
の
実
施

結
果
の
報
告
及
び
従
事
者
規
則
第
九
十
四
条
に
規
定
す
る
受
験
停
止

等
の
処
分
の
報
告

そ
の
試
験
事
務
を
実
施
し
た
事
務
所
の
所
在

地

三
　
法
第
五
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
に
係
る
受
信
設
備

そ
の
受
信
設
備
の
設
置
場
所

三
の
二
　
法
第
七
十
条
の
五
の
二
に
規
定
す
る
無
線
設
備
等
保
守
規

程
の
認
定
、
変
更
の
認
定
、
変
更
の
届
出
及
び
無
線
設
備
等
の
点
検

そ
の
他
の
保
守
の
実
施
状
況
の
報
告

そ
の
航
空
機
局
又
は
航
空
機
地
球
局
が
設
置

さ
れ
る
航
空
機
の
定
置
場
の
所
在
地
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四
　
第
四
十
四
条
第
一
項
第
二
号
、
同
条
第
二
項
及
び
第
四
十
五
条

第
三
号
に
規
定
す
る
高
周
波
利
用
設
備
の
型
式
の
指
定
並
び
に
確
認

そ
の
高
周
波
利
用
設
備
の
製
造
業
者
等
の
住

所

２
　
法
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
書
類
、
法
第
十
八
条
第
一
項
本
文
の
規
定
に
よ
る
検
査
を
受
け
よ
う
と

す
る
場
合
の
免
許
規
則
第
二
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
く
届
出
書
類
又
は
無
線
設
備
等
の
点
検
実
施
報
告
書

で
あ
つ
て
船
舶
局
、
航
空
機
局
、
遭
難
自
動
通
報
局
、
無
線
航
行
移
動
局
、
ラ
ジ
オ
・
ブ
イ
の
無
線
局
又
は
船
舶

地
球
局
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
任
意
の
総
合
通
信
局
長
を
経
由
し
て
所
轄
総

合
通
信
局
長
に
提
出
す
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

３
　
法
及
び
法
の
規
定
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
に
よ
り
総
務
大
臣
に
提
出
す
る
書
類
で
あ
つ
て
、
法
第
二
十
五
条
第

二
項
に
規
定
す
る
終
了
促
進
措
置
に
係
る
無
線
局
に
関
す
る
情
報
の
提
供
に
関
す
る
も
の
、
法
第
二
十
七
条
の
十

三
第
一
項
に
規
定
す
る
開
設
指
針
の
制
定
の
申
出
に
関
す
る
も
の
及
び
法
第
二
十
七
条
の
十
四
第
一
項
に
規
定
す

る
特
定
基
地
局
の
開
設
計
画
の
認
定
に
関
す
る
も
の
並
び
に
法
第
三
十
八
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
無
線
設
備

の
技
術
基
準
の
策
定
等
の
申
出
に
つ
い
て
は
、
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
任
意
の
総
合
通
信
局
長
を
経
由

し
て
総
務
大
臣
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４
　
検
査
実
施
報
告
書
で
あ
つ
て
船
舶
局
（
第
四
十
一
条
の
二
の
六
第
八
号
に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
。
）
、
遭
難
自

動
通
報
局
、
無
線
航
行
移
動
局
（
第
四
十
一
条
の
二
の
六
第
十
三
号
に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
。
）
又
は
船
舶
地

球
局
（
第
四
十
一
条
の
二
の
六
第
十
七
号
に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
。
）
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
第
一
項
の

規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
任
意
の
総
合
通
信
局
長
を
経
由
し
て
所
轄
総
合
通
信
局
長
に
提
出
す
る
こ
と
を
妨
げ
な

い
。

５
　
エ
リ
ア
放
送
を
行
う
地
上
一
般
放
送
局
の
免
許
の
申
請
書
及
び
申
請
書
に
添
付
す
る
書
類
の
提
出
に
係
る
取
扱

い
に
つ
い
て
は
、
総
務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

第
五
十
二
条
の
二
　
削
除

（
電
子
申
請
等
の
場
合
の
添
付
書
類
等
の
提
出
）

第
五
十
二
条
の
三
　
法
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
に
よ
る
申
請
又
は
届
出
を
電
子
申
請
等
に
よ
り
行
う
場
合

に
お
い
て
、
当
該
申
請
又
は
届
出
に
添
付
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
書
類
等
（
当
該
書
類
等
に
記
載
す
べ
き
事
項

に
つ
い
て
総
務
省
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
電
子
申
請
等
を
す
る
者
の
使
用
に
係

る
電
子
計
算
機
か
ら
入
力
し
て
記
録
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
も
の
を
除
く
。
）
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
書
類
等

の
提
出
は
、
免
許
状
、
免
許
証
そ
の
他
の
総
務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
も
の
を
除
き
、
当
該
書
類
等
を
ス
キ
ャ
ナ

（
こ
れ
に
準
ず
る
画
像
読
取
装
置
を
含
む
。
）
に
よ
り
読
み
取
つ
て
で
き
た
電
磁
的
記
録
を
当
該
申
請
又
は
届
出
に

併
せ
て
送
信
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
電
磁
的
記
録
を
送
信
し
た
者
は
、
当
該
電
磁
的
記
録
を
送
信
し
た
日
か
ら
二
年
間
（
こ
の

間
に
当
該
申
請
又
は
届
出
に
係
る
許
認
可
等
の
有
効
期
間
が
満
了
す
る
場
合
は
、
当
該
有
効
期
間
が
満
了
す
る
日

ま
で
の
間
）
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
取
つ
た
書
類
等
を
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
書
類

等
が
、
電
子
申
請
等
を
し
た
者
が
当
該
申
請
又
は
届
出
の
た
め
に
自
ら
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限

り
で
な
い
。

３
　
総
務
大
臣
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
送
信
さ
れ
た
電
磁
的
記
録
に
疑
義
が
あ
る
と
き
又
は
判
読
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
と
き
は
、
当
該
電
磁
的
記
録
を
送
信
し
た
者
に
対
し
て
、
期
限
を
定
め
て
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
保
存

す
る
書
類
等
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

４
　
エ
リ
ア
放
送
を
行
う
地
上
一
般
放
送
局
の
免
許
の
申
請
書
及
び
申
請
書
に
添
付
す
る
書
類
の
提
出
に
係
る
取
扱

い
に
つ
い
て
は
、
前
三
項
の
規
定
に
よ
る
ほ
か
、
総
務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
電
子
情
報
処
理
組
織
の
使
用
の
特
例
）

第
五
十
二
条
の
四
　
電
子
申
請
等
に
係
る
電
子
情
報
処
理
組
織
（
情
報
通
信
技
術
活
用
法
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す

る
電
子
情
報
処
理
組
織
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
停
止
（
あ
ら
か
じ
め
停
止
す
る
旨
を
公
表

し
て
い
る
場
合
を
除
く
。
）
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
、
法
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
に
よ
る

申
請
又
は
届
出
の
期
間
内
に
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
に
よ
り
申
請
又
は
届
出
を
行
う
こ
と
が
著
し

く
困
難
と
認
め
る
場
合
は
、
当
該
各
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
総
務
大
臣
の
指
定
す
る
方
法
に
よ
り
、
そ
の
申
請
又

は
届
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
総
務
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
し
た
方
法
に
つ
い
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
の
方
法
に

よ
り
公
表
す
る
。

附
　
則

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
規
則
は
、
昭
和
二
十
五
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
公
示
す
る
期
間
内
に
申
請
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
無
線
局
に
つ
い
て
の
特
例
）

２
　
一
般
放
送
事
業
者
（
放
送
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
三
十
二
号
）
第
二
条
第
三
号
の
三
に
規
定
す
る
一
般

放
送
事
業
者
を
い
う
。
）
が
開
設
す
る
放
送
局
（
自
ら
行
う
放
送
で
あ
つ
て
デ
ジ
タ
ル
放
送
以
外
の
テ
レ
ビ
ジ
ヨ

ン
放
送
の
大
部
分
の
放
送
番
組
を
含
め
て
放
送
す
る
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
行
う
放
送
局
（
人
工
衛
星
に
開
設
す
る
も

の
を
除
く
。
）
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
は
、
第
六
条
の
四
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
関
東
広
域
圏
（
茨
城
県
、

栃
木
県
、
群
馬
県
、
埼
玉
県
、
千
葉
県
、
東
京
都
及
び
神
奈
川
県
の
各
区
域
を
併
せ
た
区
域
を
い
う
。
以
下
こ
の

項
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
中
京
広
域
圏
（
岐
阜
県
、
愛
知
県
及
び
三
重
県
の
各
区
域
を
併
せ
た
区
域
を
い
う
。
以
下

こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
近
畿
広
域
圏
（
滋
賀
県
、
京
都
府
、
大
阪
府
、
兵
庫
県
、
奈
良
県
及
び
和
歌
山

県
の
各
区
域
を
併
せ
た
区
域
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
放
送
対
象
地
域
（
放
送
法
第
二
条
の

二
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
放
送
対
象
地
域
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
と
す
る
放
送
局
に
あ

つ
て
は
平
成
十
五
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
関
東
広
域
圏
、
中
京
広
域
圏
及
び
近
畿
広
域
圏
以
外
の
区
域

を
放
送
対
象
地
域
と
す
る
放
送
局
に
あ
つ
て
は
平
成
十
八
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
公
示
す
る
期
間
内
に

申
請
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
無
線
局
と
す
る
。

（
規
則
の
効
力
）

３
　
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
規
定
に
基
く
処
分
、
手
続
そ
の
他
の
行
為
は
、
こ
の
規
則
中
こ
れ
に
相
当
す
る
規

定
が
あ
る
と
き
は
、
こ
の
規
則
に
よ
つ
て
し
た
も
の
と
み
な
す
。

４
　
電
波
法
及
び
放
送
法
の
施
行
に
関
す
る
暫
定
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
電
波
監
理
委
員
会
規
則
第
二
号
）
は
、
廃

止
す
る
。

（
附
属
設
備
）

５
　
法
附
則
第
十
五
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
法
第
百
三
条
の
二
第
四
項
第
十
二
号
の
三
の
総
務
省

令
で
定
め
る
附
属
設
備
は
、
中
継
局
そ
の
他
の
設
備
に
電
力
を
供
給
し
、
又
は
当
該
設
備
を
監
視
し
、
若
し
く
は

制
御
す
る
た
め
の
設
備
と
す
る
。

６
　
法
附
則
第
十
五
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
法
第
百
三
条
の
二
第
四
項
第
十
二
号
の
四
の
総
務
省

令
で
定
め
る
附
属
設
備
は
、
同
号
の
電
気
通
信
設
備
に
電
力
を
供
給
す
る
た
め
の
設
備
と
す
る
。

７
　
設
備
規
則
第
三
条
第
一
号
に
規
定
す
る
携
帯
無
線
通
信
を
行
う
無
線
局
及
び
同
条
第
十
号
に
規
定
す
る
広
帯
域

移
動
無
線
ア
ク
セ
ス
シ
ス
テ
ム
の
無
線
局
に
つ
い
て
の
第
三
条
第
一
項
及
び
第
四
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ

い
て
は
、
当
分
の
間
、
第
三
条
第
一
項
第
五
号
中
「
水
域
」
と
あ
る
の
は
「
区
域
」
と
、
第
四
条
第
一
項
第
十
二

号
中
「
（
船
上
通
信
局
を
除
く
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
（
船
上
通
信
局
を
除
き
、
陸
上
移
動
業
務
に
係
る
実
用
化
試
験

局
を
含
む
。
）
」
と
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
六
年
五
月
一
五
日
電
波
監
理
委
員
会
規
則
第
六
号
）

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
六
年
一
二
月
一
一
日
電
波
監
理
委
員
会
規
則
第
九
号
）

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
七
年
四
月
二
二
日
電
波
監
理
委
員
会
規
則
第
四
号
）

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
七
年
六
月
一
八
日
電
波
監
理
委
員
会
規
則
第
五
号
）

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
七
年
七
月
三
一
日
電
波
監
理
委
員
会
規
則
第
一
〇
号
）

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
七
年
九
月
二
九
日
郵
政
省
令
第
三
二
号
）

１
　
こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
昭
和
二
十
七
年
八
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
規
定
に
基
く
処
分
、
手
続
そ
の
他
の
行
為
は
、
改
正
後
の
規
則
中
の
こ
れ
に
相
当

す
る
規
定
に
よ
つ
て
し
た
も
の
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
八
年
一
一
月
二
五
日
郵
政
省
令
第
五
七
号
）
　
抄
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１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
附
則
第
三
項
の
規
定
に
限
り
昭
和
二
十
八
年
六
月
一
日
か
ら
適
用
す

る
。
但
し
、
第
十
五
条
第
二
項
の
改
正
規
定
は
、
こ
の
省
令
施
行
の
日
か
ら
六
箇
月
間
は
施
行
し
な
い
も
の
と
す

る
。

５
　
こ
の
省
令
施
行
の
際
従
前
の
規
則
の
規
定
に
よ
り
特
殊
無
線
技
士
（
超
短
波
陸
上
無
線
電
話
）
の
資
格
を
有
す

る
者
は
、
こ
の
省
令
の
規
定
に
よ
る
特
殊
無
線
技
士
（
超
短
波
陸
上
無
線
電
話
）
の
資
格
を
有
す
る
者
と
み
な

す
。

６
　
こ
の
省
令
施
行
の
際
従
前
の
規
則
の
規
定
に
よ
り
特
殊
無
線
技
士
（
超
短
波
多
重
無
線
電
話
）
の
資
格
を
有
す

る
者
は
、
こ
の
省
令
の
規
定
に
よ
る
特
殊
無
線
技
士
（
超
短
波
多
重
無
線
装
置
）
の
資
格
を
有
す
る
者
と
み
な

す
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
九
年
九
月
二
一
日
郵
政
省
令
第
三
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
九
年
一
一
月
一
六
日
郵
政
省
令
第
三
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
九
年
一
二
月
二
八
日
郵
政
省
令
第
四
五
号
）
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
三
十
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
〇
年
一
月
二
九
日
郵
政
省
令
第
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
昭
和
三
十
年
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
〇
年
九
月
二
二
日
郵
政
省
令
第
四
二
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
施
行
の
際
従
前
の
規
則
の
規
定
に
よ
り
特
殊
無
線
技
士
（
超
短
波
陸
上
無
線
電
話
又
は
超
短
波
海
上

無
線
電
話
）
の
資
格
を
有
す
る
者
は
、
引
き
続
き
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
規
則
の
規
定
に
よ
る
特
殊
無
線
技

士
（
超
短
波
陸
上
無
線
電
話
又
は
超
短
波
海
上
無
線
電
話
）
の
資
格
を
有
す
る
者
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
一
年
一
一
月
二
九
日
郵
政
省
令
第
二
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
一
年
一
二
月
一
一
日
郵
政
省
令
第
二
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
二
年
五
月
二
一
日
郵
政
省
令
第
八
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
二
年
六
月
一
日
郵
政
省
令
第
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
昭
和
三
十
二
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
二
年
九
月
二
八
日
郵
政
省
令
第
二
四
号
）
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
施
行
の
際
、
従
前
の
規
則
の
規
定
に
よ
り
左
の
表
の
上
欄
の
資
格
を
有
す
る
者
は
、
引
き
続
き
こ
の

省
令
に
よ
る
改
正
後
の
規
則
の
規
定
に
よ
る
同
表
の
下
欄
の
資
格
を
有
す
る
者
と
み
な
す
。

超
短
波
海
上
無
線
電
話

超
短
波
陸
上
無
線
電
話

中
短
波
固
定
無
線
電
信

国
内
無
線
電
信
甲

中
短
波
海
上
無
線
電
話

中
短
波
陸
上
無
線
電
話

中
短
波
移
動
無
線
電
信

国
内
無
線
電
信
乙

無
線
電
話
甲

無
線
電
話
乙

陸
上
無
線
電
信

国
内
無
線
電
信

３
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
新
資
格
を
有
す
る
者
と
み
な
さ
れ
た
者
の
有
す
る
旧
資
格
の
免
許
証
は
、
従
事
者
規
則
第

十
七
条
又
は
第
二
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
申
請
に
基
い
て
免
許
証
の
交
付
を
受
け
る
ま
で
、
新
資
格
の
免
許
証
と

み
な
す
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
二
年
一
二
月
二
日
郵
政
省
令
第
二
八
号
）
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
三
年
一
一
月
五
日
郵
政
省
令
第
二
六
号
）
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
電
波
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
四
十
号
）
施
行
の
日
（
昭
和
三

十
三
年
十
一
月
五
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
施
行
の
際
、
現
に
改
正
前
の
規
則
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
放
送
中
継
局
の
免
許
を
受
け
て
い

る
も
の
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
規
則
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
固
定
局
の
免
許
を
受
け
た
も
の
と

す
る
。
但
し
、
そ
の
免
許
の
有
効
期
間
は
、
現
に
受
け
て
い
る
免
許
の
有
効
期
間
の
残
存
期
間
と
す
る
。

３
　
こ
の
省
令
施
行
の
際
、
現
に
改
正
前
の
規
則
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
陸
上
局
又
は
移
動
局
の
免
許
を
受

け
て
い
る
も
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
規
則
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
携
帯
基
地
局
又

は
携
帯
局
の
免
許
を
受
け
た
も
の
と
す
る
。
但
し
、
そ
の
免
許
の
有
効
期
間
は
、
現
に
受
け
て
い
る
免
許
の
有
効

期
間
の
残
存
期
間
と
す
る
。

５
　
改
正
後
の
規
則
第
十
三
条
の
四
の
規
定
は
、
こ
の
省
令
施
行
の
際
現
に
施
設
し
て
い
る
二
五
、
〇
〇
〇
ｋ
ｃ
以

下
の
周
波
数
の
電
波
を
使
用
す
る
単
一
通
信
路
の
無
線
電
話
に
つ
い
て
は
、
昭
和
三
十
七
年
十
二
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
四
年
五
月
二
五
日
郵
政
省
令
第
一
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
四
年
一
二
月
二
二
日
郵
政
省
令
第
三
一
号
）
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
五
年
九
月
二
七
日
郵
政
省
令
第
一
八
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
六
年
六
月
一
日
郵
政
省
令
第
一
二
号
）
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
施
行
の
際
現
に
免
許
又
は
予
備
免
許
を
受
け
て
い
る
無
線
局
の
う
ち
気
象
援
助
局
（
レ
ー
ダ
ー
の
み

を
使
用
す
る
も
の
に
限
る
。
）
及
び
無
線
測
位
局
（
改
正
後
の
第
三
条
第
一
項
第
十
二
号
の
二
に
規
定
す
る
無
線

標
定
業
務
に
該
当
す
る
業
務
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
に
お
い
て
改
正
後
の
第
四
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
無
線
標
定
陸
上
局
又
は
無
線
標
定
移
動
局
の
免
許
又
は
予
備
免
許
を
受
け
た
も
の
と
み
な

す
。
た
だ
し
、
そ
の
免
許
の
有
効
期
間
は
、
現
に
受
け
て
い
る
当
該
無
線
局
の
免
許
の
有
効
期
間
の
残
存
期
間
と

す
る
。

３
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
無
線
標
定
陸
上
局
又
は
無
線
標
定
移
動
局
の
予
備
免
許
を
受
け
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
者

が
当
該
種
別
の
無
線
局
に
係
る
同
項
の
残
存
期
間
の
満
了
の
日
以
前
に
当
該
無
線
局
の
免
許
を
受
け
る
場
合
の
そ

の
有
効
期
間
は
、
当
該
残
存
期
間
の
満
了
の
日
ま
で
の
期
間
と
す
る
。

４
　
こ
の
省
令
施
行
の
際
現
に
免
許
又
は
予
備
免
許
を
受
け
て
い
る
無
線
局
の
無
線
設
備
に
つ
き
指
定
を
受
け
て
い

る
電
波
の
型
式
及
び
空
中
線
電
力
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
に
お
い
て
改
正
後
の
第
四
条
の
二
及
び
第
四
条
の

四
の
規
定
に
従
つ
て
そ
れ
ぞ
れ
相
当
の
指
定
を
受
け
た
も
の
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
八
年
七
月
三
一
日
郵
政
省
令
第
一
一
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
三
十
八
年
八
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
改
正
前
の
第
十
二
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
く
告
示
は
、
改
正
後
の
第
十
二
条
第
十
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
告

示
と
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
九
年
二
月
一
日
郵
政
省
令
第
一
号
）
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
三
十
九
年
八
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
九
年
一
二
月
二
八
日
郵
政
省
令
第
二
八
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
〇
年
五
月
二
六
日
郵
政
省
令
第
一
一
号
）
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
改
正
前
の
第
十
二
条
第
十
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
告
示
は
、
改
正
後
の
第
十
二
条
第
十
二
項
の
規
定
に
基
づ
く

告
示
と
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
〇
年
九
月
一
日
郵
政
省
令
第
二
八
号
）
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
一
年
五
月
三
〇
日
郵
政
省
令
第
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
昭
和
四
十
一
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
二
年
七
月
一
五
日
郵
政
省
令
第
一
四
号
）
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
三
年
一
月
二
五
日
郵
政
省
令
第
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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附
　
則
　
（
昭
和
四
三
年
七
月
一
日
郵
政
省
令
第
二
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
三
年
八
月
二
〇
日
郵
政
省
令
第
三
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
昭
和
四
十
三
年
八
月
二
十
二
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
四
年
三
月
二
八
日
郵
政
省
令
第
六
号
）
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
四
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各

号
に
掲
げ
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
　
第
二
十
八
条
及
び
第
二
十
八
条
の
二
第
一
項
各
号
の
改
正
規
定
、
第
二
十
八
条
の
二
第
二
項
に
一
号
を
加
え

る
改
正
規
定
、
第
二
十
八
条
の
二
第
三
項
及
び
第
四
項
の
改
正
規
定
、
第
二
十
九
条
の
三
第
一
項
及
び
第
三
項

の
改
正
規
定
（
海
岸
局
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
並
び
に
第
二
十
九
条
の
四
第
一
項
の
改
正
規
定
　
昭
和
四
十

四
年
十
月
一
日

二
　
第
十
三
条
第
一
項
の
改
正
規
定
（
簡
易
無
線
局
の
周
波
数
か
ら
四
六
七
Ｍ
ｃ
を
除
く
措
置
に
関
す
る
部
分
を

除
く
。
）
　
昭
和
四
十
五
年
一
月
一
日

三
　
第
十
二
条
第
一
項
及
び
第
六
項
の
改
正
規
定
（
二
六
・
一
Ｍ
ｃ
を
こ
え
二
八
Ｍ
ｃ
以
下
の
周
波
数
帯
の
電
波

を
送
信
に
使
用
す
る
船
舶
無
線
電
話
局
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
　
昭
和
四
十
六
年
四
月
一
日

３
　
昭
和
五
十
六
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
改
正
後
の
第
十
二
条
第
四
項
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同

項

の

表

中「

Ａ
三
Ｈ
電
波
二
、
一
八
二
ｋ
Ｈ
ｚ

Ａ
三
Ａ
電
波
及
び
Ａ
三
Ｊ
電
波
地
方
電
波
監
理
局
長
が

指
示
す
る
周
波
数

Ａ
三
Ｈ
電
波
二
、
一
八
二
ｋ
Ｈ
ｚ

Ａ
三
Ａ
電
波
及
び
Ａ
三
Ｊ
電
波
地
方
電
波
監
理
局
長
が

指
示
す
る
周
波
数

」

と

あ

る

の

は

、

「

Ａ
三
Ｈ
電
波
二
、
一
八
二
ｋ
Ｈ
ｚ

Ａ
三
Ｈ
電
波
及
び
Ａ
三
Ｊ
電
波
地
方
電
波
監
理
局
長

が
指
示
す
る
周
波
数

Ａ
三
電
波
一
、
六
〇
五
ｋ
Ｈ
ｚ
か
ら
三
、
九
〇
〇
ｋ
Ｈ
ｚ

ま
で

Ａ
三
Ｊ
電
波
地
方
電
波
監
理
局
長
が
指
示
す
る
周
波
数

」
と
す
る
。

４
　
第
十
三
条
の
四
た
だ
し
書
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
船
舶
局
の
無
線
電
話
（
一
、
六
〇
五
ｋ
Ｈ
ｚ
を
こ
え
三
、

九
〇
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
以
下
の
周
波
数
帯
の
電
波
を
使
用
す
る
も
の
に
限
る
。
）
で
あ
つ
て
、
昭
和
四
十
七
年
十
二
月
三

十
一
日
ま
で
に
設
置
さ
れ
た
も
の
に
お
い
て
具
備
す
べ
き
電
波
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
第
十
二
条
第
一
項
及
び

第
四
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
昭
和
五
十
六
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
こ
の
場

合
に
お
け
る
改
正
後
の
第
二
十
八
条
の
二
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
六
年
十
二
月
三
十
一

日
ま
で
は
、
同
項
中
「
Ａ
三
Ｈ
電
波
」
と
あ
る
の
は
、
「
Ａ
三
電
波
」
と
す
る
。

５
　
改
正
前
の
第
十
二
条
第
十
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
告
示
は
、
改
正
後
の
同
条
第
八
項
の
規
定
に
基
づ
く
告
示
と

す
る
。

７
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
、
免
許
又
は
予
備
免
許
を
受
け
て
い
る
海
上
移
動
業
務
又
は
海
上
無
線
航
行
業
務

の
無
線
局
で
あ
つ
て
、
無
線
電
話
に
よ
り
通
信
を
行
な
う
た
め
に
単
側
波
帯
の
電
波
の
周
波
数
の
指
定
を
受
け
て

い
る
も
の
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
に
お
い
て
当
該
周
波
数
か
ら
一
、
五
〇
〇
サ
イ
ク
ル
（
当
該
周
波
数
が
四

Ｍ
ｃ
を
こ
え
二
三
Ｍ
ｃ
以
下
の
周
波
数
で
あ
る
と
き
は
、
一
、
四
〇
〇
サ
イ
ク
ル
）
低
い
周
波
数
の
指
定
を
受
け

た
も
の
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
五
年
九
月
三
日
郵
政
省
令
第
二
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
五
年
一
一
月
二
五
日
郵
政
省
令
第
二
九
号
）
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
四
十
五
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
六
年
六
月
一
日
郵
政
省
令
第
九
号
）
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
四
十
六
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
施
行
規
則
第
十
条
の
二
の
次
に
一
条
を

加
え
る
改
正
規
定
及
び
施
行
規
則
第
十
三
条
の
三
の
改
正
規
定
（
「
但
し
、
郵
政
大
臣
」
を
「
た
だ
し
、
地
方
電

波
監
理
局
長
」
に
改
め
る
部
分
を
除
く
。
）
並
び
に
免
許
規
則
第
二
十
五
条
第
五
項
の
改
正
規
定
は
、
公
布
の
日

か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
改
正
前
の
免
許
規
則
の
規
定
に
よ
つ
て
な
さ
れ
た
免
許
又
は
許
可
の
申
請
に
係
る
郵
政

大
臣
の
権
限
で
あ
つ
て
、
改
正
後
の
施
行
規
則
第
五
十
一
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
所
轄
地
方
電
波
監
理
局

長
に
行
な
わ
せ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
郵
政
大
臣
が
行
な
う
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
六
年
一
一
月
一
日
郵
政
省
令
第
二
六
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
四
十
六
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
な
さ
れ
た
養
成
課
程
に
係
る
郵
政
大
臣
の
認
定
は
、
改
正
後
の
第
五
十
一
条
の
二
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
所
轄
地
方
電
波
監
理
局
長
が
し
た
も
の
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
六
年
一
二
月
二
四
日
郵
政
省
令
第
三
一
号
）
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
七
年
四
月
一
一
日
郵
政
省
令
第
一
三
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
四
十
七
年
五
月
十
五
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
許
可
を
受
け
て
い
る
無
線
設
備
の
変
更
の
工
事
で
あ
つ
て
、
改
正
後
の
第
十
条
第

二
項
に
規
定
す
る
軽
微
な
事
項
に
該
当
す
る
も
の
は
、
改
正
後
の
第
十
条
の
三
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
変
更
検

査
を
受
け
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

３
　
固
定
局
、
海
岸
局
、
航
空
局
、
一
般
の
利
用
に
供
す
る
た
め
に
開
設
す
る
信
号
報
知
局
、
遭
難
自
動
通
報
局
、

無
線
測
位
局
、
非
常
局
、
標
準
周
波
数
局
又
は
特
別
業
務
の
局
に
備
え
つ
け
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
業
務
書

類
で
あ
つ
て
、
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
な
さ
れ
た
免
許
若
し
く
は
許
可
の
申
請
又
は
届
出
に
係
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
改
正
後
の
第
三
十
八
条
第
一
項
又
は
第
五
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
無
線
局
の
免
許
の
有
効
期
間
が

満
了
す
る
日
ま
で
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

４
　
改
正
前
の
第
三
十
八
条
第
四
項
及
び
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
く
告
示
は
、
そ
れ
ぞ
れ
改
正
後
の
第
三
十
八
条
第

三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
く
告
示
と
す
る
。

５
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
許
可
を
受
け
て
い
る
高
周
波
利
用
設
備
に
備
え
つ
け
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

書
類
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
第
四
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
た

だ
し
、
改
正
後
の
同
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
も
の
と
す
る
。

６
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
な
さ
れ
た
免
許
又
は
許
可
の
申
請
に
係
る
郵
政
大
臣
の
権
限
で
あ
つ
て
、
改
正
後
の
第

五
十
一
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
所
轄
地
方
電
波
監
理
局
長
に
委
任
す
る
こ
と
と
な
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

改
正
後
の
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
郵
政
大
臣
が
行
な
う
。

７
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
郵
政
大
臣
が
し
た
処
分
又
は
郵
政
大
臣
に
対
し
て
な
さ
れ
た
手
続
（
免
許
又
は
許
可
の

申
請
を
除
く
。
）
そ
の
他
の
行
為
で
あ
つ
て
、
改
正
後
の
第
五
十
一
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
所
轄
地
方
電

波
監
理
局
長
に
委
任
す
る
こ
と
と
な
る
郵
政
大
臣
の
権
限
に
係
る
も
の
は
、
改
正
後
の
同
項
の
規
定
に
よ
り
所
轄

地
方
電
波
監
理
局
長
が
し
た
も
の
又
は
所
轄
地
方
電
波
監
理
局
長
に
対
し
て
な
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

８
　
附
則
第
四
項
及
び
前
項
に
規
定
す
る
場
合
の
ほ
か
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
規
定
に
よ
つ
て
な
さ
れ
た
処

分
又
は
手
続
は
、
改
正
後
の
規
則
中
の
こ
れ
に
相
当
す
る
規
定
に
よ
つ
て
な
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
七
年
五
月
一
日
郵
政
省
令
第
一
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
昭
和
四
十
七
年
五
月
十
五
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
七
年
七
月
一
日
郵
政
省
令
第
二
五
号
）
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
電
波
法
施
行
規
則
第
四
十
条
第
二
項
の
改
正
規
定
は
、

公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
月
を
経
過
し
た
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
さ
れ
た
電
波
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
に
基
づ
く
告
示
、
処
分
、
手

続
そ
の
他
の
行
為
の
う
ち
、
周
波
数
の
計
量
単
位
と
し
て
、
サ
イ
ク
ル
毎
秒
若
し
く
は
サ
イ
ク
ル
、
キ
ロ
サ
イ
ク

ル
、
メ
ガ
サ
イ
ク
ル
、
ギ
ガ
サ
イ
ク
ル
又
は
テ
ラ
サ
イ
ク
ル
を
用
い
た
も
の
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
以
降
に

お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
ヘ
ル
ツ
、
キ
ロ
ヘ
ル
ツ
、
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
、
ギ
ガ
ヘ
ル
ツ
又
は
テ
ラ
ヘ
ル
ツ
を
用
い
た
も

の
と
み
な
す
。

３
　
改
正
前
の
施
行
規
則
第
三
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
く
告
示
は
、
改
正
後
の
同
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ

く
告
示
と
す
る
。
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附
　
則
　
（
昭
和
四
七
年
一
二
月
二
一
日
郵
政
省
令
第
四
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
昭
和
四
十
八
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
八
年
五
月
一
八
日
郵
政
省
令
第
一
四
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
三
十
七
条
第
十
八
号
の
次
に
一
号
を
加
え
る
改
正
規

定
は
、
昭
和
四
十
八
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
ア
マ
チ
ユ
ア
局
又
は
簡
易
無
線
局
に
備
え
つ
け
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
業
務
書
類
で
あ
つ
て
、
こ
の
省
令

の
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
経
過
す
る
日
ま
で
に
な
さ
れ
た
免
許
、
再
免
許
若
し
く
は
許
可
の
申
請
又
は

届
出
に
係
る
も
の
（
無
線
局
免
許
手
続
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
昭
和
四
十
八
年
郵
政
省
令
第
十
五
号
）

に
よ
る
改
正
前
の
免
許
規
則
別
表
第
一
号
、
別
表
第
二
号
、
別
表
第
三
号
、
別
表
第
四
号
の
五
、
別
表
第
四
号
の

六
又
は
別
表
第
五
号
の
様
式
に
よ
る
も
の
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
第
三
十
八
条
第
一
項
又
は
第
三

項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
無
線
局
の
免
許
の
有
効
期
間
が
満
了
す
る
日
ま
で
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
八
年
八
月
一
日
郵
政
省
令
第
一
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
九
年
一
二
月
一
六
日
郵
政
省
令
第
二
一
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
五
十
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
五
十
一
条
の
二
第
一
項
第
二
号
の
二
を

改
正
し
、
同
号
を
同
項
第
二
号
の
三
と
し
、
同
項
第
二
号
の
次
に
一
号
を
加
え
る
改
正
規
定
（
法
第
四
十
七
条
の

規
定
に
基
づ
く
郵
政
大
臣
の
権
限
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
、
第
五
十
一
条
の
二
第
二
項
の
表
中
七
の
項
を
十
の
項

と
し
、
六
の
項
を
九
の
項
と
し
、
五
の
項
を
六
の
項
と
し
、
四
の
項
の
次
に
加
え
る
改
正
規
定
及
び
第
五
十
二
条

第
一
項
の
表
中
一
の
項
か
ら
三
の
項
ま
で
を
削
る
改
正
規
定
（
一
の
項
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
は
、
同
年
四
月

一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
改
正
前
の
第
三
十
八
条
の
四
の
規
定
に
よ
り
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
遭
難
自
動
通
報

設
備
の
機
能
試
験
の
記
録
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
第
四
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
以

後
に
お
い
て
最
初
に
実
施
し
た
当
該
設
備
の
機
能
試
験
の
報
告
が
な
さ
れ
る
日
ま
で
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

３
　
昭
和
五
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
な
さ
れ
た
無
線
従
事
者
の
免
許
又
は
免
許
証
の
再
交
付
の
申
請
に
係
る
郵

政
大
臣
の
権
限
で
あ
つ
て
、
改
正
後
の
第
五
十
一
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
所
轄
地
方
電
波
監
理
局
長
に
委

任
す
る
こ
と
と
な
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
郵
政
大
臣
が
行
う
。

４
　
昭
和
五
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
郵
政
大
臣
が
し
た
処
分
そ
の
他
の
行
為
又
は
郵
政
大
臣
に
対
し
て
な
さ
れ

た
手
続
そ
の
他
の
行
為
（
無
線
従
事
者
の
免
許
又
は
免
許
証
の
再
交
付
の
申
請
を
除
く
。
）
で
あ
つ
て
、
改
正
後

の
第
五
十
一
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
所
轄
地
方
電
波
監
理
局
長
に
委
任
す
る
こ
と
と
な
る
郵
政
大
臣
の
権

限
に
係
る
も
の
は
、
改
正
後
の
同
項
の
規
定
に
よ
り
所
轄
地
方
電
波
監
理
局
長
が
し
た
も
の
又
は
所
轄
地
方
電
波

監
理
局
長
に
対
し
て
な
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

５
　
改
正
前
の
別
表
第
二
号
の
二
の
（
４
）
の
ア
の
規
定
に
基
づ
く
告
示
は
、
改
正
後
の
同
表
の
二
の
（
５
）
の
ア

の
規
定
に
基
づ
く
告
示
と
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
〇
年
一
二
月
一
日
郵
政
省
令
第
一
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
昭
和
五
十
一
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
十
二
条
第
三
項
の
改
正
規
定
は
、
昭

和
五
十
二
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
一
年
三
月
二
五
日
郵
政
省
令
第
六
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
昭
和
五
十
二
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
免
許
又
は
予
備
免
許
を
受
け
た
義
務
航
空
機
局
の
無
線
設
備
の
機
器
で

あ
つ
て
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
機
器
の
設
置
が
継
続
す
る
限
り
、
改
正
後
の
同
表
の

下
欄
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
た
だ
し
、
改
正
後
の
同
表
の
下
欄
の
規
定
に
適
合
す
る

無
線
設
備
の
機
器
及
び
昭
和
五
十
二
年
四
月
一
日
以
後
に
お
け
る
取
替
え
又
は
増
設
に
係
る
無
線
設
備
の
機
器
に

つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一
、
六
〇
五
ｋ
Ｈ
ｚ
か
ら
二
八
、
〇
〇
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
ま
で
の
周
波
数
の
電
波
を
使
用
す
る
無
線
設

備
の
機
器

第
十
五
条
第
三
項

一
一
八
Ｍ
Ｈ
ｚ
か
ら
一
四
四
Ｍ
Ｈ
ｚ
ま
で
の
周
波
数
の
電
波
を
使
用
す
る
無
線
設
備
、
Ａ
Ｔ
Ｃ

ト
ラ
ン
ス
ポ
ン
ダ
及
び
航
空
機
用
気
象
レ
ー
ダ
ー
の
機
器

第
十
五
条
第
二
項

及
び
第
三
項

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
許
可
を
受
け
て
い
る
無
線
設
備
の
変
更
の
工
事
で
あ
つ
て
、
改
正
後
の
別
表
第
一

号
に
規
定
す
る
軽
微
な
事
項
に
該
当
す
る
も
の
は
、
改
正
後
の
別
表
第
二
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
変
更
検
査

を
受
け
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

４
　
改
正
前
の
第
十
五
条
第
四
項
第
四
号
、
別
表
第
一
号
第
１
の
２
４
の
項
及
び
別
表
第
二
号
二
の
（
５
）
の
ア
の

規
定
に
基
づ
く
告
示
は
、
そ
れ
ぞ
れ
改
正
後
の
第
十
五
条
第
四
項
第
二
号
、
別
表
第
一
号
第
１
の
２
５
の
項
及
び

別
表
第
二
号
二
の
（
６
）
の
ア
の
規
定
に
基
づ
く
告
示
と
す
る
。

５
　
放
送
局
又
は
地
球
局
に
備
え
付
け
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
業
務
書
類
で
あ
つ
て
、
こ
の
省
令
の
施
行
前
に

な
さ
れ
た
免
許
若
し
く
は
許
可
の
申
請
又
は
届
出
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
第
三
十
八
条
第
一
項
又

は
第
五
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
無
線
局
の
免
許
の
有
効
期
間
が
満
了
す
る
日
ま
で
は
、
な
お
従
前
の
例

に
よ
る
。

６
　
船
舶
局
又
は
航
空
機
局
に
備
え
付
け
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
業
務
書
類
で
あ
つ
て
、
こ
の
省
令
の
施
行
の

日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
経
過
す
る
日
ま
で
に
な
さ
れ
た
免
許
、
再
免
許
若
し
く
は
許
可
の
申
請
又
は
届
出
に
係

る
も
の
（
無
線
局
免
許
手
続
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
昭
和
五
十
一
年
郵
政
省
令
第
七
号
）
に
よ
る
改
正

前
の
免
許
規
則
別
表
第
一
号
、
別
表
第
二
号
、
別
表
第
三
号
又
は
別
表
第
五
号
の
様
式
に
よ
る
も
の
に
限
る
。
）

に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
第
三
十
八
条
第
一
項
又
は
第
五
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
無
線
局
の
免
許
の
有

効
期
間
内
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
二
年
一
月
三
一
日
郵
政
省
令
第
三
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
信
号
報
知
局
（
一
般
の
利
用
に
供
す
る
た
め
に
開
設
す
る
も
の
を
除
く
。
）
、
実
験
局
及
び
気
象
援
助
局
に
備
え

付
け
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
業
務
書
類
で
あ
つ
て
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
経
過
す

る
日
ま
で
に
な
さ
れ
た
免
許
、
再
免
許
若
し
く
は
許
可
の
申
請
又
は
届
出
に
係
る
も
の
（
無
線
局
免
許
手
続
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
昭
和
五
十
二
年
郵
政
省
令
第
四
号
）
に
よ
る
改
正
前
の
免
許
規
則
別
表
第
一
号
、
別

表
第
二
号
、
別
表
第
三
号
又
は
別
表
第
五
号
の
様
式
に
よ
る
も
の
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
第
三
十

八
条
第
一
項
、
第
三
項
又
は
第
五
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
無
線
局
の
免
許
の
有
効
期
間
が
満
了
す
る
日

ま
で
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
三
年
九
月
五
日
郵
政
省
令
第
二
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
三
年
一
〇
月
二
七
日
郵
政
省
令
第
二
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
四
年
二
月
八
日
郵
政
省
令
第
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
四
年
七
月
四
日
郵
政
省
令
第
一
〇
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
五
十
四
年
八
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
免
許
を
受
け
て
い
る
簡
易
無
線
局
（
二
六
Ｍ
Ｈ
ｚ
帯
及
び
二
七
Ｍ
Ｈ
ｚ
帯
の
周
波

数
の
電
波
を
使
用
す
る
無
線
電
話
の
簡
易
無
線
局
で
あ
つ
て
、
検
定
規
則
に
よ
る
型
式
検
定
に
合
格
し
た
簡
易
無

線
業
務
用
の
無
線
設
備
の
機
器
を
使
用
す
る
も
の
に
限
る
。
以
下
同
じ
。
）
及
び
無
線
局
免
許
手
続
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
省
令
（
昭
和
五
十
四
年
郵
政
省
令
第
十
一
号
）
附
則
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
省
令
に
よ
る
改
正

前
の
様
式
の
免
許
状
を
交
付
さ
れ
た
簡
易
無
線
局
に
備
え
付
け
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
業
務
書
類
に
つ
い
て

は
、
改
正
後
の
施
行
規
則
第
三
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
無
線
局
の
免
許
の
有
効
期
間
の
満

了
の
日
ま
で
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
四
年
七
月
四
日
郵
政
省
令
第
一
二
号
）
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
五
年
五
月
六
日
郵
政
省
令
第
一
二
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
電
波
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
四
年
法
律
第
六
十
七
号
）
の
施
行
の
日
か
ら
施

行
す
る
。

（
経
過
措
置
）
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２
　
改
正
前
の
施
行
規
則
第
十
五
条
第
四
項
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
く
告
示
は
、
改
正
後
の
施
行
規
則
（
以
下
「
新

省
令
」
と
い
う
。
）
第
十
一
条
の
四
第
四
項
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
く
告
示
と
す
る
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
免
許
を
受
け
て
い
る
無
線
標
定
移
動
局
（
ラ
ジ
オ
・
ブ
イ
の
無
線
局
を
除
く
。
）

に
つ
い
て
は
、
新
省
令
第
三
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
無
線
局
の
免
許
の
有
効
期
間
が
満
了

す
る
日
ま
で
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
五
年
一
二
月
一
日
郵
政
省
令
第
三
二
号
）

（
施
行
期
日
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
六
年
三
月
二
日
郵
政
省
令
第
六
号
）

（
施
行
期
日
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
六
年
一
一
月
一
四
日
郵
政
省
令
第
三
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
六
年
一
一
月
二
一
日
郵
政
省
令
第
三
八
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
電
波
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
六
年
法
律
第
四
十
九
号
）
の
施
行
の
日
（
昭
和

五
十
六
年
十
一
月
二
十
三
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
改
正
前
の
施
行
規
則
別
表
第
一
号
第
１
の
２
５
の
項
、
別
表
第
二
号
二
の
（
３
）
の
エ
及
び
別
表
第
二
号
二
の

（
６
）
の
ア
の
規
定
に
基
づ
く
告
示
は
、
そ
れ
ぞ
れ
改
正
後
の
施
行
規
則
別
表
第
一
号
第
１
の
２
６
の
項
、
別
表

第
二
号
二
の
（
４
）
の
エ
及
び
別
表
第
二
号
二
の
（
７
）
の
ア
の
規
定
に
基
づ
く
告
示
と
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
七
年
三
月
八
日
郵
政
省
令
第
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
七
年
九
月
一
三
日
郵
政
省
令
第
三
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
七
年
一
一
月
二
二
日
郵
政
省
令
第
六
一
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
五
十
七
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
六
条
の
改
正
規
定
、
同
条
に
一
項

を
加
え
る
改
正
規
定
及
び
第
五
十
一
条
の
二
第
一
項
第
一
号
の
改
正
規
定
は
、
昭
和
五
十
八
年
一
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。

２
　
改
正
前
の
施
行
規
則
中
第
三
十
八
条
第
一
項
の
表
の
六
の
項
及
び
同
条
第
三
項
の
規
定
は
、
昭
和
五
十
七
年
十

二
月
三
十
一
日
ま
で
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

３
　
改
正
前
の
第
六
条
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
く
告
示
は
、
改
正
後
の
同
条
第
一
項
第
二
号
に
基
づ
く
告
示
と
す

る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
八
年
一
月
三
一
日
郵
政
省
令
第
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
電
波
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
七
年
法
律
第
五
十
九
号
）
の
施
行
の
日
か
ら
施

行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
八
年
三
月
二
五
日
郵
政
省
令
第
九
号
）
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
五
十
八
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
施
行
規
則
、
免
許
規
則
、
設
備
規
則
、
特
定
無
線
設
備
の
技
術
基
準
適
合
証
明
に

関
す
る
規
則
、
運
用
規
則
及
び
検
定
規
則
に
基
づ
く
処
分
、
手
続
そ
の
他
の
行
為
（
ア
マ
チ
ユ
ア
局
に
係
る
も
の

を
除
く
。
）
の
う
ち
、
改
正
前
の
施
行
規
則
第
四
条
の
二
の
規
定
に
従
つ
た
電
波
の
型
式
の
表
示
は
、
こ
の
省
令

の
施
行
の
日
以
降
に
お
い
て
は
、
改
正
後
の
同
条
の
規
定
に
従
つ
て
相
当
の
電
波
の
型
式
の
表
示
を
し
て
い
る
も

の
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
八
年
五
月
三
〇
日
郵
政
省
令
第
一
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
昭
和
五
十
八
年
六
月
六
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
八
年
九
月
二
六
日
郵
政
省
令
第
三
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
昭
和
五
十
八
年
十
月
二
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
八
年
九
月
二
六
日
郵
政
省
令
第
三
七
号
）
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
五
十
八
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
九
年
一
月
三
〇
日
郵
政
省
令
第
二
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
免
許
又
は
予
備
免
許
を
受
け
て
い
る
気
象
用
ラ
ジ
オ
・
ロ
ボ
ツ
ト
の
無
線
局
の
電

波
の
型
式
及
び
周
波
数
は
、
昭
和
六
十
六
年
五
月
三
十
一
日
ま
で
は
、
改
正
後
の
第
十
三
条
の
三
の
二
の
規
定
に

か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
に
指
定
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
九
年
六
月
三
〇
日
郵
政
省
令
第
二
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
昭
和
五
十
九
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
九
年
七
月
二
五
日
郵
政
省
令
第
三
二
号
）
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
電
波
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
九
年
法
律
第
四
十
八
号
）
の
施
行
の
日
（
昭
和

五
十
九
年
九
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
昭
和
六
十
一
年
八
月
三
十
一
日
以
前
に
船
舶
無
線
電
信
局
に
備
え
た
無
線
電
話
の
送
信
設
備
の
有
効
通
達
距
離

に
つ
い
て
は
、
そ
の
備
付
け
が
継
続
す
る
限
り
、
改
正
後
の
第
二
十
八
条
の
二
第
三
号
の
規
定
は
、
適
用
し
な

い
。

３
　
法
第
三
十
二
条
の
計
器
及
び
予
備
品
の
備
付
け
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
第
三
十
条
及
び
第
三
十
一
条
の
規
定

に
か
か
わ
ら
ず
、
昭
和
六
十
年
一
月
三
十
一
日
（
同
日
以
前
に
免
許
又
は
予
備
免
許
を
受
け
た
無
線
局
の
無
線
設

備
に
備
え
付
け
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
昭
和
六
十
四
年
七
月
三
十
一
日
）
ま
で
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と

が
で
き
る
。

４
　
改
正
前
の
第
十
二
条
第
八
項
の
規
定
に
基
づ
く
告
示
及
び
改
正
前
の
第
二
十
八
条
の
二
第
五
項
の
規
定
に
基
づ

く
告
示
は
、
そ
れ
ぞ
れ
改
正
後
の
第
十
二
条
第
九
項
の
規
定
に
基
づ
く
告
示
及
び
改
正
後
の
第
二
十
八
条
の
二
の

二
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
告
示
と
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
九
年
一
二
月
二
四
日
郵
政
省
令
第
四
七
号
）
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
六
十
年
一
月
十
五
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
航
空
機
用
救
命
無
線
機
又
は
航
空
機
用
携
帯
無
線
機
に
関
し
、
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
さ
れ
た
電
波
法
（
昭
和

二
十
五
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
に
基
づ
く
告
示
、
処
分
、
手
続
そ
の
他
の
行
為
の
う
ち
、
電
波
の
型
式
と
し
て

Ａ
二
Ａ
と
表
示
し
た
も
の
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
以
降
に
お
い
て
は
、
Ａ
三
Ｘ
と
表
示
し
て
い
る
も
の
と
み

な
す
。附

　
則
　
（
昭
和
六
〇
年
三
月
一
五
日
郵
政
省
令
第
五
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
六
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
規
定
（
第
十
三
条
の
三
の
規
定
を
除
く
。
）
に
よ
つ
て
な
さ
れ
た
処
分
、
手
続
そ

の
他
の
行
為
は
、
改
正
後
の
規
則
中
の
こ
れ
に
相
当
す
る
規
定
に
よ
つ
て
な
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

３
　
改
正
前
の
第
十
三
条
の
三
の
規
定
は
、
昭
和
六
十
七
年
十
一
月
三
十
日
ま
で
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

４
　
昭
和
六
十
七
年
十
一
月
三
十
日
以
前
に
改
正
前
の
第
十
三
条
の
三
の
規
定
に
よ
り
免
許
又
は
予
備
免
許
を
受
け

た
ラ
ジ
オ
・
ブ
イ
の
局
の
電
波
の
型
式
及
び
周
波
数
並
び
に
空
中
線
電
力
は
、
改
正
後
の
第
十
三
条
の
三
の
規
定

に
か
か
わ
ら
ず
、
昭
和
七
十
二
年
十
一
月
三
十
日
ま
で
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
〇
年
六
月
一
日
郵
政
省
令
第
四
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
〇
年
七
月
二
七
日
郵
政
省
令
第
六
三
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
な
さ
れ
た
船
舶
局
無
線
従
事
者
証
明
に
係
る
新
規
訓
練
の
課
程
の
郵
政
大
臣
の
認
定

は
、
改
正
後
の
第
五
十
一
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
所
轄
地
方
電
気
通
信
監
理
局
長
が
し
た
も
の
と
み
な

す
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
〇
年
一
〇
月
一
五
日
郵
政
省
令
第
七
七
号
）
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
〇
年
一
二
月
四
日
郵
政
省
令
第
八
一
号
）

（
施
行
期
日
）
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１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
郵
政
大
臣
の
指
定
を
受
け
て
い
る
型
式
に
属
す
る
電
子
レ
ン
ジ
に
つ
い
て
は
、
な

お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
改
正
前
の
施
行
規
則
第
四
十
五
条
の
二
第
二
項
、
第
四
十
五
条
の
三
第
二
項
及
び
第
四
十
五
条
の
四
第
五
項
の

規
定
に
基
づ
く
告
示
は
、
そ
れ
ぞ
れ
改
正
後
の
第
四
十
六
条
第
二
項
、
第
四
十
六
条
の
二
第
二
項
及
び
第
四
十
六

条
の
三
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
く
告
示
と
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
一
年
一
月
八
日
郵
政
省
令
第
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
昭
和
六
十
一
年
一
月
二
十
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
一
年
三
月
二
二
日
郵
政
省
令
第
一
二
号
）
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
許
可
、
認
可
等
民
間
活
動
に
係
る
規
制
の
整
理
及
び
合
理
化
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
六
十
年
法

律
第
百
二
号
）
第
二
十
一
条
中
電
波
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
第
三
十
七
条
の
改
正
規
定
の
施

行
の
日
（
昭
和
六
十
一
年
三
月
三
十
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
一
年
五
月
二
七
日
郵
政
省
令
第
二
四
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
六
十
一
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
六
条
の
改
正
規
定
は
、
公
布
の
日
か

ら
起
算
し
て
三
年
を
経
過
し
た
日
か
ら
、
第
四
十
条
及
び
第
五
十
二
条
第
一
項
の
改
正
規
定
は
、
昭
和
六
十
一
年

七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
第
六
条
の
改
正
規
定
の
施
行
の
際
現
に
開
設
さ
れ
て
い
る
無
線
局
で
あ
つ
て
改
正
前
の
第
六
条
第
一
項
第
一
号

の
規
定
に
適
合
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
十
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
は
、
な
お
従
前
の

例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
か
ら
昭
和
六
十
一
年
六
月
三
十
日
ま
で
の
間
は
、
改
正
後
の
施
行
規
則
第
十
一
条
の
四

第
一
項
中
「
法
第
三
十
七
条
第
四
号
」
と
あ
る
の
は
「
電
波
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
六
十
一
年
法
律

第
三
十
五
号
）
に
よ
る
改
正
後
の
法
第
三
十
七
条
第
四
号
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
第
三
十
七
条
第
五
号
」
と
あ

る
の
は
「
第
三
十
七
条
第
四
号
」
と
、
同
条
第
四
項
中
「
第
三
十
七
条
第
六
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
七
条
第

五
号
」
と
す
る
。

４
　
法
第
三
十
七
条
第
三
号
に
規
定
す
る
救
命
艇
用
携
帯
無
線
電
信
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
に
か
か
わ
ら

ず
、
昭
和
六
十
一
年
六
月
三
十
日
ま
で
の
間
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

５
　
改
正
前
の
第
十
三
条
の
四
の
規
定
に
基
づ
く
告
示
は
、
改
正
後
の
第
十
五
条
の
規
定
に
基
づ
く
告
示
と
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
一
年
七
月
二
八
日
郵
政
省
令
第
四
三
号
）
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
六
十
一
年
八
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
一
年
一
一
月
二
六
日
郵
政
省
令
第
六
四
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
許
可
、
認
可
等
民
間
活
動
に
係
る
規
制
の
整
理
及
び
合
理
化
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
六
十
年
法

律
第
百
二
号
）
第
二
十
一
条
の
規
定
（
電
波
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
第
三
十
七
条
の
改
正
規

定
を
除
く
。
）
の
施
行
の
日
（
昭
和
六
十
一
年
十
二
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
改
正
前
の
施
行
規
則
第
三
十
九
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
く
告
示
は
、
改
正
後
の
施
行
規
則
第
三
十
九
条
第
五

項
に
基
づ
く
告
示
と
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
二
年
三
月
五
日
郵
政
省
令
第
四
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
改
正
後
の
第
四
十
六
条
の
二
第
一
項
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
第
三
号
（
１
）
（
五
）
中
「
五
六
デ
シ
ベ
ル
」

及
び
「
六
〇
デ
シ
ベ
ル
」
と
あ
る
の
は
、
昭
和
六
十
二
年
五
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
行
わ
れ
る
型
式
の
指
定
の

申
請
に
つ
い
て
は
、
「
六
六
デ
シ
ベ
ル
」
及
び
「
七
〇
デ
シ
ベ
ル
」
と
、
同
年
六
月
一
日
か
ら
昭
和
六
十
三
年
十

一
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
行
わ
れ
る
型
式
の
指
定
の
申
請
に
つ
い
て
は
、
「
六
〇
デ
シ
ベ
ル
」
及
び
「
六
四
デ
シ

ベ
ル
」
と
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
二
年
三
月
一
六
日
郵
政
省
令
第
八
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
別
表
第
三
号
の
改
正
規
定
は
、
昭
和
六
十
二
年
四
月
一

日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
二
年
八
月
八
日
郵
政
省
令
第
三
八
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
二
年
九
月
二
九
日
郵
政
省
令
第
四
八
号
）
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
電
波
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
六
十
二
年
法
律
第
五
十
五
号
）
の
施
行
の
日
か
ら
施

行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
免
許
又
は
予
備
免
許
を
受
け
て
い
る
無
線
局
の
条
件
と
し
て
付
さ
れ
て
い
る
附
属

規
則
付
録
第
四
十
四
号
の
船
舶
局
選
択
呼
出
番
号
又
は
海
岸
局
識
別
番
号
に
つ
い
て
は
、
昭
和
六
十
三
年
四
月
一

日
以
降
に
お
い
て
は
、
改
正
後
の
第
六
条
の
四
第
四
号
の
規
定
に
よ
る
識
別
信
号
と
み
な
す
。
た
だ
し
、
昭
和
六

十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
当
該
条
件
が
取
り
消
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

３
　
改
正
前
の
施
行
規
則
別
表
第
一
号
第
１
の
表
２
６
の
項
及
び
同
表
第
２
の
表
２
の
項
の
規
定
に
基
づ
く
告
示

は
、
そ
れ
ぞ
れ
改
正
後
の
施
行
規
則
別
表
第
一
号
の
四
第
１
の
表
２
６
の
項
及
び
同
表
第
２
の
表
２
の
項
の
規
定

に
基
づ
く
告
示
と
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
二
年
一
二
月
一
五
日
郵
政
省
令
第
六
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
昭
和
六
十
三
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
三
年
四
月
八
日
郵
政
省
令
第
一
九
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
三
年
四
月
一
九
日
郵
政
省
令
第
二
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
三
年
九
月
二
八
日
郵
政
省
令
第
五
四
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
六
十
三
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
免
許
を
受
け
て
い
る
放
送
局
の
免
許
の
有
効
期
間
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例

に
よ
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
三
年
一
二
月
二
一
日
郵
政
省
令
第
七
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
昭
和
六
十
四
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
元
年
一
月
二
七
日
郵
政
省
令
第
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
元
年
六
月
一
日
郵
政
省
令
第
二
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
元
年
六
月
三
〇
日
郵
政
省
令
第
四
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
元
年
一
〇
月
二
日
郵
政
省
令
第
六
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
元
年
十
月
三
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
元
年
一
一
月
一
日
郵
政
省
令
第
六
八
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
元
年
一
一
月
七
日
郵
政
省
令
第
七
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
元
年
一
一
月
二
二
日
郵
政
省
令
第
七
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
元
年
一
二
月
一
八
日
郵
政
省
令
第
七
五
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
前
項
に
定
め
る
日
か
ら
平
成
三
年
六
月
三
十
日
ま
で
の
間
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
電
波
法
施
行
規
則

第
四
条
第
一
項
第
二
十
号
の
五
中
「
第
六
条
第
一
項
第
四
号
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
六
十
三
条
第
五
項
」
と
読
み

替
え
る
も
の
と
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
年
三
月
三
一
日
郵
政
省
令
第
一
五
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
電
波
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
元
年
法
律
第
六
十
七
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
二
年

五
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。
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２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
か
ら
平
成
二
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
改
正
後
の
施
行
規
則
第
三
十
四
条
の
七

第
一
項
中
「
六
箇
月
以
内
に
」
と
あ
る
の
は
、
「
平
成
三
年
四
月
三
十
日
ま
で
に
」
と
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
年
六
月
一
八
日
郵
政
省
令
第
三
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
三
十
八
条
第
一
項
の
改
正
規
定
は
、
平
成
三
年
六
月

一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
年
九
月
一
八
日
郵
政
省
令
第
四
五
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
三
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
第
一
項
第
四
十
九
号
の
四
の
次
に
一

号
を
加
え
る
改
正
規
定
、
第
十
三
条
第
三
項
の
改
正
規
定
、
別
表
第
一
号
の
四
第
１
の
表
７
の
項
及
び
８
の
項
の

改
正
規
定
並
び
に
別
表
第
二
号
の
二
の
改
正
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
改
正
前
の
施
行
規
則
第
十
二
条
第
十
項
の
規
定
に
基
づ
く
告
示
は
、
改
正
後
の
施
行
規
則
第
十
二
条
第
十
五
項

に
基
づ
く
告
示
と
す
る
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
免
許
又
は
予
備
免
許
を
受
け
て
い
る
船
舶
局
で
あ
つ
て
改
正
後
の
施
行
規
則
第
十

二
条
第
一
項
又
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
一
五
六
・
六
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
の
電
波
を
送
り
、
及
び
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
平
成
八
年
六
月
三
十
日
ま
で
の
間
は
、
こ
れ
ら
の

規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
年
九
月
二
六
日
郵
政
省
令
第
五
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
年
九
月
二
九
日
郵
政
省
令
第
五
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
年
一
一
月
二
一
日
郵
政
省
令
第
六
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
三
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
五
十
一
条
の
七
の
改
正
規
定
は
、
公
布
の

日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
年
一
月
二
一
日
郵
政
省
令
第
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
年
三
月
一
日
郵
政
省
令
第
一
四
号
）
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
年
一
二
月
二
日
郵
政
省
令
第
五
六
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
四
年
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
国
際
航
海
に
従
事
す
る
総
ト
ン
数
三
〇
〇
ト
ン
未
満
の
船
舶
（
旅
客
船
を
除
く
。
）
及
び
国
際
航
海
に
従
事
し

な
い
船
舶
の
義
務
船
舶
局
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
施
行
規
則
第
二
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、
郵
政
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
日
ま
で
は
、
ナ
ブ
テ
ツ
ク
ス
受
信
機
を
備
え
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

３
　
電
波
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
六
十
七
号
）
附
則
第
三
項
の
郵
政
省
令
で
定
め
る
機
器

は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
機
器
と
し
、
同
項
の
郵
政
省
令
で
定
め
る
日
は
、
同
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
機
器
の

区
別
に
従
い
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
日
（
国
際
航
海
に
従
事
す
る
総
ト
ン
数
三
〇
〇
ト
ン
未
満
の
船

舶
（
旅
客
船
を
除
く
。
）
及
び
国
際
航
海
に
従
事
し
な
い
船
舶
の
義
務
船
舶
局
に
つ
い
て
は
、
郵
政
大
臣
が
別
に

告
示
す
る
日
）
と
す
る
。

ナ
ブ
テ
ツ
ク
ス
受
信
機
及
び
衛
星
非
常
用

位
置
指
示
無
線
標
識
の
機
器

平
成
五
年
八
月
一
日

捜
索
救
助
用
レ
ー
ダ
ー
ト
ラ
ン
ス
ポ
ン
ダ

の
機
器

平
成
四
年
一
月
三
十
一
日
以
前
に
建
造
さ
れ
た
船
舶
の
義
務
船
舶
局
　

平
成
七
年
二
月
一
日

平
成
四
年
二
月
一
日
以
後
に
建
造
さ
れ
た
船
舶
の
義
務
船
舶
局
　
義
務

船
舶
局
の
開
設
の
日

４
　
電
波
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
六
十
七
号
）
附
則
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の

例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
義
務
船
舶
局
に
つ
い
て
は
、
船
舶
局
無
線
従
事
者
証
明
に
関
す
る
事
項
を
除
き
、
同
項

に
定
め
る
日
ま
で
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

５
　
前
項
の
義
務
船
舶
局
の
無
線
設
備
の
操
作
に
つ
い
て
は
、
前
項
に
規
定
す
る
日
ま
で
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改

正
前
の
施
行
規
則
第
三
十
二
条
の
十
の
規
定
は
、
な
お
効
力
を
有
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
四
年
一
月
一
六
日
郵
政
省
令
第
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
四
年
四
月
二
〇
日
郵
政
省
令
第
一
九
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
三
十
八
条
第
三
項
の
改
正
規
定
は
、
平
成
四
年
六
月

一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
第
三
十
八
条
第
三
項
の
改
正
規
定
の
施
行
の
際
現
に
免
許
を
受
け
て
い
る
ア
マ
チ
ュ
ア
局
に
つ
い
て
は
、
改
正

後
の
第
三
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
ア
マ
チ
ュ
ア
局
の
免
許
の
有
効
期
間
の
満
了
す
る
日
ま

で
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
四
年
五
月
一
五
日
郵
政
省
令
第
二
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
四
年
六
月
二
四
日
郵
政
省
令
第
三
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
四
年
六
月
二
十
六
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
四
年
八
月
三
日
郵
政
省
令
第
四
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
四
年
九
月
二
四
日
郵
政
省
令
第
五
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
四
年
一
二
月
二
四
日
郵
政
省
令
第
七
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
四
年
一
二
月
二
五
日
郵
政
省
令
第
七
八
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
五
年
二
月
四
日
郵
政
省
令
第
二
号
）
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
電
波
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
四
年
法
律
第
七
十
四
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
五
年

四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
項
及
び
附
則
第
三
項
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
免
許
人
は
、
電
波
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
法
第
百
三
条
の
二
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
電

波
利
用
料
を
前
納
し
よ
う
と
す
る
と
き
（
次
項
に
規
定
す
る
場
合
を
除
く
。
）
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

こ
の
省
令
の
施
行
前
に
お
い
て
も
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
施
行
規
則
第
五
十
一
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
申
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
無
線
局
の
免
許
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
免
許
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
当
該
無
線
局
に
係
る
電
波
利
用
料

を
電
波
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
法
第
百
三
条
の
二
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
前
納
し
よ
う
と

す
る
と
き
は
、
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
お
い
て
も
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後

の
施
行
規
則
第
五
十
一
条
の
七
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
五
年
三
月
九
日
郵
政
省
令
第
八
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
五
年
四
月
七
日
郵
政
省
令
第
一
八
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
五
年
六
月
一
六
日
郵
政
省
令
第
三
二
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
改
正
前
の
施
行
規
則
第
三
十
四
条
の
十
の
規
定
に
基
づ
く
告
示
は
、
改
正
後
の
施
行
規
則
第
三
十
四
条
の
十
一

の
規
定
に
基
づ
く
告
示
と
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
五
年
一
〇
月
五
日
郵
政
省
令
第
五
〇
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
五
年
一
〇
月
一
二
日
郵
政
省
令
第
五
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
五
年
一
一
月
二
六
日
郵
政
省
令
第
六
一
号
）
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
八
条
第
一
項
の
改
正
規
定
は
平
成
五
年
十

二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
免
許
を
受
け
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
を
行
う
放
送
局
、
陸
上
移
動
業
務
の
無

線
局
、
携
帯
移
動
業
務
の
無
線
局
、
無
線
呼
出
局
及
び
地
球
局
の
免
許
の
有
効
期
間
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の

例
に
よ
る
。

３
　
改
正
後
の
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
八
条
の
二
及
び
第
九
条
が
適
用
さ
れ
る
場
合
を
除
き
、

こ
の
省
令
の
施
行
後
、
平
成
七
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
免
許
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
を
行
う
放
送
局
の

免
許
の
有
効
期
間
は
、
平
成
七
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
、
平
成
六
年
五
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
免
許
す
る
陸
上

移
動
業
務
の
無
線
局
、
携
帯
移
動
業
務
の
無
線
局
及
び
無
線
呼
出
局
の
免
許
の
有
効
期
間
は
、
平
成
十
年
五
月
三

十
一
日
ま
で
、
平
成
六
年
一
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
免
許
す
る
船
舶
地
球
局
の
免
許
の
有
効
期
間
は
、
平
成
十

年
一
月
三
十
一
日
ま
で
と
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
六
年
一
月
三
一
日
郵
政
省
令
第
三
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
免
許
を
受
け
て
い
る
陸
上
を
移
動
す
る
地
球
局
で
あ
つ
て
停
止
中
に
の
み
運
用
を

行
う
も
の
（
Ｖ
Ｓ
Ａ
Ｔ
地
球
局
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
第
三
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、
当
該
無
線
局
の
免
許
の
有
効
期
間
が
満
了
す
る
日
ま
で
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
六
年
二
月
二
日
郵
政
省
令
第
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
六
年
三
月
一
六
日
郵
政
省
令
第
一
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
六
年
四
月
二
八
日
郵
政
省
令
第
二
八
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
六
年
五
月
二
六
日
郵
政
省
令
第
三
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
六
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
六
年
六
月
二
日
郵
政
省
令
第
三
四
号
）
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
改
正
前
の
施
行
規
則
第
三
十
四
条
の
十
一
の
規
定
に
基
づ
く
告
示
は
、
改
正
後
の
施
行
規
則
第
三
十
四
条
の
十

二
の
規
定
に
基
づ
く
告
示
と
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
六
年
七
月
五
日
郵
政
省
令
第
四
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
六
年
八
月
四
日
郵
政
省
令
第
五
五
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
六
年
十
一
月
四
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
十
二
条
第
八
項
、
第
二
十
八
条
第
一

項
、
第
三
十
六
条
の
二
第
一
項
第
四
号
、
第
三
十
六
条
の
二
第
三
項
第
三
号
、
別
図
第
四
号
及
び
別
図
第
十
二
号

の
改
正
規
定
は
、
平
成
七
年
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
免
許
を
受
け
て
い
る
衛
星
非
常
用
位
置
指
示
無
線
標
識
の
無
線
設
備
を
施
設
す
る

海
上
移
動
業
務
の
無
線
局
は
、
改
正
後
の
第
十
二
条
第
七
項
及
び
第
三
十
六
条
の
二
第
一
項
第
七
号
の
規
定
に
か

か
わ
ら
ず
、
こ
れ
を
引
き
続
き
当
該
無
線
局
を
開
設
す
る
船
舶
に
設
置
し
て
い
る
場
合
に
限
り
、
な
お
従
前
の
例

に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
六
年
九
月
三
〇
日
郵
政
省
令
第
六
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
六
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
六
年
九
月
三
〇
日
郵
政
省
令
第
六
八
号
）
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
行
政
手
続
法
（
平
成
五
年
法
律
第
八
十
八
号
）
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
六
年
一
〇
月
六
日
郵
政
省
令
第
六
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
六
年
一
一
月
三
〇
日
郵
政
省
令
第
八
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
放
送
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
七
十
四
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
六
年

十
二
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
六
年
一
二
月
二
二
日
郵
政
省
令
第
八
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
七
年
二
月
三
日
郵
政
省
令
第
六
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
免
許
又
は
予
備
免
許
を
受
け
て
い
る
無
線
局
に
備
え
付
け
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
無
線
検
査
簿
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
別
表
第
五
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と

が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
七
年
三
月
二
四
日
郵
政
省
令
第
一
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
七
年
三
月
二
八
日
郵
政
省
令
第
二
七
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
別
表
第
一
号
の
三
で
定
め
る
表
示
は
、
改
正
後
の
同
表
で
定
め
る
表
示
と
み
な

す
。

３
　
平
成
八
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
呼
出
符
号
又
は
呼
出
名
称
の
指
定
を
受
け
た
無
線
設
備
に
付
す
る
表
示
は
、

改
正
前
の
別
表
第
一
号
の
三
で
定
め
る
表
示
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
七
年
七
月
一
一
日
郵
政
省
令
第
五
三
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
七
年
九
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
郵
政
大
臣
の
指
定
を
受
け
て
い
る
型
式
に
属
す
る
電
磁
誘
導
加
熱
式
調
理
器
に
つ

い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
七
年
八
月
八
日
郵
政
省
令
第
五
八
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
改
正
前
の
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
基
地
地
球
局
又
は
陸
上
移
動
地
球
局
の
免

許
又
は
予
備
免
許
を
受
け
て
い
る
も
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
改
正
後
の
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
携
帯
基
地
地
球

局
又
は
携
帯
移
動
地
球
局
の
免
許
又
は
予
備
免
許
を
受
け
た
も
の
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
平
成
七
年
一
〇
月
六
日
郵
政
省
令
第
七
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
七
年
一
〇
月
一
二
日
郵
政
省
令
第
七
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
七
年
一
二
月
二
二
日
郵
政
省
令
第
八
六
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
後
最
初
に
提
出
す
る
抄
録
の
期
間
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
第
四
十
一
条
の
規
定
に
か
か
わ

ら
ず
、
平
成
七
年
十
月
か
ら
平
成
八
年
三
月
ま
で
と
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
八
年
二
月
二
八
日
郵
政
省
令
第
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
八
年
三
月
一
日
郵
政
省
令
第
一
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
八
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
八
年
四
月
一
一
日
郵
政
省
令
第
三
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
八
年
四
月
三
〇
日
郵
政
省
令
第
四
一
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
電
波
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
七
年
法
律
第
八
十
三
号
。
以
下
同
じ
。
）
附
則
第
一

項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
改
正
規
定
の
施
行
の
日
（
平
成
八
年
五
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
項
及

び
附
則
第
三
項
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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（
経
過
措
置
）

２
　
免
許
人
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
以
後
に
到
来
す
る
起
算
日
以
後
の
期
間
に
係
る
電
波
利
用
料
を
電
波
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
法
第
百
三
条
の
二
第
七
項
に
規
定
す
る
方
法
（
以
下
「
口
座
振
替
」
と

い
う
。
）
に
よ
り
納
付
し
よ
う
と
す
る
と
き
（
再
免
許
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
無
線
局
が
再

免
許
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
当
該
無
線
局
に
係
る
電
波
利
用
料
を
口
座
振
替
に
よ
り
納
付
し
よ
う
と
す
る
と
き

を
含
む
。
）
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
お
い
て
も
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
施
行
規
則
第
五
十
一
条

の
十
一
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
旨
を
地
方
電
気
通
信
監
理
局
長
に
申
し
出
る
こ
と
が
で

き
る
。

３
　
無
線
局
の
免
許
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
免
許
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
当
該
無
線
局
に
係
る
電
波
利
用
料

の
う
ち
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
以
後
に
到
来
す
る
起
算
日
以
後
の
期
間
に
係
る
も
の
を
口
座
振
替
に
よ
り
納
付
し

よ
う
と
す
る
と
き
（
既
に
無
線
局
の
免
許
を
受
け
て
い
る
者
が
再
免
許
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
当

該
無
線
局
が
再
免
許
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
当
該
無
線
局
に
係
る
電
波
利
用
料
を
口
座
振
替
に
よ
り
納
付
し
よ

う
と
す
る
と
き
を
除
く
。
）
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
お
い
て
も
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
施
行
規

則
第
五
十
一
条
の
十
一
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
旨
を
地
方
電
気
通
信
監
理
局
長
に
申
し

出
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
八
年
七
月
一
一
日
郵
政
省
令
第
五
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
八
年
一
二
月
一
二
日
郵
政
省
令
第
七
七
号
）
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
九
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
無
線
局
根
本
基
準
第
六
条
の
三
第
三
号
の
改

正
規
定
、
施
行
規
則
第
六
条
の
四
第
三
号
及
び
第
四
号
の
改
正
規
定
、
施
行
規
則
第
三
十
三
条
の
二
第
一
項
第
一

号
の
改
正
規
定
、
施
行
規
則
第
三
十
八
条
の
改
正
規
定
（
「
通
信
条
約
及
び
附
属
規
則
」
を
「
通
信
憲
章
、
通
信

条
約
及
び
無
線
通
信
規
則
」
に
改
め
る
部
分
を
除
く
。
）
、
免
許
規
則
別
表
第
五
号
の
二
の
改
正
規
定
、
運
用
規
則

第
百
五
十
三
条
の
二
の
改
正
規
定
、
設
備
規
則
第
七
条
第
三
項
の
改
正
規
定
、
設
備
規
則
第
三
十
八
条
の
三
第
一

号
の
改
正
規
定
、
設
備
規
則
第
四
十
条
の
二
第
一
項
の
改
正
規
定
、
設
備
規
則
第
四
十
条
の
五
第
一
項
第
二
号
ロ

の
改
正
規
定
、
設
備
規
則
第
四
十
条
の
七
第
三
項
及
び
第
四
項
の
改
正
規
定
、
設
備
規
則
第
四
十
一
条
第
三
項
の

改
正
規
定
、
設
備
規
則
第
四
十
五
条
の
十
二
の
四
の
改
正
規
定
、
設
備
規
則
第
五
十
八
条
の
改
正
規
定
並
び
に
設

備
規
則
別
表
第
一
号
の
改
正
規
定
は
、
平
成
十
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
九
年
六
月
九
日
郵
政
省
令
第
二
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
九
年
六
月
一
六
日
郵
政
省
令
第
三
三
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
平
成
九
年
六
月
三
十
日
以
前
に
建
造
さ
れ
、
又
は
建
造
に
着
手
さ
れ
た
国
際
航
海
に
従
事
す
る
旅
客
船
の
義
務

船
舶
局
で
あ
っ
て
、
電
波
法
第
三
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
船
舶
及
び
航
行
区
域
の
区
分
に
応
じ
て
当
該
義
務
船
舶

局
の
無
線
設
備
に
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
機
器
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
施
行
規
則
第
二
十

八
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
義
務
船
舶
局
に
対
し
て
平
成
九
年
七
月
一
日
以
降
最
初
に
電
波
法
第

七
十
三
条
第
一
項
本
文
の
検
査
を
行
う
日
ま
で
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
九
年
六
月
二
四
日
郵
政
省
令
第
四
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
九
年
六
月
二
六
日
郵
政
省
令
第
四
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
九
年
九
月
二
二
日
郵
政
省
令
第
五
八
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
九
年
九
月
二
四
日
郵
政
省
令
第
六
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
放
送
法
及
び
有
線
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
九
年
法
律
第
五
十

八
号
）
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
八
条
第
一
項
の
改
正
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
九
年
九
月
二
五
日
郵
政
省
令
第
七
一
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
電
波
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
九
年
法
律
第
四
十
七
号
）
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す

る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
か
ら
平
成
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
施
行
規
則

第
五
十
二
条
第
一
項
中
「
セ
ン
タ
ー
及
び
指
定
較
正
機
関
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
検
査
機
関
、
セ
ン
タ
ー
及
び
指

定
較
正
機
関
」
と
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
九
年
九
月
二
六
日
郵
政
省
令
第
七
五
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
五
十
一
条
の
十
五
第
二
項
の
表
の
改
正
規

定
は
、
平
成
十
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
九
年
一
二
月
一
六
日
郵
政
省
令
第
八
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
〇
年
三
月
一
七
日
郵
政
省
令
第
一
一
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
年
三
月
三
十
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
か
ら
平
成
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
第
五
十
二
条
の
二
中
「
第
三
十
九
条
第

三
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
九
条
第
四
項
」
と
す
る
。

３
　
改
正
前
の
施
行
規
則
第
四
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
く
告
示
は
、
改
正
後
の
施
行
規
則
第
四
十
二
条
の
二
の
規
定

に
基
づ
く
告
示
と
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
〇
年
三
月
三
〇
日
郵
政
省
令
第
一
八
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
免
許
を
受
け
て
い
る
実
験
局
及
び
実
用
化
試
験
局
の
免
許
の
有
効
期
間
に
つ
い
て

は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
〇
年
三
月
三
一
日
郵
政
省
令
第
二
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
〇
年
九
月
二
四
日
郵
政
省
令
第
七
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
〇
年
九
月
三
〇
日
郵
政
省
令
第
七
五
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
〇
年
一
〇
月
一
日
郵
政
省
令
第
七
八
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
経
過
し
た
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
免
許
を
受
け
て
い
る
無
線
局
の
無
線
設
備
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正

後
の
第
二
十
一
条
の
三
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
無
線
局
の
免
許
の
有
効
期
間
が
満
了
す
る
日
ま
で
は
、
な

お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
〇
年
一
〇
月
五
日
郵
政
省
令
第
八
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
電
気
通
信
分
野
に
お
け
る
規
制
の
合
理
化
の
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
平

成
十
年
法
律
第
五
十
八
号
）
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
別
表
第
一
号
の
改
正
規
定
（
「
（
注
４
）
」

を
削
る
部
分
及
び
注
４
を
削
る
部
分
に
限
る
。
）
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
〇
年
一
二
月
一
五
日
郵
政
省
令
第
一
〇
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
一
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
〇
年
一
二
月
一
八
日
郵
政
省
令
第
一
〇
五
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
一
年
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
三
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
四
条
第
一

項
（
第
二
号
を
削
り
、
第
三
号
を
第
二
号
と
し
、
第
三
号
の
二
を
第
三
号
と
す
る
部
分
に
限
る
。
）
の
改
正
規
定

並
び
に
次
項
の
規
定
は
、
平
成
十
一
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
平
成
十
年
十
二
月
三
十
一
日
以
前
に
改
正
前
の
第
四
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
航
空
固
定
局
の
免
許
又
は

予
備
免
許
を
受
け
て
い
る
も
の
は
、
平
成
十
一
年
一
月
一
日
以
降
に
お
い
て
は
、
第
四
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定

す
る
固
定
局
の
免
許
又
は
予
備
免
許
を
受
け
た
も
の
と
み
な
す
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
免
許
を
受
け
て
い
る
非
常
用
位
置
指
示
無
線
標
識
、
警
急
自
動
受
信
機
、
警
急
自

動
電
鍵
装
置
、
警
急
自
動
電
話
装
置
及
び
航
行
警
報
信
号
発
生
装
置
の
機
器
を
施
設
す
る
海
上
移
動
業
務
の
無
線
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局
は
、
改
正
後
の
別
表
第
一
号
の
三
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
機
器
を
引
き
続
き
当
該
無
線
局
に
施
設

し
て
い
る
場
合
に
限
り
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
〇
年
一
二
月
二
五
日
郵
政
省
令
第
一
一
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
一
年
一
月
一
一
日
郵
政
省
令
第
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
一
年
二
月
一
八
日
郵
政
省
令
第
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
電
気
通
信
分
野
に
お
け
る
規
制
の
合
理
化
の
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
平

成
十
年
法
律
第
五
十
八
号
）
附
則
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
一
年
三
月
八
日
郵
政
省
令
第
一
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
一
年
三
月
二
九
日
郵
政
省
令
第
二
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
一
年
五
月
二
一
日
郵
政
省
令
第
三
九
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
一
年
七
月
二
日
郵
政
省
令
第
五
五
号
）
　
抄

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
一
年
七
月
十
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
一
年
七
月
一
二
日
郵
政
省
令
第
六
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
一
年
七
月
二
八
日
郵
政
省
令
第
六
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
一
年
一
〇
月
八
日
郵
政
省
令
第
七
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
一
年
一
〇
月
一
三
日
郵
政
省
令
第
七
八
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
二
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
一
年
一
〇
月
二
八
日
郵
政
省
令
第
八
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
放
送
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
五
十
八
号
）
の
施
行
の
日
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
平
成
一
一
年
一
〇
月
二
九
日
郵
政
省
令
第
八
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
電
波
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
四
十
七
号
）
附
則
第
一
項
た
だ
し
書

に
掲
げ
る
改
正
規
定
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
一
年
一
二
月
一
六
日
郵
政
省
令
第
九
九
号
）
　
抄

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
二
年
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
一
年
一
二
月
二
一
日
郵
政
省
令
第
一
〇
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
三
月
一
日
郵
政
省
令
第
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
月
を
経
過
し
た
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
三
月
一
六
日
郵
政
省
令
第
一
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
三
月
二
一
日
郵
政
省
令
第
一
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
六
月
二
日
郵
政
省
令
第
三
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
電
波
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
百
九
号
）
附
則
第
一
項
た
だ
し
書
に

規
定
す
る
改
正
規
定
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
七
月
七
日
郵
政
省
令
第
四
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
八
月
九
日
郵
政
省
令
第
四
八
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
九
月
二
七
日
郵
政
省
令
第
六
〇
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
内
閣
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
八
号
）
の
施
行
の
日
（
平

成
十
三
年
一
月
六
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
又
は
書
式
に
よ
り
調
製
し
た
用
紙
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
後
に
お
い
て

も
当
分
の
間
、
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
、
改
正
前
の
様
式
又
は
書
式
に
よ
り
調
製
し
た
用
紙
を
修

補
し
て
、
使
用
す
る
こ
と
が
あ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
一
一
月
二
日
郵
政
省
令
第
六
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
一
一
月
二
九
日
郵
政
省
令
第
六
九
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
電
波
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
百
九
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
十
二

年
十
一
月
三
十
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
一
二
月
二
七
日
郵
政
省
令
第
八
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
三
年
二
月
一
日
総
務
省
令
第
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
三
年
二
月
二
三
日
総
務
省
令
第
一
五
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
三
年
三
月
二
六
日
総
務
省
令
第
二
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
書
面
の
交
付
等
に
関
す
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
の
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法

律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
百
二
十
六
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
十
三
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
三
年
三
月
三
〇
日
総
務
省
令
第
五
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
三
年
四
月
一
七
日
総
務
省
令
第
六
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
三
年
五
月
二
八
日
総
務
省
令
第
七
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
三
年
六
月
二
〇
日
総
務
省
令
第
八
八
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
三
年
七
月
二
三
日
総
務
省
令
第
九
七
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
電
波
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
三
年
法
律
第
四
十
八
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
十

三
年
七
月
二
十
五
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
電
波
法
施
行
規
則
別
表
第
十
一
号
か
ら
別
表
第
十
四
号
ま
で
及
び
別
表
第
十
六
号

に
規
定
す
る
開
設
無
線
局
数
届
出
書
、
還
付
請
求
書
、
電
波
利
用
料
口
座
振
替
納
付
申
出
書
（
既
設
局
用
）
、
電

波
利
用
料
口
座
振
替
納
付
申
出
書
（
新
設
局
用
）
及
び
電
波
利
用
料
徴
収
職
員
証
票
の
様
式
は
、
こ
の
省
令
の
改

正
後
の
電
波
法
施
行
規
則
の
そ
れ
ぞ
れ
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を

経
過
す
る
日
ま
で
は
、
な
お
従
前
の
様
式
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
三
年
一
二
月
一
三
日
総
務
省
令
第
一
六
七
号
）
　
抄
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（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
船
舶
に
施
設
し
て
い
る
船
舶
航
空
機
間
双
方
向
無
線
電
話
の
機
器
は
、
当
該
船
舶

に
施
設
し
て
い
る
限
り
、
そ
の
型
式
に
つ
い
て
総
務
大
臣
の
行
う
検
定
に
合
格
し
て
い
る
も
の
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
平
成
一
三
年
一
二
月
一
八
日
総
務
省
令
第
一
七
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
四
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
四
年
一
月
二
五
日
総
務
省
令
第
五
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
規
則
は
、
法
の
施
行
の
日
（
平
成
十
四
年
一
月
二
十
八
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
四
年
二
月
二
八
日
総
務
省
令
第
二
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
四
年
三
月
一
五
日
総
務
省
令
第
二
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
四
年
六
月
一
四
日
総
務
省
令
第
五
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
四
年
六
月
二
八
日
総
務
省
令
第
七
四
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
四
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
建
造
に
着
手
さ
れ
た
船
舶
で
あ
っ
て
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
も
の
の
義
務
船
舶

局
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
施
行
規
則
（
以
下
「
新
規
則
」
と
い
う
。
）
第
二
十
八
条
第
一
項

の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
日
ま
で
は
、
船
舶
自
動
識
別
装
置
の
機
器
を
備
え
る
こ
と
を
要

し
な
い
。

一
　
国
際
航
海
に
従
事
す
る
船
舶

　

（
一
）
　
旅
客
船

平
成
十
五
年
六
月
三
十
日

（
二
）
　
総
ト
ン
数
三
〇
〇
ト
ン
以
上
の
油
槽
船

総
務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
日

（
三
）
　
総
ト
ン
数
五
万
ト
ン
以
上
の
船
舶
（
旅
客
船
及
び
油
槽
船
を
除
く
。
）

平
成
十
六
年
六
月
三
十
日

（
四
）
　
総
ト
ン
数
三
〇
〇
ト
ン
以
上
五
万
ト
ン
未
満
の
船
舶
（
旅
客
船
及
び
油
槽
船

を
除
く
。
）

平
成
十
六
年
十
二
月
三
十
一
日

二
　
国
際
航
海
に
従
事
し
な
い
船
舶

平
成
二
十
年
六
月
三
十
日

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
か
ら
平
成
十
六
年
六
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
建
造
に
着
手
さ
れ
た
総
ト
ン
数
五
〇
〇
ト

ン
以
上
の
漁
船
（
国
際
航
海
に
従
事
し
な
い
も
の
に
限
る
。
）
の
義
務
船
舶
局
で
あ
っ
て
、
総
務
大
臣
が
別
に
告

示
す
る
も
の
は
、
当
該
告
示
に
お
い
て
規
定
す
る
日
ま
で
は
、
船
舶
自
動
識
別
装
置
の
機
器
を
備
え
る
こ
と
を
要

し
な
い
。

４
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
建
造
に
着
手
さ
れ
た
船
舶
の
義
務
船
舶
局
で
あ
っ
て
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前

の
施
行
規
則
第
十
一
条
の
四
第
四
項
に
規
定
す
る
中
波
無
線
方
位
測
定
機
を
備
え
る
も
の
は
、
新
規
則
第
二
十
八

条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
総
務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
日
ま
で
は
、
地
上
無
線
航
法
装
置
又
は
衛
星
無
線

航
法
装
置
の
機
器
を
備
え
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

５
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
船
舶
に
設
置
し
て
い
る
地
上
無
線
航
法
装
置
又
は
衛
星
無
線
航
法
装
置
の
機
器
で

あ
っ
て
、
当
該
装
置
が
無
線
設
備
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
十
四
年
総
務
省
令
第
七
十
六
号
）
に
よ

る
改
正
後
の
設
備
規
則
第
四
十
七
条
の
二
又
は
第
四
十
七
条
の
三
の
規
定
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
総
務
大

臣
が
別
に
告
示
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
船
舶
に
施
設
し
て
い
る
間
は
、
そ
の
型
式
に
つ
い
て
、
総
務
大
臣

の
行
う
検
定
に
合
格
し
た
も
の
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
平
成
一
四
年
九
月
一
九
日
総
務
省
令
第
九
六
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
有
効
で
あ
っ
た
ワ
イ
ヤ
レ
ス
カ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
の
無
線
局
（
こ
の
省
令
に
よ
る
改

正
前
の
施
行
規
則
第
六
条
第
四
項
第
八
号
に
規
定
す
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
免
許
は
、
こ
の
省
令
の

施
行
の
日
に
、
そ
の
効
力
を
失
う
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
ワ
イ
ヤ
レ
ス
カ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
の
無
線
局
の
無
線
設
備
と
し
て
、
法
第
三
十
八
条

の
二
の
二
第
一
項
の
技
術
基
準
適
合
証
明
を
受
け
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
施
行
規
則

第
四
十
四
条
第
一
項
第
三
号
（
３
）
の
規
定
に
よ
る
、
そ
の
型
式
に
つ
い
て
総
務
大
臣
の
指
定
を
受
け
た
誘
導
式

読
み
書
き
通
信
設
備
と
み
な
す
。

４
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
法
第
三
十
八
号
の
十
六
第
一
項
の
認
証
を
受
け
た
ワ
イ
ヤ
レ
ス
カ
ー
ド
シ
ス
テ
ム

の
無
線
局
の
無
線
設
備
の
工
事
設
計
に
係
る
型
式
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
施
行
規
則
第
四
十
四
条
第
一

項
第
三
号
（
３
）
の
総
務
大
臣
の
指
定
を
受
け
た
も
の
と
み
な
す
。

５
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
施
行
規
則
第
四
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

総
務
大
臣
の
型
式
の
指
定
を
受
け
て
い
る
搬
送
式
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
、
一
般
搬
送
式
デ
ジ
タ
ル
伝
送
装
置
、
特
別
搬

送
式
デ
ジ
タ
ル
伝
送
装
置
、
超
音
波
洗
浄
機
、
超
音
波
加
工
機
、
超
音
波
ウ
エ
ル
ダ
ー
、
電
磁
誘
導
加
熱
を
利
用

し
た
文
書
複
写
印
刷
機
械
及
び
無
電
極
放
電
ラ
ン
プ
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
同
項

の
規
定
に
よ
る
総
務
大
臣
の
型
式
の
指
定
を
受
け
て
い
る
も
の
と
み
な
す
。

６
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
施
行
規
則
第
四
十
六
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

製
造
業
者
等
が
型
式
の
確
認
を
行
っ
た
電
子
レ
ン
ジ
及
び
電
磁
誘
導
加
熱
式
調
理
器
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
こ

の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
同
項
の
規
定
に
よ
り
製
造
業
者
等
が
型
式
の
確
認
を
行
っ
た
も
の
と
み
な
す
。

７
　
電
磁
誘
導
加
熱
式
調
理
器
の
試
験
成
績
書
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
施
行
規
則
別
表
第
九
号
第
２
の
様

式
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
分
の
間
、
な
お
従
前
の
様
式
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
四
年
九
月
二
七
日
総
務
省
令
第
一
〇
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
四
年
一
〇
月
三
〇
日
総
務
省
令
第
一
一
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
電
波
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
三
十
八
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
十

四
年
十
月
三
十
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
四
年
一
二
月
二
〇
日
総
務
省
令
第
一
二
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
五
年
一
月
一
七
日
総
務
省
令
第
二
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
五
年
三
月
五
日
総
務
省
令
第
三
三
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
電
波
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
三
十
八
号
）
の
一
部
の
施
行
の
日

（
平
成
十
五
年
三
月
十
七
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
平
成
十
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
は
、
改
正
後
の
施
行
規
則
第
十
一
条
の
二
第
十
二
号
中
「
貨

物
利
用
運
送
事
業
法
（
平
成
元
年
法
律
第
八
十
二
号
）
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
第
一
種
貨
物
利
用
運
送
事
業

の
登
録
を
受
け
た
者
又
は
同
法
第
二
十
条
に
規
定
す
る
第
二
種
貨
物
利
用
運
送
事
業
の
許
可
を
受
け
た
者
が
開
設

す
る
無
線
局
」
と
あ
る
の
は
、
「
又
は
貨
物
運
送
取
扱
事
業
法
（
平
成
元
年
法
律
第
八
十
二
号
）
第
三
条
第
一
項

に
規
定
す
る
利
用
運
送
事
業
の
許
可
を
受
け
た
者
が
開
設
す
る
無
線
局
」
と
、
同
規
則
別
表
第
二
号
の
二
の
二
中

「
１
０
　
日
本
郵
政
公
社
が
、
日
本
郵
政
公
社
法
（
平
成
１
４
年
法
律
第
９
７
号
）
第
６
３
条
第
３
項
に
規
定
す

る
郵
政
監
察
官
の
職
務
の
円
滑
な
遂
行
を
図
る
た
め
に
開
設
す
る
も
の
」
と
あ
る
の
は
、
「
１
０
　
郵
政
事
業
庁

が
、
郵
政
事
業
庁
設
置
法
（
平
成
１
１
年
法
律
第
９
２
号
）
第
１
４
条
第
１
項
に
規
定
す
る
郵
政
監
察
官
の
職
務

の
円
滑
な
遂
行
を
図
る
た
め
に
開
設
す
る
も
の
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
五
年
三
月
三
一
日
総
務
省
令
第
六
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
三
十
三
条
の
二
第
二
項
第
二
号
の
改
正

規
定
は
、
平
成
十
五
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
五
年
八
月
一
一
日
総
務
省
令
第
一
〇
七
号
）
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１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
六
年
一
月
十
三
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
し
た
ア
マ
チ
ュ
ア
局
に
係
る
施
行
規
則
、
免
許
規
則
、
設
備
規
則
、
証
明
規
則
、
運
用

規
則
及
び
検
定
規
則
に
基
づ
く
処
分
、
手
続
そ
の
他
の
行
為
の
う
ち
、
電
波
の
型
式
の
表
示
は
、
こ
の
省
令
の
施

行
の
日
以
降
に
お
い
て
は
、
施
行
規
則
第
四
条
の
二
の
規
定
に
従
っ
て
相
当
の
電
波
の
型
式
の
表
示
を
し
て
い
る

も
の
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
平
成
一
五
年
九
月
三
〇
日
総
務
省
令
第
一
二
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
五
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
五
年
一
〇
月
九
日
総
務
省
令
第
一
三
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
六
年
一
月
二
六
日
総
務
省
令
第
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
電
波
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
六
十
八
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
十

六
年
一
月
二
十
六
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
六
年
三
月
一
日
総
務
省
令
第
二
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
六
年
三
月
二
二
日
総
務
省
令
第
四
四
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
電
気
通
信
事
業
法
及
び
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
（
以
下
「
改
正
法
」
と
い
う
。
）
附
則
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
六
年
三
月
二
九
日
総
務
省
令
第
五
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
六
年
三
月
二
十
九
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
六
年
六
月
三
〇
日
総
務
省
令
第
九
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
六
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
建
造
に
着
手
さ
れ
た
旅
客
船
（
国
際
航
海
に
従
事
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
船
首
、

船
尾
又
は
舷
側
に
開
口
部
を
有
す
る
も
の
に
限
る
。
）
の
義
務
船
舶
局
の
無
線
設
備
に
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

捜
索
救
助
用
レ
ー
ダ
ー
ト
ラ
ン
ス
ポ
ン
ダ
の
台
数
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
電
波
法
施
行
規
則

（
以
下
「
新
規
則
」
と
い
う
。
）
第
二
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
十
六
年
七
月
一
日
以
降
最
初

に
行
わ
れ
る
法
第
七
十
三
条
第
一
項
の
検
査
の
日
ま
で
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
建
造
に
着
手
さ
れ
た
旅
客
船
（
国
際
航
海
に
従
事
し
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
船

首
、
船
尾
又
は
舷
側
に
開
口
部
を
有
す
る
も
の
に
限
る
。
）
の
義
務
船
舶
局
の
無
線
設
備
に
備
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
捜
索
救
助
用
レ
ー
ダ
ー
ト
ラ
ン
ス
ポ
ン
ダ
の
台
数
に
つ
い
て
は
、
新
規
則
第
二
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
か

か
わ
ら
ず
、
平
成
十
九
年
七
月
一
日
以
降
最
初
に
行
わ
れ
る
法
第
七
十
三
条
第
一
項
の
検
査
の
日
ま
で
は
、
な
お

従
前
の
例
に
よ
る
。

４
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
建
造
に
着
手
さ
れ
た
船
舶
で
あ
っ
て
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
も
の
の
義
務
船

舶
局
に
つ
い
て
は
、
新
規
則
第
二
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
日
ま
で
は
、

船
舶
保
安
警
報
装
置
を
備
え
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

一
　
旅
客
船
並
び
に
総
ト
ン
数
五
〇
〇
ト
ン
以
上
の
油
槽
船
、
化
学

薬
品
運
搬
船
、
ガ
ス
運
搬
船
、
ば
ら
積
貨
物
船
及
び
高
速
貨
物
船

平
成
十
六
年
七
月
一
日
以
降
最
初
に
行
わ
れ
る

法
第
七
十
三
条
第
一
項
の
検
査
の
日

二
　
総
ト
ン
数
五
〇
〇
ト
ン
以
上
の
貨
物
船
（
一
に
掲
げ
る
も
の
を

除
く
。
）
及
び
移
動
式
海
底
資
源
掘
削
船

平
成
十
八
年
七
月
一
日
以
降
最
初
に
行
わ
れ
る

法
第
七
十
三
条
第
一
項
の
検
査
の
日

附
　
則
　
（
平
成
一
六
年
七
月
一
二
日
総
務
省
令
第
一
〇
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
電
波
法
及
び
有
線
電
気
通
信
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
十
六
年
七
月
十

二
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
六
年
九
月
二
九
日
総
務
省
令
第
一
二
二
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
七
年
五
月
九
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
四
条
の
四
及
び
第
十
五
条
の
三
の
改
正

規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
免
許
を
受
け
た
無
線
局
及
び
現
に
免
許
、
再
免
許
若
し
く
は
変
更
の
申
請
を
行
っ

て
い
る
無
線
局
（
予
備
免
許
中
の
も
の
を
含
む
。
）
で
あ
っ
て
、
こ
の
省
令
の
施
行
後
に
免
許
等
を
受
け
た
無
線

局
に
係
る
電
波
法
第
二
十
五
条
第
二
項
の
無
線
局
に
関
す
る
事
項
に
係
る
情
報
の
提
供
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令

に
よ
る
改
正
後
の
電
波
法
施
行
規
則
別
表
第
二
号
の
二
の
二
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
部
の
情
報
に
代
え
て
、

相
当
す
る
改
正
前
の
電
波
法
施
行
規
則
別
表
第
二
号
の
二
の
二
の
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
六
年
一
二
月
二
八
日
総
務
省
令
第
一
四
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
七
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
七
年
三
月
三
日
総
務
省
令
第
一
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
七
年
三
月
二
八
日
総
務
省
令
第
四
五
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
第
四
十
六
条
第
一
項
第
六
号
、
第
四
十
六
条
の
二
第
一
項
第
七
号
及
び
第
四
十
六

条
の
三
第
一
項
第
五
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
無
電
極
放
電
ラ
ン
プ
に
係
る
総
務
大
臣
の
型
式
の
指
定
に
関
す

る
規
定
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と

が
で
き
る
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
第
四
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
総
務
大
臣

の
型
式
の
指
定
を
受
け
て
い
る
無
電
極
放
電
ラ
ン
プ
及
び
前
項
の
規
定
に
よ
り
従
前
の
例
に
よ
る
型
式
の
指
定
を

受
け
た
無
電
極
放
電
ラ
ン
プ
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
同
項
の
規
定
に
よ
る
総
務
大
臣
の
型
式
の
指
定
を
受
け
て

い
る
も
の
と
み
な
す
。

４
　
改
正
後
の
第
四
十
六
条
の
二
第
一
項
第
七
号
の
（
４
）
の
（
一
）
及
び
（
二
）
の
規
定
は
、
こ
の
省
令
の
施
行

の
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
は
、
適
用
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

５
　
改
正
後
の
第
四
十
六
条
の
二
第
一
項
第
七
号
の
（
４
）
の
（
一
）
の
表
一
五
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
以
上
五
〇
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
以

下
の
項
に
規
定
す
る
許
容
値
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過
す
る
日
ま
で

は
、
次
の
表
の
許
容
値
を
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

周
波
数
帯

許
容
値
（
一
マ
イ
ク
ロ
ボ
ル
ト
を
〇
デ
シ
ベ
ル
と
す
る
。
）

準
尖
頭
値

平
均
値

一
五
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
以
上
二
一
五
ｋ
Ｈ
ｚ
以
下

八
三
デ
シ
ベ
ル

七
三
デ
シ
ベ
ル

二
一
五
ｋ
Ｈ
ｚ
を
超
え
五
〇
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
以
下

六
六
デ
シ
ベ
ル

五
六
デ
シ
ベ
ル

６
　
改
正
後
の
第
四
十
六
条
の
二
第
一
項
第
七
号
の
（
４
）
の
（
二
）
の
表
一
五
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
以
上
五
〇
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
未

満
の
項
に
規
定
す
る
許
容
値
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過
す
る
日
ま
で

は
、
次
の
表
の
許
容
値
を
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

周
波
数
帯

許
容
値
（
一
マ
イ
ク
ロ
ボ
ル
ト
を
〇
デ
シ
ベ
ル
と
す
る
。
）

準
尖
頭
値

平
均
値

一
五
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
以
上
五
〇
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
未
満

一
〇
〇
デ
シ
ベ
ル

九
〇
デ
シ
ベ
ル

７
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
か
ら
平
成
十
七
年
五
月
八
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
第
三
十
四
条
の
六
の
規
定
の
適
用
に

つ
い
て
は
、
同
条
第
一
号
中
「
第
四
条
第
二
項
の
表
六
の
項
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
四
条
第
二
項
の
表
五
の
項
」

と
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
七
年
三
月
三
一
日
総
務
省
令
第
六
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
十
七
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す

る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
七
年
四
月
一
日
総
務
省
令
第
七
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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附
　
則
　
（
平
成
一
七
年
五
月
一
三
日
総
務
省
令
第
八
二
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
七
年
五
月
十
六
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
免
許
を
受
け
て
い
る
無
線
局
（
当
該
無
線
局
の
設
置
場
所
（
移
動
す
る
無
線
局
に

あ
っ
て
は
、
移
動
範
囲
）
が
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
施
行
規
則
（
以
下
「
新
規
則
」
と
い
う
。
）
第
十
八
条

に
規
定
す
る
区
域
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
う
ち
新
規
則
第
十
六
条
第
一
号
又
は
第
三

号
の
規
定
に
該
当
す
る
も
の
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
後
最
初
に
到
来
す
る
当
該
無
線
局
の
免
許
の
応
当
日
（
法
第

百
三
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
応
当
日
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
い
て
、
法
第
二
十
七
条
の
十

八
第
一
項
の
登
録
を
受
け
た
無
線
局
と
み
な
す
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
登
録
の
有
効
期
間
は
、
現
に
免
許

を
受
け
て
い
る
当
該
無
線
局
の
免
許
の
有
効
期
間
の
残
存
期
間
と
す
る
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
新
規
則
第
十
六
条
第
一
号
又
は
第
三
号
の
規
定
に
該
当
す
る
無
線
局
の
免
許
の
申

請
を
し
て
い
る
者
に
対
す
る
無
線
局
の
免
許
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
た
だ
し
、
当
該
無
線
局

は
、
免
許
後
最
初
に
到
来
す
る
免
許
の
応
当
日
に
お
い
て
、
前
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

４
　
還
付
請
求
書
、
電
波
利
用
料
口
座
振
替
申
出
書
（
既
設
局
用
）
及
び
電
波
利
用
料
口
座
振
替
申
出
書
（
新
設
局

用
）
の
様
式
は
、
新
規
則
別
表
第
十
二
号
、
別
表
第
十
三
号
及
び
別
表
第
十
四
号
の
様
式
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の

省
令
の
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
経
過
す
る
日
ま
で
は
、
な
お
従
前
の
様
式
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
七
年
五
月
一
六
日
総
務
省
令
第
九
二
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
小
電
力
デ
ー
タ
通
信
シ
ス
テ
ム
の
無
線
局
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
施
行
規
則
第
六
条
第
四
項
第
四
号

（
３
）
に
規
定
す
る
周
波
数
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
分
の
間
、
な
お
従
前
の
周
波
数
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
七
年
六
月
二
〇
日
総
務
省
令
第
一
〇
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
七
年
六
月
二
九
日
総
務
省
令
第
一
〇
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
水
防
法
及
び
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
十
七
年
七
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
七
年
七
月
一
五
日
総
務
省
令
第
一
〇
八
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
七
年
八
月
九
日
総
務
省
令
第
一
一
八
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
七
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
六
条
第
四
項
第
二
号
及
び
第
三
号
の

改
正
規
定
は
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
七
年
八
月
一
一
日
総
務
省
令
第
一
三
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
七
年
八
月
一
二
日
総
務
省
令
第
一
三
二
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
免
許
を
受
け
て
い
る
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
八
の
三
に
規
定
す
る
技
術
基
準
に

係
る
無
線
設
備
を
使
用
す
る
空
中
線
電
力
が
一
〇
ミ
リ
ワ
ッ
ト
以
下
の
基
地
局
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
後
最
初
に

到
来
す
る
当
該
無
線
局
の
免
許
の
応
当
日
（
法
第
百
三
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
応
当
日
を
い
う
。
次
項
に
お

い
て
同
じ
。
）
に
お
い
て
、
法
第
二
十
七
条
の
十
八
第
一
項
の
登
録
を
受
け
た
無
線
局
と
み
な
す
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
そ
の
登
録
の
有
効
期
間
は
、
現
に
免
許
を
受
け
て
い
る
当
該
無
線
局
の
免
許
の
有
効
期
間
の
残
存
期
間

と
す
る
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
八
の
三
に
規
定
す
る
技
術
基
準
に
係
る
無
線
設
備
を
使

用
す
る
空
中
線
電
力
が
一
〇
ミ
リ
ワ
ッ
ト
以
下
の
基
地
局
の
免
許
の
申
請
を
し
て
い
る
者
に
対
す
る
無
線
局
の
免

許
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
た
だ
し
、
当
該
無
線
局
は
、
免
許
後
最
初
に
到
来
す
る
免
許
の
応
当

日
に
お
い
て
、
前
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
七
年
一
一
月
二
日
総
務
省
令
第
一
五
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
七
年
一
一
月
二
五
日
総
務
省
令
第
一
五
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
七
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
七
年
一
一
月
二
九
日
総
務
省
令
第
一
六
〇
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
電
波
法
及
び
放
送
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
十
七
年
十
二
月
一
日
）
か

ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
法
第
百
三
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
広
域
専
用
電
波
を
使
用
す
る
無
線
局
の
免

許
を
受
け
て
い
る
者
に
つ
い
て
の
施
行
規
則
第
五
十
一
条
の
十
一
の
二
の
五
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
同
項
中
「
九
月
三
十
日
ま
で
」
と
あ
る
の
は
、
「
電
波
法
及
び
放
送
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に

伴
う
総
務
省
関
係
省
令
の
整
備
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
七
年
総
務
省
令
第
百
六
十
号
）
の
施
行
の
日
」
と
す

る
。

３
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
又
は
書
式
に
よ
り
調
製
し
た
用
紙
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
後
に
お
い
て
も
当

分
の
間
、
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
、
改
正
前
の
様
式
又
は
書
式
に
よ
り
調
製
し
た
用
紙
を
修
補
し

て
、
使
用
す
る
こ
と
が
あ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
八
年
一
月
二
四
日
総
務
省
令
第
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
八
年
一
月
二
五
日
総
務
省
令
第
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
八
年
二
月
八
日
総
務
省
令
第
一
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
電
波
法
及
び
放
送
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
七
号
）
附
則
第
一
条

第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
平
成
十
八
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
八
年
三
月
二
八
日
総
務
省
令
第
三
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
八
年
五
月
二
九
日
総
務
省
令
第
八
九
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
改
正
後
の
第
四
十
六
条
の
二
第
一
項
第
七
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
無
電
極
放
電
ラ
ン
プ
（
利
用
周
波
数
が

一
一
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
か
ら
一
五
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
ま
で
の
範
囲
の
も
の
を
除
く
。
）
に
係
る
総
務
大
臣
の
型
式
の
指
定
に
関
す

る
規
定
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
に
限
り
、
な
お
従
前
の
例
に

よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
総
務
大
臣
の
型
式
の
指
定
を
受
け
て
い
る
、
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前

の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
さ
れ
る
無
電
極
放
電
ラ
ン
プ
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
第
四
十
六
条
の
二
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
総
務
大
臣
の
型
式
の
指
定
を
受
け
て
い
る
も
の
と
み
な
す
。

４
　
改
正
後
の
第
四
十
六
条
の
二
第
一
項
第
七
号
の
（
４
）
の
（
一
）
の
表
（
一
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
以
上
一
五
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
未

満
の
周
波
数
帯
に
限
る
。
）
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
表
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
か
ら

起
算
し
て
五
年
を
経
過
し
た
日
ま
で
の
間
に
限
り
、
次
の
表
の
許
容
値
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

周
波
数
帯

許
容
値
（
一
マ
イ
ク
ロ
ボ
ル
ト
を
〇
デ
シ
ベ
ル
と
す
る
。
）

準
尖
頭
値

平
均
値

一
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
以
上
五
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
未
満

一
一
五
デ
シ
ベ
ル

　

五
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
以
上
一
〇
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
未
満

一
一
五
デ
シ
ベ
ル
か
ら
一
〇
八
デ
シ
ベ
ル
ま
で
　
※
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一
〇
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
以
上
一
五
〇
ｋ
Ｈ
ｚ
未
満

九
五
デ
シ
ベ
ル
か
ら
九
二
デ
シ
ベ
ル
ま
で
　
※

　

注
　
※
を
付
し
た
値
は
、
周
波
数
の
対
数
に
対
し
て
直
線
的
に
減
少
し
た
値
と
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
八
年
五
月
三
一
日
総
務
省
令
第
九
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
八
年
七
月
三
十
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
十
二
条
第
九
項
の
表
衛
星
非
常
用

位
置
指
示
無
線
標
識
の
項
、
第
三
十
六
条
の
二
第
一
項
及
び
別
図
第
六
号
の
改
正
規
定
は
、
平
成
十
八
年
十
二
月

一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
八
年
六
月
一
四
日
総
務
省
令
第
九
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
八
年
八
月
一
日
総
務
省
令
第
一
〇
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
八
年
一
〇
月
四
日
総
務
省
令
第
一
一
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
八
年
一
一
月
二
〇
日
総
務
省
令
第
一
三
二
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
船
舶
に
対
す
る
第
二
十
八
条
第
四
項
の
規
定
は
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
日
（
総
務

大
臣
が
当
該
船
舶
の
船
齢
等
を
考
慮
し
て
差
し
支
え
な
い
と
認
め
る
場
合
は
、
そ
の
指
示
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も

の
と
す
る
。
）
ま
で
は
、
適
用
し
な
い
。

国
際
航
海
に
従
事
す
る
総
ト
ン
数
三
、
〇
〇
〇
ト
ン
以
上
二
〇
、
〇

〇
〇
ト
ン
未
満
の
船
舶
（
旅
客
船
及
び
専
ら
漁
ろ
う
に
従
事
す
る
船

舶
を
除
き
、
平
成
十
四
年
六
月
三
十
日
以
前
に
建
造
さ
れ
た
も
の
に

限
る
。
）

平
成
十
九
年
七
月
一
日
以
降
最
初
に
行
わ
れ
る

法
第
七
十
三
条
第
一
項
の
検
査
の
日
又
は
平
成

二
十
二
年
七
月
一
日
の
い
ず
れ
か
早
い
日

国
際
航
海
に
従
事
す
る
総
ト
ン
数
二
〇
、
〇
〇
〇
ト
ン
以
上
の
船
舶

（
旅
客
船
及
び
専
ら
漁
ろ
う
に
従
事
す
る
船
舶
を
除
き
、
平
成
十
四

年
六
月
三
十
日
以
前
に
建
造
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。
）

こ
の
省
令
の
施
行
の
日
以
降
最
初
に
行
わ
れ
る

法
第
七
十
三
条
第
一
項
の
検
査
の
日
又
は
平
成

二
十
一
年
七
月
一
日
の
い
ず
れ
か
早
い
日

附
　
則
　
（
平
成
一
八
年
一
二
月
一
一
日
総
務
省
令
第
一
四
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
九
年
一
月
十
五
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
八
年
一
二
月
二
〇
日
総
務
省
令
第
一
四
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
九
年
一
月
三
一
日
総
務
省
令
第
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
九
年
二
月
八
日
総
務
省
令
第
一
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
九
年
三
月
二
九
日
総
務
省
令
第
四
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
九
年
五
月
七
日
総
務
省
令
第
五
八
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
九
年
八
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
そ
れ
ぞ
れ

当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
　
第
十
条
の
二
第
六
号
の
改
正
規
定
、
第
三
十
七
条
第
三
十
一
号
の
改
正
規
定
、
第
四
十
一
条
の
二
第
二
号
の

改
正
規
定
、
第
四
十
一
条
の
二
第
二
十
二
号
中
「
十
一
の
項
（
１
）
」
を
「
十
二
の
項
（
一
）
」
に
改
め
る
改
正

規
定
及
び
別
表
第
一
号
の
三
第
１
の
表
七
の
項
の
改
正
規
定
　
公
布
の
日

二
　
第
四
十
一
条
の
二
第
二
十
二
号
を
同
条
第
二
十
三
号
と
し
、
同
条
中
第
二
十
一
号
を
第
二
十
二
号
と
し
、
第

十
一
号
か
ら
第
二
十
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
十
号
の
次
に
一
号
を
加
え
る
改
正
規
定
　
平
成
二
十

年
四
月
一
日

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
免
許
を
受
け
て
い
る
無
線
航
行
移
動
局
及
び
船
上
通
信
局
の
免
許
の
有
効
期
間
に

つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
改
正
後
の
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
九
条
が
適
用
さ
れ
る
場
合
を
除
き
、
こ
の
省
令
の
施
行

後
、
平
成
十
九
年
十
一
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
免
許
す
る
無
線
航
行
移
動
局
の
免
許
の
有
効
期
間
は
平
成
二
十
三

年
十
一
月
三
十
日
ま
で
、
平
成
二
十
年
五
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
免
許
す
る
船
上
通
信
局
の
免
許
の
有
効
期
間

は
平
成
二
十
四
年
五
月
三
十
一
日
ま
で
と
す
る
。

４
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
免
許
を
受
け
て
い
る
法
第
五
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
者
が
開
設
す
る
ア
マ
チ
ュ

ア
局
（
本
邦
に
永
住
す
る
こ
と
を
許
可
さ
れ
た
者
が
開
設
す
る
も
の
を
除
く
。
）
の
免
許
の
有
効
期
間
に
つ
い
て

は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
第
九
条
第
三
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
九
年
六
月
二
八
日
総
務
省
令
第
七
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
九
年
六
月
二
九
日
総
務
省
令
第
七
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
九
年
八
月
一
日
総
務
省
令
第
八
八
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
九
年
一
〇
月
一
日
総
務
省
令
第
一
三
〇
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
電
波
法
施
行
規
則
別
表
第
十
三
号
か
ら
第
十
五
号
ま
で
の
様
式
に
よ
り
調
製
し
た

用
紙
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
後
に
お
い
て
も
当
分
の
間
、
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
九
年
一
一
月
二
九
日
総
務
省
令
第
一
四
四
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
九
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
免
許
を
受
け
て
い
る
無
線
局
（
当
該
無
線
局
の
無
線
設
備
の
設
置
場
所
（
移
動
す

る
無
線
局
に
あ
っ
て
は
、
移
動
範
囲
）
が
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
施
行
規
則
第
十
八
条
第
一
項
第
一
号
に
規

定
す
る
区
域
内
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
う
ち
施
行
規
則
第
十
六
条
第
四
号
、
第
五
号

又
は
第
六
号
に
掲
げ
る
も
の
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
後
最
初
に
到
来
す
る
当
該
無
線
局
の
免
許
の
応
当
日
（
法
第

百
三
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
応
当
日
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
い
て
、
法
第
二
十
七
条
の
十

八
第
一
項
の
登
録
を
受
け
た
も
の
と
み
な
す
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
登
録
の
有
効
期
間
は
、
同
日
に
お
け

る
当
該
無
線
局
の
免
許
の
有
効
期
間
の
残
存
期
間
と
同
一
の
期
間
と
す
る
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
施
行
規
則
第
十
六
条
第
四
号
、
第
五
号
又
は
第
六
号
に
掲
げ
る
無
線
局
の
免
許
の

申
請
を
し
て
い
る
者
に
対
す
る
無
線
局
の
免
許
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
た
だ
し
、
当
該
無
線
局

は
、
免
許
後
最
初
に
到
来
す
る
免
許
の
応
当
日
に
お
い
て
、
前
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
九
年
一
二
月
二
七
日
総
務
省
令
第
一
五
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
〇
年
二
月
二
七
日
総
務
省
令
第
一
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
〇
年
三
月
二
六
日
総
務
省
令
第
三
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
放
送
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
百
三
十
六
号
）
の
施
行
の
日

（
平
成
二
十
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
〇
年
三
月
二
六
日
総
務
省
令
第
三
二
号
）

（
施
行
期
日
）
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１
　
こ
の
省
令
は
、
放
送
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
百
三
十
六
号
）
及
び
同
法
附
則
第

一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
免
許
若
し
く
は
予
備
免
許
を
受
け
て
い
る
実
験
局
又
は
免
許
を
受
け
て
い
る
特
定

実
験
局
は
、
免
許
若
し
く
は
予
備
免
許
を
受
け
た
実
験
試
験
局
又
は
免
許
を
受
け
た
特
定
実
験
試
験
局
と
み
な

す
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
さ
れ
て
い
る
実
験
局
又
は
特
定
実
験
局
の
免
許
の
申
請
は
、
実
験
試
験
局
又
は
特

定
実
験
試
験
局
の
免
許
の
申
請
と
み
な
す
。

４
　
前
二
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
の
規
定
に
よ
っ
て
な
さ
れ

た
処
分
、
手
続
そ
の
他
の
行
為
は
、
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
の
相
当
す
る
規
定
に
よ
っ
て
し
た
も
の
と
み
な

す
。

附
　
則
　
（
平
成
二
〇
年
三
月
二
七
日
総
務
省
令
第
三
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
〇
年
五
月
八
日
総
務
省
令
第
六
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
平
成
二
十
年
六
月
三
十
日
以
前
に
建
造
に
着
手
さ
れ
た
船
舶
に
積
載
さ
れ
る
高
速
救
助
艇
に
つ
い
て
は
、
そ
の

積
載
が
継
続
す
る
限
り
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
電
波
法
施
行
規
則
第
二
十
八
条
第
五
項
の
規
定
は
、
適
用

し
な
い
。

附
　
則
　
（
平
成
二
〇
年
五
月
二
九
日
総
務
省
令
第
六
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
〇
年
五
月
三
〇
日
総
務
省
令
第
六
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
〇
年
五
月
三
〇
日
総
務
省
令
第
六
八
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
〇
年
六
月
一
八
日
総
務
省
令
第
七
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
〇
年
七
月
一
七
日
総
務
省
令
第
八
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
〇
年
八
月
二
九
日
総
務
省
令
第
九
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
〇
年
九
月
一
八
日
総
務
省
令
第
一
〇
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
電
波
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
年
十
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
〇
年
一
一
月
二
八
日
総
務
省
令
第
一
二
六
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
年
十
二
月
一

日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
電
波
法
施
行
規
則
第
四
十
三
条
の
四
及
び
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の

無
線
局
免
許
手
続
規
則
第
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
公
益
社
団
法
人
に
は
、
一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人

に
関
す
る
法
律
及
び
公
益
社
団
法
人
及
び
公
益
財
団
法
人
の
認
定
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の

整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
五
十
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
例
社
団
法
人
を
含

む
も
の
と
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
〇
年
一
二
月
九
日
総
務
省
令
第
一
四
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
〇
年
一
二
月
二
二
日
総
務
省
令
第
一
四
八
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
六
条
の
五
第
三
号
及
び
第
三
十
三
条
の
二
第
一
項
の

改
正
規
定
は
、
平
成
二
十
一
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
施
行
規
則
第
二
十
八
条
第
六
項
の
無
線
設
備
の
う
ち
、
平
成
二
十
年
十
二
月
三
十

日
以
前
に
建
造
に
着
手
さ
れ
た
船
舶
に
設
置
す
る
も
の
に
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
二
十
年
十
二

月
三
十
一
日
以
降
に
行
わ
れ
る
法
第
十
条
第
一
項
の
検
査
の
日
又
は
平
成
二
十
年
十
二
月
三
十
一
日
以
降
最
初
に

行
わ
れ
る
法
第
七
十
三
条
第
一
項
の
検
査
の
日
の
い
ず
れ
か
早
い
日
ま
で
の
間
は
、
船
舶
長
距
離
識
別
追
跡
装
置

を
備
え
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

附
　
則
　
（
平
成
二
一
年
四
月
三
日
総
務
省
令
第
四
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
一
年
六
月
八
日
総
務
省
令
第
五
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
一
年
六
月
二
二
日
総
務
省
令
第
六
二
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
一
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
電
磁
的
記
録
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
書
類
に
つ
い
て
の
無
線
局
へ
の
備
付
け
及
び
高

周
波
利
用
設
備
の
設
置
場
所
へ
の
備
付
け
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
第
三
十
八
条
第
六
項
（
第
四
十
五
条
の
三
第

四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
一
年
六
月
二
五
日
総
務
省
令
第
六
六
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
施
行
規
則
第
十
三
条
の
三
の
二
の
規
定
に
よ
り
指
定

し
た
気
象
援
助
局
（
ラ
ジ
オ
ゾ
ン
デ
の
も
の
に
限
る
。
）
の
電
波
の
型
式
及
び
周
波
数
並
び
に
空
中
線
電
力
（
以

下
「
電
波
の
型
式
等
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
の
施
行
規
則
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。

３
　
総
務
大
臣
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
第
十
三
条
の
三
の
二
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
省
令
の
施
行

の
日
か
ら
起
算
し
て
十
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
に
限
り
、
気
象
援
助
局
（
ラ
ジ
オ
ゾ
ン
デ
の
も
の
に
限
る
。
）

に
対
し
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
第
十
三
条
の
三
の
二
の
規
定
に
よ
り
電
波
の
型
式
等
を
指
定
し
て
、
免
許

又
は
予
備
免
許
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

４
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
し
た
気
象
援
助
局
（
ラ
ジ
オ
ゾ
ン
デ
の
も
の
に
限
る
。
）
の
電
波
の
型
式
等
に
つ
い

て
の
施
行
規
則
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
二
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
一
年
六
月
三
〇
日
総
務
省
令
第
六
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
一
年
一
〇
月
二
日
総
務
省
令
第
九
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
一
年
一
二
月
二
二
日
総
務
省
令
第
一
一
八
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
二
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
三
十
八
条
の
改
正
規
定
は
、
公
布
の

日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
二
年
三
月
三
日
総
務
省
令
第
一
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
二
年
四
月
二
〇
日
総
務
省
令
第
四
六
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）
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２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
か
ら
平
成
二
十
八
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
施
行

規
則
第
四
条
の
四
第
二
項
第
二
号
中
「
二
四
・
二
五
」
と
あ
る
の
は
「
二
二
」
と
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
二
年
四
月
二
三
日
総
務
省
令
第
五
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
二
年
五
月
二
四
日
総
務
省
令
第
六
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
二
年
六
月
一
七
日
総
務
省
令
第
六
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
港
則
法
及
び
海
上
交
通
安
全
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
六
十
九

号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
二
年
七
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
二
年
七
月
三
〇
日
総
務
省
令
第
八
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
二
年
八
月
二
五
日
総
務
省
令
第
八
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
二
年
一
〇
月
二
六
日
総
務
省
令
第
九
三
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
無
線
設
備
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
二
十
二
年
総
務
省
令
第
九
十
四
号
）
附
則
第
二
項
の
規
定
に

よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
無
線
局
の
無
線
設
備
に
係
る
施
行
規
則
第
六
条
の
三
の
規
定
の
適
用

に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
三
年
二
月
二
五
日
総
務
省
令
第
六
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
放
送
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
平
成

二
十
三
年
三
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
三
年
三
月
一
日
総
務
省
令
第
一
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
三
年
五
月
二
五
日
総
務
省
令
第
五
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
三
年
六
月
二
二
日
総
務
省
令
第
五
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
三
年
六
月
二
九
日
総
務
省
令
第
六
四
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
放
送
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
二
年
法
律
第
六
十
五
号
）
の
施
行
の
日
（
平

成
二
十
三
年
六
月
三
十
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
免
許
人
が
総
合
通
信
局
長
に
提
出
す
る
無
線
設
備
等
の
点
検
実
施
報
告
書
の
様
式
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正

後
の
別
表
第
五
号
の
三
の
様
式
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
経
過
す
る
日
ま

で
は
、
な
お
従
前
の
様
式
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
改
正
後
の
別
表
第
五
号
の
三
の
注

５
に
掲
げ
る
内
容
を
別
紙
に
記
載
し
て
添
付
又
は
改
正
前
の
別
表
第
五
号
の
二
の
様
式
の
余
白
に
記
載
す
る
こ

と
。

附
　
則
　
（
平
成
二
三
年
七
月
一
二
日
総
務
省
令
第
九
七
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
船
舶
局
の
局
名
録
及
び
海
上
移
動
業
務
識
別
の
割
当
表
並
び
に
海
岸
局
及
び
特
別
業
務
の
局
の
局
名
録
の
備
付

け
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
電
波
法
施
行
規
則
第
三
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

公
布
の
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
電
波
法
施
行
規
則
第
三
十
八
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
公
表
し
た
も
の
又
は
認
定

し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
同
項
の
規
定
に
よ
り
公
表
し
た
も
の
又
は
認
定
し
た
も
の

と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
平
成
二
三
年
七
月
二
八
日
総
務
省
令
第
一
〇
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
三
年
八
月
三
一
日
総
務
省
令
第
一
二
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
電
波
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
平
成
二

十
三
年
八
月
三
十
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
三
年
九
月
二
七
日
総
務
省
令
第
一
三
四
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
三
年
九
月
二
八
日
総
務
省
令
第
一
三
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
三
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
三
年
一
〇
月
二
五
日
総
務
省
令
第
一
四
〇
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
三
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
三
年
一
二
月
一
四
日
総
務
省
令
第
一
六
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
電
波
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
施
行
規
則
第
六
条
第
四
項
第
二
号
（
１
２
）
の
規
定
は
、
平
成
三
十
年
三
月

三
十
一
日
ま
で
は
、
な
お
効
力
を
有
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
施
行
規
則
第
十
五
条
の
三
第
七
号
（
１
）
の
規
定
は
、
平
成
二
十
六
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
は
、
な
お
効
力
を
有
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
三
年
一
二
月
一
六
日
総
務
省
令
第
一
六
四
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
四
年
三
月
二
六
日
総
務
省
令
第
一
五
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
四
年
三
月
三
〇
日
総
務
省
令
第
二
三
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
二
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
電
波
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
電
波
法
施
行
規
則
第
七
条
第
二
号
の
二
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
二
十
五
年

三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
免
許
す
る
地
上
一
般
放
送
局
（
エ
リ
ア
放
送
を
行
う
も
の
に
限
る
。
）
の
免
許
の
有

効
期
間
は
平
成
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
と
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
四
年
六
月
二
六
日
総
務
省
令
第
五
六
号
）
　
抄

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
四
年
七
月
四
日
総
務
省
令
第
六
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
四
年
七
月
六
日
総
務
省
令
第
六
六
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
四
年
七
月
九
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
別
表
第
二
号
の
二
の
改
正
規
定
は
、
公

布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
当
分
の
間
、
改
正
後
の
第
十
一
条
の
二
の
四
第
五
項
に
掲
げ
る
書
類
に
は
、
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
及

び
日
本
国
と
の
平
和
条
約
に
基
づ
き
日
本
の
国
籍
を
離
脱
し
た
者
等
の
出
入
国
管
理
に
関
す
る
特
例
法
の
一
部
を
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改
正
す
る
等
の
法
律
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
七
十
九
号
）
附
則
第
十
五
条
第
一
項
及
び
第
二
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
在
留
カ
ー
ド
又
は
特
別
永
住
者
証
明
書
と
み
な
さ
れ
る
外
国
人
登
録
証
明
書
を
含
む
も
の
と
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
四
年
八
月
一
五
日
総
務
省
令
第
八
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
四
年
一
〇
月
三
〇
日
総
務
省
令
第
九
三
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
四
年
一
二
月
五
日
総
務
省
令
第
九
九
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
四
年
一
二
月
二
五
日
総
務
省
令
第
一
〇
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
五
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
四
年
一
二
月
二
七
日
総
務
省
令
第
一
〇
八
号
）
　
抄

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
五
年
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
五
年
二
月
二
〇
日
総
務
省
令
第
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
五
年
三
月
二
二
日
総
務
省
令
第
一
九
号
）

こ
の
省
令
は
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
五
年
三
月
二
七
日
総
務
省
令
第
二
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
五
年
三
月
二
八
日
総
務
省
令
第
三
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
六
年
五
月
七
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
五
年
五
月
九
日
総
務
省
令
第
四
八
号
）

こ
の
省
令
は
、
航
空
法
施
行
令
及
び
航
空
法
関
係
手
数
料
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
平
成
二
十
五
年
政
令

第
百
三
十
三
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
五
年
五
月
十
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
五
年
五
月
三
一
日
総
務
省
令
第
六
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
五
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
五
年
六
月
一
二
日
総
務
省
令
第
六
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
五
年
六
月
一
三
日
総
務
省
令
第
六
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
五
年
九
月
九
日
総
務
省
令
第
八
六
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
経
過
し
た
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
項
の
規
定
は
、

公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
施
行
規
則
第
四
十
四
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
広
帯
域
電
力
線
搬
送
通
信
設

備
に
係
る
法
第
百
条
第
一
項
の
許
可
並
び
に
施
行
規
則
第
四
十
四
条
第
一
項
第
一
号
の
（
１
）
の
指
定
及
び
施
行

規
則
第
四
十
六
条
の
三
第
一
項
の
承
認
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
お
い
て
も
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
施

行
規
則
、
免
許
規
則
及
び
設
備
規
則
の
規
定
の
例
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
施
行
規
則
第
四
十
四
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
広
帯
域
電
力
線
搬
送
通
信
設

備
に
係
る
施
行
規
則
第
四
十
四
条
第
一
項
第
一
号
の
（
１
）
の
指
定
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
製
造
さ
れ
た
当

該
指
定
に
係
る
広
帯
域
電
力
線
搬
送
通
信
設
備
に
限
り
、
な
お
効
力
を
有
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
五
年
九
月
二
六
日
総
務
省
令
第
九
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
災
害
対
策
基
本
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
一
条
第
一
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の

日
（
平
成
二
十
五
年
十
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
五
年
一
二
月
一
〇
日
総
務
省
令
第
一
〇
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
六
年
四
月
二
三
日
総
務
省
令
第
四
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
六
年
五
月
七
日
総
務
省
令
第
四
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
六
年
五
月
一
九
日
総
務
省
令
第
四
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
六
年
七
月
三
日
総
務
省
令
第
五
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
六
年
七
月
九
日
総
務
省
令
第
六
二
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
七
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
建
造
さ
れ
た
船
舶
（
建
造
に
着
手
さ
れ
た
も
の
を
含
む
。
）
で
あ
っ
て
、
同
日
前

に
船
舶
安
全
法
（
昭
和
八
年
法
律
第
十
一
号
）
第
六
条
ノ
五
の
規
定
に
よ
る
型
式
承
認
を
受
け
た
航
海
情
報
記
録

装
置
を
備
え
て
い
る
も
の
の
義
務
船
舶
局
に
つ
い
て
は
、
当
該
航
海
情
報
記
録
装
置
の
設
置
が
継
続
す
る
限
り
、

第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
施
行
規
則
第
二
十
八
条
第
四
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
六
年
八
月
八
日
総
務
省
令
第
六
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
電
波
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
平
成
二

十
六
年
九
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
六
年
八
月
二
二
日
総
務
省
令
第
六
九
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
六
年
九
月
三
日
総
務
省
令
第
七
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
電
波
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
六
年
十
月
一
日
）
か
ら
施
行
す

る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
六
年
九
月
二
五
日
総
務
省
令
第
七
四
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
六
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
免
許
を
受
け
、
又
は
免
許
の
申
請
を
し
て
い
る
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
八
の
三

に
規
定
す
る
技
術
基
準
に
係
る
無
線
設
備
を
使
用
す
る
基
地
局
に
係
る
免
許
に
つ
い
て
は
、
第
一
条
の
規
定
に
よ

る
改
正
後
の
施
行
規
則
第
十
六
条
第
一
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
六
年
九
月
二
六
日
総
務
省
令
第
七
五
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
七
年
三
月
二
七
日
総
務
省
令
第
二
五
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
放
送
法
及
び
電
波
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
九
十
六
号
。
次
項
に

お
い
て
「
改
正
法
」
と
い
う
。
）
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
七
年
三
月
三
一
日
総
務
省
令
第
三
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
七
年
六
月
一
一
日
総
務
省
令
第
五
七
号
）
　
抄
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（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
指
定
を
受
け
て
い
る
超
音
波
洗
浄
機
、
超
音
波
加
工
機
及
び
超
音
波
ウ
ェ
ル
ダ
ー

の
型
式
の
条
件
に
つ
い
て
は
、
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
施
行
規
則
第
四
十
六
条
の
二
第
一
項
第
六
号
の

規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
に
し
た
超
音
波
洗
浄
機
、
超
音
波
加
工

機
及
び
超
音
波
ウ
ェ
ル
ダ
ー
の
型
式
の
指
定
の
申
請
に
つ
い
て
は
、
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
施
行
規
則

第
四
十
六
条
の
二
第
一
項
第
六
号
の
規
定
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

４
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
施
行
規
則
第

四
十
六
条
の
二
第
一
項
第
六
号
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
受
け
た
超
音
波
洗
浄
機
、
超
音
波
加
工
機
及
び
超
音
波
ウ

ェ
ル
ダ
ー
の
型
式
の
条
件
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

５
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
指
定
を
受
け
て
い
る
電
磁
誘
導
加
熱
を
利
用
し
た
文
書
複
写
印
刷
機
械
及
び
無
電

極
放
電
ラ
ン
プ
の
型
式
の
条
件
に
つ
い
て
は
、
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
施
行
規
則
第
四
十
六
条
の
二
第

一
項
第
七
号
及
び
第
八
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

６
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
に
し
た
電
磁
誘
導
加
熱
を
利
用
し
た
文

書
複
写
印
刷
機
械
及
び
無
電
極
放
電
ラ
ン
プ
の
型
式
の
指
定
の
申
請
に
つ
い
て
は
、
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正

前
の
施
行
規
則
第
四
十
六
条
の
二
第
一
項
第
六
号
及
び
第
七
条
の
規
定
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

７
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
施
行
規
則
第

四
十
六
条
の
二
第
一
項
第
七
号
及
び
第
八
号
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
受
け
た
電
磁
誘
導
加
熱
を
利
用
し
た
文
書
複

写
印
刷
機
械
及
び
無
電
極
放
電
ラ
ン
プ
の
型
式
の
条
件
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

８
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
製
造
業
者
等
が
型
式
確
認
を
行
っ
て
い
る
電
子
レ
ン
ジ
及
び
電
磁
誘
導
加
熱
式
調

理
器
の
型
式
の
条
件
に
つ
い
て
は
、
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
施
行
規
則
第
四
十
六
条
の
七
第
一
項
第
一

号
及
び
第
二
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

９
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
に
し
た
電
子
レ
ン
ジ
及
び
電
磁
誘
導
加

熱
式
調
理
器
の
型
式
確
認
の
届
出
に
つ
い
て
は
、
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
施
行
規
則
第
四
十
六
条
の
七

第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
の
規
定
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

10
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
施
行
規
則
第

四
十
六
条
の
七
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
確
認
を
行
っ
た
電
子
レ
ン
ジ
及
び
電
磁
誘
導
加
熱
式

調
理
器
の
型
式
の
条
件
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
七
年
八
月
一
三
日
総
務
省
令
第
七
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
七
年
一
一
月
二
六
日
総
務
省
令
第
九
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
七
年
一
一
月
三
〇
日
総
務
省
令
第
九
九
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
証
明
規
則
第
二
条
第
一
項
第
八
号
の
規
定
に
係
る
法
第
三
十
八
条
の
二
の
二
第
一

項
に
規
定
す
る
技
術
基
準
適
合
証
明
又
は
法
第
三
十
八
条
の
二
十
四
第
一
項
に
規
定
す
る
工
事
設
計
認
証
（
以
下

「
技
術
基
準
適
合
証
明
等
」
と
い
う
。
）
を
受
け
て
い
る
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
設
備
規
則
第
四
十
九
条

の
十
四
第
十
二
号
に
お
い
て
そ
の
無
線
設
備
の
条
件
が
定
め
ら
れ
て
い
る
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
施
行

規
則
第
六
条
第
四
項
第
二
号
に
規
定
す
る
特
定
小
電
力
無
線
局
（
以
下
「
旧
特
定
小
電
力
無
線
局
」
と
い
う
。
）

の
無
線
設
備
に
つ
い
て
は
、
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
証
明
規
則
第
二
条
第
一
項
第
十
九
号
の
四
の
三
の

規
定
に
係
る
技
術
基
準
適
合
証
明
等
を
受
け
て
い
る
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の

二
十
第
七
号
に
お
い
て
そ
の
無
線
設
備
の
条
件
が
定
め
ら
れ
て
い
る
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
施
行
規
則

第
六
条
第
四
項
第
四
号
に
規
定
す
る
小
電
力
デ
ー
タ
通
信
シ
ス
テ
ム
の
無
線
局
（
以
下
「
新
小
電
力
デ
ー
タ
通
信

シ
ス
テ
ム
の
無
線
局
」
と
い
う
。
）
の
無
線
設
備
と
み
な
す
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
行
わ
れ
て
い
る
旧
特
定
小
電
力
無
線
局
に
係
る
技
術
基
準
適
合
証
明
等
の
求
め
に

つ
い
て
は
、
新
小
電
力
デ
ー
タ
通
信
シ
ス
テ
ム
の
無
線
局
に
係
る
技
術
基
準
適
合
証
明
等
の
求
め
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
平
成
二
七
年
一
二
月
二
二
日
総
務
省
令
第
一
〇
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
電
気
通
信
事
業
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
二
十
六
号
）
の
施
行

の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
八
年
三
月
一
一
日
総
務
省
令
第
一
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
八
年
三
月
一
五
日
総
務
省
令
第
一
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
八
年
三
月
二
五
日
総
務
省
令
第
二
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
行
政
不
服
審
査
法
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
八
年
三
月
二
八
日
総
務
省
令
第
二
八
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
九
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
八
年
三
月
三
一
日
総
務
省
令
第
三
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
内
閣
の
重
要
政
策
に
関
す
る
総
合
調
整
等
に
関
す
る
機
能
の
強
化
の
た
め
の
国
家
行
政
組
織
法

等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
八
年
四
月
四
日
総
務
省
令
第
四
七
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
施
行
規
則
第
四
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

総
務
大
臣
の
指
定
を
受
け
て
い
る
無
電
極
放
電
ラ
ン
プ
の
型
式
の
条
件
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後

の
施
行
規
則
第
四
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
に
し
た
無
電
極
放
電
ラ
ン
プ
の
型
式
の

指
定
の
申
請
に
つ
い
て
は
、
改
正
前
の
施
行
規
則
第
四
十
六
条
の
二
第
一
項
第
八
号
の
規
定
は
、
な
お
そ
の
効
力

を
有
す
る
。

４
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
改
正
前
の
施
行
規
則
第
四
十
六
条
の
二
第
一
項

第
八
号
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
受
け
た
無
電
極
放
電
ラ
ン
プ
の
型
式
の
条
件
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
八
年
七
月
一
三
日
総
務
省
令
第
七
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
八
年
八
月
三
一
日
総
務
省
令
第
八
三
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
一
四
二
・
九
三
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
一
四
二
・
九
九
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下
の
周
波
数
の
電
波
を

使
用
す
る
特
定
小
電
力
無
線
局
の
無
線
設
備
に
係
る
法
第
三
十
八
条
の
二
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
技
術
基
準
適

合
証
明
又
は
法
第
三
十
八
条
の
二
十
四
第
一
項
に
規
定
す
る
工
事
設
計
認
証
（
以
下
「
技
術
基
準
適
合
証
明
等
」

と
い
う
。
）
を
受
け
て
い
る
無
線
設
備
は
、
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
施
行
規
則
第
六
条
第
四
項
第
二
号

（
１
３
）
に
規
定
す
る
人
・
動
物
検
知
通
報
シ
ス
テ
ム
の
無
線
局
の
無
線
設
備
と
み
な
す
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
受
け
て
い
る
一
四
二
・
九
三
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
一
四
二
・
九
九
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下
の
周
波

数
の
電
波
を
使
用
す
る
特
定
小
電
力
無
線
局
の
無
線
設
備
に
係
る
技
術
基
準
適
合
証
明
等
は
、
こ
の
省
令
の
施
行

後
に
お
い
て
も
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
八
年
一
一
月
四
日
総
務
省
令
第
八
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
九
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
八
年
一
二
月
二
七
日
総
務
省
令
第
一
〇
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）
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１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
九
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
九
年
三
月
一
日
総
務
省
令
第
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
九
年
四
月
一
七
日
総
務
省
令
第
三
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
九
年
七
月
二
一
日
総
務
省
令
第
五
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
九
年
八
月
二
九
日
総
務
省
令
第
五
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
九
年
九
月
一
日
総
務
省
令
第
五
九
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
九
年
九
月
五
日
総
務
省
令
第
六
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
九
年
九
月
一
一
日
総
務
省
令
第
六
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
九
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
登
録
を
受
け
て
い
る
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
施
行
規
則
第
十
六
条
第
十

号
に
規
定
す
る
無
線
局
の
無
線
設
備
に
つ
い
て
は
、
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
施
行
規
則
第
十
六
条
第
九

号
に
規
定
す
る
無
線
局
の
無
線
設
備
と
し
て
登
録
を
受
け
た
も
の
と
み
な
す
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
登
録

の
有
効
期
間
は
、
現
に
登
録
を
受
け
て
い
る
当
該
無
線
局
の
登
録
の
有
効
期
間
の
残
存
期
間
と
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
九
年
九
月
二
五
日
総
務
省
令
第
六
五
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
、
現
に
免
許
又
は
予
備
免
許
を
受
け
て
い
る
無
線
局
の
無
線
設
備
に
つ
い
て
は
、
こ
の

省
令
に
よ
る
改
正
後
の
施
行
規
則
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、

こ
の
省
令
の
施
行
の
日
以
後
に
お
け
る
空
中
線
の
取
替
え
又
は
増
設
に
係
る
無
線
設
備
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り

で
な
い
。

附
　
則
　
（
平
成
二
九
年
九
月
二
六
日
総
務
省
令
第
六
六
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
九
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
免
許
を
受
け
て
い
る
設
備
規
則
第
三
条
第
一
号
に
規
定
す
る
携
帯
無
線
通
信
を
行

う
無
線
局
並
び
に
同
条
第
十
号
に
規
定
す
る
広
帯
域
移
動
無
線
ア
ク
セ
ス
シ
ス
テ
ム
の
無
線
局
の
う
ち
二
、
五
四

五
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
二
、
五
七
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下
及
び
二
、
五
九
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
二
、
六
四
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下
の
周
波

数
の
電
波
を
使
用
す
る
も
の
の
免
許
の
有
効
期
間
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
九
年
九
月
二
七
日
総
務
省
令
第
六
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
電
波
法
及
び
電
気
通
信
事
業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
九
年
法
律
第
二
十
七

号
）
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
〇
年
一
月
二
五
日
総
務
省
令
第
三
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
〇
年
二
月
一
日
総
務
省
令
第
四
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
三
十
年
三
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
免
許
を
受
け
て
い
る
無
線
局
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
施

行
規
則
第
三
十
八
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
無
線
局
の
免
許
の
有
効
期
間
が
満
了
す

る
日
ま
で
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
〇
年
二
月
二
日
総
務
省
令
第
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
電
波
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
平
成
三
十
年
政
令
第
二
十
八
号
）
の
施
行
の
日

（
平
成
三
十
年
二
月
二
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
〇
年
三
月
二
九
日
総
務
省
令
第
一
四
号
）
　
抄

こ
の
省
令
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
〇
年
六
月
二
九
日
総
務
省
令
第
三
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
〇
年
七
月
二
五
日
総
務
省
令
第
五
〇
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
電
波
法
及
び
電
気
通
信
事
業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
九
年
法
律
第
二
十
七

号
）
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
平
成
三
十
年
八
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
〇
年
七
月
二
五
日
総
務
省
令
第
五
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
電
波
法
及
び
電
気
通
信
事
業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
九
年
法
律
第
二
十
七

号
）
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
平
成
三
十
年
八
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
〇
年
九
月
二
五
日
総
務
省
令
第
五
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
〇
年
一
〇
月
四
日
総
務
省
令
第
五
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
三
十
一
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
又
は
書
式
に
よ
り
調
製
し
た
用
紙
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
後

に
お
い
て
も
当
分
の
間
、
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
又
は
書
式

に
よ
り
調
製
し
た
用
紙
を
修
補
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
一
年
一
月
二
四
日
総
務
省
令
第
四
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
一
年
三
月
一
一
日
総
務
省
令
第
一
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
一
年
三
月
二
七
日
総
務
省
令
第
二
四
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
一
年
四
月
二
二
日
総
務
省
令
第
五
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
五
月
一
七
日
総
務
省
令
第
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
五
月
二
〇
日
総
務
省
令
第
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
六
月
二
八
日
総
務
省
令
第
一
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
不
正
競
争
防
止
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
元
年
七
月
一
日
）
か
ら
施

行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
七
月
一
一
日
総
務
省
令
第
二
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）
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１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
一
〇
月
一
日
総
務
省
令
第
五
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
電
波
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
元
年
十
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
一
一
月
二
〇
日
総
務
省
令
第
五
八
号
）

こ
の
省
令
は
、
電
波
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
令
和
元

年
十
一
月
二
十
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
一
二
月
一
三
日
総
務
省
令
第
六
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
情
報
通
信
技
術
の
活
用
に
よ
る
行
政
手
続
等
に
係
る
関
係
者
の
利
便
性
の
向
上
並
び
に
行
政
運

営
の
簡
素
化
及
び
効
率
化
を
図
る
た
め
の
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
一
二
月
二
四
日
総
務
省
令
第
六
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
一
月
三
〇
日
総
務
省
令
第
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
四
月
一
五
日
総
務
省
令
第
三
八
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
四
月
一
七
日
総
務
省
令
第
四
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
六
月
二
二
日
総
務
省
令
第
六
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
七
月
三
一
日
総
務
省
令
第
七
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
八
月
二
七
日
総
務
省
令
第
七
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
一
一
月
一
九
日
総
務
省
令
第
一
〇
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
令
和
二
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
一
二
月
一
日
総
務
省
令
第
一
〇
九
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
準
備
行
為
）

２
　
電
波
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
二
年
法
律
第
二
十
三
号
）
に
よ
る
改
正
後
の
電
波
法
（
以
下
こ
の
項

に
お
い
て
「
新
法
」
と
い
う
。
）
第
百
二
条
の
十
七
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
新
法
第
三
十
九
条
の
五
第
一
項

前
段
の
規
定
に
よ
る
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
お
い
て
も
、
照
会
相
談
業
務

等
（
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
電
波
法
施
行
規
則
第
五
十
一
条
の
七
に
規
定
す
る
照
会
相
談
業
務
等
を
い
う
。
）

の
実
施
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
業
務
規
程
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
一
二
月
一
〇
日
総
務
省
令
第
一
一
三
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
一
二
月
一
五
日
総
務
省
令
第
一
一
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
電
波
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
二
年
法
律
第
二
十
三
号
）
の
施
行
の
日
（
令
和
二
年

十
二
月
十
五
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
一
二
月
一
八
日
総
務
省
令
第
一
一
九
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
一
二
月
二
五
日
総
務
省
令
第
一
二
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
一
二
月
二
八
日
総
務
省
令
第
一
三
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
令
和
三
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
三
年
二
月
一
二
日
総
務
省
令
第
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
三
年
三
月
二
日
総
務
省
令
第
一
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
三
年
三
月
一
〇
日
総
務
省
令
第
一
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
三
年
四
月
一
六
日
総
務
省
令
第
四
八
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
三
年
六
月
三
〇
日
総
務
省
令
第
六
五
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
電
波
法
施
行
規
則
第
四
十
四
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
広
帯
域
電
力
線
搬
送

通
信
設
備
に
係
る
電
波
法
第
百
条
第
一
項
の
設
置
の
許
可
並
び
に
電
波
法
施
行
規
則
第
四
十
四
条
第
一
項
第
一
号

の
（
１
）
の
型
式
の
指
定
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
後
に
お
い
て
も
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
改
正
前
の
電
波
法
施
行
規
則
第
四
十
六
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
て
い
る
広
帯

域
電
力
線
搬
送
通
信
設
備
の
型
式
の
指
定
の
申
請
又
は
電
波
法
第
百
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
て
い
る
設
置

の
申
請
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
電
波
法
施
行
規
則
、
免
許
手
続
規
則
及
び
無
線
設
備
規
則
の

規
定
の
例
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
令
和
三
年
八
月
二
〇
日
総
務
省
令
第
七
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
三
年
八
月
三
一
日
総
務
省
令
第
八
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
三
年
一
一
月
一
九
日
総
務
省
令
第
一
〇
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
海
事
産
業
の
基
盤
強
化
の
た
め
の
海
上
運
送
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
一
条
第
三

号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
令
和
三
年
十
一
月
二
十
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
四
年
三
月
三
日
総
務
省
令
第
一
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
令
和
四
年
五
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
四
年
四
月
二
七
日
総
務
省
令
第
三
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
四
年
五
月
二
六
日
総
務
省
令
第
三
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
登
録
を
受
け
て
い
る
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
電
波
法
施
行
規
則
第
十
六

条
第
二
号
に
規
定
す
る
無
線
局
の
無
線
設
備
に
つ
い
て
は
、
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
電
波
法
施
行
規
則

第
十
六
条
第
二
号
に
規
定
す
る
無
線
局
の
無
線
設
備
と
し
て
登
録
を
受
け
た
も
の
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
令
和
四
年
九
月
二
日
総
務
省
令
第
五
九
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
四
年
九
月
一
五
日
総
務
省
令
第
六
三
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）
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１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
四
年
九
月
三
〇
日
総
務
省
令
第
六
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
電
波
法
及
び
放
送
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
四
年
十
月
一
日
）
か
ら
施

行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
五
年
二
月
三
日
総
務
省
令
第
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
五
年
三
月
三
日
総
務
省
令
第
一
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
情
報
通
信
技
術
を
利
用
す
る
方
法
に
よ
る
国
の
歳
入
等
の
納
付
に
関
す
る
法
律
（
令
和
四
年
法

律
第
三
十
九
号
）
附
則
第
一
条
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
規
定
の
施
行
の
日
（
令
和
五
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す

る
。

附
　
則
　
（
令
和
五
年
三
月
二
二
日
総
務
省
令
第
一
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
（
電
波
法
施
行
規
則
第
三
条
第
一
項
第
十
五
号

の
改
正
規
定
、
第
四
条
第
一
項
第
二
十
四
号
の
改
正
規
定
、
第
八
条
第
二
項
第
十
号
の
改
正
規
定
、
第
十
一
条
の

三
第
七
号
の
改
正
規
定
、
第
十
三
条
の
二
の
改
正
規
定
、
第
十
五
条
の
改
正
規
定
、
第
三
十
四
条
の
三
第
三
号
の

改
正
規
定
、
第
三
十
四
条
の
十
の
改
正
規
定
、
第
四
十
三
条
第
四
項
の
改
正
規
定
、
第
五
十
一
条
の
十
五
第
一
項

第
一
号
及
び
第
二
号
の
三
の
改
正
規
定
並
び
に
別
表
第
三
号
の
表
注
５
の
改
正
規
定
を
除
く
。
）
及
び
第
二
条
（
無

線
局
免
許
手
続
規
則
第
二
条
第
一
項
第
八
号
の
改
正
規
定
、
第
五
条
第
二
項
の
改
正
規
定
並
び
に
別
表
第
二
号
の

三
第
３
の
注
６
、
注
８
た
だ
し
書
、
注
１
４
（
１
）
イ
及
び
同
注
（
２
）
の
改
正
規
定
を
除
く
。
）
の
規
定
並
び

に
第
六
条
（
無
線
従
事
者
規
則
別
表
第
十
一
号
様
式
の
改
正
規
定
に
限
る
。
）
の
規
定
は
、
令
和
五
年
九
月
二
十

五
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
五
年
三
月
三
〇
日
総
務
省
令
第
二
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
五
年
三
月
三
一
日
総
務
省
令
第
二
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
五
年
四
月
一
四
日
総
務
省
令
第
三
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
電
波
法
及
び
放
送
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
次
条
第
一
項
及
び
第
三
条
第
一
項
に
お

い
て
「
改
正
法
」
と
い
う
。
）
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
五
年
四
月
一
七
日
総
務
省
令
第
三
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
五
年
六
月
一
日
総
務
省
令
第
四
九
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

一
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
五
年
八
月
二
九
日
総
務
省
令
第
六
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
五
年
八
月
三
一
日
総
務
省
令
第
六
八
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
五
年
一
一
月
一
〇
日
総
務
省
令
第
七
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
五
年
一
二
月
四
日
総
務
省
令
第
八
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
五
年
一
二
月
七
日
総
務
省
令
第
八
四
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
電
波
法
施
行
規
則
（
以
下
「
旧
規
則
」
と
い
う
。
）
第
四
十
四
条
第
二
項
第
二
号

に
規
定
す
る
広
帯
域
電
力
線
搬
送
通
信
設
備
に
係
る
電
波
法
第
百
条
第
一
項
の
設
置
の
許
可
及
び
旧
規
則
第
四
十

四
条
第
一
項
第
一
号
（
１
）
の
型
式
の
指
定
並
び
に
電
磁
誘
導
加
熱
式
調
理
器
に
係
る
旧
規
則
第
四
十
六
条
の
七

第
一
項
（
第
二
号
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
の
型
式
の
確
認
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
後
に
お
い
て
も
、
な
お
そ
の

効
力
を
有
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
五
年
一
二
月
八
日
総
務
省
令
第
八
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
令
和
五
年
十
二
月
二
十
五
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
五
年
一
二
月
二
二
日
総
務
省
令
第
九
四
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
五
年
一
二
月
二
二
日
総
務
省
令
第
九
五
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
六
年
三
月
二
九
日
総
務
省
令
第
二
三
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
放
送
法
及
び
電
波
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
次
条
に
お
い
て
「
改
正
法
」
と
い
う
。
）

の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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別
表
第
一
号
　
呼
出
符
号
又
は
呼
出
名
称
指
定
申
請
書
の
様
式
（
第
６
条
の
２
の
２
第
１
項
関
係
）

別表第一号 呼出符号又は呼出名称指定申請書の様式(第6条の2の2第1項関係) 

長

辺 

呼出符号(呼出名称)指定申請書 

年  月  日   

 

  総務大臣殿 

 

 

申請者(注1) 住所            

氏名又は名称        

法人番号          

代表者氏名         

 

 

 下記の無線設備について、当該無線設備を使用する無線局の呼出符号(呼出名称)の

指定を受けたいので、電波法施行規則第6条の2の2第1項の規定により申請します。 

 

記 

  

種 別(注2)   

  

製 造 者 名   

指定を希望する

無線設備の数量 
  

指定を希望する

呼出符号 (呼出

名称)の数 

  

備 考   

  

短 辺                       (日本産業規格A列4番) 

 注1 申請者の欄の記載は、次によること。 

   (1) 住所については、法人又は団体の場合は、本店又は主たる事務所の所在地を記

載すること。 

   (2) 法人又は団体の場合は、その商号又は名称並びに代表者の役職名及び氏名を記

載すること。 

   (3) 法人番号については、法人又は団体の場合に限り、行政手続における特定の個

人を識別するための番号の利用等に関する法律(平成25年法律第27号)第2条第15

項に規定する法人番号を記載すること。ただし、法人番号が不明の場合は記載を

要しない。 

  2 「コードレス電話の無線局に使用するための無線設備」のように記載すること。 

別
表
第
一
号
の
二
　
呼
出
符
号
又
は
呼
出
名
称
指
定
書
の
様
式
（
第
６
条
の
２
の
２
第
２
項
関
係
）

別表第一号の二 呼出符号又は呼出名称指定書の様式(第6条の2の2第2項関係) 

長

辺 

呼出符号(呼出名称)指定書 

  

指定を受けた者   

  

種 別 (注)   

製 造 者 名   

指定した呼出符

号 (呼出名称 ) 
  

 

     年  月  日 

 

 

 

総務大臣      印   

短 辺                       (日本産業規格A列4番) 

 注 「コードレス電話の無線局に使用するための無線設備」のように記載すること。 
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別
表
第
一
号
の
三
　
許
可
を
要
し
な
い
工
事
設
計
の
軽
微
な
事
項
（
第
１
０
条
第
１
項
関
係
）

第
１
　
設
備
又
は
装
置
の
工
事
設
計
の
全
部
に
つ
い
て
変
更
す
る
場
合
（
設
備
又
は
装
置
の
全
部
に
つ
い
て
変
更
の

工
事
を
す
る
場
合
を
含
む
。
）

工
事
設
計
の
う
ち
軽
微
な
も
の
と
す
る
も
の

適
用
の
条
件

１
　
簡
易
無
線
局
の
無
線
設
備
（
法
第
３
８
条
の

２
の
２
第
１
項
に
規
定
す
る
特
定
無
線
設
備
の
も

の
を
除
く
。
）
の
工
事
設
計
の
う
ち
次
に
掲
げ
る

も
の

　

（
１
）
　
受
信
機
に
係
る
部
分

当
該
部
分
の
全
部
に
つ
い
て
改
め
る
場
合
に
限
る
。

（
２
）
　
電
源
設
備
に
係
る
部
分

当
該
部
分
の
全
部
に
つ
い
て
改
め
る
場
合
（
電
気
的
特
性
を
低
下

さ
せ
る
こ
と
と
な
る
場
合
を
除
く
。
）
に
限
る
。

（
３
）
　
空
中
線
に
係
る
部
分

当
該
部
分
の
全
部
に
つ
い
て
改
め
る
場
合
（
型
式
，
構
成
，
高

さ
，
位
置
，
指
向
方
向
又
は
電
気
的
特
性
に
変
更
を
来
す
こ
と
と

な
る
場
合
を
除
く
。
）
に
限
る
。

（
４
）
　
給
電
線
（
フ
ィ
ル
タ
及
び
共
用
器
を
含

む
。
）
に
係
る
部
分

当
該
部
分
の
全
部
に
つ
い
て
改
め
る
場
合
（
空
中
線
に
供
給
さ
れ

る
電
力
又
は
受
信
機
入
力
の
変
更
が
（±

）
１
デ
シ
ベ
ル
を
超
え

る
こ
と
と
な
る
場
合
そ
の
他
電
気
的
特
性
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
と

な
る
場
合
を
除
く
。
）
に
限
る
。

２
　
デ
ジ
タ
ル
選
択
呼
出
装
置
，
狭
帯
域
直
接
印

刷
電
信
装
置
，
衛
星
非
常
用
位
置
指
示
無
線
標

識
、
捜
索
救
助
用
レ
ー
ダ
ー
ト
ラ
ン
ス
ポ
ン
ダ
及

び
設
備
規
則
第
４
５
条
の
３
の
５
に
規
定
す
る
無

線
設
備
の
工
事
設
計

当
該
部
分
の
全
部
に
つ
い
て
削
る
場
合
に
限
る
。

３
　
航
空
機
用
救
命
無
線
機
，
航
空
機
用
携
帯
無

線
機
，
双
方
向
無
線
電
話
及
び
船
舶
航
空
機
間
双

方
向
無
線
電
話
の
工
事
設
計

当
該
部
分
の
全
部
に
つ
い
て
削
る
場
合
に
限
る
。

４
　
レ
ー
ダ
ー
（
Ａ
Ｃ
Ａ
Ｓ
，
機
上
Ｄ
Ｍ
Ｅ
，
機

上
タ
カ
ン
，
航
空
機
用
気
象
レ
ー
ダ
ー
及
び
航
空

機
用
ド
ッ
プ
ラ
・
レ
ー
ダ
ー
を
除
く
。
）
の
工
事

設
計
の
う
ち
次
に
掲
げ
る
部
分

　

（
１
）
　
当
該
機
器
の
全
部

当
該
部
分
の
全
部
に
つ
い
て
削
る
場
合
に
限
る
。

（
２
）
　
電
源
設
備
に
係
る
部
分

当
該
部
分
の
全
部
に
つ
い
て
削
る
場
合
又
は
改
め
る
場
合
若
し
く

は
追
加
す
る
場
合
（
い
ず
れ
も
電
気
的
特
性
を
低
下
さ
せ
る
こ
と

と
な
る
場
合
を
除
く
。
）
に
限
る
。

（
３
）
　
空
中
線
に
係
る
部
分

当
該
部
分
の
全
部
に
つ
い
て
改
め
る
場
合
（
型
式
，
構
成
，
高

さ
，
位
置
，
指
向
方
向
又
は
電
気
的
特
性
に
変
更
を
来
す
こ
と
と

な
る
場
合
を
除
く
。
）
に
限
る
。

（
４
）
　
給
電
線
に
係
る
部
分

当
該
部
分
の
全
部
に
つ
い
て
削
る
場
合
又
は
改
め
る
場
合
若
し
く

は
追
加
す
る
場
合
（
い
ず
れ
も
空
中
線
に
供
給
さ
れ
る
電
力
若
し

く
は
受
信
機
入
力
の
変
更
が
（±

）
１
デ
シ
ベ
ル
を
超
え
る
こ
と

と
な
る
場
合
そ
の
他
電
気
的
特
性
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
と
な
る
場

合
を
除
く
。
）
に
限
る
。

（
５
）
　
（
２
）
か
ら
（
４
）
ま
で
及
び
送
信
機
に

係
る
部
分
を
除
く
部
分

当
該
部
分
の
全
部
に
つ
い
て
改
め
る
場
合
（
電
気
的
特
性
に
変
更

を
来
す
こ
と
と
な
る
場
合
を
除
く
。
）
に
限
る
。

５
　
Ａ
Ｃ
Ａ
Ｓ
，
機
上
Ｄ
Ｍ
Ｅ
，
機
上
タ
カ
ン
，

Ａ
Ｔ
Ｃ
ト
ラ
ン
ス
ポ
ン
ダ
，
航
空
機
用
気
象
レ
ー

　

ダ
ー
及
び
航
空
機
用
ド
ッ
プ
ラ
・
レ
ー
ダ
ー
の
う

ち
次
に
掲
げ
る
部
分

（
１
）
　
当
該
機
器
の
全
部

当
該
部
分
の
全
部
に
つ
い
て
削
る
場
合
に
限
る
。

（
２
）
　
電
源
設
備
に
係
る
部
分

当
該
部
分
の
全
部
に
つ
い
て
削
る
場
合
又
は
改
め
る
場
合
若
し
く

は
追
加
す
る
場
合
（
い
ず
れ
も
電
気
的
特
性
を
低
下
さ
せ
る
こ
と

と
な
る
場
合
を
除
く
。
）
に
限
る
。

（
３
）
　
空
中
線
に
係
る
部
分
（
航
空
機
用
気
象
レ

ー
ダ
ー
及
び
航
空
機
用
ド
ッ
プ
ラ
・
レ
ー
ダ
ー
の

も
の
を
除
く
。
）

当
該
部
分
の
全
部
に
つ
い
て
削
る
場
合
又
は
当
該
業
務
用
の
検
定

合
格
機
器
（
総
務
大
臣
が
行
う
検
定
に
合
格
し
た
無
線
設
備
の
機

器
（
第
１
１
条
の
５
第
１
号
の
機
器
を
含
む
。
）
を
い
う
。
以
下

同
じ
。
）
に
係
る
工
事
設
計
に
改
め
る
場
合
（
型
式
，
構
成
，
位

置
，
指
向
方
向
又
は
電
気
的
特
性
に
変
更
を
来
す
こ
と
と
な
る
場

合
を
除
く
。
）
に
限
る
。

（
４
）
　
給
電
線
に
係
る
部
分
（
航
空
機
用
気
象
レ

ー
ダ
ー
及
び
航
空
機
用
ド
ッ
プ
ラ
・
レ
ー
ダ
ー
の

も
の
を
除
く
。
）

当
該
部
分
の
全
部
に
つ
い
て
削
る
場
合
又
は
改
め
る
場
合
（
電
気

的
特
性
に
変
更
を
来
す
こ
と
と
な
る
場
合
を
除
く
。
）
に
限
る
。

（
５
）
　
（
２
）
か
ら
（
４
）
ま
で
に
係
る
部
分
を

除
く
部
分

当
該
部
分
の
全
部
に
つ
い
て
削
る
場
合
に
限
る
。

６
　
気
象
援
助
局
の
無
線
設
備
（
ラ
ジ
オ
ゾ
ン
デ

及
び
気
象
用
ラ
ジ
オ
・
ロ
ボ
ッ
ト
に
限
る
。
）
の

工
事
設
計

当
該
部
分
の
全
部
に
つ
い
て
削
る
場
合
に
限
る
。

７
　
無
線
設
備
の
工
事
設
計

当
該
無
線
設
備
の
全
部
に
つ
い
て
適
合
表
示
無
線
設
備
に
係
る
工

事
設
計
に
改
め
る
場
合
又
は
当
該
無
線
設
備
に
適
合
表
示
無
線
設

備
を
追
加
す
る
場
合
（
い
ず
れ
も
電
波
の
型
式
、
空
中
線
電
力
そ

の
他
無
線
設
備
の
電
気
的
特
性
に
変
更
を
来
す
こ
と
と
な
る
場
合

又
は
設
備
規
則
第
９
条
の
２
に
規
定
す
る
呼
出
名
称
記
憶
装
置
の

変
更
を
伴
う
場
合
を
除
く
。
）
に
限
る
。

８
　
送
信
機
（
１
の
項
か
ら
６
の
項
ま
で
に
掲
げ

る
設
備
又
は
装
置
の
も
の
を
除
く
。
）
の
工
事
設

計

当
該
部
分
の
全
部
に
つ
い
て
削
る
場
合
に
限
る
。

９
　
無
線
方
位
測
定
機
の
工
事
設
計

当
該
部
分
の
全
部
に
つ
い
て
削
る
場
合
，
改
め
る
場
合
又
は
追
加

す
る
場
合
（
新
た
な
工
事
設
計
と
し
て
追
加
す
る
場
合
を
含
む
。
）

に
限
る
。

１
０
　
受
信
機
（
１
の
項
，
３
の
項
か
ら
６
の
項

ま
で
及
び
９
の
項
に
掲
げ
る
設
備
又
は
装
置
の
も

の
を
除
く
。
）
の
工
事
設
計

当
該
部
分
の
全
部
に
つ
い
て
削
る
場
合
，
改
め
る
場
合
又
は
追
加

す
る
場
合
（
新
た
な
工
事
設
計
と
し
て
追
加
す
る
場
合
を
含
む
。
）

に
限
る
。

１
１
　
選
択
呼
出
装
置
（
デ
ジ
タ
ル
選
択
呼
出
装

置
を
除
く
。
）
の
工
事
設
計
の
う
ち
次
に
掲
げ
る

も
の

　

（
１
）
　
設
備
規
則
第
９
条
の
２
に
定
め
る
も
の
の

工
事
設
計

当
該
部
分
の
全
部
に
つ
い
て
削
る
場
合
又
は
改
め
る
場
合
若
し
く

は
追
加
す
る
場
合
（
い
ず
れ
も
方
式
，
信
号
周
波
数
又
は
選
択
呼

出
信
号
の
構
成
に
変
更
を
来
す
こ
と
と
な
る
場
合
を
除
く
。
）
に

限
る
。

（
２
）
　
（
１
）
以
外
の
選
択
呼
出
装
置
の
工
事
設

計

当
該
部
分
の
全
部
に
つ
い
て
削
る
場
合
又
は
改
め
る
場
合
若
し
く

は
追
加
す
る
場
合
（
い
ず
れ
も
方
式
に
変
更
を
来
す
こ
と
と
な
る

場
合
を
除
く
。
）
に
限
る
。
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１
２
　
設
備
規
則
第
９
条
の
２
第
１
項
の
識
別
装

置
の
工
事
設
計

当
該
部
分
の
全
部
に
つ
い
て
削
る
場
合
又
は
改
め
る
場
合
若
し
く

は
追
加
す
る
場
合
（
い
ず
れ
も
方
式
又
は
標
識
信
号
の
構
成
に
変

更
を
来
す
こ
と
と
な
る
場
合
を
除
く
。
）
に
限
る
。

１
３
　
調
整
装
置
又
は
放
送
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
装
置

の
工
事
設
計

当
該
部
分
の
全
部
に
つ
い
て
削
る
場
合
又
は
改
め
る
場
合
若
し
く

は
追
加
す
る
場
合
（
い
ず
れ
も
種
類
又
は
方
式
に
変
更
を
来
す
こ

と
と
な
る
場
合
を
除
く
。
）
に
限
る
。

１
４
　
多
重
端
局
装
置
，
撮
像
装
置
（
テ
レ
ビ
ジ

ョ
ン
伝
送
装
置
を
含
む
。
）
，
ス
テ
レ
オ
端
局
装

置
，
超
短
波
音
声
多
重
端
局
装
置
，
超
短
波
文
字

多
重
端
局
装
置
，
無
線
呼
出
局
端
局
装
置
，
模
写

電
送
装
置
，
印
刷
電
信
装
置
，
秘
話
装
置
，
テ
レ

メ
ー
タ
ー
付
加
装
置
，
変
調
信
号
処
理
装
置
等
の

符
号
変
換
装
置
及
び
交
換
機
の
工
事
設
計

当
該
部
分
の
全
部
に
つ
い
て
削
る
場
合
又
は
改
め
る
場
合
若
し
く

は
追
加
す
る
場
合
に
限
る
。
た
だ
し
，
次
に
掲
げ
る
場
合
を
除

く
。

１
　
副
搬
送
波
周
波
数
，
最
高
変
調
周
波
数
又
は
偏
移
周
波
数
に

変
更
を
来
す
こ
と
と
な
る
場
合

２
　
通
信
路
実
装
数
が
増
加
す
る
こ
と
と
な
る
場
合
（
多
重
無
線

設
備
（
時
分
割
多
重
方
式
の
み
を
使
用
す
る
も
の
及
び
ヘ
テ
ロ
ダ

イ
ン
中
継
方
式
又
は
直
接
中
継
方
式
に
よ
り
中
継
を
行
う
無
線
局

の
も
の
に
限
る
。
）
を
除
く
。
）

１
５
　
周
波
数
測
定
装
置
、
警
報
装
置
、
監
視
装

置
、
制
御
装
置
、
注
意
信
号
発
生
装
置
、
注
意
信

号
選
択
警
報
装
置
、
空
中
線
柱
、
給
電
線
柱
及
び

連
絡
線
の
工
事
設
計

当
該
部
分
の
全
部
に
つ
い
て
削
る
場
合
、
改
め
る
場
合
又
は
追
加

す
る
場
合
（
新
た
な
工
事
設
計
と
し
て
追
加
す
る
場
合
を
含
む
。
）

に
限
る
。

１
６
　
電
源
設
備
（
１
の
項
か
ら
６
の
項
ま
で
に

掲
げ
る
設
備
又
は
装
置
の
も
の
を
除
く
。
）
の
工

事
設
計

当
該
部
分
の
全
部
に
つ
い
て
削
る
場
合
又
は
改
め
る
場
合
若
し
く

は
追
加
す
る
場
合
（
い
ず
れ
も
電
気
的
特
性
を
低
下
さ
せ
る
こ
と

と
な
る
場
合
を
除
く
。
）
に
限
る
。

１
７
　
空
中
線
（
１
の
項
か
ら
６
の
項
ま
で
及
び

９
の
項
に
掲
げ
る
設
備
又
は
装
置
の
も
の
を
除

く
。
）
の
工
事
設
計
の
う
ち
次
に
掲
げ
る
も
の

　

（
１
）
　
義
務
航
空
機
局
の
空
中
線
で
あ
つ
て
，
航

空
法
第
６
０
条
の
規
定
に
よ
り
装
備
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
無
線
設
備
に
係
る
も
の
（
１
，
６
０

６
．
５
ｋ
Ｈ
ｚ
か
ら
２
８
，
０
０
０
ｋ
Ｈ
ｚ
ま
で

の
周
波
数
の
電
波
を
使
用
す
る
も
の
を
除
く
。
）

の
工
事
設
計

当
該
部
分
の
全
部
に
つ
い
て
削
る
場
合
又
は
当
該
業
務
用
の
検
定

合
格
機
器
で
あ
つ
て
，
そ
の
型
式
名
に
付
さ
れ
た
検
定
規
則
別
表

第
８
号
に
規
定
す
る
記
号
の
う
ち
使
用
す
る
環
境
及
び
等
級
に
係

る
も
の
が
表
す
内
容
が
当
該
部
分
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
無
線
局

の
行
う
業
務
及
び
当
該
無
線
局
の
機
器
を
使
用
す
る
環
境
に
適
合

す
る
こ
と
と
な
る
機
器
に
係
る
工
事
設
計
に
改
め
る
場
合
に
限

る
。

（
２
）
　
（
１
）
以
外
の
空
中
線
の
工
事
設
計

当
該
部
分
の
全
部
に
つ
い
て
削
る
場
合
又
は
改
め
る
場
合
若
し
く

は
追
加
す
る
場
合
（
い
ず
れ
も
型
式
，
構
成
，
高
さ
，
位
置
，
指

向
方
向
又
は
電
気
的
特
性
に
変
更
を
来
す
こ
と
と
な
る
場
合
を
除

く
。
）
に
限
る
。

１
８
　
給
電
線
（
１
の
項
，
４
の
項
及
び
５
の
項

に
掲
げ
る
設
備
の
も
の
を
除
く
。
）
，
空
中
線
共
用

装
置
及
び
給
電
線
共
用
装
置
の
工
事
設
計
の
う
ち

次
に
掲
げ
る
も
の

　

（
１
）
　
基
幹
放
送
局
及
び
無
線
航
行
陸
上
局
の
送

信
設
備
に
係
る
も
の
の
工
事
設
計

当
該
部
分
の
全
部
に
つ
い
て
削
る
場
合
又
は
改
め
る
場
合
若
し
く

は
追
加
す
る
場
合
（
い
ず
れ
も
電
気
的
特
性
に
変
更
を
来
す
こ
と

と
な
る
場
合
を
除
く
。
）
に
限
る
。

（
２
）
　
（
１
）
以
外
の
も
の
の
工
事
設
計

当
該
部
分
の
全
部
に
つ
い
て
削
る
場
合
又
は
改
め
る
場
合
若
し
く

は
追
加
す
る
場
合
（
い
ず
れ
も
空
中
線
に
供
給
さ
れ
る
電
力
又
は

受
信
機
入
力
の
変
更
が
（±

）
１
デ
シ
ベ
ル
を
超
え
る
こ
と
と
な

る
場
合
そ
の
他
電
気
的
特
性
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
と
な
る
場
合
を

除
く
。
）
に
限
る
。

１
９
　
無
給
電
中
継
装
置
の
工
事
設
計

当
該
部
分
の
全
部
に
つ
い
て
削
る
場
合
又
は
改
め
る
場
合
（
種

類
，
形
状
，
高
さ
（
法
第
１
０
２
条
の
２
第
１
項
に
規
定
す
る
伝

搬
障
害
防
止
区
域
の
指
定
を
受
け
て
い
る
又
は
希
望
し
て
い
る
電

波
伝
搬
路
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
，
位
置
又
は
電
気
的
特
性
に
変

更
を
来
す
こ
と
と
な
る
場
合
を
除
く
。
）
に
限
る
。

２
０
　
機
器
の
配
置
に
係
る
工
事
設
計
（
義
務
航

空
機
局
に
設
置
す
る
無
線
設
備
の
機
器
で
あ
つ

て
，
航
空
法
（
昭
和
２
７
年
法
律
第
２
３
１
号
）

第
６
０
条
の
規
定
に
よ
り
装
備
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
も
の
並
び
に
無
着
陸
で
５
５
０
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
以
上
の
区
間
を
飛
行
す
る
航
空
機
に
設
置
す
る

航
空
機
用
ド
ッ
プ
ラ
・
レ
ー
ダ
ー
に
つ
い
て
は
，

当
該
業
務
用
の
検
定
合
格
機
器
の
型
式
名
に
付
さ

れ
た
検
定
規
則
別
表
第
８
号
に
規
定
す
る
記
号
の

う
ち
使
用
す
る
環
境
に
係
る
も
の
が
表
す
内
容

が
，
当
該
機
器
を
設
置
す
る
場
所
の
環
境
に
適
合

す
る
こ
と
と
な
る
場
合
に
限
る
。
）

　

２
１
　
そ
の
他
総
務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
工
事

設
計

　

注
　
第
１
０
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
準
用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
，
工
事
設
計
の
う
ち
軽
微
な
も
の
と
す
る
も
の

の
欄
中
「
工
事
設
計
」
と
あ
る
の
は
「
変
更
の
工
事
」
と
，
適
用
の
条
件
の
欄
中
「
削
る
場
合
」
と
あ
る
の
は
「
撤

去
す
る
場
合
」
と
，
「
改
め
る
場
合
」
と
あ
る
の
は
「
取
り
替
え
る
場
合
」
と
，
「
追
加
す
る
場
合
」
と
あ
る
の
は

「
増
設
す
る
場
合
」
と
，
「
に
係
る
工
事
設
計
に
改
め
る
場
合
」
と
あ
る
の
は
「
に
取
り
替
え
る
場
合
」
と
，
「
に
係

る
工
事
設
計
を
追
加
す
る
場
合
」
と
あ
る
の
は
「
を
増
設
す
る
場
合
」
と
，
「
新
た
な
工
事
設
計
と
し
て
追
加
す
る

場
合
」
と
あ
る
の
は
「
新
た
に
附
設
す
る
場
合
」
と
そ
れ
ぞ
れ
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
２
　
設
備
又
は
装
置
の
工
事
設
計
の
一
部
分
に
つ
い
て
変
更
す
る
場
合
（
設
備
又
は
装
置
の
一
部
分
に
つ
い
て
変

更
の
工
事
を
す
る
場
合
を
含
む
。
）

工
事
設
計
の
う
ち
軽
微
な
も
の
と
す
る
も
の

適
用
の
条
件

１
　
次
に
掲
げ
る
部
品
に
係
る
工
事
設
計

次
に
掲
げ
る
条
件
に
適
合
す
る
場
合
に
限
る
。

（
１
）
　
第
１
の
１
の
項
か
ら
７
の
項
ま
で
及
び
９

の
項
に
掲
げ
る
設
備
又
は
装
置
（
空
中
線
及
び
給

電
線
を
除
く
。
）
の
部
品

（
２
）
　
第
１
の
８
の
項
に
掲
げ
る
送
信
機
及
び
１

０
の
項
に
掲
げ
る
受
信
機
の
部
品
（
法
第
１
３
条

第
２
項
の
義
務
航
空
機
局
に
設
置
す
る
当
該
装
置

の
継
電
器
で
周
波
数
の
切
換
え
に
使
用
す
る
も
の

を
除
く
。
）

（
３
）
　
第
１
の
１
１
の
項
か
ら
２
０
の
項
ま
で
に

掲
げ
る
装
置
の
部
品

１
　
当
該
部
品
の
属
す
る
設
備
又
は
装
置
の
性
能
を
低
下
さ
せ
な

い
場
合
で
あ
る
こ
と
（
送
信
機
の
回
路
（
低
周
波
回
路
を
除
く
。
）

に
使
用
す
る
電
子
管
，
半
導
体
製
品
（
集
積
回
路
及
び
記
憶
部
品

を
含
む
。
）
に
係
る
工
事
設
計
を
改
め
る
場
合
に
あ
つ
て
は
，
そ

の
性
能
に
変
更
を
来
す
こ
と
と
な
ら
な
い
場
合
に
限
る
。
）
。

２
　
発
振
の
回
路
方
式
又
は
変
調
の
回
路
方
式
に
変
更
を
来
さ
な

い
場
合
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
，
電
波
の
型
式
，
周
波
数
又
は
空

中
線
電
力
の
指
定
の
一
部
の
削
除
に
伴
う
部
品
に
係
る
工
事
設
計

を
削
る
場
合
又
は
改
め
る
場
合
で
あ
つ
て
，
当
該
変
更
に
係
る
部

分
以
外
の
部
分
の
電
気
的
特
性
に
変
更
を
来
す
こ
と
と
な
ら
な
い

場
合
を
除
く
。

３
　
電
波
の
型
式
，
周
波
数
又
は
空
中
線
電
力
の
指
定
の
変
更
に

伴
う
場
合
で
な
い
こ
と
。
た
だ
し
，
次
に
掲
げ
る
場
合
を
除
く
。

（
１
）
　
電
波
の
型
式
，
周
波
数
又
は
空
中
線
電
力
の
指
定
の
一
部

の
削
除
に
伴
う
部
品
に
係
る
工
事
設
計
を
削
る
場
合
又
は
改
め
る
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場
合
で
あ
つ
て
，
当
該
変
更
に
係
る
部
分
以
外
の
部
分
の
電
気
的

特
性
に
変
更
を
来
す
こ
と
と
な
ら
な
い
場
合

（
２
）
　
適
合
表
示
無
線
設
備
の
水
晶
片
に
係
る
工
事
設
計
を
改
め

る
場
合
（
技
術
基
準
適
合
証
明
、
工
事
設
計
認
証
又
は
技
術
基
準

適
合
自
己
確
認
に
係
る
周
波
数
に
変
更
を
来
す
こ
と
と
な
る
場
合

を
除
く
。
）

４
　
第
１
に
規
定
す
る
当
該
部
品
の
属
す
る
設
備
又
は
装
置
の
工

事
設
計
の
変
更
の
適
用
の
条
件
に
抵
触
す
る
こ
と
と
な
ら
な
い
場

合
で
あ
る
こ
と
。

２
　
そ
の
他
総
務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
工
事
設

計

　

注
　
第
１
０
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
準
用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
，
工
事
設
計
の
う
ち
軽
微
な
も
の
と
す
る
も
の

の
欄
中
「
工
事
設
計
」
と
あ
る
の
は
「
変
更
の
工
事
」
と
，
適
用
の
条
件
の
欄
中
「
に
係
る
工
事
設
計
を
改
め
る
場

合
」
と
あ
る
の
は
「
を
取
り
替
え
る
場
合
」
と
，
「
に
係
る
工
事
設
計
を
削
る
場
合
」
と
あ
る
の
は
「
を
撤
去
す
る

場
合
」
と
，
「
追
加
す
る
場
合
」
と
あ
る
の
は
「
増
設
す
る
場
合
」
と
そ
れ
ぞ
れ
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

別
表
第
一
号
の
四
　
許
可
を
要
し
な
い
電
気
通
信
設
備
の
軽
微
な
事
項
（
第
１
０
条
第
３
項
関
係
）

変
更
の
許
可
を
要
し
な
い
基
幹
放
送
の
業
務
に
用
い
ら
れ
る
電
気
通
信
設
備
の
軽
微
な
変
更
及
び
設
備
等
維
持
業
務

を
他
人
に
委
託
す
る
場
合
に
お
け
る
電
気
通
信
設
備
の
軽
微
な
変
更
は
、
次
に
掲
げ
る
電
気
通
信
設
備
に
係
る
変
更

と
す
る
。

電
気
通
信
設
備

適
用
の
条
件

基
幹
放
送
の
業
務
に
用
い
ら

れ
る
電
気
通
信
設
備
の
一
部

を
構
成
す
る
設
備

次
に
掲
げ
る
条
件
に
適
合
す
る
場
合
に
限
る
。

１
　
基
幹
放
送
の
品
質
が
適
正
で
あ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
に
準
拠

す
る
送
信
の
標
準
方
式
に
係
る
変
更
を
伴
わ
な
い
こ
と
。

２
　
予
備
の
装
置
の
追
加
そ
の
他
の
当
該
電
気
通
信
設
備
が
放
送
法
施
行
規
則
第
４

章
第
５
節
第
１
款
に
定
め
る
技
術
基
準
に
引
き
続
き
適
合
す
る
こ
と
が
明
ら
か
な
変

更
で
あ
る
こ
と
。

基
幹
放
送
の
業
務
に
用
い
ら

れ
る
電
気
通
信
設
備
の
一
部

を
構
成
す
る
設
備
の
設
備
等

維
持
業
務
を
他
人
に
委
託
す

る
場
合
に
お
け
る
当
該
一
部

を
構
成
す
る
設
備

次
に
掲
げ
る
条
件
の
い
ず
れ
か
に
適
合
す
る
場
合
に
限
る
。

１
　
設
備
等
維
持
業
務
の
委
託
を
解
除
し
、
当
該
設
備
等
維
持
業
務
を
基
幹
放
送
局

の
免
許
人
自
ら
が
行
う
場
合
の
変
更
で
あ
る
こ
と
。

２
　
設
備
等
維
持
業
務
の
委
託
先
に
変
更
が
な
い
場
合
で
あ
つ
て
、
当
該
設
備
等
維

持
業
務
を
委
託
す
る
電
気
通
信
設
備
の
範
囲
を
縮
小
す
る
変
更
で
あ
る
こ
と
。

３
　
予
備
の
装
置
を
追
加
す
る
場
合
で
あ
つ
て
、
当
該
装
置
の
設
備
等
維
持
業
務
の

委
託
先
が
主
装
置
の
設
備
等
維
持
業
務
と
同
じ
場
合
の
変
更
で
あ
る
こ
と
。

４
　
委
託
し
て
行
わ
せ
る
設
備
等
維
持
業
務
の
範
囲
の
変
更
で
あ
る
こ
と
。

別
表
第
二
号
　
変
更
検
査
を
要
し
な
い
場
合
（
第
十
条
の
四
関
係
）

一
　
無
線
設
備
の
設
置
場
所
の
変
更
で
次
に
掲
げ
る
も
の
の
場
合

（１）
　
フ
ェ
ム
ト
セ
ル
基
地
局
に
係
る
も
の

（２）
　
特
定
陸
上
移
動
中
継
局
に
係
る
も
の

（３）
　
特
定
実
験
試
験
局
に
係
る
も
の
（
当
該
特
定
実
験
試
験
局
が
使
用
す
る
周
波
数
の
使
用
が
可
能
な
地
域
と

し
て
総
務
大
臣
が
公
示
す
る
地
域
の
範
囲
内
に
お
け
る
設
置
場
所
の
変
更
に
限
る
。
）

（４）
　
総
務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
無
線
設
備
を
使
用
す
る
ア
マ
チ
ュ
ア
局
（
人
工
衛
星
に
開
設
す
る
ア
マ
チ
ュ

ア
局
及
び
人
工
衛
星
に
開
設
す
る
ア
マ
チ
ュ
ア
局
の
無
線
設
備
を
遠
隔
操
作
す
る
ア
マ
チ
ュ
ア
局
を
除
く
。
）

に
係
る
も
の

（５）
　
（
３
）
及
び
（
４
）
に
掲
げ
る
無
線
局
以
外
の
無
線
局
に
係
る
も
の
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の

ア
　
空
中
線
の
位
置
の
変
更
で
あ
つ
て
、
総
務
大
臣
又
は
総
合
通
信
局
長
が
法
第
十
七
条
第
一
項
の
許
可
に

際
し
、
当
該
変
更
に
つ
い
て
検
査
を
要
し
な
い
旨
を
申
請
者
に
対
し
て
通
知
し
た
も
の

イ
　
空
中
線
の
位
置
の
変
更
を
伴
わ
な
い
も
の

ウ
　
空
中
線
の
位
置
の
変
更
を
伴
う
も
の
で
あ
つ
て
、
総
務
大
臣
又
は
総
合
通
信
局
長
が
法
第
十
七
条
第
一

項
の
許
可
に
際
し
、
当
該
変
更
に
つ
い
て
検
査
を
要
し
な
い
旨
を
申
請
者
に
対
し
て
通
知
し
た
も
の

二
　
無
線
設
備
の
変
更
の
工
事
の
う
ち
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
軽
微
な
も
の
と
さ
れ
る
も
の
以
外
の
も
の

で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の
の
場
合

（１）
　
無
線
設
備
を
適
合
表
示
無
線
設
備
に
取
り
替
え
る
工
事
又
は
適
合
表
示
無
線
設
備
の
追
加
の
工
事

（２）
　
航
空
機
局
の
無
線
設
備
の
機
器
で
あ
つ
て
、
検
定
合
格
機
器
た
る
も
の
の
取
替
え
の
工
事
（
同
一
型
式
に

よ
る
も
の
に
限
る
。
）

（３）
　
送
信
機
の
回
路
に
使
用
す
る
電
子
管
、
半
導
体
製
品
（
集
積
回
路
及
び
記
憶
部
品
を
含
む
。
）
の
取
替
え

の
工
事
（
電
波
の
型
式
、
周
波
数
又
は
空
中
線
電
力
の
指
定
の
変
更
に
伴
う
も
の
を
除
く
。
）

（４）
　
通
信
路
実
装
数
の
変
更
又
は
送
信
機
の
最
高
変
調
周
波
数
、
変
調
周
波
数
、
通
信
速
度
若
し
く
は
ト
ー
ン

周
波
数
の
変
更
に
係
る
変
更
の
工
事
（
い
ず
れ
も
占
有
周
波
数
帯
幅
が
増
大
す
る
こ
と
と
な
る
も
の
に
あ
つ

て
は
、
総
務
大
臣
又
は
総
合
通
信
局
長
が
法
第
十
七
条
第
一
項
の
許
可
に
際
し
、
当
該
変
更
の
工
事
に
つ
い

て
検
査
を
要
し
な
い
旨
を
申
請
者
に
対
し
て
通
知
し
た
も
の
に
限
る
。
）

（５）
　
選
択
呼
出
装
置
（
デ
ジ
タ
ル
選
択
呼
出
装
置
を
除
く
。
）
に
係
る
変
更
の
工
事
で
次
の
一
に
該
当
す
る
も
の

ア
　
設
備
規
則
第
九
条
の
二
の
選
択
呼
出
装
置
の
取
替
え
又
は
増
設
（
同
条
第
一
項
に
定
め
る
選
択
呼
出
装

置
そ
の
他
総
務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
選
択
呼
出
装
置
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
附
設
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
工
事

イ
　
ア
以
外
の
選
択
呼
出
装
置
の
取
替
え
又
は
増
設
（
新
た
に
附
設
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
工
事

（６）
　
設
備
規
則
第
九
条
の
二
第
一
項
の
識
別
装
置
の
取
替
え
又
は
増
設
（
新
た
に
附
設
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
工
事

（７）
　
附
属
装
置
に
係
る
変
更
の
工
事
で
次
の
一
に
該
当
す
る
も
の

ア
　
多
重
端
局
装
置
、
テ
レ
ビ
ジ
ヨ
ン
伝
送
装
置
、
無
線
呼
出
局
用
端
局
装
置
、
模
写
電
送
装
置
、
印
刷
電

信
装
置
（
狭
帯
域
直
接
印
刷
電
信
装
置
を
除
く
。
）
、
秘
話
装
置
、
テ
レ
メ
ー
タ
ー
付
加
装
置
、
変
調
信
号

処
理
装
置
等
の
符
号
変
換
装
置
、
交
換
機
又
は
チ
ャ
ネ
ル
選
択
補
助
装
置
の
取
替
え
又
は
増
設
（
い
ず
れ

も
新
た
に
付
設
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
工
事
（
い
ず
れ
も
占
有
周
波
数
帯
幅
が
増
大
す
る
こ
と
と
な
る

も
の
に
あ
つ
て
は
、
総
務
大
臣
又
は
総
合
通
信
局
長
が
法
第
十
七
条
第
一
項
の
許
可
に
際
し
、
当
該
変
更

の
工
事
に
つ
い
て
検
査
を
要
し
な
い
旨
を
申
請
者
に
対
し
て
通
知
し
た
も
の
に
限
る
。
）

イ
　
音
声
調
整
装
置
又
は
映
像
調
整
装
置
の
取
替
え
又
は
増
設
（
新
た
に
付
設
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
工

事
で
あ
つ
て
、
総
務
大
臣
が
法
第
十
七
条
第
一
項
の
許
可
に
際
し
、
当
該
変
更
の
工
事
に
つ
い
て
検
査
を

要
し
な
い
旨
を
申
請
者
に
対
し
て
通
知
し
た
も
の

（８）
　
電
源
設
備
（
義
務
船
舶
局
等
の
補
助
電
源
、
直
流
電
源
を
使
用
す
る
航
空
機
局
の
も
の
及
び
非
常
局
の
も

の
を
除
く
。
）
の
取
替
え
又
は
増
設
の
工
事

（９）
　
送
信
空
中
線
又
は
送
信
給
電
線
の
変
更
の
工
事
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の
の
う
ち
、
総
務
大
臣
又
は

総
合
通
信
局
長
が
法
第
十
七
条
第
一
項
の
許
可
に
際
し
、
当
該
変
更
の
工
事
に
つ
い
て
検
査
を
要
し
な
い
旨

を
申
請
者
に
対
し
て
通
知
し
た
も
の

ア
　
固
定
局
、
基
地
局
、
携
帯
基
地
局
、
無
線
呼
出
局
、
陸
上
移
動
中
継
局
、
陸
上
移
動
局
、
携
帯
局
、
携

帯
移
動
地
球
局
（
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
二
十
四
の
二
又
は
第
四
十
九
条
の
二
十
四
の
三
に
お
い
て
無

線
設
備
の
条
件
が
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
に
限
る
。
）
及
び
Ｖ
Ｓ
Ａ
Ｔ
地
球
局
の
工
事

イ
　
ア
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
も
の
に
該
当
し
な
い
も
の
（
基
幹
放
送
局
、
航
空
交
通
管
制

を
行
う
航
空
局
、
無
線
航
行
陸
上
局
、
航
空
機
地
球
局
及
び
船
舶
地
球
局
（
第
二
十
八
条
の
二
第
一
項
に

規
定
す
る
も
の
に
限
る
。
）
を
除
く
。
）
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（ア）
　
空
中
線
の
利
得
値
に
次
の
式
に
よ
り
求
め
ら
れ
る
値
を
加
え
給
電
線
の
損
失
値
を
減
じ
た
値
の
変
更

の
工
事
に
よ
る
増
加
が
三
デ
シ
ベ
ル
を
超
え
る
も
の

２
０
ｌ
ｏ
ｇ
１
０

ｈ
デ
シ
ベ
ル

ｈ
は
、
空
中
線
の
地
上
高
（
単
位
メ
ー
ト
ル
）
と
す
る
。

（イ）
　
指
向
方
向
の
変
更
が
変
更
前
の
空
中
線
の
指
向
特
性
に
お
け
る
水
平
面
の
主
輻
射
の
角
度
の
幅
の
二

分
の
一
を
超
え
る
も
の

ウ
　
標
準
テ
レ
ビ
ジ
ヨ
ン
放
送
若
し
く
は
高
精
細
度
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
を
行
う
無
線
局
、
超
短
波
放
送
、

超
短
波
音
声
多
重
放
送
若
し
く
は
超
短
波
文
字
多
重
放
送
を
行
う
無
線
局
又
は
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
放
送
を

行
う
無
線
局
で
あ
つ
て
、
空
中
線
の
利
得
値
か
ら
給
電
線
の
損
失
値
を
減
じ
た
値
の
当
該
変
更
の
工
事
に

よ
る
増
減
が
一
デ
シ
ベ
ル
を
超
え
な
い
も
の

（１０）
　
受
信
空
中
線
又
は
受
信
給
電
線
の
変
更
の
工
事
で
あ
つ
て
、
総
務
大
臣
又
は
総
合
通
信
局
長
が
法
第
十
七

条
第
一
項
の
許
可
に
際
し
、
当
該
変
更
の
工
事
に
つ
い
て
検
査
を
要
し
な
い
旨
を
申
請
者
に
対
し
て
通
知
し

た
も
の

（１１）
　
送
信
機
の
出
力
端
子
か
ら
送
信
空
中
線
ま
で
の
間
又
は
受
信
空
中
線
か
ら
受
信
機
の
入
力
端
子
ま
で
の
間

に
そ
う
入
さ
れ
る
各
装
置
の
変
更
の
工
事
（
基
幹
放
送
局
及
び
無
線
航
行
陸
上
局
の
送
信
設
備
の
も
の
に
あ

つ
て
は
総
務
大
臣
又
は
総
合
通
信
局
長
が
法
第
十
七
条
第
一
項
の
許
可
に
際
し
、
当
該
変
更
の
工
事
に
つ
い

て
検
査
を
要
し
な
い
旨
を
申
請
者
に
対
し
て
通
知
し
た
も
の
に
限
る
。
）

（１２）
　
無
線
設
備
の
設
置
場
所
を
同
じ
く
す
る
二
以
上
の
無
線
局
に
お
い
て
、
そ
の
一
の
無
線
局
の
無
線
設
備
の

一
部
を
他
の
無
線
局
の
無
線
設
備
と
し
て
共
通
に
使
用
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
他
の
無
線
局
の
無
線
設
備

の
変
更
の
工
事

（１３）
　
同
一
人
に
属
す
る
二
以
上
の
無
線
局
で
無
線
設
備
の
設
置
場
所
又
は
常
置
場
所
が
同
一
の
総
合
通
信
局
の

管
轄
区
域
内
に
あ
る
も
の
に
お
い
て
、
そ
の
一
の
無
線
局
の
無
線
設
備
と
同
一
規
格
の
予
備
の
無
線
設
備

（
空
中
線
系
に
つ
い
て
は
、
同
一
型
式
と
す
る
。
）
の
各
装
置
を
他
の
無
線
局
の
予
備
の
無
線
設
備
の
装
置
と

し
て
共
通
に
使
用
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
他
の
無
線
局
の
無
線
設
備
の
変
更
の
工
事

（１４）
　
同
一
人
に
属
す
る
二
以
上
の
航
空
機
局
又
は
航
空
機
地
球
局
で
そ
の
航
空
機
の
定
置
場
の
所
在
地
が
同
一

総
合
通
信
局
の
管
轄
区
域
内
に
あ
る
も
の
に
お
い
て
、
そ
の
一
の
航
空
機
局
又
は
航
空
機
地
球
局
の
無
線
設

備
の
う
ち
免
許
規
則
第
二
条
第
六
項
第
二
号
又
は
同
項
第
三
号
に
規
定
す
る
装
置
を
他
の
航
空
機
局
又
は
航

空
機
地
球
局
の
無
線
設
備
と
し
て
共
通
に
使
用
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
他
の
航
空
機
局
又
は
航
空
機
地
球

局
の
無
線
設
備
の
変
更
の
工
事

（１５）
　
無
線
設
備
の
設
置
場
所
を
同
じ
く
す
る
二
以
上
の
無
線
局
の
う
ち
、
一
部
の
無
線
局
を
廃
止
し
（
当
該
一

部
の
無
線
局
の
免
許
の
有
効
期
間
が
満
了
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
当
該
一
部
の
無
線
局
の
無
線
設
備
の
全
部

を
他
の
無
線
局
の
無
線
設
備
と
し
て
そ
の
ま
ま
継
続
使
用
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
他
の
無
線
局
の
無
線
設

備
の
変
更
の
工
事

（１６）
　
一
の
人
工
衛
星
に
開
設
さ
れ
る
二
以
上
の
無
線
局
の
う
ち
、
一
の
無
線
局
の
無
線
設
備
の
一
部
を
削
除

し
、
当
該
無
線
局
の
削
除
し
た
無
線
設
備
の
全
部
又
は
一
部
を
他
の
無
線
局
の
無
線
設
備
と
し
て
そ
の
ま
ま

継
続
使
用
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
他
の
無
線
局
の
無
線
設
備
の
変
更
の
工
事

（１７）
　
複
信
方
式
の
通
信
系
を
構
成
す
る
同
一
免
許
人
の
他
の
固
定
局
に
よ
り
無
線
通
信
の
制
御
が
行
わ
れ
る
固

定
局
の
送
信
機
の
増
設
の
工
事
（
当
該
固
定
局
が
現
に
指
定
を
受
け
て
い
る
周
波
数
と
同
一
の
周
波
数
帯
の

周
波
数
の
電
波
を
使
用
し
、
当
該
固
定
局
が
現
に
指
定
を
受
け
て
い
る
空
中
線
電
力
と
同
一
の
空
中
線
電
力

を
使
用
す
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
当
該
固
定
局
の
通
信
事
項
及
び
通
信
の
相
手
方
に
変
更
の
な
い
場
合
に

限
る
。
）
で
あ
つ
て
、
総
務
大
臣
又
は
総
合
通
信
局
長
が
法
第
十
七
条
第
一
項
の
許
可
に
際
し
、
当
該
変
更

の
工
事
に
つ
い
て
検
査
を
要
し
な
い
旨
を
申
請
者
に
対
し
て
通
知
し
た
も
の

（１８）
　
（
１
）
か
ら
（
１
７
）
ま
で
に
類
す
る
無
線
設
備
の
変
更
の
工
事
で
あ
つ
て
、
総
務
大
臣
が
別
に
告
示
す

る
も
の

別
表
第
二
号
の
二
　
免
許
状
記
載
事
項
等
の
一
部
を
公
表
す
る
無
線
局
（
第
１
１
条
第
５
項
関
係
）

第
１
　
公
表
内
容
が
特
に
制
限
さ
れ
る
無
線
局

（１）
　
衆
議
院
及
び
参
議
院
の
各
事
務
局
が
、
国
会
法
（
昭
和
２
２
年
法
律
第
７
９
号
）
第
２
８
第
１
項
に
規
定

す
る
事
務
の
円
滑
な
遂
行
を
図
る
た
め
に
開
設
す
る
も
の

（２）
　
警
察
法
（
昭
和
２
９
年
法
律
第
１
６
２
号
）
第
２
条
第
１
項
に
規
定
す
る
警
察
の
責
務
の
遂
行
上
必
要
な

無
線
通
信
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の

（３）
　
法
務
省
設
置
法
（
平
成
１
１
年
法
律
第
９
３
号
）
第
４
条
第
１
２
号
か
ら
第
１
２
号
の
３
ま
で
及
び
第
３

２
号
に
規
定
す
る
事
務
の
円
滑
な
遂
行
を
図
る
た
め
に
開
設
さ
れ
る
も
の

（４）
　
検
察
庁
法
（
昭
和
２
２
年
法
律
第
６
１
号
）
第
４
条
に
規
定
す
る
検
察
官
の
職
務
の
遂
行
上
必
要
な
無
線

通
信
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の

（５）
　
公
安
調
査
庁
が
、
公
安
調
査
庁
設
置
法
（
昭
和
２
７
年
法
律
第
２
４
１
号
）
第
３
条
に
規
定
す
る
任
務
の

円
滑
な
遂
行
を
図
る
た
め
に
開
設
す
る
も
の

（６）
　
外
務
省
設
置
法
（
平
成
１
１
年
法
律
第
９
４
号
）
第
３
条
に
規
定
す
る
外
務
省
の
任
務
の
遂
行
上
必
要
な

無
線
通
信
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の

（７）
　
財
務
省
が
、
財
務
省
設
置
法
（
昭
和
１
１
年
法
律
第
９
５
号
）
第
４
条
第
１
項
第
２
６
号
に
規
定
す
る
事

務
の
円
滑
な
遂
行
を
図
る
た
め
に
開
設
す
る
も
の

（８）
　
厚
生
労
働
省
が
、
厚
生
労
働
省
設
置
法
（
昭
和
１
１
年
法
律
第
９
７
号
）
第
４
条
第
１
項
第
３
２
号
及
び

第
４
６
号
に
規
定
す
る
事
務
の
円
滑
な
遂
行
を
図
る
た
め
に
開
設
す
る
も
の

（９）
　
海
上
保
安
庁
法
（
昭
和
２
３
年
法
律
第
２
８
号
）
第
２
条
第
１
項
に
規
定
す
る
海
上
保
安
庁
の
任
務
の
遂

行
上
必
要
な
無
線
通
信
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の

（１０）
　
自
衛
隊
法
（
昭
和
２
９
年
法
律
第
１
６
５
号
）
第
３
条
に
規
定
す
る
自
衛
隊
の
任
務
の
遂
行
上
必
要
な
無

線
通
信
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の

（１１）
　
国
及
び
地
方
公
共
団
体
相
互
間
に
お
い
て
消
防
組
織
法
（
昭
和
２
２
年
法
律
第
２
２
６
号
）
第
一
条
に
規

定
す
る
任
務
の
遂
行
上
必
要
な
無
線
通
信
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の

（１２）
　
国
又
は
地
方
公
共
団
体
が
、
漁
業
の
指
導
監
督
（
試
験
、
調
査
及
び
練
習
を
含
む
。
）
に
関
す
る
業
務
の

円
滑
な
遂
行
を
図
る
た
め
に
開
設
す
る
も
の

（１３）
　
地
方
公
共
団
体
が
開
設
す
る
無
線
局
で
あ
つ
て
、
都
道
府
県
知
事
又
は
消
防
組
織
法
第
９
条
（
同
法
第
２

８
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
設
け
ら
れ
る
消
防
の
機
関
が
消
防
事
務
の
用
に

供
す
る
も
の

（１４）
　
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法
（
平
成
元
年
法
律
第
８
３
号
）
第
３
条
に
規
定
す
る
一
般
貨
物
自
動
車
運
送
事

業
の
許
可
を
受
け
た
者
、
同
法
第
３
５
条
に
規
定
す
る
特
定
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
の
許
可
を
受
け
た
者
、

同
法
第
３
６
条
に
規
定
す
る
貨
物
軽
自
動
車
運
送
事
業
の
届
出
を
し
た
者
、
貨
物
利
用
運
送
事
業
法
（
平
成

元
年
法
律
第
８
２
号
）
第
３
条
第
１
項
に
規
定
す
る
第
一
種
貨
物
利
用
運
送
事
業
の
登
録
を
受
け
た
者
又
は

同
法
第
２
０
条
に
規
定
す
る
第
二
種
貨
物
利
用
運
送
事
業
の
許
可
を
受
け
た
者
が
開
設
す
る
無
線
局
で
あ
つ

て
、
現
金
、
有
価
証
券
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
も
の
を
運
送
す
る
業
務
の
用
に
供
す
る
も
の

（１５）
　
警
備
業
法
（
昭
和
４
７
年
法
律
第
１
１
７
号
）
第
２
条
第
３
項
に
規
定
す
る
警
備
業
者
が
開
設
す
る
無
線

局
で
あ
つ
て
、
警
備
業
務
の
用
に
供
す
る
も
の

（１６）
　
大
使
館
、
公
使
館
又
は
領
事
館
の
公
用
に
供
す
る
無
線
局

（１７）
　
前
各
号
に
掲
げ
る
無
線
局
と
同
様
の
無
線
通
信
の
態
様
を
行
い
、
か
つ
、
同
様
の
目
的
を
有
す
る
無
線
局

で
あ
つ
て
、
特
に
総
務
大
臣
が
認
め
る
も
の

第
２
　
公
表
内
容
が
制
限
さ
れ
る
無
線
局
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（１）
　
総
務
省
が
、
総
務
省
設
置
法
（
平
成
１
１
年
法
律
第
９
１
号
）
第
３
条
第
１
項
に
規
定
す
る
電
波
の
公
平

か
つ
能
率
的
な
利
用
の
確
保
及
び
増
進
の
円
滑
な
遂
行
を
図
る
た
め
に
開
設
す
る
も
の

（２）
　
国
税
庁
が
、
財
務
省
設
置
法
第
１
９
条
に
規
定
す
る
任
務
の
円
滑
な
遂
行
を
図
る
た
め
に
開
設
す
る
も
の

（３）
　
厚
生
労
働
省
が
、
厚
生
労
働
省
設
置
法
第
４
条
第
１
項
第
１
９
号
に
規
定
す
る
事
務
の
円
滑
な
遂
行
を
図

る
た
め
に
開
設
す
る
も
の

（４）
　
農
林
水
産
省
が
、
農
林
水
産
省
設
置
法
（
平
成
１
１
年
法
律
第
９
８
号
）
第
４
条
第
２
１
号
に
規
定
す
る

事
務
の
円
滑
な
遂
行
を
図
る
た
め
に
開
設
す
る
も
の

（５）
　
国
、
地
方
公
共
団
体
又
は
そ
の
他
の
団
体
が
開
設
す
る
無
線
局
で
あ
つ
て
、
水
防
法
（
昭
和
２
４
年
法
律

第
１
９
３
号
）
、
道
路
法
（
昭
和
２
７
年
法
律
第
１
８
０
号
）
又
は
災
害
対
策
基
本
法
（
昭
和
３
６
年
法
律

第
２
２
３
号
）
の
規
定
に
基
づ
く
水
防
事
務
又
は
道
路
事
務
の
用
に
供
す
る
も
の

（６）
　
国
、
地
方
公
共
団
体
又
は
そ
の
他
の
団
体
が
開
設
す
る
無
線
局
で
あ
つ
て
、
災
害
対
策
基
本
法
そ
の
他
の

法
令
に
基
づ
き
防
災
上
必
要
な
無
線
通
信
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の

（７）
　
航
空
法
（
昭
和
２
７
年
法
律
第
２
３
１
号
）
第
２
条
第
５
項
に
規
定
す
る
航
空
保
安
施
設
に
よ
つ
て
航
空

機
の
航
行
の
援
助
又
は
航
空
交
通
の
安
全
上
必
要
な
無
線
通
信
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の

（８）
　
航
空
機
製
造
事
業
法
（
昭
和
２
７
年
法
律
第
２
３
７
号
）
第
２
条
の
２
の
規
定
に
よ
り
、
航
空
機
の
製
造

又
は
修
理
事
業
に
つ
い
て
、
経
済
産
業
大
臣
の
許
可
を
受
け
た
者
が
、
そ
の
事
業
又
は
業
務
の
安
全
か
つ
円

滑
な
遂
行
を
図
る
た
め
に
開
設
す
る
も
の

（９）
　
前
各
号
に
掲
げ
る
無
線
局
と
同
様
の
無
線
通
信
の
態
様
を
行
い
、
か
つ
、
同
様
の
目
的
を
有
す
る
無
線
局

で
あ
つ
て
、
特
に
総
務
大
臣
が
認
め
る
も
の

別
表
第
二
号
の
二
の
二
（
第
１
１
条
の
２
の
３
関
係
）

無
線
局
の
種
別

情
報
提
供
項
目

１
　
地
上
基
幹
放
送
局
及
び

地
上
基
幹
放
送
試
験
局
（
８

の
項
に
掲
げ
る
無
線
局
を
除

く
。
）

１
　
免
許
規
則
別
表
第
六
号
の
様
式
の
以
下
の
欄
に
記
載
さ
れ
た
事
項

（
１
）
　
放
送
区
域
の
欄

（
２
）
　
無
線
設
備
の
設
置
場
所
の
欄

２
　
免
許
規
則
別
表
第
二
号
の
二
第
１
の
様
式
の
以
下
の
欄
に
記
載
さ
れ
た
事
項

（
１
）
　
装
置
の
区
別
の
欄
の
う
ち
番
号
の
欄

（
２
）
　
送
信
の
方
式
コ
ー
ド
の
欄

（
３
）
　
送
信
機
の
欄
の
う
ち

ア
　
定
格
出
力
の
欄

イ
　
低
下
さ
せ
る
方
法
コ
ー
ド
の
欄

ウ
　
低
下
後
の
出
力
の
欄

エ
　
変
調
方
式
コ
ー
ド
の
欄

オ
　
適
合
表
示
無
線
設
備
の
番
号
の
欄

（
４
）
　
受
信
機
の
欄
の
全
て
の
欄

（
５
）
　
空
中
線
系
番
号
の
欄

（
６
）
　
空
中
線
の
欄
の
う
ち
空
中
線
柱
の
高
さ
の
欄
を
除
く
各
欄

（
７
）
　
給
電
線
等
の
欄
の
全
て
の
欄

（
８
）
　
発
射
す
る
周
波
数
等
の
欄

（
９
）
　
受
信
す
る
周
波
数
の
欄

（
１
０
）
　
空
中
線
系
に
関
す
る
そ
の
他
の
事
項
の
欄

（
１
１
）
　
発
射
す
る
電
波
の
型
式
、
周
波
数
及
び
空
中
線
電
力
の
欄
の
全
て
の
欄

２
　
衛
星
基
幹
放
送
局
及
び

衛
星
基
幹
放
送
試
験
局
（
８

１
　
免
許
規
則
別
表
第
六
号
の
様
式
の
以
下
の
欄
に
記
載
さ
れ
た
事
項

の
項
に
掲
げ
る
無
線
局
を
除

く
。
）

（
１
）
　
放
送
区
域
の
欄

（
２
）
　
無
線
設
備
の
設
置
場
所
の
欄

２
　
免
許
規
則
別
表
第
二
号
の
二
第
８
の
様
式
の
以
下
の
欄
に
記
載
さ
れ
た
事
項

（
１
）
　
装
置
の
区
別
の
欄
の
う
ち
番
号
の
欄

（
２
）
　
通
信
方
式
コ
ー
ド
又
は
送
信
の
方
式
コ
ー
ド
の
欄

（
３
）
　
送
信
機
の
欄
の
う
ち

ア
　
定
格
出
力
の
欄

イ
　
低
下
さ
せ
る
方
法
コ
ー
ド
の
欄

ウ
　
低
下
後
の
出
力
の
欄

エ
　
変
調
方
式
コ
ー
ド
の
欄

オ
　
終
段
部
の
真
空
管
又
は
半
導
体
コ
ー
ド
の
欄

カ
　
電
力
束
密
度
の
欄

キ
　
最
大
電
力
密
度
の
欄

（
４
）
　
受
信
機
の
欄
の
全
て
の
欄

（
５
）
　
空
中
線
系
番
号
の
欄

（
６
）
　
空
中
線
の
欄
の
全
て
の
欄

（
７
）
　
給
電
線
等
の
欄
の
全
て
の
欄

（
８
）
　
発
射
す
る
周
波
数
等
の
欄

（
９
）
　
受
信
す
る
周
波
数
の
欄

（
１
０
）
　
空
中
線
系
に
関
す
る
そ
の
他
の
事
項
の
欄

（
１
１
）
　
発
射
す
る
電
波
の
型
式
、
周
波
数
及
び
空
中
線
電
力
の
欄
の
全
て
の
欄

３
　
人
工
衛
星
局
及
び
宇
宙

局
（
９
の
項
に
掲
げ
る
無
線

局
を
除
く
。
）

１
　
免
許
規
則
別
表
第
六
号
の
二
の
様
式
の
無
線
設
備
の
設
置
場
所
又
は
移
動
範
囲

の
欄
に
記
載
さ
れ
た
事
項

２
　
免
許
規
則
別
表
第
二
号
の
二
第
８
の
様
式
の
以
下
の
欄
に
記
載
さ
れ
た
事
項

（
１
）
　
装
置
の
区
別
の
欄
の
う
ち
番
号
の
欄

（
２
）
　
通
信
方
式
コ
ー
ド
又
は
送
信
の
方
式
コ
ー
ド
の
欄

（
３
）
　
通
信
路
数
の
欄

（
４
）
　
送
信
機
の
欄
の
う
ち

ア
　
定
格
出
力
の
欄

イ
　
低
下
さ
せ
る
方
法
コ
ー
ド
の
欄

ウ
　
低
下
後
の
出
力
の
欄

エ
　
変
調
方
式
コ
ー
ド
の
欄

オ
　
終
段
部
の
真
空
管
又
は
半
導
体
コ
ー
ド
の
欄

カ
　
電
力
束
密
度
の
欄

キ
　
最
大
電
力
密
度
の
欄

（
５
）
　
受
信
機
の
欄
の
全
て
の
欄

（
６
）
　
空
中
線
系
番
号
の
欄

（
７
）
　
空
中
線
の
欄
の
全
て
の
欄

（
８
）
　
給
電
線
等
の
欄
の
全
て
の
欄

（
９
）
　
発
射
す
る
周
波
数
等
の
欄

（
１
０
）
　
受
信
す
る
周
波
数
の
欄

（
１
１
）
　
空
中
線
系
に
関
す
る
そ
の
他
の
事
項
の
欄

（
１
２
）
　
発
射
す
る
電
波
の
型
式
、
周
波
数
及
び
空
中
線
電
力
の
欄
の
全
て
の
欄

４
　
固
定
局
（
９
の
項
に
掲

げ
る
無
線
局
を
除
く
。
）

１
　
免
許
規
則
別
表
第
六
号
の
二
の
様
式
の
無
線
設
備
の
設
置
場
所
又
は
移
動
範
囲

の
欄
に
記
載
さ
れ
た
事
項

２
　
免
許
規
則
別
表
第
二
号
の
二
第
３
の
様
式
の
以
下
の
欄
に
記
載
さ
れ
た
事
項
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（
１
）
　
装
置
の
区
別
の
欄

（
２
）
　
通
信
方
式
コ
ー
ド
の
欄

（
３
）
　
送
信
機
の
欄
の
う
ち

ア
　
定
格
出
力
の
欄

イ
　
低
下
さ
せ
る
方
法
コ
ー
ド
の
欄

ウ
　
低
下
後
の
出
力
の
欄

エ
　
変
調
方
式
コ
ー
ド
の
欄

オ
　
ク
ロ
ッ
ク
周
波
数
の
欄

カ
　
検
定
番
号
の
欄

キ
　
適
合
表
示
無
線
設
備
の
番
号
の
欄

（
４
）
　
受
信
機
の
欄
の
う
ち
Ｅ
Ｑ
Ｌ
コ
ー
ド
の
欄
を
除
く
各
欄

（
５
）
　
空
中
線
系
番
号
の
欄

（
６
）
　
空
中
線
の
欄
の
全
て
の
欄

（
７
）
　
給
電
線
等
の
欄
の
全
て
の
欄

（
８
）
　
発
射
す
る
周
波
数
等
の
欄

（
９
）
　
受
信
す
る
周
波
数
の
欄

（
１
０
）
　
使
用
す
る
無
給
電
中
継
装
置
の
欄

（
１
１
）
　
通
信
の
相
手
方
の
欄
の
全
て
の
欄

（
１
２
）
　
無
給
電
中
継
装
置
番
号
の
欄

（
１
３
）
　
無
給
電
中
継
装
置
の
欄
の
う
ち
設
置
場
所
番
号
の
欄
を
除
く
各
欄

（
１
４
）
　
空
中
線
系
に
関
す
る
そ
の
他
の
事
項
の
欄

（
１
５
）
　
発
射
す
る
電
波
の
型
式
、
周
波
数
及
び
空
中
線
電
力
の
欄
の
全
て
の
欄

５
　
地
上
一
般
放
送
局
、
気

象
援
助
局
、
標
準
周
波
数
局
、

特
別
業
務
の
局
、
基
地
局
、

携
帯
基
地
局
、
無
線
呼
出
局
、

陸
上
移
動
中
継
局
、
実
験
試

験
局
及
び
海
岸
局
（
９
の
項

か
ら
１
１
の
項
ま
で
に
掲
げ

る
無
線
局
を
除
く
。
）

１
　
免
許
規
則
別
表
第
六
号
の
二
の
様
式
の
無
線
設
備
の
設
置
場
所
又
は
移
動
範
囲

の
欄
に
記
載
さ
れ
た
事
項

２
　
免
許
規
則
別
表
第
二
号
の
二
第
２
の
様
式
の
以
下
の
欄
に
記
載
さ
れ
た
事
項

（
１
）
　
装
置
の
区
別
の
欄
の
う
ち
番
号
の
欄

（
２
）
　
通
信
方
式
コ
ー
ド
の
欄

（
３
）
　
送
信
機
の
欄
の
う
ち

ア
　
定
格
出
力
の
欄

イ
　
低
下
さ
せ
る
方
法
コ
ー
ド
の
欄

ウ
　
低
下
後
の
出
力
の
欄

エ
　
変
調
方
式
コ
ー
ド
の
欄

オ
　
検
定
番
号
の
欄

カ
　
適
合
表
示
無
線
設
備
の
番
号
の
欄

（
４
）
　
受
信
機
の
欄
の
う
ち

ア
　
検
定
番
号
又
は
名
称
の
欄
（
海
岸
局
に
限
る
。
）

イ
　
通
過
帯
域
幅
の
欄
（
海
岸
局
を
除
く
。
）

ウ
　
雑
音
指
数
の
欄
（
海
岸
局
を
除
く
。
）

（
５
）
　
空
中
線
系
番
号
の
欄

（
６
）
　
空
中
線
の
欄
の
全
て
の
欄

（
７
）
　
給
電
線
等
の
欄
の
全
て
の
欄

（
８
）
　
発
射
す
る
周
波
数
等
の
欄

（
９
）
　
受
信
す
る
周
波
数
の
欄
（
海
岸
局
を
除
く
。
）

（
１
０
）
　
空
中
線
系
に
関
す
る
そ
の
他
の
事
項
の
欄

（
１
１
）
　
発
射
す
る
電
波
の
型
式
、
周
波
数
及
び
空
中
線
電
力
の
欄
の
全
て
の
欄

６
　
航
空
局
、
無
線
標
識
局
、

無
線
航
行
陸
上
局
及
び
無
線

標
定
陸
上
局
（
９
の
項
に
掲

げ
る
無
線
局
を
除
く
。
）

１
　
免
許
規
則
別
表
第
六
号
の
二
の
様
式
の
無
線
設
備
の
設
置
場
所
又
は
移
動
範
囲

の
欄
に
記
載
さ
れ
た
事
項

２
　
免
許
規
則
別
表
第
二
号
の
二
第
４
の
様
式
の
以
下
の
欄
に
記
載
さ
れ
た
事
項

（
１
）
　
装
置
の
区
別
の
欄

（
２
）
　
通
信
方
式
コ
ー
ド
の
欄
（
航
空
局
に
限
る
。
）

（
３
）
　
有
効
通
達
距
離
等
の
欄
（
航
空
局
及
び
無
線
標
識
局
を
除
く
。
）

（
４
）
　
測
定
確
度
の
欄
（
無
線
航
行
陸
上
局
に
限
る
。
）

（
５
）
　
最
小
測
定
距
離
の
欄
（
無
線
航
行
陸
上
局
に
限
る
。
）

（
６
）
　
送
信
機
の
欄
の
う
ち

ア
　
定
格
出
力
の
欄

イ
　
低
下
さ
せ
る
方
法
コ
ー
ド
の
欄

ウ
　
低
下
後
の
出
力
の
欄

エ
　
変
調
方
式
コ
ー
ド
の
欄

オ
　
検
定
番
号
又
は
名
称
の
欄

カ
　
適
合
表
示
無
線
設
備
の
番
号
の
欄

（
７
）
　
受
信
機
の
欄
の
う
ち

ア
　
検
定
番
号
又
は
名
称
の
欄
（
無
線
標
識
局
を
除
く
。
）

イ
　
通
過
帯
域
幅
の
欄
（
航
空
局
及
び
無
線
標
識
局
を
除
く
。
）

（
８
）
　
空
中
線
系
番
号
の
欄

（
９
）
　
空
中
線
の
欄
の
全
て
の
欄

（
１
０
）
　
給
電
線
等
の
欄
の
全
て
の
欄

（
１
１
）
　
発
射
す
る
周
波
数
等
の
欄

（
１
２
）
　
受
信
す
る
周
波
数
の
欄
（
航
空
局
及
び
無
線
標
識
局
を
除
く
。
）

（
１
３
）
　
空
中
線
系
に
関
す
る
そ
の
他
の
事
項
の
欄

（
１
４
）
　
発
射
す
る
電
波
の
型
式
、
周
波
数
及
び
空
中
線
電
力
の
欄
の
全
て
の
欄

７
　
海
岸
地
球
局
、
航
空
地

球
局
、
携
帯
基
地
地
球
局
及

び
地
球
局
（
９
の
項
に
掲
げ

る
無
線
局
を
除
く
。
）

１
　
免
許
規
則
別
表
第
六
号
の
二
の
様
式
の
無
線
設
備
の
設
置
場
所
又
は
移
動
範
囲

の
欄
に
記
載
さ
れ
た
事
項

２
　
免
許
規
則
別
表
第
二
号
の
二
第
５
の
様
式
の
以
下
の
欄
に
記
載
さ
れ
た
事
項

（
１
）
　
装
置
の
区
別
の
欄
の
う
ち
番
号
の
欄

（
２
）
　
通
信
方
式
コ
ー
ド
の
欄

（
３
）
　
通
信
路
数
の
欄

（
４
）
　
送
信
機
の
欄
の
う
ち

ア
　
定
格
出
力
の
欄

イ
　
送
信
出
力
制
御
量
の
欄

ウ
　
低
下
さ
せ
る
方
法
コ
ー
ド
の
欄

エ
　
低
下
後
の
出
力
の
欄

オ
　
変
調
方
式
コ
ー
ド
の
欄

カ
　
ク
ロ
ッ
ク
周
波
数
の
欄

キ
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
拡
散
周
波
数
偏
移
量
の
欄

ク
　
最
大
電
力
密
度
の
欄

ケ
　
適
合
表
示
無
線
設
備
の
番
号
の
欄

（
５
）
　
受
信
機
の
欄
の
全
て
の
欄

（
６
）
　
空
中
線
系
番
号
の
欄

（
７
）
　
空
中
線
の
欄
の
全
て
の
欄

（
８
）
　
給
電
線
等
の
欄
の
全
て
の
欄

（
９
）
　
発
射
す
る
周
波
数
等
の
欄
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（
１
０
）
　
受
信
す
る
周
波
数
の
欄

（
１
１
）
　
空
中
線
系
に
関
す
る
そ
の
他
の
事
項
の
欄

（
１
２
）
　
発
射
す
る
電
波
の
型
式
、
周
波
数
及
び
空
中
線
電
力
の
欄
の
全
て
の
欄

８
　
１
の
項
又
は
２
の
項
に

掲
げ
る
無
線
局
で
あ
つ
て
、

適
合
表
示
無
線
設
備
の
み
を

使
用
す
る
無
線
局

１
　
免
許
規
則
別
表
第
六
号
の
様
式
の
以
下
の
欄
に
記
載
さ
れ
た
事
項

（
１
）
　
放
送
区
域
の
欄

（
２
）
　
無
線
設
備
の
設
置
場
所
の
欄

（
３
）
　
電
波
の
型
式
、
周
波
数
及
び
空
中
線
電
力
の
欄

２
　
免
許
規
則
別
表
第
二
号
の
二
第
１
又
は
第
８
の
様
式
の
以
下
の
欄
に
記
載
さ
れ

た
事
項

（
１
）
　
送
信
機
の
欄
の
う
ち
適
合
表
示
無
線
設
備
の
番
号
の
欄
（
同
表
第
１
に
限
る
。
）

（
２
）
　
空
中
線
の
欄
の
全
て
の
欄

（
３
）
　
給
電
線
等
の
欄
の
全
て
の
欄

９
　
３
の
項
か
ら
７
の
項
ま

で
に
掲
げ
る
無
線
局
で
あ
つ

て
、
適
合
表
示
無
線
設
備
又

は
検
定
合
格
機
器
の
み
を
使

用
す
る
無
線
局
（
１
０
の
項

及
び
１
１
の
項
に
掲
げ
る
無

線
局
を
除
く
。
）

１
　
免
許
規
則
別
表
第
六
号
の
二
の
様
式
の
以
下
の
欄
に
記
載
さ
れ
た
事
項

（
１
）
　
無
線
設
備
の
設
置
場
所
又
は
移
動
範
囲
の
欄

（
２
）
　
電
波
の
型
式
、
周
波
数
及
び
空
中
線
電
力
の
欄

２
　
免
許
規
則
別
表
第
二
号
の
二
第
２
、
第
３
、
第
４
又
は
第
５
の
様
式
の
以
下
の

欄
に
記
載
さ
れ
た
事
項

（
１
）
　
送
信
機
の
欄
の
う
ち
検
定
番
号
の
欄
、
検
定
番
号
又
は
名
称
の
欄
又
は
適
合

表
示
無
線
設
備
の
番
号
の
欄

（
２
）
　
空
中
線
の
欄
の
全
て
の
欄

（
３
）
　
給
電
線
等
の
欄
の
全
て
の
欄

１
０
　
包
括
免
許
に
係
る
特

定
無
線
局
（
第
１
５
条
の
２

第
２
項
第
１
号
及
び
第
３
号

に
掲
げ
る
無
線
局
に
係
る
も

の
に
限
る
。
）

免
許
規
則
別
表
第
三
号
の
五
の
様
式
の
以
下
の
欄
に
記
載
さ
れ
た
事
項

１
　
無
線
設
備
の
設
置
場
所
の
欄

２
　
適
合
表
示
無
線
設
備
の
番
号
の
欄

３
　
空
中
線
の
欄
の
全
て
の
欄

４
　
給
電
線
等
の
欄
の
全
て
の
欄

５
　
発
射
す
る
電
波
の
型
式
、
周
波
数
及
び
空
中
線
電
力
の
欄
の
全
て
の
欄

１
１
　
包
括
免
許
に
係
る
特

定
無
線
局
（
第
１
５
条
の
２

第
２
項
第
２
号
に
掲
げ
る
無

線
局
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）

１
　
免
許
規
則
別
表
第
六
号
の
四
第
２
の
様
式
の
電
波
の
型
式
、
周
波
数
及
び
空
中

線
電
力
の
欄
に
記
載
さ
れ
た
事
項

２
　
免
許
規
則
別
表
第
三
号
の
六
の
様
式
の
以
下
の
欄
に
記
載
さ
れ
た
事
項

（
１
）
　
無
線
設
備
の
設
置
場
所
の
欄

（
２
）
　
適
合
表
示
無
線
設
備
の
番
号
の
欄

注１
　
実
用
化
試
験
局
に
つ
い
て
は
、
実
用
化
後
の
無
線
局
の
種
別
に
応
じ
た
項
目
の
情
報
を
提
供
す
る
。

２
　
登
録
局
に
つ
い
て
は
、
表
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
に
掲
げ
る
情
報
を
提
供
す
る
。

（１）
　
免
許
規
則
別
表
第
六
号
の
七
の
様
式
の
周
波
数
及
び
空
中
線
電
力
の
欄
に
記
載
さ
れ
た
事
項

（２）
　
免
許
規
則
別
表
第
二
号
の
五
の
様
式
の
適
合
表
示
無
線
設
備
の
番
号
の
欄
に
記
載
さ
れ
た
事
項

（３）
　
免
許
規
則
別
表
第
六
号
の
七
の
様
式
の
無
線
設
備
の
設
置
場
所
若
し
く
は
無
線
設
備
を
設
置
し
よ
う
と
す

る
区
域
又
は
移
動
範
囲
の
欄
に
記
載
さ
れ
た
事
項
（
法
第
２
７
条
の
３
２
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
を
受

け
て
開
設
す
る
無
線
局
に
あ
つ
て
は
、
免
許
規
則
別
表
第
三
号
の
七
の
様
式
の
無
線
設
備
の
設
置
場
所
又
は

移
動
範
囲
の
欄
に
記
載
さ
れ
た
事
項
）

別
表
第
二
号
の
二
の
三
（
第
１
１
条
の
２
の
３
関
係
）

対
象
と
な
る
無
線
局

情
報
提
供
項
目

開
設
指
針
に
お
い
て
定
め
る
終
了
促
進
措
置
に
係
る

無
線
局
（
法
第
４
条
第
１
号
か
ら
第
３
号
ま
で
に
掲

１
　
免
許
人
等
の
氏
名
又
は
名
称
（
注
１
）

げ
る
無
線
局
が
含
ま
れ
る
と
き
は
、
当
該
無
線
局
を

除
く
。
）

２
　
住
所
（
注
２
）

３
　
無
線
局
の
種
別

４
　
無
線
局
の
目
的
及
び
通
信
事
項
（
注
３
）

５
　
無
線
設
備
の
設
置
場
所
（
注
４
）
（
注
５
）

６
　
電
波
の
型
式
、
周
波
数
及
び
占
有
周
波
数
帯
幅
（
注
６
）

７
　
空
中
線
電
力

８
　
適
合
表
示
無
線
設
備
の
番
号
（
注
７
）

９
　
開
設
し
て
い
る
無
線
局
の
数
（
注
８
）

注
１氏

名
に
つ
い
て
は
、
請
求
者
が
認
定
開
設
者
（
法
第
２
７
条
の
１
５
第
３
項
に
規
定
す
る
認
定
開
設
者
を
い
う
。

以
下
同
じ
。
）
で
あ
る
場
合
に
限
り
、
提
供
す
る
。

２
　
請
求
者
が
認
定
開
設
者
以
外
の
者
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
都
道
府
県
名
及
び
市
区
町
村
名
に
限
り
提
供
す

る
。

３
　
登
録
局
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
提
供
し
な
い
。

４
　
移
動
す
る
無
線
局
（
包
括
免
許
に
係
る
特
定
無
線
局
を
除
く
。
）
に
あ
つ
て
は
常
置
場
所
、
包
括
免
許
に
係
る

特
定
無
線
局
に
あ
つ
て
は
包
括
免
許
人
の
事
務
所
の
所
在
地
を
提
供
す
る
こ
と
と
す
る
。
た
だ
し
、
請
求
者
が
認

定
開
設
者
以
外
の
者
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
都
道
府
県
名
及
び
市
区
町
村
名
に
限
り
提
供
す
る
。

５
　
既
設
電
気
通
信
業
務
用
基
地
局
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
原
則
と
し
て
都
道
府
県
名
及
び
市
区
町
村
名
に
限
り
提

供
す
る
。

６
　
登
録
局
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
周
波
数
に
限
り
提
供
す
る
。

７
　
技
術
基
準
適
合
証
明
番
号
、
工
事
設
計
認
証
番
号
又
は
技
術
基
準
適
合
自
己
確
認
に
係
る
届
出
番
号
を
提
供
す

る
。

８
　
包
括
免
許
に
係
る
特
定
無
線
局
又
は
包
括
登
録
に
係
る
登
録
局
の
場
合
に
限
り
、
提
供
す
る
。
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別
表
第
二
号
の
二
の
四
（
第
１
１
条
の
２
の
４
第
２
項
関
係
）

別表第二号の二の四(第11条の2の4第2項関係) 

 

無 線 局 情 報 提 供 請 求 書 

年  月  日   

 

  

収入印紙貼付欄 

(収入印紙を必要額

を超えて貼ってい

る場合は、請求書の

余白に「過納承諾 

氏名」のように記入

してください。) 

 

(何)総合通信局長(沖縄県の区域においては、沖縄総合通信事務所長とする。) 殿 

請求者(注1)            

住 所           

氏名又は名称           

法 人 番 号           

代表者氏名            

 

 電波法第25条第2項の規定に基づき、下記のとおり混信又はふくそうに関する調査に係る

無線局情報の提供を請求します。 

 

記 

 

1 請求理由(注2) 

  □無線局の開設       □周波数の変更   □通信の相手方の変更 

  □無線設備の設置場所の変更 □電波の型式の変更 □空中線電力の変更 

  □運用許容時間の変更    □放送区域の変更  □工事設計の変更 

  □無線設備の変更の工事 

2 開設又は変更しようとする無線局の概要(注3) 

 (1) 免許等の番号 

 (2) 免許等の年月日 

 (3) 種別 

 (4) 目的 

 (5) 通信事項 

 (6) 識別信号 

 (7) 無線設備の設置場所又は移動範囲 

 (8) 電波の型式及び周波数 

   占有周波数帯幅 

   電波の型式 

   周波数 

 (9) 空中線電力 

 (10) その他 

3 上記1の理由の詳細(注4) 

4 希望する情報提供の範囲(注5) 

 (1) 開設又は変更をしようとする無線局の周波数との上下の離隔幅 

 (2) 無線設備の設置場所からの距離的範囲(移動する無線局の場合は、移動範囲となる

都道府県) 

5 希望する情報提供の実施の方法(注6) 

  □用紙に出力したものの交付 

  □電磁的方法による提供 

   (電子メールアドレス：                       ) 

請求に関する連絡責任者 

 住所 

 所属 

 氏名 

 電話番号 

 電子メールアドレス 

 注1 請求者の欄の記載は、次によること。 

   (1) 住所については、法人又は団体の場合は、本店又は主たる事務所の所在地を記

載すること。 

   (2) 法人又は団体の場合は、その商号又は名称並びに代表者の役職名及び氏名を記

載すること。ただし、請求者が国の機関、地方公共団体、法律により直接に設立

された法人及び特別の設立行為をもって設立された法人の場合は、代表者の氏名

の記載を要しない。 

   (3) 請求者が外国人である場合は、住所については、日本における居住地を記載す

ること。 

   (4) 代理人による請求の場合は、請求者に関する必要事項を記載するほか、これに

準じて当該代理人に関する必要事項を記載するとともに、当該代理人の住所の郵

便番号及び電話番号を付記すること。 

   (5) 法人番号については、法人又は団体の場合に限り、行政手続における特定の個

人を識別するための番号の利用等に関する法律第2条第15項に規定する法人番号

を記載すること。ただし、法人番号が不明の場合は記載を要しない。 

  2 1の請求理由については、次によること。 

   (1) 該当する理由の□にレ印を付けること。 

   (2) 事由が複数の場合は複数の□にレ印を付けること。 

  3 2の開設又は変更をしようとする無線局の概要については、次によること。 

   (1) (1)の免許等の番号、(2)の免許等の年月日及び(6)の識別信号については、現
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に免許等を受けている無線局の免許等の番号及び年月日並びに識別信号を記載

すること。 

   (2) (3)の種別は、第11条の2の5第1項各号又は第2項各号に掲げる無線局の種別を、

次の表に掲げる記号により記載すること。 

無線局の種別 記号 無線局の種別 記号 無線局の種別 記号 

固定局 FX 無線呼出局 RP 宇宙局 ME 

特定地上基幹放送局以外
の地上基幹放送局 

BB 
 

陸上移動中継局 
 

FBR 
 

衛星基幹放送局 
 

EV 
 

特定地上基幹放送局 
 

BC 
 

陸上移動局 
 

ML 
 

衛星基幹放送試験
局 

EBE 
 

特定地上基幹放送試験局
以外の地上基幹放送試験
局 

BD 
 
 

無線航行陸上局 
 
 

RL 
 
 

人工衛星局 
 
 

EKT 
 
 

特定地上基幹放送試験局 BE 無線標定陸上局 LR 実験試験局 EX 

地上一般放送局 BG 無線標識局 RB 実用化試験局 DVT 

海岸局 FC 海岸地球局 TI 気象援助局 SM 

航空局 FA 航空地球局 TB 標準周波数局 SS 

基地局 FB 携帯基地地球局 TYP 特別業務の局 SP 

携帯基地局 FP 地球局 TC   

   (3) (4)の目的は、「電気通信業務用」、「公共業務用」、「基幹放送用(超短波放送(コ

ミュニティ放送))」又は「一般業務用」のように記載すること。 

   (4) (5)の通信事項は、「電気通信業務に関する事項」、「防災行政事務に関する事

項」、「電気事業に関する事項」又は「一般業務用通信に関する事項」のように記

載すること。 

   (5) (7)の無線設備の設置場所については、送信空中線及び受信空中線の位置の緯

度及び経度を、度、分及び秒をもって記載すること。 

   (6) (8)の電波の型式及び周波数並びに(9)の空中線電力は、開設又は変更をしよう

とする無線局の種別に応じて、免許規則別表第二号第1、別表第二号第2又は別表

第二号第5の様式の記載要領の該当する注に従つて記載すること。ただし、周波

数については、混信又はふくそう調査に必要な特定の周波数を記載すること。 

   (7) (6)の識別信号及び(8)の電波の型式については、登録局にあつては、記載を省

略する。 

  4 3の上記1の理由の詳細については、開設又は変更が必要となる理由を記載するこ

と。 

  5 4の希望する情報提供範囲については、次によること。 

   (1) (1)の開設又は変更をしようとする無線局の周波数との上下の離隔幅について

は、混信又はふくそう調査に必要と考える必要最小限の離隔幅を「何MHzの上下

何MHzの範囲」のように記載すること。 

   (2) (2)の無線設備の設置場所からの距離的範囲については、混信又はふくそう調

査に必要と考える必要最小限の範囲を「半径何kmの範囲」のように記載すること。 

  6 希望する情報提供の実施の方法については、該当する事項の□1か所にレ印を付け

ることとし、電磁的方法による提供の□にレ印を付ける場合は、電子メールアドレス

を括弧内に記載すること。 
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別
表
第
二
号
の
二
の
五
（
第
１
１
条
の
２
の
４
第
２
項
関
係
）

別表第二号の二の五(第11条の2の4第2項関係) 

 

無 線 局 情 報 提 供 請 求 書 

年  月  日   

 

  

収入印紙貼付欄 

(収入印紙を必要額

を超えて貼ってい

る場合は、請求書の

余白に「過納承諾 

氏名」のように記入

してください。) 

 

総務大臣 殿 

請求者(注1)            

住 所           

氏名又は名称           

法 人 番 号           

代表者氏名           

 

 電波法第25条第2項の規定に基づき、下記のとおり終了促進措置に係る無線局情報の提供

を請求します。 

 

記 

 

1 請求理由(注2) 

2 開設しようとする無線局の概要 

 (1) 種別 

 (2) 目的 

 (3) 通信事項 

 (4) 識別信号 

 (5) 無線設備の設置場所又は移動範囲 

 (6) 周波数等 

   占有周波数帯幅 

   電波の型式 

   周波数 

 (7) 空中線電力 

3 希望する情報提供範囲(注3) 

4 希望する情報提供の実施の方法(注4) 

  □用紙に出力したものの交付 

  □電磁的方法による提供 

   (電子メールアドレス：                         ) 

請求に関する連絡責任者 

 住所 

 所属 

 氏名 

 電話番号 

 電子メールアドレス 

 注1 請求者の欄の記載は、次によること。 

   (1) 住所については、法人又は団体の場合は、本店又は主たる事務所の所在地を記

載すること。 

   (2) 法人又は団体の場合は、その商号又は名称並びに代表者の役職名及び氏名を記

載すること。ただし、請求者が国の機関、地方公共団体、法律により直接に設立

された法人及び特別の設立行為をもつて設立された法人の場合は、代表者の氏名

の記載を要しない。 

   (3) 請求者が外国人である場合は、住所については、日本における居住地を記載す

ること。 

   (4) 代理人による請求の場合は、請求者に関する必要事項を記載するほか、これに

準じて当該代理人に関する必要事項を記載するとともに、当該代理人の住所の郵

便番号及び電話番号を付記すること。 

   (5) 法人番号については、法人又は団体の場合に限り、行政手続における特定の個

人を識別するための番号の利用等に関する法律第2条第15項に規定する法人番号

を記載すること。ただし、法人番号が不明の場合は記載を要しない。 

  2 2の請求理由については、開設が必要となる理由を具体的に記載すること。 

  3 3の希望する情報提供範囲については、開設指針に規定する終了促進措置に係る無

線局のうち、情報提供を希望する無線局を具体的に記載すること。 

  4 希望する情報提供の実施の方法については、該当する事項の□1か所にレ印を付け

ることとし、電磁的方法による提供の□にレ印を付ける場合は、電子メールアドレ

スを括弧内に記載すること。  
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別
表
第
二
号
の
三
　
Ａ
Ｃ
Ａ
Ｓ
、
航
空
用
Ｄ
Ｍ
Ｅ
、
タ
カ
ン
又
は
Ｖ
Ｏ
Ｒ
を
使
用
す
る
無
線
局
及
び
Ｉ
Ｌ
Ｓ
、
Ｍ
Ｌ

Ｓ
、
Ａ
Ｔ
Ｃ
Ｒ
Ｂ
Ｓ
又
は
Ｇ
Ｂ
Ａ
Ｓ
の
無
線
局
の
周
波
数
（
第
１
３
条
第
３
項
関
係
）

（
１
）
　
Ｖ
Ｏ
Ｒ
，
Ｉ
Ｌ
Ｓ
の
ロ
ー
カ
ラ
イ
ザ
，
Ｉ
Ｌ
Ｓ
の
グ
ラ
イ
ド
・
パ
ス
，
Ｍ
Ｌ
Ｓ
角
度
系
，
機
上
Ｄ
Ｍ
Ｅ
，
機

上
タ
カ
ン
，
地
表
に
設
置
す
る
航
空
用
Ｄ
Ｍ
Ｅ
（
以
下
「
地
上
Ｄ
Ｍ
Ｅ
」
と
い
う
。
）
及
び
地
表
に
設
置
す
る
タ
カ

ン
（
以
下
「
地
上
タ
カ
ン
」
と
い
う
。
）
を
使
用
す
る
無
線
局
の
周
波
数

チ
ヤ
ネ
ル
周
波
数
（
Ｍ
Ｈ
ｚ
）

Ｖ
Ｏ
Ｒ
又
は
Ｉ
Ｌ
Ｓ

の
ロ
ー
カ
ラ
イ
ザ

Ｉ
Ｌ
Ｓ
の
グ
ラ

イ
ド
・
パ
ス

Ｍ
Ｌ
Ｓ
角
度
系
機
上
Ｄ
Ｍ
Ｅ
及
び
機
上
タ

カ
ン

地
上
Ｄ
Ｍ
Ｅ
及
び
地
上

タ
カ
ン

１
Ｘ

―
―

―

１
０
２
５

９
６
２

１
Ｙ

―
―

―

１
０
２
５

１
０
８
８

２
Ｘ

―
―

―

１
０
２
６

９
６
３

２
Ｙ

―
―

―

１
０
２
６

１
０
８
９

３
Ｘ

―
―

―

１
０
２
７

９
６
４

３
Ｙ

―
―

―

１
０
２
７

１
０
９
０

４
Ｘ

―
―

―

１
０
２
８

９
６
５

４
Ｙ

―
―

―

１
０
２
８

１
０
９
１

５
Ｘ

―
―

―

１
０
２
９

９
６
６

５
Ｙ

―
―

―

１
０
２
９

１
０
９
２

６
Ｘ

―
―

―

１
０
３
０

９
６
７

６
Ｙ

―
―

―
１
０
３
０

１
０
９
３

７
Ｘ

―
―

―
１
０
３
１

９
６
８

７
Ｙ

―
―

―

１
０
３
１

１
０
９
４

８
Ｘ

―
―

―

１
０
３
２

９
６
９

８
Ｙ

―
―

―

１
０
３
２

１
０
９
５

９
Ｘ

―
―

―

１
０
３
３

９
７
０

９
Ｙ

―
―

―

１
０
３
３

１
０
９
６

１
０
Ｘ

―
―

―

１
０
３
４

９
７
１

１
０
Ｙ

―
―

―

１
０
３
４

１
０
９
７

１
１
Ｘ

―
―

―

１
０
３
５

９
７
２

１
１
Ｙ

―
―

―

１
０
３
５

１
０
９
８

１
２
Ｘ

―
―

―

１
０
３
６

９
７
３

１
２
Ｙ

―
―

―

１
０
３
６

１
０
９
９

１
３
Ｘ

―
―

―

１
０
３
７

９
７
４

１
３
Ｙ

―
―

―

１
０
３
７

１
１
０
０

１
４
Ｘ

―
―

―

１
０
３
８

９
７
５

１
４
Ｙ

―
―

―

１
０
３
８

１
１
０
１

１
５
Ｘ

―
―

―

１
０
３
９

９
７
６

１
５
Ｙ

―
―

―

１
０
３
９

１
１
０
２

１
６
Ｘ

―
―

―

１
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０
８
１
．
１
１
１
２
７

１
０
６
４

１
０
４
Ｘ
１
１
５
．
７
０

―
―

１
１
２
８

１
１
９
１

１
０
４
Ｙ
１
１
５
．
７
５

―

５
０
８
１
．
４
１
１
２
８

１
０
６
５

１
０
４
Ｚ―

―

５
０
８
１
．
７
１
１
２
８

１
０
６
５

１
０
５
Ｘ
１
１
５
．
８
０

―
―

１
１
２
９

１
１
９
２

１
０
５
Ｙ
１
１
５
．
８
５

―

５
０
８
２
．
０
１
１
２
９

１
０
６
６

１
０
５
Ｚ―

―

５
０
８
２
．
３
１
１
２
９

１
０
６
６

１
０
６
Ｘ
１
１
５
．
９
０

―
―

１
１
３
０

１
１
９
３

１
０
６
Ｙ
１
１
５
．
９
５

―

５
０
８
２
．
６
１
１
３
０

１
０
６
７

１
０
６
Ｚ―

―

５
０
８
２
．
９
１
１
３
０

１
０
６
７

１
０
７
Ｘ
１
１
６
．
０
０

―
―

１
１
３
１

１
１
９
４

１
０
７
Ｙ
１
１
６
．
０
５

―

５
０
８
３
．
２
１
１
３
１

１
０
６
８

１
０
７
Ｚ―

―

５
０
８
３
．
５
１
１
３
１

１
０
６
８

１
０
８
Ｘ
１
１
６
．
１
０

―
―

１
１
３
２

１
１
９
５

１
０
８
Ｙ
１
１
６
．
１
５

―

５
０
８
３
．
８
１
１
３
２

１
０
６
９

１
０
８
Ｚ―

―

５
０
８
４
．
１
１
１
３
２

１
０
６
９

１
０
９
Ｘ
１
１
６
．
２
０

―
―

１
１
３
３

１
１
９
６

１
０
９
Ｙ
１
１
６
．
２
５

―

５
０
８
４
．
４
１
１
３
３

１
０
７
０

１
０
９
Ｚ―

―

５
０
８
４
．
７
１
１
３
３

１
０
７
０

１
１
０
Ｘ
１
１
６
．
３
０

―
―

１
１
３
４

１
１
９
７

１
１
０
Ｙ
１
１
６
．
３
５

―

５
０
８
５
．
０
１
１
３
４

１
０
７
１

１
１
０
Ｚ―

―

５
０
８
５
．
３
１
１
３
４

１
０
７
１

１
１
１
Ｘ
１
１
６
．
４
０

―
―

１
１
３
５

１
１
９
８

１
１
１
Ｙ
１
１
６
．
４
５

―

５
０
８
５
．
６
１
１
３
５

１
０
７
２

１
１
１
Ｚ―

―

５
０
８
５
．
９
１
１
３
５

１
０
７
２

１
１
２
Ｘ
１
１
６
．
５
０

―
―

１
１
３
６

１
１
９
９

１
１
２
Ｙ
１
１
６
．
５
５

―

５
０
８
６
．
２
１
１
３
６

１
０
７
３

１
１
２
Ｚ―
―

５
０
８
６
．
５
１
１
３
６

１
０
７
３

１
１
３
Ｘ
１
１
６
．
６
０

―
―

１
１
３
７

１
２
０
０

１
１
３
Ｙ
１
１
６
．
６
５

―

５
０
８
６
．
８
１
１
３
７

１
０
７
４

１
１
３
Ｚ―

―

５
０
８
７
．
１
１
１
３
７

１
０
７
４

１
１
４
Ｘ
１
１
６
．
７
０

―
―

１
１
３
８

１
２
０
１

１
１
４
Ｙ
１
１
６
．
７
５

―

５
０
８
７
．
４
１
１
３
８

１
０
７
５

１
１
４
Ｚ―

―

５
０
８
７
．
７
１
１
３
８

１
０
７
５

１
１
５
Ｘ
１
１
６
．
８
０

―
―

１
１
３
９

１
２
０
２

１
１
５
Ｙ
１
１
６
．
８
５

―

５
０
８
８
．
０
１
１
３
９

１
０
７
６

１
１
５
Ｚ―

―

５
０
８
８
．
３
１
１
３
９

１
０
７
６

１
１
６
Ｘ
１
１
６
．
９
０

―
―

１
１
４
０

１
２
０
３

１
１
６
Ｙ
１
１
６
．
９
５

―

５
０
８
８
．
６
１
１
４
０

１
０
７
７

１
１
６
Ｚ―

―

５
０
８
８
．
９
１
１
４
０

１
０
７
７

１
１
７
Ｘ
１
１
７
．
０
０

―
―

１
１
４
１

１
２
０
４

１
１
７
Ｙ
１
１
７
．
０
５

―

５
０
８
９
．
２
１
１
４
１

１
０
７
８

１
１
７
Ｚ―

―

５
０
８
９
．
５
１
１
４
１

１
０
７
８

１
１
８
Ｘ
１
１
７
．
１
０

―
―

１
１
４
２

１
２
０
５

１
１
８
Ｙ
１
１
７
．
１
５

―

５
０
８
９
．
８
１
１
４
２

１
０
７
９

１
１
８
Ｚ―

―

５
０
９
０
．
１
１
１
４
２

１
０
７
９

１
１
９
Ｘ
１
１
７
．
２
０

―
―

１
１
４
３

１
２
０
６

１
１
９
Ｙ
１
１
７
．
２
５

―

５
０
９
０
．
４
１
１
４
３

１
０
８
０

１
１
９
Ｚ―

―

５
０
９
０
．
７
１
１
４
３

１
０
８
０

１
２
０
Ｘ
１
１
７
．
３
０

―
―

１
１
４
４

１
２
０
７

１
２
０
Ｙ
１
１
７
．
３
５

―
―

１
１
４
４

１
０
８
１

１
２
１
Ｘ
１
１
７
．
４
０

―
―

１
１
４
５

１
２
０
８

１
２
１
Ｙ
１
１
７
．
４
５

―
―

１
１
４
５

１
０
８
２

１
２
２
Ｘ
１
１
７
．
５
０

―
―

１
１
４
６

１
２
０
９

１
２
２
Ｙ
１
１
７
．
５
５

―
―

１
１
４
６

１
０
８
３

１
２
３
Ｘ
１
１
７
．
６
０

―
―

１
１
４
７

１
２
１
０

１
２
３
Ｙ
１
１
７
．
６
５

―
―

１
１
４
７

１
０
８
４

１
２
４
Ｘ
１
１
７
．
７
０

―
―

１
１
４
８

１
２
１
１

１
２
４
Ｙ
１
１
７
．
７
５

―
―

１
１
４
８

１
０
８
５

１
２
５
Ｘ
１
１
７
．
８
０

―
―

１
１
４
９

１
２
１
２

１
２
５
Ｙ
１
１
７
．
８
５

―
―

１
１
４
９

１
０
８
６

１
２
６
Ｘ
１
１
７
．
９
０

―
―

１
１
５
０

１
２
１
３

１
２
６
Ｙ
１
１
７
．
９
５

―
―

１
１
５
０

１
０
８
７

注
＊
印
を
付
し
た
周
波
数
は
、
Ｉ
Ｌ
Ｓ
の
ロ
ー
カ
ラ
イ
ザ
を
使
用
す
る
無
線
局
に
限
る
。

（
２
）
　
Ｉ
Ｌ
Ｓ
の
マ
ー
カ
・
ビ
ー
コ
ン
を
使
用
す
る
無
線
局
の
周
波
数

７
５
Ｍ
Ｈ
ｚ

（
３
）
　
Ａ
Ｔ
Ｃ
Ｒ
Ｂ
Ｓ
の
無
線
局
の
周
波
数

ア
　
地
表
に
開
設
す
る
も
の

１
，
０
３
０
Ｍ
Ｈ
ｚ
、
１
，
０
９
０
Ｍ
Ｈ
ｚ

イ
　
ア
以
外
の
も
の

１
，
０
９
０
Ｍ
Ｈ
ｚ
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（
４
）
　
Ａ
Ｃ
Ａ
Ｓ
を
使
用
す
る
無
線
局
の
周
波
数

１
，
０
３
０
Ｍ
Ｈ
ｚ

（
５
）
　
Ｇ
Ｂ
Ａ
Ｓ
の
無
線
局
の
周
波
数

１
０
８
．
０
２
５
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
上
１
１
７
．
９
５
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下
の
周
波
数
の
う
ち
１
０
８
．
０
２
５
Ｍ
Ｈ
ｚ
及
び
１

０
８
．
０
２
５
Ｍ
Ｈ
ｚ
に
２
５
ｋ
Ｈ
ｚ
の
自
然
数
倍
を
加
え
た
も
の

別
表
第
二
号
の
三
の
二
　
開
設
指
針
の
制
定
の
申
出
の
様
式
（
第
２
１
条
の
２
関
係
）

別表第二号の三の二 開設指針の制定の申出の様式(第21条の2関係) 

開設指針制定申出書 

年  月  日 

 総 務 大 臣 殿 

申 出 人(注1)          

住 所            

氏名又は名称            

法 人 番 号            

代表者氏名            

 電波法第27条の13第1項の規定に基づき、下記のとおり特定基地局の開設指針を制定すべ

きことを申し出ます。 

記 

 1 特定基地局が使用する周波数 

 2 特定基地局の通信の相手方である移動する無線局の移動範囲及びその使用する周波数 

 3 通信系に含まれる特定基地局の総数並びにそれぞれの特定基地局の無線設備の設置場

所及び開設時期 

 4 電波の能率的な利用を確保するための技術であつて、特定基地局の無線設備に用いる

予定のもの 

 5 特定基地局の電波の有効利用の程度の見込み 

 6 申出人が、電気通信事業法第9条の登録を受けている場合にあつては当該登録の年月

日及び登録番号(同法第12条の2第1項の登録の更新を受けている場合にあつては当該登

録及びその更新の年月日並びに登録番号)、同法第9条の登録を受けていない場合にあつ

ては同条の登録の申請に関する事項(注2) 

 7 申出人の財務に関する事項 

  (1) 特定基地局の運用による電気通信事業(電気通信事業法第2条第4号に規定する電

気通信事業をいう。以下同じ。)により生ずる収益に関する年度ごとの見通し 

  (2) 特定基地局の運用による電気通信事業に係る電気通信役務(電気通信事業法第2条

第3号に規定する電気通信役務をいう。)の契約数に関する年度ごとの見通し 

  (3) 特定基地局に係る設備投資の額その他特定基地局の運用による電気通信事業に要

する費用に関する年度ごとの見通し 

  (4) 特定基地局の運用による電気通信事業に要する費用に充てる資金の確保に関する

計画 

  (5) 特定基地局の運用による電気通信事業に係る収支及びキャッシュ・フローに関す

る年度ごとの見通し 

 8 電波法第27条の13第1項ただし書に規定する欠格事由(注3) 

相対的欠格事由 処分歴等(法第5条第3項) □ 有 □ 無 

申出状況 複数の申出(第21条の2第2項第1号) □ 有 □ 無 

申出歴(同項第2号) □ 有 □ 無 
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申出に関する連絡責任者 

 住所 

 所属 

 氏名 

 電話番号 

 電子メールアドレス 

 注1 申出人の欄の記載は、次によること。 

  (1) 住所については、法人又は団体の場合は、本店又は主たる事務所の所在地を記載

すること。 

  (2) 法人又は団体の場合は、その商号又は名称並びに代表者の役職名及び氏名を記載

すること。ただし、申出人が法律により直接に設立された法人及び特別の法律によ

り特別の設立行為をもつて設立された法人の場合は、代表者の氏名の記載を要しな

い。 

  (3) 申出人が外国人である場合は、住所については、国籍及び日本における居住地を

記載すること。 

  (4) 法人番号については、法人又は団体の場合に限り、行政手続における特定の個人

を識別するための番号の利用等に関する法律第2条第15項に規定する法人番号を記

載すること。ただし、法人番号が不明の場合は記載を要しない。 

  2 電気通信事業法第9条の登録を受けていない場合にあつては、同条の登録の申請に

関する事項を記載すること。 

  3 法第27条の13第1項ただし書に規定する欠格事由の有無について、該当する□にレ

印を付けること。 

  4 申出書の用紙は、日本産業規格A列4番とし、該当欄に全部を記載することができな

い場合は、その欄に別紙に記載する旨を記載し、この別表に定める規格の用紙に適宜

記載すること。 

別
表
第
二
号
の
三
の
三
　
電
波
の
強
度
の
値
の
表
（
第
２
１
条
の
４
関
係
）

第
１

周
波
数

電
界
強
度
の
実
効
値

（
Ｖ
／
ｍ
）

磁
界
強
度
の
実
効
値

（
Ａ
／
ｍ
）

電
力
束
密
度
の
実
効

値（
ｍ
Ｗ
／
ｃ
ｍ
２

）

１
０
０
ｋ
Ｈ
ｚ
を
超
え
３
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下

２
７
５

２
．
１
８
ｆ－

１

３
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
３
０
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下

８
２
４
ｆ－

１

２
．
１
８
ｆ－

１

３
０
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
３
０
０
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下

２
７
．
５

０
．
０
７
２
８

０
．
２

３
０
０
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
１
．
５
Ｇ
Ｈ
ｚ
以
下
１
．
５
８
５
ｆ
１
／
２

ｆ
１
／
２

／
２
３
７
．
８
ｆ
／
１
５
０
０

１
．
５
Ｇ
Ｈ
ｚ
を
超
え
３
０
０
Ｇ
Ｈ
ｚ
以
下
６
１
．
４

０
．
１
６
３

１

注１
　
ｆ
は
、
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
単
位
と
す
る
周
波
数
と
す
る
。

２
　
電
界
強
度
、
磁
界
強
度
及
び
電
力
束
密
度
は
、
そ
れ
ら
の
６
分
間
に
お
け
る
平
均
値
と
す
る
。

３
　
人
体
が
電
波
に
不
均
一
に
ば
く
露
さ
れ
る
場
合
そ
の
他
総
務
大
臣
が
こ
の
表
に
よ
る
こ
と
が
不
合
理
で
あ
る
と

認
め
る
場
合
は
、
総
務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

４
　
同
一
場
所
若
し
く
は
そ
の
周
辺
の
複
数
の
無
線
局
が
電
波
を
発
射
す
る
場
合
又
は
一
の
無
線
局
が
複
数
の
電
波

を
発
射
す
る
場
合
は
、
電
界
強
度
及
び
磁
界
強
度
に
つ
い
て
は
各
周
波
数
の
表
中
の
値
に
対
す
る
割
合
の
自
乗
和

の
値
、
ま
た
電
力
束
密
度
に
つ
い
て
は
各
周
波
数
の
表
中
の
値
に
対
す
る
割
合
の
和
の
値
が
そ
れ
ぞ
れ
１
を
超
え

て
は
な
ら
な
い
。

第
２

周
波
数

電
界
強
度
の
実
効
値

（
Ｖ
／
ｍ
）

磁
界
強
度
の
実
効
値

（
Ａ
／
ｍ
）

磁
束
密
度
の
実
効
値

（
Ｔ
）

１
０
ｋ
Ｈ
ｚ
を
超
え
１
０
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下

８
３

２
１

２
．
７×

１
０－

５

注１
　
電
界
強
度
、
磁
界
強
度
及
び
磁
束
密
度
は
、
そ
れ
ら
の
時
間
平
均
を
行
わ
な
い
瞬
時
の
値
と
す
る
。

２
　
人
体
が
電
波
に
不
均
一
に
ば
く
露
さ
れ
る
場
合
そ
の
他
総
務
大
臣
が
こ
の
表
に
よ
る
こ
と
が
不
合
理
で
あ
る
と

認
め
る
場
合
は
、
総
務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

３
　
同
一
場
所
若
し
く
は
そ
の
周
辺
の
複
数
の
無
線
局
が
電
波
を
発
射
す
る
場
合
又
は
一
の
無
線
局
が
複
数
の
電
波

を
発
射
す
る
場
合
は
、
電
界
強
度
、
磁
界
強
度
及
び
磁
束
密
度
に
つ
い
て
は
表
中
の
値
に
対
す
る
割
合
の
和
の

値
、
又
は
国
際
規
格
等
で
定
め
ら
れ
る
合
理
的
な
方
法
に
よ
り
算
出
さ
れ
た
値
が
そ
れ
ぞ
れ
１
を
超
え
て
は
な
ら

な
い
。

別
表
第
二
号
の
四
　
地
球
局
の
等
価
等
方
輻
射
電
力
の
許
容
値
（
第
３
２
条
の
２
関
係
）

周
波
数
帯

仰
角
（θ

）
（
注
１
）

等
価
等
方
輻
射
電
力
（
注
２
）

の
許
容
値

１
２
，
０
２
５
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
２
，
１
１
０
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下

５
．
８
５
Ｇ
Ｈ
ｚ
を
超
え
７
．
０
７
５
Ｇ
Ｈ
ｚ
以
下

７
．
１
９
Ｇ
Ｈ
ｚ
を
超
え
７
．
２
５
０
Ｇ
Ｈ
ｚ
以
下

７
．
９
Ｇ
Ｈ
ｚ
を
超
え
８
．
４
Ｇ
Ｈ
ｚ
以
下

１
２
．
７
５
Ｇ
Ｈ
ｚ
を
超
え
１
３
．
２
５
Ｇ
Ｈ
ｚ
以
下

１
４
Ｇ
Ｈ
ｚ
を
超
え
１
４
．
８
Ｇ
Ｈ
ｚ
以
下

０
度
以
下

４
０
デ
シ
ベ
ル

０
度
を
超
え
５
度
以
下
４
０
＋
３θ

デ
シ
ベ
ル

２
１
７
．
７
Ｇ
Ｈ
ｚ
を
超
え
１
８
．
１
Ｇ
Ｈ
ｚ
以
下

２
２
．
５
５
Ｇ
Ｈ
ｚ
を
超
え
２
３
．
１
５
Ｇ
Ｈ
ｚ
以
下

２
７
Ｇ
Ｈ
ｚ
を
超
え
２
９
．
５
Ｇ
Ｈ
ｚ
以
下

０
度
以
下

６
４
デ
シ
ベ
ル

０
度
を
超
え
５
度
以
下
６
４
＋
３θ

デ
シ
ベ
ル

注１
　
地
球
局
の
送
信
空
中
線
の
輻
射
の
中
心
か
ら
み
た
地
表
線
の
仰
角
を
い
い
、
度
で
表
す
。
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２
　
搬
送
波
の
ス
ペ
ク
ト
ル
の
う
ち
、
最
大
の
電
力
密
度
の
帯
域
幅
に
お
け
る
値
と
し
、
そ
の
帯
域
幅
は
、
１
の
項

に
あ
つ
て
は
４
ｋ
Ｈ
ｚ
、
２
の
項
に
あ
つ
て
は
１
Ｍ
Ｈ
ｚ
と
す
る
。

３
　
１
ワ
ツ
ト
を
０
デ
シ
ベ
ル
と
す
る
。

４
　
深
宇
宙
に
係
る
宇
宙
研
究
業
務
を
行
う
地
球
局
の
等
価
等
方
輻
射
電
力
（
搬
送
波
の
ス
ペ
ク
ト
ル
の
う
ち
、
最

大
の
電
力
密
度
の
帯
域
幅
に
お
け
る
値
と
し
、
そ
の
帯
域
幅
は
（
１
）
に
あ
つ
て
は
４
ｋ
Ｈ
ｚ
、
（
２
）
に
あ
つ

て
は
１
Ｍ
Ｈ
ｚ
と
す
る
。
）
の
許
容
値
に
つ
い
て
は
、
こ
の
表
に
規
定
す
る
値
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
と
お
り
と

す
る
。

（１）
　
１
，
０
０
０
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
１
５
Ｇ
Ｈ
ｚ
以
下
の
周
波
数
の
電
波
を
使
用
す
る
も
の
　
５
５
デ
シ
ベ
ル

（２）
　
１
５
Ｇ
Ｈ
ｚ
を
超
え
る
周
波
数
の
電
波
を
使
用
す
る
も
の
　
７
９
デ
シ
ベ
ル

別
表
第
二
号
の
五
　
人
工
衛
星
局
の
電
力
束
密
度
の
許
容
値
（
第
３
２
条
の
６
関
係
）

周
波
数
帯

仰
角
（δ

）
（
注
１
）
電
力
束
密
度
の
許
容
値
（
注

２
）

１
　
１
，
６
７
０
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
１
，
７
０
０
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下

　

－

１
３
３
デ
シ
ベ
ル
（
注
３
）

２
　
１
，
５
２
５
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
１
，
５
３
０
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下

１
，
６
７
０
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
１
，
６
９
０
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下

１
，
７
０
０
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
１
，
７
１
０
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下

２
，
０
２
５
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
２
，
１
１
０
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下

２
，
２
０
０
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
２
，
３
０
０
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下

０
度
を
超
え
５
度

以
下

－

１
５
４
デ
シ
ベ
ル
（
注
４
）

５
度
を
超
え
２
５
度

以
下

－

１
５
４
＋
０
．
５
（δ

－

５
）
デ
シ
ベ
ル
（
注
４
）

２
５
度
を
超
え
９
０

度
以
下

－

１
４
４
デ
シ
ベ
ル
（
注
４
）

３
　
２
，
５
０
０
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
２
，
６
９
０
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
下

０
度
を
超
え
５
度

以
下

－

１
５
２
デ
シ
ベ
ル
（
注
４
）

５
度
を
超
え
２
５
度

以
下

－

１
５
２
＋
０
．
７
５
（δ

－

５
）
デ
シ
ベ
ル
（
注
４
）

２
５
度
を
超
え
９
０

度
以
下

－

１
３
７
デ
シ
ベ
ル
（
注
４
）

４
　
３
．
４
Ｇ
Ｈ
ｚ
を
超
え
４
．
２
Ｇ
Ｈ
ｚ
以
下

０
度
を
超
え
５
度

以
下

－
１
５
２
デ
シ
ベ
ル
（
注
４
、

注
５
）

－

１
３
８－

Ｙ
デ
シ
ベ
ル

（
注
６
、
注
７
、
注
８
）

５
度
を
超
え
２
５
度

以
下

－

１
５
２
＋
０
．
５
（δ

－

５
）
デ
シ
ベ
ル
（
注
４
、
注

５
）

－

１
３
８－

Ｙ
＋
（
１
２
＋

Ｙ
）
（δ

－

５
）
／
２
０
デ
シ

ベ
ル
（
注
６
、
注
７
、
注
８
）

２
５
度
を
超
え
９
０

度
以
下

－

１
４
２
デ
シ
ベ
ル
（
注
４
、

注
５
）

－

１
２
６
デ
シ
ベ
ル
（
注
６
、

注
７
）

５
　
４
．
５
Ｇ
Ｈ
ｚ
を
超
え
４
．
８
Ｇ
Ｈ
ｚ
以
下

５
．
６
７
Ｇ
Ｈ
ｚ
を
超
え
５
．
７
２
５
Ｇ
Ｈ
ｚ
以
下

７
．
２
５
Ｇ
Ｈ
ｚ
を
超
え
７
．
９
Ｇ
Ｈ
ｚ
以
下

０
度
を
超
え
５
度

以
下

－

１
５
２
デ
シ
ベ
ル
（
注
４
）

５
度
を
超
え
２
５
度

以
下

－

１
５
２
＋
０
．
５
（δ

－

５
）
デ
シ
ベ
ル
（
注
４
）

２
５
度
を
超
え
９
０

度
以
下

－

１
４
２
デ
シ
ベ
ル
（
注
４
）

６
　
５
．
１
５
Ｇ
Ｈ
ｚ
を
超
え
５
．
２
１
６
Ｇ
Ｈ
ｚ
以
下

　

－

１
６
４
デ
シ
ベ
ル
（
注
４
）

７
　
６
．
７
Ｇ
Ｈ
ｚ
を
超
え
６
．
８
２
５
Ｇ
Ｈ
ｚ
以
下

０
度
を
超
え
５
度

以
下

－

１
３
７
デ
シ
ベ
ル
（
注
６
）

５
度
を
超
え
２
５
度

以
下

－

１
３
７
＋
０
．
５
（δ

－

５
）
デ
シ
ベ
ル
（
注
６
）

２
５
度
を
超
え
９
０

度
以
下

－

１
２
７
デ
シ
ベ
ル
（
注
６
）

８
　
６
．
８
２
５
Ｇ
Ｈ
ｚ
を
超
え
７
．
０
７
５
Ｇ
Ｈ
ｚ
以
下

０
度
を
超
え
５
度

以
下

－

１
５
４
デ
シ
ベ
ル
（
注
４
）

－

１
３
４
デ
シ
ベ
ル
（
注
６
）

５
度
を
超
え
２
５
度

以
下

－

１
５
４
＋
０
．
５
（δ

－

５
）
デ
シ
ベ
ル
（
注
４
）

－

１
３
４
＋
０
．
５
（δ

－

５
）
デ
シ
ベ
ル
（
注
６
）

２
５
度
を
超
え
９
０

度
以
下

－

１
４
４
デ
シ
ベ
ル
（
注
４
）

－

１
２
４
デ
シ
ベ
ル
（
注
６
）

９
　
８
．
０
２
５
Ｇ
Ｈ
ｚ
を
超
え
８
．
５
Ｇ
Ｈ
ｚ
以
下

１
０
．
７
Ｇ
Ｈ
ｚ
を
超
え
１
１
．
７
Ｇ
Ｈ
ｚ
以
下
（
注
５
）

０
度
を
超
え
５
度

以
下

－

１
５
０
デ
シ
ベ
ル
（
注
４
）

５
度
を
超
え
２
５
度

以
下

－

１
５
０
＋
０
．
５
（δ

－

５
）
デ
シ
ベ
ル
（
注
４
）

２
５
度
を
超
え
９
０

度
以
下

－

１
４
０
デ
シ
ベ
ル
（
注
４
）

１
０
　
９
．
９
Ｇ
Ｈ
ｚ
を
超
え
１
０
．
４
Ｇ
Ｈ
ｚ
以
下

０
度
を
超
え
５
．
７

度
以
下

－

１
１
３
デ
シ
ベ
ル
（
注
６
、

注
９
）

５
．
７
度
を
超
え
５

３
度
以
下

－

１
０
９
＋
２
５
ｌ
ｏ
ｇ
１
０

（δ
－

５
）
デ
シ
ベ
ル
（
注

６
、
注
９
）

５
３
度
を
超
え
９
０

度
以
下

－

６
６
．
６
デ
シ
ベ
ル
（
注

６
、
注
９
）

１
１
　
１
０
．
７
Ｇ
Ｈ
ｚ
を
超
え
１
１
．
７
Ｇ
Ｈ
ｚ
以
下
（
注

１
０
）

０
度
を
超
え
５
度

以
下

－

１
２
６
デ
シ
ベ
ル
（
注
６
）

５
度
を
超
え
２
５
度

以
下

－

１
２
６
＋
０
．
５
（δ

－

５
）
デ
シ
ベ
ル
（
注
６
）

２
５
度
を
超
え
９
０

度
以
下

－

１
１
６
デ
シ
ベ
ル
（
注
６
）

１
２
　
１
０
．
７
Ｇ
Ｈ
ｚ
を
超
え
１
２
．
７
５
Ｇ
Ｈ
ｚ
以
下

（
注
１
１
）

０
度
を
超
え
５
度

以
下

－

１
２
９
デ
シ
ベ
ル
（
注
６
）

５
度
を
超
え
２
５
度

以
下

－

１
２
９
＋
０
．
７
５
（δ

－

５
）
デ
シ
ベ
ル
（
注
６
）

２
５
度
を
超
え
９
０

度
以
下

－

１
１
４
デ
シ
ベ
ル
（
注
６
）

１
３
　
１
１
．
７
Ｇ
Ｈ
ｚ
を
超
え
１
２
．
７
５
Ｇ
Ｈ
ｚ
以
下

（
注
１
０
）

０
度
を
超
え
５
度

以
下

－

１
２
４
デ
シ
ベ
ル
（
注
６
）
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５
度
を
超
え
２
５
度

以
下

－

１
２
４
＋
０
．
５
（δ

－

５
）
デ
シ
ベ
ル
（
注
６
）

２
５
度
を
超
え
９
０

度
以
下

－

１
１
４
デ
シ
ベ
ル
（
注
６
）

１
４
　
１
２
．
２
Ｇ
Ｈ
ｚ
を
超
え
１
２
．
７
５
Ｇ
Ｈ
ｚ
以
下

（
注
５
）

０
度
を
超
え
５
度

以
下

－

１
４
８
デ
シ
ベ
ル
（
注
４
）

５
度
を
超
え
２
５
度

以
下

－

１
４
８
＋
０
．
５
（δ

－

５
）
デ
シ
ベ
ル
（
注
４
）

２
５
度
を
超
え
９
０

度
以
下

－

１
３
８
デ
シ
ベ
ル
（
注
４
）

１
５
　
１
７
．
７
Ｇ
Ｈ
ｚ
を
超
え
１
９
．
３
Ｇ
Ｈ
ｚ
以
下
（
注

１
２
）

０
度
を
超
え
５
度

以
下

－

１
１
５
デ
シ
ベ
ル
（
注
６
、

注
１
３
）

－

１
１
５－

Ｘ
デ
シ
ベ
ル

（
注
６
、
注
１
４
）

５
度
を
超
え
２
５
度

以
下

－

１
１
５
＋
０
．
５
（δ

－

５
）
デ
シ
ベ
ル
（
注
６
、
注

１
３
）

－

１
１
５－

Ｘ
＋
（
（
１
０
＋

Ｘ
）
／
２
０
）
（δ

－

５
）
デ

シ
ベ
ル
（
注
６
、
注
１
４
）

２
５
度
を
超
え
９
０

度
以
下

－

１
０
５
デ
シ
ベ
ル
（
注
６
）

１
６
　
１
９
．
３
Ｇ
Ｈ
ｚ
を
超
え
１
９
．
７
Ｇ
Ｈ
ｚ
以
下

２
１
．
４
Ｇ
Ｈ
ｚ
を
超
え
２
２
Ｇ
Ｈ
ｚ
以
下

２
２
．
５
５
Ｇ
Ｈ
ｚ
を
超
え
２
３
．
５
５
Ｇ
Ｈ
ｚ
以
下

２
４
．
４
５
Ｇ
Ｈ
ｚ
を
超
え
２
４
．
７
５
Ｇ
Ｈ
ｚ
以
下

２
５
．
２
５
Ｇ
Ｈ
ｚ
を
超
え
２
７
．
５
Ｇ
Ｈ
ｚ
以
下

３
１
Ｇ
Ｈ
ｚ
を
超
え
３
１
．
３
Ｇ
Ｈ
ｚ
以
下
（
注
１
５
）

４
０
Ｇ
Ｈ
ｚ
を
超
え
４
０
．
５
Ｇ
Ｈ
ｚ
以
下
（
注
１
６
）

４
０
．
５
Ｇ
Ｈ
ｚ
を
超
え
４
２
Ｇ
Ｈ
ｚ
以
下
（
注
７
、
注
１
７
、

注
２
０
）

０
度
を
超
え
５
度

以
下

－

１
１
５
デ
シ
ベ
ル
（
注
６
）

５
度
を
超
え
２
５
度

以
下

－

１
１
５
＋
０
．
５
（δ

－

５
）
デ
シ
ベ
ル
（
注
６
）

２
５
度
を
超
え
９
０

度
以
下

－
１
０
５
デ
シ
ベ
ル
（
注
６
）

１
７
　
３
１
．
８
Ｇ
Ｈ
ｚ
を
超
え
３
２
．
３
Ｇ
Ｈ
ｚ
以
下
（
注

１
５
）

３
７
Ｇ
Ｈ
ｚ
を
超
え
３
８
Ｇ
Ｈ
ｚ
以
下
（
注
１
８
）

０
度
を
超
え
５
度

以
下

－

１
２
０
デ
シ
ベ
ル
（
注
６
）

－

１
１
５
デ
シ
ベ
ル
（
注
６
、

注
１
９
）

５
度
を
超
え
２
５
度

以
下

－

１
２
０
＋
０
．
７
５
（δ

－

５
）
デ
シ
ベ
ル
（
注
６
）

－

１
１
５
＋
０
．
５
（δ

－

５
）
デ
シ
ベ
ル
（
注
６
、
注

１
９
）

２
５
度
を
超
え
９
０

度
以
下

－

１
０
５
デ
シ
ベ
ル
（
注
６
）

１
８
　
３
２
．
３
Ｇ
Ｈ
ｚ
を
超
え
３
３
Ｇ
Ｈ
ｚ
以
下

０
度
を
超
え
５
度

以
下

－

１
３
５
デ
シ
ベ
ル
（
注
６
）

５
度
を
超
え
２
５
度

以
下

－

１
３
５
＋
（δ

－

５
）
デ

シ
ベ
ル
（
注
６
）

２
５
度
を
超
え
９
０

度
以
下

－

１
１
５
デ
シ
ベ
ル
（
注
６
）

１
９
　
３
７
Ｇ
Ｈ
ｚ
を
超
え
３
８
Ｇ
Ｈ
ｚ
以
下
（
注
５
、
注
１

５
）

０
度
を
超
え
５
度

以
下

－

１
２
５
デ
シ
ベ
ル
（
注
６
）

５
度
を
超
え
２
５
度

以
下

－

１
２
５
＋
（δ

－

５
）
デ

シ
ベ
ル
（
注
６
）

２
５
度
を
超
え
９
０

度
以
下

－

１
０
５
デ
シ
ベ
ル
（
注
６
）

２
０
　
３
７
．
５
Ｇ
Ｈ
ｚ
を
超
え
４
０
Ｇ
Ｈ
ｚ
以
下
（
注
７
、

注
１
６
）

４
２
Ｇ
Ｈ
ｚ
を
超
え
４
２
．
５
Ｇ
Ｈ
ｚ
以
下
（
注
７
、
注
１
７
、

注
２
０
）

０
度
を
超
え
５
度

以
下

－

１
２
０
デ
シ
ベ
ル
（
注
６
）

５
度
を
超
え
２
５
度

以
下

－

１
２
０
＋
０
．
７
５
（δ

－

５
）
デ
シ
ベ
ル
（
注
６
）

２
５
度
を
超
え
９
０

度
以
下

－

１
０
５
デ
シ
ベ
ル
（
注
６
）

２
１
　
３
７
．
５
Ｇ
Ｈ
ｚ
を
超
え
４
０
Ｇ
Ｈ
ｚ
以
下
（
注
５
、

注
１
６
）

４
２
Ｇ
Ｈ
ｚ
を
超
え
４
２
．
５
Ｇ
Ｈ
ｚ
以
下
（
注
５
、
注
１
７
）

０
度
を
超
え
５
度

以
下

－

１
２
７
デ
シ
ベ
ル
（
注
６
）

５
度
を
超
え
２
０
度

以
下

－

１
２
７
＋
（
４
／
３
）
（δ

－

５
）
デ
シ
ベ
ル
（
注
６
）

２
０
度
を
超
え
２
５

度
以
下

－

１
０
７
＋
０
．
４
（δ

－

２
０
）
デ
シ
ベ
ル
（
注
６
）

２
５
度
を
超
え
９
０

度
以
下

－

１
０
５
デ
シ
ベ
ル
（
注
６
）

２
２
　
４
０
．
５
Ｇ
Ｈ
ｚ
を
超
え
４
２
Ｇ
Ｈ
ｚ
以
下
（
注
５
、

注
１
７
）

０
度
を
超
え
５
度

以
下

－

１
２
０
デ
シ
ベ
ル
（
注
６
）

５
度
を
超
え
１
５
度

以
下

－

１
２
０
＋
（δ

－

５
）
デ

シ
ベ
ル
（
注
６
）

１
５
度
を
超
え
２
５

度
以
下

－

１
１
０
＋
０
．
５
（δ

－

１
５
）
デ
シ
ベ
ル
（
注
６
）

２
５
度
を
超
え
９
０

度
以
下

－

１
０
５
デ
シ
ベ
ル
（
注
６
）

注

１
　
人
工
衛
星
局
そ
の
他
の
宇
宙
局
か
ら
発
射
さ
れ
た
電
波
の
到
来
方
向
の
地
表
面
に
お
け
る
仰
角
を
い
い
、

度
で
表
す
。

２
　
１
ワ
ッ
ト
を
０
デ
シ
ベ
ル
と
し
た
場
合
の
値
と
す
る
。

３
　
搬
送
波
の
ス
ペ
ク
ト
ル
の
う
ち
、
最
大
の
電
力
密
度
の
１
．
５
Ｍ
Ｈ
ｚ
の
帯
域
幅
に
お
け
る
１
平
方
メ
ー

ト
ル
当
た
り
の
値
と
す
る
。

４
　
搬
送
波
の
ス
ペ
ク
ト
ル
の
う
ち
、
最
大
の
電
力
密
度
の
４
ｋ
Ｈ
ｚ
の
帯
域
幅
に
お
け
る
１
平
方
メ
ー
ト
ル

当
た
り
の
値
と
す
る
。

５
　
対
地
静
止
衛
星
に
開
設
す
る
人
工
衛
星
局
に
限
る
。

６
　
搬
送
波
の
ス
ペ
ク
ト
ル
の
う
ち
、
最
大
の
電
力
密
度
の
１
Ｍ
Ｈ
ｚ
の
帯
域
幅
に
お
け
る
１
平
方
メ
ー
ト
ル

当
た
り
の
値
と
す
る
。

７
　
対
地
静
止
衛
星
に
開
設
す
る
人
工
衛
星
局
以
外
の
人
工
衛
星
局
に
限
る
。

８
　
固
定
地
点
の
地
球
局
と
宇
宙
無
線
通
信
を
行
う
人
工
衛
星
局
で
あ
つ
て
、
北
半
球
に
お
い
て
同
一
の
周
波

数
帯
を
使
用
す
る
も
の
の
数
又
は
南
半
球
に
お
い
て
同
一
の
周
波
数
帯
を
使
用
す
る
も
の
の
数
の
い
ず
れ
か

大
き
い
数
を
Ｓ
と
し
た
と
き
、
式
中
Ｙ
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

Ｓ
が
２
以
下
の
場
合
、
Ｙ
は
０
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Ｓ
が
２
を
超
え
る
場
合
、
Ｙ
は
５
ｌ
ｏ
ｇ
１
０

Ｓ

９
　
地
球
探
査
衛
星
業
務
を
行
う
人
工
衛
星
局
の
電
力
束
密
度
の
許
容
値
は
、
次
の
式
か
ら
平
均
電
力
束
密
度

を
求
め
る
。

Ｐ
＋
１
０
ｌ
ｏ
ｇ
１
０

（τ

）
＋
１
０
ｌ
ｏ
ｇ
１
０

（
Ｐ
Ｒ
Ｆ
）－

３
０－

１
０
ｌ
ｏ
ｇ
１
０

（
Ｂ
ｃ
）
＋
Ｇｔ

（δ
）－

１
０
ｌ
ｏ
ｇ
１
０

（
４π

ｄ
２

（δ

）
）

な
お
、

Ｐ
：
尖
頭
電
力
（
デ
シ
ベ
ル
）
（
１
ワ
ッ
ト
を
０
デ
シ
ベ
ル
と
す
る
。
）

τ

：
パ
ル
ス
長
（
マ
イ
ク
ロ
秒
）

Ｐ
Ｒ
Ｆ
：
パ
ル
ス
繰
り
返
し
周
波
数
（
ｋ
Ｈ
ｚ
）

δ

：
人
工
衛
星
局
の
軌
道
に
直
交
す
る
垂
直
面
を
基
準
と
し
た
地
上
か
ら
の
人
工
衛
星
局
の
仰
角
（
度
）

Ｂ
ｃ
：
人
工
衛
星
局
が
発
射
す
る
電
波
の
周
波
数
帯
域
幅
（
Ｍ
Ｈ
ｚ
）

Ｇｔ
（δ

）
：
仰
角δ

に
お
け
る
人
工
衛
星
局
の
軌
道
に
直
交
す
る
垂
直
面
を
基
準
と
し
た
人
工
衛
星
局
の
空

中
線
の
絶
対
利
得
（
デ
シ
ベ
ル
）

ｄ
（δ

）
：
仰
角δ

に
お
け
る
人
工
衛
星
局
と
地
上
と
の
距
離
（
メ
ー
ト
ル
）

１
０
　
対
地
静
止
衛
星
に
開
設
す
る
人
工
衛
星
局
以
外
の
人
工
衛
星
局
で
あ
つ
て
、
対
地
静
止
衛
星
の
軌
道
か

ら
３
５
度
を
超
え
１
４
５
度
以
下
の
傾
斜
角
の
軌
道
に
あ
り
、
か
つ
、
１
８
，
０
０
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
超

え
る
遠
地
点
高
度
を
持
つ
も
の
を
除
く
。

１
１
　
対
地
静
止
衛
星
に
開
設
す
る
人
工
衛
星
局
以
外
の
人
工
衛
星
局
で
あ
つ
て
、
対
地
静
止
衛
星
の
軌
道
か

ら
３
５
度
を
超
え
１
４
５
度
以
下
の
傾
斜
角
の
軌
道
に
あ
り
、
か
つ
、
１
８
，
０
０
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
超

え
る
遠
地
点
高
度
を
持
つ
も
の
に
限
る
。

１
２
　
１
８
．
６
Ｇ
Ｈ
ｚ
を
超
え
１
８
．
８
Ｇ
Ｈ
ｚ
以
下
の
周
波
数
の
電
波
を
使
用
し
て
固
定
地
点
の
地
球
局

と
宇
宙
無
線
通
信
を
行
う
人
工
衛
星
局
に
つ
い
て
は
、
地
球
の
特
性
及
び
そ
の
自
然
現
象
に
関
す
る
情
報
を

取
得
す
る
た
め
に
行
う
宇
宙
無
線
通
信
の
業
務
（
受
動
）
又
は
宇
宙
研
究
業
務
（
受
動
）
に
使
用
さ
れ
る
周

波
数
と
共
用
す
る
場
合
に
は
、
こ
の
２
０
０
Ｍ
Ｈ
ｚ
の
帯
域
幅
に
お
け
る
最
大
の
電
力
密
度
が
、
１
平
方
メ

ー
ト
ル
当
た
り－

９
５
デ
シ
ベ
ル
（
単
位
時
間
当
た
り
５
パ
ー
セ
ン
ト
未
満
の
時
間
は－

９
２
デ
シ
ベ
ル
。
）

（
１
ワ
ッ
ト
を
０
デ
シ
ベ
ル
と
す
る
。
）
を
超
え
な
い
こ
と
。

１
３
　
固
定
地
点
の
地
球
局
と
宇
宙
無
線
通
信
を
行
う
人
工
衛
星
局
で
あ
つ
て
対
地
静
止
衛
星
に
開
設
す
る
も

の
又
は
気
象
に
関
す
る
情
報
を
取
得
す
る
た
め
に
宇
宙
無
線
通
信
を
行
う
人
工
衛
星
局
に
限
る
。

１
４
　
固
定
地
点
の
地
球
局
と
宇
宙
無
線
通
信
を
行
う
人
工
衛
星
局
で
あ
つ
て
、
対
地
静
止
衛
星
に
開
設
す
る

人
工
衛
星
局
以
外
の
も
の
に
限
る
。

式
中
Ｘ
は
、
当
該
人
工
衛
星
局
の
総
数
Ｎ
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
と
す
る
。

Ｎ
が
５
０
以
下
の
場
合
、
Ｘ
は
０

Ｎ
が
５
０
を
超
え
２
８
８
以
下
の
場
合
、
Ｘ
は
（
５
／
１
１
９
）
（
Ｎ－

５
０
）

Ｎ
が
２
８
８
を
超
え
る
場
合
、
Ｘ
は
（
１
／
６
９
）
（
Ｎ
＋
４
０
２
）

１
５
　
宇
宙
研
究
業
務
を
行
う
宇
宙
局
に
限
る
。

１
６
　
固
定
地
点
の
地
球
局
又
は
移
動
す
る
地
球
局
と
宇
宙
無
線
通
信
を
行
う
人
工
衛
星
局
に
限
る
。

１
７
　
一
般
公
衆
に
よ
つ
て
直
接
受
信
さ
れ
る
た
め
の
無
線
電
話
、
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
、
デ
ー
タ
伝
送
又
は
フ
ァ

ク
シ
ミ
リ
に
よ
る
宇
宙
無
線
通
信
の
業
務
を
行
う
宇
宙
局
を
除
く
。

１
８
　
対
地
静
止
衛
星
に
開
設
す
る
人
工
衛
星
局
以
外
の
宇
宙
局
で
あ
つ
て
、
宇
宙
研
究
業
務
を
行
う
も
の
に

限
る
。

１
９
　
対
地
静
止
衛
星
に
開
設
す
る
人
工
衛
星
局
以
外
の
宇
宙
研
究
業
務
を
行
う
宇
宙
局
で
あ
つ
て
、
深
宇
宙

に
係
る
設
備
を
打
ち
上
げ
て
い
る
期
間
及
び
地
球
近
傍
に
お
い
て
運
用
し
て
い
る
期
間
に
限
る
。

２
０
　
人
工
衛
星
局
の
数
が
９
９
以
下
の
場
合
に
限
る
。

別
表
第
二
号
の
六
　
無
線
設
備
の
技
術
基
準
の
策
定
等
の
申
出
の
様
式
（
第
３
２
条
の
９
の
２
及
び
第
４
５
条
の
２

の
２
関
係
）

別表第二号の六 無線設備の技術基準の策定等の申出の様式(第32条の9の2及び第45条の2

の2関係) 

長

辺 

無線設備技術基準策定等申出書 

年  月  日  

 総 務 大 臣 殿 

申 出 人           

住 所           

氏名又は名称           

法 人 番 号           

代 表者氏名           

 電波法 
第38条の2第1項 

第100条第5項において準用する同法第38条の2第1項 
の規定に基づき、下 

記のとおり申し出ます。 

記 

 1 技術基準の策定又は変更の申出の別 

 2 策定すべき技術基準の概要又は行うべき技術基準の変更の概要 

  (1) 申出に係る無線局の種別 

  (2) 申出に係る無線局の目的 

  (3) 申出に係る無線局の周波数の範囲 

  (4) その他策定すべき技術基準の概要又は行うべき技術基準の変更の概要 

 3 申出に係る技術基準を策定し、又は変更すべき理由 

 4 申出に係る技術基準の原案に適合する無線設備が他の無線局に混信その他の妨

害を与えないことについての試験の結果その他の原案の妥当性の評価に資する事

項 

 5 申出人が従事している事業の種類及びその内容(申出人が法人又は団体であると

きは、その法人又は団体の目的及び事業の内容) 

申出に関する連絡責任者 

 住所 

 所属 

 氏名 

 電話番号 

 電子メールアドレス 

                 短 辺          (日本産業規格A列4番) 

 注1 申出人の欄の記載は、次によること。 

   (1) 住所については、法人又は団体の場合は、本店又は主たる事務所の所在地を記

載すること。 

   (2) 法人又は団体の場合は、その商号又は名称並びに代表者の役職名及び氏名を記

載すること。ただし、申出人が国の機関、地方公共団体、法律により直接に設立

された法人及び特別の設立行為をもつて設立された法人の場合は、代表者の氏名

の記載を要しない。 

   (3) 申出人が外国人である場合は、住所については、国籍及び日本における居住地

を記載すること。 

   (4) 法人番号については、法人又は団体の場合に限り、行政手続における特定の個

人を識別するための番号の利用等に関する法律第2条第15項に規定する法人番号

を記載すること。ただし、法人番号が不明の場合は記載を要しない。 

  2 2(1)の欄は、第4条に掲げる無線局の種別を記載すること。ただし、第45条の2の2
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に規定する申出の場合は、電力線搬送通信設備、誘導式通信設備、医療用設備、工業

用加熱設備又は各種設備の別を記載すること。 

  3 2(2)の欄は、無線局の目的を記載すること。ただし、第45条の2の2に規定する申出

の場合は、高周波利用設備の目的を記載すること。 

  4 2(3)の欄は、例えば「何MHzから何MHzまで」のように記載すること。ただし、第4

5条の2の2に規定する申出の場合は、高周波利用設備の周波数の範囲を記載すること。 

  5 申出に関する連絡責任者の欄は、個人の場合には、住所、所属及び氏名の記載を要

しない。 

  6 当該欄に全部を記載することができない場合は、その欄に別紙に記載する旨を記載

し、この様式に定める規格の用紙に適宜記載すること。 

別
表
第
三
号
　
無
線
従
事
者
選
解
任
届
の
様
式
（
第
３
４
条
の
４
関
係
）
（
総
務
大
臣
又
は
総
合
通
信
局
長
が
こ
の

様
式
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
認
め
た
場
合
は
、
そ
れ
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。
）

別表第三号 無線従事者選解任届の様式(第34条の4関係) (総務大臣又は総合通信局長が

この様式に代わるものとして認めた場合は、それによることができる。) 

長

辺 

主任無線従事者 

無 線 従 事 者 
選(解)任届 

年  月  日  

 総 務 大 臣 殿 

住 所            

 

氏名又は名称          

 

法人番号            

 次のとおり 
主任無線従事者 

無 線 従 事 者 
を選(解)任したので、電波法 

第39条第4項 

第51条において準用する同 

第70条の9第3項において準 

第70条の9第3項において準 

 

法第39条第4項 

用する同法第39条第4項 

用する同法第51条において準用する同法第39条第4項 

の規定により届けます。 

  
従事する無線局の免許等の番号、

識別信号及び無線設備の設置場所 
    

  

  

1 選 任 又 は 解 任 の 別       

  

2 同 上 年 月 日       

3 主任無線従事者又は無

線従事者の別 
      

4 主任無線従事者が監督

を行う無線設備の範囲 
      

5 主任無線従事者が無線

局の監督以外の業務を

行うときはその業務の

概要 

      

6 (ふ り が な) 

  氏 名 

      

      

7 住 所       

8 資 格       

9 免 許 証 の 番 号       

10 無線従事者免許の年月

日 
      

11 船舶局無線従事者証明

書の番号 
      

12 船舶局無線従事者証明

の年月日 
      

13 無線設備の操作又は監

督に関する業務経歴の

概要 

      

  

          短 辺         (日本産業規格A列4番) 
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 注1 第51条の15第1項第1号に掲げる無線局に係る場合は、所轄総合通信局長あてとする

こと。 

  2 不要の文字は、
まつ

抹消すること。 

  3 法人番号については、法人又は団体の場合に限り、行政手続における特定の個人を

識別するための番号の利用等に関する法律第2条第15項に規定する法人番号を記載す

ること。ただし、法人番号が不明の場合は記載を要しない。 

  4 3の欄は、主任無線従事者である場合に限り、「主任」と記入すること。 

  5 解任の場合には、1から3まで及び6の欄以外の欄の記載を省略することができる。 

  6 社団のアマチュア局にあつては、この様式にかかわらず、適宜の用紙に無線従事者

の氏名、無線従事者免許証の番号(第34条の8に規定する外国政府が付与する資格を

有する者については、その資格名)を記載して届け出ることができる。ただし、公益

社団法人その他これに準ずるものであつて、総務大臣が認めるものは、当該事項の

うち総務大臣が認めるものの記載を省略することができる。 

別
表
第
四
号
（
第
３
９
条
第
１
項
関
係
）

別表第四号(第39条第1項関係) 

第1 法第10条第1項、法第18条第1項又は法第73条第1項本文、同項ただし書、第5項若しく

は第6項の規定による検査(法第10条第2項、法第18条第2項又は法第73条第4項の規定に

よりその一部が省略されたものを除く。)の結果通知書の様式 

長

辺 

第     号  

年  月  日  

 

無 線 局 検 査 結 果 通 知 書 

 

  (免許人等又は予備免許を受けた者)   殿 

(何)総合通信局長 印   

    

  

識 別 信 号   

検査職員の所属   

  

免 許 等 の 番 号   

検 査 年 月 日 年 月 日 
検査職員の官職

氏名 
  

検 査 地   

検 査 の 判 定 

合格又は不合格 不 合 格 の 理 由 

    

指 示 事 項   

 注 指示事項欄に記載がある場合は、電波法施行規則第39条第3項の規定により、当

該指示に対応してとった措置の内容を速やかに報告してください。 

短 辺       (日本産業規格A列4番)  

 注1 「(何)総合通信局長」とある部分は、沖縄総合通信事務所にあつては沖縄総合通信

事務所長とする。 

  2 包括免許に係る特定無線局の検査の場合は、「識別信号」とあるのは「包括免許の

番号」と、「免許等の番号」とあるのは「特定無線局の番号(免許規則第24条の2第1

項第3号に規定する特定無線局の番号をいう。以下同じ。)」とする。 
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第2 法第10条第2項、法第18条第2項又は法第73条第4項の規定により検査の一部を省略し

た場合の検査結果通知書の様式 

長

辺 

第     号  

年  月  日  

 

無 線 局 検 査 結 果 通 知 書 

 

  (免許人又は予備免許を受けた者)   殿 

(何)総合通信局長 印   

    

  

識 別 信 号   検 査 年 月 日   

  

免 許 の 番 号   無 線 局 の 種 別   

検 査 の 判 定 

合格又は不合格 不 合 格 の 理 由 

    

指 示 事 項   

 注 指示事項欄に記載がある場合は、電波法施行規則第39条第3項の規定により、当

該指示に対応してとった措置の内容を速やかに報告してください。 

短 辺       (日本産業規格A列4番)  

 注1 「(何)総合通信局長」とある部分は、沖縄総合通信事務所にあつては沖縄総合通信

事務所長とする。 

  2 包括免許に係る特定無線局の検査の場合は、「識別信号」とあるのは「包括免許の

番号」と、「免許の番号」とあるのは「特定無線局の番号」とする。 

別
表
第
四
号
の
二
　
法
第
７
３
条
第
３
項
の
規
定
に
よ
る
無
線
局
検
査
の
省
略
通
知
の
様
式
（
第
３
９
条
第
２
項
関

係
）

別表第四号の二 法第73条第3項の規定による無線局検査の省略通知の様式(第39条第2項

関係) 

長

辺 

第   号 

年 月 日 

無線局検査省略通知書 

 (免許人) 殿 

(何)総合通信局長 印  

 貴所属の下記無線局については、電波法第73条第3項の規定に基づき、同条第1項の

規定に基づく検査を省略することとしたので通知します。 

記 

 1 識別信号 

 2 免許の番号 

 3 検査年月日 

 4 無線局の種別 

短 辺      (日本産業規格A列4番) 

  注1 「(何)総合通信局長」とある部分は、沖縄総合通信事務所にあつては沖縄総合通

信事務所長とする。 

   2 検査を省略する無線局が複数ある場合には、本通知書の各項目の内容の対応関係

を明確にした上で一括して記載することを可とする。当該欄に記載できない場合

は、別紙として添付することができる。 

   3 包括免許に係る特定無線局の検査の場合は、「識別信号」とあるのは「包括免許

の番号」と、「免許の番号」とあるのは「特定無線局の番号」とする。 
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別
表
第
四
号
の
三
　
変
更
認
定
を
要
し
な
い
軽
微
な
変
更
事
項
（
第
四
十
条
の
三
関
係
）

一
　
無
線
局
の
免
許
の
番
号
（
登
録
記
号
に
変
更
が
な
い
場
合
に
限
る
。
）

二
　
無
線
設
備
等
の
点
検
そ
の
他
の
保
守
を
行
う
施
設
の
名
称
及
び
所
在
地
（
移
転
を
伴
わ
な
い
場
合
に
限
る
。
）

三
　
無
線
設
備
等
の
点
検
そ
の
他
の
保
守
を
行
う
組
織
の
名
称
（
名
称
以
外
の
変
更
が
な
い
場
合
に
限
る
。
）

四
　
無
線
局
の
基
準
適
合
性
の
確
認
間
隔
（
第
四
十
条
の
二
に
規
定
す
る
時
期
の
間
隔
内
で
の
変
更
の
場
合
に
限

る
。
）

五
　
そ
の
他
総
務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
も
の

別
表
第
四
号
の
四
　
航
空
機
局
等
の
無
線
設
備
等
の
点
検
そ
の
他
の
保
守
の
実
施
状
況
報
告
書
の
様
式
（
第
４
０
条

の
４
関
係
）
（
総
務
大
臣
が
こ
の
様
式
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
認
め
た
場
合
は
、
そ
れ
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。
）

別表第四号の四 航空機局等の無線設備等の点検その他の保守の実施状況報告書の様式(第40条

の4関係)(総務大臣がこの様式に代わるものとして認めた場合は、それによることができる。) 

航空機局等の無線設備等の点検その他の保守の実施状況報告書 

年  月  日  

 総務大臣 殿 

認定免許人(注1)              

都道府県―市区町村コード       

郵便番号               

住所                 

氏名又は名称             

法人番号               

代表者氏名              

認定の番号(注2)              

 電波法第70条の5の2第6項の規定により、  年  月  日から  年3月31日まで(  年

度)の航空機局等の無線設備等の点検その他の保守の実施状況について、下記のとおり報告しま

す。 

記 

1 無線従事者の資格及び員数の確認の実施状況 

免許の番号 航空機名(登録記号) 実施日 確認者 備考 

          

2 時計及び備付書類の確認の実施状況 

免許の番号 航空機名(登録記号) 実施日 確認者 備考 

          

3 無線局事項書及び工事設計書に記載された内容及び実装との照合の実施状況 

免許の番号 航空機名(登録記号) 実施日 確認者 備考 

          

4 電気的特性の点検の実施状況及び実施計画 

免許の

番号 

航空機名

(登録記号) 

 無線

設備名 

 型式

又は名称 

製造

番号 
実施日 

実施計画

(年度) 
確認者 備考 

                  

5 総合試験の実施状況及び実施計画 

免許の番号 航空機名(登録記号) 実施日 実施計画(年度) 確認者 備考 

            

6 航空機局等に関する点検その他の保守の実施結果に基づく不具合状況 

無線設備名 型式又は名称 実施年度 年間飛行時間 不具合件数 目標値又は管理値 備考 

              

7 無線設備等の点検その他の保守に関する信頼性管理における分析と処置対策の実施状況 

注1 認定免許人の欄の記載は、次によること。 
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 (1) 日本産業規格JIS X0401及びX0402に規定する都道府県コード及び市区町村コード(以下

この別表において「都道府県コード」という。)、郵便番号並びに住所(認定免許人が法人

又は団体の場合は、本店又は主たる事務所の所在地)を記載すること。ただし、都道府県コ

ードが不明の場合は、コードの欄への記載を要しない。また、都道府県コードを記載した

場合は、都道府県及び市区町村の記載は要しない。 

 (2) 認定免許人が外国人である場合は、住所については、国籍及び日本における居住地を記

載すること。 

 (3) 法人又は団体の場合は、その商号又は名称並びに代表者の役職名及び氏名を記載するこ

と。ただし、認定免許人が国の機関、地方公共団体、法律により直接に設立された法人及

び特別の設立行為をもつて設立された法人の場合は、代表者の氏名の記載を要しない。 

 (4) 代理人による報告の場合は、認定免許人に関する必要事項を記載するほか、これに準じ

て当該代理人に関する必要事項を枠下に記載すること。この場合においては、委任状を添

付すること。ただし、包括委任状の番号が通知されている場合は、当該番号を記載するこ

ととし、委任状の添付は要しない。 

 (5) 法人番号の欄は、法人又は団体の場合に限り、行政手続における特定の個人を識別する

ための番号の利用等に関する法律(平成25年法律第27号)第2条第15項に規定する法人番号を

記載すること。ただし、法人番号が不明の場合は、法人番号の欄への記載を要しない。 

 2 同一の認定免許人が複数の認定について併せて報告する場合は、当該認定の番号を全て記

載すること。 

 3 1から6までの欄の備考の欄については、各項目において参考となる事項を記載すること。 

 4 4から6までの欄に記載する無線設備は以下のものとする。 

 (1) HF帯無線設備 

 (2) VHF帯無線設備 

 (3) UHF帯無線設備 

 (4) ATCトランスポンダ 

 (5) 機上DME 

 (6) 機上タカン 

 (7) ACAS 

 (8) 航空機用気象レーダー 

 (9) 航空機用ドップラ・レーダー 

 (10) 電波高度計 

 (11) 航空機用救命無線機 

 (12) 航空機用携帯無線機 

 (13) 航空機地球局の無線設備 

 5 4の欄は、次によること。 

 (1) 航空機局の場合は報告対象年度を含む過去5年度分の実施状況及び当年度以後5年度分の

実施計画を、航空機地球局の場合は報告対象年度を含む過去2年度分の実施状況及び当年以

後2年度分の実施計画を無線設備の型式ごとにまとめて記載すること。ただし、認定を受け

た年度以前の年度の記載は要しない。なお、電気的特性の点検の実施計画は、報告対象年

度の3月31日時点で保有する当該認定に係る無線設備について全て記載すること。 

 (2) 二以上の無線局の相互間において共通に使用する装置については、代表する航空機局又

は航空機地球局の航空機名(登録記号)及び免許の番号を記載すること。 

 (3) 航空機用救命無線機及び航空機用携帯無線機について記載する場合には、備考の欄に電

池の有効期限を併せて記載すること。 

 6 5の欄は、次によること。 

 (1) 航空機局の場合は報告対象年度を含む過去5年度分の実施状況及び当年度以後5年度分の

実施計画を、航空機地球局の場合は報告対象年度を含む過去2年度分の実施状況及び当年度

以後2年度分の実施計画を無線設備の型式ごとにまとめて記載すること。ただし、航空機局

の航空機用救命無線機及び航空機用携帯無線機については報告対象年度の実施状況及び当

年度分の実施計画を、航空機局のATCトランスポンダについては報告対象年度を含む過去2

年度分の実施状況及び当年度以後2年度分の実施計画を記載すること。なお、総合試験の実

施状況は、試験実施時に当該航空機局又は航空機地球局に搭載する無線設備について全て

記載すること。 

 (2) 航空機用救命無線機及び航空機用携帯無線機について記載する場合は、備考の欄に無線

設備の型式、製造番号及び個体識別コードを併せて記載すること。 

 7 6の欄は、次によること。 

 (1) 報告対象年度を含む過去5年度分を無線設備の型式ごとにまとめて記載すること。ただ

し、認定を受けた年度以前の記載は要しない。 

 (2) 不具合件数の欄は、通信不能又は他の通信に影響を及ぼす事象につながつた不具合及び

使用を継続した場合に通信不能や他の通信に影響を及ぼす事象につながる可能性があつた

不具合の件数の合計を記載すること。 

 (3) 備考の欄は、無線設備等保守規程に記載した信頼性管理の目標値又は管理値に対する結

果を記載すること。 

 8 7の欄は、6の欄で報告する不具合のうち報告対象年度に発生したものに係る無線設備名、

型式又は名称、製造番号、製造年月、不具合の内容、電波の質に係る不具合の重要度(レベル

1(通信不能又は他の通信に影響を及ぼす事象につながつた不具合)及びレベル2(使用を継続し

た場合に通信不能や他の通信に影響を及ぼす事象につながる可能性があつた不具合)の別)、

現象の内容及び処置状況を記載すること。また、詳細な原因が判明した場合及び信頼性の確

保のために適切な対策を実施した場合には、その原因及び対策の内容を記載すること。 

 9 報告書の用紙は、日本産業規格A列4番とし、該当欄に全部を記載することができない場合

は、その欄に別紙に記載する旨を記載し、この別表に定める規格の用紙に適宜記載すること。 
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別
表
第
五
号
　
定
期
検
査
の
実
施
時
期
（
第
四
十
一
条
の
四
関
係
）

一
　
固
定
局
　
五
年

二
　
地
上
基
幹
放
送
局

（１）
　
演
奏
所
を
有
す
る
も
の
又
は
放
送
対
象
地
域
ご
と
の
放
送
系
の
う
ち
最
も
中
心
的
な
機
能
を
果
た
す
も
の

（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
を
行
う
も
の
及
び
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
の
電
波
に
重
畳
し
て
多
重
放
送
を
行
う
も
の

を
除
く
。
）
　
一
年

（２）
　
（
１
）
に
該
当
し
な
い
も
の
　
五
年

三
　
海
岸
局

（１）
　
電
気
通
信
業
務
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
設
す
る
も
の
、
公
共
業
務
を
遂
行
す
る
た
め
に
開
設
す
る

も
の
及
び
漁
業
用
海
岸
局
（
漁
船
の
船
舶
局
と
の
間
に
漁
業
に
関
す
る
通
信
を
行
う
た
め
に
開
設
す
る
海
岸

局
（
漁
業
の
指
導
監
督
用
の
も
の
を
除
く
。
）
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
以
外
の
海
岸
局
で
あ
つ
て
、
二
六
・

一
七
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
る
周
波
数
の
み
を
使
用
す
る
も
の
　
五
年

（２）
　
漁
業
用
海
岸
局
で
あ
つ
て
、
二
六
・
一
七
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
る
周
波
数
の
み
を
使
用
す
る
も
の
　
三
年

（３）
　
（
１
）
及
び
（
２
）
に
該
当
し
な
い
も
の
　
一
年

四
　
航
空
局

（１）
　
航
空
交
通
管
制
に
関
す
る
通
信
を
取
り
扱
い
、
又
は
電
気
通
信
業
務
等
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
設

す
る
も
の
　
一
年

（２）
　
航
空
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
七
十
二
号
）
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
航
空
法

第
二
条
第
十
七
項
の
定
期
航
空
運
送
事
業
を
遂
行
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
設
す
る
も
の
　
二
年

（３）
　
（
１
）
及
び
（
２
）
に
該
当
し
な
い
も
の
　
五
年

五
　
基
地
局
　
五
年

六
　
携
帯
基
地
局
　
五
年

七
　
無
線
呼
出
局
　
五
年

八
　
陸
上
移
動
中
継
局
　
五
年

九
　
陸
上
局
（
海
岸
局
、
航
空
局
、
基
地
局
、
携
帯
基
地
局
、
無
線
呼
出
局
及
び
陸
上
移
動
中
継
局
を
除
く
。
）
　

五
年

十
　
船
舶
局

（１）
　
義
務
船
舶
局
で
あ
つ
て
旅
客
船
又
は
国
際
航
海
に
従
事
す
る
船
舶
（
旅
客
船
を
除
く
。
）
に
開
設
す
る
も

の
　
一
年

（２）
　
義
務
船
舶
局
で
あ
つ
て
（
１
）
に
該
当
し
な
い
も
の
及
び
義
務
船
舶
局
以
外
の
船
舶
局
で
あ
つ
て
船
舶
安

全
法
（
昭
和
八
年
法
律
第
十
一
号
）
第
二
条
の
規
定
に
基
づ
く
命
令
に
よ
り
遭
難
自
動
通
報
設
備
の
備
付
け

を
要
す
る
船
舶
に
開
設
す
る
も
の
　
二
年

（３）
　
特
定
船
舶
局
で
あ
つ
て
Ｆ
二
Ｂ
電
波
又
は
Ｆ
三
Ｅ
電
波
一
五
六
Ｍ
Ｈ
ｚ
か
ら
一
五
七
・
四
五
Ｍ
Ｈ
ｚ
ま
で

の
周
波
数
を
使
用
す
る
無
線
設
備
、
遭
難
自
動
通
報
設
備
（
船
舶
安
全
法
第
二
条
の
規
定
に
基
づ
く
命
令
に

よ
り
備
付
け
を
要
す
る
も
の
を
除
く
。
）
、
簡
易
型
船
舶
自
動
識
別
装
置
、
Ｖ
Ｈ
Ｆ
デ
ー
タ
交
換
装
置
、
レ
ー

ダ
ー
及
び
船
上
通
信
設
備
以
外
の
無
線
設
備
を
設
置
し
な
い
も
の
　
五
年

（４）
　
（
１
）
か
ら
（
３
）
ま
で
に
該
当
し
な
い
も
の
　
三
年

十
一
　
遭
難
自
動
通
報
局
（
携
帯
用
位
置
指
示
無
線
標
識
の
み
を
設
置
す
る
も
の
を
除
く
。
）

（１）
　
船
舶
安
全
法
第
二
条
の
規
定
に
基
づ
く
命
令
に
よ
り
遭
難
自
動
通
報
設
備
の
備
付
け
を
要
す
る
船
舶
に
開

設
す
る
も
の
　
二
年

（２）
　
（
１
）
に
該
当
し
な
い
も
の
　
五
年

十
二
　
航
空
機
局
　
一
年

十
三
　
移
動
局
（
船
舶
局
、
遭
難
自
動
通
報
局
、
船
上
通
信
局
、
航
空
機
局
、
陸
上
移
動
局
及
び
携
帯
局
を
除

く
。
）
　
五
年

十
四
　
無
線
測
位
局
（
無
線
航
行
陸
上
局
、
無
線
航
行
移
動
局
、
無
線
標
定
陸
上
局
、
無
線
標
定
移
動
局
及
び
無

線
標
識
局
を
除
く
。
）
　
五
年

十
五
　
無
線
航
行
陸
上
局
　
一
年

十
六
　
無
線
航
行
移
動
局

（１）
　
船
舶
安
全
法
第
二
条
の
規
定
に
基
づ
く
命
令
に
よ
り
遭
難
自
動
通
報
設
備
の
備
付
け
を
要
す
る
船
舶
に
開

設
す
る
船
舶
に
開
設
す
る
も
の
　
二
年

（２）
　
（
１
）
に
該
当
し
な
い
も
の
　
五
年

十
七
　
無
線
標
定
陸
上
局
　
五
年

十
八
　
無
線
標
識
局

（１）
　
航
空
無
線
航
行
業
務
を
行
う
た
め
に
開
設
す
る
も
の
　
一
年

（２）
　
（
１
）
に
該
当
し
な
い
も
の
　
二
年

十
九
　
地
球
局
（
海
岸
地
球
局
、
航
空
地
球
局
、
携
帯
基
地
地
球
局
、
船
舶
地
球
局
、
航
空
機
地
球
局
及
び
携
帯

移
動
地
球
局
を
除
く
。
）

（１）
　
人
工
衛
星
の
位
置
の
維
持
及
び
姿
勢
の
保
持
そ
の
他
そ
の
機
能
の
維
持
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
設

す
る
も
の
　
一
年

（２）
　
衛
星
基
幹
放
送
局
、
衛
星
基
幹
放
送
試
験
局
又
は
基
幹
放
送
を
行
う
実
用
化
試
験
局
で
あ
つ
て
人
工
衛
星

に
開
設
す
る
も
の
を
通
信
の
相
手
方
と
す
る
も
の
（
移
動
す
る
も
の
を
除
く
。
）
　
一
年

（３）
　
（
１
）
及
び
（
２
）
に
該
当
し
な
い
も
の
　
五
年

二
十
　
海
岸
地
球
局

（１）
　
電
気
通
信
業
務
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
設
す
る
も
の
　
一
年

（２）
　
（
１
）
に
該
当
し
な
い
も
の
　
五
年

二
十
一
　
航
空
地
球
局

（１）
　
航
空
機
の
安
全
運
航
又
は
正
常
運
航
に
関
す
る
通
信
を
行
う
も
の
　
一
年

（２）
　
（
１
）
に
該
当
し
な
い
も
の
　
五
年

二
十
二
　
携
帯
基
地
地
球
局
　
五
年

二
十
三
　
船
舶
地
球
局

（１）
　
第
二
十
八
条
の
二
第
一
項
の
船
舶
地
球
局
で
あ
つ
て
、
旅
客
船
又
は
国
際
航
海
に
従
事
す
る
船
舶
（
旅
客

船
を
除
く
。
）
に
開
設
す
る
も
の
　
一
年

（２）
　
船
舶
自
動
識
別
装
置
の
無
線
設
備
の
み
を
設
置
す
る
も
の
　
三
年

（３）
　
（
１
）
及
び
（
２
）
に
該
当
し
な
い
も
の
　
二
年

二
十
四
　
航
空
機
地
球
局
　
二
年

二
十
五
　
宇
宙
局
（
人
工
衛
星
局
を
除
く
。
）
　
一
年

二
十
六
　
人
工
衛
星
局
（
衛
星
基
幹
放
送
局
及
び
衛
星
基
幹
放
送
試
験
局
を
除
く
。
）
　
一
年

二
十
七
　
衛
星
基
幹
放
送
局
　
一
年

二
十
八
　
衛
星
基
幹
放
送
試
験
局
　
一
年

二
十
九
　
非
常
局
　
五
年

三
十
　
実
用
化
試
験
局
（
基
幹
放
送
を
行
う
も
の
で
あ
っ
て
人
工
衛
星
に
開
設
す
る
も
の
に
限
る
。
）
　
一
年

三
十
一
　
構
内
無
線
局
（
空
中
線
電
力
が
一
ワ
ッ
ト
を
超
え
る
も
の
に
限
る
。
）
　
五
年

三
十
二
　
標
準
周
波
数
局
　
一
年

三
十
三
　
特
別
業
務
の
局
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（１）
　
航
空
機
又
は
船
舶
の
た
め
の
気
象
通
報
及
び
航
行
警
報
等
の
業
務
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
設
す
る

も
の
　
一
年

（２）
　
（
１
）
に
該
当
し
な
い
も
の
　
五
年

別
表
第
五
号
の
二
　
免
許
人
が
総
合
通
信
局
長
に
提
出
す
る
無
線
設
備
等
の
検
査
実
施
報
告
書
の
様
式
（
第
４
１
条

の
５
関
係
）別表第五号の二 免許人が総合通信局長に提出する無線設備等の検査実施報告書の様式

(第41条の5関係) 

長

辺 

無線設備等の検査実施報告書 

年 月 日 

 (何)総合通信局長 殿 

 

免 許 人            

氏名又は名称            

法 人 番 号            

 

 私所属の無線局の無線設備等の検査を行つたので電波法第73条第3項の規定により

検査結果証明書を添えて提出します。 

  
検査年月日   無線局の種別   

  
免許の番号   識別信号   

  

  

点検年月日   

  
点検を行つた場所   

登録検査等事業者名   

備考   

  

短 辺     (日本産業規格A列4番) 

  注1 「(何)総合通信局長」とある部分は、沖縄総合通信事務所にあつては沖縄総合通

信事務所長とする。 

   2 法人番号については、法人又は団体の場合に限り、行政手続における特定の個人

を識別するための番号の利用等に関する法律第2条第15項に規定する法人番号を記

載すること。ただし、法人番号が不明の場合は記載を要しない。 

   3 検査年月日は、判定員が判定を行つた日とする。 

   4 一の登録検査等事業者が複数の無線局の検査を実施した場合には、本報告書の各

項目の内容の対応関係を明確にした上で一括して記載することを可とする。当該欄

に記載できない場合は、別紙として添付することができる。 

   5 代理人による提出の場合は、免許人の氏名又は名称を記載するほか、当該代理人

の氏名又は名称、住所、郵便番号及び電話番号を付記すること。 

   6 包括免許に係る特定無線局の検査の場合は、「免許の番号」とあるのは「包括免

許の番号」と、「識別信号」とあるのは「特定無線局の番号」とする。 

   7 設備規則第3条第1号に規定する携帯無線通信(同条第4号の5及び第4号の7に規定

するものに限る。)を行う基地局、同条第10号に規定する広帯域移動無線アクセス

システム(同条第12号及び第12号の2に規定するものに限る。)の基地局及び同条第

15号に規定するローカル5Gの基地局にあつては、第43条の6第1項(同条第8項におい

て準用する場合を含む。)の確認を受けたという情報、その無線設備が設備規則第1

章第6節に規定する周波数等を維持する機能を有するものとして技術基準適合証明
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又は工事設計認証を受けているという情報及び設備規則第9条の5に規定する外部

参照信号同期機能を利用しているという情報を登録検査等事業者等に提供した場

合には、備考欄に「確認等の情報を登録検査等事業者等に提供済」と記載すること。 

別
表
第
五
号
の
三
　
免
許
人
が
総
合
通
信
局
長
に
提
出
す
る
無
線
設
備
等
の
点
検
実
施
報
告
書
の
様
式
（
第
４
１
条

の
６
関
係
）
（
総
務
大
臣
又
は
総
合
通
信
局
長
が
こ
の
様
式
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
認
め
た
場
合
は
、
そ
れ
に
よ
る

こ
と
が
で
き
る
。
）

別表第五号の三 免許人が総合通信局長に提出する無線設備等の点検実施報告書の様式

(第41条の6関係)(総務大臣又は総合通信局長がこの様式に代わるものとして認めた場合

は、それによることができる。) 

長

辺 

無 線 設 備 等 の 点 検 実 施 報 告 書 

年  月  日  

  (何)総合通信局長  殿(注1) 

 

免許人(予備免許を受けたものを含む。)   

氏名又は名称               

法 人 番 号               

 

  電波法 

第10条第2項 

第18条第2項 

第73条第4項 

の規定により、私所属の無線局について無線設備等の点検を 

 行つたので、点検結果通知書を添えて提出します。 

  
点検年月日   無線局の種別   

  
免許の番号   識 別 信 号   

  

  

点検を行つた場所   

  登録検査等事業者名   

備 考   

  

短 辺  (日本産業規格A列4番)  

 注1 沖縄県の区域においては、沖縄総合通信事務所長とする。 

  2 法人番号については、法人又は団体の場合に限り、行政手続における特定の個人を

識別するための番号の利用等に関する法律第2条第15項に規定する法人番号を記載す

ること。ただし、法人番号が不明の場合は記載を要しない。 

  3 点検の種別を区分する該当条項の不要の文字は削除すること。 

  4 備考の欄には、法第10条第2項の点検である場合には「予備免許通知書の番号」、

法第18条第2項の点検である場合には「変更許可通知書の番号」を記載すること。設

備規則第3条第1号に規定する携帯無線通信(同条第4号の5及び第4号の7に規定するも

のに限る。)を行う基地局、同条第10号に規定する広帯域移動無線アクセスシステム

(同条第12号及び第12号の2に規定するものに限る。)の基地局及び同条第15号に規定

するローカル5Gの基地局にあつては、第43条の6第1項(同条第8項において準用する場

合を含む。)の確認を受けたという情報、その無線設備が設備規則第1章第6節に規定

する周波数等を維持する機能を有するものとして技術基準適合証明又は工事設計認

証を受けているという情報及び設備規則第9条の5に規定する外部参照信号同期機能

を利用しているという情報を登録検査等事業者等に提供した場合には、備考欄に「確
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認等の情報を登録検査等事業者等に提供済」と記載すること。 

  5 一の登録検査等事業者が複数の無線局の点検を実施した場合には、本報告書の各項

目の内容の対応関係を明確にした上で一括して記載することを可とする。当該欄に記

載できない場合は、別紙として添付することができる。 

  6 代理人による提出の場合は、免許人等の氏名又は名称を記載するほか、当該代理人

の氏名又は名称、住所、郵便番号及び電話番号を付記すること。 

  7 包括免許に係る特定無線局の点検の場合は、「免許の番号」とあるのは「包括免許

の番号」と、「識別信号」とあるのは「特定無線局の番号」とする。 

  8 該当欄に全部を記載することができない場合は、その欄に別紙に記載する旨を記載

し、この様式に定める規格の用紙に適宜記載すること。 

別
表
第
五
号
の
四
（
第
４
２
条
の
７
関
係
）

別表第五号の四(第42条の7関係) 

外国人等による議決権の保有制限等に係る規定の遵守状況の報告書 

年  月  日 

 総務大臣 殿 

郵 便 番 号            

住 所           

(ふりがな)            

氏 名（法人又は団体にあつ

ては、名称及び代表

者の氏名） 

電 話 番 号            

法 人 番 号            

( 注 1 )           

 

電波法第80条の2の規定により、  年 月 日から  年 月 日までの外国人等によ

る議決権の保有制限等に係る規定の遵守状況を、次のとおり報告します。 

欠格事由に該当することとならないよ

うにするために講じた措置の実施状況 

 

変更の届出を要しなかつた外国人等直

接保有議決権割合又は外国人等保有議

決権割合の変更(注2) 

変更年月日 変更前 変更後 

 ％ ％ 

外国人等直接保有議決権割合又は外国

人等保有議決権割合に係る様式の内容

の変更(注3) 

変更年月日 

 

再発を防止するために講じた措置の実

施状況(注4) 

 

(注1) 法人番号については、法人又は団体の場合に限り、行政手続における特定の個人

を識別するための番号の利用等に関する法律第2条第15項に規定する法人番号を記

載すること。ただし、法人番号が不明の場合は記載を要しない。 

(注2) 記載の事業年度に係る法第9条第5項第2号括弧書又は法第17条第2項第2号括弧書

の総務省令で定める変更の全てについて記載すること。記載に当たつては、小数点

第3位を四捨五入し、小数点第2位まで記載すること。ただし、四捨五入する前の割

合が20%未満である場合において、小数点第3位を四捨五入して20.00%となるとき

は、四捨五入せず、割合が20%未満であることがわかる小数点以下の位まで記載し、

その位未満の端数は切り捨てて記載すること(例：19.999456%の場合は19.9994%ま

で記載すること。)。また、変更内容を証するものとして、免許規則別表第二号第1

の注31に規定する様式を添付すること。このとき、変更箇所に※印を付し、備考欄

又は余白に変更年月日を記載し、当該注において当該様式の内容を証する書類とし

て添付することとされている書類を添付すること。 
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(注3) 記載の事業年度に係る外国人等保有議決権割合に変更がないものであつて、免許

規則別表第二号第1の注31に規定する様式の内容に変更があつたものの全てについ

て記載し、変更内容を証するものとして同様式を添付すること。このとき、変更箇

所に※印を付し、備考欄又は余白に変更年月日を記載し、当該注において当該様式

の内容を証する書類として添付することとされている書類を添付すること。 

(注4) 過去5年以内に法第75条第2項の規定により免許を取り消さないこととされた基

幹放送局に限る。 

(注5) 用紙の大きさは、日本産業規格A列4番とすること。 

別
表
第
五
号
の
五
　
記
載
事
項
等
の
変
更
届
出
書
の
様
式
（
第
４
３
条
第
５
項
関
係
）
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別表第五号の五 記載事項等の変更届出書の様式(第43条第5項関係)(総務大臣又は総合通

信局長がこの様式に代わるものとして認めた場合は、それによることができる。) 

記載事項等変更届出書 

年  月  日 

 総務大臣 殿(注1) 

 □電波法施行規則第43条第1項、第2項又は第3項の規定により、記載事項を変更したので、

別紙の書類を添えて下記のとおり届け出ます。 

 □電波法施行規則第43条第4項の規定により、定款又は理事に関し変更するので、別紙の

書類を添えて下記のとおり届け出ます。 

  (注2) 

記 

 1 届出者(注3) 

住 所 都道府県―市区町村コード 〔              〕 

〒(  ―  ) 

氏名又は名称及び代

表者氏名 
フリガナ 

  

法人番号  

 2 免許を受けた無線局に関する事項(注4) 

① 無線局の種別及び局数   

② 識別信号   

③ 免許の番号   

 3 届出の内容に関する連絡先 

所属、氏名 フリガナ 

  

電話番号   

電子メールアドレス   

注1 第51条の15第1項第1号に掲げる無線局に係る場合は、同条に規定する所轄総合通信局

長に宛てること。 

 2 該当する□にレ印を付けること。 

 3 1の欄は、次によること。 

  (1) 住所の欄は、日本産業規格JIS X0401及びX0402に規定する都道府県コード及び市

区町村コード(以下この別表において「都道府県コード」という。)、郵便番号並び

に住所(届出者が法人又は団体の場合は、本店又は主たる事務所の所在地)を記載す

ること。ただし、都道府県コードが不明の場合は、コードの欄への記載を要しない。
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また、都道府県コードを記載した場合は、都道府県及び市区町村の記載は要しない。 

  (2) 届出者が外国人である場合は、住所については、国籍及び日本における居住地を

記載すること。 

  (3) 法人又は団体の場合は、その商号又は名称並びに代表者の役職名及び氏名を記載

すること。ただし、届出者が国の機関、地方公共団体、法律により直接に設立され

た法人及び特別の設立行為をもつて設立された法人の場合は、代表者の氏名の記載

を要しない。 

  (4) 代理人による届出の場合は、届出者に関する必要事項を記載するほか、これに準

じて当該代理人に関する必要事項を枠下に記載すること。この場合においては、委

任状を添付すること。ただし、包括委任状の番号が通知されている場合は、当該番

号を記載することとし、委任状の添付は要しない。 

  (5) 法人番号の欄は、法人又は団体の場合に限り、行政手続における特定の個人を識

別するための番号の利用等に関する法律第2条第15項に規定する法人番号を記載す

ること。ただし、法人番号が不明の場合は記載を要しない。 

 4 2の欄は、次によること。 

  (1) ①の欄は、免許規則第2条第1項に掲げる無線局の種別を記載し、免許規則第15

条の2の2第1項又は第2項の規定により一括して申請する場合は、無線局の種別ごと

の局数を併せて記載すること。 

  (2) ②の欄は、現に免許を受けている無線局(包括免許の場合を除く。)に指定されて

いる識別信号を①の欄の記載事項に対応して記載すること。 

  (3) ③の欄は、現に免許を受けている無線局の免許の番号を記載すること。 

 5 届出書の用紙は、日本産業規格A列4番とし、該当欄に全部を記載することができない

場合は、その欄に別紙に記載する旨を記載し、この様式に定める規格の用紙に適宜記載

すること。 
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別表第五号の六 基幹放送局事業計画変更届出書の様式(第43条の2第3項関係)(総務大臣

がこの様式に代わるものとして認めた場合は、それによることができる。) 

基幹放送局事業計画変更届出書 

年  月  日  

 総務大臣 殿 

住所                 

氏名又は名称             

法人番号(注1)            

代表者氏名(注2)           

 電波法施行規則第43条の2第1項の規定により、事業計画を変更したので、下記のとおり

届け出ます。 

記 

 1 区分(注3)(注4)(注5) 

   □(1) 経営形態及び資本又は出資の額 

   □(2) 主たる出資者及びその議決権の数 

   □(3) 役員に関する事項 

   □(4) 基幹放送の業務又は放送法第118条第1項に規定する放送局設備供給役務の

提供を行う事業と併せ行う事業及び当該事業の業務の概要 

   □(5) 10分の1を超える議決権を有する者に関する事項 

   □(6) 10分の1を超える議決権を有する他の地上基幹放送事業者(日本放送協会及

び放送大学学園を除く。)又は3分の1を超える議決権を有する他の衛星基幹放送

事業者若しくは他の移動受信用地上基幹放送事業者に関する事項 

   □(7) 週間放送番組の編集に関する事項 

   □(8) 放送番組の編集の機構及び考査に関する事項 

   □(9) その他の事項 

 2 提出書類(注3)(注4) 

   □変更後の定款又は寄附行為〔上記1(1)関係〕 

   □免許規則第4条第2項に規定する無線局事項書の様式に変更後の現状を記載し、変

更箇所に※印を付し、備考欄又は余白に変更年月日を記載したもの〔上記1(2)～

(6)関係〕 

   □新たに選任された役員等の履歴書〔上記1(3)関係〕 

   □4月又は10月の週間番組表〔上記1(7)関係〕 

   □変更事項について新旧を対比したもの〔上記1(8)・(9)関係〕 

 注1 法人番号については、法人又は団体の場合に限り、行政手続における特定の個人を

識別するための番号の利用等に関する法律第2条第15項に規定する法人番号を記載す

ること。ただし、法人番号が不明の場合は記載を要しない。 

  2 届出者の商号又は名称並びに代表者の役職名及び氏名を記載すること。 

  3 該当する□にレ印を付けること。 

  4 免許規則別表第二号第1に定める基幹放送放送局の無線局事項書注23又は免許規則
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別表第二号第5に定める衛星基幹放送局の無線局事項書注38を参照のこと。 

  5 放送番組の編集の基準、放送番組の編集に関する基本計画及び放送番組の審議機関

に関する事項については、放送法第175条の規定に基づき放送法施行令(昭和25年政令

第163号)第8条に定める事項として提出する場合は、本件事業計画の変更の届出とし

ての提出を要さない。 
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別表第五号の七 基幹放送局事業収支結果報告書の様式(第43条の2第3項関係)(総務大臣

がこの様式に代わるものとして認めた場合は、それによることができる。) 

基幹放送局事業収支結果報告書 

年  月  日  

 総務大臣 殿 

住所                 

氏名又は名称             

法人番号(注1)            

代表者氏名(注2)           

 電波法施行規則第43条の2第2項の規定により、(注3)の放送事業収支結果について、別紙

のとおり届け出ます。 

 別紙 事業収支結果報告書 

 注1 法人番号については、法人又は団体の場合に限り、行政手続における特定の個人を

識別するための番号の利用等に関する法律第2条第15項に規定する法人番号を記載す

ること。ただし、法人番号が不明の場合は記載を要しない。 

  2 届出者の商号又は名称並びに代表者の役職名及び氏名を記載すること。 

  3 「 年度(第 期)」又は「第 期( 年 月 日から 年 月 日まで)」のように

記載すること。 
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別表第五号の八 非常局の無線設備の機能試験の免除申請書の様式(第43条の3第1項関係)

(総務大臣又は総合通信局長がこの様式に代わるものとして認めた場合は、それによるこ

とができる。) 

非常局の無線設備の機能試験の免除申請書 

年  月  日 

 (何)総合通信局長 殿(注1) 

 無線局運用規則第9条ただし書の規定により、非常局の無線設備の機能試験の免除を求め

たいので、下記のとおり申請します。 

記 

 1 申請者(注2) 

住 所 都道府県―市区町村コード 〔              〕 

〒(  ―  ) 

氏名又は名称及び代

表者氏名 
フリガナ 

  

法人番号  

 2 非常局の無線設備の機能試験の免除に関する事項(注3) 

① 識別信号   

② 免許の番号   

③ 免除を求める理由   

 3 申請の内容に関する連絡先 

所属、氏名 フリガナ 

  

電話番号   

電子メールアドレス   

注1 沖縄県の区域においては、沖縄総合通信事務所長とする。 

 2 1の欄は、次によること。 

  (1) 住所の欄は、日本産業規格JIS X0401及びX0402に規定する都道府県コード及び市

区町村コード(以下この別表において「都道府県コード」という。)、郵便番号並び

に住所(申請者が法人又は団体の場合は、本店又は主たる事務所の所在地)を記載す

ること。ただし、都道府県コードが不明の場合は、コードの欄への記載を要しない。

また、都道府県コードを記載した場合は、都道府県及び市区町村の記載は要しない。 

  (2) 申請者が外国人である場合は、住所については、国籍及び日本における居住地を

記載すること。 

  (3) 法人又は団体の場合は、その商号又は名称並びに代表者の役職名及び氏名を記載

すること。ただし、申請者が国の機関、地方公共団体、法律により直接に設立され

た法人及び特別の設立行為をもつて設立された法人の場合は、代表者の氏名の記載

を要しない。 

  (4) 代理人による申請の場合は、申請者に関する必要事項を記載するほか、これに準

じて当該代理人に関する必要事項を枠下に記載すること。この場合においては、委

任状を添付すること。ただし、包括委任状の番号が通知されている場合は、当該番

号を記載することとし、委任状の添付は要しない。 

  (5) 法人番号の欄は、法人又は団体の場合に限り、行政手続における特定の個人を識

別するための番号の利用等に関する法律第2条第15項に規定する法人番号を記載す

ること。ただし、法人番号が不明の場合は記載を要しない。 

 3 2の欄は、次によること。 

  (1) ①の欄は、現に免許を受けている無線局に指定されている識別信号を記載するこ

と。 

  (2) ②の欄は、現に免許を受けている無線局の免許の番号を記載すること。 

  (3) ③の欄は、非常局の無線設備の機能試験の免除を求める理由を記載すること。 

 4 申請に対する処分に係る書類の送付を希望するときは、申請者又は代理人の住所の郵

便番号、住所及び氏名を記載し、送付に要する郵便切手又は民間事業者による信書の送

達に関する法律(平成14年法律第99号)第2条第6項に規定する一般信書便事業者若しく

は同条第9項に規定する特定信書便事業者による同条第2項に規定する信書便の役務に

関する料金の支払のために使用することができる証票を貼付した返信用封筒を申請書

に添付すること。この場合において、封筒は、当該書類を封入し得るもの(書類を折ら

ずに送付することを希望する場合は、相当の大きさのもの)とする。 

 5 申請書の用紙は、日本産業規格A列4番とし、該当欄に全部を記載することができない

場合は、その欄に別紙に記載する旨を記載し、この様式に定める規格の用紙に適宜記載

すること。 
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別表第五号の九 監視制御機能・保守運用体制確認申請書の様式(第43条の6第2項関係)(総

合通信局長がこの様式に代わるものとして認めた場合は、それによることができる。) 

長

辺 

監視制御機能・保守運用体制確認申請書 

年  月  日 

(何)総合通信局長殿(注1) 

申請者(注2)    郵便番号          

住 所          

氏名又は名称        

法人番号          

代表者氏名         

申請の内容に関する連絡先           

所属、氏名(フリガナ)    

電話番号          

電子メールアドレス     

 電波法施行規則第43条の6の規定に基づき、下記のとおり無線局運用規則 
第137条 

第137条 

の2第1項 

の2第2項において準用する同条第1項 
(注3)に規定する監視制御機能及び保守運用体 

制に係る対策を講じていることについて確認を求めます。 

記 

 1 対象の基地局(注4) 

 2 対策を講じていることを証する書類等 

  (1) 無線設備の動作状況を監視し、周波数及び空中線電力について無線設備規

則の許容偏差から外れるような故障の原因となる設備的な異常や環境の変化

等を速やかに検知し、通報する機能を設けていることを証する書類(注5、8) 

  (2) 無人施設の無線設備には、始動・停止等の遠隔操作機能を設けていること

を証する書類(注6、8) 

  (3) 無線設備に故障等の箇所を識別する機能を設けていることを証する書類(注

8) 

  (4) 無線設備が正常に動作するよう温湿度等を適切な範囲内に維持する機能を

設けるとともに、異常を検知したときには通報する機能を設けていることを証

する書類(注8) 

  (5) 無線局運用規則第137条の2第1項(同条第2項において準用する場合を含む。)

に規定する時間における保守運用体制に係る対策を講じていることを証する

書類(注7、8) 

  (6) 作業の分担、連絡体系、責任の範囲等の保守運用体制を明確にしているこ

とを証する書類(注8) 

  (7) 設備の動作状況を監視し、故障等を検知した場合は、必要に応じ、自動若

しくは遠隔操作による予備設備への切替え、遠隔操作による停止・始動又は現

地での修理を行うこと及びそれらの記録をとることを証する書類(注8) 

  (8) 定期的に保守点検を実施することを証する書類(注8) 

 短 辺 (日本産業規格A列4番) 

 注1 沖縄県の区域においては、沖縄総合通信事務所長とする。 

  2 申請者の欄の記載は、次によること。 

   (1) 代理人による申請の場合は、申請を行う表示者に関する必要事項を記載するほ

か、これに準じて当該代理人に関する必要事項を記載すること。 

   (2) 法人番号については、法人又は団体の場合に限り、行政手続における特定の個

人を識別するための番号の利用等に関する法律第2条第15項に規定する法人番号

を記載すること。ただし、法人番号が不明の場合は記載を要しない。 

  3 確認を求める該当条項の不要の文字は削除すること。 

  4 運用規則第137条の2第1項又は第2項に規定する基地局のうち対象となる基地局を

「令和○年度に定期検査の指定を受けた無線設備規則第3条第4号の5に規定する通信

を行う基地局」のように記載すること。 

  5 通報を受ける場所を明示すること。 

  6 遠隔操作を行う場所を明示すること。 

  7 保守の委託を行う場合は、契約書等により保守作業の範囲及び責任の範囲を明確に

していることを証する書類を添付すること。 

  8 既に総合通信局長の確認を受けている場合であつて、当該確認に係る書類の内容に

変更がないときは、その旨を記載して、当該書類の添付を省略することができる。 
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５
条
の
２
関
係
）

第
１
　
装
置
の
全
部
に
つ
い
て
変
更
の
工
事
を
す
る
場
合

変
更
の
工
事
の
う
ち
軽
微
な
も
の
と

す
る
も
の

適
用
の
条
件

１
　
通
信
設
備
の
変
更
の
工
事
の
う

ち
次
に
掲
げ
る
も
の

　

（
１
）
　
送
信
装
置
の
変
更
の
工
事

当
該
部
分
の
全
部
に
つ
い
て
撤
去
す
る
場
合
に
限
る
。

（
２
）
　
電
源

ろ濾
波
器
（
装
置
の

き
よ
う

筐

体
内
に
収
め
ら
れ
て
い
る
も
の
を
除

く
。
）
の
変
更
の
工
事

当
該
部
分
の
全
部
に
つ
い
て
取
り
替
え
る
場
合
（
電
気
的
特
性
を
低
下
さ
せ
る

こ
と
と
な
る
場
合
を
除
く
。
）
又
は
増
設
す
る
場
合
（
新
た
に
附
設
す
る
場
合

を
含
む
。
）
に
限
る
。

（
３
）
　
高
周
波

そ
く塞

流
線
輪
（
装
置
の

き
よ
う

筐

体
内
に
収
め
ら
れ
て
い
る
も
の

を
除
く
。
）
の
変
更
の
工
事

当
該
部
分
の
全
部
に
つ
い
て
取
り
替
え
る
場
合
（
電
気
的
特
性
を
低
下
さ
せ
る

こ
と
と
な
る
場
合
を
除
く
。
）
又
は
増
設
す
る
場
合
（
新
た
に
附
設
す
る
場
合

を
含
む
。
）
に
限
る
。

２
　
通
信
設
備
以
外
の
設
備
の
変
更

の
工
事
の
う
ち
次
に
掲
げ
る
も
の

　

（
１
）
　
高
周
波
発
生
装
置
の
変
更
の

工
事

当
該
部
分
の
全
部
に
つ
い
て
撤
去
す
る
場
合
、
又
は
当
該
部
分
の
全
部
の
取
替

え
で
あ
つ
て
次
に
掲
げ
る
条
件
に
適
合
す
る
場
合
に
限
る
。

１
　
無
線
設
備
規
則
第
６
５
条
第
１
項
第
１
号
か
ら
第
４
号
ま
で
に
該
当
す
る

も
の
で
あ
る
こ
と
。

２
　
使
用
周
波
数
又
は
発
振
の
方
式
に
変
更
を
き
た
す
こ
と
と
な
ら
な
い
場
合

で
あ
る
こ
と
。

３
　
占
有
周
波
数
帯
幅
又
は
周
波
数
変
動
幅
が
拡
大
す
る
こ
と
と
な
ら
な
い
場

合
で
あ
る
こ
と
。

４
　
高
周
波
出
力
が
増
加
す
る
こ
と
と
な
ら
な
い
場
合
で
あ
る
こ
と
。

５
　
当
該
部
分
の
性
能
を
低
下
さ
せ
な
い
場
合
で
あ
る
こ
と
。

（
２
）
　
電
源

ろ濾
波
器
（
装
置
の

き
よ
う

筐

体
内
に
収
め
ら
れ
て
い
る
も
の
を
除

く
。
）
の
変
更
の
工
事

当
該
部
分
の
全
部
に
つ
い
て
取
り
替
え
る
場
合
（
電
気
的
特
性
を
低
下
さ
せ
る

こ
と
と
な
る
場
合
を
除
く
。
）
又
は
増
設
す
る
場
合
（
新
た
に
附
設
す
る
場
合

を
含
む
。
）
に
限
る
。

（
３
）
　

し
や
へ
い

遮
蔽
室
の
変
更
の
工
事

当
該
部
分
の
全
部
に
つ
い
て
撤
去
す
る
場
合
又
は
取
り
替
え
る
場
合
（
い
ず

れ
も

し
や
へ
い

遮
蔽
効
果
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
と
な
る
場
合
を
除
く
。
）
若
し
く
は
増
設

す
る
場
合
（
新
た
に
附
設
す
る
場
合
を
含
み
，

し
や
へ
い

遮
蔽
効
果
を
低
下
さ
せ
る
こ
と

と
な
る
場
合
を
除
く
。
）
に
限
る
。

第
２
　
装
置
の
一
部
分
に
つ
い
て
変
更
の
工
事
を
す
る
場
合

変
更
の
工
事
の
う
ち
軽
微

な
も
の
と
す
る
も
の

適
用
の
条
件

第
１
の
１
の
項
及
び
２
の

項
に
掲
げ
る
装
置
の
部
品

の
変
更
の
工
事

次
に
掲
げ
る
条
件
に
適
合
す
る
場
合
に
限
る
。

１
　
使
用
周
波
数
又
は
発
振
の
方
式
に
変
更
を
き
た
す
こ
と
と
な
ら
な
い
場
合
で
あ
る

こ
と
。

２
　
占
有
周
波
数
帯
幅
又
は
周
波
数
変
動
幅
が
拡
大
す
る
こ
と
と
な
ら
な
い
場
合
で
あ

る
こ
と
。

３
　
高
周
波
出
力
が
増
加
す
る
こ
と
と
な
ら
な
い
場
合
で
あ
る
こ
と
。

４
　
当
該
部
品
の
属
す
る
装
置
の
性
能
を
低
下
さ
せ
な
い
場
合
で
あ
る
こ
と
。

別
表
第
七
号
（
第
４
６
条
の
４
関
係
）

別表第七号(第46条の4関係) 

 

注 

1 形状は図1に示すものとし,大きさは長径が2センチメートル以上とすること。ただ

し,図1による表示が困難なときは,形状は図2に示すものとし,大きさは長辺が5ミリ

メートル以上とすること。この場合において,図2による表示と併せて「総務省指定」

及び「第 ※ 号」のように記載すること。 

2 材料は，容易にき損しないものであること(電磁的方法によつて表示を付す場合を

除く。)。 

3 色彩は，適宜とする。ただし，「総務省指定」及び「MIC／KS」の文字並びに指定番

号を容易に識別することができるものであること。 

4 ※印は，指定番号とすること。 
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別
表
第
八
号
　
型
式
確
認
に
係
る
試
験
方
法
（
第
４
６
条
の
７
関
係
）

第
１
　
電
子
レ
ン
ジ

１
　
試
験
条
件

（
１
）
　

測

定

場

所

の

温

度

及

び

湿

度

ア
　
温
度
　
摂
氏
５
度
か
ら
摂
氏
３
５
度
ま
で
の
範
囲

イ
　
相
対
湿
度
　
４
５
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
８
５
パ
ー
セ
ン
ト
ま
で
の
範
囲

（
２
）
　

電

子

レ

ン

ジ

の

設

置

の

方

法

ア
　
磁
界
強
度
又
は
電
界
強
度
以
外
の
項
目
の
測
定
の
場
合

平
た
ん
な
非
金
属
性
の
台
の
上
に
通
常
の
使
用
状
態
で
置
く
。

イ
　
磁
界
強
度
又
は
電
界
強
度
の
測
定
の
場
合

水
平
面
上
に
あ
る
回
転
す
る
非
金
属
性
の
支
持
台
の
上
に
置
き
、
底
面
が
地
表
又
は
床
面
か
ら
８

０
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
に
な
る
よ
う
に
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
電
源
電
線
が
支
持

台
の
中
心
か
ら
垂
直
に
降
ろ
し
て
余
分
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
部
分
を
束
ね
て
お
く
。

（
３
）
　

電

源

周

波

数

５
０
Ｈ
ｚ
又
は
６
０
Ｈ
ｚ

（
４
）
　

出

力

切

換

え

出
力
切
換
え
の
あ
る
場
合
は
、
高
周
波
出
力
の
定
格
値
が
最
大
と
な
る
位
置
と
す
る
。

（
５
）
　

負

荷

の

方

法

ア
　
高
周
波
出
力
又
は
漏
え
い
電
波
の
電
力
束
密
度
以
外
の
項
目
の
測
定
の
場
合

（
ア
）
　
負
荷
　
摂
氏
１
５
度
か
ら
摂
氏
２
５
度
ま
で
の
範
囲
の
水
を
用
い
る
。

（
イ
）
　
容
器
　
外
径
１
９
０
ミ
リ
メ
ー
ト
ル±

５
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
９
０
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

±

５
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
低
損
失
ビ
ー
カ
ー
を
１
個
使
用
す
る
。

（
ウ
）
　
負
荷
量
　
１
，
０
０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
の
水
を
用
い
る
。

（
エ
）
　
位
置
　
加
熱
室
の
中
心
部
に
次
の
図
に
示
す
よ
う
に
置
く
。

イ
　
高
周
波
出
力
の
測
定
の
場
合

（
ア
）
　
負
荷
　
摂
氏
８
度
か
ら
摂
氏
１
２
度
ま
で
の
範
囲
の
水
を
用
い
る
。

（
イ
）
　
容
器
　
容
量
１
，
０
０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
の
低
損
失
ビ
ー
カ
ー
を
２
個
使
用
す
る
。
た
だ

し
、
こ
れ
を
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、
容
量
５
０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
の
低
損
失
ビ
ー

カ
ー
を
４
個
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
ウ
）
　
負
荷
量
　
２
，
０
０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
の
水
を
各
ビ
ー
カ
ー
に
等
分
す
る
。

（
エ
）
　
位
置
　
加
熱
室
の
中
心
部
に
次
の
図
に
示
す
よ
う
な
状
態
で
互
い
に
ビ
ー
カ
ー
が
接
す
る

よ
う
に
並
べ
る
。

１
，
０
０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
の
ビ
ー
カ
ー
２
個

を
使
用
し
た
場
合

５
０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
の
ビ
ー
カ
ー
４
個
を
使

用
し
た
場
合

ウ
　
漏
え
い
電
波
の
電
力
束
密
度
の
測
定
の
場
合

（
ア
）
　
負
荷
　
摂
氏
１
８
度
か
ら
摂
氏
２
２
度
ま
で
の
範
囲
の
水
を
用
い
る
。

（
イ
）
　
容
器
　
容
量
５
０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
の
低
損
失
ビ
ー
カ
ー
を
１
個
使
用
す
る
。

（
ウ
）
　
負
荷
量
　
２
６
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
か
ら
２
９
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
ま
で
の
範
囲
の
水
を
用
い

る
。

（
エ
）
　
位
置
　
加
熱
室
の
中
心
部
に
次
の
図
に
示
す
よ
う
に
置
く
。

２
　
測
定
等

（
１
）
　
占
有

周
波
数
帯

幅
に
含
ま

れ
る
周
波

数
の
範
囲

５
分
間
以
上
動
作
さ
せ
た
後
、
負
荷
を
取
り
替
え
、
負
荷
が
沸
騰
点
に
達
す
る
ま
で
の
発
振

周
波
数
の
変
化
を
周
波
数
測
定
装
置
に
よ
り
測
定
す
る
。
そ
の
後
、
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
ア
ナ

ラ
イ
ザ
ー
に
よ
る
占
有
周
波
数
帯
幅
（
ス
ペ
ク
ト
ル
分
布
の
波
形
の
最
高
値
か
ら
２
６
デ

シ
ベ
ル
低
下
し
た
レ
ベ
ル
に
お
け
る
周
波
数
帯
幅
と
す
る
。
）
を
測
定
す
る
。

（
２
）
　
高
周

波
出
力

次
の
手
順
に
よ
り
測
定
及
び
算
定
を
行
う
。

ア
　
３
０
分
間
以
上
動
作
さ
せ
た
後
、
負
荷
を
取
り
替
え
、
温
度
が
約
１
０
度
上
昇
す
る
時

間
（
ｔ
）
を
求
め
る
。

イ
　
再
度
負
荷
を
取
り
替
え
、
ｔ
時
間
加
熱
し
て
各
ビ
ー
カ
ー
の
水
温
上
昇
値
の
平
均
を
求

め
る
。

ウ
　
イ
の
動
作
を
５
回
繰
り
返
し
、
各
回
の
温
度
上
昇
値
を
平
均
し
て
、
平
均
温
度
上
昇

値
（

Ｔ
）
を
求
め
る
。

エ
　
ア
及
び
ウ
の
値
に
基
づ
き
次
の
式
に
よ
り
高
周
波
出
力
（
Ｐ
）
を
求
め
る
。

た
だ
し
、
本
手
順
に
よ
り
難
い
場
合
は
、
電
源
端
子
に
お
け
る
消
費
電
力
の
測
定
に
よ
り
代

え
る
こ
と
が
で
き
る
。
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（
３
）
　
電
源

端
子
に
お

け
る
妨
害

波
電
圧

電
子
レ
ン
ジ
を
高
さ
４
０
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
台
の
上
に
置
き
、
８
０
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
離

し
た
位
置
に
擬
似
電
源
回
路
網
を
設
置
し
、
擬
似
電
源
回
路
網
の
電
源
出
力
端
子
に
電
子

レ
ン
ジ
の
電
源
入
力
端
子
を
接
続
し
、
電
子
レ
ン
ジ
を
動
作
さ
せ
、
１
０
秒
以
上
経
過
後

に
測
定
す
る
。

（
４
）
　
不
要

発
射
に
よ

る
磁
界
強

度

直
径
０
．
６
メ
ー
ト
ル
の
ル
ー
プ
ア
ン
テ
ナ
を
接
続
し
た
校
正
済
み
の
磁
界
強
度
測
定
器
に

よ
り
、
支
持
台
を
回
転
さ
せ
、
電
子
レ
ン
ジ
か
ら
３
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
お
け
る
最
大
値

を
測
定
す
る
。

ル
ー
プ
ア
ン
テ
ナ
の
下
端
の
地
上
高
は
１
メ
ー
ト
ル
と
す
る
。

動
作
を
開
始
し
て
か
ら
１
０
秒
以
上
経
過
後
に
測
定
す
る
。

（
５
）
　
不
要

発
射
に
よ

る
電
界
強

度

空
中
線
系
を
含
め
校
正
済
み
の
電
界
強
度
測
定
装
置
に
よ
り
周
波
数
ご
と
に
、
偏
波
面
及
び

空
中
線
の
高
さ
を
変
化
さ
せ
る
と
と
も
に
支
持
台
を
回
転
さ
せ
、
１
，
０
０
０
Ｍ
Ｈ
ｚ
以

下
の
周
波
数
範
囲
に
お
い
て
は
電
子
レ
ン
ジ
か
ら
１
０
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
お
け
る
最
大

値
を
測
定
す
る
。
た
だ
し
、
ケ
ー
ブ
ル
を
含
め
て
直
径
１
．
２
メ
ー
ト
ル
、
床
か
ら
１
．

５
メ
ー
ト
ル
の
円
柱
形
の
体
積
内
に
収
ま
る
設
備
に
限
り
、
３
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
お
い

て
測
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

１
，
０
０
０
Ｍ
Ｈ
ｚ
を
超
え
る
周
波
数
範
囲
に
お
い
て
は
３
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
お
け
る
最

大
値
を
測
定
す
る
。

動
作
を
開
始
し
て
か
ら
１
０
秒
以
上
経
過
後
に
測
定
す
る
。

測
定
装
置
の
分
解
能
帯
域
幅
を
１
Ｍ
Ｈ
ｚ
、
ビ
デ
オ
帯
域
幅
を
１
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
上
に
設
定
す

る
。

（
６
）
　
電
界

強
度
の
重

み
付
け
測

定

測
定
装
置
の
分
解
能
帯
域
幅
を
１
Ｍ
Ｈ
ｚ
、
ビ
デ
オ
帯
域
幅
を
１
０
Ｈ
ｚ
に
設
定
し
、
対
数

値
モ
ー
ド
で
測
定
す
る
。

尖
頭
値
が
最
も
高
い
妨
害
波
の
周
波
数
を
中
心
と
し
て
、
少
な
く
と
も
掃
引
５
回
の
間
の
最

大
値
保
持
モ
ー
ド
で
測
定
し
た
結
果
を
用
い
る
。

（
７
）
　
漏
え

い
電
波
の

電
力
束
密

度

耐
久
試
験
（
扉
を
十
万
回
開
閉
す
る
。
）
後
起
動
さ
せ
、
次
の
各
状
態
に
お
け
る
電
子
レ
ン

ジ
の
表
面
か
ら
５
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
全
て
の
場
所
に
お
け
る
電
力
束
密
度
を
測
定

す
る
。

ア
　
扉
を
閉
め
た
状
態

イ
　
発
振
管
の
発
振
停
止
装
置
が
動
作
す
る
直
前
の
位
置
ま
で
扉
を
開
い
て
固
定
し
た
状
態

ウ
　
ラ
ッ
チ
な
ど
の
固
定
装
置
を
有
す
る
も
の
は
、
通
常
扉
を
開
く
力
の
２
倍
の
力
で
扉
の

取
手
の
任
意
の
箇
所
を
引
い
た
状
態

（
８
）
　
安
全

性

一
般
的
な
妥
当
性
を
有
す
る
方
法
に
よ
り
次
の
事
項
を
確
認
す
る
。

ア
　
絶
縁
抵
抗
値
そ
の
他
き
よ
う
体
の
絶
縁
状
況

イ
　
高
圧
電
気
に
よ
り
充
電
さ
れ
る
器
具
及
び
電
線
の
収
容
状
況

第
２
　
電
磁
誘
導
加
熱
式
調
理
器

１
　
試
験
条
件

（
１
）
　
測
定
場

所
の
温
度
及

び
湿
度

ア
　
温
度
　
摂
氏
５
度
か
ら
摂
氏
３
５
度
ま
で
の
範
囲

イ
　
相
対
湿
度
　
４
５
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
８
５
パ
ー
セ
ン
ト
ま
で
の
範
囲

（
２
）
　
電
磁
誘

導
加
熱
式
調

理
器
の
設
置

の
方
法

ア
　
磁
界
強
度
又
は
電
界
強
度
以
外
の
項
目
の
測
定
の
場
合

平
た
ん
な
非
金
属
性
の
台
の
上
に
通
常
の
使
用
状
態
で
置
く
。

イ
　
磁
界
強
度
又
は
電
界
強
度
の
測
定
の
場
合

水
平
面
上
に
あ
る
回
転
す
る
非
金
属
性
の
支
持
台
の
上
に
置
き
、
底
面
が
地
表
又
は
床
面

か
ら
８
０
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
に
な
る
よ
う
に
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
電

源
電
線
は
支
持
台
の
中
心
か
ら
垂
直
に
降
ろ
す
。

た
だ
し
、
当
該
設
備
の
対
角
線
の
寸
法
が
１
．
６
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
と
き
は
、
地
表
又

は
床
面
に
薄
い
絶
縁
体
を
敷
き
、
そ
の
上
に
置
く
。

（
３
）
　
電
源
周

波
数

５
０
Ｈ
ｚ
又
は
６
０
Ｈ
ｚ

（
４
）
　
負
荷
の

方
法

ア
　
負
荷
　
摂
氏
１
８
度
か
ら
摂
氏
２
２
度
ま
で
の
範
囲
の
水
を
用
い
る
。

イ
　
容
器
　
接
触
面
の
寸
法
が
、
１
１
０
、
１
４
５
、
１
８
０
、
２
１
０
又
は
３
０
０
ミ

リ
メ
ー
ト
ル
の
う
ち
、
仕
様
の
範
囲
内
で
最
も
小
さ
い
ほ
う
ろ
う
鉄
製
容
器
。
た
だ

し
、
平
ら
な
容
器
で
使
用
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
な
い
加
熱
領
域
を
持
つ
も
の
に
つ

い
て
は
、
附
属
さ
れ
た
容
器
又
は
仕
様
で
推
奨
さ
れ
た
容
器

ウ
　
負
荷
量
　
容
器
の
定
格
容
量
の
８
０
％
以
上
の
水

エ
　
位
置
　
加
熱
部
の
中
心
に
置
く
。

オ
　
ア
か
ら
エ
ま
で
に
か
か
わ
ら
ず
、
最
大
出
力
に
設
定
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
は

な
い
。

２
　
測
定
等

（
１
）
　

利

用

周

波

数

電
源
を
投
入
し
起
動
さ
せ
て
か
ら
１
５
分
経
過
後
の
周
波
数
を
測
定
す
る
。
周
波
数
の
切
換
え

が
可
能
な
機
器
に
あ
つ
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
周
波
数
を
、
周
波
数
が
連
続
し
て
可
変
な
も
の
に

あ
つ
て
は
そ
の
最
低
周
波
数
及
び
最
高
周
波
数
を
測
定
す
る
。

（
２
）
　

周

波

数

変

動
幅

電
源
を
投
入
し
起
動
さ
せ
て
か
ら
１
５
分
経
過
す
る
ま
で
の
間
、
（
１
）
の
利
用
周
波
数
に
対
応

す
る
周
波
数
に
つ
い
て
最
低
値
と
最
高
値
を
測
定
す
る
。

（
３
）
　

高

周

波

出

力

次
の
手
順
に
よ
り
測
定
及
び
算
出
を
行
う
。

ア
　
最
大
の
高
周
波
出
力
で
加
熱
し
、
消
費
電
力
量
が
１
２
０
ワ
ッ
ト
に
達
し
た
と
き
は
、
装

置
の
電
源
を
切
断
し
、
負
荷
の
水
を
十
分
か
く
は
ん
し
た
後
、
そ
の
温
度
を
測
定
し
、
次
の

式
か
ら
熱
効
率η

を
求
め
る
。

な
お
、

Ｖ
：
な
べ
等
の
中
の
水
の
重
量
（
ｇ
）

Ｃ
：
試
験
に
用
い
た
な
べ
等
の
比
熱
（
ｃ
ａ
ｌ
／

ｄ
ｅ
ｇ
）

Ｗ
：
試
験
に
用
い
た
な
べ
等
の
重
量
（
ｇ
）

Ｔ
：
加
熱
後
の
水
の
温
度
（
℃
）

Ｔ
ｏ
：
加
熱
前
の
水
の
温
度
（
℃
）

Ｅ
：
加
熱
に
要
し
た
消
費
電
力
量
（
Ｗ
ｈ
）

イ
　
次
の
式
か
ら
高
周
波
出
力
Ｐ
を
求
め
る
。

Ｐ＝
η

×

ｐ

な
お
、

ｐ
：
定
格
消
費
電
力
（
Ｗ
）

ウ
　
高
周
波
出
力
の
測
定
値
は
、
少
な
く
と
も
３
回
以
上
行
う
。

た
だ
し
、
本
手
順
に
よ
り
難
い
場
合
は
、
電
源
端
子
に
お
け
る
消
費
電
力
の
測
定
に
よ
り
代
え

る
こ
と
が
で
き
る
。
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（
４
）
　

電

源

端

子

に

お

け

る

妨

害

波

電

圧

電
磁
誘
導
加
熱
式
調
理
器
を
高
さ
４
０
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
台
の
上
に
置
き
、
８
０
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
離
し
た
位
置
に
擬
似
電
源
回
路
網
を
設
置
し
、
擬
似
電
源
回
路
網
の
電
源
出
力
端
子

に
電
磁
誘
導
加
熱
式
調
理
器
の
電
源
入
力
端
子
を
接
続
し
、
電
磁
誘
導
加
熱
式
調
理
器
を
動

作
さ
せ
、
１
０
秒
以
上
経
過
後
に
測
定
す
る
。

加
熱
領
域
を
複
数
持
つ
場
合
は
、
順
番
に
単
独
で
動
作
さ
せ
て
測
定
す
る
（
（
５
）
か
ら
（
７
）

ま
で
に
お
い
て
も
適
用
す
る
。
）
。

１
つ
の
加
熱
領
域
に
複
数
の
誘
導
コ
イ
ル
を
持
つ
場
合
は
、
最
初
に
領
域
内
の
最
も
小
さ
い
コ

イ
ル
を
作
動
さ
せ
て
測
定
し
、
次
に
領
域
内
の
全
て
の
コ
イ
ル
を
作
動
さ
せ
て
測
定
す
る
（

（
５
）
か
ら
（
７
）
ま
で
に
お
い
て
も
適
用
す
る
。
）
。

（
５
）
　

直

径

２

メ

ー

ト

ル

の

ル

ー

プ

ア

ン

テ

ナ

に

よ

る

電

流

の

測

定

次
の
図
の
と
お
り
装
置
を
設
置
し
、
電
源
を
投
入
し
起
動
さ
せ
て
か
ら
５
分
経
過
後
に
測
定
す

る
。

電
流
プ
ロ
ー
ブ
を
用
い
て
三
方
向
の
ル
ー
プ
ア
ン
テ
ナ
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
行
う
。

ケ
ー
ブ
ル
類
は
次
の
図
の
と
お
り
一
緒
に
し
て
引
き
回
し
、
直
径
２
メ
ー
ト
ル
の
ル
ー
プ
ア
ン

テ
ナ
が
占
め
る
同
一
の
八
分
儀
区
画
か
ら
引
き
出
し
、
ど
の
ル
ー
プ
ア
ン
テ
ナ
に
対
し
て
も

０
．
４
メ
ー
ト
ル
以
内
に
近
づ
か
な
い
よ
う
に
配
置
す
る
。

（
６
）
　

３

メ

ー

ト

ル

離

れ

た

地

点

で

の

磁

界

強
度

直
径
０
．
６
メ
ー
ト
ル
の
ル
ー
プ
ア
ン
テ
ナ
を
接
続
し
た
校
正
済
み
の
磁
界
強
度
測
定
器
に
よ

り
、
次
の
手
順
に
よ
り
測
定
を
行
う
。

ア
　
電
源
を
投
入
し
起
動
さ
せ
て
か
ら
５
分
経
過
後
に
最
大
の
高
周
波
出
力
で
漏
え
い
磁
界
強

度
を
測
定
す
る
。

イ
　
漏
え
い
電
波
を
受
信
し
た
と
き
は
支
持
台
及
び
受
信
ア
ン
テ
ナ
を
回
転
し
、
最
大
の
測
定

値
を
求
め
、
こ
れ
を
も
つ
て
そ
の
周
波
数
の
測
定
値
と
す
る
。

（
７
）
　

不

要

発

射

に

よ

る

電

界

強

度

空
中
線
系
を
含
め
校
正
済
み
の
電
界
強
度
測
定
装
置
に
よ
り
、
次
の
手
順
に
よ
り
測
定
を
行
う
。

ア
　
電
源
を
投
入
し
起
動
さ
せ
て
か
ら
５
分
経
過
後
に
、
最
大
の
高
周
波
出
力
で
電
界
強
度
を

測
定
す
る
。

イ
　
漏
え
い
電
波
を
受
信
し
た
と
き
は
周
波
数
ご
と
に
、
偏
波
面
及
び
空
中
線
の
高
さ
を
変
化

さ
せ
る
と
と
も
に
支
持
台
を
回
転
さ
せ
、
電
磁
誘
導
加
熱
式
調
理
器
か
ら
１
０
メ
ー
ト
ル
の

距
離
に
お
け
る
最
大
値
を
測
定
す
る
。

た
だ
し
、
ケ
ー
ブ
ル
を
含
め
て
直
径
１
．
２
メ
ー
ト
ル
、
床
か
ら
１
．
５
メ
ー
ト
ル
の
円
柱
形

の
体
積
内
に
収
ま
る
設
備
に
限
り
、
３
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
お
い
て
測
定
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

（
８
）
　

安

全

性

一
般
的
な
妥
当
性
を
有
す
る
方
法
に
よ
り
次
の
事
項
を
確
認
す
る
。

ア
　
絶
縁
抵
抗
値
そ
の
他
き
よ
う
体
の
絶
縁
状
況

イ
　
電
線
の
収
容
状
況
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別
表
第
九
号
　
試
験
成
績
書
の
様
式
（
第
４
６
条
の
８
関
係
）

別表第九号 試験成績書の様式(第46条の8関係) 

第1 電子レンジ 

試 験 成 績 書 

確認番号   

型 式 名   

1 
(1) 発 振 周 波 数 

測 定 値 測

定

条

件

等 

  

の
範
囲 

れ
る
周
波
数 

帯
幅
に
含
ま 

占
有
周
波
数 

  

(2) 占有周波数帯幅 
測 定 値 

  

2 高 周 波 出 力 
測 定 値 条

件
等 

測

定 

  

  

3 測 定 値 

測

定

条

件

等 

  

波
電
圧 

電
源
端
子
に
お
け
る
妨
害 

周波数範囲 準尖頭値 平均値 

(1) 150kHz以上500kHz
未満 

    

(2) 500kHz以上5MHz以
下 

    

(3) 5MHzを超え30MHz
以下 

    

4 不 要 発 射 に よ る 磁 界 強 度 
測 定 値 条

件
等 

測

定 

  

  

５ 

不
要
発
射
に
よ
る
電
界
強
度 

測 定 値 

測

定

条

件

等 

  

周波数範囲 準尖頭値 平均値 

(1) 30MHzを超え80.872MHz以
下 

    

(2) 80.872MHzを超え81.88MHz
未満 

    

(3) 81.88MHz以上134.786MHz
以下 

    

(4) 134.786MHzを超え136.414
MHz未満 

    

(5) 136.414MHz以上230MHz以
下 

    

(6) 230MHzを超え1,000MHz以
下 

    

  周 波 数 範 囲 尖頭値 

測

定

条

件

等 

  

(7) 1GHzを超え2.3GHz以下   

(8) 2.3GHzを超え2.4GHz未満   

(9) 2.5GHzを超え5.725GHz未満   

(10) 5.875GHzを超え11.7GHz未満   

(11) 11.7GHz以上12.7GHz以下   

(12) 12.7GHzを超え18GHz以下   

6 測 定 値 測

定

条

件

等 

  

定 重
み
付
け
測 

周 波 数 範 囲 尖頭値 

(1) 1,005MHzから2,395MHz   

(2) 2,505MHzから17,995MHz   

7 測 定 値 

測

定

条

件

等 

  

力
束
密
度 

漏
え
い
電
波
の
電 

(1) 扉を閉めた状態   

(2) 発振停止の直前の位置ま
で扉を開いた状態 

  

(3) 2倍の力で取手を引いた
状態 

  

８ 

安
全
性 

(1) 絶縁抵抗値その他きよう
体の絶縁状況 

  測
定
条
件
等 

  

(2) 高圧電気により充電され
る器具及び電線の収容状況 

  

 注1 測定条件等の欄には、測定年月日、使用測定器名(形式、購入年及び製造者名)その

他参考となる事項を記入すること。 

  2 5の欄の「測定条件等」には、設備からの距離を記載すること。 

  3 用紙の大きさは、日本産業規格A列4番とすること。 
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第2 電磁誘導加熱式調理器 

試 験 成 績 書 

確認番号   

型 式 名   

1 利 用 周 波 数 
測 定 値 条

件
等 

測

定 

  

  

2 周 波 数 変 動 幅 
測 定 値 条

件
等 

測

定 

  

  

3 高 周 波 出 力 
測 定 値 条

件
等 

測

定 

  

  

4 測 定 値 

測

定

条

件

等 

  

電
源
端
子
に
お
け
る
妨
害
波
電
圧 

周波数範囲 準尖頭値 平均値 

(1) 10kHz以上50kHz未
満 

    

(2) 50kHz以上148.5kH
z未満 

    

(3) 148.5kHz以上500k
Hz未満 

    

(4) 500kHz以上5MHz以
下 

    

(5) 5MHzを超え30MHz
以下 

    

5 測 定 値 

測

定

条

件

等 

  

測
定
し
た
電
流 

直
径
２
メ
ー
ト
ル
の
ル
ー
プ
ア
ン
テ
ナ
に
よ
り 

周波数範囲 
準尖頭値 

水平成分 垂直成分 

(1) 10kHz以上70kHz未
満 

    

(2) 70kHz以上148.5kH
z未満 

    

(3) 148.5kHz以上526.5
kHz未満 

    

(4) 526.5kHz 以 上
1,606.5kHz以下 

    

(5) 1,606.5kHzを超え
30MHz以下 

    

６ 

３
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
地
点
で
の
磁
界
強
度 

測 定 値 

測

定

条

件

等 

  

周波数範囲 準尖頭値 

(1) 10kHz以上70kHz未
満 

  

(2) 70kHz以上148.5kH
z未満 

  

(3) 148.5kHz以上526.5
kHz未満 

  

(4) 526.5kHz以上912k
Hz以下 

  

(5) 912kHzを超え4MHz
未満 

  

(6) 4MHz以上30MHz以
下 

  

７ 

不
要
発
射
に
よ
る
電
界
強
度 

測 定 値 

測

定

条

件

等 

  

周波数範囲 準尖頭値 

(1) 30MHzを超え80.872
MHz以下 

  

(2) 80.872MHzを超え
81.88MHz未満 

  

(3) 81.88MHz 以 上
134.786MHz以下 

  

(4) 134.786MHzを超え
136.414MHz未満 

  

(5) 136.414MHz以上230
MHz以下 

  

(6) 230MHzを超え1,000
MHz以下 

  

8 安 全 性 

(1) 絶縁抵抗値そ

の他きよう体の

絶縁状況 

  
測
定
条
件
等 

  

(2) 電線の収容状

況 

  

注1 測定条件等の欄には、測定年月日及び使用測定器名(形式、購入年及び製造者名)その

他参考となる事項を記入すること。 

 2 7の欄の「測定条件等」には、設備からの距離を記載すること。 

 3 用紙の大きさは、日本産業規格A列4番とすること。 
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別
表
第
十
号
（
第
４
６
条
の
８
関
係
）

別表第十号(第46条の8関係) 

 

注 

1 形状は図1に示すものとし,大きさは長径が2センチメートル以上とすること。ただ

し,図1による表示が困難なときは,形状は図2に示すものとし,大きさは長辺が5ミリ

メートル以上とすること。この場合において,図2による表示と併せて「総務省基準

適合」及び「型式確認第 ※1 号」のように記載し,並びに製造者の氏名又は名称

を記載すること。 

2 材料は，容易にき損しないものであること(電磁的方法によつて表示を付す場合を

除く。)。 

3 色彩は，適宜とする。ただし，「総務省基準適合」及び「MIC／KK」の文字並びに確

認番号を容易に識別することができるものであること。 

4 ※印1は，確認番号とすること。 

5 ※印2は，製造業者等の氏名又は名称とすること。 

別
表
第
十
一
号
（
第
５
１
条
の
１
０
関
係
）
（
総
合
通
信
局
長
が
こ
の
様
式
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
認
め
た
場
合
は
、

そ
れ
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。
）

別表第十一号(第51条の10関係) (総合通信局長がこの様式に代わるものとして認めた場

合は、それによることができる。) 

長

辺 

開 設 無 線 局 数 届 出 書 

 

年  月  日   

  (何)総合通信局長 殿(注1) 

 

届出者(注2)郵便番号           

住 所           

氏名又は名称         

法人番号           

 

 

 

 

         (注3) 

 下記のとおり、電波法 
第103条の2第5項 

第103条の2第6項 
の規定により  年  月末現在の開設無 

線局数を届け出ます。 

 

 

記 

 

 

1 包 括 免 許 の 番 号 

2 包括免許の年月日 

3 包括免許の有効期間 

4 特定無線局の種別 

5 開 設 無 線 局 数         (              )(注4) 

  短 辺                       (日本産業規格A列4番) 

 注1 沖縄県の区域においては、沖縄総合通信事務所長とする。 

  2 届出者の欄の記載は、次によること。 

   (1) 代理人による届出の場合は、届出を行う包括免許人に関する必要事項を記載す

るほか、これに準じて当該代理人に関する必要事項を記載すること。 

   (2) 法人番号については、法人又は団体の場合に限り、行政手続における特定の個

人を識別するための番号の利用等に関する法律第2条第15項に規定する法人番号

を記載すること。ただし、法人番号が不明の場合は記載を要しない。 

  3 不要の文字を抹消すること。 

  4 法第103条の2第6項の規定に基づき届け出る場合は、当月末における開設無線局数

のほか、かつこ内に前回の届出時以後の増加局数を記載すること。 

  5 第51条の10第2項の規定により、この届出書に同項各号に掲げる事項を付記しなけ

ればならない場合において、当該付記に係る他の包括免許が二以上あるときは、当該

他の包括免許ごとに記載すること。 
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別
表
第
十
一
号
の
二
（
第
５
１
条
の
１
０
の
２
の
４
、
第
５
１
条
の
１
０
の
２
の
８
関
係
）
（
総
合
通
信
局
長
が
こ

の
様
式
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
認
め
た
場
合
は
、
そ
れ
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。
）

別表第十一号の二(第51条の10の2の4、第51条の10の2の8関係)(総合通信局長がこの様式に

代わるものとして認めた場合は、それによることができる。) 

長

辺 

開 設 特 定 無 線 局 数 届 出 書 

新 規 (既 存) 免 許 開 設 局 届 出 書 

年  月  日  

 (何)総合通信局長 殿(注1) 

届出者(注2)郵便番号             

住 所             

氏名又は名称           

法人番号             

  下記のとおり、電波法 
第103条の2第7項 

第103条の2第8項 
の規定により   年   月末現在の 

  
開 設 特 定 無 線 局 数 

新規(既存)免許開設局の数 
を届け出ます。 

記 

 1 同等特定無線局区分          ( )(注3) 

 2 包 括 免 許 の 番 号 

 3 最初の包括免許の年月日 

 4 包 括 免 許 の 年 月 日 

 5 包括免許の有効期間 

 6 開 設 無 線 局 数         局( )(注4) 

 7 総 合 計         局( )(注5) 

  短 辺                       (日本産業規格A列4番) 

  注1 沖縄県の区域においては、沖縄総合通信事務所長とする。 

   2 届出者の欄の記載は、次によること。 

    (1) 代理人による届出の場合は、届出を行う包括免許人に関する必要事項を記載

するほか、これに準じて当該代理人に関する必要事項を記載すること。 

    (2) 法人番号については、法人又は団体の場合に限り、行政手続における特定の

個人を識別するための番号の利用等に関する法律第2条第15項に規定する法人

番号を記載すること。ただし、法人番号が不明の場合は記載を要しない。 

   3 第51条の10の2の3の該当する区分を記載すること。なお、法第103条の2第8項の

規定に基づき届け出る場合は、括弧内に新規免許開設局又は既存免許開設局を記載

すること。 

   4 法第103条の2第8項の規定に基づき届け出る場合は、当月末における開設無線局

数のほか、括弧内に直近の届出時以後の増減数を記載すること。 

   5 1の欄に記載した同等特定無線局区分に係る包括免許の当月末における開設無線

局数の合計局数を記載すること。なお、法第103条の2第8項の規定に基づき届け出

る場合は、括弧内の区分に係る直近の届出時の合計数からの増加数を記載するこ

と。 

   6 不要の文字を抹消すること。 

   7 1の欄に記載した同等特定無線局区分に包括免許が二以上あるときは、包括免許

ごとに2の欄から6の欄までを記載すること。 

   8 1の欄に記載する同等特定無線局区分が二以上あるときは、同等特定無線局区分

ごとに1の欄から7の欄までを記載すること。 

   9 全てを記載することができない場合は、その欄に別紙に記載する旨を記載し、こ

の様式に定める規格の用紙に適宜記載すること。 

別
表
第
十
一
号
の
三
（
第
５
１
条
の
１
０
の
３
関
係
）
（
総
合
通
信
局
長
が
こ
の
様
式
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
認
め

た
場
合
は
、
そ
れ
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。
）

別表第十一号の三(第51条の10の3関係) (総合通信局長がこの様式に代わるものとして認

めた場合は、それによることができる。) 

長

辺 

開 設 特 定 免 許 等 不 要 局 数 届 出 書 

 

年  月  日   

  (何)総合通信局長 殿(注1) 

 

届出者(注2)郵便番号           

住 所           

氏名又は名称         

法人番号           

代表者氏名          

 

 下記のとおり、電波法第103条の2第12項の規定により  年  月  日現在の開

設特定免許等不要局数を届け出ます。 

 

記 

 

1 無 線 局 の 区 分 

2 周 波 数 

3 無線局の有する機能 

4 開設特定免許等不要局数 

  短 辺                       (日本産業規格A列4番) 

 注1 沖縄県の区域においては、沖縄総合通信事務所長とする。 

  2 届出者の欄の記載は、次によること。 

   (1) 法人又は団体の場合は、その商号又は名称並びに代表者の役職名及び氏名を記

載すること。 

   (2) 代理人による届出の場合は、届出を行う特定免許等不要局を開設した者に関す

る必要事項を記載するほか、これに準じて当該代理人に関する必要事項を記載す

ること。 

   (3) 法人番号については、法人又は団体の場合に限り、行政手続における特定の個

人を識別するための番号の利用等に関する法律第2条第15項に規定する法人番号

を記載すること。ただし、法人番号が不明の場合は記載を要しない。 
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別
表
第
十
一
号
の
四
（
第
５
１
条
の
１
０
の
４
関
係
）
（
総
合
通
信
局
長
が
こ
の
様
式
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
認
め

た
場
合
は
、
そ
れ
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。
）

別表第十一号の四(第51条の10の4関係) (総合通信局長がこの様式に代わるものとして認

めた場合は、それによることができる。) 

長

辺 

特定免許等不要局表示無線設備届出書 

 

年  月  日   

  (何)総合通信局長 殿(注1) 

 

届出者(注2)郵便番号           

住 所           

氏名又は名称         

法人番号           

代表者氏名          

 

 下記のとおり、電波法第103条の2第13項の規定により  年  月  日から  

年  月  日までの期間に表示を付した無線設備の数その他総務省令で定める事項

を届け出ます。 

 

記 

 

1 特 定 無 線 設 備 の 種 別 

2 周 波 数 

3 無 線 局 の 有 す る 機 能 

4 表示を付した無線設備の数 

  短 辺                       (日本産業規格A列4番) 

 注1 沖縄県の区域においては、沖縄総合通信事務所長とする。 

  2 届出者の欄の記載は、次によること。 

   (1) 法人又は団体の場合は、その商号又は名称並びに代表者の役職名及び氏名を記

載すること。 

   (2) 代理人による届出の場合は、届出を行う表示者に関する必要事項を記載するほ

か、これに準じて当該代理人に関する必要事項を記載すること。 

   (3) 法人番号については、法人又は団体の場合に限り、行政手続における特定の個

人を識別するための番号の利用等に関する法律第2条第15項に規定する法人番号

を記載すること。ただし、法人番号が不明の場合は記載を要しない。 

別
表
第
十
二
号
（
第
５
１
条
の
１
１
関
係
）
（
総
務
大
臣
が
こ
の
様
式
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
認
め
た
場
合
は
、
そ

れ
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。
）

別表第十二号(第51条の11関係)(総務大臣がこの様式に代わるものとして認めた場合は、そ

れによることができる。) 

還 付 請 求 書 

年  月  日  

   (何)総合通信局長(注1) 殿 

請求者(注2) 郵便番号           

住 所           

氏名又は名称         

法人番号           

 下記のとおり、電波法第103条の2第18項の規定により電波利用料の還付を請求します。 

記 

  

還付の請求

に係る無線

局に関する

事項 

免 許 等 の 年 月 日   

  

免 許 等 の 番 号 
(整 理 番 号) 

  

免許人等の氏名又は名称   

免 許 人 等 の 住 所   

無 線 局 の 種 別   

還付の請求

に係る期間 
年   月   日から     年   月   日まで 

還付金の払

渡しを受け

る方法及び

払渡しを希

望する機関 

口座振込 

(注3) 

金融機関名 銀行・金庫   本店・支店 

口座の種別 普通預金・当座預金・   預金 

口座番号   

窓口支払 

銀行・金庫      本店・支店  

郵 便 局  

  
(何)総合通信局総務

部財務課(注4) 

還付金額 円  

  

(日本産業規格A列4番)  

 注1 沖縄県の区域においては、沖縄総合通信事務所長とする。 

  2 請求者の欄の記載は、次によること。 

   (1) 代理人による還付請求書の提出の場合は、請求者に関する必要事項を記載する

ほか、これに準じて当該代理人に関する必要事項を記載すること。 

   (2) 法人番号については、法人又は団体の場合に限り、行政手続における特定の個

人を識別するための番号の利用等に関する法律第2条第15項に規定する法人番号

を記載すること。ただし、法人番号が不明の場合は記載を要しない。 

  3 口座振込欄は、銀行又は金庫に預金口座がある者であってその口座振込の方法で電

波利用料の還付の払渡しを希望する者が記載すること。この場合において、振込みを

希望する銀行又は金庫の名称、口座の種別及び口座番号を正確に記載し、その口座の

種別が普通預金又は当座預金であるときは該当するものを○で囲むこと。 

  4 信越、北陸及び四国総合通信局長あてのものにあっては、(何)総合通信局総務部財

務室とし、沖縄総合通信事務所長あてのものにあっては、沖縄総合通信事務所総務課

とする。 
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別
表
第
十
二
号
の
二
（
第
５
１
条
の
１
１
の
２
関
係
）
（
総
合
通
信
局
長
が
こ
の
様
式
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
認
め

た
場
合
は
、
そ
れ
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。
）

別表第十二号の二(第51条の11の2関係)(総合通信局長がこの様式に代わるものとして認め

た場合は、それによることができる。) 

長

辺 

電 波 利 用 料 延 納 申 請 書 

年  月  日  

 (何)総合通信局長 殿(注1) 

申請者(注2)郵便番号             

住 所             

氏名又は名称           

法人番号             

 

 

  下記のとおり、電波法第103条の2第19項の規定により、電波利用料の延納を申請

します。 

記 

 納付すべき電波利用料の期間    年10月1日から始まる1年の期間 

  短 辺                       (日本産業規格A列4番) 

  注1 沖縄県の区域においては、沖縄総合通信事務所長とする。 

   2 申請者の欄の記載は、次によること。 

    (1) 代理人による提出の場合は、申請者に関する必要事項を記載するほか、これ

に準じて当該代理人に関する必要事項を記載すること。 

    (2) 法人番号については、法人又は団体の場合に限り、行政手続における特定の

個人を識別するための番号の利用等に関する法律第2条第15項に規定する法人

番号を記載すること。ただし、法人番号が不明の場合は記載を要しない。 

別
表
第
十
二
号
の
三
（
第
５
１
条
の
１
１
の
２
の
８
関
係
）
（
総
合
通
信
局
長
が
こ
の
様
式
に
代
わ
る
も
の
と
し
て

認
め
た
場
合
は
、
そ
れ
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。
）

別表第十二号の三(第51条の11の2の8関係) (総合通信局長がこの様式に代わるものとし

て認めた場合は、それによることができる。) 

長

辺 

表 示 数 届 出 書 

 

年  月  日   

  (何)総合通信局長 殿(注1) 

 

届出者(注2)郵便番号           

住 所           

氏名又は名称         

法人番号           

 

 

 

 

 

 下記のとおり、電波法第103条の2第21項の規定により、予納期間において表示を付

した同条第13項の無線設備の数を届け出ます。 

記 

 

1 特定無線設備の種別 

2 周 波 数 

3 毎年の満了日に応当

する日前一年間に表

示を付した無線設備

の数 

  

  

満了日に応当する日 無線局の有する機能 
前一年間に表示を付した無線

設備の数 

  

年  月  日   
  

年  月  日   
  

年  月  日   
  

年  月  日   
  

  

  短 辺                       (日本産業規格A列4番) 

 注1 沖縄県の区域においては、沖縄総合通信事務所長とする。 

  2 届出者の欄の記載は、次によること。 

   (1) 代理人による届出の場合は、届出を行う表示者に関する必要事項を記載するほ

か、これに準じて当該代理人に関する必要事項を記載すること。 

   (2) 法人番号については、法人又は団体の場合に限り、行政手続における特定の個

人を識別するための番号の利用等に関する法律第2条第15項に規定する法人番号

を記載すること。ただし、法人番号が不明の場合は記載を要しない。 
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別
表
第
十
二
号
の
四
（
第
５
１
条
の
１
１
の
２
の
９
関
係
）
（
総
務
大
臣
が
こ
の
様
式
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
認
め

た
場
合
は
、
そ
れ
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。
）

別表第十二号の四(第51条の11の2の9関係)(総務大臣がこの様式に代わるものとして認め

た場合は、それによることができる。) 

還 付 請 求 書 

年  月  日   

   (何)総合通信局長(注1) 殿 

請求者(注2) 郵便番号           

住 所           

氏名又は名称         

法人番号           

 下記のとおり、電波法第103条の2第22項の規定により電波利用料の還付を請求します。 

記 

  

還付の請求に係

る無線局に関す

る事項 

予 納 期 間 
年   月   日から   
年   月   日まで   

  

表示者の氏名又は名称   

表 示 者 の 住 所   

特 定 無 線 設 備 の 種 別   

周 波 数   

無 線 局 の 有 す る 機 能   

還付金の払渡し

を受ける方法及

び払渡しを希望

する機関 

口座振込 

(注3) 

金融機関名 銀行・金庫     本店・支店 

口座の種別 普通預金・当座預金・   預金 

口 座 番 号   

窓口支払 

銀行・金庫       本店・支店 

郵 便 局 

(何)総合通信局 

総務部財務課(注4) 

還 付 金 額 円  

  

(日本産業規格A列4番)   

 注1 沖縄県の区域においては、沖縄総合通信事務所長とする。 

  2 請求者の欄の記載は、次によること。 

   (1) 代理人による還付請求書の提出の場合は、請求者に関する必要事項を記載する

ほか、これに準じて当該代理人に関する必要事項を記載すること。 

   (2) 法人番号については、法人又は団体の場合に限り、行政手続における特定の個

人を識別するための番号の利用等に関する法律第2条第15項に規定する法人番号

を記載すること。ただし、法人番号が不明の場合は記載を要しない。 

  3 口座振込欄は、銀行又は金庫に預金口座がある者であってその口座振込の方法で電

波利用料の還付の払渡しを希望する者が記載すること。この場合において、振込を希

望する銀行又は金庫の名称、口座の種別及び口座番号を正確に記載し、その口座の種

別が普通預金又は当座預金であるときは該当するものを○で囲むこと。 

  4 信越、北陸及び四国総合通信局長あてのものにあっては、(何)総合通信局総務部財

務室とし、沖縄総合通信事務所長あてのものにあっては、沖縄総合通信事務所総務課

とする。 

別
表
第
十
三
号
（
第
５
１
条
の
１
１
の
２
の
１
０
第
１
項
関
係
）
（
総
務
大
臣
が
こ
の
様
式
に
代
わ
る
も
の
と
し
て

認
め
た
場
合
は
、
そ
れ
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。
）

別表第十三号(第51条の11の2の10第1項関係) (総務大臣がこの様式に代わるものとして認めた場合は、それによることができる。) 

電波利用料口座振替納付申出書(既設局用) 
    

    

 総 合 通 信 局 長 

 沖縄総合通信事務所長 殿 

    

年   月   日     

 私は、下記2に記載する無線局に係る電波利用料を口座振替により納付したいので

電波法第103条の2第23項の規定により申し出ます。 

 承認されたときは、納入告知書は、下記1の金融機関宛て送付してください。 

記 

1 金融機関名及び口座番号 

  (注：申出人(免許人等)御本人の口座を指定してください。) 

  

2 口座振替による納付を希望する無線局の免許等の番号及

び申出局数 

  

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
以
外
の

金

融

機

関 

  
銀 行 

(   ) 

本 店 

支 店 

(  ) 

  

  

第        号 第        号 

  

  

銀行コード 支店コード 
預金

口座 

① 普 通 ② 当 座 
第        号 第        号                             

      
                            

第        号 第        号 ゆ
う
ち
ょ
銀
行 

種目コード 
契約種別
コード 

通 帳 記 号 
通帳番号(右詰めで記入してくだ
さい。) 

1 6 6 3 0 1       0 

の 

                第        号 第        号 

  
第        号 第        号 

  

フ リ ガ ナ   

  

住 所 
〒   ― 

第        号 第        号 

フ リ ガ ナ   届出印 
第        号 第        号 18.6cm 

口 座

名 義 人 
  印 

第        号 第        号 

    

電 話 番 号  (      ―      ―         ) 

第        号 第        号 

  

第        号 第        号 

第        号 第        号 

第        号 第        号 

第        号 第        号 

第        号 第        号 

  合 計        局 

 ※ 以下の欄は記入しないこと 

  

総 合 通 信 局 等 使 用 欄 

  受 付 免許等の番号確認 シ ス テ ム 登 記 照 合 

        

  

  
17.6cm 

  

  
    

 注1 1の欄は、ゆうちょ銀行以外の金融機関欄又はゆうちょ銀行欄のどちらかに記載すること。 

  2 2の欄には、免許人等所属の無線局のうち口座振替による電波利用料の納付を希望する無線局の免許等の番号及びその局数を記載すること(免許人等所属の

すべての無線局に係る電波利用料について口座振替による納付を希望する場合も当該免許等の番号を記載すること。)。局数が多い場合は、適宜別紙を作成

し免許等の番号を記載すること。 

    なお、再免許又は再登録を受けようとする場合であって、再免許又は再登録を受けた場合における当該無線局に係る電波利用料の口座振替による納付を

希望するときは、当該無線局の現在の免許等の番号を記入すること。 
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別
表
第
十
三
号
の
二
（
第
５
１
条
の
１
１
の
２
の
１
０
第
１
項
及
び
第
２
項
関
係
）
（
総
務
大
臣
が
こ
の
様
式
に
代

わ
る
も
の
と
し
て
認
め
た
場
合
は
、
そ
れ
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。
）

別表第十三号の二(第51条の11の2の10第1項及び第2項関係) (総務大臣がこの様式に代わるものとして認めた場合は、それによることができ

る。) 

電波利用料口座振替納付申出書(広域使用電波用) 
  

2 口座振替による納付を希望する広域

使用電波の使用区域 

    

 総合通信局長 

 沖縄総合通信事務所長 殿 

  

年   月   日   

 私は、下記2に記載する使用区域において使用する広域使用電波に係る電波利用料を口

座振替により納付したいので電波法第103条の2第23項の規定により申し出ます。 

 承認されたときは、納入告知書は、下記1の金融機関宛て送付してください。 

記 

1 金融機関名及び口座番号 

  (注：申出人(免許人)御本人の口座を指定してください。) 

  

  

ゆ
う
ち
ょ
銀
行

以
外
の
金
融
機

関 

  
銀 行 

(   ) 

本 店 
支 店 
(  ) 

  

電波法別表第7 の項に掲げる区域 

  

  

  

銀行コード 支店コード 
預金

口座 

① 普 通 ② 当 座 
                            
      
                            

ゆ
う
ち
ょ
銀
行 

種 目

コ ー ド 

契約種

別コー

ド 

通 帳 記 号 
通 帳 番 号 

(右詰めで記入してください。) 

1 6 6 3 0 1       0 
の 

                

  

  

フ リ ガ ナ   

  

住 所 
〒   ― 

18.6cm 
フ リ ガ ナ   届出印 

口 座

名 義 人 
  印 

    

電 話 番 号  (      ―      ―         ) 

  

 ※ 以下の欄は記入しないこと 

  

総 合 通 信 局 等 使 用 欄 

  
受 付 免許等の番号確認 シ ス テ ム 登 記 照 合 

        

  

  
  

17.6cm 

 注1 1の欄は、ゆうちょ銀行以外の金融機関欄又はゆうちょ銀行欄のどちらかに記載すること。 

  2 2の欄には、口座振替による電波利用料の納付を希望する法別表第7に定める広域使用電波の使用区域を記載すること。 

別
表
第
十
四
号
（
第
５
１
条
の
１
１
の
２
の
１
０
第
２
項
関
係
）
（
総
務
大
臣
が
こ
の
様
式
に
代
わ
る
も
の
と
し
て

認
め
た
場
合
は
、
そ
れ
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。
）

別表第十四号(第51条の11の2の10第2項関係) (総務大臣がこの様式に代わるものとして認めた場合は、それによることができる。) 

電波利用料口座振替納付申出書(新設局用) 

    

  総合通信局長 

  沖縄総合通信事務所長 殿 

  

  年  月  日 

  

申

出

人 

フリガナ 

   〒   ― 

住所 

フリガナ 

氏名 

電 話 番 号 (      ―     ―            ) 

上 記 以 外 の 連 絡 先 電話番号(     ―     ―            ) 

   私は、今回本申出書提出と同時に無線局免許等申請を行った無線局に係る電波利用料を口座振替により納付したいので、電波法第103条の

2第23項の規定により申し出ます。 

   承認された場合には、納入告知書は、下記の金融機関宛て送付してください。 

記 

    金融機関名及び口座番号 

    (注：申出人(免許人等)御本人の口座を指定してください。) 

  

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
以
外
の
金
融
機
関 

  
銀 行 

(   ) 

本 店 
支 店 
(  ) 

  

ゆ

う

ち

ょ

銀

行 

種目コード 
契約種別
コ ー ド 

フリガナ   

  

1 6 6 3 0 
口 座

名 義 人 
  

21.0cm 

  

銀行コード 支店コード 預金

口座 

① 普 通 ② 当 座 

    

                            通 帳 記 号 通帳番号(右詰めで記入してください。)                                   
フ リ ガ ナ   

1       0 

の 

                
  

口 座

名 義 人 
  

   ※ 以下の欄は記入しないこと 

 

  

総 合 通 信 局 等 使 用 欄 

受 付 整 理 番 号 及 び 無 線 局 数 

受 付

整 理 番 号 
  合 計           局 

  

  

受 付 免許等の番号等確認 シ ス テ ム 登 記 照 合 

  
        

  

  
19.8cm 

  

  
    

 

 注 ゆうちょ銀行以外の金融機関欄又はゆうちょ銀行欄のどちらかに記載すること。 
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別
表
第
十
四
号
の
二
（
第
５
１
条
の
１
１
の
２
の
１
０
第
３
項
関
係
）
（
総
務
大
臣
が
こ
の
様
式
に
代
わ
る
も
の
と

し
て
認
め
た
場
合
は
、
そ
れ
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。
）

別表第十四号の二(第51条の11の2の10第3項関係) (総務大臣がこの様式に代わるものとして認めた場合は、それによることができる。) 

電波利用料口座振替納付申出書(特定免許等不要局用) 
  

2 口座振替による納付を希望する特定無線設備の種別、

周波数及び無線局の有する機能 

    

総合通信局長 

沖縄総合通信事務所長 殿 

  

年   月   日   

 私は、下記2に記載する無線局に係る電波利用料を口座振替により納付したいので電

波法第103条の2第23項の規定により申し出ます。 

 承認されたときは、納入告知書は、下記1の金融機関宛て送付してください。 

記 

1 金融機関名及び口座番号 

 (注：申出人(特定免許等不要局を開設した者又は表示者)御本人の口座を指定してく

ださい。) 

  

  

ゆ

う

ち

ょ

銀

行

以
外
の
金
融
機
関 

銀 行 

(   ) 

本 店 
支 店 
(  ) 

  

特定無線設備の

種別 
周波数 

無線局の有する

機能 

  

      銀 行 コ ー ド 支 店 コ ー ド 
預金

口座 

① 普 通 ② 当 座 
                            
      

                                  

ゆ
う
ち
ょ
銀
行 

種目コード 
契約種別
コ ー ド 

通 帳 記 号 通帳番号(右詰めで記入してください。) 

      

1 6 6 3 0 1       0 
の 

                

      
  

  

フ リ ガ ナ   
      

住 所 

〒   ― 

      18.6cm 
フ リ ガ ナ   届出印 

口 座

名 義 人 
  印       

    

      電 話 番 号  (      ―      ―         ) 

 ※ 以下の欄は記入しないこと 

  

総 合 通 信 局 等 使 用 欄 

  
受 付 確 認 シ ス テ ム 登 記 照 合 

        

  

  
17.6cm 

  

  
    

 注1 1の欄は、ゆうちょ銀行以外の金融機関欄又はゆうちょ銀行欄のどちらかに記載すること。 

  2 2の欄には、特定免許等不要局の開設者又は表示者所属の無線局のうち口座振替による電波利用料の納付を希望する無線局について記載すること。局数が

多い場合は、適宜別紙を作成し併せて提出すること。 

別
表
第
十
五
号
（
第
５
１
条
の
１
２
関
係
）
（
総
務
大
臣
又
は
総
合
通
信
局
長
が
こ
の
様
式
に
代
わ
る
も
の
と
し
て

認
め
た
場
合
は
、
そ
れ
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。
）

別表第十五号(第51条の12関係)(総務大臣又は総合通信局長がこの様式に代わるものとし

て認めた場合は、それによることができる。) 

 第  号 

 

督 促 状 

 

 

 住所 

 氏名又は名称        殿 

  

年度 (部) (款) (項) (目) 

  

金 額 円   

納 付 目 的   

指 定 期 限 年  月  日 

納 付 場 所 日本銀行本店、支店、代理店又は歳入代理店 

 

 さきに、あなたに対して納入の告知をした上記の金額は、納付期限(    年  月

  日)までに完納されておりませんので至急納付してください。指定期限を過ぎても完

納されないときは、財産差押処分をします。 

 ※なお、納入告知書に記載したところにより計算した延滞金を併せて納付してくださ

い。 

    年   月   日 

 

   (歳入徴収官) 

 

    (官職)         (氏名) 

(日本産業規格A列4番)  

 注 ※は、第51条の14各号に該当するものについては記載しない。 
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別
表
第
十
六
号
（
第
５
１
条
の
１
３
第
２
項
関
係
）

別表第十六号(第51条の13第2項関係) 

(表面)   

第   号 

電 波 利 用 料 徴 収 職 員 証 明 書 

 

 

 所 属 

 氏 名 

 交 付   年  月  日 

 有 効 期 限   年  月  日 

    

5.5cm 

    

  
総合通信局長又は

沖縄総合通信事務所長 印   

  
9.1cm 

  
  

    

 

(裏面) 

 この証明書を携帯する職員は、電波法(昭和25年法律第131号)第103条の2第25

項の規定による督促に係る電波利用料及び同条第27項の規定による延滞金を国

税滞納処分の例により処分する権限を有する。 

電波法抜粋 

第103条の2第26項 総務大臣は、前項の規定による督促を受けた者がその指定の

期限までにその督促に係る電波利用料及び次項の規定による延滞金を納めな

いときは、国税滞納処分の例により、これを処分する。(以下略) 

 

別
図
第
一
号
（
第
３
６
条
の
２
第
１
項
第
１
号
関
係
）

別図第一号(第36条の2第1項第1号関係) 

1 遭難警報 

同期符号 呼出しの

種類 

(注1) 

自局の

識別信号 

遭難の

種類 

遭難の

位置 

遭難の

時刻 

テレ

コマンド 

(注2) 

終了符号 誤り検定

符号 

 注1 コード番号「112」であること。 

 注2 引き続いて行う通報の型式をコード化したものであること。 

2 遭難警報の中継 

同期符号 呼出しの

種類 

(注1) 

相手局の

識別表示 

(注2) 

優先順位 

 

(注3) 

自局の

識別信号 

テレ

コマンド 

(注4) 

遭難船舶

局の識別

信号 

遭難の

種類 

遭難の

位置 

遭難の

時刻 

テレ

コマンド 

(注5) 

 

終了符号 誤り検定

符号 

 注1 コード番号「112」は用いないこと。 

 注2 呼出しの種類をコード番号「116」としたときは省略すること。 

 注3 できる限りコード番号「112」であること。 

 注4 コード番号「112」であること。 

 注5 引き続いて行う通報の型式をコード化したものであること。 
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3 遭難警報に対する応答 

同期符号 呼出しの

種類 

(注1) 

優先順位 

 

(注2) 

自局の

識別信号 

テレ

コマンド 

(注3) 

遭難船舶

局の識別

符号 

遭難の

種類 

遭難の

位置 

遭難の

時刻 

テレ

コマンド 

(注4) 

終了符号 

 

誤り検定

符号 

 注1 コード番号「116」であること。 

 注2 できる限りコード番号「112」であること。 

 注3 コード番号「110」であること。 

 注4 引き続いて行う通報の型式をコード化したものであること。 

4 その他 

同期符号 呼出しの

種類 

相手局の

識別表示 

(注1) 

優先順位 

 

(注2) 

自局の

識別信号 

テレ

コマンド 

(注3) 

通報に係

る事項 

(注4) 

終了符号 誤り検定

符号 

 注1 呼出しの種類にコード番号「116」としたときは省略すること。 

 注2 コード番号「112」であること。 

 注3 引き続いて行う通報の型式をコード化したものであること。 

 注4 引き続いて行う通報の周波数等をコード化したものであること。 

別
図
第
二
号
（
第
３
６
条
の
２
第
１
項
第
２
号
関
係
）

別図第二号(第36条の2第1項第2号関係) 

1 インマルサットC型を使用するもの 

呼出しの

種類 

(注1) 

自局の

識別表示 

相手局の

識別表示 

遭難の位

置及び時

刻 

遭難の

種類 

通報に係

る事項 

(注2) 

誤り検定

符号 

 注1 「10100011」(最後に送るものにあつては「10100001」)であること。 

 注2 船舶の進路等をコード化したものであること。 

 

2 インマルサットF型を使用するもの 

同期符号 呼出しの種

類(注1) 

自局の識別

表示 

相手局の識

別表示 

通報の型式 

(注2) 

遭難の位置 

(注3) 

誤り検定符号 

 注1 「11100011」であること。 

 注2 引き続いて行う通報の型式等をコード化したものであること。 

 注3 船舶の位置をコード化したものであること。 

 

3 第12条第6項第2号に規定する船舶地球局の無線設備を使用するもの 

ポ ート

の バー

ジヨン 

遭 難の

種別 

固 定 時

間 

通 報の

型式 

遭 難 の

位置 

通 報に

係 る事

項 

(注1) 

識 別表

示 

遭 難 の

時間 

信 頼性

に 関す

る符号 

誤 り 検

定符号 

 注1 船舶の進路等をコード化したものであること。 
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別
図
第
三
号
（
第
３
６
条
の
２
第
１
項
第
３
号
関
係
）

別図第三号(第36条の2第1項第3号関係) 

通報の

種類 

(注1) 

通報の

順位 

(注2) 

通報に係

る事項 

(注3) 

自局の

識別表示 

グループ

呼出しに

係る事項 

誤り検定

符号 

通報 

 注1 「00101000」であること。 

 注2 繰り返された回数に「111」(最後に送るものにあつては「110」)を続けたものであること。 

 注3 通報の印字形式をコード化したものであること。 

別
図
第
四
号
（
第
３
６
条
の
２
第
１
項
第
４
号
関
係
）

別図第四号(第36条の2第1項第4号関係) 

1 F1B電波424kHzを使用するもの 

同 期 符 号 
自局の識別

表 示 

通報の種類 

(注1) 

通報の番号 

(注2) 

復 帰 改 行

信 号 
通 報 終 了 符 号 

 注1 第1バイト「YYBBBYBYBB」及び第2バイト「BBYBBBYYBY」であること。 

 注2 第1バイト「YYBBBYBYBB」及び第2バイト「BBBBYYBYBY」の組合せを3回繰り返すものであること。 

 

2 F1B電波518kHzを使用するもの 

同 期 符 号 
自局の識別

表 示 

通報の種類 

(注1) 

通報の番号 

(注2) 

キャリッジ

復 帰 信 号 
改 行 信 号 通 報 終 了 符 号 

 注1 「BBYYBYB」であること。 

 注2 「BYBBYBY」を2回繰り返すものであること。 
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別
図
第
五
号
（
第
３
６
条
の
２
第
１
項
第
５
号
及
び
第
６
号
関
係
）

 

別
図
第
六
号
（
第
３
６
条
の
２
第
１
項
第
６
号
及
び
第
８
号
関
係
）

別図第六号(第36条の2第1項第6号及び第8号関係) 

通報の種

類 (注 1 ) 
反復送信

回数(注2) 

装置の識

別 信 号

(注3) 

航行状態

(注4) 
対地速度 位置精度 経度 緯度 対地針路 測位時刻 通信状態 

  注1 コード番号「1」であること。 

  注2 コード番号「0」であること。 

  注3 捜索救助用位置指示送信装置においては、「970X1X2Y1Y2Y3Y4」の9桁の数字であること(X1、X2、Y1、Y2、Y3及びY4は0から9までの数字と

する。以下この注において同じ。)。 

    衛星非常用位置指示無線標識及び衛星位置指示無線標識であつて、航海情報記録装置又は簡易型航海情報記録装置を備えるものにお

いては、「974X1X2Y1Y2Y3Y4」の9桁の数字であること。 

  注4 コード番号「14」であること。 
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別
図
第
七
号
（
第
３
６
条
の
２
第
２
項
第
１
号
関
係
）

別図第七号(第36条の2第2項第1号関係) 

同期符号 呼出しの

種類 

相手局の

識別表示 

(注1) 

優先順位 

 

(注2) 

自局の

識別信号 

テレ

コマンド 

(注3) 

通報に係

る事項 

(注4) 

終了符号 誤り検定

符号 

 注1 呼出しの種類をコード番号「116」としたときは省略すること。 

 注2 コード番号「110」であること。 

 注3 引き続いて行う通報の型式をコード化したものであること。 

 注4 引き続いて行う通報の周波数等をコード化したものであること。 

別
図
第
八
号
（
第
３
６
条
の
２
第
２
項
第
２
号
関
係
）

別図第八号(第36条の2第2項第2号関係) 

 1 インマルサットF型を使用するもの 

同期符号 呼出しの

種類 

(注1) 

自局の識

別表示 

相手局の

識別表示 

通報の型

式 

(注2) 

通報の優

先度 

(注3) 

自局の位

置 

(注4) 

誤り検定

符号 

  注1 「01100011」であること。 

  注2 引き続いて行う通報の型式等をコード化したものであること。 

  注3 「01」であること。 

  注4 船舶の位置をコード化したものであること。 

 2 第12条第6項第2号に規定する船舶地球局の無線設備を使用するもの 

サ ー ビ ス

コード 

(注1) 

識別表示 

(注2) 

通 信 先 の

値 

(注3) 

優 先 度 コ

ード 

(注4) 

通 報 の 本

文 

(注5) 

停止符号 誤 り 検 定

符号 

  注1 安全通報のクラスを内容とすること。 

  注2 海上移動業務別コードであること。 

  注3 救助調整本部のシヨートコードであること。 

  注4 緊急通信である旨を内容とすること。 

  注5 通報の内容を含むこと。 
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別
図
第
九
号
（
第
３
６
条
の
２
第
２
項
第
３
号
関
係
）

別図第九号(第36条の2第2項第3号関係) 

通報の

種類 

(注1) 

通報の

順位 

(注2) 

通報に係

る事項 

(注3) 

自局の

識別表示 

グループ

呼出しに

係る事項 

誤り検定

符号 

通報 

 注1 「00101000」以外のものであること。 

 注2 繰り返された回数に「011」(最後に送るものにあつては「010」)を続けたものであること。 

 注3 通報の印字形式をコード化したものであること。 

別
図
第
十
号
（
第
３
６
条
の
２
第
３
項
第
１
号
関
係
）

別図第十号(第36条の2第3項第1号関係) 

同期符号 呼出しの種

類 

相手局の

識別表示 

(注1) 

優先順位 

 

(注2) 

自局の

識別信号 

テレ

コマンド 

(注3) 

通報に係

る事項 

(注4) 

終了符号 誤り検定

符号 

 注1 呼出しの種類をコード番号「116」としたときは省略すること。 

 注2 コード番号「108」又は「102」であること。 

 注3 引き続いて行う通報の型式をコード化したものであること。 

 注4 引き続いて行う通報の周波数等をコード化したものであること。 
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別
図
第
十
一
号
（
第
３
６
条
の
２
第
３
項
第
２
号
関
係
）

別図第十一号(第36条の2第3項第2号関係) 

通報の

種類 

(注1) 

通報の

順位 

(注2) 

通報に係

る事項 

(注3) 

自局の

識別表示 

グループ

呼出しに

係る事項 

誤り検定

符号 

通報 

 注1 「00101000」以外のものであること。 

 注2 繰り返された回数に「101」(最後に送るものにあつては「100」)を続けたものであること。 

 注3 通報の印字形式をコード化したものであること。 

別
図
第
十
二
号
（
第
３
６
条
の
２
第
３
項
第
３
号
関
係
）

別図第十二号(第36条の2第3項第3号関係) 

1 F1B電波424kHzを使用するもの 

同 期 符 号 自局の識別

表 示 

通報の種類 

(注) 
通報の番号 復 帰 改 行

信 号 
通 報 終 了 符 号 

 注 次のいずれかの組合せであること。 

  (1) 第1バイト「YYBBBYBYBB」及び第2バイト「YBBBBBYYBY」 

  (2) 第1バイト「YYBBBYBYBB」及び第2バイト「BYBBBBYYBY」 

  (3) 第1バイト「YYBBBYBYBB」及び第2バイト「BBYYBBYYBB」 

2 F1B電波518kHzを使用するもの 

同 期 符 号 
自局の識別

表 示 

通報の種類 

(注) 
通報の番号 キャリッジ

復 帰 信 号 
改 行 信 号 通 報 終 了 符 号 

 注 「BBBYYYB」、「YBYYBBB」又は「BYBYYBB」のいずれかであること。 
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